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Ⅰ はじめに

足立区では、行政評価の客観性を高め、区政の透明化と区政経営の改革・改

善を進めることを目指し、平成 17年度より公募による区民委員と学識経験者か

らなる足立区区民評価委員会（以下「評価委員会」という。）を設置しています。

今年度の区民評価委員会では、区長から諮問を受けた「重点プロジェクト事

業」に該当する 20 事業(ひとと行財政 7 事業、くらしと行財政 7 事業、まちと

行財政 6事業)と、全体で約 650ある一般事務事業のうち、予算に対する低執行

率をはじめ、事業の手法や有効性などに何らかの課題がある事業について評価

活動を行い、令和７年 9 月に「足立区区民評価委員会活動報告書」を発行しま

した。

この度、この報告書の中で出された「重点プロジェクト事業に関する提言」

や「一般事務事業に関する評価意見」に対する区の考え方・取組み、各事業単

位の評価に対する反映結果をまとめましたので、報告します。

区は今後も引き続き、行政評価制度を活用し、区政運営の改革・改善に取り

組んでいきます。
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Ⅱ 「重点プロジェクト事業に関する提言」と「一般事務事業に関する

評価意見」に対する区の考え方・取組み

１ 「重点プロジェクト事業に関する提言」に対する区の考え方・取組み

  重点プロジェクト事業について、各分科会からの提言（概要）とそれに対

する区の考え方・取組みは、以下のとおりです。

（１）ひとと行財政分科会からの提言（概要・要旨）

ア 必要としている区民へ行き届く支援を【提言１】

利用者アンケートなどはその取組の効果を測定するために有効であ

ると考えられるが、当然のことながら取組を利用していない区民の声

は含まれていない。支援を必要としていながら、支援までたどり着か

ない区民もいることが予想されるため、最終目標とともに対象者を確

認し、支援が必要としている区民に届くことを目指してほしい。

⇒【提言１】に対する区の考え方・取組み

潜在的なニーズや課題を的確に把握するため、支援を必要とする方々

の生活実態をより深く捉えていく必要があります。現場の声を聴き、支

援の継続的な質的向上を図ることで、寄り添った切れ目ない支援を実現

していきます。

№13「ひとり親家庭総合支援事業」では、ひとり親家庭へのアンケー

トの実施や、支援が必要なケースを把握した都度、課内係間で情報を共

有し、ニーズを把握していきます。

また、把握した生活状況に基づき、特に支援が必要と思われる世帯に

対しては、電話による聴き取りやアウトリーチ等により、積極的に働き

かけていきます。

なお、事業の成果指標においては、「交流事業年間参加世帯数」や「就

労支援事業と講座を活用した人数」といった定量的指標を用いてきまし

たが、今後は窓口アンケートの結果などを通じて、利用者満足度を測定

する質的評価を導入し、事業成果の可視化を図り、継続的なサービスの

向上に繋げていきます。
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イ 円滑な評価活動を目指して【提言２】

昨年度の提言・要望の中には取り上げられていないものもあり、結

果として今年度も同様の提言・要望を行うこととなった。評価を受け

る職員の立場からすると、提言・要望を受け改善に向けて努力してい

るにも関わらず、同様の提言・要望が繰り返され困惑することも考え

られるため、提言・要望の反映について、反映できなかった場合につ

いてもその理由なども含めて説明を求めたい。

⇒【提言２】に対する区の考え方・取組み

区事務局として、区民委員と各所管課との認識の齟齬（そご）を防止

し、その隔たりを解消する必要性を強く認識しています。このため、次

年度の評価活動におけるヒアリングにおいては、提言に対する区の取り

組み状況や受け止めを確認するためヒアリングの時間を設けることを

考えています。これまでもヒアリング時間の延長など、円滑なコミュニ

ケーションに資する配慮を行ってきたところではありますが、より率直

な意見交換を促進するため、上記のような対応を講じることとしました。

（２）くらしと行財政分科会からの提言（概要・要旨）

ア 庁内連携と情報共有を強化する既存の枠組みを越えた協創推進

【提言３】

協創の創出にあたっては、すでにワーキンググループの実施など萌

芽的な取り組みが生まれているが、具体的なモデルケースや、協創を

支える組織的かつ実質的な仕組みを構築し、足立区の特徴や強みを活

かした既存の枠組みを超えた協創の推進・発展を期待する。

⇒【提言３】に対する区の考え方・取組み

各部署のリソースを活用し合い、連携して行政課題に取組む「協創」

の体制を構築していきます。

№35「協創推進コーディネートの強化（人づくり・場づくり）」では、

組織横断型のプロジェクトチーム「Oh！dan's」を発足し、会議や総会

を通じて他部署交流を図り、各所属の課題等を共有しました。

「Oh!dan’s」発案の庁内連携事業として、令和 8年 4月には、Google

ドライブを活用して、全庁の広報物データをシェアするプラットフォー
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ムシステムの運用を開始します。

今後も、横のつながりを価値創出や庁内連携へと発展させていきます。

イ 若い世代への多様なアプローチと情報発信の質の向上【提言４】

若者世代への情報発信は従来型メディア（新聞やテレビ、広報紙）

のみならず、ホームページやＳＮＳなどのオンラインメディアを通じ

た発信を行われていたが、本当にターゲット層に届いているのかモニ

タリングが必要ではないか。広報部門と各部署が連携し、よりターゲ

ット層を意識した広報戦略を検討することに挑戦してもらいたい。

⇒【提言４】に対する区の考え方・取組み

ターゲットへの確実な情報発信を実現するため、それぞれの特性を的

確に捉えた効果的な情報発信を展開していきます。

№17「ごみの減量・資源化の推進」においては、視聴数や視聴者情報

（性別や年齢層、視聴時間帯など）による効果計測等の分析を行い、よ

り効果的な周知を実施していきます。また、「アダチ若者会議」に参加

し、若年層への情報発信に関する有効な方法などの意見を募り研究し、

情報を発信していきます。
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（３）まちと行財政分科会からの提言（概要・要旨） 

ア ロジックモデルと指標の再検証を通じたＰＤＣＡの徹底【提言５】 

多くの事業で設定された成果指標と実際の目的達成との間に乖離が

見受けられた。特に、定量的な数値目標を追うことに偏重し、地域住

民の生活改善や地域活性化という本質的な成果に結びついていないケ

ースが散見される 

⇒【提言５】に対する区の考え方・取組み 

活動指標と成果指標のつながりなど、ロジックツリーを明確に構築し、

事業の進捗が正しく評価できるよう、適正な指標設定に努めていきます。 

№25「燃えにくいまちづくりの推進」では、最終成果と乖離している

と指摘された指標について見直しを図っていきます。 

本事業は、助成制度等による老朽建築物の解体促進を主眼とし、助成

額や対象の拡充が直接的な成果に寄与するものと認識しています。令和

8 年度以降も、西新井駅西口周辺地区の密集事業および不燃化特区制度

の延伸など事業を継続し、あわせて、高齢者世帯に対する建替え助成費

の上乗せを開始することで、老朽建築物の減少をさらに促進させ、不燃

領域率の向上を図っていきます。 

また、個別相談等を通じて事業の本質的なボトルネックや改善点を把

握し、適宜、都や関係各署と連携して課題を解決していきます。 

 

イ 情報共有の強化による施策効果の最大化を【提言６】 

 防災関連や地域活性化を中心とした複数の事業が並行して実施され

ているが、これらが縦割りのまま推進され、区民に対して統一的かつ

わかりやすいメッセージが届けられていない現状がうかがえる。今後

は、部署やプロジェクト間の壁を越えて計画段階から協議・調整を進

め、共通の目標や統一的な広報戦略を策定することが必要である。 

⇒【提言６】に対する区の考え方・取組み 

計画策定等の基礎資料となる区民アンケートにおいては、その実施前

に、庁議等で、その内容や対象を共有し、あわせて質問したい所管課を

募るなどの情報共有と連携を図っています。また、チラシなどの広報物

において情報を届けたい相手が同じ場合には、情報を一つに集約するな
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ど連携も庁内で広がってきています。引き続き、施策の効果を高めるた

めにも、庁内連携を進めていきます。 
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２ 「一般事務事業に関する評価意見」に対する区の考え方・取組み 

一般事務事業について、一般事務事業見直し分科会からの主な評価意見（要

旨）とそれに対する区の考え方・取組みは、以下のとおりです。 

（１）総括意見（要旨） 

ア 事務事業の活動量・活動成果を測る指標の妥当性について 

【総括意見①】 

「何をやったか」というアウトプット（結果）にとどまる指標が多

く、「どのような効果をもたらしたのか」というアウトカム（成果）

が十分に把握できず、事業手法及び予算計上の妥当性や、補助金等の

有効性を評価することが難しいケースがあった。 

事務事業評価の制度上、指標の設定にはやむを得ない事情もあると

考えられるが、国の統計などを活用して、可能な限りアウトカムに近

い指標を採用することが望ましい。もしそれが難しい場合でも、アウ

トカムとの関連性が強いアウトプット指標を設定すべきである。 

⇒【総括意見①】に対する区の考え方・取組み 

事務事業評価においては、各事務事業の目的達成（成果）につながる

プロセス（活動）を可視化するという観点から「活動指標」を設定し、

その実績値を単年度ごとに測定・分析することで投入資源（人と財源）

の増減を行います。 

ご意見を受けて、財政課において全事務事業（６３７事業）の指標を

点検した結果、講座の開催数や情報発信回数などの「実施量（アウトプ

ット）」に留まる指標が約４割の事務事業で見受けられました。 

このような指標については、可能な限り「アウトカムに近い指標（※）」

設定を目指し、各所管課と連携して令和８年度の評価に向けて改善して

いきます。 

※ アウトカムに近い指標例 

アウトプット（活動指標） アウトカム 

（成果指標） 実施量 到達量 活用量 

禁煙講座の 

開催数 
参加者数 

参加後に禁煙

を始めた人数 

喫煙率 

（低減目標） 

 

 

 

 

 

右に行くほどアウトカムに近くなる 
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イ 受益者負担の水準に関する自己評価の基準について 

【総括意見②】 

事務事業評価調書の作成時に、各部局は「受益者負担の水準は妥当

だと考えられるか？」という問いに対し、「妥当である」、「検討を要

する」、「負担導入は困難」、「該当しない」のいずれかを選択する。 

例えば中小企業融資事業では、制度融資に関する信用保証料等につ

いて「事業者に一定の自己負担があることから受益者負担の水準は妥

当」と整理しているが、事業者は行政に対して対価を支払っているわ

けではない。「受益者が行政サービスの対価として、受益の範囲内で

費用の一部または全部を負担する」という受益者負担の考え方とは異

なるため、「該当しない」を選択するのが妥当である。 

また、パラスポーツ推進事業でも「受益者負担を徴収していないこ

とが妥当である」と整理されているが、「該当しない」が適切である。

今後は、受益者負担の考え方について、区全体で共通の評価基準を整

理し、事業評価の前提条件として明確化する必要がある。 

⇒【総括意見②】に対する区の考え方・取組み 

ご指摘いただいた事務事業評価調書の該当箇所については、令和８年

度評価に向けて評価基準を整理したうえで、作成要領及び行政評価運用

マニュアルに追加するとともに、行政評価推進員向けの説明会において

も周知徹底を図っていきます。 

 

ウ 評価基準に沿った説明について【総括意見③】 

【総括意見③】 

区民評価委員は、「事業の必要性」、「事業手法の妥当性」、「受益者

負担の適切度」、「事業の周知度」、「補助金等の有効性」、「予算計上の

妥当性」という軸で評価している。ヒアリング等を通じて事業の目的

や事業内容は理解できたが、時間の制約もあり、特に「事業手法の妥

当性」や「予算計上の妥当性」に十分な判断材料が提供されたとは言

い難い。今後は、これらの評価軸を踏まえたプレゼンを期待したい。 

⇒【総括意見③】に対する区の考え方・取組み 

令和８年度に向けては、評価に十分な判断材料をご提供できるよう、

ヒアリング対象となった所管課には、評価基準を踏まえた資料作成とプ

レゼンテーションを徹底していきます。 

また、ヒアリング時間については、限られた時間の中で充実した内容

となるよう、①プレゼンテーション、②質疑応答、③委員同士の協議に

ついて、時間配分をご相談させていただきます。 
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（２）事業別評価結果（要旨） 

ア 区有財産取得・活用事務 

【評価意見】 

① 事業手法の妥当性 

低・未利用地の利活用については、不動産業者など民間事業者と

の協働が求められるが、その体制が整備されているとはいえない。 

また、暫定的な利活用策として駐車場の形で貸付を行っている

が、一定の期間を経ても利活用方針が定まらないものについては、

売却も視野に入れるべきである。法定外公共物については、利用者

間の負担の公平性の観点から使用料を求めるべきである。 

② 事業の周知度 

低・未利用地の情報や活用方針が区民に十分に伝わっているか疑

問が残る。また、法定外公共物の情報公開は受動的で、周知が十分

とはいえない。 

⇒【評価意見】に対する区の考え方・取組み 

① 事業手法の妥当性 

民間事業者との協働については、民間経験のある専門職員などを

通じて事業者へヒアリングを行うことや、弁護士への相談など積極

的に努めています。駐車場として暫定活用する間に、将来的な公共

目的での利用がないか把握し、そうした利用がない場合には意見の

とおり売却も含め検討していきます。なお、売却の場合には、まず

は公共・公益性の高い事業者に売却できないか調査し、それが適わ

ない場合は一般競争入札によるものとします。 

② 事業の周知度 

低・未利用地の情報や活用方針は「区有地等地活用基本方針」を

策定し、区ホームページで公開していますが、今後、より区民等に

向けてわかりやすい内容に改定していきます。法定外公共物の周知

についてはホームページほかＳＮＳによる情報発信について検討

していきます。 

イ パラスポーツ推進事業 

【評価意見】 

① 補助金等の有効性 

障がい者スポーツ活動助成制度は一定の意義があると思われる

が、上限 1 万円までの支給が妥当かどうか検討が必要である。対象

者のニーズや経済状況を踏まえ、助成対象者の要件を再検討するこ

とが望ましい。また、定量的な効果検証や新規利用者拡大への取り
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組みも求められる。 

② 予算計上の妥当性 

中長期的な事業継続には、持続可能な予算や人的リソースの確保

が重要であり、特に高額な招聘費用については費用対効果の検証が

求められる。また、業務委託に関しては連携協定との兼ね合いもあ

ると思われるが、公平性や透明性の観点から、プロポーザル方式の

採用など、より競争的な業者選定の可能性も検討して頂きたい。 

⇒【評価意見】に対する区の考え方・取組み 

① 補助金等の有効性 

令和７年度から、助成金を受けた障がい者の新規スポーツ開始件

数や参加頻度の変化を把握するアンケートを開始しました。今後、

令和８年度に結果を分析して効果検証を行います。 

また、新規参加者の利用促進にあたっては、施設に通所していな

い中途障がいの方などへの周知を目的として、区内の医療機関を通

じた情報提供に取り組んでいます。今後も周知を拡大し、より多く

の障がい者が参加できる環境整備を進めていきます。 

② 予算計上の妥当性 

パラスポーツ専門家の招聘は、毎年実施するのではなく、オンラ

インによる実施を中心とし、令和８年度は費用計上しません。 

また、スペシャルクライフコートフェスティバルを起点とした一

連のパラスポーツ推進事業は、一体的に実施できる事業者が現行事

業者のほか、把握できていないため、現行事業者に委託しています。

今後は他自治体の事例等も参考にし、適切な事業者があればプロポ

ーザル方式の導入も検討していきます。 

ウ 中小企業融資事業 

【評価意見】 

① 事業手法の妥当性 

単なる信用保証料補助や利子補給制度の提供にとどまり、融資後

の業績や支援効果の定量的検証が不足しているため、支援が真に必

要な企業に届いているか不明である。融資後の企業の経営状況を把

握するほか、必要な経営改善や成長戦略の策定を支援するフォロー

アップの仕組みを強化し、事業の実効性を高めることが求められ

る。 

② 予算計上の妥当性 

近年は決算額に比して（当初・補正後）予算が過大に見積もられ

ており、予算計上の妥当性には課題がある。 
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⇒【評価意見】に対する区の考え方・取組み

① 事業手法の妥当性

融資実行後の事業者の経営状況の把握やフォローアップについて

は、まずは金融機関において実施されるべきものであると考えてい

ますが、融資を利用した事業者で、その後の区のフォローアップを

希望する事業者に対する中小企業相談員による経営相談やマッチン

グクリエイターによる訪問等を通じて、区としても経営改善の状況

や設備投資効果の把握に努めていきます。

② 予算計上の妥当性

令和６年度当初予算については、令和４年度、５年度の決算額と

比較して過大な予算計上となっていたため、令和７年度当初予算は

約３億６千万円削減しましたが、令和８年度当初予算はさらに前年

度比で約５億８千万円削減し、約１５億７千万円の計上としました。

今後も実績に基づいた、適正な予算計上を行っていきます。

エ 在宅医療・介護連携推進事業

【評価意見】

① 事業手法の妥当性

研修回数や相談件数といった活動指標だけでは、医療と介護の連

携が深まったかどうかを評価することが難しい。

指標に関しては、在宅診療数や再入院率の低下など連携の効果を

測る指標の導入が望まれる。また、研修を指標に入れるのであれば、

回数よりも研修の質を表す指標を導入することが望ましい。

② 事業の周知度

相談件数の減少や認知度の低さから、事業の周知方法や対象には

改善の余地がある。在宅医療や介護の選択肢が十分に知られていな

い現状を踏まえ、医療・介護従事者向けの取り組みだけでなく、地

域の高齢者や家族への情報発信の強化が不可欠である。「すこやか

プラザ あだち」への拠点移動を契機に、広報や参加促進への一層

の注力を期待したい。

⇒【評価意見】に対する区の考え方・取組み

① 事業手法の妥当性

研修会や交流会など多職種連携に関する事業を行った回数は活

動指標として残しつつ、連携の質向上を図るための指標として、ア

ウトカム指標を「高齢者等実態調査」の連携強化、インパクト指標

を在宅診療数として設定できるかを検討していきます。

② 事業の周知度

在宅療養区民啓発講座を令和７年度、令和８年度ともに２回開催
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します。また、令和７年度中に「在宅療養区民啓発紙」「在宅療養

区民啓発リーフレット」を発行するため、区施設への配架や「千本

桜まつり」などのイベントで配布し、周知を強化していきます。

オ 感染症予防・患者医療費公費負担事業

【評価意見】

① 事業手法の妥当性

性感染症検査の受診率向上や外国人の健康診断実施状況の把握、

年齢層ごとの啓発手法の工夫など改善の余地がある。特に、性感染

症検査のＷＥＢ予約や非対面検査の導入など利便性向上策は早急

に検討されるべきであり、実効性を高める取り組みの強化が求めら

れる。

② 補助金等の有効性

ＩＣＮ（感染管理認定看護師等）の配置促進補助は、区の感染症

対策能力向上に寄与する有用な制度であるが、利用が十分に伸びて

いない点は課題である。医療機関への働きかけや制度周知をさらに

強化し、ＩＣＮの定着につながる支援策の拡充が求められる。また、

ＩＣＮの拡充が足立区にどのような恩恵をもたらすのか、費用対効

果を含めた検証を進めることが望まれる。

⇒【評価意見】に対する区の考え方・取組み

① 事業手法の妥当性

検査への心理的ハードルを下げ、利便性を向上させるため、令和

８年度から保健所でのＨＩＶ・性感染症検査のオンライン予約が開

始できるよう調整を行っています。

また、平日日中の来所が困難な方等に向け、令和８年６月の「東

京都ＨＩＶ検査・相談月間」に合わせて、モデル的に郵送検査を実

施することを検討しています。実施後には、申込状況等を分析し、

郵送検査の拡充や保健所での検査を含めたＨＩＶ・性感染症検査実

施方法について検討してまいります。

② 補助金等の有効性

現在、区内医療機関への訪問による補助制度説明や、対面・オン

ラインでのハイブリッド形式の説明会実施等に取り組んでいるとこ

ろであり、令和８年度においても、医療機関への訪問を中心にＩＣ

Ｎ配置の意義の説明や医療機関の状況把握の継続を構想しています。

候補者の選定や受験準備には一定の時間を要することから、実際に

資格取得へ結びつくまで、長期的な視点で対応を行っていきます。

また、現在実施しているＩＣＮ実務者連絡会について、ＩＣＮ未
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配置の医療機関への声かけ等対象を拡大し、ＩＣＮと連携した情報

共有や課題解決に向けた取り組みを令和８年度以降も継続的に実施

してまいります。

ＩＣＮの増加による足立区への恩恵については、専門人材の確保

によって医療機関がより高度な加算を取得することができ、地域の

中核的役割を担うことや経営の安定化等が期待されるところですが、

これについても長期的な視点で確認を行ってまいります。

カ 住宅施策推進事務

【評価意見】

① 事業手法の妥当性

住宅専門相談会やアドバイザー派遣、外部団体との連携による居

住支援など、対象者の多様な課題に応じた複数の手法が採用されて

おり、現場に密着した対応として妥当性は高いと評価できる。一方

で、マンション管理計画認定制度の申請促進や適切な管理方法の周

知については課題が残るため、他自治体の「プッシュ型」アプロー

チも参考にした積極的な周知・働きかけが望まれる。

② 事業の周知度

相談件数の実績から一定の認知は進んでいるが、マンション管理

計画認定制度の認定件数は区内対象 1,311 棟のうち 25 棟にとどま

り、本制度の存在やメリットが十分に浸透していない可能性があ

る。

⇒【評価意見】に対する区の考え方・取組み

① 事業手法の妥当性

従来のアドバイザー派遣に加えて、他自治体を参考に令和８年度

から「プッシュ型」支援を実施します。区が管理不全の兆候が見受

けられる分譲マンションに、マンション管理士を派遣してマンショ

ンごとの課題整理および支援計画を作成し、積極的な周知・働きか

けを行っていきます（令和８年度当初予算７，５２４千円、前年度

比３，７６２千円 拡充）。

② 事業の周知度

制度の存在やメリットが浸透していないことについて、従来のマ

ンションセミナーや区の広報掲載を引き続き行い、令和８年度には

区内全棟の分譲マンション実態調査を実施します。調査結果から、

管理計画認定制度が特に必要なマンションを中心に、アドバイザー

派遣の「プッシュ型」支援など積極的に働きかけていきます。
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キ 区立小・中学校の改築事業

【評価意見】

① 事業手法の妥当性

建材費高騰や人手不足といった制約下で財政負担を平準化しつ

つ、段階的に改築を進める方針は現実的であり、防災機能の複合化

やプロポーザル方式の採用など、柔軟なアプローチも評価できる。

ただし、改築コストの増大に対応するため、ＰＦＩや包括的民間委

託などの民間資金活用や、サウンディング調査を通じた事業者との

連携強化による効率化を一層検討すべきである。

② 事業の周知度

改築対象校の関係者には一定の情報提供が行われていると推察

されるが、事業全体の概要や進捗について、区民全体への発信は必

ずしも十分とはいえない。学校改築は教育環境整備のみならず、防

災機能強化や地域利用にも関わる複合的な事業であり、特にＰＦＩ

など馴染みの薄い手法を導入する際は、丁寧な説明と透明性のある

情報発信が不可欠である。

⇒【評価意見】に対する区の考え方・取組み

① 事業手法の妥当性

かつて千住地区の施設更新の際にＰＦＩの導入を模索しました

が、民間事業者から事業採算性が合わないという話があり断念した

経緯があります。引き続きＰＦＩや包括的民間委託、サウンディン

グ調査を通じた事業者との連携強化に関して他区の取り組み状況

を調査するなど先進事例の研究を行っていきます。

② 事業の周知度

学校改築の進捗等は保護者や地域住民からなる会議等で区から

情報提供しているほか、近隣住民向けに建築計画や工事の説明会を

開催した場合はその内容を区ホームページで公表しています。不特

定多数の住民の使用が想定される避難所の機能等については、ホー

ムページ等により、学校関係者だけでなくより多くの住民への周知

に努めていきます。また、今後ＰＦＩ等の手法を導入する際は、そ

の効果や必要性等について理解いただけるよう丁寧な説明を行っ

ていきます。
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Ⅲ 

 Ⅲ 重点プロジェクト事業 

   事業別評価の反映結果 

令和７年度に実施した区民評価・庁内評価結果に対して、 

「評価の反映結果」をまとめました。 
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紙面構成の都合により、本ページ余白
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視点 No. 事業名 個別調書
ページ

ひと 1 幼児教育推進事業・家庭教育推進事務 18

2 学力向上対策推進事業（個に応じた学習の充実） 20

3 発達支援児に対する事業の推進 22

4 不登校児童・生徒に対する支援事業 24

5 若年者全力応援事業 26

6 小・中学校給食業務運営事業（おいしい給食の推進） 28

7 子どもへの多様な体験機会の充実 30

8 就学前教育・保育施設の質の維持・向上 32

9 学童保育室の質の維持・向上 34

10
あだちスマイルママ＆エンジェルプロジェクト（ASMAP）の推進事業（妊産婦支援事業、こんにちは赤ちゃん訪問
事業、３～４か月児健診事業） 36

11 子育てサロン事業 38

12 養育困難改善事業（児童虐待対策等） 40

13 ひとり親家庭総合支援事業 42

くらし 14 ビューティフル・ウィンドウズ運動（地域防犯力の向上・防犯まちづくり事業） 44

15 ビューティフル・ウィンドウズ運動（美化推進事業・生活環境保全対策事業） 46

16 エネルギー対策の推進（温室効果ガス排出削減） 48

17 ごみの減量・資源化の推進 50

18 健康寿命を延ばす介護予防・生活支援事業 52

19 孤立ゼロプロジェクト推進事業 54

20 包括的相談支援事業 56

21 データヘルス推進事業 58

22 健康あだち21推進事業（糖尿病対策） 60

23 こころといのちの相談支援事業 62

まち 24 地域と一体となった震災・水害対策 64

25 燃えにくいまちづくりの推進 66

26 揺れに強い建物の促進 68
27 スムーズに移動できる交通環境の充実（バス・自転車走行環境の整備） 70
28 緑を守り、育む人づくり事業 72
29 パークイノベーションの推進 74

30 自然環境・生物多様性の理解促進事業 76

31 創業支援事業（産学金公ネットワークによる起業・創業支援） 78

32 販路拡大支援事業（区内産業・製品のPR） 80

33 就労支援・雇用安定化事業（区内企業の人材確保支援等） 82

行財政 34 町会・自治会の活性化支援 84

35 協創推進コーディネートの強化（人づくり・場づくり） 86

36 大学連携コーディネート事業 88

37 ＤＸの推進による区民サービスの向上と職員の業務効率化 90

38 組織能力の向上と組織風土の改善 92

39 人材育成事務（職員研修事業、職員の能力を活かす人事） 94

40 広聴機会の充実と区政への反映 96

41 シティプロモーション事業 98

42 情報発信強化事業（各種広報媒体の充実・情報発信力の向上等） 102

43 ４公金収納金の収納率向上対策（税・保険料） 104

【重点プロジェクト事業　目次】　
※網掛けは区民評価対象事業
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稚

園
・
地

域
保

育
課

と
基

本
的

生
活

習
慣

を
身

に
付

け
る

取
り

組
み

や
幼

保
小

連
携

に
つ

い
て

協
働

し
て

い
る

。
ま

た
衛

生
部

と
協

働
し

早
寝

・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
カ

レ
ン

ダ
ー

に
 

食
育

と
虫

歯
予

防
の

内
容

を
掲

載
し

て
い

る
。

目
標
に
直
結

4
.
2

子
ど

も
家

庭
部

子
ど

も
施

設
指

導
・
支

援
課

就
学

前
教

育
推

進
担

当
子

ど
も

家
庭

部
子

ど
も

政
策

課
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

園
と

家
庭

の
連

携
に

よ
り

子
ど

も
た

ち
が

基
本

的
生

活
習

慣
を

身
に

つ
け

る
取

組
み

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

幼
保

小
連

携
に

よ
る

幼
児

と
児

童
の

交
流

活
動

、
教

員
と

保
育

者
の

交
流

研
修

等
に

よ
り

、
相

互
が

理
解

を
深

め
、

教
育

・
保

育
に

活
か

し
、

子
ど

も
の

学
び

の
構

え
を

育
む

。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
幼

児
教

育
研

修
3
,5

2
7

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

そ
の

他
区

民
・
保

育
者

・
教

員
基

本
的

生
活

習
慣

を
身

に
つ

け
る

こ
と

で
、

逆
境

を
乗

り
越

え
る

力
な

ど
子

ど
も

の
自

己
肯

定
感

が
育

ま
れ

、
環

境
に

左
右

さ
れ

ず
自

立
し

て
生

き
抜

く
力

を
獲

得
し

、
子

ど
も

の
貧

困
の

連
鎖

を
な

く
し

て
い

く
。

ま
た

、
幼

保
小

連
携

活
動

の
推

進
に

よ
り

子
ど

も
た

ち
が

自
立

す
る

力
を

培
う

の
に

最
も

重
要

な
児

童
期

の
教

育
へ

の
ス

ム
ー

ズ
な

移
行

に
貢

献
し

て
い

る
。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

小
学

校
入

学
時

に
基

本
的

生
活

習
慣

（
挨

拶
や

返
事

・
姿

勢
よ

く
座

る
・
静

か
に

話
を

聞
く
）
が

身
に

つ
い

て
い

る

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
幼

児
教

育
振

興
事

業
主

な
内

容
生

活
リ

ズ
ム

啓
発

3
1
9

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b)

1
0
9
,
0
0
6

1
0
0
,
0
4
7

1
2
1
,
9
2
8

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

8
3
,
3
0
4

1
1
4
,
3
2
1

内
訳

事
業

費
(a

)
1
2
,
8
3
9

1
6
,
7
4
3

7
,
6
0
7

・
　

各
園

に
お

け
る

職
員

応
援

体
制

・
　

各
園

に
お

け
る

独
自

の
教

育
・
保

育
理

念 ・
　

生
活

リ
ズ

ム
に

関
す

る
保

護
者

の
認

識

・
　

個
々

の
子

ど
も

の
発

育
状

態
・
　

保
護

者
の

子
ど

も
へ

の
関

わ
り

方
・
　

家
庭

ご
と

の
生

活
リ

ズ
ム

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

1
,
6
0
3

1
,
6
3
3

1
,
7
5
5

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
　

保
護

者
の

意
識

人
件

費
(b

)
9
6
,
1
6
7

【
事

業
の

概
要

】
１

　
就

学
前

施
設

の
保

育
者

・
幼

稚
園

教
諭

等
を

対
象

と
し

た
幼

児
教

育
に

　
関

す
る

研
修

を
実

施
す

る
【
活

動
-
1
】

２
　

小
学

校
教

員
と

就
学

前
施

設
保

育
者

と
の

幼
保

小
連

携
に

関
す

る
合

同
　

研
修

を
実

施
す

る
【
活

動
-
2
】

３
　

幼
保

小
連

携
ブ

ロ
ッ

ク
担

当
者

会
議

を
実

施
す

る
【
活

動
-
3
】

４
　

「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
カ

レ
ン

ダ
ー

、
4
週

間
チ

ェ
ッ

ク
ブ

ッ
ク

を
園

に
配

布
す

る
【
活

動
-
4
】

１
　

教
育

・
保

育
力

向
上

研
修

参
加

者
数

が
増

え
る

【
活

動
②

-
1
】

２
　

運
動

遊
び

を
実

施
し

て
い

る
就

学
前

施
設

の
割

合
が

増
え

る
【
活

動
②

-
1
】

３
　

接
続

期
教

育
研

修
参

加
施

設
の

割
合

が
増

え
る

【
活

動
②

-
2
】

４
　

「
あ

だ
ち

幼
保

小
接

続
期

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

」
を

活
用

し
て

い
る

就
学

前
施

設
の

　
割

合
が

増
え

る
【
活

動
②

-
3
】

５
　

「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
カ

レ
ン

ダ
ー

の
配

布
冊

数
【
活

動
②

-
４

】
６

　
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
４

週
間

版
チ

ェ
ッ

ク
ブ

ッ
ク

の
配

布
冊

数
【
活

動
②

-
4
】

成
果

1
：
2
,1

0
0
名

の
割

合
　

区
立

園
４

割
(8

1
0
名

)、
私

立
園

６
割

(1
,2

9
0
名

)
成

果
2
：
7
0
％

の
内

訳
　

小
学

校
２

割
(6

1
校

) 
、

区
立

園
１

割
(2

1
園

)、
 私

立
園

７
割

(1
5
6
園

)

１
　

小
学

校
入

学
後

の
生

活
を

意
識

し
た

教
育

・
保

育
が

実
践

さ
れ

る
２

　
幼

児
の

運
動

能
力

が
向

上
し

、
小

学
校

の
体

育
へ

の
意

欲
が

　
育

ま
れ

る
３

　
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
な

ど
、

正
し

い
生

活
リ

ズ
ム

が
　

身
に

つ
く
子

ど
も

が
増

え
る

　
小

学
校

入
学

時
に

基
本

的
生

活
習

慣
が

身
に

つ
い

て
お

り
、

幼
児

教
育

か
ら

小
学

校
教

育
へ

滑
ら

か
に

移
行

す
る

こ
と

が
で

き
る

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

小
学

校
と

連
携

活
動

を
実

施
し

た
就

学
前

施
設

の
割

合

6
年

度

【
活

動
-
1
】

教
育

・
保

育
力

向
上

研
修

（
年

齢
別

運
動

遊
び

研
修

を
含

む
）
実

施
回

数
回

目
標

2
9

2
9

2
9

順
調

【
直

接
成

果
-
1
】

教
育

・
保

育
力

向
上

研
修

（
年

齢
別

運
動

遊
び

研
修

を
含

む
）
参

加
者

数
（
延

べ
人

数
）

人

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

8
6
.6

達
成

率
1
0
3
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率
1
3
5
%

1
0
0
%

1
0
7
%

達
成

率

 
％

9
0

実
績

3
0

2
9

2
9

実
績

2
,8

4
0

2
,0

9
7

2
,2

5
2

％

8
8
.5

%
8
9
.4

%

9
6
%

5
7
.3

%
実

績
順

調

【
中

間
成

果
-
2
】

体
力

測
定

値
(ﾃ

ﾆ
ｽ

ﾎ
ﾞｰ

ﾙ
投

げ
･立

ち
幅

跳
び

)が
全

国
平

均
値

を
上

回
っ

た
５

歳
児

園
児

の
割

合
(公

私
立

参
加

園
)

％

6
0
%

6
0
%

6
0

4
5
.9

%
4
7
%

4
6
.8

達
成

率

順
調

や
や

順
調

【
最

終
成

果
】

基
本

的
生

活
習

慣
（
挨

拶
や

返
事

・
姿

勢
良

く
座

る
・

静
か

に
話

を
聞

く
）
が

身
に

つ
い

て
い

る
小

学
1
年

生
の

    
割

合
"

    

9
0
.0

%

7
0
%

7
0
%

1
0
4
%

1
0
5
%

9
8
%

2
2

実
績

9
2
.0

%
9
4
%

8
8
.1

%

目
標

2
,1

0
0

2
,1

0
0

2
,1

0
0

達
成

7
7
%

7
8
%

7
8
%

【
活

動
-
3
】

幼
保

小
連

携
ブ

ロ
ッ

ク
担

当
者

会
議

開
催

数
回

目
標

2
2

2

達
成

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率
9
0
%

実
績

2
2

2

【
活

動
-
2
】

接
続

期
教

育
研

修
実

施
回

数
回

実
績

2

目
標

目
標

2

実
績

順
調

【
中

間
成

果
-
3
】

「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
を

心
が

け
る

よ
う

に
な

っ
た

」
と

回
答

し
た

方
の

割
合

％

達
成

率

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

接
続

期
教

育
研

修
参

加
施

設
（
５

歳
児

定
員

有
就

学
前

施
設

・
小

学
校

）
の

割
合

％

7
0
%

目
標

7
8
%

8
2
%

2
2

実
績

6
3
.1

%

実
績

8
3
.5

%
9
0
%

8
6
.3

%

5
5
%

【
直

接
成

果
-
3
】

５
歳

児
が

在
籍

す
る

就
学

前
施

設
の

内
、

幼
保

小
連

携
活

動
の

中
で

あ
だ

ち
幼

保
小

接
続

期
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

活
用

し
て

い
る

園
の

割
合

％

目
標

9
0
%

9
0
%

9
0
%

1
0
0
%

9
6
%

達
成

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率
9
3
%

達
成

率
1
2
7
%

1
2
9
%

1
2
1
%

実
績

8
9
%

9
0
%

8
4
.5

%
実

績
1
5
6

1
2
6

【
直

接
成

果
-
4
】

年
間

を
通

じ
て

幼
児

の
身

体
を

動
か

す
遊

び
を

す
る

時
間

が
一

日
１

時
間

以
上

の
就

学
前

施
設

の
割

合

％

目
標

7
0
%

7
0
%

7
0
%

2
1
7

2
1
6

遅
れ

て
い

る
0

達
成

率
7
2
%

5
8
%

0
%

【
活

動
-
4
】

「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
カ

レ
ン

ダ
ー

・
チ

ェ
ッ

ク
ブ

ッ
ク

の
配

布
園

園

2
1
7

1
1
1
%

9
4
%

9
9
%

順
調

7
3
%

9
0
%

9
0
%

8
1
.2

%
8
4
.2

%
8
8
.8

%

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

- 18 -



【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

保
育

者
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
た

う
え

で
の

研
修

を
実

施
【
検

討
中

】
【
活

動
-
1
,活

動
-
2
】
令

和
６

年
度

も
引

き
続

き
、

保
育

環
境

の
見

直
し

や
保

育
者

の
関

わ
り

を
意

識
し

た
保

育
を

実
践

す
る

た
め

、
教

育
・
保

育
力

向
上

研
修

に
加

え
・
教

育
・
保

育
課

題
研

修
（
衛

生
管

理
等

）
を

実
施

し
た

。
研

修
参

加
者

は
研

修
参

加
目

標
の

２
，

１
０

０
人

に
対

し
て

、
２

，
２

５
２

人
(区

立
園

１
，

０
８

０
人

、
私

立
園

１
，

１
７

２
人

）
の

参
加

と
な

っ
た

。
ま

た
、

接
続

期
教

育
研

修
に

つ
い

て
は

、
教

員
と

保
育

者
が

実
践

事
例

を
踏

ま
え

た
幼

保
小

の
環

境
構

成
や

子
ど

も
た

ち
の

姿
の

相
互

理
解

を
深

め
る

た
め

、
架

け
橋

期
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

概
要

等
に

関
す

る
研

修
を

２
回

行
っ

た
。

幼
保

小
連

携
活

動
に

お
け

る
重

点
課

題
の

設
定

【
実

施
済

】
【
活

動
-
3
】
令

和
６

年
度

は
、

幼
保

小
連

携
ブ

ロ
ッ

ク
担

当
者

会
議

を
２

回
実

施
し

た
。

職
員

同
士

の
連

携
を

深
め

て
い

く
た

め
に

、
全

１
３

ブ
ロ

ッ
ク

で
ブ

ロ
ッ

ク
会

議
を

実
施

し
た

。
各

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

で
は

、
「
食

器
を

持
っ

た
り

、
手

を
添

え
た

り
し

な
が

ら
食

べ
る

」
こ

と
を

重
点

課
題

と
し

て
設

定
し

、
就

学
前

施
設

と
小

学
校

で
課

題
を

共
有

し
な

が
ら

、
解

決
に

向
け

た
取

組
（
手

指
の

発
達

を
促

す
遊

び
や

食
事

時
の

保
育

者
の

援
助

）
を

実
施

し
た

。

「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
周

知
・
啓

発
の

取
り

組
み

に
関

す
る

改
善

【
実

施
済

】
【
活

動
-
4
】
・
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
に

関
す

る
配

布
物

は
２

種
類

（
４

週
間

版
チ

ェ
ッ

ク
ブ

ッ
ク

、
１

年
間

版
カ

レ
ン

ダ
ー

）
あ

り
、

就
学

前
児

童
に

は
２

つ
と

も
配

布
、

小
学

１
年

生
に

は
チ

ェ
ッ

ク
ブ

ッ
ク

を
配

布
し

て
い

た
。

令
和

６
年

度
は

配
布

希
望

園
が

減
少

し
た

こ
と

で
各

配
布

冊
数

も
減

少
し

て
お

り
、

取
り

組
み

に
関

す
る

負
担

感
を

感
じ

る
施

設
、

保
護

者
が

増
え

て
い

る
こ

と
が

要
因

だ
と

考
え

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

、
令

和
７

年
度

か
ら

は
就

学
前

児
童

へ
の

チ
ェ

ッ
ク

ブ
ッ

ク
・
カ

レ
ン

ダ
ー

の
配

布
を

廃
止

し
、

取
り

組
み

や
す

い
新

た
な

取
り

組
み

シ
ー

ト
の

作
成

を
行

う
。

ま
た

、
作

成
に

あ
た

っ
て

は
、

家
庭

内
で

親
子

が
楽

し
く
取

り
組

め
る

内
容

と
し

、
就

学
前

に
基

本
的

な
生

活
習

慣
を

身
に

着
け

よ
う

と
心

が
け

る
機

会
に

繋
が

る
も

の
を

検
討

し
て

い
く
。

【
幼

児
教

育
推

進
事

業
】

・
小

学
校

第
１

学
年

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

と
こ

ろ
、

基
本

的
生

活
習

慣
が

身
に

つ
い

て
い

る
割

合
が

、
８

６
.６

％
と

目
標

値
に

近
い

水
準

で
あ

っ
た

が
、

「
食

器
を

持
っ

た
り

、
手

を
添

え
た

り
し

な
が

ら
食

べ
る

こ
と

が
で

き
る

」
割

合
（
７

５
.５

％
）
と

「
鉛

筆
を

正
し

く
持

つ
こ

と
が

で
き

る
」
割

合
（
７

４
.５

％
）
が

他
の

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
よ

り
、

低
い

結
果

と
な

っ
た

。
数

値
が

低
い

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
に

つ
い

て
、

食
器

を
正

し
く
持

つ
こ

と
や

箸
を

使
う

こ
と

を
保

育
者

が
援

助
す

る
こ

と
に

よ
り

、
姿

勢
良

く
座

る
こ

と
や

手
指

の
発

達
を

促
し

、
基

本
的

生
活

習
慣

の
更

な
る

向
上

と
鉛

筆
を

正
し

く
持

つ
こ

と
に

つ
な

げ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
・
令

和
６

年
度

は
学

識
経

験
者

（
日

本
体

育
大

学
）
と

運
動

あ
そ

び
モ

デ
ル

事
業

の
成

果
を

も
と

に
作

成
さ

れ
た

指
導

計
画

を
も

と
に

研
修

を
実

施
し

た
。

「
遊

び
を

通
し

て
」
身

に
付

け
た

運
動

能
力

は
心

身
の

発
達

基
盤

と
な

る
た

め
、

各
年

齢
ご

と
の

発
達

の
研

修
だ

け
で

は
な

く
、

幼
児

期
全

体
を

通
し

た
発

達
の

研
修

が
必

要
と

な
る

。

【
家

庭
教

育
推

進
事

務
】

・
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
の

チ
ェ

ッ
ク

ブ
ッ

ク
は

明
確

な
目

標
が

設
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
や

楽
し

ん
で

取
り

組
め

る
こ

と
か

ら
好

評
で

あ
り

、
カ

レ
ン

ダ
ー

と
チ

ェ
ッ

ク
ブ

ッ
ク

の
ど

ち
ら

か
を

実
施

し
て

い
る

園
に

お
い

て
も

チ
ェ

ッ
ク

ブ
ッ

ク
を

選
択

す
る

園
が

多
い

。
カ

レ
ン

ダ
ー

を
選

択
し

て
い

る
園

か
ら

は
子

ど
も

自
身

の
生

活
習

慣
に

関
す

る
意

識
付

け
に

つ
な

が
り

好
評

で
あ

る
一

方
で

、
期

間
が

１
年

間
と

長
い

こ
と

か
ら

負
担

感
を

感
じ

実
施

を
躊

躇
す

る
園

も
一

定
数

あ
る

。

【
幼

児
教

育
推

進
事

業
】

【
短

期
】

・
（
幼

保
小

連
携

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

の
開

催
）

　
互

い
の

教
育

・
保

育
内

容
の

理
解

を
深

め
、

保
育

者
と

教
員

が
架

け
橋

期
に

お
け

る
子

ど
も

の
育

ち
の

連
続

性
や

変
化

の
共

有
を

図
る

。
・
（
接

続
期

教
育

研
修

の
実

施
）

　
研

修
や

連
携

活
動

を
通

し
て

、
あ

だ
ち

幼
保

小
接

続
期

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
各

就
学

前
施

設
に

浸
透

さ
せ

る
。

【
中

・
長

期
】

・
（
運

動
あ

そ
び

研
修

の
実

施
）

　
学

識
経

験
者

（
日

本
体

育
大

学
）
と

運
動

遊
び

モ
デ

ル
事

業
の

成
果

を
も

と
に

作
成

さ
れ

た
指

導
計

画
を

も
と

に
研

修
を

実
施

し
、

保
育

者
の

育
成

を
図

っ
て

い
く
。

【
家

庭
教

育
推

進
事

務
】

【
短

期
】

・
令

和
7
年

度
か

ら
は

「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
の

カ
レ

ン
ダ

ー
を

廃
止

し
、

よ
り

負
担

感
を

減
ら

し
た

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

新
た

に
作

成
す

る
。

・
引

き
続

き
、

希
望

調
査

時
に

各
園

で
行

わ
れ

て
い

る
活

用
方

法
の

紹
介

や
使

い
方

の
工

夫
も

含
め

た
提

案
を

行
う

。
・
基

本
的

な
生

活
習

慣
を

身
に

付
け

る
新

た
な

取
り

組
み

を
検

討
し

て
い

く
。

【
中

・
長

期
】

・
継

続
的

に
啓

発
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
S
N

S
等

に
よ

り
事

業
を

周
知

す
る

と
と

も
に

、
生

活
リ

ズ
ム

の
確

立
に

役
立

つ
取

り
組

み
と

し
て

定
着

さ
せ

て
い

く
。

R
6

庁
内

評
価

結
果

4
4

3
.5

3
.5

区
民

評
価

結
果

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

ア
ン

ケ
ー

ト
で

定
着

が
低

い
基

本
的

生
活

習
慣

の
項

目
を

特
定

し
、

幼
保

小
連

携
ブ

ロ
ッ

ク
の

重
点

課
題

と
し

て
共

有
し

集
中

的
に

取
り

組
ん

だ
点

は
高

く
評

価
で

き
る

。
成

果
指

標
は

ほ
ぼ

目
標

を
達

成
し

、
施

設
間

の
課

題
認

識
と

対
応

策
の

意
見

交
換

が
促

進
さ

れ
た

こ
と

も
効

果
が

高
い

と
判

断
す

る
。

一
方

で
、

①
幼

児
の

運
動

能
力

向
上

は
園

活
動

が
行

わ
れ

る
も

の
の

、
体

力
測

定
値

に
成

果
が

十
分

現
れ

て
お

ら
ず

、
今

後
の

改
善

に
期

待
し

た
い

。
【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

区
民

評
価

や
園

の
負

担
感

を
踏

ま
え

、
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
カ

レ
ン

ダ
ー

の
見

直
し

に
着

手
し

、
負

担
軽

減
に

取
り

組
ん

だ
点

は
評

価
で

き
る

。
ま

た
、

教
育

・
保

育
課

題
研

修
に

加
え

実
施

し
た

教
育

・
保

育
力

向
上

研
修

に
つ

い
て

は
、

参
加

者
が

目
標

を
大

き
く
超

え
て

お
り

、
施

設
側

の
興

味
・
関

心
が

高
い

項
目

で
あ

っ
た

と
推

測
さ

れ
る

。
②

今
後

も
施

設
側

の
関

心
の

高
い

タ
イ

ム
リ

ー
な

研
修

項
目

の
設

定
を

期
待

し
た

い
。

幼
児

の
運

動
能

力
に

関
し

て
は

、
③

運
動

遊
び

モ
デ

ル
事

業
の

指
導

計
画

を
活

用
し

た
研

修
実

施
と

モ
デ

ル
事

業
で

得
ら

れ
た

成
果

の
横

展
開

を
早

急
に

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

3
.5

・
「
早

寝
・
早

起
き

・
朝

ご
は

ん
」
周

知
・
啓

発
に

関
し

て
は

、
施

設
・
保

護
者

が
負

担
感

を
減

ら
せ

る
よ

う
に

、
１

年
間

版
カ

レ
ン

ダ
ー

を
廃

止
（
４

週
間

版
チ

ェ
ッ

ク
ブ

ッ
ク

は
継

続
）

し
、

新
た

に
１

週
間

程
度

で
取

り
組

み
可

能
な

「
ち

ゃ
れ

ん
じ

ぶ
っ

く
」
を

作
成

・
配

付
す

る
。

内
容

は
、

子
ど

も
自

身
が

目
標

を
決

め
、

達
成

す
る

と
シ

ー
ル

を
貼

れ
る

と
い

っ
た

ゲ
ー

ム
性

を
取

り
入

れ
、

子
ど

も
が

楽
し

み
な

が
ら

自
ら

進
ん

で
取

り
組

め
る

も
の

と
す

る
。

・
教

育
・
保

育
力

向
上

研
修

や
教

育
・
保

育
課

題
研

修
に

つ
い

て
は

、
巡

回
訪

問
を

通
し

て
、

就
学

前
施

設
が

抱
え

る
課

題
や

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

研
修

テ
ー

マ
を

選
定

し
て

い
く
。

・
学

識
経

験
者

（
日

本
体

育
大

学
）
と

運
動

あ
そ

び
モ

デ
ル

事
業

の
成

果
を

も
と

に
作

成
さ

れ
た

指
導

計
画

を
も

と
に

区
内

就
学

前
施

設
に

向
け

て
研

修
を

7
回

実
施

し
た

（
令

和
6

年
度

：
5
回

）
。

幼
児

期
に

お
け

る
体

を
使

っ
た

運
動

遊
び

は
運

動
能

力
を

高
め

る
だ

け
で

な
く
、

小
学

校
期

の
学

び
や

健
康

的
な

生
活

の
基

盤
に

な
る

。
そ

の
た

め
、

引
続

き
、

本
指

導
計

画
を

も
と

に
連

続
研

修
を

実
施

し
、

知
識

を
深

め
、

区
内

就
学

前
施

設
へ

横
展

開
を

図
っ

て
い

く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

全
体

評
価

反
映

結
果

達
成

度

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

評
価
中
止

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

区
民
評
価
対
象
外
事
業
に
つ
き
３
次
評
価
未
実
施
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

目
標

実
績

達
成

率

※
4
　
授
業
や
個
別
指
導
で
解
説
し
た
り
、
単
元
の
補
習
や
問
題
の
再
配
信
を
行
い
、

※
5
　
そ
だ
ち
指
導
終
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
大
変
良
か
っ
た
」
「
良
か
っ
た
」
と

+
1
p
t

-
0
.6

p
t

▲
1
.6

ｐ
ｔ

【
最

終
成

果
-
1
】

「
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
」
に

お
け

る
国

の
正

答
率

と
の

差
（
小

学
6

年
・
算

数
）

や
や

順
調

6
0
.0

%
6
0
.0

%
6
0
.0

%

5
6
.5

%

9
8
.9

%
9
8
.0

%
9
8
.0

%

5
4
.9

%
5
4
.0

%

9
4
.2

%
9
1
.5

%

8
5
.0

%

9
4
.9

%
9
4
.7

%
9
3
.6

%

や
や

順
調

や
や

順
調

▲
2
ｐ
ｔ

【
活

動
-
3
】

Ａ
Ｉド

リ
ル

で
学

習
状

況
を

把
握

し
、

児
童

・
生

徒
の

つ
ま

ず
き

に
応

じ
て

、
必

要
な

手
立

て
（
※

4
）

を
講

じ
て

い
る

教
員

の
割

合

目
標

目
標

目
標

目
標

【
最

終
成

果
-
2
】

「
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
」
に

お
け

る
国

の
正

答
率

と
の

差
（
中

学
3

年
・
数

学
）

pt

9
9
.7

%
9
9
.7

%

7
1
.7

%

9
0
.0

%

％

目
標

-

【
活

動
-
2
】

そ
だ

ち
指

導
の

充
足

率
％

目
標

1
0
0
.0

%

実
績

や
や

順
調

【
中

間
成

果
-
3
】

「
勉

強
は

好
き

だ
」
に

肯
定

的
な

回
答

を
し

た
児

童
・

生
徒

の
割

合
％

達
成

率

達
成

7
5
.0

%
8
0
.0

%

9
2
.7

%
8
9
.6

%

実
績

-
6
9
.5

%

9
9
.7

%

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

9
9
.7

%

7
0
.0

%
7
0
.0

%

達
成

達
成

率
-

9
9
.3

%
1
0
1
.1

%
達

成
率

-

実
績

-
6
9
.5

%
7
0
.8

%

【
直

接
成

果
-
3
】

算
数

・
数

学
の

学
習

で
Ａ

Ｉド
リ

ル
を

活
用

し
、

苦
手

な
問

題
を

解
け

る
よ

う
に

な
っ

た
と

回
答

し
た

児
童

・
生

徒
の

割
合

％

目
標

7
0
.0

%

実
績

1
0
1
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
実

績
9
9
.7

%

達
成

率
1
0
1
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
達

成
率

9
9
.7

%

【
直

接
成

果
-
2
】

そ
だ

ち
指

導
を

受
け

た
児

童
か

ら
の

評
価

（
※

5
）

％

1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
.0

%

実
績

8
0
.7

%
8
0
.5

%
7
9
.6

%

目
標

8
.0

%
8
.0

%
8
.0

%
遅

れ
て

い
る

実
績

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

「
学

校
の

授
業

は
楽

し
い

」
に

肯
定

的
な

回
答

を
し

た
児

童
・
生

徒
の

割
合

％

8
5
.0

%
8
5
.0

%
8
5
.0

%

8
4
.1

%
8
3
.3

%
8
3
.3

%

達
成

率

+
1
p
t

達
成

率
9
9
.9

%
1
0
0
.0

%
1
0
0
%

達
成

率
6
6
.1

%
5
7
.6

%
5
3
.3

%
達

成
率

pt

+
3
p
t

実
績

6
7
9

6
7
0

6
7
0

実
績

1
2
.1

%
1
3
.9

%
1
5
.0

%
％

8
5
.0

%
8
5
.0

%

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

「
学

校
の

授
業

は
わ

か
る

」
に

肯
定

的
な

回
答

を
し

た
児

童
・
生

徒
の

割
合

6
年

度

【
活

動
-
1
】

M
IM

-
P

M
(※

2
）
の

実
施

回
数

回

目
標

6
8
0

6
7
0

6
7
0

達
成

【
直

接
成

果
-
１

】
年

度
末

の
M

IM
3
ｒｄ

児
童

（
※

3
）
の

割
合

％

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

人
件

費
(b

)
5
8
7
,
5
3
9

【
事

業
の

概
要

】
・
　

児
童

・
生

徒
の

個
々

の
つ

ま
ず

き
解

消
を

図
る

取
組

　
　

M
IM

（
※

1
）
［
小

学
1
年

］
、

そ
だ

ち
指

導
［
小

学
3
、

4
年

］
、

　
　

サ
マ

ー
ス

ク
ー

ル
［
小

学
3
年

～
6
年

］
、

中
1
夏

季
勉

強
　

　
合

宿
、

英
語

チ
ャ

レ
ン

ジ
講

座
［
中

学
1
年

］
　

　
【
活

動
-
1
】
【
活

動
-
2
】

・
　

「
個

別
最

適
な

学
び

」
を

実
現

す
る

Ａ
Ｉド

リ
ル

　
　

授
業

・
補

習
・
家

庭
学

習
で

の
活

用
［
小

学
1
年

～
中

学
3
年

］
　

　
【
活

動
-
3
】

・
　

流
暢

な
読

み
に

課
題

を
抱

え
る

児
童

の
減

少
【
直

接
成

果
-
1
】

・
　

そ
だ

ち
指

導
を

受
け

た
児

童
の

満
足

度
の

向
上

【
直

接
成

果
-
2
】

・
　

「
個

別
最

適
な

学
び

」
に

よ
る

個
々

の
つ

ま
ず

き
の

解
消

　
　

【
直

接
成

果
-
3
】

※
1
　

M
IM

：
M

u
lt
ila

ye
r　

In
st

ru
c
ti
o
n
　

M
o
d
e
l（

多
層

指
導

モ
デ

ル
）
の

略
語

で
、

　
　

特
殊

音
節

等
で

の
つ

ま
ず

き
の

予
防

・
早

期
解

消
に

向
け

た
指

導
に

よ
り

、
文

字
　

　
や

語
句

を
正

し
く
読

ん
だ

り
、

書
い

た
り

す
る

こ
と

を
目

指
す

指
導

モ
デ

ル
。

※
2
　

つ
ま

ず
き

が
顕

在
化

す
る

子
ど

も
を

、
つ

ま
ず

く
前

の
段

階
で

把
握

・
指

導
す

る
　

　
た

め
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

。
※

3
　

M
IM

-
P

M
の

結
果

を
3
階

層
に

分
け

、
そ

の
中

で
、

よ
り

特
化

し
た

指
導

が
必

要
　

　
と

認
め

ら
れ

る
第

3
階

層
の

児
童

。

・
　

児
童

・
生

徒
の

学
習

意
欲

の
向

上
・
　

「
個

別
最

適
な

学
び

」
の

実
現

確
か

な
学

力
が

定
着

す
る

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

0
0

0

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
　

「
全

国
学

力
・
学

習
状

況
調

査
」
の

実
施

方
法

の
変

更

内
訳

事
業

費
(a

)
2
2
0
,
5
7
0

2
4
2
,
2
8
6

2
4
2
,
3
4
1

・
　

新
採

・
異

動
教

員
の

配
属

比
率

・
　

ＩＣ
Ｔ

機
器

導
入

を
踏

ま
え

た
あ

だ
ち

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

の
見

直
し

・
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
に

よ
る

　
活

動
制

限
や

自
宅

学
習

の
推

進

・
　

ＩＣ
Ｔ

機
器

の
更

改
、

新
た

な
デ

ジ
タ

ル
教

材
の

導
入

・
　

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
に

よ
る

活
動

制
限

や
自

宅
学

習
の

推
進

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

総
事

業
費

(a
+
b
)

8
0
8
,
1
0
9

7
9
9
,
7
2
9

9
4
8
,
4
5
1

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

5
5
7
,
4
4
3

7
0
6
,
1
1
0

M
IM

デ
ジ

タ
ル

版
の

使
用

料
6
,2

6
5

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
学

力
向

上
対

策
推

進
事

業
主

な
内

容
英

語
チ

ャ
レ

ン
ジ

講
座

の
委

託
費

1
0
,8

9
0

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

全
て

の
児

童
・
生

徒
が

、
生

ま
れ

育
っ

た
環

境
に

左
右

さ
れ

る
こ

と
な

く
、

自
ら

学
び

、
考

え
、

課
題

を
克

服
す

る
中

で
確

か
な

学
力

を
身

に
つ

け
、

人
生

を
切

り
拓

い
て

い
く
力

を
培

う
こ

と
が

出
来

る
よ

う
支

援
す

る
。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
A

Iド
リ

ル
の

使
用

料
1
9
9
,5

8
4

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

と
事

業
者

【
目

標
1
】
全

て
の

児
童

・
生

徒
に

学
校

・
家

庭
の

場
所

を
問

わ
ず

学
べ

る
環

境
を

提
供

し
、

確
か

な
学

力
を

定
着

さ
せ

る
こ

と
は

、
社

会
的

な
自

立
を

促
し

、
貧

困
の

連
鎖

を
断

ち
切

る
こ

と
に

繋
が

る
た

め
目

標
達

成
に

資
す

る
。

【
目

標
4
】
全

て
の

児
童

・
生

徒
が

公
教

育
を

通
じ

て
確

か
な

学
力

を
身

に
つ

け
る

と
と

も
に

、
自

ら
情

報
を

収
集

・
整

理
・
分

析
し

て
課

題
を

見
つ

け
、

多
様

な
他

者
と

協
働

し
な

が
ら

課
題

を
解

決
す

る
力

を
育

む
こ

と
を

目
指

す
。

質
の

高
い

公
教

育
を

保
証

す
る

こ
と

は
目

標
達

成
に

資
す

る
。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

確
か

な
学

力
が

定
着

す
る

知
識
の
定
着
を
図
る
こ
と
。

回
答
し
た
児
童
の
割
合

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ひ
と

再
掲

重
点

目
標

①
家

庭
・
地

域
と

連
携

し
子

ど
も

の
学

び
を

支
え

育
む

重
点

項
目

確
か

な
学

力
の

定
着

記
入

所
属

事
業

名
№

2
「
学

力
向

上
対

策
推

進
事

業
（
個

に
応

じ
た

学
習

の
充

実
）
」

協
働 ・

協
創

教
育

指
導

部
学

校
IC

T
推

進
担

当
課

及
び

教
育

指
導

部
教

育
指

導
課

と
協

働
1

4
.
1
、
4
.
2

教
育

指
導

部
学

力
定

着
推

進
課

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

①
　

そ
だ

ち
指

導
は

、
小

学
3
～

4
年

生
を

対
象

と
し

、
区

学
力

調
査

の
正

答
率

に
一

定
の

基
準

を
設

け
、

各
校

に
お

い
て

適
切

な
児

童
を

選
出

し
て

い
る

が
、

定
員

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

小
学

2
年

生
や

5
年

生
も

対
象

と
す

る
こ

と
を

可
能

と
し

て
お

り
、

現
状

で
は

、
そ

だ
ち

指
導

を
必

要
と

す
る

児
童

数
以

上
に

、
幅

広
く
多

く
の

児
童

に
対

し
て

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
今

後
も

各
校

の
実

情
や

要
望

も
踏

ま
え

な
が

ら
、

必
要

な
支

援
を

継
続

し
て

い
く
。

②
　

区
学

力
調

査
の

意
識

調
査

に
お

い
て

、
学

力
層

別
（
A

層
～

D
層

）
に

児
童

・
生

徒
の

「
学

校
の

授
業

は
わ

か
る

」
「
学

校
の

授
業

は
楽

し
い

」
「
勉

強
は

好
き

だ
」
を

把
握

し
て

お
り

、
区

学
力

調
査

結
果

と
各

事
業

へ
の

参
加

児
童

・
生

徒
の

紐
づ

け
も

可
能

で
あ

る
。

今
後

は
、

各
事

業
の

参
加

児
童

・
生

徒
を

学
力

層
別

に
分

け
て

、
事

前
事

後
テ

ス
ト

・
ア

ン
ケ

ー
ト

等
の

結
果

と
併

せ
て

分
析

を
行

い
、

効
果

的
な

事
業

実
施

に
繋

げ
て

い
く
。

③
　

教
員

向
け

の
M

IM
研

修
会

を
年

4
回

程
度

実
施

し
、

研
修

会
で

は
M

IM
の

有
効

性
や

必
要

性
、

好
事

例
の

紹
介

な
ど

を
行

っ
て

お
り

、
令

和
7
年

度
最

後
の

M
IM

研
修

会
で

は
、

M
IM

開
発

者
で

あ
る

教
授

を
講

師
と

し
て

招
聘

す
る

予
定

で
あ

る
。

M
IM

の
効

果
の

研
究

に
よ

り
、

読
み

の
流

暢
性

の
つ

ま
ず

き
解

消
に

加
え

て
、

児
童

へ
の

指
導

・
助

言
に

よ
っ

て
「
読

む
こ

と
が

好
き

・
得

意
」
と

回
答

す
る

児
童

が
増

え
る

な
ど

、
意

欲
面

の
高

ま
り

も
実

証
さ

れ
て

お
り

、
学

校
現

場
に

お
い

て
M

IM
に

取
り

組
ん

で
い

る
教

員
が

、
そ

の
有

効
性

や
必

要
性

を
実

感
で

き
る

よ
う

、
研

修
内

容
の

一
層

の
充

実
を

図
る

な
ど

し
、

取
組

を
継

続
し

て
い

く
。

④
　

A
Iド

リ
ル

の
効

果
検

証
結

果
か

ら
、

事
前

・
事

後
テ

ス
ト

に
お

い
て

、
問

題
へ

の
取

組
量

と
正

答
率

の
向

上
に

は
相

関
が

見
ら

れ
、

学
力

が
低

い
層

の
児

童
・
生

徒
に

お
い

て
は

、
特

に
そ

の
傾

向
が

顕
著

で
あ

っ
た

。
一

方
、

当
て

ず
っ

ぽ
う

に
解

答
し

た
り

、
誤

答
し

た
問

題
の

解
説

を
読

み
飛

ば
し

た
り

し
た

場
合

に
は

、
テ

ス
ト

結
果

が
伸

び
な

い
こ

と
な

ど
が

確
認

さ
れ

た
。

今
後

は
、

こ
れ

ら
の

効
果

検
証

結
果

を
学

校
、

児
童

・
生

徒
お

よ
び

保
護

者
に

周
知

す
る

と
と

も
に

、
児

童
・
生

徒
・
保

護
者

を
対

象
と

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

を
検

討
し

て
い

く
。

⑤
　

「
週

に
１

回
以

上
児

童
・
生

徒
が

A
Iド

リ
ル

を
活

用
し

て
い

る
割

合
」
が

2
0
%
を

下
回

る
低

活
用

校
が

5
校

程
度

あ
り

、
そ

の
よ

う
な

学
校

に
お

い
て

は
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
は

じ
め

と
し

た
IC

T
機

器
の

活
用

に
対

す
る

意
識

や
機

運
醸

成
が

進
ん

で
お

ら
ず

、
ま

た
、

学
校

管
理

職
や

教
員

が
IC

T
機

器
を

活
用

し
た

授
業

へ
の

転
換

に
後

ろ
向

き
で

あ
る

ケ
ー

ス
が

見
受

け
ら

れ
る

。
こ

れ
ら

の
学

校
に

対
し

て
は

、
引

き
続

き
、

学
校

IC
T
推

進
課

や
A

Iド
リ

ル
提

供
事

業
者

と
連

携
・
訪

問
し

、
学

校
の

事
情

に
応

じ
た

活
用

促
進

に
向

け
た

支
援

を
行

っ
て

い
く
。

⑥
　

A
Iド

リ
ル

の
有

効
性

等
を

分
析

す
る

た
め

、
区

教
育

委
員

会
・
A

Iド
リ

ル
提

供
事

業
者

・
大

学
研

究
室

の
3
者

に
よ

る
、

児
童

・
生

徒
の

A
Iド

リ
ル

学
習

デ
ー

タ
と

学
力

調
査

結
果

を
基

に
し

た
効

果
検

証
の

実
施

を
検

討
し

た
。

し
か

し
、

区
保

有
デ

ー
タ

の
外

部
提

供
に

つ
い

て
は

、
「
分

析
研

究
の

結
果

を
学

会
発

表
や

論
文

投
稿

な
ど

の
形

で
公

表
す

る
こ

と
」
が

義
務

付
け

ら
れ

て
い

る
た

め
、

実
施

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
引

き
続

き
、

IC
T
戦

略
担

当
課

等
と

協
議

し
な

が
ら

、
効

果
検

証
を

行
う

た
め

の
仕

組
み

に
つ

い
て

令
和

8
年

度
中

を
目

途
に

検
討

し
て

い
く
。

R
5

全
体

評
価

3
反

映
結

果

2
達

成
度

3R
6

1
.5

庁
内

評
価

結
果

3
.5

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
A

Iド
リ

ル
の

効
果

的
な

活
用

方
法

は
周

知
さ

れ
た

。
今

後
は

導
入

に
伴

う
効

果
検

証
を

実
施

し
、

校
種

間
・
学

校
間

・
教

員
間

の
活

用
格

差
を

な
く
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

令
和

6
年

度
当

初
か

ら
年

度
末

に
か

け
て

の
M

IM
3
rd

の
児

童
の

減
少

率
は

、
令

和
5
年

度
と

比
較

し
て

微
減

と
な

っ
た

も
の

の
、

7
割

程
度

で
推

移
し

て
い

る
こ

と
か

ら
一

定
の

成
果

は
出

て
い

る
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

A
Iド

リ
ル

な
ど

は
通

常
学

級
の

み
な

ら
ず

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

学
級

や
あ

す
テ

ッ
プ

な
ど

不
登

校
児

童
・
生

徒
へ

の
支

援
等

に
横

展
開

す
る

な
ど

、
幅

広
く
活

用
す

る
こ

と
で

よ
り

確
か

な
学

力
の

定
着

に
繋

が
っ

て
い

く
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
未

就
学

期
の

会
話

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
絵

本
と

の
関

わ
り

な
ど

は
、

そ
の

後
の

学
齢

期
に

お
け

る
学

力
に

な
ん

ら
か

の
影

響
を

及
ぼ

す
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

は
、

未
就

学
児

か
ら

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
い

っ
た

視
点

も
取

り
入

れ
た

検
討

及
び

支
援

に
期

待
す

る
。

4

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

・
A

Iド
リ

ル
の

効
果

的
な

利
用

に
つ

い
て

は
、

利
用

方
法

の
課

題
に

対
し

て
、

効
果

的
な

正
し

い
使

い
方

を
解

説
し

た
動

画
を

作
成

し
、

周
知

し
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

動
画

と
い

う
媒

体
も

、
A

Iド
リ

ル
と

同
様

に
情

報
の

流
れ

が
一

方
通

行
で

あ
り

内
容

の
『
読

み
飛

ば
し

』
や

『
未

活
用

』
に

つ
な

が
り

や
す

い
。

学
校

や
教

職
員

に
負

担
を

か
け

な
い

計
画

で
あ

る
こ

と
も

も
ち

ろ
ん

重
要

で
は

あ
る

が
、

A
Iド

リ
ル

自
体

に
効

果
的

な
利

用
方

法
の

解
説

を
つ

け
る

な
ど

、
よ

り
効

果
に

つ
な

が
る

対
策

の
検

討
に

期
待

し
た

い
。

・
A

Iド
リ

ル
の

効
果

検
証

を
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
全

体
的

な
効

果
だ

け
で

な
く
、

ど
の

よ
う

な
対

象
に

よ
り

効
果

的
で

あ
る

の
か

な
ど

詳
細

な
検

討
が

期
待

さ
れ

る
。

効
果

検
証

に
基

づ
い

て
、

A
Iド

リ
ル

自
体

に
つ

い
て

の
検

討
や

そ
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

の
検

討
も

実
施

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
・
A

Iド
リ

ル
に

つ
い

て
は

前
年

度
、

学
校

間
・
教

員
間

の
活

用
格

差
解

消
に

向
け

た
取

組
に

つ
い

て
も

取
り

上
げ

た
が

、
現

状
，

学
校

や
教

員
の

裁
量

に
任

せ
て

い
る

印
象

を
受

け
る

。
効

果
的

な
活

用
に

向
け

た
要

因
分

析
と

取
組

を
改

め
て

求
め

た
い

。
・
M

IM
に

つ
い

て
、

指
標

を
再

検
討

さ
れ

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

そ
の

上
で

、
取

り
入

れ
る

こ
と

が
可

能
か

つ
実

績
を

よ
り

反
映

し
う

る
指

標
と

さ
れ

た
こ

と
は

高
く
評

価
で

き
る

。
・
な

お
前

年
度

、
「
各

課
題

に
関

し
て

新
た

な
取

り
組

み
を

用
い

る
際

に
は

、
現

場
の

教
職

員
の

負
担

が
過

多
に

な
ら

な
い

よ
う

配
慮

を
要

し
、

現
場

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
（
児

童
生

徒
、

保
護

者
、

教
職

員
な

ど
対

象
）
を

も
と

と
し

た
改

善
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

」
と

し
た

が
、

実
際

に
当

事
者

の
声

な
ど

踏
ま

え
た

要
因

分
析

が
実

施
さ

れ
た

か
否

か
は

調
書

か
ら

読
み

取
る

こ
と

 
が

難
し

か
っ

た
。

・
各

指
標

に
つ

い
て

は
、

【
直

接
成

果
1
】
を

除
い

て
、

目
標

達
成

状
況

が
「
や

や
順

調
」
か

ら
「
達

成
」
と

な
っ

て
お

り
、

そ
の

点
に

つ
い

て
は

評
価

が
で

き
る

。
な

お
【
直

接
成

果
1
】
に

つ
い

て
も

次
年

度
か

ら
実

績
を

よ
り

反
映

す
る

と
考

え
ら

れ
る

指
標

に
変

更
予

定
と

の
こ

と
で

、
そ

の
点

に
つ

い
て

も
評

価
で

き
、

結
果

が
期

待
さ

れ
る

。
一

方
で

、
検

討
の

余
地

が
あ

る
指

標
や

今
後

さ
ら

な
る

取
組

の
検

討
を

求
め

た
い

実
績

も
あ

る
。

以
下

に
各

指
標

に
つ

い
て

示
す

。
・
【
活

動
2
】
お

よ
び

【直
接

成
果

2
】
か

ら
、

必
要

な
取

り
組

み
が

必
要

な
対

象
に

実
施

さ
れ

て
お

り
、

対
象

者
か

ら
評

価
を

受
け

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、

達
成

度
は

高
い

と
考

え
ら

れ
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

①
【
活

動
2
】
に

つ
い

て
は

指
導

員
の

担
当

で
き

る
人

数
が

母
数

に
な

っ
て

い
る

と
の

こ
と

で
、

必
要

と
し

て
い

る
子

ど
も

た
ち

に
支

援
が

届
い

て
い

な
い

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
そ

だ
ち

に
対

す
る

子
ど

も
の

満
足

度
だ

け
で

は
な

く
、

そ
の

後
の

学
習

状
況

(授
業

に
つ

い
て

い
く
こ

と
が

で
き

て
い

る
の

か
な

ど
)の

確
認

も
可

能
で

あ
れ

ば
実

施
で

き
る

と
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

・
【
活

動
3
】
は

「
達

成
」
、

【
直

接
成

果
3
】
は

「
や

や
順

調
」
と

い
う

達
成

状
況

と
な

っ
て

お
り

、
多

く
の

教
員

が
A

Iド
リ

ル
を

活
用

し
、

子
ど

も
た

ち
も

A
Iド

リ
ル

に
よ

り
苦

手
克

服
に

つ
な

げ
て

い
る

と
い

う
状

況
を

う
か

が
い

し
る

こ
と

が
で

き
、

そ
の

点
は

評
価

が
で

き
る

。
た

だ
値

と
し

て
は

前
年

度
か

ら
横

ば
い

で
あ

り
、

教
員

間
の

活
用

格
差

解
消

に
向

け
た

要
因

分
析

に
基

づ
い

た
取

り
組

み
は

引
き

続
き

必
要

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

、
子

ど
も

た
ち

に
お

い
て

も
よ

り
効

果
的

な
対

象
を

明
確

に
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
だ

ろ
う

。
・
【
中

間
成

果
】
が

「
や

や
順

調
」
と

な
っ

て
い

る
こ

と
は

一
定

の
評

価
が

で
き

る
。

そ
こ

で
前

年
度

の
繰

り
返

し
と

な
る

が
、

②
学

力
層

別
や

取
り

組
み

へ
の

参
加

の
有

無
別

な
ど

で
分

析
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

ど
の

よ
う

な
層

に
ど

の
よ

う
な

取
組

を
す

る
こ

と
が

児
童

生
徒

の
「
わ

か
る

」
「
楽

し
い

」
「
好

き
だ

」
に

つ
な

が
っ

て
い

る
の

か
な

ど
、

よ
り

丁
寧

な
分

析
が

期
待

さ
れ

る
。

・
M

IM
に

関
し

て
は

、
現

状
目

標
達

成
状

況
か

ら
現

場
に

浸
透

し
て

い
る

こ
と

が
う

か
が

え
、

今
後

も
デ

ジ
タ

ル
版

も
含

め
て

、
現

状
を

維
持

す
る

た
め

の
取

組
を

検
討

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
③

指
導

す
る

実
践

力
を

つ
け

る
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

、
指

導
す

る
教

員
が

有
効

性
や

必
要

性
を

実
感

す
る

こ
と

も
重

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
参

考
と

な
る

取
組

事
例

を
共

有
す

る
こ

と
は

有
効

で
あ

ろ
う

。
他

に
も

子
ど

も
た

ち
の

変
化

の
共

有
な

ど
、

有
効

性
や

必
要

性
を

実
感

で
き

る
取

組
に

期
待

し
た

い
。

・
そ

だ
ち

指
導

に
関

し
て

も
、

現
状

の
目

標
達

成
状

況
よ

り
、

高
い

成
果

を
出

し
て

い
る

こ
と

が
う

か
が

わ
れ

、
そ

だ
ち

指
導

と
学

級
の

連
続

性
を

意
識

し
た

取
り

組
み

が
検

討
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
評

価
で

き
る

。
一

方
で

、
対

象
者

の
決

定
に

つ
い

て
は

課
題

が
明

ら
か

に
な

っ
て

い
る

も
の

の
、

課
題

に
対

す
る

取
り

組
み

は
調

書
の

中
で

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
た

め
、

今
後

の
取

組
に

期
待

し
た

い
。

あ
わ

せ
て

、
必

要
な

子
ど

も
た

ち
が

指
導

を
受

け
る

こ
と

を
目

指
し

て
、

保
護

者
や

学
校

の
そ

だ
ち

指
導

に
対

す
る

認
識

が
適

切
な

も
の

と
な

る
よ

う
に

働
き

か
け

を
続

け
て

い
た

だ
く
必

要
が

あ
る

だ
ろ

う
。

・
④

A
Iド

リ
ル

に
関

し
て

は
、

効
果

検
証

を
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

た
め

、
丁

寧
な

検
証

を
し

て
い

た
だ

く
と

と
も

に
、

児
童

生
徒

・
保

護
者

対
象

の
ア

ン
ケ

ー
ト

や
現

場
視

察
な

ど
の

考
え

ら
れ

る
手

段
を

用
い

て
、

詳
細

な
課

題
分

析
を

期
待

し
た

い
。

・
ま

た
⑤

A
Iド

リ
ル

の
学

校
間

・
教

員
間

の
活

用
格

差
解

消
に

向
け

て
、

活
用

し
て

い
る

学
校

・
教

員
だ

け
に

目
を

向
け

る
の

で
は

な
く
、

活
用

す
る

こ
と

が
難

し
い

学
校

・
教

員
に

も
目

を
向

け
て

、
そ

の
要

因
の

分
析

と
分

析
に

基
づ

く
対

応
の

検
討

を
す

る
こ

と
も

期
待

さ
れ

る
。

・
最

後
に

、
本

事
業

に
お

い
て

多
く
の

比
重

を
占

め
る

A
Iド

リ
ル

に
つ

い
て

、
1

つ
の

視
点

を
示

し
た

い
。

IC
T
を

取
り

入
れ

た
教

育
は

今
後

必
須

と
な

る
も

の
の

、
現

在
の

取
り

組
み

は
ツ

ー
ル

あ
り

き
と

い
う

印
象

が
あ

る
。

現
状

子
ど

も
た

ち
の

家
庭

学
習

時
間

は
、

A
Iド

リ
ル

に
ゆ

だ
ね

ら
れ

て
い

る
部

分
が

少
な

か
ら

ず
あ

る
。

子
ど

も
た

ち
の

貴
重

な
成

長
発

達
の

時
間

を
A

Iド
リ

ル
に

費
や

し
て

い
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
そ

の
成

果
を

確
認

す
る

こ
と

が
難

し
い

現
状

に
あ

る
。

担
当

所
管

は
A

Iド
リ

ル
を

導
入

す
る

上
で

、
A

Iド
リ

ル
を

利
用

す
る

子
ど

も
た

ち
の

学
力

向
上

に
つ

な
げ

る
責

任
が

伴
う

だ
ろ

う
。

学
力

調
査

の
結

果
な

ど
を

真
摯

に
受

け
止

め
、

⑥
専

門
性

の
高

い
鋭

い
分

析
力

を
も

つ
第

3
者

を
含

む
専

門
家

チ
ー

ム
を

組
織

す
る

な
ど

し
て

、
内

容
の

有
効

性
や

委
託

業
者

の
妥

当
性

な
ど

、
俯

瞰
し

た
目

線
で

の
A

Iド
リ

ル
に

つ
い

て
検

証
す

る
こ

と
が

急
務

で
あ

る
。

評
価

結
果

全
体

評
価

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

4
4

4

区
民

評
価

結
果

3
.5

3
.5

3
.5

方
向

性
R

3
R

4

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

①
A

Iド
リ

ル
の

活
用

格
差

解
消

に
向

け
た

効
果

的
な

活
用

方
法

の
周

知
【
令

和
7
年

3
月

実
施

済
み

】
児

童
・
生

徒
が

問
題

を
誤

答
を

し
た

際
に

解
説

を
読

み
飛

ば
し

て
進

め
る

ケ
ー

ス
や

、
解

答
に

行
き

詰
ま

っ
た

際
に

ヒ
ン

ト
機

能
を

活
用

せ
ず

に
当

て
ず

っ
ぽ

う
で

解
答

す
る

ケ
ー

ス
が

見
受

け
ら

れ
る

た
め

、
A

Iド
リ

ル
の

こ
れ

ら
の

機
能

を
活

用
し

た
効

果
的

な
正

し
い

使
い

方
を

解
説

し
た

動
画

を
作

成
、

区
の

yo
u
tu

be
へ

掲
載

し
、

保
護

者
、

児
童

・生
徒

へ
周

知
を

行
っ

た
。

②
A

Iド
リ

ル
導

入
に

よ
る

効
果

検
証

【
令

和
7
年

度
実

施
予

定
】

教
材

提
供

事
業

者
と

連
携

を
し

て
、

特
定

の
小

・
中

学
校

お
い

て
、

事
前

・
事

後
テ

ス
ト

の
間

に
A

Iド
リ

ル
の

問
題

集
に

取
組

み
、

学
力

向
上

と
の

相
関

を
測

る
効

果
検

証
を

実
施

す
る

予
定

で
あ

る
。

③
M

IM
の

効
果

分
析

に
係

る
指

標
【
検

討
済

み
】

M
IM

の
活

動
指

標
「
M

IM
－

P
M

の
実

施
回

数
」
の

見
直

し
に

つ
い

て
、

「
M

IM
－

P
M

に
向

け
て

の
学

級
で

の
取

組
回

数
」
な

ど
を

候
補

に
検

討
を

し
た

が
、

目
標

の
設

定
が

困
難

で
あ

る
こ

と
や

各
校

で
実

績
を

管
理

す
る

こ
と

に
よ

り
、

学
校

側
の

負
担

が
か

か
る

こ
と

等
を

考
慮

し
て

、
活

動
指

標
は

そ
の

ま
ま

と
す

る
こ

と
と

し
た

。
成

果
指

標
「
年

度
末

の
M

IM
3
rd

児
童

の
割

合
」
は

、
年

度
に

よ
る

当
初

の
3
rd

児
童

の
割

合
に

大
き

く
結

果
が

左
右

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

「年
度

当
初

か
ら

年
度

末
に

か
け

て
の

M
IM

3
ｒｄ

児
童

の
減

少
率

」
で

見
取

る
こ

と
と

し
、

そ
の

場
合

の
実

績
は

以
下

の
と

お
り

と
な

っ
た

。
令

和
4
年

度
：
7
1
.6

%
　

令
和

5
年

度
：
7
0
.3

%
　

令
和

6
年

度
：
6
9
.5

%
※

減
少

率
は

若
干

低
下

し
て

い
る

も
の

の
、

概
ね

7
割

で
推

移
し

て
い

る
。

【
M

IM
】

令
和

6
年

度
は

、
年

度
当

初
の

3
rd

児
童

数
が

令
和

5
年

度
よ

り
多

く
、

令
和

5
年

度
と

比
べ

て
年

度
末

時
点

で
の

3
rd

児
童

の
割

合
も

高
い

結
果

と
な

っ
た

。
ま

た
、

年
度

当
初

か
ら

年
度

末
に

か
け

て
の

3
rd

の
児

童
の

減
少

率
に

つ
い

て
は

、
令

和
5
年

度
と

比
べ

て
0
.8

ポ
イ

ン
ト

低
い

結
果

と
な

っ
た

も
の

の
、

概
ね

減
少

率
は

7
割

で
推

移
し

て
お

り
、

一
定

の
成

果
が

出
て

い
る

。
全

小
学

１
年

生
を

対
象

に
M

IM
指

導
を

実
施

し
て

い
る

自
治

体
は

多
く
な

い
た

め
、

足
立

区
へ

他
自

治
体

か
ら

転
入

す
る

教
員

や
新

任
教

員
が

、
児

童
の

流
暢

な
読

み
の

獲
得

に
対

す
る

重
要

性
を

理
解

し
実

践
す

る
こ

と
に

加
え

、
学

校
管

理
職

に
も

共
通

で
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

引
き

続
き

重
要

で
あ

る
。

進
級

や
転

入
な

ど
に

よ
り

、
小

学
1
年

生
を

担
任

す
る

教
員

が
固

定
さ

れ
る

こ
と

は
な

い
た

め
、

こ
れ

ま
で

実
施

し
て

い
る

小
学

１
年

生
担

任
全

員
で

の
M

IM
研

修
を

継
続

し
な

が
ら

、
地

道
に

現
場

へ
理

解
を

広
め

て
い

く
。

【
そ

だ
ち

指
導

】
そ

だ
ち

指
導

終
了

時
の

児
童

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

肯
定

的
な

回
答

を
し

た
割

合
は

、
変

わ
ら

ず
高

い
割

合
で

維
持

し
て

お
り

、
事

業
の

成
果

が
表

れ
て

い
る

。
そ

だ
ち

指
導

は
、

別
教

室
で

の
指

導
に

よ
り

、
同

時
に

展
開

し
て

い
る

通
常

の
学

習
内

容
の

習
得

と
個

の
つ

ま
ず

き
解

消
を

図
る

た
め

、
綿

密
な

計
画

に
基

づ
く
指

導
は

も
と

よ
り

、
学

習
内

容
の

両
立

に
は

学
級

担
任

と
の

連
携

の
充

実
が

重
要

で
あ

る
。

　
ま

た
、

そ
だ

ち
指

導
に

、
本

事
業

の
効

果
が

表
れ

に
く
い

、
発

達
の

特
性

が
見

ら
れ

る
児

童
が

選
ば

れ
る

ケ
ー

ス
が

あ
り

、
学

校
側

に
お

い
て

適
切

に
対

象
児

童
を

選
出

し
て

も
ら

う
必

要
が

あ
る

。

【
A

Iド
リ

ル
】

依
然

と
し

て
校

種
間

・
学

校
間

・
教

員
間

で
活

用
状

況
に

格
差

が
見

ら
れ

る
。

小
学

校
に

比
べ

て
中

学
校

の
活

用
頻

度
が

低
い

要
因

と
し

て
、

教
科

担
任

制
に

よ
り

教
員

の
活

用
格

差
が

顕
著

に
表

れ
る

点
や

、
高

校
受

験
に

向
け

た
知

識
詰

め
込

み
型

の
授

業
形

態
か

ら
活

用
場

面
が

少
な

く
な

る
傾

向
が

あ
る

点
な

ど
が

考
え

ら
れ

る
。

さ
ら

な
る

活
用

促
進

に
あ

た
っ

て
は

、
教

材
提

供
事

業
者

・
区

教
委

に
よ

る
活

用
研

修
や

学
校

訪
問

支
援

に
よ

る
好

事
例

の
横

展
開

な
ど

を
実

施
し

、
ま

た
、

A
Iド

リ
ル

の
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
（
A

Iド
リ

ル
の

目
次

や
問

題
が

教
科

書
に

準
拠

、
難

易
度

の
高

い
発

展
問

題
の

追
加

等
）
情

報
を

学
校

現
場

に
随

時
共

有
し

、
教

材
提

供
事

業
者

に
対

し
て

は
、

引
き

続
き

、
学

校
現

場
か

ら
の

要
望

等
を

上
げ

て
、

A
Iド

リ
ル

の
機

能
向

上
・

改
善

を
促

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

【
M

IM
】

（
短

期
）
教

員
研

修
は

講
師

の
指

導
に

加
え

、
参

考
と

な
る

取
組

事
例

の
共

有
と

横
展

開
に

重
点

を
置

く
。

（
中

・
長

期
）
M

IM
デ

ジ
タ

ル
版

の
導

入
に

あ
た

り
、

効
果

的
な

活
用

事
例

を
収

集
・
横

展
開

す
る

こ
と

で
、

取
組

の
効

果
を

高
め

る
方

法
を

構
築

し
て

い
く
。

【
そ

だ
ち

指
導

】
（
短

期
）
つ

ま
ず

き
の

解
消

と
通

常
の

学
習

内
容

の
定

着
と

の
両

立
を

重
要

課
題

と
し

て
、

取
り

こ
ぼ

し
の

な
い

学
習

を
実

施
し

て
い

く
。

ま
た

、
定

着
率

に
課

題
の

あ
る

第
４

学
年

の
単

元
と

系
統

性
の

あ
る

第
５

学
年

の
単

元
を

相
互

に
関

連
付

け
て

学
習

す
る

こ
と

で
、

つ
ま

ず
き

の
解

消
と

防
止

を
図

る
。

系
統

性
を

踏
ま

え
た

指
導

に
よ

り
つ

ま
ず

き
の

解
消

を
図

る
取

組
の

試
行

を
継

続
し

、
効

果
検

証
を

続
け

る
。

（
中

・
長

期
）
系

統
性

を
持

た
せ

た
学

習
内

容
の

指
導

方
法

の
確

立
を

目
指

し
、

連
続

性
の

あ
る

学
習

指
導

の
モ

デ
ル

を
構

築
し

て
い

く
。

ま
た

、
そ

だ
ち

指
導

の
中

で
努

力
し

た
成

果
を

管
理

職
、

そ
だ

ち
指

導
員

、
学

級
担

任
で

共
有

し
、

教
室

の
授

業
で

力
を

発
揮

で
き

る
よ

う
に

支
援

す
る

こ
と

で
、

児
童

の
学

習
に

対
す

る
「
意

欲
」
の

向
上

に
つ

な
げ

る
。

【
A

Iド
リ

ル
】

（
短

期
）
学

校
間

・
教

員
間

で
の

活
用

度
に

大
き

な
差

を
生

じ
さ

せ
な

い
よ

う
、

基
礎

的
な

操
作

方
法

等
の

研
修

や
学

校
へ

の
訪

問
サ

ポ
ー

ト
を

通
じ

て
活

用
の

底
上

げ
、

好
事

例
の

横
展

開
を

図
っ

て
い

く
。

ま
た

、
令

和
7
年

度
中

に
導

入
に

よ
る

効
果

検
証

を
行

い
、

結
果

を
区

内
小

・
中

学
校

へ
共

有
す

る
。

（
中

・
長

期
）
補

習
・
授

業
・
家

庭
学

習
そ

れ
ぞ

れ
の

効
果

的
な

活
用

方
法

を
蓄

積
し

、
児

童
・
生

徒
一

人
一

台
端

末
が

整
備

さ
れ

た
環

境
を

活
用

し
た

学
習

教
材

の
一

つ
と

し
て

、
効

果
的

な
活

用
を

促
し

、
定

着
を

図
っ

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

S
T
E
P
2

S
T
E
P
4

S
T
E
P
3

S
T
E
P
1

評
価
中
止
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ひ
と

再
掲

重
点

目
標

①
家

庭
・
地

域
と

連
携

し
子

ど
も

の
学

び
を

支
え

育
む

重
点

項
目

子
ど

も
の

状
況

に
応

じ
た

支
援

の
充

実
記

入
所

属

事
業

名
№

3
「
発

達
支

援
児

に
対

す
る

事
業

の
推

進
」

協
働 ・

協
創

・
保

健
セ

ン
タ

ー
で

の
１

歳
半

・
３

歳
児

健
診

時
の

子
ど

も
相

談
へ

心
理

士
の

派
遣

・
福

祉
部

（
障

が
い

福
祉

課
、

障
が

い
福

祉
セ

ン
タ

ー
）
、

衛
生

部
（
保

健
予

防
課

）
、

子
ど

も
家

庭
部

（
子

ど
も

政
策

課
、

保
育

・
入

園
課

、
幼

稚
園

・
地

域
保

育
課

、
私

立
保

育
園

課
）
と

特
に

密
接

に
協

働
4
.
5

3
.
8

1
0
.
2

教
育

指
導

部
こ

ど
も

支
援

セ
ン

タ
ー

げ
ん

き
支

援
管

理
課

　
発

達
支

援
係

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

発
達

支
援

児
及

び
そ

の
保

護
者

に
対

し
、

身
近

な
地

域
で

適
切

な
支

援
が

一
貫

し
て

出
来

る
よ

う
、

総
合

的
か

つ
切

れ
目

の
な

い
相

談
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
「
気

づ
く
」
相

談
支

援
事

業
3
,0

9
7

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

発
達

支
援

児
及

び
保

護
者

に
対

し
、

総
合

的
か

つ
切

れ
目

の
な

い
相

談
支

援
を

行
う

こ
と

は
、

平
等

に
教

育
を

受
け

ら
れ

、
す

べ
て

の
人

の
能

力
を

強
化

し
、

社
会

等
へ

の
関

わ
り

を
促

進
す

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

く

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

児
童

・
生

徒
の

自
己

肯
定

感
を

育
む

「
支

え
る

」
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

充
実

1
1
,9

5
5

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
発

達
障

が
い

支
援

事
業

主
な

内
容

「
つ

な
ぐ

」
連

携
支

援
事

業
3
,1

5
3

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b)

1
9
1
,
6
9
6

1
9
2
,
5
3
5

2
3
7
,
7
4
4

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

1
7
8
,
1
9
2

2
2
0
,
6
6
2

内
訳

事
業

費
(a

)
2
6
,
3
9
0

1
4
,
3
4
3

1
8
,
2
0
5

職
員

数
に

限
度

が
あ

る
こ

と
に

よ
る

発
達

相
談

の
予

約
待

ち
や

巡
回

訪
問

回
数

の
制

限

職
員

数
に

限
度

が
あ

る
こ

と
に

よ
る

巡
回

訪
問

回
数

の
制

限

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

1
3
,
5
4
4

1
5
,
4
3
2

9
,
9
0
9

受
益

者
負

担
金

0
0

0

保
護

者
・
保

育
者

・
教

員
の

対
応

に
よ

っ
て

は
、

成
功

体
験

を
積

む
こ

と
が

で
き

な
い

可
能

性
も

考
え

ら
れ

る

人
件

費
(b

)
1
6
5
,
3
0
6

【
事

業
の

概
要

】
１

　
保

健
セ

ン
タ

ー
に

出
向

き
、

子
育

て
や

児
童

の
発

達
に

心
配

や
　

不
安

の
あ

る
保

護
者

と
面

接
を

す
る

。
【
活

動
-
1
】

２
　

心
理

士
や

作
業

療
法

士
が

保
育

所
・
小

中
学

校
へ

訪
問

し
、

対
　

応
に

苦
慮

す
る

児
童

・
生

徒
の

行
動

観
察

を
行

う
。

保
育

士
や

教
　

職
員

に
対

し
特

性
に

応
じ

た
対

応
の

助
言

を
行

う
。

【
活

動
-
2
】

３
　

発
達

障
が

い
研

修
（
保

育
士

向
け

）
・
特

別
支

援
教

育
研

修
　

（
小

中
学

校
教

員
向

け
）
を

実
施

す
る

。
【
活

動
-
3
】

１
　

児
童

の
発

達
特

性
に

気
づ

い
た

保
護

者
が

げ
ん

き
に

来
所

　
（
出

張
相

談
も

含
む

）
し

、
相

談
を

受
け

る
。

【
活

動
②

-
1
】

２
　

心
理

士
や

作
業

療
法

士
が

助
言

を
す

る
こ

と
で

、
対

応
に

苦
慮

　
す

る
児

童
・
生

徒
の

か
か

わ
り

方
を

保
育

者
や

教
職

員
が

理
解

す
　

る
。

【
活

動
②

-
2
】

３
　

研
修

を
通

し
て

発
達

障
が

い
児

の
理

解
を

深
め

、
支

援
・
指

導
の

　
中

心
的

な
役

割
を

担
う

職
員

を
育

成
す

る
。

【
活

動
②

-
3
】

１
　

相
談

を
し

た
保

護
者

が
児

童
・
生

徒
の

特
性

を
保

育
所

等
に

伝
え

　
た

り
、

園
を

訪
問

し
た

専
門

職
が

保
育

士
に

助
言

を
す

る
こ

と
で

、
　

適
切

な
支

援
が

受
け

ら
れ

、
児

童
・
生

徒
の

困
り

感
が

軽
減

す
る

。
２

　
保

育
者

や
教

員
が

児
童

・
生

徒
の

発
達

特
性

に
応

じ
た

支
援

の
　

方
法

を
確

立
す

る
。

３
　

保
育

者
や

教
員

が
適

正
な

個
別

支
援

計
画

を
作

成
す

る
こ

と
で

、
　

児
童

・
生

徒
の

発
達

特
性

に
応

じ
た

対
応

が
で

き
る

。
（
小

中
学

　
校

は
『
個

別
の

支
援

計
画

・
個

別
指

導
計

画
作

成
シ

ス
テ

ム
』
を

　
活

用
す

る
）

特
性

を
捉

え
た

早
期

の
対

応
に

よ
り

、
児

童
・
生

徒
の

意
欲

が
高

ま
り

自
己

肯
定

感
が

育
ま

れ
る

。

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

発
達

支
援

児
の

支
援

の
程

度
が

軽
減

若
し

く
は

現
状

維
持

し
た

と
判

断
さ

れ
た

児
童

の
割

合

6
年

度

【
活

動
-
1
】

保
健

セ
ン

タ
ー

の
子

ど
も

相
談

で
面

談
し

た
人

数

人

目
標

1
,2

5
0

1
,3

0
0

1
,4

0
0

順
調

【
直

接
成

果
-
１

】
来

所
、

電
話

相
談

、
保

健
セ

ン
タ

ー
で

の
出

張
相

談
で

受
理

し
た

児
童

生
徒

数
人

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

7
6
.4

達
成

率
1
2
5
%

1
1
3
%

9
7
%

達
成

率
1
1
3
%

1
0
1
%

1
0
4
%

達
成

率

％

7
2

実
績

1
5
6
5

1
,4

7
5

1
,3

5
9

実
績

1
4
9
1

1
,5

1
2

1
,6

5
9

％

9
5

9
5

1
0
6
%

1
4
6
3

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

個
別

支
援

計
画

作
成

の
割

合
件

8
1
1

1
0
1
0

1
0
4
0

1
0
0
8

1
,0

4
3

4
0
0
9

達
成

率

達
成

達
成

目
標

【
最

終
成

果
】

「
自

分
に

は
良

い
と

こ
ろ

が
あ

る
」
と

思
う

子
ど

も
の

割
合

9
5

1
0
2
%

9
6
%

1
0
3
%

6
3
1

7
5
0

1
0
0
0

実
績

9
7

9
1

9
8

1
2
4
%

1
0
3
%

3
8
5
%

達
成

率
8
6
%

目
標

1
1
6
%

1
0
5
%

1
1
4
4

1
1
7
3

1
1
7
%

目
標

1
,3

2
0

1
,5

0
0

1
,6

0
0

達
成

1
2
0
0

1
4
0
0

【
活

動
-
2
】

巡
回

訪
問

件
数

件
実

績
7
3
4

目
標

7
0
0

【
活

動
-
3
】

研
修

実
施

回
数

回

目
標

4
7

4
4

4
0

や
や

順
調

達
成

率
1
0
5
%

1
5
2
%

実
績

4
7

4
2

達
成

率
1
0
0
%

9
5
%

8
5
%

3
4

達
成

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

巡
回

訪
問

で
支

援
し

た
児

童
・
生

徒
数

人

1
2
0
0

目
標

8
3
5

実
績

1
0
3
7

1
3
8
7

【
直

接
成

果
-
3
】

特
別

支
援

教
育

リ
ー

ダ
ー

・
発

達
支

援
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

者

人

目
標

1
6
0

1
0
0

6
5
0

6
3
1
%

1
2
8
%

達
成

率
3
1
%

実
績

5
0

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

評
価

結
果

全
体

評
価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
行

政
以

外
か

ら
の

支
援

体
制

の
構

築
】
【
実

施
済

み
】

令
和

５
年

度
か

ら
年

長
児

の
全

世
帯

に
対

し
、

児
童

へ
の

関
わ

り
方

を
自

主
的

に
学

ん
で

い
た

だ
け

る
ペ

ア
レ

ン
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
動

画
の

お
知

ら
せ

を
郵

送
配

布
し

て
い

る
。

今
後

も
継

続
し

、
ま

ず
は

保
護

者
が

自
主

的
に

取
り

組
ん

で
い

け
る

し
く
み

を
構

築
し

て
い

く
。

【
発

達
支

援
・
特

別
支

援
教

育
リ

ー
ダ

ー
の

活
用

】
【
実

施
済

み
】

発
達

支
援

リ
ー

ダ
ー

研
修

修
了

者
に

対
し

て
、

発
達

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

育
成

研
修

に
年

間
６

名
（
令

和
７

年
度

は
１

２
名

）
・
７

回
の

研
修

を
実

施
し

、
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
や

保
護

者
支

援
、

環
境

や
行

動
の

分
析

な
ど

障
が

い
児

保
育

を
学

ぶ
こ

と
で

、
資

質
・
能

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
校

内
で

特
別

支
援

教
育

を
推

進
す

る
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

リ
ー

ダ
ー

と
な

り
、

校
内

に
お

け
る

児
童

・
生

徒
へ

の
支

援
を

進
め

て
い

る
。

区
と

し
て

も
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
対

象
と

し
た

特
別

支
援

教
育

研
修

会
を

年
間

１
０

回
実

施
し

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

資
質

・
能

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

【
特

別
支

援
教

育
リ

ー
ダ

ー
の

フ
ォ

ロ
ー

研
修

】
【
実

施
済

み
】

研
修

会
後

に
必

ず
研

修
受

講
者

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
と

り
、

受
講

者
か

ら
の

声
を

参
考

に
し

て
次

の
研

修
会

へ
生

か
し

て
き

た
。

今
後

も
、

現
場

の
声

を
基

に
、

充
実

し
た

研
修

会
を

実
施

で
き

る
よ

う
に

努
め

て
い

く
。

【
活

動
-
1
】
【
直

接
成

果
-
1
】

乳
幼

児
の

発
達

相
談

に
つ

い
て

、
保

健
セ

ン
タ

ー
の

相
談

室
の

利
用

回
数

を
増

や
し

、
予

約
で

き
る

枠
と

相
談

を
受

け
る

人
員

も
確

保
し

た
こ

と
で

、
2
週

間
～

1
か

月
程

度
で

予
約

で
き

る
よ

う
改

善
し

た
が

、
学

齢
児

の
発

達
相

談
に

つ
い

て
は

、
保

護
者

面
談

か
ら

心
理

検
査

実
施

ま
で

3
か

月
程

度
お

待
た

せ
し

て
し

ま
っ

て
い

る
。

学
齢

児
を

担
当

す
る

人
員

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

。
【
活

動
-
2
】
【
直

接
成

果
-
2
】

訪
問

回
数

を
確

保
す

る
た

め
に

人
員

を
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
引

き
続

き
、

所
管

課
（
子

ど
も

施
設

指
導

・
支

援
課

、
私

立
保

育
園

課
等

）
と

連
携

し
各

々
の

専
門

性
（
心

理
判

定
士

、
作

業
療

法
士

、
係

長
級

保
育

士
）
を

生
か

し
た

支
援

を
行

っ
て

い
き

、
タ

イ
ム

リ
ー

に
助

言
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
3
】

今
後

も
講

義
内

容
に

つ
い

て
、

保
育

・
教

育
現

場
に

活
用

し
や

す
い

よ
う

内
容

を
充

実
さ

せ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

発
達

支
援

事
業

に
つ

い
て

３
つ

の
視

点
①

「
気

づ
く
」
相

談
し

や
す

い
窓

口
の

設
置

・
気

づ
き

と
理

解
の

促
進

②
「
つ

な
ぐ

」
就

学
前

か
ら

学
齢

期
へ

途
切

れ
の

な
い

情
報

の
連

携
・
つ

な
が

り
支

援
③

「
支

え
る

」
成

長
段

階
や

特
性

に
応

じ
た

支
援

と
療

育
の

場
の

充
実

（
短

期
）

・
乳

幼
児

相
談

に
つ

い
て

は
、

相
談

予
約

ま
で

の
期

間
を

２
週

間
～

１
か

月
に

改
善

で
き

た
。

学
齢

児
相

談
に

つ
い

て
は

、
担

当
者

の
増

員
と

相
談

や
検

査
を

実
施

で
き

る
設

備
調

整
を

行
い

使
用

で
き

る
相

談
室

を
増

や
す

等
対

応
す

る
こ

と
で

、
令

和
7
年

度
中

に
保

護
者

面
談

か
ら

心
理

検
査

実
施

ま
で

の
期

間
が

１
か

月
程

度
に

な
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
外

部
化

検
討

も
視

野
に

入
れ

て
い

く
。

・
令

和
7
年

度
は

、
保

健
セ

ン
タ

ー
の

心
理

相
談

に
つ

い
て

、
午

後
か

ら
午

前
中

に
枠

を
変

更
す

る
回

を
設

け
相

談
し

や
す

い
時

間
設

定
を

試
み

る
。

・
引

き
続

き
、

保
育

者
や

教
員

に
対

し
、

発
達

特
性

に
応

じ
た

適
切

な
対

応
が

理
解

で
き

る
よ

う
研

修
内

容
を

精
査

・
充

実
し

て
い

く
。

（
中

・
長

期
）

上
記

３
つ

の
視

点
を

踏
ま

え
、

引
き

続
き

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

沿
っ

た
支

援
の

手
法

を
検

討
し

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

中
止

評
価

対
象

外
評

価
対

象
外

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

 保
護

者
が

自
主

的
に

取
り

組
め

る
よ

う
ペ

ア
レ

ン
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
動

画
の

お
知

ら
せ

を
年

長
児

の
全

世
帯

に
郵

送
配

布
し

た
り

、
「
特

別
支

援
教

育
リ

ー
ダ

ー
の

フ
ォ

ロ
ー

研
修

」
後

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
と

り
、

受
講

者
か

ら
の

声
を

参
考

に
し

て
次

の
研

修
会

へ
生

か
す

な
ど

、
事

業
を

充
実

さ
せ

て
い

る
こ

と
は

高
く
評

価
し

た
い

。
 ま

た
、

乳
幼

児
の

発
達

相
談

に
つ

い
て

、
保

健
セ

ン
タ

ー
の

相
談

室
の

利
用

回
数

を
増

や
し

、
予

約
枠

と
相

談
体

制
拡

充
し

た
こ

と
で

、
相

談
ま

で
の

待
ち

日
数

短
縮

の
改

善
が

で
き

た
こ

と
も

評
価

し
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

 ①
外

部
化

検
討

も
視

野
に

入
れ

て
い

く
と

あ
る

が
、

民
間

で
も

公
務

で
も

人
材

が
不

足
す

る
中

、
現

員
で

ど
れ

だ
け

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

上
げ

て
い

く
か

の
観

点
か

ら
の

方
策

が
必

要
な

の
で

は
な

い
か

。

4
①

現
員

で
ど

れ
だ

け
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

を
上

げ
て

い
く
か

の
観

点
か

ら
の

方
策

が
必

要
な

の
で

は
な

い
か

。
【
具

体
的

な
見

直
し

】
・
保

健
セ

ン
タ

ー
の

相
談

室
を

借
り

る
等

相
談

場
所

を
確

保
し

た
こ

と
、

相
談

対
応

す
る

職
員

配
置

変
更

し
た

等
確

保
で

の
迅

速
な

相
談

対
応

が
可

能
と

し
た

。
・
今

ま
で

は
、

発
達

相
談

当
日

に
面

談
・
検

査
・
結

果
の

お
伝

え
を

す
べ

て
行

う
タ

イ
ム

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
た

め
時

間
に

追
わ

れ
寄

り
添

い
づ

ら
い

状
況

で
あ

っ
た

。
令

和
8
年

度
に

向
け

て
、

面
談

日
・
検

査
日

・
結

果
報

告
日

を
分

け
る

等
事

業
内

容
の

見
直

し
を

図
り

、
迅

速
な

面
談

や
保

護
者

に
寄

り
添

っ
た

相
談

支
援

を
実

現
す

べ
く
検

討
し

て
い

る
。

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

全
体

評
価

反
映

結
果

達
成

度

評
価

対
象

外

R
6

庁
内

評
価

結
果

4
4

4
4

区
民

評
価

結
果

S
T
E
P
2

S
T
E
P
4

S
T
E
P
3

S
T
E
P
1

区
民
評
価
対
象
外
事
業
に
つ
き
３
次
評
価
未
実
施
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

順
調

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

お
迎

え
支

援
、

別
室

登
校

支
援

の
利

用
者

数
人

1
5
0

目
標

2
5
6

実
績

3
2
9

3
9
7

【
直

接
成

果
-
3
】

学
校

以
外

の
学

び
の

場
に

つ
な

が
っ

た
不

登
校

児
童

・
生

徒
の

人
数

人

目
標

2
5
5

2
8
0

2
8
0

8
5
%

9
1
%

達
成

率
9
0
%

実
績

2
3
0

【
活

動
-
3
】

学
校

以
外

の
学

び
の

場
で

不
登

校
児

童
・
生

徒
に

対
し

働
き

か
け

を
行

っ
た

回
数

（
働

き
か

け
を

し
た

児
童

生
徒

の
実

数
：
3
1
8
人

回

目
標

2
,2

0
0

2
,3

0
0

2
,3

0
0

順
調

達
成

率
1
1
7
%

1
4
3
%

実
績

2
,4

5
2

2
1
6
0

達
成

率
1
1
1
%

9
4
%

9
1
%

2
,1

0
2

目
標

-
6
7
5

6
7
5

順
調

3
0
0

4
0
0

【
活

動
-
2
】

不
登

校
児

童
・
生

徒
に

登
校

サ
ポ

ー
タ

ー
を

派
遣

し
た

回
数

（
派

遣
し

た
児

童
・

生
徒

の
実

数
：
5
3
2
人

回
実

績
5
,2

5
0

目
標

4
,5

0
0

2
3
9

4
,5

0
0

6
,5

0
0

実
績

5
2

4
1

2
4

8
9
%

9
2
%

5
0
%

達
成

率
2
1
9
%

目
標

1
3
2
%

1
3
3
%

6
,4

2
7

7
,7

3
7

1
1
9
%

1
0
0
%

5
3
2

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

学
習

機
会

が
確

保
さ

れ
て

い
る

児
童

・
生

徒
の

割
合

％

8
3

9
0

9
4

7
4

8
3

4
7

達
成

率

遅
れ

て
い

る

や
や

遅
れ

て
い

る

目
標

【
最

終
成

果
】

出
席

扱
い

と
な

っ
た

不
登

校
児

童
・

生
徒

の
割

合

5
1

9
5
%

6
6
%

4
7
%

5
3

達
成

率
9
3
%

9
4
%

1
0
8
%

達
成

率
-

9
9
%

9
8
%

達
成

率

％

5
3

実
績

5
,5

8
0

5
,6

3
2

6
,4

5
0

実
績

-
6
6
7

6
6
2

％

5
5

6
2

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

不
登

校
状

態
が

改
善

し
た

児
童

・
生

徒
の

割
合

6
年

度
【
活

動
-
1
】

校
内

委
員

会
に

お
い

て
支

援
方

法
等

を
協

議
し

た
延

べ
回

数
（
協

議
し

た
児

童
・

生
徒

の
実

数
：
1
2
9
0
人

)

回

目
標

6
,0

0
0

6
,0

0
0

6
,0

0
0

達
成

【
直

接
成

果
-
１

】
校

内
委

員
会

に
お

い
て

支
援

方
法

等
を

協
議

し
た

結
果

、
学

習
機

会
が

確
保

さ
れ

た
児

童
・

生
徒

数

人

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

人
件

費
(b

)
5
3
6
,
7
3
1

【
事

業
の

概
要

】
１

　
不

登
校

児
童

・
生

徒
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

（
教

育
相

談
事

業
）

（
１

）
校

内
委

員
会

が
効

果
的

に
活

用
さ

れ
る

【
活

動
-
1
】

（
２

）
不

登
校

児
童

・
生

徒
に

登
校

サ
ポ

ー
タ

ー
を

派
遣

す
る

  
  

【
活

動
-
2
】

（
３

）
不

登
校

児
童

・
生

徒
に

学
校

以
外

の
学

び
の

場
（
教

育
相

談
員

　
　

と
の

面
談

や
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
が

運
営

す
る

居
場

所
で

の
ス

タ
ッ

フ
と

の
　

　
面

接
）
で

声
か

け
を

行
う

【
活

動
-
3
】

１
　

不
登

校
児

童
・
生

徒
へ

の
直

接
成

果
【
活

動
-
1
～

3
】

（
１

）
校

内
委

員
会

で
協

議
し

た
結

果
、

学
習

機
会

が
確

保
さ

れ
る

　
　

（
「
不

定
期

、
別

室
、

放
課

後
含

め
学

校
に

登
校

で
き

る
よ

う
に

　
　

な
っ

た
」
も

し
く
は

「
学

校
以

外
の

学
び

の
場

や
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

　
　

し
た

支
援

を
受

け
て

い
る

」
）
【
直

接
成

果
-
1
】

（
２

）
お

迎
え

支
援

、
別

室
登

校
支

援
の

利
用

者
が

増
え

る
　

　
【
直

接
成

果
-
2
】

（
３

）
不

登
校

児
童

・
生

徒
が

学
校

以
外

の
学

び
の

場
（
チ

ャ
レ

ン
ジ

　
　

学
級

、
あ

す
テ

ッ
プ

、
居

場
所

、
家

庭
学

習
支

援
事

業
と

い
う

区
　

　
の

不
登

校
児

童
・
生

徒
へ

の
支

援
）
に

定
期

的
に

通
う

　
　

【
直

接
成

果
-
3
】

１
　

不
登

校
児

童
・
生

徒
の

状
況

に
改

善
が

見
ら

れ
る

（
１

）
不

登
校

状
態

か
ら

の
改

善
（
「
登

校
す

る
又

は
で

き
る

よ
う

に
　

　
な

っ
た

」
も

し
く
は

「
継

続
し

た
登

校
に

は
至

ら
な

い
も

の
の

好
　

　
ま

し
い

変
化

が
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
」
）
率

が
向

上
す

る
　

　
【
中

間
成

果
-
1
】

（
２

）
不

登
校

で
も

、
学

校
以

外
の

学
び

の
場

や
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

　
　

自
宅

学
習

な
ど

、
学

習
機

会
が

確
保

さ
れ

て
い

る
（
「
不

定
期

、
　

　
別

室
、

放
課

後
含

め
学

校
に

登
校

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
」
も

　
　

し
く
は

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

学
級

、
あ

す
テ

ッ
プ

、
居

場
所

、
家

庭
  

  
学

習
支

援
事

業
と

い
う

区
の

不
登

校
児

童
・
生

徒
へ

の
支

援
や

　
　

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
支

援
を

受
け

て
い

る
」
）
【
中

間
成

果
-
2
】

不
登

校
の

児
童

・
生

徒
が

、
様

々
な

学
び

の
場

で
の

体
験

や
経

験
を

通
じ

て
、

心
身

と
も

に
成

長
す

る
※

　
令

和
元

年
１

０
月

２
５

日
に

文
部

科
学

省
よ

り
通

知
が

出
さ

れ
、

一
定

の
要

件
を

満
た

す
場

合
に

、
学

校
外

の
施

設
に

お
い

て
相

談
・
指

導
を

受
け

て
い

る
場

合
や

自
宅

で
ＩＣ

Ｔ
等

を
活

用
し

て
学

習
活

動
を

行
っ

た
場

合
も

出
席

扱
い

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

2
0
,
2
3
9

2
5
,
6
7
3

2
5
,
6
5
3

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
家

族
や

学
校

の
協

力
・
本

人
の

環
境

適
応

内
訳

事
業

費
(a

)
7
9
,
6
1
7

9
0
,
7
8
5

8
9
,
3
0
0

・
感

染
症

等
の

流
行

（
登

校
不

可
）

・
区

民
や

学
校

の
事

業
認

知

・
学

校
に

よ
る

事
業

の
活

用
・
家

族
や

学
校

の
協

力
・
本

人
の

環
境

適
応

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

総
事

業
費

(a
+
b)

6
1
6
,
3
4
8

6
3
1
,
4
7
3

7
4
0
,
1
9
8

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

5
4
0
,
6
8
8

6
5
0
,
8
9
8

竹
の

塚
教

育
相

談
係

運
営

経
費

1
3
,3

3
6

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
教

育
相

談
事

業
主

な
内

容
居

場
所

支
援

事
業

委
託

3
7
,2

0
0

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

区
で

は
、

①
不

登
校

の
未

然
防

止
・
早

期
対

応
、

②
不

登
校

と
な

っ
た

児
童

・
生

徒
へ

の
多

様
な

学
び

の
保

障
を

柱
と

し
、

ど
こ

に
も

つ
な

が
っ

て
い

な
い

児
童

・
生

徒
の

減
少

を
目

指
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
を

実
現

す
る

た
め

、
児

童
・
生

徒
の

状
況

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

、
教

育
相

談
、

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

の
運

営
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

の
派

遣
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

派
遣

、
家

庭
学

習
支

援
事

業
等

の
各

支
援

を
行

っ
て

い
る

。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
不

登
校

児
童

の
た

め
の

家
庭

学
習

支
援

事
業

委
託

4
0
,9

4
6

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

不
登

校
児

童
・
生

徒
の

居
場

所
や

学
習

機
会

の
確

保
に

よ
り

脆
弱

層
が

平
等

に
教

育
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

、
自

己
肯

定
感

を
高

め
て

進
学

へ
の

意
欲

を
喚

起
し

、
貧

困
の

連
鎖

を
断

ち
切

る
。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

事
業

内
容

不
登

校
の

児
童

・
生

徒
が

、
様

々
な

学
び

の
場

で
の

体
験

や
経

験
を

通
じ

て
、

心
身

と
も

に
成

長
す

る

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ひ
と

再
掲

ひ
と

重
点

目
標

④
多

様
な

個
性

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
認

め
あ

う
風

土
を

醸
成

す
る

重
点

項
目

子
ど

も
の

状
況

に
応

じ
た

支
援

の
充

実
記

入
所

属

事
業

名
№

4
「
不

登
校

児
童

・
生

徒
に

対
す

る
支

援
事

業
」

協
働 ・

協
創

教
育

指
導

課
と

児
童

・
生

徒
の

情
報

を
共

有
し

て
い

る
。

目
標
に
直
結

4
.
5

教
育

指
導

部
こ

ど
も

支
援

セ
ン

タ
ー

げ
ん

き
 教

育
相

談
課

不
登

校
施

策
推

進
担

当
課

※
R

7
.4

月
新

設
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
新

規
事

業
の

効
果

検
証

や
不

登
校

支
援

の
あ

り
方

を
再

考
な

ど
、

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
り

組
み

を
円

滑
に

進
め

、
成

果
に

繋
げ

て
も

ら
い

た
い

。
ま

た
、

様
々

な
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
目

標
を

達
成

し
て

お
り

評
価

で
き

る
が

、
そ

の
取

り
組

み
が

成
果

と
し

て
「
不

登
校

状
態

の
改

善
」
や

「
学

習
機

会
の

確
保

」
に

繋
が

っ
て

い
な

い
状

況
に

あ
る

。
【
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

専
門

人
材

等
の

確
保

が
ま

す
ま

す
難

し
く
な

っ
て

い
く
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
た

め
、

人
材

を
投

入
す

る
こ

と
だ

け
で

な
く
、

人
材

の
有

効
活

用
に

つ
い

て
も

取
り

組
く
ん

で
ほ

し
い

。
ま

た
、

様
々

な
学

び
の

場
が

用
意

さ
れ

て
い

る
が

、
児

童
生

徒
の

視
点

に
立

っ
た

事
業

な
の

か
、

重
複

は
な

い
の

か
な

ど
、

不
登

校
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
踏

ま
え

、
事

業
整

理
が

な
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
と

と
も

に
、

国
が

示
す

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
支

援
と

は
「
児

童
生

徒
の

社
会

的
自

立
を

目
指

す
こ

と
」
を

踏
ま

え
れ

ば
、

今
後

は
長

い
ス

パ
ン

で
の

指
標

設
定

も
検

討
し

て
も

ら
い

た
い

。

3
.5

①
人

材
募

集
の

周
知

方
法

や
募

集
要

項
に

つ
い

て
改

め
て

見
直

し
を

行
う

こ
と

を
期

待
す

る
。

登
校

サ
ポ

ー
タ

ー
の

登
録

数
は

令
和

６
年

度
末

で
1
4
0
人

、
令

和
7
年

度
1
2
月

現
在

で
1
6
9
人

と
な

っ
て

い
る

。
増

加
し

た
背

景
と

し
て

、
H

P
や

チ
ラ

シ
に

よ
る

応
募

を
強

化
し

た
こ

と
に

加
え

、
申

込
手

続
き

の
オ

ン
ラ

イ
ン

化
に

よ
る

区
外

か
ら

の
希

望
者

の
申

込
、

青
少

年
委

員
へ

の
呼

び
か

け
等

の
効

果
が

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
引

き
続

き
H

P
で

の
募

集
要

項
の

記
載

方
法

を
工

夫
す

る
等

し
て

、
通

年
で

の
応

募
を

呼
び

か
け

る
と

と
も

に
、

様
々

な
媒

体
を

用
い

て
、

登
録

者
の

増
を

図
っ

て
い

く
。

②
働

く
方

々
の

声
を

聴
き

な
が

ら
、

足
立

区
の

教
育

の
強

み
に

で
き

る
よ

う
、

本
事

業
は

じ
め

教
育

に
お

い
て

専
門

的
業

務
を

担
う

職
員

の
雇

用
形

態
に

つ
い

て
も

再
考

し
て

い
た

だ
く
こ

と
を

期
待

し
た

い
。

教
育

相
談

課
で

任
用

し
て

い
る

教
育

相
談

員
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

（
Ｓ

Ｓ
Ｗ

）
等

は
会

計
年

度
任

用
職

員
で

あ
り

、
常

勤
心

理
・
福

祉
も

そ
れ

ら
の

業
務

を
一

部
担

っ
て

い
る

。
現

時
点

で
す

べ
て

の
専

門
職

種
を

常
勤

と
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
が

、
職

務
環

境
（
働

き
や

す
さ

）
の

整
備

や
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

と
そ

れ
に

見
合

う
報

酬
の

増
を

保
障

す
る

新
た

な
職

の
新

設
等

様
々

な
処

遇
改

善
を

図
り

、
で

き
る

限
り

長
く
働

い
て

も
ら

う
た

め
の

取
り

組
み

を
進

め
て

い
く
。

な
お

、
令

和
8
年

度
は

一
般

の
Ｓ

Ｓ
Ｗ

か
ら

の
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

を
目

指
す

職
と

し
て

「
シ

ニ
ア

Ｓ
Ｓ

Ｗ
」
を

新
設

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。
今

後
は

、
他

の
専

門
非

常
勤

に
つ

い
て

も
同

様
に

待
遇

の
向

上
を

図
っ

て
い

く
。

③
【
反

映
結

果
の

評
価

】
、

【
目

標
・
成

果
の

達
成

状
況

へ
の

評
価

】
の

と
こ

ろ
で

も
示

し
た

通
り

、
こ

れ
ま

で
の

分
析

結
果

の
蓄

積
な

ら
び

に
、

今
年

度
実

施
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
な

ど
か

ら
、

本
事

業
の

最
終

目
標

や
そ

れ
を

適
切

に
評

価
で

き
る

指
標

の
設

定
に

つ
い

て
再

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
不

登
校

支
援

の
最

終
目

標
は

、
児

童
生

徒
が

自
ら

の
進

路
を

主
体

的
に

捉
え

て
、

社
会

的
に

自
立

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

る
。

こ
れ

ま
で

の
分

析
か

ら
、

不
登

校
の

状
態

が
長

期
化

す
る

前
に

未
然

防
止

・
早

期
対

応
を

す
る

こ
と

、
ま

た
、

ど
こ

に
も

つ
な

が
っ

て
い

な
い

児
童

生
徒

を
な

く
す

こ
と

を
柱

に
し

た
支

援
が

必
要

で
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

。
　

そ
の

た
め

、
令

和
7
年

度
事

業
（
令

和
8
年

度
評

価
）
の

最
終

成
果

を
「
学

校
内

外
の

ど
こ

に
も

つ
な

が
っ

て
い

な
い

不
登

校
児

童
・
生

徒
が

い
な

く
な

る
こ

と
に

よ
り

、
児

童
生

徒
そ

れ
ぞ

れ
が

個
々

の
状

況
に

応
じ

た
教

育
を

受
け

る
」
と

し
、

多
様

な
学

び
の

支
援

を
行

う
こ

と
を

既
に

指
標

に
設

定
し

て
い

る
。

内
外

リ
ソ

ー
ス

を
活

用
し

、
不

登
校

児
童

生
徒

へ
の

支
援

が
届

か
な

い
状

況
を

つ
く
ら

な
い

よ
う

環
境

を
整

え
て

、
そ

の
成

果
を

見
取

る
と

い
う

視
点

で
成

果
指

標
を

見
直

し
、

出
席

に
着

眼
し

た
支

援
で

は
な

く
支

援
の

届
か

な
い

児
童

・
生

徒
に

着
眼

し
た

指
標

を
取

り
入

れ
た

。

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

・
全

体
と

し
て

昨
年

度
の

評
価

結
果

を
踏

ま
え

て
、

計
画

を
立

て
、

活
動

に
着

手
さ

れ
て

い
る

点
は

評
価

で
き

る
。

さ
ら

に
新

た
な

取
り

組
み

を
計

画
、

実
行

さ
れ

て
い

る
中

で
、

そ
の

取
り

組
み

の
効

果
検

討
や

事
業

の
中

で
の

位
置

づ
け

の
明

確
化

さ
れ

て
い

る
点

も
評

価
で

き
る

。
・
以

下
に

各
取

組
に

対
し

て
詳

述
す

る
。

【
不

登
校

の
背

景
に

あ
る

課
題

を
踏

ま
え

た
他

事
業

と
の

連
携

・
協

働
】

令
和

７
年

度
中

に
不

登
校

の
背

景
に

あ
る

課
題

を
調

査
す

る
た

め
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

広
範

囲
（
全

校
の

児
童

・
生

徒
・
保

護
者

）
に

わ
た

り
実

施
す

る
予

定
と

あ
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

に
向

け
て

、
す

で
に

教
育

支
援

セ
ン

タ
ー

を
利

用
す

る
児

童
や

生
徒

を
対

象
と

し
た

プ
レ

調
査

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

【
新

規
事

業
の

効
果

検
証

】
新

規
事

業
の

効
果

検
証

と
し

て
東

京
都

V
L
P

事
業

に
対

す
る

実
態

の
調

査
が

行
わ

れ
て

い
る

。
そ

の
結

果
と

し
て

利
用

者
に

と
っ

て
は

有
効

な
取

り
組

み
で

あ
る

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ
た

一
方

で
、

利
用

者
数

が
定

員
に

満
た

な
い

と
い

う
課

題
が

判
明

し
た

。
こ

の
よ

う
に

課
題

が
明

確
に

な
る

こ
と

で
、

事
業

の
効

果
を

高
め

る
解

決
策

を
立

て
や

す
く
な

る
。

今
後

も
効

果
検

証
を

繰
り

返
し

て
事

業
の

質
の

向
上

に
努

め
て

い
た

だ
き

た
い

。
【
学

校
・
学

校
以

外
の

支
援

者
間

の
連

携
】

学
校

や
学

校
以

外
の

支
援

者
間

の
連

携
と

し
て

東
京

み
ら

い
中

学
校

と
共

同
で

事
業

を
実

施
し

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

足
立

区
内

に
は

さ
ま

ざ
ま

な
文

化
施

設
や

企
業

、
地

域
住

民
に

よ
る

活
動

団
体

が
あ

る
。

今
後

は
、

教
育

現
場

か
ら

離
れ

た
学

校
以

外
の

場
と

連
携

し
た

取
り

組
み

が
充

実
す

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
【
不

登
校

支
援

の
あ

り
方

を
再

考
】

不
登

校
支

援
連

絡
会

を
開

催
し

、
不

登
校

支
援

の
在

り
方

や
方

向
性

を
確

認
さ

れ
た

こ
と

は
非

常
に

意
味

の
あ

る
取

り
組

み
で

あ
り

、
評

価
で

き
る

。
た

だ
評

価
に

お
い

て
、

設
定

さ
れ

た
中

間
成

果
指

標
や

最
終

指
標

を
確

認
す

る
と

、
「
不

登
校

の
児

童
・
生

徒
が

、
様

々
な

学
び

の
場

で
の

体
験

や
経

験
を

通
じ

て
、

心
身

と
も

に
成

長
す

る
」
と

い
う

最
終

目
標

や
、

「
不

登
校

は
多

様
な

学
び

の
選

択
肢

の
1
つ

」
と

い
う

方
向

性
と

マ
ッ

チ
し

て
い

な
い

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
今

後
は

こ
れ

ま
で

の
成

果
を

踏
ま

え
て

指
標

の
再

検
討

を
し

て
い

た
だ

く
こ

と
も

期
待

す
る

。

・
【
活

動
1
】
と

【
直

接
成

果
1
】
は

い
ず

れ
も

十
分

な
達

成
状

況
で

あ
り

、
校

内
委

員
会

が
活

用
さ

れ
、

児
童

生
徒

の
学

び
の

機
会

の
確

保
に

一
定

の
成

果
を

あ
げ

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

一
方

で
区

の
不

登
校

児
童

・
生

徒
数

全
体

に
対

し
て

4
7
％

に
留

ま
っ

て
い

る
と

の
こ

と
で

あ
り

、
こ

の
よ

う
な

現
状

と
な

る
課

題
分

析
を

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

基
づ

い
て

行
い

、
効

果
的

な
支

援
に

つ
な

げ
て

い
た

だ
き

た
い

。
・
【
活

動
2
】
と

【
直

接
成

果
2
】
は

目
標

値
を

前
年

よ
り

も
大

幅
に

増
や

し
た

に
も

関
わ

ら
ず

、
そ

の
目

標
値

も
大

き
く
上

回
っ

て
お

り
，

注
力

し
て

い
る

未
然

防
止

の
取

り
組

み
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

取
り

組
み

で
あ

る
と

確
認

で
き

る
。

登
校

サ
ポ

ー
タ

ー
を

必
要

と
す

る
児

童
や

生
徒

は
今

後
も

増
加

す
る

と
考

え
ら

れ
る

。
す

で
に

課
題

と
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
、

さ
ら

な
る

登
校

サ
ポ

ー
タ

ー
の

確
保

は
必

須
と

い
え

る
。

①
人

材
募

集
の

周
知

方
法

や
募

集
要

項
に

つ
い

て
改

め
て

見
直

し
を

行
う

こ
と

を
期

待
す

る
。

・
【
活

動
3
】
と

【
直

接
成

果
3
】
に

つ
い

て
は

達
成

状
況

が
順

調
と

の
こ

と
で

は
あ

る
が

、
こ

こ
2
年

は
達

成
で

き
て

い
な

い
状

況
が

続
い

て
お

り
、

課
題

分
析

を
丁

寧
に

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

例
え

ば
年

度
を

ま
た

い
だ

利
用

希
望

に
つ

い
て

、
家

庭
学

習
支

援
事

業
の

み
で

言
及

さ
れ

て
い

た
が

、
他

の
事

業
に

お
い

て
も

同
様

の
希

望
が

な
い

の
か

な
ど

も
含

め
て

検
討

し
、

有
効

な
改

善
策

を
目

指
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

現
場

視
察

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
支

援
セ

ン
タ

ー
げ

ん
き

の
取

り
組

み
や

携
わ

ら
れ

て
い

る
方

々
の

熱
意

は
素

晴
ら

し
い

も
の

で
高

く
評

価
で

き
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

支
援

が
い

き
わ

た
ら

な
い

背
景

に
は

施
設

整
備

と
人

材
確

保
と

い
う

課
題

が
あ

る
よ

う
に

感
じ

ら
れ

た
。

施
設

整
備

に
つ

い
て

は
、

新
規

施
設

と
い

う
の

は
難

し
い

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
民

間
な

ど
と

の
連

携
も

含
め

可
能

性
を

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
ま

た
人

材
確

保
に

つ
い

て
は

、
専

門
的

な
業

務
を

担
う

職
員

の
雇

用
形

態
に

疑
問

が
残

っ
た

。
現

場
の

方
の

慣
例

や
真

摯
な

仕
事

に
向

き
合

う
姿

勢
に

甘
ん

じ
、

非
常

勤
雇

用
を

主
と

し
て

い
る

こ
と

は
課

題
の

1
つ

で
あ

る
と

感
じ

ら
れ

た
。

②
働

く
方

々
の

声
を

聴
き

な
が

ら
、

足
立

区
の

教
育

の
強

み
に

で
き

る
よ

う
、

本
事

業
は

じ
め

教
育

に
お

い
て

専
門

的
業

務
を

担
う

職
員

の
雇

用
形

態
に

つ
い

て
も

再
考

し
て

い
た

だ
く
こ

と
を

期
待

し
た

い
。

・
【
活

動
指

標
】
、

【
直

接
成

果
指

標
】
の

達
成

状
況

が
概

ね
良

好
で

あ
る

一
方

、
【
中

間
成

果
指

標
】
、

【
最

終
成

果
指

標
】
の

達
成

状
況

は
十

分
で

あ
る

と
い

は
い

え
な

い
現

状
に

あ
る

。
今

後
は

指
標

そ
の

も
の

や
、

指
標

間
の

因
果

関
係

の
妥

当
性

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

期
待

し
た

い
。

・
不

登
校

に
か

か
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

か
ら

現
在

の
支

援
の

在
り

方
に

つ
い

て
再

検
討

し
、

改
善

を
行

お
う

と
す

る
姿

勢
は

評
価

で
き

る
。

・
登

校
サ

ポ
ー

タ
ー

の
み

な
ら

ず
、

不
登

校
対

策
に

関
連

し
た

人
材

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

現
場

視
察

を
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
支

援
セ

ン
タ

ー
げ

ん
き

の
方

の
真

摯
に

取
り

組
ま

れ
て

い
る

姿
に

は
敬

服
し

た
。

さ
ま

ざ
ま

な
特

性
の

児
童

や
生

徒
が

お
り

、
そ

の
対

応
に

は
専

門
の

知
識

を
持

つ
人

材
の

活
躍

が
求

め
ら

れ
る

。
現

在
不

登
校

支
援

事
業

を
担

わ
れ

て
い

る
方

々
の

よ
う

な
素

晴
ら

し
い

人
材

も
本

事
業

の
1
つ

の
重

要
な

要
素

で
あ

る
と

考
え

る
。

今
後

も
人

材
確

保
が

叶
う

よ
う

、
不

登
校

対
策

に
携

わ
る

職
員

の
雇

用
の

安
定

や
離

職
率

の
低

下
に

向
け

た
取

り
組

み
の

検
討

に
期

待
す

る
。

・
本

事
業

の
対

象
と

な
る

児
童

・
生

徒
は

、
登

校
復

帰
や

進
学

を
迎

え
る

こ
と

で
支

援
に

区
切

り
が

つ
く
と

の
こ

と
で

あ
っ

た
が

、
そ

の
後

の
生

活
状

況
の

調
査

を
実

施
す

る
こ

と
も

効
果

的
な

不
登

校
支

援
の

在
り

方
を

検
討

す
る

上
で

有
益

な
情

報
と

な
る

と
考

え
る

。
社

会
的

自
立

に
向

け
た

影
響

因
の

1
つ

と
し

て
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

存
在

を
挙

げ
る

例
も

あ
り

、
実

際
に

自
立

す
る

こ
と

が
で

き
た

不
登

校
経

験
者

の
存

在
は

、
不

登
校

当
事

者
で

あ
る

児
童

や
生

徒
に

も
よ

い
影

響
を

も
た

ら
す

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
そ

こ
で

支
援

に
区

切
り

が
つ

い
た

後
も

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
な

ど
を

行
い

、
情

報
と

し
て

活
用

す
る

と
と

も
に

、
交

流
の

機
会

を
設

け
る

こ
と

な
ど

も
今

後
の

検
討

課
題

と
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

・
③

【
反

映
結

果
の

評
価

】
、

【
目

標
・
成

果
の

達
成

状
況

へ
の

評
価

】
の

と
こ

ろ
で

も
示

し
た

通
り

、
こ

れ
ま

で
の

分
析

結
果

の
蓄

積
な

ら
び

に
、

今
年

度
実

施
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
な

ど
か

ら
、

本
事

業
の

最
終

目
標

や
そ

れ
を

適
切

に
評

価
で

き
る

指
標

の
設

定
に

つ
い

て
再

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

全
体

評
価

4
反

映
結

果

4
達

成
度

4R
6

4
庁

内
評

価
結

果
4

4
4

3
.5

区
民

評
価

結
果

3
.5

4

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

3
.5

方
向

性
R

3
R

4

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
不

登
校

の
背

景
に

あ
る

課
題

を
踏

ま
え

た
他

事
業

と
の

連
携

・
協

働
】
〖

実
施

予
定

〗
・
令

和
7
年

9
月

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
予

定
（
対

象
：
区

立
小

中
学

校
在

籍
の

全
児

童
・
生

徒
、

保
護

者
）

【
新

規
事

業
の

効
果

検
証

】
〖

実
施

中
〗

・
東

京
都

バ
ー

チ
ャ

ル
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
（
東

京
都

V
L
P

事
業

）
　

利
用

者
：
2
2
人

（
R

7
.3

月
末

時
点

）
　

効
果

：
家

庭
内

で
の

会
話

が
な

い
児

童
が

、
バ

ー
チ

ャ
ル

空
間

内
で

家
族

以
外

の
他

者
と

つ
な

が
り

、
　

　
　

　
　

他
者

と
の

会
話

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
学

習
コ

ン
テ

ン
ツ

に
興

味
を

持
っ

た
児

童
・

　
　

　
　

　
生

徒
が

個
別

学
習

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

。
一

方
、

利
用

者
数

が
定

員
に

満
た

な
い

と
い

う
　

　
　

　
　

課
題

も
あ

り
、

更
な

る
改

善
が

必
要

で
あ

る
。

【
学

校
・
学

校
以

外
の

支
援

者
間

の
連

携
】

・
東

京
み

ら
い

中
学

校
と

の
連

携
 〖

実
施

中
〗

　
①

「
不

登
校

の
子

を
も

つ
保

護
者

の
た

め
の

講
演

会
・
交

流
会

」
共

同
開

催
（
R

6
.1

0
月

）
　

②
「
職

業
体

験
授

業
」
（
対

象
：
チ

ャ
レ

ン
ジ

学
級

・
あ

す
テ

ッ
プ

通
級

生
）
（
R

6
.1

2
月

）
　

③
「
東

京
み

ら
い

中
の

授
業

見
学

・
視

察
」
（
対

象
：
チ

ャ
レ

ン
ジ

学
級

・
あ

す
テ

ッ
プ

指
導

員
）
（
R

6
.1

2
月

）
・
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

実
態

調
査

〖
実

施
済

〗
と

フ
リ

ー
ス

ク
ー

ル
利

用
料

都
上

乗
せ

助
成

〖
実

施
予

定
〗

【
不

登
校

支
援

の
あ

り
方

を
再

考
】
〖

実
施

中
〗

・
不

登
校

支
援

連
絡

会
の

開
催

（
R

7
.3

.2
6
／

フ
リ

ー
ス

ク
ー

ル
等

7
団

体
が

出
席

）
　

不
登

校
支

援
に

向
け

た
連

携
を

テ
ー

マ
に

意
見

交
換

が
行

わ
れ

、
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

を
利

用
す

る
生

徒
　

の
進

路
指

導
の

課
題

や
、

不
登

校
を

「
悪

い
こ

と
」
と

し
て

捉
え

る
の

で
は

な
く
多

様
な

学
び

の
選

択
肢

　
と

し
て

捉
え

る
視

点
な

ど
、

様
々

な
意

見
が

挙
げ

ら
れ

た
。

【
活

動
・
直

接
成

果
１

】
　

校
内

委
員

会
で

支
援

方
針

を
検

討
し

た
児

童
・
生

徒
の

う
ち

、
学

習
機

会
が

確
保

さ
れ

た
人

数
は

目
標

値
を

わ
ず

か
に

下
回

っ
た

。
区

の
不

登
校

児
童

・
生

徒
数

の
全

体
（
R

6
：
1
,5

4
2
人

）
に

対
し

て
は

4
7
％

に
留

ま
っ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
不

登
校

児
童

・
生

徒
の

居
場

所
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
多

様
な

学
び

の
場

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

ま
た

、
不

登
校

児
童

・
生

徒
数

の
増

加
傾

向
が

続
い

て
お

り
、

不
登

校
の

未
然

防
止

も
喫

緊
の

課
題

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
令

和
７

年
度

の
不

登
校

に
か

か
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

も
と

に
要

因
を

分
析

し
、

未
然

防
止

に
努

め
る

。

【
活

動
・
直

接
成

果
２

】
　

登
校

サ
ポ

ー
タ

ー
に

つ
い

て
は

特
に

別
室

で
の

支
援

す
る

児
童

・
生

徒
数

が
増

加
し

て
い

る
。

こ
れ

を
踏

ま
え

、
令

和
6
年

1
2
月

に
学

校
あ

た
り

の
別

室
に

お
け

る
登

校
サ

ポ
ー

タ
ー

の
派

遣
時

間
を

最
大

9
時

間
か

ら
1
5
時

間
に

拡
大

し
た

。
活

動
指

標
は

達
成

し
た

も
の

の
、

今
後

、
Ｓ

Ｓ
Ｒ

（
ス

モ
ー

ル
・
ス

テ
ッ

プ
・

ル
ー

ム
）
の

普
及

に
伴

い
、

補
助

と
し

て
入

る
登

校
サ

ポ
ー

タ
ー

の
更

な
る

確
保

が
課

題
と

な
る

。

【
活

動
・
直

接
成

果
３

】
　

不
登

校
児

童
・
生

徒
が

学
校

以
外

の
学

び
の

場
＝

チ
ャ

レ
ン

ジ
学

級
、

あ
す

テ
ッ

プ
、

居
場

所
、

家
庭

学
習

支
援

事
業

及
び

東
京

Ｖ
Ｌ

Ｐ
事

業
で

あ
る

。
　

そ
の

中
で

、
家

庭
学

習
支

援
事

業
は

外
出

困
難

か
つ

不
登

校
が

長
期

化
し

て
い

る
児

童
・
生

徒
が

利
用

す
る

が
、

年
々

利
用

希
望

者
が

増
え

て
い

る
。

年
度

を
ま

た
い

で
利

用
し

た
い

と
い

う
希

望
者

も
い

る
こ

と
か

ら
、

事
業

の
あ

り
方

に
つ

い
て

見
直

す
必

要
が

あ
る

。

【
短

期
】

・
不

登
校

施
策

に
活

か
す

た
め

、
児

童
・
生

徒
、

保
護

者
対

象
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

令
和

7
年

度
に

実
施

す
る

。
・
ど

こ
に

も
つ

な
が

っ
て

い
な

い
児

童
・
生

徒
を

な
く
す

た
め

に
、

児
童

・
生

徒
に

合
わ

せ
た

居
場

所
や

学
習

　
す

る
場

所
を

提
供

で
き

る
施

策
を

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
で

区
民

に
周

知
し

て
い

る
。

・
不

登
校

の
未

然
防

止
の

観
点

か
ら

、
登

校
サ

ポ
ー

タ
ー

を
充

実
さ

せ
る

。
令

和
6
年

度
1
4
0
人

の
任

用
と

な
　

り
、

対
前

年
度

比
で

3
4
人

の
増

と
な

っ
た

が
、

希
望

す
る

学
校

す
べ

て
に

派
遣

で
き

て
い

な
い

た
め

、
引

き
　

続
き

、
区

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
公

式
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
を

駆
使

し
て

、
積

極
的

に
人

材
確

保
を

進
め

る
。

・
家

庭
学

習
支

援
事

業
の

利
用

人
数

は
令

和
７

年
度

か
ら

1
0
0
人

（
小

学
生

5
0
人

、
中

学
生

5
0
人

）
に

拡
大

　
し

た
。

今
後

は
、

複
数

年
利

用
と

4
月

当
初

か
ら

の
利

用
を

前
提

と
し

た
事

業
ス

キ
ー

ム
の

構
築

に
つ

い
て

　
検

討
し

、
令

和
8
年

度
の

運
用

に
反

映
さ

せ
て

い
く
。

・
利

用
児

童
生

徒
の

様
子

を
在

籍
校

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

と
と

も
に

、
本

事
業

の
内

容
・
効

果
を

研
修

で
　

周
知

す
る

こ
と

で
東

京
都

V
L
P

事
業

を
充

実
さ

せ
る

。
ま

た
、

コ
ン

テ
ン

ツ
の

内
容

の
見

直
し

を
図

り
、

仮
想

　
空

間
内

で
の

居
場

所
の

提
供

と
学

び
た

い
と

き
に

学
べ

る
環

境
を

整
え

る
。

【
長

期
】

・
当

事
者

に
向

け
た

不
登

校
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

の
分

析
か

ら
、

現
行

の
施

策
が

児
童

・
生

徒
に

即
し

て
　

い
る

か
を

検
討

し
、

改
善

を
図

る
。

・
不

登
校

児
童

・
生

徒
や

そ
の

家
庭

の
状

況
改

善
の

た
め

、
S
S
W

の
活

動
強

化
を

図
る

。
S
S
W

を
計

画
的

に
　

増
員

す
る

と
同

時
に

、
人

材
育

成
も

進
め

て
S
S
W

全
体

の
支

援
レ

ベ
ル

の
向

上
を

図
り

、
増

加
す

る
相

談
　

件
数

に
も

適
切

に
対

応
で

き
る

体
制

を
構

築
し

て
い

く
。

・
登

校
サ

ポ
ー

タ
ー

の
担

い
手

確
保

と
と

も
に

、
サ

ポ
ー

タ
ー

の
勤

務
可

能
時

間
の

拡
大

を
検

討
す

る
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

評
価
中
止
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

目
標

実
績

達
成

率

9
8

1
2
3
%

【
最

終
成

果
-
1
】

各
事

業
を

通
じ

て
「
今

後
困

難
な

こ
と

が
あ

っ
て

も
夢

や
希

望
の

実
現

に
向

か
っ

て
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
み

よ
う

と
思

う
」
と

回
答

し
た

割
合

【
最

終
成

果
-
2
】

相
談

し
て

解
決

に
向

か
っ

た
人

の
割

合
％

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ひ
と

再
掲

重
点

目
標

①
家

庭
・
地

域
と

連
携

し
子

ど
も

の
学

び
を

支
え

育
む

重
点

項
目

子
ど

も
の

状
況

に
応

じ
た

支
援

の
充

実
記

入
所

属

事
業

名
№

5
「
若

年
者

全
力

応
援

事
業

」
協

働 ・
協

創
庁

内
各

部
課

、
東

京
都

、
地

域
団

体
、

N
P

O
、

高
校

1
.
2

4
.
3
、
4
.
4

政
策

経
営

部
 あ

だ
ち

未
来

支
援

室
　

子
ど

も
の

貧
困

対
策

・
若

年
者

支
援

課
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

若
年

者
支

援
を

推
進

す
る

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
あ

だ
ち

若
者

サ
ポ

ー
ト

テ
ラ

ス
運

営
業

務
委

託
3
2
,1

3
8

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

【
目

標
1
7
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
.2

で
は

貧
困

状
態

に
あ

る
、

す
べ

て
の

年
齢

の
男

性
、

女
性

、
子

供
の

割
合

を
半

減
さ

せ
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

い
る

。
若

年
者

支
援

を
推

進
し

、
若

者
が

社
会

的
に

自
立

す
る

こ
と

が
で

き
れ

ば
、

貧
困

状
態

の
割

合
の

減
少

に
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
目

標
達

成
に

資
す

る
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
4
.3

で
は

す
べ

て
の

人
々

が
男

女
の

区
別

な
く
、

高
等

教
育

へ
の

平
等

な
ア

ク
セ

ス
を

得
ら

れ
る

よ
う

に
し

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.4

で
は

技
術

的
・
職

業
的

ス
キ

ル
な

ど
、

雇
用

、
働

き
が

い
の

あ
る

人
間

ら
し

い
仕

事
及

び
起

業
に

必
要

な
技

能
を

備
え

た
若

者
と

成
人

の
割

合
を

大
幅

に
増

加
さ

せ
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

い
る

。
こ

れ
ら

は
若

年
者

の
学

び
や

就
労

の
支

援
を

推
進

し
て

い
く
こ

と
で

目
標

達
成

に
資

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

高
等

学
校

進
学

者
等

の
中

退
防

止
や

学
び

直
し

等
の

学
習

支
援

、
就

労
支

援
を

通
じ

て
、

若
者

た
ち

の
置

か
れ

た
環

境
に

よ
っ

て
選

択
肢

が
狭

ま
る

こ
と

な
く
、

自
身

の
希

望
す

る
進

路
の

実
現

や
社

会
的

自
立

を
目

指
す 高

校
生

世
代

の
居

場
所

型
学

習
支

援
事

業
（
区

中
部

地
域

）
7
,8

4
1

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
子

ど
も

の
貧

困
対

策
・
若

年
者

支
援

事
業

、
あ

だ
ち

子
ど

も
の

未
来

応
援

事
業

主
な

内
容

足
立

ミ
ラ

イ
ゼ

ミ
事

業
委

託
2
8
,3

0
0

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b)

3
2
,
3
4
6

6
4
,
7
3
8

9
2
,
4
9
4

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

1
6
,
7
3
6

1
7
,
2
1
8

内
訳

事
業

費
(a

)
1
5
,
7
5
2

4
8
,
0
0
2

7
5
,
2
7
6

・
支

援
を

必
要

と
し

て
い

る
若

者
の

数
・
事

業
周

知
の

効
果

・
会

場
の

確
保

・
若

者
の

意
欲

・
家

庭
、

生
活

環
境

・
労

働
環

境
・
景

気

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

0
1
1
,
7
1
3

1
6
,
0
6
9

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
若

者
の

意
欲

・
家

庭
、

生
活

環
境

・
労

働
環

境
・
景

気

人
件

費
(b

)
1
6
,
5
9
4

【
事

業
の

概
要

】
・
S
N

S
や

広
報

誌
、

H
P

、
チ

ラ
シ

等
を

活
用

し
て

若
年

者
支

援
事

業
の

情
報

を
発

信
す

る
【
活

動
-
1
】

・
高

校
や

大
学

、
関

係
機

関
へ

の
訪

問
等

を
通

じ
、

若
年

者
支

援
事

業
の

周
知

を
図

る
【
活

動
-
2
】

・
若

年
者

支
援

協
議

会
※

の
分

科
会

（
「
学

ぶ
・
働

く
分

科
会

」
）
を

開
催

す
る

【
活

動
-

3
】

※
「
中

途
退

学
予

防
の

強
化

」
「
中

途
退

学
後

の
支

援
」
を

目
的

に
、

公
的

機
関

（
高

校
や

Y
S
W

、
あ

だ
ち

若
者

サ
ポ

ー
ト

テ
ラ

ス
な

ど
）
や

Ｎ
Ｐ

Ｏ
団

体
が

連
携

し
、

個
別

支
援

に
つ

な
げ

て
い

く
協

議
会

・
高

校
生

世
代

の
居

場
所

型
学

習
支

援
事

業
利

用
者

の
登

録
率

が
増

え
る

（
定

員
5
0

名
）
【
活

動
②

-
1
，

2
，

3
】

・
足

立
ミ

ラ
イ

ゼ
ミ

（
難

関
大

学
合

格
を

目
指

す
学

習
支

援
）
の

申
込

倍
率

が
増

え
る

（
定

員
2
6
名

）
【
活

動
②

-
1
，

2
，

3
】

・
若

年
者

支
援

相
談

窓
口

「
あ

だ
ち

若
者

サ
ポ

ー
ト

テ
ラ

ス
（
S
O

D
A

）
」
で

の
相

談
実

人
数

が
増

え
る

【
活

動
②

-
1
，

2
，

3
】

・
高

校
生

世
代

の
居

場
所

型
学

習
支

援
事

業
の

利
用

者
で

、
進

路
決

定
（
進

級
・
進

学
・
就

労
・
就

労
準

備
機

関
に

つ
な

が
る

）
が

で
き

た
利

用
者

の
割

合
が

増
え

る
・
足

立
ミ

ラ
イ

ゼ
ミ

に
お

い
て

進
級

で
き

た
塾

生
の

割
合

（
出

席
率

や
学

力
状

況
な

ど
を

も
と

に
面

談
を

行
い

、
進

級
判

定
を

行
う

）
が

増
え

る
※

※
令

和
７

年
度

に
「
難

関
大

学
に

合
格

し
た

者
の

割
合

」
を

指
標

設
定

す
る

ま
で

、
暫

定
的

な
成

果
指

標
と

し
て

設
定

・
S
O

D
A

か
ら

の
相

談
・
支

援
を

通
じ

て
、

必
要

な
支

援
機

関
や

就
労

に
つ

な
が

っ
た

者
が

増
え

る

夢
や

希
望

す
る

進
路

の
実

現
、

社
会

的
自

立
が

で
き

る

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

高
校

生
世

代
の

居
場

所
型

学
習

支
援

事
業

の
利

用
者

で
進

路
決

定
が

で
き

た
利

用
者

の
割

合

6
年

度

【
活

動
-
1
】

S
N

S
や

広
報

誌
、

H
P

、
チ

ラ
シ

等
を

活
用

し
て

若
年

者
支

援
事

業
の

情
報

発

信

回

目
標

-
3
3

4
5

達
成

【
直

接
成

果
-
１

】
高

校
生

世
代

の
居

場
所

型
学

習
支

援
事

業
利

用
者

の
登

録
率

％

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

8
5

達
成

率
-

1
8
2
%

2
6
0
%

達
成

率
-

6
5
%

8
8
%

達
成

率

％

8
0

実
績

-
6
0

1
1
7

実
績

-
5
2

7
0

％

-
8
0

1
0
6
%

1
.6

2
実

績
や

や
遅

れ
て

い
る

【
中

間
成

果
-
2
】

足
立

ミ
ラ

イ
ゼ

ミ
に

お
い

て
進

級
で

き
た

塾
生

の
割

合

％

-
8
5

8
5

-
8
8

8
4

達
成

率

順
調

順
調

目
標

8
0

8
0

-
9
1
%

9
3
%

-
1
0
4
%

9
9
%

実
績

-
7
3

7
4

目
標

-
8
0

8
0

順
調

5
2

【
活

動
-
2
】

高
校

や
大

学
、

関
係

機
関

へ
の

訪
問

等
を

通
じ

、
若

年
者

支
援

事
業

の
周

知
を

行
っ

た
回

数

回
実

績
-

目
標

-

1
9

2
5

【
活

動
-
3
】

若
年

者
支

援
協

議
会

の
分

科
会

を
開

催
し

た
回

数

回

目
標

-
1
0

3
0

達
成

率
-

1
2
7
%

1
6
7
%

1
5

1
5

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

足
立

ミ
ラ

イ
ゼ

ミ
（
１

年
生

）
の

申
込

倍
率

倍

-
目

標
目

標

目
標

1
2
3
%

6
5
%

2
2
.5

実
績

-
2
.4

6

【
直

接
成

果
-
3
】

あ
だ

ち
若

者
サ

ポ
ー

ト
テ

ラ
ス

（
S
O

D
A

)で
の

相
談

実
人

数

人

目
標

-

達
成

率
-

達
成

2
0
0

2
5
0

1
4
4
%

1
5
0
%

達
成

率
-

5
2
0
%

1
7
3
%

達
成

率
-

実
績

2
3
3

2
8
8

5
2

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
3
】

S
O

D
A

か
ら

の
相

談
・
支

援
を

通
じ

て
、

必
要

な
支

援
機

関
や

就
労

に
つ

な
が

っ
た

割
合

％

達
成

率

3
7
4

実
績

-

-
9
0
%

7
3
%

や
や

遅
れ

て
い

る

-
7
0

7
0

-
6
3

5
1

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

評
価

結
果

全
体

評
価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

■
【
あ

だ
ち

若
者

サ
ポ

ー
ト

テ
ラ

ス
（
S
O

D
A

)で
の

相
談

件
数

に
関

し
て

、
受

け
入

れ
人

数
の

拡
充

と
と

も
に

、
今

後
計

画
さ

れ
て

い
る

施
設

外
へ

の
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
や

同
行

支
援

の
強

化
】
【
実

施
済

】
　

相
談

件
数

は
前

年
度

よ
り

1
.3

倍
増

加
し

、
延

べ
対

応
件

数
も

4
,1

7
2
回

と
1
.2

倍
増

加
し

た
。

ま
た

、
施

設
外

へ
の

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

に
つ

い
て

も
、

高
校

生
世

代
の

居
場

所
型

学
習

支
援

事
業

の
拠

点
や

高
校

へ
の

訪
問

に
加

え
、

保
健

セ
ン

タ
ー

や
医

療
機

関
へ

の
同

伴
を

増
や

す
な

ど
、

よ
り

手
厚

く
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
、

令
和

6
年

度
は

延
べ

対
応

件
数

1
0
9
件

と
前

年
度

（
5
2
件

）
を

上
回

る
実

績
と

な
っ

た
。

■
【
若

年
者

支
援

事
業

の
情

報
発

信
に

関
し

て
、

ま
だ

十
分

に
若

年
者

に
情

報
が

届
い

て
い

る
と

は
言

い
難

い
た

め
、

こ
れ

ま
で

の
方

法
を

踏
襲

す
る

だ
け

で
な

く
，

情
報

の
伝

達
範

囲
と

深
度

に
も

注
力

を
】
【
実

施
済

】
　

情
報

発
信

の
量

を
増

や
す

だ
け

で
な

く
、

都
立

高
校

に
お

い
て

全
生

徒
に

通
知

さ
れ

る
仕

組
み

を
活

用
し

た
お

知
ら

せ
の

配
信

や
、

中
学

3
年

生
の

卒
業

前
に

事
業

紹
介

の
チ

ラ
シ

を
配

布
す

る
な

ど
、

若
者

本
人

に
区

の
情

報
が

確
実

に
届

く
よ

う
、

発
信

方
法

や
タ

イ
ミ

ン
グ

に
も

工
夫

を
凝

ら
し

て
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

ま
た

、
保

護
者

や
関

係
者

に
対

し
て

は
、

講
演

会
や

教
員

向
け

研
修

会
な

ど
に

参
加

し
、

足
立

区
が

取
り

組
む

若
年

者
支

援
に

つ
い

て
詳

し
く
紹

介
す

る
な

ど
、

情
報

の
深

度
に

も
注

力
し

な
が

ら
発

信
に

努
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

■
【
伴

走
型

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
支

援
や

足
立

ミ
ラ

イ
ゼ

ミ
な

ど
，

地
域

と
の

連
携

に
際

し
て

は
協

働
協

創
の

中
で

足
立

区
ら

し
い

支
援

体
制

の
構

築
】
【
実

施
済

】
　

若
年

者
支

援
協

議
会

で
は

、
若

年
者

支
援

に
取

り
組

む
地

域
団

体
や

三
幸

学
園

を
新

た
に

メ
ン

バ
ー

と
し

て
加

え
、

地
域

と
の

連
携

を
強

化
し

な
が

ら
、

さ
ら

な
る

若
年

者
支

援
体

制
の

構
築

を
進

め
て

い
る

。

■
【
活

動
‐
1
】
【
直

接
成

果
‐
2
】

　
情

報
発

信
数

は
前

年
度

よ
り

5
7
件

増
加

し
、

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
っ

た
。

一
方

で
、

足
立

ミ
ラ

イ
ゼ

ミ
で

は
、

足
立

は
ば

た
き

塾
の

卒
業

生
へ

の
個

別
周

知
や

、
中

学
３

年
生

の
卒

業
前

に
チ

ラ
シ

を
配

付
す

る
な

ど
の

取
り

組
み

を
行

っ
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

申
込

倍
率

が
目

標
に

達
し

な
か

っ
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

若
年

者
へ

の
情

報
が

ま
だ

十
分

に
届

い
て

い
る

と
は

言
え

ず
、

今
後

も
引

き
続

き
、

創
意

工
夫

を
凝

ら
し

な
が

ら
情

報
発

信
の

方
法

を
見

直
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

■
【
直

接
成

果
‐
1
】
【
中

間
成

果
-
1
】

　
利

用
者

同
士

の
交

流
の

機
会

と
な

る
、

利
用

者
発

案
の

体
験

イ
ベ

ン
ト

を
定

期
的

に
開

催
す

る
な

ど
、

居
場

所
の

環
境

づ
く
り

を
進

め
た

こ
と

が
寄

与
し

、
利

用
定

着
率

は
向

上
し

て
き

て
い

る
。

ま
た

、
7
4
％

（
2
6

名
）
の

利
用

者
が

進
路

先
を

決
定

す
る

な
ど

一
定

の
成

果
も

表
れ

つ
つ

あ
る

。
一

方
で

、
進

路
未

定
の

利
用

者
や

不
登

校
、

家
庭

に
問

題
を

抱
え

る
若

者
の

利
用

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

関
係

機
関

と
連

携
し

た
支

援
の

重
要

性
が

一
層

高
ま

っ
て

い
る

。

■
【
直

接
成

果
‐
3
】
【
中

間
成

果
-
3
】

　
都

立
高

校
の

教
員

に
対

し
て

P
R

を
行

う
と

と
も

に
、

保
健

室
に

カ
ー

ド
型

の
チ

ラ
シ

を
置

い
て

も
ら

う
働

き
か

け
を

行
っ

た
結

果
、

目
標

を
上

回
る

相
談

者
数

を
得

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
S
O

D
A

に
よ

る
相

談
・
支

援
を

通
じ

て
、

5
1
％

（
1
9
2
名

）
が

医
療

機
関

や
N

P
O

、
就

労
先

な
ど

、
相

談
内

容
に

応
じ

た
適

切
な

支
援

機
関

に
つ

な
げ

る
こ

と
も

で
き

た
。

今
後

も
相

談
件

数
の

さ
ら

な
る

増
加

を
目

指
し

、
継

続
的

な
周

知
活

動
お

よ
び

関
係

機
関

へ
の

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

■
【
短

期
-
1
】
（
新

事
業

の
展

開
）

　
令

和
6
年

度
か

ら
、

若
者

の
意

見
を

聴
取

し
区

政
へ

反
映

す
る

こ
と

を
目

指
し

た
「
ア

ダ
チ

若
者

会
議

」
を

開
始

し
、

多
様

な
声

を
集

め
て

き
た

。
そ

の
中

で
、

「
や

り
た

い
・
や

っ
て

み
た

い
」
と

い
っ

た
若

者
の

想
い

と
、

区
政

へ
の

参
画

機
会

を
創

出
す

る
た

め
、

令
和

7
年

度
よ

り
以

下
の

新
た

な
事

業
を

展
開

す
る

。

　
１

　
高

校
生

世
代

応
援

支
援

金
　

　
　

令
和

6
年

度
に

休
止

し
て

い
た

が
、

若
者

か
ら

の
強

い
要

望
を

受
け

、
要

件
を

見
直

し
復

活
。

募
集

人
　

　
数

6
0
0
名

達
成

を
目

指
し

、
積

極
的

な
周

知
を

行
っ

て
い

く
。

　
2
　

夢
・
や

り
た

い
こ

と
発

見
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
　

　
  

民
間

企
業

と
連

携
し

、
若

者
自

身
が

企
画

の
立

案
お

よ
び

運
営

を
担

う
「
モ

ギ
社

会
人

１
年

目
」
企

画
  

  
を

実
施

。
若

者
が

社
会

人
と

し
て

の
第

一
歩

を
踏

み
出

す
き

っ
か

け
を

提
供

す
る

。

■
【
短

期
-
2
】
（
情

報
発

信
の

新
た

な
工

夫
）

　
ア

ダ
チ

若
者

会
議

に
お

い
て

、
「
友

達
や

知
り

合
い

な
ど

、
身

近
な

人
が

区
の

公
式

ア
カ

ウ
ン

ト
で

取
り

上
げ

ら
れ

た
ら

見
る

と
思

う
」
と

の
意

見
が

あ
っ

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

足
立

区
で

活
躍

す
る

若
者

た
ち

を
S
N

S
等

で
紹

介
す

る
際

に
、

若
年

者
支

援
事

業
の

情
報

も
併

せ
て

発
信

し
て

い
く
新

た
な

取
り

組
み

を
開

始
す

る
。

■
【
中

・
長

期
】

　
引

き
続

き
若

者
の

声
に

耳
を

傾
け

な
が

ら
、

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
す

る
と

と
も

に
、

国
や

東
京

都
の

動
向

も
注

視
し

つ
つ

、
足

立
区

に
お

い
て

不
足

し
て

い
る

支
援

策
を

講
じ

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

4
.5

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

4
.5

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
あ

だ
ち

若
者

サ
ポ

ー
ト

テ
ラ

ス
（
S
O

D
A

）
の

受
入

人
数

の
拡

充
、

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

や
同

行
支

援
を

強
化

し
た

こ
と

が
成

果
に

繋
が

っ
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

「
高

校
生

世
代

居
場

所
型

学
習

支
援

事
業

」
は

一
定

の
成

果
が

現
れ

て
い

る
一

方
で

、
進

路
未

定
の

利
用

者
や

不
登

校
、

家
庭

に
問

題
を

抱
え

る
若

者
に

対
し

、
関

係
機

関
と

連
携

し
た

支
援

も
重

要
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

仕
組

み
づ

く
り

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
「
足

立
ミ

ラ
イ

ゼ
ミ

（
1
年

生
）
の

申
込

倍
率

」
が

上
が

る
こ

と
で

申
し

込
ん

で
も

利
用

で
き

な
い

子
ど

も
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
は

今
後

も
続

け
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
令

和
7
年

度
か

ら
開

始
す

る
「
高

校
生

世
代

応
援

支
援

金
」
や

「
モ

ギ
社

会
人

1
年

目
」
な

ど
は

若
者

の
夢

や
希

望
す

る
進

路
の

実
現

、
社

会
的

自
立

に
繋

が
る

支
援

と
い

え
る

。
若

者
た

ち
の

置
か

れ
た

環
境

に
よ

っ
て

選
択

肢
が

狭
ま

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
引

き
続

き
、

若
者

へ
の

支
援

策
に

期
待

す
る

。

4
.5

【
「
直

接
成

果
1
」
「
中

間
成

果
1
」
の

達
成

状
況

は
「
順

調
」
で

あ
り

、
必

要
な

支
援

が
浸

透
し

て
い

っ
て

い
る

こ
と

が
う

か
が

え
、

現
在

取
り

組
ま

れ
て

い
る

居
場

所
の

環
境

づ
く
り

を
ま

す
ま

す
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

】
　

高
校

生
世

代
の

居
場

所
型

学
習

支
援

事
業

に
お

い
て

は
、

食
事

提
供

や
季

節
ご

と
の

イ
ベ

ン
ト

な
ど

の
体

験
の

機
会

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
、

利
用

者
同

士
の

交
流

が
生

ま
れ

、
相

互
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

促
進

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
　

ま
た

、
学

習
面

で
の

サ
ポ

ー
ト

に
加

え
、

進
学

を
希

望
す

る
利

用
者

に
対

し
て

は
、

大
学

に
関

す
る

情
報

提
供

や
奨

学
金

制
度

の
紹

介
な

ど
を

行
い

、
若

者
の

進
路

実
現

に
向

け
た

支
援

に
も

力
を

入
れ

て
い

る
。

　
こ

れ
ら

の
取

組
が

利
用

者
の

定
着

に
つ

な
が

り
、

１
日

平
均

の
利

用
人

数
も

増
加

し
て

お
り

、
引

き
続

き
利

用
し

や
す

い
環

境
を

つ
く
っ

て
い

る
。

【
「
直

接
成

果
1
」
に

つ
い

て
定

員
は

5
0
名

で
あ

り
、

必
要

と
し

て
い

る
若

年
者

を
カ

バ
ー

で
き

る
の

か
に

つ
い

て
検

討
の

余
地

が
あ

る
。

同
時

に
、

す
で

に
収

集
さ

れ
て

い
る

多
く
の

若
年

者
の

声
か

ら
ど

の
よ

う
な

場
所

や
方

法
が

学
び

直
し

の
た

め
に

活
用

し
や

す
い

の
か

な
ど

を
検

討
し

て
い

た
だ

き
、

中
途

退
学

予
防

の
た

め
の

学
び

直
し

の
場

づ
く
り

を
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
】

　
令

和
年

6
度

実
績

で
は

利
用

率
が

7
0
％

で
あ

っ
た

が
、

令
和

7
年

度
に

は
定

員
を

満
た

し
、

新
規

利
用

者
の

受
け

入
れ

が
で

き
な

い
状

況
と

な
っ

た
。

　
ま

た
、

高
校

等
の

関
係

機
関

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
や

「
ア

ダ
チ

若
者

会
議

」
を

通
じ

て
、

若
者

か
ら

居
場

所
に

関
す

る
意

見
を

聴
い

た
と

こ
ろ

、
若

年
者

の
居

場
所

の
さ

ら
な

る
設

置
を

求
め

る
声

が
多

く
寄

せ
ら

れ
、

現
状

の
定

員
5
0
名

で
は

十
分

に
ニ

ー
ズ

を
カ

バ
ー

で
き

て
い

な
い

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

　
そ

の
た

め
、

ま
ず

は
「
高

校
生

世
代

の
居

場
所

型
学

習
支

援
事

業
」
に

お
い

て
、

令
和

8
年

度
か

ら
梅

島
校

の
受

け
入

れ
人

数
5
名

の
増

員
と

、
西

部
エ

リ
ア

（
谷

在
家

）
に

新
た

な
拠

点
を

設
置

し
、

3
拠

点
体

制
で

事
業

を
展

開
で

き
る

よ
う

、
令

和
8
年

度
予

算
を

計
上

し
た

。
　

加
え

て
、

地
域

学
習

セ
ン

タ
ー

を
活

用
し

た
夏

休
み

中
の

中
高

生
の

学
習

ス
ペ

ー
ス

の
提

供
（
生

涯
学

習
支

援
課

）
や

、
庁

舎
１

階
ア

ト
リ

ウ
ム

の
フ

リ
ー

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
の

利
用

周
知

（
庁

舎
管

理
課

）
な

ど
の

既
存

施
設

活
用

も
進

め
て

お
り

、
引

き
続

き
庁

内
連

携
し

な
が

ら
若

年
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

居
場

所
づ

く
り

を
検

討
し

、
拡

充
・
促

進
し

て
い

く
。

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

昨
年

度
計

画
さ

れ
て

い
た

こ
と

を
着

々
と

実
行

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

さ
ら

に
実

行
に

際
し

て
評

価
結

果
を

踏
ま

え
て

実
行

さ
れ

て
い

る
こ

と
も

評
価

で
き

る
。

さ
ら

に
、

充
実

し
た

事
業

を
実

行
す

る
た

め
に

、
前

年
度

比
1
.4

倍
の

予
算

を
獲

得
し

た
こ

と
も

、
事

業
を

推
進

す
る

強
い

意
思

が
感

じ
ら

れ
、

評
価

で
き

る
。

以
下

に
各

事
項

に
つ

い
て

概
観

す
る

。
■

あ
だ

ち
若

者
サ

ポ
ー

ト
テ

ラ
ス

（
S
O

D
A

)で
の

受
け

入
れ

拡
充

と
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
支

援
や

同
行

支
援

の
強

化
に

つ
い

て
は

、
計

画
を

さ
ら

に
充

実
さ

れ
て

実
行

さ
れ

る
こ

と
で

、
相

談
件

数
お

よ
び

対
応

件
数

が
増

加
し

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

、
事

前
の

関
係

者
か

ら
の

情
報

を
い

か
し

た
計

画
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

こ
う

し
た

実
績

に
つ

な
が

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
■

情
報

発
信

に
つ

い
て

は
、

発
信

量
を

増
や

す
だ

け
で

な
く
、

昨
年

度
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
場

で
話

が
で

た
中

学
校

3
年

生
に

対
し

て
の

卒
業

前
周

知
な

ど
も

含
め

て
、

対
象

者
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
場

所
を

開
拓

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

う
か

が
え

、
高

く
評

価
で

き
る

。
さ

ら
に

S
N

S
の

特
徴

を
活

か
し

、
対

象
と

な
る

若
者

自
身

や
若

者
が

興
味

関
心

を
寄

せ
て

い
る

人
を

発
信

者
と

す
る

な
ど

の
工

夫
も

評
価

で
き

る
。

■
足

立
区

ら
し

い
支

援
体

制
の

構
築

に
つ

い
て

も
、

地
域

団
体

や
三

幸
学

園
な

ど
地

域
と

連
携

し
な

が
ら

支
援

体
制

を
構

築
し

て
い

る
こ

と
を

窺
い

知
る

こ
と

が
で

き
評

価
で

き
る

。
さ

ら
に

他
事

業
と

の
連

携
も

意
識

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

知
る

こ
と

が
で

き
、

よ
り

よ
い

体
制

づ
く
り

に
尽

力
さ

れ
て

い
る

点
は

評
価

で
き

る
。

・
前

年
度

の
取

組
や

実
績

に
伴

い
、

指
標

を
再

検
討

し
て

い
る

点
は

評
価

で
き

る
。

指
標

は
目

標
を

達
成

し
て

い
る

も
の

が
多

く
、

達
成

し
て

い
な

い
場

合
で

も
課

題
分

析
が

妥
当

で
あ

る
と

考
え

る
。

特
に

【
活

動
指

標
】
す

べ
て

に
お

い
て

、
目

標
を

大
幅

に
超

え
て

達
成

し
て

い
る

こ
と

は
大

い
に

評
価

で
き

る
。

・
【
活

動
1
】
に

つ
い

て
は

、
発

信
し

た
回

数
だ

け
で

な
く
、

そ
の

方
法

や
タ

イ
ミ

ン
グ

に
工

夫
を

し
て

い
る

点
も

含
め

て
評

価
で

き
る

。
【
活

動
2
】
に

つ
い

て
は

、
若

年
者

に
近

い
存

在
と

し
て

の
教

員
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

の
強

化
と

い
う

明
確

な
目

的
意

識
を

も
ち

取
り

組
ま

れ
て

い
た

結
果

と
考

え
ら

れ
る

。
【
活

動
3
】
に

つ
い

て
も

実
施

回
数

だ
け

で
な

く
、

支
援

に
必

要
な

連
携

先
を

協
議

会
に

含
め

る
な

ど
の

積
極

的
な

支
援

体
制

の
構

築
も

み
て

と
る

こ
と

が
で

き
、

高
く
評

価
で

き
る

。
・
①

【
直

接
成

果
1
】
【
中

間
成

果
1
】
の

達
成

状
況

は
「
順

調
」
で

あ
り

、
必

要
な

支
援

が
浸

透
し

て
い

っ
て

い
る

こ
と

が
う

か
が

え
、

現
在

取
り

組
ま

れ
て

い
る

居
場

所
の

環
境

づ
く
り

を
ま

す
ま

す
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。
一

方
で

、
【
直

接
成

果
1
】
に

つ
い

て
定

員
は

5
0
名

で
あ

り
、

必
要

と
し

て
い

る
若

年
者

を
カ

バ
ー

で
き

る
の

か
に

つ
い

て
検

討
の

余
地

が
あ

る
。

同
時

に
、

す
で

に
収

集
さ

れ
て

い
る

多
く
の

若
年

者
の

声
か

ら
ど

の
よ

う
な

場
所

や
方

法
が

学
び

直
し

の
た

め
に

活
用

し
や

す
い

の
か

な
ど

を
検

討
し

て
い

た
だ

き
、

中
途

退
学

予
防

の
た

め
の

学
び

直
し

の
場

づ
く
り

を
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

・
【
直

接
成

果
2
】
の

達
成

状
況

は
や

や
遅

れ
て

い
る

で
あ

る
も

の
の

、
広

報
開

始
時

期
の

変
更

に
よ

る
も

の
と

要
因

分
析

を
さ

れ
て

お
り

、
次

年
度

は
持

ち
直

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

た
め

、
課

題
分

析
に

基
づ

い
た

対
応

を
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
う

か
が

え
る

。
ま

た
【
中

間
成

果
2
】
の

達
成

状
況

は
「
順

調
」
で

十
分

で
あ

る
と

考
え

る
が

、
進

級
が

難
し

か
っ

た
生

徒
の

要
因

に
つ

い
て

も
検

討
さ

れ
て

い
る

こ
と

も
評

価
で

き
る

。
・
【
直

接
成

果
3
】
は

お
お

む
ね

良
好

な
達

成
状

況
で

あ
る

も
の

の
、

【
中

間
成

果
3
】
は

や
や

遅
れ

て
い

る
と

な
っ

て
い

た
。

こ
れ

に
つ

い
て

は
、

相
談

時
に

解
決

に
つ

な
が

る
こ

と
も

あ
る

た
め

で
あ

る
と

課
題

分
析

を
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
こ

と
を

反
映

し
て

【
最

終
成

果
2
】
の

指
標

を
追

加
し

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

・
用

意
さ

れ
て

い
る

複
数

の
取

組
に

つ
い

て
、

若
年

者
の

中
で

も
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
す

る
層

が
異

な
っ

て
お

り
、

区
と

し
て

若
年

者
を

全
方

位
的

に
応

援
す

る
意

思
が

強
く
感

じ
ら

れ
た

。
特

に
当

事
者

で
あ

る
若

年
者

か
ら

網
羅

的
に

声
を

得
よ

う
と

す
る

取
組

お
よ

び
そ

こ
で

吸
い

上
げ

た
事

柄
を

実
現

し
て

い
こ

う
と

す
る

姿
勢

は
重

要
な

こ
と

で
は

あ
り

な
が

ら
、

他
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
な

か
な

か
実

践
で

き
て

い
な

い
点

に
取

り
組

め
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
、

今
後

に
期

待
さ

れ
る

。
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
あ

ふ
れ

た
若

年
者

ば
か

り
で

な
く
、

「
や

り
た

い
こ

と
が

わ
か

ら
な

い
」
と

悩
む

若
年

者
も

一
定

数
い

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

受
け

身
的

な
若

年
者

が
能

動
的

に
動

き
出

す
き

っ
か

け
に

な
る

事
業

と
な

る
こ

と
も

期
待

さ
れ

る
。

「
や

り
た

こ
と

が
み

つ
か

る
場

所
」
「
や

ろ
う

と
い

う
き

も
ち

に
な

れ
る

場
所

」
と

い
う

よ
う

な
政

策
が

手
厚

く
用

意
さ

れ
る

こ
と

で
、

足
立

区
へ

の
定

着
や

人
口

増
に

も
つ

な
が

っ
て

い
く
可

能
性

も
あ

り
、

今
後

期
待

さ
れ

る
事

業
で

あ
る

。
・
な

お
、

今
後

取
組

を
展

開
し

て
い

く
中

で
、

現
在

の
支

援
対

象
者

が
対

象
者

全
体

か
ら

す
る

と
ど

の
よ

う
な

層
で

あ
る

か
の

検
討

を
実

施
す

る
こ

と
も

期
待

す
る

。
・
ま

た
他

課
と

の
連

携
の

中
で

、
ど

こ
か

ら
も

支
援

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
(ど

こ
に

も
つ

な
が

る
こ

と
が

で
き

て
い

な
い

)若
年

者
に

対
す

る
支

援
体

制
も

構
想

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

全
体

評
価

4
.5

反
映

結
果

4
.5

達
成

度

4
.5R
6

4
.5

庁
内

評
価

結
果

4
.5

4
.5

区
民

評
価

結
果

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

- 27 -



【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ひ
と

再
掲

重
点

目
標

①
家

庭
・
地

域
と

連
携

し
子

ど
も

の
学

び
を

支
え

育
む

重
点

項
目

健
や

か
な

身
体

づ
く
り

記
入

所
属

事
業

名
№

6
「
小

・
中

学
校

給
食

業
務

運
営

事
業

（
お

い
し

い
給

食
の

推
進

）
」

協
働 ・

協
創

教
育

指
導

課
、

衛
生

部
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
健

康
づ

く
り

課
、

子
ど

も
家

庭
部

子
ど

も
施

設
指

導
・
支

援
課

1
3
.
4

4
.
7

学
校

運
営

部
学

務
課

お
い

し
い

給
食

担
当

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

給
食

を
生

き
た

教
材

と
し

て
、

子
ど

も
た

ち
の

健
全

な
心

身
の

成
長

の
た

め
、

「
１

日
３

食
野

菜
を

食
べ

る
な

ど
、

望
ま

し
い

食
習

慣
を

身
に

付
け

る
」
「
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

食
事

を
選

択
で

き
る

」
「
簡

単
な

料
理

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
」
を

目
標

と
す

る
「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
を

達
成

す
る

。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
お

い
し

い
給

食
メ

ニ
ュ

ー
コ

ン
ク

ー
ル

1
,6

9
5

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

【
目

標
3
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

3
.4

で
は

あ
ら

ゆ
る

年
齢

の
す

べ
て

の
人

々
の

健
康

的
な

生
活

を
確

保
し

、
福

祉
を

推
進

す
る

。
給

食
を

通
じ

、
子

ど
も

た
ち

の
健

全
な

心
身

の
成

長
と

と
も

に
大

人
に

な
っ

て
も

健
康

な
食

生
活

の
維

持
を

図
っ

て
お

り
目

標
達

成
に

資
す

る
。

【
目

標
4
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.7

で
は

、
す

べ
て

の
人

々
に

包
摂

的
か

つ
公

平
で

質
の

高
い

教
育

を
提

供
し

、
生

涯
学

習
の

機
会

を
促

進
す

る
。

給
食

や
食

育
を

通
し

て
、

す
べ

て
の

児
童

・
生

徒
に

食
へ

の
関

心
や

知
識

を
向

上
さ

せ
て

お
り

目
標

達
成

に
資

す
る

。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

大
人

に
な

っ
て

も
望

ま
し

い
食

習
慣

が
定

着
し

て
い

る

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
小

学
校

給
食

業
務

運
営

事
業

主
な

内
容

ひ
と

口
目

は
野

菜
か

ら
啓

発
事

業
8
6
7

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b)

2
0
,
1
9
1

1
7
,
3
0
3

1
9
,
4
8
4

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

1
4
,
9
1
2

1
6
,
5
2
5

内
訳

事
業

費
(a

)
5
,
2
9
6

2
,
3
9
1

2
,
9
5
9

・
　

夏
休

み
期

間
の

短
縮

・
　

家
庭

科
授

業
数

（
調

理
実

習
な

ど
）

・
　

感
染

症
な

ど
に

よ
る

黙
食

・
　

家
庭

科
授

業
数

（
調

理
実

習
な

ど
）

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

0
0

0

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
　

卒
業

後
の

生
活

環
境

人
件

費
(b

)
1
4
,
8
9
5

【
事

業
の

概
要

】
・
　

給
食

メ
ニ

ュ
ー

コ
ン

ク
ー

ル
の

実
施

【
活

動
-
1
】

・
　

ひ
と

口
目

は
野

菜
か

ら
（
野

菜
摂

取
啓

発
）
の

実
施

・
　

わ
が

家
の

シ
ェ

フ
に

な
ろ

う
の

実
施

【
活

動
-
2
】

　
（
家

庭
科

授
業

の
後

に
家

庭
に

て
調

理
を

実
践

）

※
　

す
べ

て
「
小

・
中

学
校

給
食

業
務

運
営

事
業

」

・
　

家
庭

で
の

野
菜

摂
取

が
促

進
さ

れ
る

・
　

子
ど

も
た

ち
が

家
庭

で
実

際
に

調
理

す
る

食
数

が
増

え
る

【
活

動
-
2
】

・
　

給
食

の
時

間
が

楽
し

い
と

感
じ

る
児

童
・
生

徒
が

増
え

る
・
　

児
童

・
生

徒
の

食
へ

の
関

心
が

高
ま

る
・
　

「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
が

定
着

す
る

　
　

　
　

・
１

日
３

食
野

菜
を

食
べ

る
な

ど
、

望
ま

し
い

食
習

慣
を

身
に

つ
け

る
　

　
 　

　
・
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

食
事

を
選

択
で

き
る

　
　

 　
　

・
簡

単
な

料
理

を
作

る
こ

と
が

で
き

る

・
　

大
人

に
な

っ
て

も
望

ま
し

い
　

　
食

習
慣

が
定

着
し

て
い

る

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

　
給

食
の

時
間

が
楽

し
い

と
感

じ
て

い
る

子
ど

も
の

割
合

6
年

度

【
活

動
-
1
】

給
食

メ
ニ

ュ
ー

コ
ン

ク
ー

ル
の

応
募

数
作

品

目
標

7
,3

0
0

7
,3

0
0

8
,0

0
0

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
１

】
　

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
良

い
食

事
を

選
択

で
き

る
子

ど
も

の
割

合

％

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

3
3

達
成

率
9
9
%

1
1
0
%

9
6
%

達
成

率
9
4
%

9
3
%

9
4
%

達
成

率

％

8
0

実
績

7
,2

2
1

8
,0

1
0

7
,6

9
3

実
績

8
3

8
2

8
3

％

9
8

9
8

9
4
.0

4
1
%

6
6

実
績

や
や

遅
れ

て
い

る

【
中

間
成

果
-
2
】

　
学

校
栄

養
士

か
ら

み
た

「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
の

定
着

度

％

7
0

7
0

7
0

6
5

4
4

5
0
.0

達
成

率

順
調

遅
れ

て
い

る

目
標

【
最

終
成

果
】

　
「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
が

身
に

つ
い

て
い

る
２

０
歳

の
人

の
割

合

9
8

目
標

8
8

8
8

8
8

や
や

遅
れ

て
い

る

9
3
%

6
3
%

7
1
%

達
成

率
6
6
%

6
9
%

8
4
%

達
成

率
9
1
%

7
0

7
0

8
6
%

9
4
%

9
6
%

9
,3

5
2

9
,4

0
5

実
績

8
4

9
2

【
直

接
成

果
-
2
】

　
給

食
の

と
き

に
自

ら
一

番
は

じ
め

に
野

菜
を

食
べ

る
子

ど
も

の
割

合

％

7
0

目
標

目
標

目
標

9
1
%

9
4
%

実
績

6
4

6
4

【
活

動
-
2
】

長
期

休
業

期
間

中
に

「
わ

が
家

の
シ

ェ
フ

に
な

ろ
う

」
で

子
供

た
ち

が
実

際
に

調
理

し
た

食
数

食
実

績
6
,3

1
7

目
標

9
,5

2
4

6
,4

3
0

7
,9

3
7

1
0
0
%

8
6
%

8
5
%

遅
れ

て
い

る

7
4

8
0

8
0

7
4

6
9

6
8
.0

実
績

【
中

間
成

果
-
3
】

　
１

日
に

必
要

な
野

菜
の

摂
取

量
が

両
手

に
山

盛
り

３
杯

程
度

と
知

っ
て

い
る

子
ど

も
の

割
合

％

達
成

率

や
や

遅
れ

て
い

る

9
0

9
0

達
成

率

実
績

【
中

間
成

果
-
4
】

　
ご

は
ん

、
み

そ
汁

、
目

玉
焼

き
程

度
の

料
理

を
自

分
で

作
る

こ
と

が
で

き
る

子
ど

も
の

割
合

（
中

学
２

年
生

）
％

遅
れ

て
い

る
5
8

5
6
.0

6
4
%

6
2
%

7
4
%

7
4

1
0
0

目
標

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

１
　

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
が

こ
こ

数
年

の
「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
の

定
着

度
や

「
ご

は
ん

、
み

そ
汁

、
目

玉
焼

き
程

度
」
の

料
理

を
自

分
で

つ
く
る

こ
と

が
で

き
る

子
ど

も
の

割
合

を
減

少
さ

せ
て

い
る

。

２
　

小
学

校
で

の
家

庭
科

授
業

の
調

理
実

習
が

再
開

し
て

い
る

こ
と

な
ど

か
ら

、
今

後
は

「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
の

定
着

度
や

料
理

を
自

分
で

つ
く
る

こ
と

が
で

き
る

子
ど

も
の

割
合

は
増

加
す

る
と

考
え

て
い

る
。

【
短

期
】

●
「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
の

定
着

や
「
簡

単
な

料
理

を
自

分
で

作
る

こ
と

が
で

き
る

子
ど

も
の

割
合

」
の

増
加

に
向

け
て

、
引

き
続

き
家

庭
科

授
業

の
調

理
実

習
な

ど
に

つ
い

て
小

中
学

校
と

連
携

し
て

取
り

組
ん

で
い

く
。

●
「
お

い
し

い
給

食
検

討
会

」
で

の
お

い
し

い
給

食
指

導
員

の
指

導
助

言
や

好
事

例
の

共
有

を
継

続
し

、
各

小
中

学
校

の
食

育
リ

ー
ダ

ー
へ

の
共

有
も

深
め

て
い

く
。

【
中

・
長

期
】

●
子

ど
も

の
時

期
か

ら
の

望
ま

し
い

食
習

慣
を

将
来

の
健

康
に

つ
な

げ
て

い
く
た

め
、

「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
の

３
つ

の
実

践
力

（
『
１

日
３

食
野

菜
を

食
べ

る
な

ど
望

ま
し

い
食

習
慣

を
身

に
つ

け
る

』
『
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

食
事

を
選

択
で

き
る

』
『
簡

単
な

料
理

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
』
）
の

定
着

と
さ

ら
な

る
向

上
を

目
指

す
。

※
最

終
成

果
の

実
績

は
、

令
和

６
年

度
足

立
区

政
の

関
す

る
世

論
調

査
の

「
１

日
の

野
菜

３
５

０
ｇ
以

上
の

摂
取

」
が

で
き

て
い

る
１

８
～

２
９

歳
の

割
合

。

①
給

食
メ

ニ
ュ

ー
コ

ン
ク

ー
ル

の
応

募
数

【
実

施
中

】
栄

養
士

を
通

じ
て

積
極

的
な

参
加

の
呼

び
か

け
を

行
っ

て
い

る
が

昨
年

度
を

下
回

っ
て

し
ま

っ
た

。
今

後
は

食
育

リ
ー

ダ
ー

研
修

会
な

ど
で

教
員

に
も

積
極

的
な

参
加

の
呼

び
か

け
を

行
っ

て
い

く
。

②
「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

の
定

着
」
【
実

施
中

】
家

庭
科

で
の

調
理

実
習

が
再

開
し

て
い

る
こ

と
も

あ
り

定
着

度
が

あ
が

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

昨
年

度
は

、
小

学
校

の
学

校
栄

養
士

と
お

い
し

い
給

食
指

導
員

が
連

携
し

て
小

学
校

で
食

育
授

業
を

行
い

好
評

だ
っ

た
。

区
内

農
業

者
に

よ
る

食
育

の
出

前
授

業
な

ど
も

行
わ

れ
て

お
り

、
児

童
・
生

徒
の

食
へ

の
関

心
を

高
め

る
た

め
、

引
き

続
き

地
域

と
連

携
し

た
食

育
授

業
に

つ
い

て
も

取
り

組
ん

で
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

評
価

対
象

外

R
6

庁
内

評
価

結
果

4
3
.5

3
3

区
民

評
価

結
果

評
価

中
止

評
価

対
象

外

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

 コ
ロ

ナ
を

経
て

、
子

ど
も

た
ち

へ
の

望
ま

し
い

食
習

慣
の

定
着

が
滞

っ
て

し
ま

っ
た

印
象

が
あ

る
が

、
昨

年
度

は
若

干
だ

が
盛

り
返

す
こ

と
が

で
き

た
。

家
庭

科
で

の
調

理
実

習
の

再
開

や
学

校
栄

養
士

と
お

い
し

い
給

食
指

導
員

が
連

携
し

た
食

育
授

業
の

実
施

が
影

響
し

た
と

推
測

さ
れ

、
評

価
で

き
る

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

 ①
中

長
期

の
取

り
組

み
に

関
し

て
、

具
体

的
な

取
り

組
み

（
具

体
策

）
が

見
え

て
き

ま
せ

ん
。

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
の

継
続

で
良

い
の

か
、

今
一

度
、

見
つ

め
直

す
必

要
は

な
い

か
、

振
り

返
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

そ
の

う
え

で
、

成
果

指
標

の
数

値
が

伸
び

悩
ん

で
い

る
分

析
も

丁
寧

に
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。

3

評
価

対
象

外

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

全
体

評
価

反
映

結
果

達
成

度

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

引
き

続
き

、
家

庭
科

で
の

調
理

実
習

や
食

育
授

業
を

行
い

児
童

・
生

徒
の

食
の

関
心

を
高

め
て

い
く
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

【
最

終
成

果
】
　

「
あ

だ
ち

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

」
が

身
に

つ
い

て
い

る
２

０
歳

の
人

の
割

合
に

つ
い

て
は

、
学

務
課

お
い

し
い

給
食

担
当

が
担

当
し

て
い

る
学

校
の

給
食

を
通

じ
た

食
育

授
業

だ
け

で
は

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
は

不
可

能
で

あ
る

。

小
中

学
校

で
の

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

の
達

成
率

は
、

「
給

食
の

と
き

に
自

ら
一

番
は

じ
め

に
野

菜
を

食
べ

る
子

ど
も

の
割

合
」
　

9
4
％

「
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

食
事

を
選

択
で

き
る

子
ど

も
の

割
合

」
　

9
4
％

「
ご

は
ん

、
み

そ
汁

、
目

玉
焼

き
程

度
の

料
理

を
自

分
で

作
る

こ
と

が
で

き
る

子
ど

も
の

割
合

（
中

学
２

年
生

）
」
　

6
2
％

と
な

っ
て

お
り

、
簡

単
な

料
理

を
作

る
こ

と
が

で
き

る
子

ど
も

の
割

合
の

み
が

少
な

い
状

況
で

、
全

て
の

成
果

指
標

の
数

値
が

伸
び

悩
ん

で
い

る
わ

け
で

は
な

い
。

小
中

学
校

在
籍

時
の

食
の

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

の
定

着
率

と
最

終
目

標
と

の
ギ

ャ
ッ

プ
に

つ
い

て
は

、
中

学
校

卒
業

後
に

ど
の

よ
う

な
ア

プ
ロ

ー
チ

を
す

る
か

が
重

要
で

あ
る

た
め

、
来

年
度

以
降

も
、

引
き

続
き

衛
生

部
と

連
携

し
て

よ
り

効
果

の
あ

る
取

り
組

み
方

な
ど

を
協

議
し

、
食

の
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
の

定
着

を
推

進
し

て
い

く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

区
民
評
価
対
象
外
事
業
に
つ
き
３
次
評
価
未
実
施
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

1
1
4
%

1
1
4
%

1
1
3
%

達
成

7
8

7
8

7
8

8
9

8
9

8
8

9
0
.0

9
0
.0

1
0
8
%

1
0
7
%

達
成

率
1
1
9
%

1
0
3
%

1
1
1
%

達
成

率
1
0
7
%

実
績

9
6
.0

9
6
.9

9
9
7

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
3
】

「
自

然
教

室
に

参
加

し
て

、
自

信
を

持
つ

こ
と

が
で

き
た

」
と

回
答

し
た

子
ど

も
の

割
合

％

達
成

率

9
6
.0

実
績

1
0
7
2

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
2
】

大
学

連
携

事
業

で
満

足
し

た
と

感
じ

た
子

ど
も

の
割

合

％

8
5
.0

目
標

目
標

目
標

9
9
%

9
9
%

9
4

9
4
.0

実
績

9
4
.0

9
3

【
直

接
成

果
-
3
】

自
然

教
室

で
満

足
し

た
と

感
じ

た
子

ど
も

の
割

合

％

目
標

9
0
.0

達
成

率
1
1
1
%

達
成

9
2
8

【
活

動
-
2
】

大
学

連
携

事
業

に
お

け
る

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
数

回
実

績
2
9

目
標

2
7

1
5

1
5

【
活

動
-
3
】

自
然

教
室

に
お

け
る

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
数

回

目
標

9
0
0

9
0
0

9
0
0

達
成

率
1
0
7
%

5
2
%

9
4
%

2
9

1
6

実
績

7
4
.0

7
4
.3

7
4

目
標

9
9
.0

9
9
.0

9
9
.0

順
調

1
0
6
%

9
2
.7

実
績

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

「
大

学
連

携
事

業
に

参
加

し
て

、
こ

れ
か

ら
も

新
し

い
こ

と
を

知
っ

た
り

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

た
い

」
と

回
答

し
た

子
ど

も
の

割
合

％

9
0
.0

9
0
.0

9
0
.0

8
9
.0

8
1
.0

9
1
.5

達
成

率

順
調

達
成

目
標

【
最

終
成

果
】

自
分

に
は

良
い

と
こ

ろ
が

あ
る

と
思

う
と

肯
定

的
回

答
を

し
た

子
ど

も
の

割
合

7
5

1
2
3
%

1
2
4
%

9
9
%

9
9
%

9
0
%

1
0
2
%

7
6
.3

達
成

率
7
5
%

1
0
3
%

9
3
%

達
成

率
9
9
%

1
0
0
%

9
7
%

達
成

率

％

7
2

実
績

3
0

4
1

4
2

実
績

9
8
.5

9
8
.7

9
6

％

6
0

6
0

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

「
放

課
後

子
ど

も
教

室
に

参
加

し
て

、
新

た
な

体
験

や
交

流
が

出
来

て
良

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

子
ど

も
の

割
合

6
年

度

【
活

動
-
1
】

放
課

後
子

ど
も

教
室

で
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

た
小

学
校

数

校

目
標

4
0

4
0

4
5

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
１

】
放

課
後

子
ど

も
教

室
で

満
足

し
た

と
感

じ
た

子
ど

も
の

割
合

％

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

人
件

費
(b

)
4
0
,
6
5
5

【
事

業
の

概
要

】
　

子
ど

も
た

ち
に

学
び

の
意

欲
を

醸
成

し
、

社
会

と
関

わ
る

力
を

つ
け

る
た

め
、

以
下

の
活

動
を

実
施

す
る

。
・
　

放
課

後
子

ど
も

教
室

で
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
校

数
を

増
や

す
　

　
（
放

課
後

子
ど

も
教

室
推

進
事

業
）
【
活

動
-
1
】

・
　

大
学

生
と

の
交

流
な

ど
、

子
ど

も
が

よ
り

興
味

関
心

を
持

つ
よ

う
な

　
　

大
学

連
携

事
業

を
実

施
す

る
（
体

験
学

習
推

進
事

業
）
【
活

動
-
2
】

・
　

自
然

教
室

に
て

、
様

々
な

体
験

・
交

流
活

動
を

実
施

す
る

（
小

・
中

　
　

学
校

自
然

教
室

事
業

）
【
活

動
-
3
】

･　
そ

れ
ぞ

れ
の

事
業

に
参

加
し

て
、

「
満

足
し

た
」
と

感
じ

た
子

ど
も

が
増

え
る

。
【
活

動
②

-
1
、

②
-
2
、

②
-
3
】

・
　

様
々

な
人

と
の

交
流

や
体

験
を

通
じ

て
、

新
し

い
こ

と
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

し
た

い
と

思
う

子
ど

も
が

増
え

る
。

・
　

「
最

後
ま

で
や

り
遂

げ
る

こ
と

が
で

き
た

」
な

ど
自

分
に

自
信

　
を

持
つ

子
ど

も
が

増
え

る
。

高
い

自
己

肯
定

感
を

持
ち

、
こ

れ
か

ら
も

夢
を

育
み

、
新

し
い

こ
と

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

子
ど

も
た

ち
が

増
え

る
。

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

1
2
4
,
4
3
0

1
2
8
,
1
9
6

4
4
,
7
6
7

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
天

候
や

感
染

症
な

ど
の

影
響

に
よ

る
各

種
事

業
の

中
止

内
訳

事
業

費
(a

)
5
6
5
,
8
5
8

4
1
5
,
5
3
3

5
4
0
,
8
5
0

・
天

候
や

感
染

症
な

ど
の

影
響

に
よ

る
各

種
事

業
の

中
止

・
天

候
や

感
染

症
な

ど
の

影
響

に
よ

る
各

種
事

業
の

中
止

・
少

子
化

に
よ

る
交

流
機

会
の

減
少

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

総
事

業
費

(a
+
b)

6
0
6
,
5
1
3

4
5
9
,
8
0
8

5
5
8
,
0
6
8

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

4
4
,
2
7
5

1
7
,
2
1
8

東
京

藝
術

大
学

連
携

事
業

1
7
,0

4
3

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
放

課
後

子
ど

も
教

室
推

進
事

業
【
経

常
】
､体

験
学

習
推

進
事

業
､小

・
中

学
校

自
然

教
室

事
業

主
な

内
容

バ
ス

借
上

（
小

・
中

）
1
9
2
,8

5
8

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

【
放

課
後

子
ど

も
教

室
】
小

学
校

施
設

を
活

用
し

、
自

由
遊

び
や

自
主

学
習

な
ど

学
年

を
超

え
た

交
流

活
動

の
実

施
【
大

学
連

携
事

業
】
大

学
の

専
門

性
を

生
か

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

体
験

【
自

然
教

室
事

業
】
２

泊
３

日
の

自
然

教
室

（
鋸

南
・
日

光
・
魚

沼
）
の

実
施

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
放

課
後

子
ど

も
教

室
ス

タ
ッ

フ
謝

金
2
0
2
,1

0
9

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

【
目

標
1
】
放

課
後

子
ど

も
教

室
は

、
貧

困
層

を
含

め
た

多
く
の

子
ど

も
た

ち
の

放
課

後
の

居
場

所
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
様

々
な

こ
と

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

こ
と

は
子

ど
も

達
の

心
身

の
健

全
育

成
と

学
習

意
欲

が
向

上
し

、
貧

困
を

な
く
し

て
い

く
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

目
標

1
の

達
成

に
資

す
る

。
【
目

標
4
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.3

で
は

、
高

等
教

育
に

平
等

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

各
事

業
に

お
け

る
多

様
な

体
験

活
動

は
、

目
標

達
成

に
資

す
る

。
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.a

で
は

、
安

全
で

非
暴

力
的

、
包

括
的

、
効

果
的

な
学

習
環

境
を

提
供

す
る

。
安

全
や

効
果

的
な

学
習

環
境

の
提

供
を

行
っ

て
お

り
、

目
標

達
成

に
資

す
る

。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

高
い

自
己

肯
定

感
を

持
ち

、
こ

れ
か

ら
も

夢
を

育
み

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
子

ど
も

た
ち

が
増

え
る

。

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ひ
と

再
掲

重
点

目
標

①
家

庭
・
地

域
と

連
携

し
子

ど
も

の
学

び
を

支
え

育
む

重
点

項
目

遊
び

と
実

体
験

の
場

や
機

会
の

充
実

記
入

所
属

事
業

名
№

7
「
子

ど
も

へ
の

多
様

な
体

験
機

会
の

充
実

」
協

働 ・
協

創

【
放

課
後

子
ど

も
教

室
】
地

域
の

方
で

組
織

さ
れ

た
放

課
後

子
ど

も
教

室
実

行
委

員
会

に
よ

る
運

営
。

生
涯

学
習

振
興

公
社

に
よ

る
運

営
支

援
。

【
体

験
学

習
】
大

学
連

携
事

業
と

し
て

区
内

大
学

と
協

働
・
協

創
。

特
に

子
ど

も
向

け
事

業
を

帝
京

科
学

大
学

・
東

京
電

機
大

学
・
東

京
藝

術
大

学
・
文

教
大

学
と

密
接

に
協

働
・
協

創
。

1
4
.
3
,
4
.
a

学
校

運
営

部
青

少
年

課
学

校
地

域
連

携
担

当
学

校
運

営
部

青
少

年
課

体
験

活
動

係
学

校
運

営
部

学
務

課
自

然
教

室
係

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
自

然
教

室
は

家
庭

の
状

況
に

左
右

さ
れ

ず
、

す
べ

て
の

子
ど

も
た

ち
に

経
験

、
体

験
の

機
会

を
与

え
て

く
れ

る
事

業
で

あ
り

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

お
り

、
多

様
な

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

前
年

度
と

比
較

し
、

よ
り

多
く
実

施
し

た
点

、
ま

た
子

ど
も

た
ち

の
満

足
度

も
高

か
っ

た
点

は
評

価
し

た
い

。
　

①
大

学
連

携
事

業
に

つ
い

て
、

一
部

の
講

座
が

大
学

の
担

当
教

授
や

学
生

ス
タ

ッ
フ

の
減

少
に

伴
い

、
定

員
数

の
減

少
が

生
じ

た
点

は
残

念
で

あ
る

。
児

童
・
生

徒
の

ニ
ー

ズ
は

高
い

こ
と

か
ら

、
新

た
な

体
験

講
座

の
確

保
、

拡
充

に
向

け
、

引
き

続
き

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
②

自
然

教
室

事
業

に
つ

い
て

、
令

和
７

～
９

年
度

に
鋸

南
自

然
の

家
の

休
館

に
よ

り
、

国
立

施
設

を
利

用
し

た
自

然
教

室
を

実
施

し
、

新
た

な
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
検

討
・
実

施
し

て
い

く
こ

と
に

な
る

が
、

実
施

結
果

を
分

析
し

て
い

た
だ

き
、

よ
り

効
果

的
な

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

す
る

こ
と

で
、

最
終

成
果

で
あ

る
自

己
肯

定
感

の
向

上
に

つ
な

げ
て

い
た

だ
き

た
い

。

3
.5

【
大

学
連

携
事

業
】

　
応

募
数

が
定

員
を

大
幅

に
超

え
る

講
座

に
つ

い
て

、
他

の
事

業
と

同
日

開
催

に
す

る
な

ど
工

夫
を

す
る

こ
と

で
学

生
ス

タ
ッ

フ
数

を
確

保
し

、
定

員
の

拡
充

を
図

っ
た

。
加

え
て

、
定

員
を

拡
充

す
る

に
あ

た
っ

て
は

当
日

の
混

雑
を

考
慮

し
、

ブ
ー

ス
数

を
拡

充
す

る
な

ど
、

内
容

に
関

す
る

拡
充

も
併

せ
て

実
施

し
た

。
　

ま
た

、
各

大
学

と
次

年
度

に
向

け
、

新
規

講
座

や
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
拡

充
に

つ
い

て
協

議
を

進
め

て
お

り
、

連
携

事
業

が
特

定
の

教
授

・
学

生
へ

の
属

人
的

な
講

座
と

な
ら

な
い

よ
う

、
総

合
的

な
体

験
機

会
の

提
供

・
充

実
に

向
け

た
取

組
を

進
め

て
い

る
。

【
自

然
教

室
事

業
】

　
令

和
７

年
度

よ
り

小
学

５
年

生
自

然
教

室
を

、
３

か
所

の
国

立
施

設
（
赤

城
・
那

須
甲

子
・
磐

梯
）
を

利
用

し
て

実
施

し
て

い
る

。
国

立
施

設
は

、
広

大
な

敷
地

内
で

山
登

り
や

オ
リ

エ
ン

テ
ー

リ
ン

グ
、

野
外

炊
事

な
ど

多
種

多
様

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
令

和
８

年
度

、
令

和
９

年
度

も
国

立
施

設
を

使
用

す
る

予
定

の
た

め
、

そ
れ

ぞ
れ

の
施

設
の

特
徴

を
生

か
し

、
単

な
る

体
験

活
動

を
児

童
の

「
自

信
の

獲
得

」
「
自

己
成

長
の

場
」

に
変

え
て

い
く
効

果
的

な
取

り
組

み
を

実
施

す
る

よ
う

学
校

に
促

し
て

い
く
。

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

全
体

評
価

反
映

結
果

達
成

度

評
価

対
象

外

R
6

庁
内

評
価

結
果

4
4

3
.5

3
.5

区
民

評
価

結
果

評
価

中
止

評
価

対
象

外
評

価
対

象
外

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

方
向

性
R

3
R

4

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
放

課
後

子
ど

も
教

室
】

　
児

童
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
は

「
毎

日
参

加
し

た
い

」
な

ど
の

声
を

多
く
い

た
だ

い
て

い
い

る
。

毎
日

参
加

で
き

な
い

こ
と

が
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

満
足

度
を

下
げ

る
ひ

と
つ

の
要

因
に

な
っ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

【
大

学
連

携
事

業
】

①
活

動
指

標
-
２

に
つ

い
て

は
、

過
去

の
参

加
者

実
績

か
ら

一
部

の
講

座
を

廃
止

と
し

た
が

、
新

た
な

体
験

講
座

を
企

画
実

施
し

た
こ

と
で

、
概

ね
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
し

か
し

、
一

部
の

講
座

は
大

学
の

担
当

教
授

や
学

生
ス

タ
ッ

フ
の

減
少

に
伴

い
、

定
員

数
の

減
少

が
生

じ
た

。
②

直
接

成
果

-
２

に
つ

い
て

は
、

目
標

値
を

概
ね

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

が
、

一
部

の
講

座
で

、
「
時

間
が

足
り

な
い

」
等

、
個

々
の

講
座

内
容

に
起

因
す

る
意

見
に

よ
り

、
実

績
値

が
約

８
割

に
留

ま
り

、
実

績
値

を
押

下
げ

た
。

③
中

間
成

果
-
２

に
つ

い
て

は
、

目
標

値
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
し

か
し

、
一

部
の

講
座

は
講

座
満

足
度

が
高

い
も

の
の

、
実

績
値

が
約

８
割

に
留

ま
っ

て
い

る
。

講
座

の
体

験
と

指
標

と
の

関
り

が
不

明
瞭

で
あ

る
旨

の
意

見
が

複
数

あ
り

、
講

座
の

趣
旨

が
明

確
に

伝
わ

っ
て

い
な

い
こ

と
が

原
因

と
考

え
ら

れ
る

。

【
自

然
教

室
事

業
】

鋸
南

自
然

教
室

で
は

、
環

境
政

策
課

と
の

協
働

に
よ

り
「
海

洋
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

実
施

し
、

2
5
校

の
児

童
が

漁
港

体
験

や
ビ

ー
チ

コ
ー

ミ
ン

グ
な

ど
を

実
施

し
た

。
魚

沼
自

然
教

室
で

は
森

林
学

習
や

水
力

発
電

を
活

用
し

た
環

境
学

習
を

５
校

が
実

施
し

た
。

自
然

教
室

は
、

壮
大

な
自

然
や

文
化

、
歴

史
等

に
直

接
触

れ
る

こ
と

が
で

き
る

貴
重

な
体

験
活

動
の

場
で

あ
り

、
子

ど
も

達
の

自
己

肯
定

感
や

社
会

性
の

向
上

の
一

助
と

な
る

よ
う

今
後

も
内

容
の

充
実

を
図

る
。

令
和

７
～

９
年

度
に

は
鋸

南
自

然
の

家
の

休
館

に
よ

り
、

国
立

施
設

を
利

用
し

た
自

然
教

室
を

実
施

す
る

た
め

、
新

た
な

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

検
討

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

【
放

課
後

子
ど

も
教

室
】

（
短

期
）
生

涯
学

習
振

興
公

社
職

員
に

よ
る

巡
回

を
通

じ
て

「
放

課
後

子
ど

も
教

室
の

ね
ら

い
」
の

一
つ

で
あ

る
「
異

学
年

交
流

」
が

行
わ

れ
る

よ
う

に
学

年
分

け
を

な
く
し

、
全

学
年

同
時

開
催

実
施

に
向

け
、

各
実

行
委

員
会

に
働

き
か

け
る

。
（
中

・
長

期
）
実

行
委

員
会

の
意

向
を

踏
ま

え
つ

つ
、

安
定

し
た

運
営

を
維

持
継

続
す

る
た

め
に

も
ス

タ
ッ

フ
公

募
情

報
な

ど
を

発
信

し
、

地
域

住
民

の
積

極
的

な
参

画
を

図
る

。
ま

た
実

施
内

容
の

差
を

埋
め

る
た

め
に

実
行

委
員

会
や

運
営

委
員

会
な

ど
を

通
じ

て
、

好
事

例
の

紹
介

や
関

連
情

報
の

発
信

を
行

っ
て

い
く
。

【
大

学
連

携
事

業
】

（
短

期
）
①

大
学

事
務

局
と

の
連

携
を

密
に

し
、

講
座

の
実

施
方

法
を

工
夫

し
て

い
く
こ

と
で

、
体

験
機

会
の

提
供

維
持

を
図

っ
て

い
く
こ

と
に

加
え

、
よ

り
多

く
の

子
ど

も
た

ち
が

体
験

機
会

に
参

加
で

き
る

よ
う

、
参

加
定

員
の

拡
充

も
併

せ
て

検
討

し
て

い
く
。

②
講

座
の

時
間

配
分

の
見

直
し

や
時

間
の

拡
大

な
ど

、
講

座
内

容
に

つ
い

て
も

改
善

を
図

っ
て

い
く
。

③
講

座
の

周
知

の
際

や
、

講
座

の
開

始
時

に
講

座
の

目
的

や
趣

旨
を

伝
え

る
な

ど
、

よ
り

体
験

の
意

図
を

明
確

に
伝

え
て

い
く
よ

う
改

善
を

図
っ

て
い

く
。

（
長

期
）

児
童

・
生

徒
の

興
味

関
心

は
、

児
童

を
取

り
巻

く
環

境
に

よ
っ

て
変

化
し

て
い

く
こ

と
か

ら
、

よ
り

児
童

・
生

徒
の

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
事

業
と

な
る

よ
う

、
参

加
者

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

等
に

基
づ

き
新

規
事

業
の

検
討

や
既

存
事

業
の

改
善

を
図

っ
て

い
く
。

【
自

然
教

室
事

業
】

（
短

期
）
児

童
生

徒
ア

ン
ケ

ー
ト

や
学

校
か

ら
提

出
さ

れ
る

実
施

報
告

書
な

ど
を

も
と

に
満

足
度

の
高

い
自

然
教

室
を

実
施

し
て

い
く
。

令
和

７
～

９
年

度
に

実
施

す
る

赤
城

、
那

須
甲

子
、

磐
梯

自
然

教
室

で
は

、
大

自
然

の
中

に
あ

る
広

大
な

施
設

を
活

用
し

、
様

々
な

自
然

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
（
長

期
）
今

後
は

、
自

然
教

室
の

中
で

、
「
環

境
学

習
」
や

「
食

育
」
、

「
地

域
の

方
と

の
交

流
」
な

ど
子

ど
も

達
の

成
長

に
つ

な
が

る
多

様
な

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

【
大

学
連

携
事

業
】

①
　

中
間

成
果

２
の

実
績

値
低

下
に

関
す

る
対

応
と

事
業

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

維
持

拡
充

【
実

施
済

】
　

R
5
年

度
実

績
に

お
け

る
中

間
成

果
２

の
実

績
値

の
低

下
お

よ
び

原
因

分
析

（
英

語
分

野
に

お
け

る
講

座
出

席
者

の
４

割
が

す
で

に
英

語
を

習
っ

て
お

り
、

既
視

感
か

ら
実

績
値

が
低

下
し

た
）
の

結
果

か
ら

、
英

語
講

座
に

お
い

て
取

り
扱

う
英

単
語

を
難

し
く
す

る
な

ど
、

講
座

の
難

易
度

に
つ

い
て

改
善

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

指
標

実
績

の
向

上
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

ま
た

、
こ

れ
ま

で
重

点
を

お
い

て
き

た
「
子

ど
も

た
ち

の
興

味
関

心
に

気
づ

く
き

っ
か

け
づ

く
り

」
を

中
心

と
し

た
事

業
展

開
に

加
え

、
新

た
に

「
よ

り
高

度
な

分
野

を
学

び
、

自
身

の
興

味
関

心
を

深
め

る
」
こ

と
を

目
的

と
し

た
新

規
講

座
を

実
施

し
、

よ
り

多
様

な
分

野
の

体
験

活
動

機
会

の
提

供
を

行
っ

た
。

評
価

結
果

全
体

評
価

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

区
民
評
価
対
象
外
事
業
に
つ
き
３
次
評
価
未
実
施
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

達
成

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

奨
学

金
返

済
支

援
で

離
職

防
止

に
効

果
が

あ
っ

た
と

答
え

た
保

育
士

の
割

合
％

1
0
0

目
標

1
4
5
7

実
績

9
7

9
3

【
直

接
成

果
-
3
】

保
育

士
・
家

庭
的

保
育

者
永

年
勤

続
褒

賞
者

数
（
累

計
）

人

目
標

9
7
2

1
,0

2
7

1
,2

4
4

1
0
4
%

1
1
7
%

達
成

率
9
5
%

実
績

9
2
7

【
活

動
-
3
】

保
育

士
等

へ
の

経
済

的
支

援
補

助
金

利
用

者
数

人

目
標

1
,1

4
0

1
,1

3
8

1
,1

0
8

や
や

順
調

達
成

率
8
7
%

1
3
6
%

実
績

9
5
4

8
9
9

達
成

率
8
4
%

7
9
%

8
7
%

9
5
9

目
標

8
7

8
7

8
7

達
成

1
0
0

1
0
0

【
活

動
-
2
】

就
学

前
教

育
・
保

育
施

設
へ

の
巡

回
訪

問
実

施
状

況

施
設

実
績

4
7
6

目
標

5
4
5

1
0
6
3

4
8
8

5
2
6

実
績

3
9

2
1

2
6

6
4
%

6
5
%

6
8
%

達
成

率
9
7
%

目
標

9
3
%

9
7
%

6
6
5

6
4
1

1
2
2
%

8
6
%

9
7

実
績

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

認
可

保
育

園
保

育
士

勤
続

5
年

以
下

の
割

合
【
低

減
目

標
】

％

5
0

5
0

5
0

7
8

7
7

7
4

達
成

率

遅
れ

て
い

る

遅
れ

て
い

る

目
標

【
最

終
成

果
】

「
子

育
て

環
境

が
整

っ
て

い
る

」
と

感
じ

る
人

の
割

合
（
*
）

1
0

7
2
%

1
3
3
%

3
8
%

5
4

達
成

率
9
9
%

9
9
%

1
1
7
%

達
成

率
9
8
%

1
0
1
%

1
0
7
%

達
成

率

％

6
3

実
績

1
4
2

1
4
3

1
6
8

実
績

8
5

8
8

9
3

％

2
8

2
8

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

文
書

指
摘

を
受

け
た

施
設

の
割

合
【
低

減
目

標
】

6
年

度

【
活

動
-
1
】

就
学

前
教

育
・
保

育
施

設
へ

の
指

導
検

査
実

施
状

況

施
設

目
標

1
4
3

1
4
5

1
4
4

達
成

【
直

接
成

果
-
１

】
「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

活
用

し
て

い
る

就
学

前
教

育
・

保
育

施
設

の
割

合

％

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

人
件

費
(b

)
3
2
1
,
6
8
0

【
事

業
の

概
要

】
１

　
就

学
前

教
育

・
保

育
施

設
等

へ
の

指
導

検
査

及
び

巡
回

訪
問

　
　

（
子

ど
も

施
設

指
導

検
査

事
務

）
【
活

動
-
1
、

2
】

（
１

）
児

童
福

祉
法

及
び

子
ど

も
・
子

育
て

支
援

法
に

基
づ

く
指

導
　

　
検

査
（
２

）
巡

回
訪

問
に

よ
る

寄
り

添
い

支
援

２
　

保
育

士
等

人
材

の
確

保
・
定

着
【
活

動
-
3
】

（
１

）
保

育
士

等
住

居
借

上
げ

支
援

及
び

奨
学

金
返

済
支

援
事

業
　

　
の

利
用

者
数

１
　

就
学

前
教

育
・
保

育
施

設
等

へ
の

実
地

調
査

に
よ

る
直

接
成

果
　

　
【
活

動
－

1
、

2
】

（
１

）
「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
活

用
率

の
増

加
　

　
（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

用
い

た
指

導
・
助

言
を

行
う

こ
と

で
、

各
施

設
等

　
　

の
日

々
の

保
育

や
運

営
に

活
用

す
る

意
識

が
高

ま
り

実
践

す
る

　
　

よ
う

に
な

る
）
【
直

接
成

果
-
1
】

２
　

保
育

士
等

人
材

の
確

保
・
定

着
策

に
よ

る
直

接
成

果
【
活

動
-
3
】

（
１

）
奨

学
金

返
済

支
援

や
永

年
勤

続
褒

賞
に

よ
り

保
育

士
就

業
　

　
へ

の
満

足
度

・
意

欲
向

上
が

図
ら

れ
、

就
労

継
続

者
が

増
加

す
　

　
る

【
直

接
成

果
－

2
、

3
】

１
　

就
学

前
教

育
・
保

育
に

対
す

る
見

方
や

考
え

方
が

成
熟

し
、

　
施

設
の

質
が

高
ま

る
（
１

）
指

導
検

査
「
文

書
指

摘
」
を

受
け

た
施

設
の

割
合

が
減

少
す

る
　

　
【
低

減
目

標
】
（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

準
拠

し
た

指
導

検
査

基
準

を
　

　
厳

守
す

る
こ

と
で

、
指

摘
す

べ
き

事
項

が
減

る
）

（
２

）
経

済
的

支
援

や
永

年
勤

続
褒

賞
に

よ
り

保
育

士
就

業
へ

の
　

　
意

欲
の

向
上

と
事

業
に

対
す

る
社

会
的

評
価

の
向

上
を

図
り

、
　

　
勤

続
年

数
5
年

以
下

の
割

合
が

減
少

す
る

子
ど

も
た

ち
が

区
内

の
ど

の
就

学
前

教
育

・
保

育
施

設
に

通
っ

て
い

て
も

安
全

・
安

心
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
る

状
況

に
あ

る

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

0
5
5
5
,
1
1
7

5
4
9
,
1
6
5

受
益

者
負

担
金

0
0

0

施
設

長
等

の
交

代

内
訳

事
業

費
(a

)
7
1
5
,
7
6
4

6
5
2
,
8
1
7

6
7
5
,
6
6
9

施
設

長
等

の
交

代
経

済
的

支
援

補
助

金
申

込
者

の
減

施
設

長
等

の
交

代

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

総
事

業
費

(a
+
b)

1
,
0
3
7
,
4
4
4

9
7
1
,
4
9
7
1
,
0
1
2
,
6
0
6

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

3
1
8
,
6
8
0

3
3
6
,
9
3
7

子
ど

も
施

設
指

導
検

査
事

務
2
,9

7
6

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
子

ど
も

施
設

指
導

検
査

事
務

保
育

士
確

保
・
定

着
対

策
事

業

主
な

内
容

奨
学

金
返

済
支

援
2
4
,3

6
9

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

保
育

所
等

の
運

営
形

態
は

、
社

会
福

祉
法

人
や

株
式

会
社

等
多

岐
に

亘
り

、
そ

れ
ぞ

れ
が

強
み

を
活

か
し

た
保

育
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

。
こ

の
様

な
中

で
、

子
ど

も
た

ち
が

区
内

の
ど

の
施

設
に

通
っ

て
い

て
も

一
定

以
上

の
安

全
・
安

心
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
る

よ
う

支
援

を
進

め
て

い
く

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
住

居
借

上
げ

6
3
9
,6

4
1

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

と
事

業
者

4
.2

：
就

学
前

教
育

・保
育

施
設

の
質

の
維

持
・向

上
は

、
質

の
高

い
乳

幼
児

の
発

達
・ケ

ア
及

び
就

学
前

教
育

へ
の

ア
ク

セ
ス

に
直

結
し

て
い

る

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

子
ど

も
た

ち
が

区
内

の
ど

の
就

学
前

教
育

・
保

育
施

設
に

通
っ

て
い

て
も

安
全

・
安

心
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

が
受

け
ら

れ
る

状
況

に
あ

る

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ひ
と

再
掲

ひ
と

重
点

目
標

②
妊

娠
か

ら
出

産
・
子

育
て

ま
で

切
れ

目
な

く
支

え
る

重
点

項
目

多
様

な
保

育
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

と
待

機
児

童
の

解
消

記
入

所
属

事
業

名
№

8
「
就

学
前

教
育

・
保

育
施

設
の

質
の

維
持

・
向

上
」

協
働 ・

協
創

保
育

事
業

者

4
.
2

子
ど

も
家

庭
部

子
ど

も
施

設
指

導
・
支

援
課

指
導

調
整

係
、

子
ど

も
家

庭
部

私
立

保
育

園
課

事
業

調
整

係
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

（
*
）
世

論
調

査
回

答
者

の
う

ち
、

家
族

形
成

期

（
＝

「
回

答
者

本
人

が
64

歳
以

下
で

一
番

上

の
子

が
小

学
校

入
学

前
」
ま

た
は

「
4
0歳

未
満

の
子

ど
も

が
い

な
い

夫
婦

」
）の

回
答

割
合
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【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
昨

年
度

の
区

民
評

価
委

員
会

か
ら

の
提

言
を

受
け

て
、

勤
続

年
数

の
長

い
職

員
と

の
意

見
交

換
や

各
施

設
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

た
め

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
を

し
た

こ
と

や
、

巡
回

訪
問

を
と

お
し

て
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

活
用

率
上

昇
に

つ
な

げ
た

こ
と

を
評

価
す

る
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
保

育
の

質
の

維
持

・
向

上
だ

け
で

な
く
、

定
着

支
援

の
観

点
か

ら
も

安
心

し
て

保
育

が
で

き
る

環
境

作
り

や
保

育
技

術
を

認
め

ら
れ

る
環

境
と

い
う

魅
力

に
つ

な
が

る
た

め
、

今
後

の
さ

ら
な

る
活

用
に

期
待

し
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
民

間
保

育
園

と
の

連
携

に
よ

る
合

同
研

修
が

計
画

や
、

外
部

専
門

家
の

活
用

に
よ

る
働

き
や

す
い

職
場

作
り

や
実

態
把

握
・
分

析
を

行
う

方
針

で
あ

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

ま
た

、
そ

う
し

た
活

動
に

加
え

て
、

保
育

の
質

の
維

持
・
向

上
を

図
る

う
え

で
は

、
区

立
保

育
園

の
役

割
や

連
携

を
明

確
に

す
る

こ
と

も
重

要
に

な
っ

て
く
る

で
あ

ろ
う

。
区

全
体

で
安

全
・
安

心
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
が

で
き

る
よ

う
取

組
み

を
強

化
し

て
も

ら
い

た
い

。

3.
5

【
中

間
成

果
１

の
課

題
分

析
に

応
じ

た
取

組
は

こ
れ

ま
で

も
実

施
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

、
新

し
い

取
組

も
期

待
し

た
い

。
例

え
ば

、
各

施
設

が
意

識
し

や
す

い
掲

示
物

の
配

布
な

ど
の

工
夫

が
考

え
ら

れ
る

。
】

　
指

導
検

査
が

終
了

し
た

後
、

私
立

保
育

園
園

長
会

等
に

て
、

指
摘

の
多

か
っ

た
事

項
を

資
料

に
ま

と
め

て
配

布
し

て
い

る
が

、
今

後
は

、
園

内
に

掲
示

で
き

る
資

料
も

配
布

す
る

こ
と

と
す

る
。

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

・
全

体
と

し
て

昨
年

度
の

評
価

結
果

を
踏

ま
え

て
、

計
画

を
立

て
、

活
動

に
着

手
さ

れ
て

い
る

点
は

評
価

で
き

る
。

特
に

情
報

に
基

づ
い

た
施

策
を

計
画

す
べ

く
、

該
当

の
施

設
や

職
員

か
ら

の
ア

ン
ケ

ー
ト

や
ヒ

ア
リ

ン
グ

、
意

見
交

換
の

場
を

設
定

す
る

な
ど

，
情

報
収

集
に

向
け

た
計

画
を

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

高
く
評

価
で

き
る

。
さ

ら
に

、
効

果
的

な
取

組
に

つ
い

て
は

前
年

度
よ

り
継

続
し

て
お

り
、

成
果

と
し

て
も

あ
ら

わ
れ

始
め

て
い

る
。

引
き

続
き

効
果

的
な

取
組

は
推

進
す

べ
き

で
あ

る
と

考
え

る
。

特
に

保
育

士
に

対
す

る
経

済
的

支
援

は
有

効
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
、

【
直

接
成

果
2
】
の

数
値

と
し

て
も

表
れ

て
い

る
。

・
以

下
に

各
取

組
に

対
し

て
詳

述
す

る
。

【
各

施
設

の
ニ

ー
ズ

な
ど

の
確

認
】

保
育

士
定

着
率

の
向

上
を

目
指

し
た

各
施

設
の

ニ
ー

ズ
把

握
を

目
的

と
し

て
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

す
べ

く
、

そ
の

プ
レ

調
査

と
し

て
保

育
士

へ
の

聴
き

取
り

を
実

施
し

て
い

る
。

保
育

士
定

着
率

向
上

に
向

け
、

区
と

保
育

施
設

が
連

携
し

て
行

う
姿

勢
が

強
く
表

れ
て

お
り

、
高

く
評

価
で

き
る

。
【
「
別

冊
　

保
育

実
践

振
り

返
り

シ
ー

ト
」
】

見
や

す
さ

に
つ

い
て

の
工

夫
を

加
え

て
い

る
「
別

冊
 保

育
実

践
振

り
返

り
シ

ー
ト

」
に

関
し

て
、

よ
り

活
用

に
つ

な
げ

る
た

め
に

，
訪

問
巡

回
時

の
聞

き
取

り
の

計
画

を
立

て
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
ぜ

ひ
実

施
に

つ
な

げ
て

い
た

だ
き

た
い

。
【
直

接
成

果
2
と

中
間

成
果

2
の

因
果

関
係

】
達

成
状

況
が

十
分

で
は

な
か

っ
た

【
中

間
成

果
2
】
に

つ
い

て
、

課
題

分
析

に
基

づ
き

，
新

規
計

画
と

し
て

「
離

職
防

止
に

向
け

た
講

演
等

委
託

事
業

」
の

創
設

に
着

手
し

、
予

算
計

上
し

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

・
活

動
指

標
や

直
接

成
果

指
標

の
達

成
状

況
が

概
ね

良
好

で
あ

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

一
方

で
中

間
成

果
指

標
は

達
成

状
況

が
遅

れ
て

い
る

現
状

で
あ

る
。

課
題

分
析

に
基

づ
い

て
新

た
な

取
組

に
着

手
さ

れ
る

こ
と

は
評

価
で

き
、

指
標

や
指

標
間

の
因

果
も

含
め

て
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

・
【
活

動
1
】
な

ら
び

に
【
活

動
2
】
の

達
成

状
況

は
評

価
で

き
る

。
特

に
指

導
検

査
実

施
状

況
に

つ
い

て
は

昨
年

度
か

ら
実

績
を

伸
ば

し
て

お
り

、
今

後
さ

ら
に

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
活

用
率

の
向

上
に

つ
な

が
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
・
【
活

動
指

標
】
，

【
直

接
成

果
指

標
】
に

つ
い

て
は

、
目

標
に

対
し

て
「
や

や
順

調
」
か

ら
「
達

成
」
と

な
っ

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

担
当

所
管

の
分

析
の

よ
う

に
【
活

動
3
】
が

【
直

接
成

果
2
,3

】
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

す
れ

ば
、

経
済

的
支

援
は

保
育

士
の

定
着

率
向

上
に

一
定

の
効

果
を

有
す

る
こ

と
と

な
り

、
今

後
も

効
果

検
討

を
し

な
が

ら
取

組
を

続
け

て
い

た
だ

き
た

い
。

・
①

【
中

間
成

果
1
】
は

目
標

値
を

修
正

し
た

こ
と

も
あ

り
，

達
成

状
況

は
遅

れ
て

い
る

と
な

っ
た

も
の

の
、

課
題

分
析

に
お

い
て

「
施

設
長

の
事

故
の

未
把

握
」
や

「
施

設
の

認
識

不
足

に
よ

る
記

録
の

み
に

留
ま

っ
た

こ
と

」
な

ど
、

詳
細

か
つ

具
体

的
に

状
況

を
把

握
で

き
て

い
る

点
は

評
価

で
き

る
。

ま
た

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

場
に

お
い

て
、

「
施

設
へ

の
巡

回
時

に
お

い
て

、
指

摘
箇

所
，

指
摘

施
設

を
見

つ
け

る
の

が
目

的
」
と

の
声

を
聞

く
こ

と
が

で
き

、
指

導
検

査
や

巡
回

訪
問

が
形

骸
化

し
て

お
ら

ず
、

し
っ

か
り

と
機

能
し

て
い

る
こ

と
を

確
認

で
き

、
評

価
で

き
る

。
一

方
で

今
回

の
課

題
分

析
に

応
じ

た
取

組
は

こ
れ

ま
で

も
実

施
し

て
い

る
と

の
こ

と
で

、
新

し
い

取
組

も
期

待
し

た
い

。
例

え
ば

、
各

施
設

が
意

識
し

や
す

い
掲

示
物

の
配

布
な

ど
の

工
夫

が
考

え
ら

れ
る

。
・
【
中

間
成

果
2
】
に

つ
い

て
は

、
区

内
認

可
保

育
園

に
お

け
る

勤
続

年
数

5
年

以
下

の
割

合
は

高
止

ま
っ

て
い

る
。

減
少

は
し

て
い

な
い

の
で

「
成

果
」
と

も
言

え
る

が
、

必
然

と
し

て
時

間
経

過
に

よ
り

対
象

者
数

は
増

加
傾

向
を

描
く
た

め
、

積
極

的
に

評
価

を
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

P
D

C
A

に
照

ら
し

合
わ

せ
、

明
確

な
D

o
か

ら
の

A
c
ti
o
n
が

必
要

で
あ

る
と

感
じ

る
。

大
き

な
成

果
が

出
な

い
こ

と
は

、
目

標
自

体
か

取
組

方
に

検
討

の
余

地
が

あ
る

こ
と

を
示

唆
し

て
い

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

、
先

ず
は

問
題

意
識

を
強

く
持

ち
、

改
善

策
に

繋
げ

て
も

ら
い

た
い

。
新

規
に

創
設

し
た

「
離

職
防

止
に

向
け

た
講

演
等

委
託

事
業

」
の

中
で

展
開

す
る

外
部

専
門

家
の

知
見

を
有

効
活

用
し

た
新

た
な

取
組

み
に

期
待

し
た

い
。

・
【
活

動
指

標
】や

【直
接

成
果

指
標

】の
達

成
状

況
と

し
て

は
好

調
に

推
移

し
て

い
る

が
、

【最
終

成
果

指
標

】や
【中

間
成

果
指

標
】が

十
分

な
達

成
状

況
と

は
言

え
な

い
現

状
に

あ
る

。
そ

の
よ

う
な

中
で

今
後

の
予

定
と

し
て

、
保

育
現

場
の

課
題

把
握

、
既

存
事

業
の

効
果

検
証

等
を

目
的

と
し

た
調

査
を

実
施

す
る

こ
と

や
そ

う
し

た
調

査
結

果
に

基
づ

い
て

保
育

士
確

保
・定

着
策

の
効

果
を

測
定

す
る

成
果

指
標

を
検

討
す

る
こ

と
を

挙
げ

て
い

る
点

は
高

く
評

価
で

き
る

。
そ

の
際

に
は

あ
わ

せ
て

ロ
ジ

ッ
ク

モ
デ

ル
／

指
標

の
達

成
度

の
ロ

ジ
ッ

ク
ツ

リ
ー

自
体

に
つ

い
て

も
必

要
に

応
じ

て
再

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
【
中

間
成

果
2】

の
よ

う
に

成
果

の
出

に
く
い

目
標

値
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
い

る
こ

と
は

非
常

に
評

価
が

で
き

る
。

し
か

し
こ

の
指

標
は

1年
単

位
で

変
動

す
る

も
の

で
あ

る
か

は
疑

問
が

残
る

た
め

、
そ

の
目

標
値

の
設

定
な

ど
に

つ
い

て
も

再
検

討
の

余
地

は
あ

る
だ

ろ
う

。
・
「
足

立
区

教
育

・保
育

の
質

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」を
足

立
区

の
保

育
施

設
に

お
け

る
共

通
言

語
と

し
て

、
活

用
す

る
こ

と
を

目
指

し
、

現
場

の
声

を
聴

き
な

が
ら

現
場

で
取

り
入

れ
や

す
い

「
振

り
返

り
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

」に
改

訂
し

て
い

こ
う

と
す

る
姿

勢
は

評
価

で
き

る
。

「足
立

区
教

育
・保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」の

活
用

が
各

施
設

に
と

っ
て

メ
リ

ッ
ト

が
あ

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
れ

ば
、

さ
ら

な
る

活
用

に
つ

な
が

る
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

保
育

者
に

と
っ

て
利

用
し

や
す

く
、

保
育

実
践

に
役

立
つ

も
の

で
あ

る
こ

と
を

周
知

さ
れ

る
こ

と
も

期
待

す
る

。
・
【
中

間
成

果
1：

文
書

指
摘

を
受

け
た

施
設

の
割

合
】は

そ
の

達
成

状
況

に
苦

心
し

て
い

る
こ

と
が

伺
え

る
。

認
識

不
足

や
施

設
内

の
連

絡
不

足
な

ど
は

今
後

重
大

な
事

故
に

つ
な

が
る

可
能

性
も

あ
る

た
め

、
よ

り
現

場
の

状
況

に
即

し
た

課
題

分
析

に
基

づ
い

た
取

組
を

期
待

す
る

。
そ

の
際

に
は

一
定

の
強

制
力

を
伴

っ
た

改
善

指
導

を
検

討
す

る
こ

と
も

一
案

と
し

て
あ

る
と

考
え

る
。

・
保

育
士

定
着

率
向

上
に

関
し

て
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

場
に

お
い

て
離

職
理

由
と

し
て

「お
金

」以
外

に
「人

間
関

係
」「

保
護

者
の

対
応

」「
仕

事
量

の
多

さ
」な

ど
が

示
さ

れ
た

。
新

た
に

展
開

さ
れ

る
「離

職
防

止
に

向
け

た
講

演
等

委
託

事
業

」の
取

組
の

中
で

、
職

場
環

境
改

善
に

向
け

施
設

長
向

け
の

講
習

を
実

施
す

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

あ
わ

せ
て

、
保

育
者

な
ど

職
員

に
対

す
る

経
済

的
支

援
以

外
の

取
組

に
も

期
待

し
た

い
。

・
保

育
士

定
着

は
安

心
安

全
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

に
つ

な
が

る
と

考
え

ら
れ

る
が

、
保

育
士

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
な

ど
を

踏
ま

え
る

と
、

【直
接

成
果

3】
が

適
切

か
ど

う
か

は
疑

問
で

あ
る

。
対

象
の

基
準

や
内

容
な

ど
丁

寧
な

課
題

や
現

状
の

分
析

に
基

づ
い

た
取

組
が

期
待

さ
れ

る
。

例
え

ば
、

保
育

の
質

向
上

を
目

的
と

し
て

い
る

の
あ

れ
ば

勤
続

年
数

を
区

内
施

設
に

限
定

し
な

い
こ

と
も

一
案

で
あ

ろ
う

。
・
昨

年
度

の
評

価
を

受
け

、
1つ

1つ
問

題
解

決
に

あ
た

る
姿

勢
は

高
く
評

価
で

き
る

。
例

え
ば

「別
冊

 保
育

実
践

振
り

返
り

シ
ー

ト
」の

現
場

へ
の

使
用

感
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
や

、
外

部
専

門
家

の
力

を
借

り
る

取
組

な
ど

、
こ

れ
ま

で
に

な
い

取
組

に
着

手
さ

れ
る

柔
軟

さ
は

素
晴

ら
し

い
と

感
じ

る
。

ま
た

社
会

保
険

労
務

士
と

の
協

働
を

模
索

す
る

な
ど

、
問

題
に

対
し

て
の

解
決

す
る

強
い

意
志

を
感

じ
る

。
子

ど
も

や
そ

の
家

族
に

と
っ

て
安

心
安

全
な

施
設

は
、

働
く
保

育
士

に
と

っ
て

も
安

心
安

全
な

施
設

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

ぜ
ひ

提
供

者
に

と
っ

て
も

利
用

者
に

と
っ

て
も

安
心

安
全

な
サ

ー
ビ

ス
を

目
指

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

全
体

評
価

4

反
映

結
果

4
.5

達
成

度

4R
6

4
庁

内
評

価
結

果
4

3
.5

3
.5

3
.5

区
民

評
価

結
果

3
3
.5

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

3
.5

方
向

性
R

3
R

4

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
区

と
し

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

、
各

保
育

施
設

が
主

体
と

し
て

取
り

組
む

こ
と

を
切

り
分

け
て

捉
え

て
い

る
よ

う
な

印
象

も
あ

り
、

各
施

設
の

ニ
ー

ズ
な

ど
も

確
認

す
る

】
　

令
和

6
年

度
は

、
平

均
勤

続
年

数
の

長
い

私
立

保
育

園
１

園
の

職
員

と
意

見
交

換
を

実
施

、
施

設
長

を
介

さ
ず

、
直

接
、

現
場

の
声

を
聴

取
し

た
。

ま
た

、
各

施
設

の
ニ

ー
ズ

把
握

を
目

的
と

し
て

私
立

保
育

施
設

の
保

育
士

確
保

・
定

着
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
作

成
し

令
和

7
年

4
月

に
発

出
し

た
。

【
「
別

冊
　

保
育

実
践

振
り

返
り

シ
ー

ト
」
に

関
し

て
、

さ
ら

に
見

や
す

さ
や

使
い

や
す

く
な

る
よ

う
現

場
か

ら
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
得

る
こ

と
、

ま
た

、
伝

わ
り

や
す

い
イ

ラ
ス

ト
を

用
い

る
こ

と
等

で
、

さ
ら

に
現

場
で

活
用

さ
れ

や
す

い
資

料
づ

く
り

を
】

　
令

和
７

年
度

の
巡

回
訪

問
時

に
、

「
別

冊
 保

育
実

践
振

り
返

り
シ

ー
ト

」
に

関
し

て
、

現
場

で
活

用
さ

れ
や

す
い

資
料

を
作

成
す

る
た

め
聞

き
取

り
を

行
う

計
画

を
立

て
た

。

【
直

接
成

果
-
2
が

達
成

さ
れ

た
と

し
て

も
中

間
成

果
-
2
の

達
成

状
況

が
向

上
す

る
か

は
不

明
で

あ
る

た
め

指
標

の
見

直
し

の
検

討
】

　
よ

り
広

範
な

対
象

者
か

ら
保

育
士

確
保

・
定

着
策

の
効

果
を

測
定

で
き

る
指

標
の

作
成

に
向

け
て

、
保

育
職

場
の

改
善

に
実

績
を

有
す

る
外

部
専

門
家

の
知

見
を

活
用

す
る

た
め

、
新

規
に

「
離

職
防

止
に

向
け

た
講

演
等

委
託

事
業

」
を

創
設

し
、

令
和

7
年

度
当

初
予

算
に

計
上

し
た

。

・
【
活

動
-
2
】
「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
の

活
用

率
は

上
昇

し
た

が
、

研
修

等
で

の
学

び
が

施
設

全
体

で
共

有
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
等

が
課

題
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。

・
【
中

間
成

果
-
1
】
文

書
指

摘
を

受
け

た
施

設
の

割
合

は
、

増
加

し
た

。
内

容
と

し
て

は
「
区

へ
の

事
故

報
告

を
行

っ
て

い
な

い
」
が

半
数

と
な

っ
て

い
る

。
施

設
所

管
課

は
子

ど
も

の
安

全
の

た
め

に
事

故
報

告
の

基
準

を
定

め
て

い
る

が
、

施
設

長
が

報
告

の
対

象
と

な
っ

て
い

る
事

故
を

把
握

し
て

い
な

か
っ

た
こ

と
や

事
故

と
い

う
認

識
に

至
ら

ず
施

設
で

の
記

録
に

留
ま

っ
て

い
た

こ
と

が
原

因
と

な
っ

て
い

る
。

・
【
直

接
成

果
-
2
】
奨

学
金

返
済

支
援

で
離

職
防

止
に

効
果

が
あ

っ
た

と
答

え
た

保
育

士
の

割
合

は
前

年
度

比
4
ポ

イ
ン

ト
増

、
【
直

接
成

果
-
3
】
永

年
勤

続
褒

賞
者

数
の

う
ち

保
育

士
の

内
訳

は
1
6
4
人

で
前

年
度

比
3
8
人

増
で

あ
っ

た
。

【
活

動
-
3
】
の

増
に

伴
い

就
労

継
続

に
一

定
の

成
果

が
見

ら
れ

た
。

・
【
中

間
成

果
-
2
】
に

よ
れ

ば
、

認
可

保
育

園
の

勤
続

年
数

5
年

以
下

の
保

育
士

の
割

合
は

7
4
％

で
あ

り
、

前
年

度
か

ら
3
ポ

イ
ン

ト
改

善
し

た
も

の
の

依
然

7
割

を
占

め
て

い
る

こ
と

か
ら

、
保

育
士

全
体

に
効

果
が

あ
る

離
職

防
止

策
を

検
討

・
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

【
短

期
】

・
「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
に

つ
い

て
は

、
「
保

育
実

践
振

り
返

り
シ

ー
ト

」
を

活
用

し
た

振
り

返
り

を
継

続
し

て
行

い
、

教
育

・
保

育
の

実
践

に
繋

げ
て

い
く
。

ま
た

、
巡

回
訪

問
時

に
得

た
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

内
容

を
検

討
し

、
活

用
を

促
進

さ
せ

る
た

め
の

資
料

を
作

成
す

る
。

・
文

書
指

摘
に

関
し

て
は

、
施

設
所

管
課

と
と

も
に

改
め

て
事

故
報

告
の

必
要

性
を

周
知

し
、

再
発

防
止

に
努

め
て

い
く
。

・
外

部
専

門
家

に
よ

る
施

設
長

向
け

講
習

を
実

施
し

、
職

場
環

境
改

善
の

意
識

啓
発

を
行

う
。

ま
た

、
そ

の
知

見
を

活
用

し
、

保
育

現
場

の
課

題
把

握
、

既
存

事
業

の
効

果
検

証
等

を
目

的
と

し
た

調
査

を
実

施
す

る
。

更
に

広
範

な
対

象
者

か
ら

保
育

士
確

保
・
定

着
策

の
効

果
を

測
定

す
る

成
果

指
標

を
検

討
す

る
。

【
中

・
長

期
】

・
指

導
検

査
及

び
巡

回
訪

問
を

と
お

し
て

、
「
足

立
区

教
育

・
保

育
の

質
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
の

活
用

を
促

し
、

教
育

・
保

育
の

質
の

維
持

向
上

に
継

続
的

に
努

め
る

。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

S
T
E
P
2

S
T
E
P
4

S
T
E
P
3

S
T
E
P
1

評
価
中
止
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

目
標

実
績

達
成

率

遅
れ

て
い

る
8
.6

1
2
.1

8
1
%

5
8
%

-
5
8
%

4
5
%

遅
れ

て
い

る

-
1
.5

1
.5

2
.1

2
.6

3
.3

-9
.2-

達
成

率
5
0
%

1
3
%

5
0
%

【
活

動
-
4
】

次
年

度
開

設
す

る
た

め
に

整
備

し
た

学
童

保
育

室
数

室

目
標

6
8

1
4

や
や

遅
れ

て
い

る
7

遅
れ

て
い

る

達
成

率
1
0
0
%

1
1
1
%

1
1
8
%

達
成

率
1
1
0
%

7
.0

7
.0

達
成

率
1
0
0
%

9
7
%

9
6
%

達
成

率

実
績

5
,4

4
8

5
,4

6
0

5
,5

0
3

実
績

【
中

間
成

果
-
4
】

３
～

６
年

生
の

学
童

保
育

室
待

機
児

童
率

※
低

減
目

標
※

5
月

1
日

時
点

％
実

績
3

1

【
直

接
成

果
-
4
】

学
童

保
育

室
受

入
可

能
数

人

目
標

5
,4

2
6

5
,6

3
3

5
,7

4
0

実
績

9
3
.9

9
6
.8

9
5
.5

実
績

1
0
0

1
0
0

【
直

接
成

果
-
3
】

「
研

修
の

成
果

あ
り

」
と

回
答

し
た

受
講

者
％

目
標

8
5

9
5

9
5

1
0
2
%

1
0
1
%

1
3

【
活

動
-
2
】

実
地

調
査

を
実

施
し

た
学

童
保

育
室

施
設

実
績

3
7

目
標

目
標

3
7

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
3
】

１
、

２
年

生
の

学
童

保
育

室
待

機
児

童
率

※
低

減
目

標
※

5
月

1
日

時
点

％

達
成

率

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

「
事

業
改

善
計

画
書

」
を

策
定

し
、

実
地

調
査

実
施

年
度

内
に

改
善

が
図

ら
れ

た
学

童
保

育
室

の
割

合

％

1
0
0

目
標

目
標

目
標

1
0
0
%

1
0
0
%

6
2

6
3

目
標

-
1
0
9

1
1
0

達
成

1
2
7
%

1
3
0
%

1
4
5
%

【
活

動
-
3
】

職
員

研
修

の
実

施
回

数
回

目
標

8
9

1
1

達
成

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率
1
0
0
%

実
績

8
1
0

1
0
0

1
0
0

-
1
1
1
%

1
2
2
%

6
2

6
3

実
績

-
8
8
.7

1
0
0

1
1
9
%

1
0
0

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

評
価

結
果

A
～

D
の

う
ち

、
A

.、
B

評
価

の
学

童
保

育
室

の
割

合

％

7
0

6
0

6
0

8
9

7
8

8
7

達
成

率

達
成

達
成

目
標

【
最

終
成

果
】

学
童

保
育

室
待

機
児

童
率

（
全

学
年

）
※

低
減

目
標

％

0 6
.4 -

【
最

終
成

果
】

２
回

目
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

の
保

護
者

満
足

度

8
2

9
5
.5

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率
-

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率

％

8
0

実
績

1
0
9

1
0
9

1
1
0

実
績

-
1
0
9

1
1
0

％

-
8
0

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

２
回

目
の

自
己

評
価

の
結

果
が

向
上

し
た

学
童

保
育

室
の

割
合

6
年

度

【
活

動
-
1
】

自
己

評
価

を
実

施
し

た
学

童
保

育
室

施
設

目
標

1
0
9

1
0
9

1
1
0

達
成

【
直

接
成

果
-
１

】
個

々
の

評
価

結
果

か
ら

室
全

体
の

課
題

に
つ

い
て

話
し

合
っ

た
学

童
保

育
室

施
設

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

人
件

費
(b

)
2
6
2
,
7
2
2

【
事

業
の

概
要

】
１

　
個

々
の

職
員

に
よ

る
自

己
評

価
の

実
施

【
活

動
-
1
】

（
１

）
全

学
童

保
育

室
で

年
２

回
実

施
２

　
実

地
調

査
に

よ
る

客
観

的
評

価
の

実
施

【
活

動
-
2
】

（
１

）
客

観
的

・
統

一
的

な
基

準
で

評
価

や
助

言
を

行
う

。
（
２

）
区

職
員

が
直

接
訪

問
す

る
こ

と
で

、
各

学
童

保
育

室
の

現
状

が
把

握
で

き
る

。
　

　
※

　
指

定
管

理
学

童
保

育
室

は
毎

年
実

施
　

  
※

　
直

営
、

住
区

、
民

設
学

童
保

育
室

は
半

数
ず

つ
を

隔
年

で
実

施
３

　
職

員
研

修
の

実
施

【
活

動
-
3
】

（
１

）
学

童
保

育
室

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

繋
が

る
研

修
の

実
施

４
　

学
童

保
育

室
の

整
備

【
活

動
-
4
】

（
１

）
待

機
児

童
が

多
く
見

込
ま

れ
る

地
区

に
対

す
る

学
童

保
育

室
の

整
備

１
　

自
己

評
価

実
施

に
よ

る
直

接
成

果
【
活

動
-
1
】

（
１

）
個

々
の

評
価

を
擦

り
合

わ
せ

、
改

善
す

べ
き

学
童

保
育

室
の

課
題

が
明

確
に

な
る

。
（
２

）
課

題
を

共
有

し
、

全
職

員
で

改
善

に
向

け
て

取
り

組
む

。
  

 そ
の

結
果

、
課

題
が

改
善

し
、

自
己

評
価

が
向

上
す

る
。

　
【
直

接
成

果
-
1
】

２
　

実
地

調
査

実
施

の
直

接
成

果
【
活

動
-
2
】

（
１

）
実

地
調

査
の

際
に

助
言

し
た

軽
微

な
項

目
に

つ
い

て
、

実
地

調
査

実
施

年
度

内
に

改
善

  
 が

図
ら

れ
、

か
つ

次
年

度
の

巡
回

支
援

に
向

け
て

年
度

末
ま

で
に

「
事

業
改

善
計

画
書

」
  

 （
具

体
的

な
計

画
）
を

策
定

す
る

。
【
直

接
成

果
-
2
】

３
　

研
修

実
施

の
直

接
評

価
【
活

動
-
3
】

（
１

）
研

修
を

受
講

し
た

職
員

の
意

識
や

ス
キ

ル
が

向
上

す
る

。
　

【
直

接
成

果
-
3
】

４
　

学
童

保
育

室
定

員
数

【
活

動
-
4
】

（
１

）
学

童
保

育
室

に
お

け
る

定
員

数
が

増
加

す
る

。
　

【
直

接
成

果
-
4
】

１
　

運
営

上
の

課
題

が
明

確
に

な
り

、
課

題
解

決
に

向
け

た
取

り
組

み
を

職
員

間
で

検
討

し
実

践
す

る
こ

と
  
で

、
学

童
保

育
室

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

（
底

上
げ

）
が

図
ら

れ
る

。
（
１

）
全

学
童

保
育

室
【
自

己
評

価
、

職
員

研
修

】
　

　
ア

　
全

職
員

で
改

善
に

向
け

て
取

り
組

む
。

　
　

イ
　

保
護

者
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

踏
ま

え
、

よ
り

丁
寧

な
事

業
運

営
を

行
う

。
（
２

）
実

地
調

査
実

施
学

童
保

育
室

　
　

ア
　

各
学

童
保

育
室

の
課

題
を

共
有

し
、

課
題

解
決

に
向

け
て

定
期

的
に

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
く
。

　
　

イ
　

実
地

調
査

の
評

価
状

況
、

及
び

実
地

調
査

で
表

面
化

し
た

運
営

上
の

注
意

点
等

を
全

学
童

に
周

知
　

　
　

す
る

。
　

　
ウ

　
自

己
評

価
の

項
目

を
着

実
に

実
施

し
、

実
地

調
査

の
評

価
に

つ
な

げ
る

よ
う

周
知

す
る

。
　

　
　

※
　

指
定

管
理

学
童

保
育

室
の

実
地

調
査

は
２

．
３

月
に

行
う

た
め

、
成

果
指

標
は

次
年

度
に

反
映

さ
　

　
　

　
 れ

る
。

２
　

学
童

保
育

室
の

入
室

者
数

が
増

加
す

る
こ

と
で

、
待

機
児

童
率

が
減

少
す

る
。

　
　

ま
ず

重
点

的
に

取
り

組
む

べ
き

１
、

２
年

生
の

待
機

児
童

率
を

解
消

を
目

指
し

、
全

学
年

の
待

機
児

童
率

 の
解

消
に

つ
な

げ
て

い
く
。

１
　

学
童

保
育

室
の

全
体

の
課

題
  
を

共
有

し
、

課
題

解
決

に
向

け
て

  
取

り
組

む
こ

と
で

学
童

保
育

室
　

の
質

の
向

上
を

図
る

。
２

　
学

童
保

育
室

全
体

の
待

機
児

  
解

消
を

図
る

。

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

5
1
5
,
5
3
8

6
1
4
,
0
9
4

5
6
9
,
5
8
3

受
益

者
負

担
金

2
9
0
,
3
4
1

2
8
8
,
7
5
2

2
9
8
,
8
6
5

・
　

運
営

主
体

毎
の

「
質

の
向

上
」
へ

　
　

の
関

心
度

・
　

職
員

不
足

及
職

員
の

定
着

率
・
　

保
護

者
の

働
き

方
の

変
化

内
訳

事
業

費
(a

)
1
,
6
4
6
,
4
9
2

1
,
8
1
8
,
2
2
0

1
,
6
2
9
,
3
0
6

・
　

運
営

主
体

毎
の

「
質

の
向

上
」
へ

　
　

の
関

心
度

・
　

運
営

主
体

毎
の

「
質

の
向

上
」
へ

　
　

の
関

心
度

・
　

職
員

不
足

及
職

員
の

定
着

率
・
　

保
護

者
の

働
き

方
の

変
化

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

総
事

業
費

(a
+
b)

1
,
9
0
9
,
2
1
4

2
,
0
4
6
,
5
1
3

1
,
9
4
7
,
3
2
7

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

2
2
8
,
2
9
3

3
1
8
,
0
2
1

民
設

補
助

交
付

金
3
4
4
,1

2
5

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
学

童
保

育
室

運
営

事
業

主
な

内
容

指
定

管
理

委
託

料
4
4
1
,4

4
7

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

１
　

学
童

保
育

室
職

員
が

行
う

自
己

評
価

と
、

区
職

員
に

よ
る

客
観

的
か

つ
統

一
的

な
基

準
に

基
づ

く
実

地
調

査
を

行
い

、
各

学
童

保
育

室
の

課
題

を
明

確
に

し
て

、
計

画
的

に
改

善
し

て
い

く
。

２
　

学
童

保
育

室
整

備
計

画
に

基
づ

き
、

待
機

児
解

消
の

た
め

に
学

童
保

育
室

を
計

画
的

に
整

備
し

て
い

く
。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
住

区
学

童
経

費
7
5
1
,6

0
9

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

【
目

標
4
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

4
.2

で
は

す
べ

て
の

子
ど

も
の

学
童

で
の

生
涯

学
習

の
機

会
を

促
進

さ
せ

る
。

【
目

標
5
.8

】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

5
.5

お
よ

び
8
.5

で
は

、
学

童
保

育
室

で
の

安
全

・
安

心
な

居
場

所
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

男
女

の
区

別
な

く
保

護
者

が
安

心
し

て
子

ど
も

を
預

け
、

働
き

が
い

の
あ

る
仕

事
に

就
け

る
よ

う
な

環
境

を
整

備
し

て
い

く
。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

事
業

内
容

１
　

学
童

保
育

室
の

「
質

の
維

持
・
向

上
」
を

図
り

、
放

課
後

等
の

安
心

・
安

全
な

居
場

所
を

提
供

す
る

。
２

　
学

童
保

育
室

の
待

機
児

童
解

消
を

目
指

し
、

放
課

後
等

の
居

場
所

を
確

保
す

る
。

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ひ
と

再
掲

重
点

目
標

②
妊

娠
か

ら
出

産
・
子

育
て

ま
で

切
れ

目
な

く
支

え
る

重
点

項
目

多
様

な
保

育
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

と
待

機
児

童
の

解
消

記
入

所
属

事
業

名
№

9
「
学

童
保

育
室

の
質

の
維

持
・
向

上
」

協
働 ・

協
創

庁
内

協
働

：
学

校
支

援
課

放
課

後
子

ど
も

教
室

と
学

童
保

育
室

と
の

連
携

4
.
2

5
.
5

8
.
5

子
ど

も
家

庭
部

学
童

保
育

課
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

- 34 -



【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

4R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

・
全

体
と

し
て

昨
年

度
の

評
価

結
果

を
踏

ま
え

て
、

計
画

を
立

て
、

活
動

に
着

手
さ

れ
て

い
る

点
は

評
価

で
き

る
。

成
果

に
現

れ
に

く
い

部
分

が
あ

る
も

の
の

、
す

ぐ
に

改
善

に
向

け
て

動
き

出
す

姿
勢

は
非

常
に

評
価

で
き

、
担

当
所

管
の

方
々

が
現

状
の

計
画

・
実

践
か

ら
考

え
ら

れ
る

成
果

に
つ

い
て

も
十

分
に

熟
考

さ
れ

て
い

る
様

子
を

窺
い

知
る

こ
と

が
で

き
た

。
目

指
す

方
向

性
が

明
確

化
か

つ
担

当
所

管
内

で
共

有
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
印

象
的

で
あ

っ
た

。
・
以

下
に

各
取

組
に

対
し

て
詳

述
す

る
。

■
ア

ン
ケ

ー
ト

対
象

者
拡

大
お

よ
び

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
の

活
用

に
つ

い
て

は
，

昨
年

度
の

提
言

に
基

づ
い

て
す

ぐ
に

改
善

に
取

り
組

む
姿

勢
が

見
ら

れ
評

価
に

値
す

る
。

さ
ら

に
、

『
子

ど
も

意
見

箱
の

設
置

』
や

『
子

ど
も

会
議

の
実

施
』
の

拡
充

な
ど

、
児

童
の

意
見

を
聞

く
機

会
を

設
け

て
い

る
学

童
保

育
室

が
8
5
％

あ
り

、
改

善
に

向
け

た
取

り
組

み
を

積
極

的
に

周
知

し
た

結
果

だ
と

考
え

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
に

よ
り

自
己

評
価

と
他

者
評

価
を

根
拠

と
し

た
質

の
維

持
・
向

上
を

引
き

続
き

実
施

し
て

い
る

こ
と

は
高

く
評

価
で

き
る

。
■

職
員

間
で

の
研

修
内

容
共

有
の

徹
底

に
つ

い
て

は
、

多
く
の

学
童

保
育

室
で

研
修

内
容

の
情

報
共

有
が

確
認

で
き

て
い

る
と

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
こ

の
結

果
は

、
継

続
し

た
実

地
調

査
や

巡
回

訪
問

の
中

で
働

き
か

け
が

行
わ

れ
る

こ
と

で
、

情
報

共
有

す
る

と
い

う
行

動
が

各
学

童
保

育
室

に
お

い
て

定
着

化
で

き
て

い
る

た
め

だ
と

考
え

ら
れ

る
。

■
待

機
児

童
問

題
解

消
に

向
け

た
学

童
保

育
室

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
結

果
と

し
て

は
若

干
の

遅
れ

が
見

ら
れ

る
。

た
だ

し
、

問
題

解
決

に
向

け
て

は
明

確
な

ビ
ジ

ョ
ン

及
び

具
体

的
な

実
行

が
確

認
で

き
る

（
1
. 
地

域
格

差
を

考
慮

し
た

、
民

設
学

童
保

育
室

の
誘

致
／

2
. 
民

間
へ

の
自

発
的

働
き

か
け

、
情

報
収

集
お

よ
び

そ
の

情
報

に
基

づ
い

た
事

業
者

へ
の

積
極

的
働

き
か

け
／

3
. 
校

内
学

童
保

育
室

の
開

設
に

向
け

た
担

当
所

管
か

ら
各

学
校

へ
の

働
き

か
け

な
ど

）
。

実
際

の
成

果
と

し
て

は
ま

だ
限

定
的

で
あ

る
が

、
担

当
所

管
が

自
発

的
に

動
く
こ

と
で

、
各

施
策

の
問

題
点

や
改

善
点

を
明

確
に

認
識

し
て

い
る

こ
と

は
特

筆
に

値
す

る
。

足
立

区
以

外
の

地
域

で
も

民
設

学
童

保
育

室
の

需
要

は
高

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

今
後

は
足

立
区

独
自

の
取

り
組

 
み

も
期

待
さ

れ
る

。

・
学

童
保

育
室

の
「
質

の
維

持
・
向

上
」
に

関
わ

る
各

指
標

に
つ

い
て

は
「
達

成
」

さ
れ

て
お

り
評

価
で

き
る

。
待

機
児

童
解

消
に

関
わ

る
指

標
に

つ
い

て
は

「
や

や
遅

れ
て

い
る

」
も

し
く
は

「
遅

れ
て

い
る

」
と

な
っ

て
い

る
も

の
の

、
達

成
に

向
け

た
取

り
組

み
を

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

な
お

、
各

指
標

の
目

標
値

は
「
問

題
を

完
全

に
解

決
す

る
た

め
の

数
値

」
に

設
定

さ
れ

て
お

り
，

非
常

に
解

決
す

る
意

欲
と

意
志

を
感

じ
る

。
ま

た
【
最

終
成

果
】
待

機
児

童
率

(低
減

目
標

)の
目

標
値

も
、

昨
年

度
の

4
.6

％
か

ら
0
％

に
上

方
修

正
し

た
事

は
、

そ
の

表
れ

で
あ

り
評

価
で

き
る

。
残

念
な

が
ら

数
字

結
果

と
し

て
は

ま
だ

ま
だ

道
半

ば
で

あ
る

と
言

わ
ざ

る
得

な
い

が
、

そ
の

道
筋

は
明

確
に

示
さ

れ
て

お
り

、
今

後
に

期
待

が
持

て
る

。
―

【
活

動
1
～

3
】
、

【
直

接
成

果
1
～

3
】
、

【
中

間
成

果
 1

～
2
】
の

学
童

保
育

室
の

「
質

の
維

持
・
向

上
」
に

関
わ

る
指

標
の

達
成

状
況

は
良

好
で

あ
り

、
【
最

終
成

果
：
保

護
者

満
足

度
】
に

も
反

映
さ

れ
て

お
り

、
高

く
評

価
で

き
る

。
特

に
【
活

動
2
】
実

地
調

査
に

関
し

て
は

『
区

独
自

の
施

策
』
と

の
事

で
、

実
施

に
関

し
て

も
予

定
し

た
全

て
の

施
設

を
3
年

連
続

1
0
0
％

で
達

成
し

て
い

る
。

そ
の

結
果

か
ら

も
、

現
場

を
し

っ
か

り
と

把
握

し
よ

う
と

す
る

気
持

ち
や

、
質

の
維

持
・
向

上
を

推
進

し
よ

う
と

い
う

強
い

意
志

を
感

じ
る

。
ま

た
そ

れ
は

【
直

接
成

果
】
や

【
中

間
成

果
】
に

限
ら

ず
、

【
最

終
成

果
】
に

も
数

字
の

結
果

と
し

て
し

っ
か

り
と

表
れ

て
い

る
。

さ
ら

に
【
直

接
成

果
2
】
の

よ
う

に
現

状
に

あ
わ

せ
て

指
標

を
変

更
し

て
い

る
点

も
評

価
で

き
る

。
一

方
で

、
課

題
分

析
に

お
い

て
「
運

営
主

体
に

よ
り

学
童

保
育

室
事

業
運

営
に

対
す

る
意

識
の

差
が

あ
る

こ
と

」
を

挙
げ

て
い

る
も

の
の

、
評

価
調

書
お

よ
び

ヒ
ア

リ
ン

グ
か

ら
は

そ
の

現
状

を
伺

い
知

る
こ

と
が

難
し

い
状

況
で

あ
っ

た
。

今
後

は
課

題
分

析
に

お
け

る
情

報
源

に
つ

い
て

も
評

価
に

際
し

て
共

有
す

る
こ

と
を

目
指

し
た

い
。

―
【
活

動
4
】
は

目
標

に
対

し
「
遅

れ
て

い
る

」
現

状
に

あ
る

。
【
活

動
4
】
の

実
績

が
【
直

接
成

果
4
】
、

【
中

間
成

果
3
,4

】
お

よ
び

【
最

終
成

果
】
に

直
結

し
て

お
り

、
達

成
状

況
と

し
て

は
芳

し
く
な

い
も

の
の

、
指

標
や

指
標

間
の

関
連

に
つ

い
て

論
理

的
に

設
定

さ
れ

て
い

る
点

は
評

価
で

き
る

。
【
活

動
4
】
が

達
成

さ
れ

る
こ

と
で

、
【
直

接
成

果
4
】
、

【
中

間
成

果
3
,4

】
お

よ
び

【
最

終
成

果
】
が

達
成

さ
れ

る
こ

と
を

鑑
み

る
と

、
【
活

動
4
】
は

非
常

に
重

要
な

取
り

組
み

で
あ

る
。

達
成

状
況

が
「
遅

れ
て

い
る

」
原

因
と

原
因

分
析

に
基

づ
い

た
対

策
は

明
確

に
示

さ
れ

て
お

り
、

今
後

こ
れ

ら
が

結
果

と
し

て
現

れ
る

こ
と

を
期

待
し

た
い

。
な

お
指

標
か

ら
は

読
み

取
る

こ
と

は
難

し
い

が
、

区
全

体
の

待
機

児
童

数
は

R
6
の

3
8
8
名

か
ら

R
7

現
在

は
1
7
9
名

と
5
4
％

減
少

し
て

お
り

、
待

機
児

童
率

の
地

域
格

差
な

ど
も

あ
り

一
概

に
は

ど
の

取
り

組
み

が
功

を
奏

し
た

と
は

言
え

な
い

が
、

全
体

を
通

し
て

前
進

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。

・
①

所
管

を
住

区
推

進
課

か
ら

子
ど

も
家

庭
部

へ
移

管
し

、
こ

れ
ま

で
課

題
と

な
っ

て
い

た
“
学

童
保

育
”
、

“
放

課
後

子
ど

も
教

室
”
、

“
児

童
館

”
、

“
学

校
”
の

４
者

連
携

が
強

化
さ

れ
、

足
立

区
の

掲
げ

る
「
協

創
」
が

具
現

化
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
意

味
で

も
こ

の
事

業
の

成
功

は
意

義
が

大
き

い
と

感
じ

る
。

ヒ
ア

リ
ン

グ
に

お
い

て
、

区
内

学
校

へ
の

訪
問

が
ス

ム
ー

ズ
と

な
り

、
意

見
交

換
が

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
語

ら
れ

、
連

携
強

化
が

実
現

し
て

い
る

点
は

評
価

で
き

る
。

さ
ら

に
、

意
見

交
換

に
お

い
て

は
、

一
方

通
行

で
は

な
く
、

学
校

側
が

抱
え

る
問

題
も

的
確

に
持

ち
帰

っ
て

お
り

、
ま

さ
に

協
創

的
に

事
業

を
推

進
す

る
姿

勢
や

方
向

性
に

矛
盾

は
な

い
と

感
じ

る
。

今
後

も
引

き
続

き
計

画
実

現
に

向
け

、
関

係
者

間
で

調
整

し
あ

う
こ

と
を

期
待

す
る

。
そ

の
際

に
担

当
所

管
の

役
割

は
非

常
に

大
き

い
と

考
え

る
。

・
待

機
児

童
解

消
に

つ
い

て
は

、
難

航
し

て
い

る
様

子
が

う
か

が
え

る
。

課
題

分
析

に
応

じ
て

、
賃

料
補

助
や

人
件

費
補

助
、

需
要

が
高

い
地

域
で

の
校

内
学

童
保

育
室

の
開

設
な

ど
必

要
な

方
向

性
を

見
い

だ
し

て
い

る
こ

と
は

大
い

に
評

価
で

き
る

。
実

際
に

整
備

ま
で

に
は

時
間

を
要

す
る

取
り

組
み

で
あ

る
た

め
、

課
題

分
析

に
お

い
て

効
果

的
な

取
り

組
み

を
見

極
め

な
が

ら
、

着
実

に
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。
校

内
学

童
保

育
室

に
つ

い
て

は
場

所
の

タ
イ

ム
シ

ェ
ア

の
よ

う
な

新
た

な
試

み
や

、
他

所
管

と
の

連
携

に
よ

る
子

ど
も

の
居

場
所

づ
く
り

を
目

指
し

、
放

課
後

子
ど

も
教

室
と

の
一

体
的

運
用

に
向

け
た

具
体

的
な

計
画

な
ど

、
今

後
に

向
け

て
詳

細
な

計
画

お
よ

び
準

備
を

進
め

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

・
な

お
、

学
童

保
育

室
が

増
え

れ
ば

職
員

の
確

保
と

い
う

別
の

問
題

が
生

じ
て

く
る

。
利

用
者

の
な

か
に

は
特

別
な

対
応

が
必

要
な

児
童

も
い

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

そ
こ

で
、

人
材

の
確

保
と

定
着

に
向

け
て

、
現

在
の

人
件

費
以

外
の

取
り

組
み

の
検

討
も

必
要

で
あ

る
。

特
に

現
在

は
「
金

銭
面

」
か

ら
の

サ
ポ

ー
ト

に
注

力
し

て
い

る
が

、
今

後
は

方
向

性
を

変
え

、
子

ど
も

を
預

け
て

い
る

保
護

者
を

パ
ー

ト
職

員
と

し
て

採
用

す
る

等
な

ど
し

て
、

働
き

手
を

探
し

て
い

る
区

と
働

き
場

所
を

探
し

て
い

る
区

民
の

課
題

を
同

時
に

解
決

す
る

こ
と

な
ど

も
ア

イ
デ

ィ
ア

の
1
つ

と
な

る
か

も
し

れ
な

い
。

こ
れ

ま
で

も
柔

軟
に

問
題

に
対

処
し

て
き

た
印

象
を

受
け

る
当

事
業

で
あ

る
た

め
、

引
き

続
き

課
題

分
析

に
応

じ
た

様
々

な
取

り
組

み
に

期
待

し
た

い
。

・
質

の
維

持
・
向

上
に

つ
い

て
は

、
自

己
評

価
や

他
者

評
価

と
し

て
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

今
後

も
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

の
活

用
方

法
の

工
夫

な
ど

、
よ

り
よ

い
運

用
と

な
る

こ
と

を
期

待
し

た
い

。
ま

た
運

営
主

体
に

よ
り

、
事

業
運

営
に

対
す

る
意

識
差

が
あ

る
と

の
こ

と
で

あ
る

た
め

、
意

識
差

を
明

確
化

し
、

必
要

に
応

じ
て

対
策

を
講

じ
て

い
た

だ
き

た
い

。
・
目

標
が

「
待

機
児

童
解

消
」
と

「
質

の
維

持
・
向

上
」
で

あ
り

、
両

立
が

難
し

い
2
本

柱
で

あ
る

た
め

、
今

後
も

、
個

々
の

目
標

値
達

成
率

と
と

も
に

、
そ

の
バ

ラ
ン

ス
維

持
に

注
力

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

全
体

評
価

4

反
映

結
果

4

達
成

度

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

4R
6

4
.5

庁
内

評
価

結
果

4
3
.5

3
.5

3
.5

区
民

評
価

結
果

3
.5

3
.5

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
学

童
保

育
室

の
質

の
維

持
・
向

上
と

整
備

（
待

機
児

対
策

）
の

２
本

を
軸

に
し

た
事

業
で

あ
り

、
質

の
維

持
・
向

上
に

関
し

て
は

【
活

動
1
～

3
】
【
直

接
成

果
1
～

3
】
に

つ
い

て
い

ず
れ

も
目

標
を

達
成

し
た

点
を

評
価

す
る

。
ま

た
、

整
備

（
待

機
児

対
策

）
に

関
し

て
も

令
和

6
年

度
に

民
設

学
童

保
育

室
誘

致
や

校
内

学
童

保
育

室
整

備
な

ど
に

よ
り

、
令

和
7
年

度
の

待
機

児
童

数
が

大
幅

に
減

少
す

る
見

込
み

で
あ

り
、

今
後

も
待

機
児

童
解

消
に

向
け

た
取

組
み

を
強

化
し

て
も

ら
い

た
い

。
【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
質

の
維

持
・
向

上
に

関
し

て
は

、
今

後
も

保
護

者
ア

ン
ケ

ー
ト

及
び

従
事

者
に

よ
る

自
己

評
価

、
区

に
よ

る
実

地
調

査
等

に
よ

り
、

課
題

の
洗

い
出

し
と

そ
れ

に
対

す
る

取
組

み
を

展
開

し
、

さ
ら

な
る

質
の

向
上

に
努

め
て

も
ら

い
た

い
。

学
童

保
育

室
の

誘
致

に
関

し
て

は
、

将
来

的
に

児
童

数
の

減
少

が
見

込
ま

れ
る

中
で

、
地

域
ご

と
の

需
要

や
数

年
先

を
見

据
え

て
計

画
性

を
も

っ
て

取
り

組
ん

で
も

ら
い

た
い

。
ま

た
、

放
課

後
子

ど
も

教
室

や
児

童
館

と
の

一
体

的
運

用
に

よ
る

子
ど

も
の

放
課

後
の

居
場

所
の

充
実

に
期

待
し

た
い

。

3
.5

　
学

童
保

育
課

が
教

育
委

員
会

部
局

に
移

っ
た

こ
と

で
、

教
育

委
員

会
組

織
と

し
て

学
童

保
育

課
題

解
決

に
向

け
た

横
の

連
携

が
可

能
と

な
っ

た
。

　
今

後
も

、
各

地
域

に
お

け
る

学
童

保
育

の
実

情
（
小

学
校

内
に

学
童

保
育

室
が

な
い

、
学

区
域

内
に

学
童

保
育

室
が

不
足

し
て

い
る

等
）
を

踏
ま

え
、

引
き

続
き

教
育

委
員

会
内

で
情

報
共

有
を

定
期

的
に

行
い

、
関

係
所

管
と

の
連

携
を

密
に

取
り

な
が

ら
、

校
内

学
童

保
育

室
の

拡
大

や
学

童
需

要
が

不
足

し
て

い
る

地
域

へ
の

学
童

整
備

な
ど

、
待

機
児

解
消

に
向

け
た

、
よ

り
効

果
的

な
施

策
の

実
現

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
い

く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

■
自

己
評

価
と

実
地

調
査

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
中

に
「
子

ど
も

や
保

護
者

の
意

見
・
要

望
を

聞
く
機

会
を

設
け

る
」
と

い
う

内
容

を
追

加
し

、
よ

り
多

く
の

利
用

者
の

声
を

学
童

運
営

に
反

映
さ

せ
る

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
る

。
現

時
点

で
は

８
５

％
の

学
童

保
育

室
が

、
子

ど
も

の
意

見
箱

を
用

意
し

た
り

子
ど

も
会

議
を

開
催

し
た

り
と

工
夫

し
た

取
り

組
み

を
実

施
し

、
子

ど
も

の
意

見
を

運
営

に
反

映
さ

せ
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

全
学

童
保

育
室

で
の

実
施

と
な

る
よ

う
支

援
し

て
い

く
。

【
実

施
済

】

■
実

地
調

査
や

巡
回

訪
問

で
、

研
修

内
容

が
他

職
員

に
共

有
さ

れ
て

い
る

か
確

認
を

行
っ

て
い

る
。

令
和

７
年

５
月

時
点

で
は

、
ほ

と
ん

ど
の

学
童

保
育

室
が

情
報

の
共

有
を

図
っ

て
い

る
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

の
で

、
引

き
続

き
学

童
運

営
に

い
か

す
よ

う
支

援
し

て
い

く
。

【
実

施
済

】

■
待

機
児

童
が

多
く
見

込
ま

れ
る

地
区

に
対

す
る

学
童

保
育

室
の

整
備

【
実

施
済

】
(１

)校
内

学
童

保
育

室
の

整
備

　
  

需
要

が
見

込
ま

れ
る

地
区

内
で

校
内

学
童

保
育

室
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

５
校

に
直

接
働

き
か

け
、

  
う

ち
２

校
で

余
裕

教
室

等
を

活
用

し
、

令
和

８
年

４
月

１
日

開
設

に
向

け
て

準
備

を
進

め
て

い
く
予

定
。

（
２

）
民

設
学

童
保

育
室

の
誘

致
　

　
 関

係
団

体
に

直
接

交
渉

し
物

件
情

報
の

集
積

を
図

る
ほ

か
、

従
来

の
方

法
と

と
も

に
区

で
提

示
し

た
　

物
件

を
含

め
公

募
す

る
な

ど
、

事
業

者
が

参
入

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
。

令
和

８
年

４
月

１
日

開
設

　
に

向
け

て
区

内
６

地
域

で
公

募
を

行
う

予
定

。

■
運

営
主

体
に

よ
り

学
童

保
育

室
事

業
運

営
に

対
す

る
意

識
の

差
が

あ
る

。
【
対

応
策

】
（
１

）
自

己
評

価
を

前
期

・
後

期
２

回
実

施
の

徹
底

を
周

知
す

る
。

（
２

）
実

地
調

査
と

並
行

し
て

巡
回

訪
問

を
行

い
、

自
己

評
価

の
確

認
を

行
っ

て
い

く
。

（
３

）
実

地
調

査
の

翌
年

に
、

事
業

改
善

計
画

書
の

確
認

と
と

も
に

、
課

題
解

決
に

向
け

丁
寧

に
支

援
　

　
し

て
い

く
。

（
４

）
住

区
セ

ン
タ

ー
学

童
保

育
室

に
は

、
放

課
後

児
童

支
援

員
の

役
割

を
分

か
り

や
す

く
説

明
を

し
、

　
　

意
識

改
革

を
図

っ
て

い
く
。

■
民

設
学

童
保

育
室

の
応

募
事

業
者

が
不

足
し

て
い

る
。

　
 学

童
保

育
室

と
し

て
使

用
で

き
る

物
件

が
不

足
し

て
い

る
こ

と
及

び
区

の
補

助
を

踏
ま

え
る

と
事

業
者

と
し

て
の

採
算

が
合

わ
な

い
こ

と
が

応
募

で
き

な
い

理
由

と
し

て
挙

げ
ら

れ
た

。
【
対

応
策

】
（
１

）
民

設
学

童
保

育
室

の
公

募
の

際
に

、
区

で
物

件
を

確
保

し
た

う
え

で
募

集
す

る
な

ど
、

民
間

事
業

　
 者

が
参

入
し

や
す

い
環

境
を

整
備

す
る

。
（
２

）
区

補
助

の
見

直
し

を
行

い
、

事
業

者
が

安
定

し
て

継
続

的
に

運
営

で
き

る
よ

う
支

援
し

て
い

く
。

【
短

期
】

■
保

護
者

ア
ン

ケ
ー

ト
を

５
月

下
旬

、
２

月
上

旬
に

実
施

す
る

。
自

己
評

価
で

明
確

に
な

っ
た

課
題

の
改

善
と

と
も

に
、

保
護

者
ア

ン
ケ

ー
ト

で
得

た
要

望
を

事
業

運
営

に
反

映
さ

せ
、

ア
ン

ケ
ー

ト
の

保
護

者
満

足
度

を
高

め
る

。
■

学
童

保
育

室
の

需
要

が
多

く
見

込
ま

れ
る

地
域

に
学

童
保

育
室

の
整

備
を

行
う

。
（
１

）
待

機
児

童
が

多
く
見

込
ま

れ
る

地
域

に
対

し
て

は
、

校
内

学
童

保
育

室
を

最
優

先
に

小
学

校
に

働
き

　
　

か
け

を
行

う
。

（
２

）
民

設
学

童
保

育
室

の
誘

致
に

あ
た

っ
て

は
、

信
用

金
庫

や
不

動
産

業
者

に
直

接
働

き
か

け
、

区
で

　
　

物
件

情
報

を
集

積
し

た
う

え
で

、
事

業
者

に
積

極
的

に
周

知
を

行
っ

て
い

く
。

【
中

・
長

期
】

■
令

和
８

年
度

以
降

の
３

回
目

の
実

地
調

査
に

向
け

て
評

価
項

目
を

見
直

し
、

質
の

向
上

を
図

っ
て

い
く
。

■
学

童
保

育
室

以
外

の
居

場
所

と
し

て
、

放
課

後
子

ど
も

教
室

と
の

一
体

的
運

用
や

児
童

館
特

例
利

用
の

活
用

促
進

な
ど

、
放

課
後

の
居

場
所

を
自

由
に

選
択

で
き

る
よ

う
総

合
的

に
居

場
所

の
確

保
を

推
進

し
て

い
く
。

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

評
価
中
止
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ひ
と

再
掲

重
点

目
標

②
妊

娠
か

ら
出

産
・
子

育
て

ま
で

切
れ

目
な

く
支

え
る

重
点

項
目

子
育

て
不

安
の

解
消

記
入

所
属

事
業

名
№

1
0
「
あ

だ
ち

ス
マ

イ
ル

マ
マ

＆
エ

ン
ジ

ェ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
A

S
M

A
P

）
の

推
進

事
業

（
妊

産
婦

支
援

事
業

、
こ

ん
に

ち
は

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

事
業

、
3
～

4
か

月
児

健
診

事
業

）
」

協
働 ・

協
創

虐
待

等
関

連
所

管

1
.
3

2
.
2

3
.
1
 
 
3
.
2

衛
生

部
保

健
予

防
課

保
健

予
防

係
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
に

お
け

る
支

援
の

充
実

に
よ

り
、

楽
し

ん
で

子
育

て
が

で
き

、
虐

待
を

未
然

に
防

げ
る

よ
う

サ
ポ

ー
ト

す
る

。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
妊

産
婦

・
乳

幼
児

相
談

事
業

8
8
9
,1

6
9

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

【
目

標
1
】
妊

娠
届

出
時

ア
ン

ケ
ー

ト
や

ス
マ

イ
ル

マ
マ

面
接

を
活

用
し

、
き

め
細

や
か

な
支

援
を

行
い

、
妊

婦
の

栄
養

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

い
る

。
【
目

標
2
】
目

標
1
に

加
え

、
要

支
援

妊
婦

に
対

す
る

フ
ォ

ロ
ー

に
よ

り
、

貧
困

層
・
脆

弱
者

の
保

護
及

び
妊

産
婦

の
死

亡
率

の
削

減
に

貢
献

し
て

い
る

。
【
目

標
3
】
産

後
支

援
や

乳
幼

児
健

康
診

査
を

通
し

、
保

護
者

の
精

神
的

・
経

済
的

負
担

軽
減

を
図

る
と

と
も

に
、

乳
幼

児
の

疾
病

の
予

防
や

早
期

発
見

、
新

生
児

・
5
歳

未
満

の
予

防
可

能
な

死
亡

の
根

絶
に

寄
与

し
て

い
る

。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

乳
幼

児
期

の
子

育
て

を
「
楽

し
い

」
と

感
じ

る
保

護
者

の
増

加
、

虐
待

の
未

然
防

止

乳
児

・
１

歳
６

か
月

児
・
３

歳
児

健
康

診
査

事
業

9
8
,5

9
6

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
母

子
健

康
手

帳
・
フ

ァ
ミ

リ
ー

学
級

事
業

、
妊

産
婦

・
乳

幼
児

相
談

事
業

、
妊

婦
健

康
診

査
事

業
、

乳
児

・
1
歳

6
か

月
・
3
歳

児
健

康
診

査
事

業

主
な

内
容

妊
婦

健
康

診
査

事
業

3
9
7
,2

9
5

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b)

1
,
2
1
1
,
5
6
9

1
,
7
1
9
,
9
6
4

2
,
0
8
4
,
3
8
7

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

5
0
8
,
0
2
0

5
5
3
,
3
0
3

内
訳

事
業

費
(a

)
7
0
2
,
2
3
2

1
,
2
1
1
,
9
4
4

1
,
5
3
1
,
0
8
4

１
　

長
引

く
感

染
症

等
拡

大
の

影
響

　
　

（
社

会
不

安
の

増
大

、
接

触
敬

遠
等

）
２

　
生

活
環

境
　

　
（
家

族
の

支
援

、
物

価
上

昇
等

に
よ

　
　

る
経

済
状

況
等

）

生
活

・
育

児
・
労

働
環

境
（
経

済
状

況
、

食
生

活
、

生
活

リ
ズ

ム
、

家
族

の
支

援
、

リ
モ

ー
ト

ワ
ー

ク
、

働
き

方
改

革
等

）

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

1
8
8
,
9
5
3

9
0
8
,
6
5
4

9
5
6
,
6
0
5

受
益

者
負

担
金

1
6
6

1
8
7

2
4
2

生
活

・
育

児
・
労

働
環

境
（
経

済
状

況
、

食
生

活
、

生
活

リ
ズ

ム
、

家
族

の
支

援
、

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

の
実

現
､女

性
の

社
会

進
出

等
)

人
件

費
(b

)
5
0
9
,
3
3
7

【
事

業
の

概
要

】
１

　
全

妊
婦

の
支

援
レ

ベ
ル

区
分

に
応

じ
た

相
談

及
び

指
導

  
  

（
妊

娠
届

出
時

ア
ン

ケ
ー

ト
・
ス

マ
イ

ル
マ

マ
面

接
）

　
　

（
妊

産
婦

・
乳

幼
児

相
談

事
業

）
【
活

動
-
1
】

２
　

特
に

指
導

・
支

援
を

要
す

る
妊

産
婦

へ
の

寄
り

添
い

支
援

（
複

数
回

訪
問

・
同

行
　

　
受

診
等

）
（
妊

産
婦

・
乳

幼
児

相
談

事
業

）
【
活

動
-
1
】

３
　

講
座

・
育

児
相

談
（
フ

ァ
ミ

リ
ー

学
級

・
育

児
栄

養
相

談
等

）
（
母

子
健

康
手

帳
・

　
　

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
事

業
）
【
活

動
-
3
】

４
　

産
後

ケ
ア

（
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
型

・
宿

泊
型

）
（
妊

産
婦

・
乳

幼
児

相
談

事
業

）
【
活

動
-

4
】

５
　

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
（
妊

産
婦

・
乳

幼
児

相
談

事
業

）
【
活

動
-
2
】

１
　

妊
娠

期
の

不
安

が
軽

減
す

る
【
活

動
-
1
、

活
動

-
3
】

２
　

乳
児

期
の

子
育

て
へ

の
不

安
・
負

担
が

軽
減

し
、

子
ど

も
の

虐
　

　
待

を
未

然
に

防
止

す
る

【
活

動
-
1
、

活
動

-
2
、

活
動

-
3
、

活
動

-
　

　
4
】

３
　

父
親

と
母

親
が

一
緒

に
子

育
て

を
す

る
と

い
う

意
識

が
高

ま
る

　
　

【
活

動
-
3
】

４
　

産
後

の
身

体
的

・
心

理
的

負
担

が
軽

減
す

る
【
活

動
-
2
、

活
動

-
4
】

乳
幼

児
期

の
子

育
て

へ
の

不
安

・
負

担
が

軽
減

し
、

子
ど

も
と

の
生

活
を

楽
し

む
時

間
が

増
え

る
（
悩

み
を

相
談

し
た

り
、

必
要

と
す

る
支

援
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

か
ら

）

乳
幼

児
期

の
子

育
て

を
「
楽

し
い

」
と

感
じ

る
保

護
者

の
増

加
、

虐
待

の
未

然
防

止

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
１

】
３

～
４

か
月

児
健

診
時

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄで

「
子

育
て

を
負

担
に

感
じ

た
り

ｲ
ﾗ
ｲ
ﾗ

し
た

り
す

る
」
と

答
え

た
割

合
［
低

減
目

標
］
】

6
年

度
【
活

動
-
1
】

妊
娠

届
出

時
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ・

ｽ
ﾏ
ｲ
ﾙ

ﾏ
ﾏ
面

接
で

「
特

に
指

導
・
支

援
が

必
要

」
と

判
断

さ
れ

た
妊

婦
に

対
し

、
保

健
師

が
訪

問
し

た
実

人
数

人

目
標

2
5
7

2
5
8

2
6
0

達
成

【
直

接
成

果
-
１

】
早

期
（
３

７
週

未
満

）
に

産
ま

れ
た

子
供

の
割

合
［
低

減
目

標
］

％

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

9
7

達
成

率
1
1
1
%

1
3
1
%

1
6
0
%

達
成

率
1
0
2
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率

％

9
5
.1

実
績

2
8
4

3
3
9

4
1
5

実
績

5
.5

5
.4

5
.4

％

5
.0

4
.0

1
0
2
%

9
4
.9

実
績

や
や

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

ﾌ
ｧ
ｰ

ｽ
ﾄﾊ

ﾞｰ
ｽ

ﾃ
ﾞｰ

ｻ
ﾎ

ﾟｰ
ﾄの

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄ

で
「
感

情
的

に
叩

い
た

り
怒

鳴
っ

た
り

し
た

こ
と

が
あ

る
」
と

い
う

設
問

に
「
あ

て
は

ま
る

」
「
や

や
あ

て
は

ま
る

」
「
あ

ま
り

あ
て

は
ま

ら
な

い
」
と

答
え

た
割

合
［
低

減
目

標
］

％

3
0

2
6
.5

2
6
.5

2
6
.8

2
5
.6

2
3
.2

達
成

率

達
成

達
成

目
標

【
最

終
成

果
】

３
歳

児
健

診
時

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
子

育
て

を
楽

し
い

と
感

じ
る

」
と

答
え

た
割

合

4
.5

9
7

9
7

1
1
1
%

9
1
%

1
2
9
%

3
,8

3
1

3
,6

7
2

実
績

4
.5

4
.4

3
.5

目
標

5
.4

5
.4

5
.4

達
成

1
1
2
%

1
0
4
%

1
1
4
%

【
活

動
-
3
】

日
曜

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
の

開
催

数
回

目
標

9
1
1

1
1

達
成

達
成

率
1
0
8
%

1
1
2
%

1
1
2
%

達
成

率
1
0
0
%

実
績

9
1
1

1
1

【
活

動
-
2
】

こ
ん

に
ち

は
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
の

実
施

件
数

件
実

績
4
,0

2
0

目
標

目
標

3
,7

2
8

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
3
】
ﾌ
ｧ
ﾐﾘ

ｰ
学

級
時

ｱ
ﾝ

ｹ
ｰ

ﾄで
「
夫

婦
で

協
力

し
て

子
育

て
に

取
り

組
む

ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞが

湧
い

た
」
と

い
う

設
問

に
「
強

く
そ

う
思

う
」
「
や

や
そ

う
思

う
」
と

答
え

た
割

合

％

達
成

率

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

３
～

４
か

月
児

健
診

時
ｱ

ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄで

「
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
を

受
け

て
安

心
し

た
」
と

い
う

設
問

に
「
あ

て
は

ま
る

」
「
や

や
あ

て
は

ま
る

」
と

答
え

た
割

合

％

9
6

目
標

目
標

目
標

9
9
%

9
8
%

4
,3

0
7

4
,1

0
8

実
績

9
6

9
6

【
直

接
成

果
-
3
】

日
曜

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
の

参
加

者
数

人

目
標

4
8
6

5
6
1

5
9
8

1
0
5
%

1
0
7
%

【
直

接
成

果
-
4
】

宿
泊

型
産

後
ケ

ア
の

総
利

用
日

数
日

目
標

1
,4

8
8

1
,5

5
5

1
6
1
6

実
績

4
4
8

5
9
1

6
3
9

達
成

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率
9
2
%

9
5

9
5

達
成

率
8
0
%

9
3
%

1
3
9
%

達
成

率

実
績

1
,1

9
3

1
,4

3
9

2
2
4
4

実
績

【
中

間
成

果
-
4
】

宿
泊

型
産

後
ｹ

ｱ
の

ｱ
ﾝ
ｹ

ｰ
ﾄで

「
産

後
ｹ

ｱ
を

利
用

し
た

こ
と

で
不

調
や

不
安

は
改

善
さ

れ
た

か
」
と

い
う

設
問

に
「
改

善
さ

れ
た

」
「
概

ね
改

善
さ

れ
た

」
と

答
え

た
割

合

％
実

績
1
,5

2
6

1
,9

9
5

1
,7

5
0

2
,4

8
0

2
8
3
0

順
調

3
1
3
6

達
成

率
8
7
%

8
0
%

1
1
1
%

【
活

動
-
4
】

宿
泊

型
産

後
ケ

ア
の

総
利

用
可

能
日

数
日

目
標

や
や

順
調

8
9

8
6

9
4
%

9
1
%

1
0
5
%

1
0
0
%

1
0
0
%

順
調

9
5

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

9
9
.6

9
4
%

8
9

9
5

外
的

な
要

因
大

行
政

の
コ
ン

ト
ロ

ー
ル

要
素

大
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【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

　
母

子
保

健
事

業
は

、
国

の
「
出

産
・
子

育
て

応
援

給
付

金
」
、

東
京

都
の

「
東

京
都

出
産

・
子

育
て

応
援

事
業

補
助

金
」
を

活
用

し
、

妊
産

婦
へ

の
支

援
強

化
を

進
め

た
め

、
指

標
を

概
ね

達
成

で
き

た
。

１
　

日
曜

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
【
実

施
済

】
　

　
予

定
開

催
数

を
全

て
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
一

定
数

発
生

す
る

欠
席

者
の

対
応

と
し

て
、

　
令

和
６

年
度

か
ら

定
員

数
を

増
や

す
こ

と
で

対
応

し
た

。

２
　

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
ま

で
の

支
援

【
実

施
済

】
　

　
「
あ

だ
ち

出
産

・
子

育
て

応
援

事
業

」
と

し
て

、
寄

り
添

い
支

援
と

経
済

的
支

援
を

組
み

合
わ

せ
、

妊
　

娠
期

か
ら

子
育

て
期

ま
で

の
手

厚
い

伴
走

型
相

談
支

援
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

が
ア

ン
ケ

ー
ト

指
標

　
（
指

標
③

－
２

、
④

－
１

、
④

－
２

）
の

成
果

に
繋

が
っ

て
い

る
と

推
測

さ
れ

る
。

（
１

）
「
ス

マ
イ

ル
マ

マ
面

接
」
に

よ
る

全
妊

婦
の

状
況

把
握

や
「
産

後
育

児
ス

ト
レ

ス
相

談
」
の

実
施

に
加

　
え

、
「
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
型

産
後

ケ
ア

（
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

実
施

）
」
で

は
、

利
用

日
現

在
１

歳
ま

で
の

子
を

持
つ

　
産

婦
の

支
援

を
行

っ
た

。
（
２

）
「
医

療
機

関
等

産
後

ケ
ア

」
利

用
対

象
者

は
産

後
に

家
族

か
ら

サ
ポ

ー
ト

を
受

け
づ

ら
い

・
育

児
不

　
安

を
抱

え
て

い
る

産
婦

か
ら

、
支

援
を

必
要

と
す

る
全

て
の

産
婦

が
利

用
で

き
る

よ
う

に
国

が
基

準
を

　
緩

和
し

た
た

め
、

オ
ン

ラ
イ

ン
申

請
を

令
和

６
年

１
月

か
ら

開
始

し
、

産
後

ケ
ア

が
利

用
し

や
す

い
よ

う
　

に
改

善
に

努
め

た
こ

と
や

利
用

可
能

な
施

設
数

も
増

や
し

た
こ

と
で

、
申

請
数

が
増

加
し

た
が

、
問

題
　

な
く
全

て
の

産
婦

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

１
　

日
曜

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
　

　
令

和
６

年
度

は
参

加
定

員
を

増
や

し
た

（
3
0
名

→
3
2
名

）
が

、
定

員
を

大
幅

に
上

回
る

申
し

込
み

　
が

あ
っ

た
。

令
和

７
年

度
は

、
実

施
回

数
を

増
加

（
1
1
回

→
1
3
回

）
す

る
こ

と
で

対
応

す
る

。
　

　
ま

た
、

事
情

に
よ

り
参

加
で

き
な

い
方

に
は

「
東

京
都

助
産

師
会

」
等

の
動

画
配

信
を

積
極

的
に

案
　

内
す

る
こ

と
に

よ
り

、
様

々
な

方
に

十
分

な
育

児
知

識
を

得
る

機
会

を
提

供
で

き
る

よ
う

図
っ

て
い

く
。

　
　

妊
婦

や
パ

ー
ト

ナ
ー

を
含

む
そ

の
家

族
に

と
っ

て
、

育
児

手
技

や
知

識
を

直
に

学
ぶ

機
会

を
逃

さ
　

な
い

仕
組

み
作

り
が

必
要

で
あ

り
、

区
民

の
関

心
も

高
い

と
推

測
さ

れ
る

。

２
　

医
療

機
関

等
産

後
ケ

ア
（
宿

泊
型

）
（
日

帰
り

型
）

　
　

医
療

機
関

等
産

後
ケ

ア
（
宿

泊
型

）
（
日

帰
り

型
）
を

利
用

し
た

妊
婦

に
つ

い
て

、
「
身

体
が

楽
に

　
な

っ
た

」
等

の
意

見
が

あ
る

。
一

方
で

、
利

用
を

終
え

て
も

な
お

不
安

を
抱

え
て

い
る

方
が

１
割

以
上

　
い

る
こ

と
が

指
標

④
－

４
よ

り
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

、
産

後
う

つ
が

懸
念

さ
れ

る
。

　
　

今
後

も
産

後
ケ

ア
の

他
、

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

等
で

の
E
P

D
S
を

活
用

し
て

、
不

安
を

抱
え

て
い

る
産

婦
　

の
早

期
発

見
に

努
め

、
不

安
軽

減
に

向
け

た
支

援
を

継
続

し
て

行
う

必
要

が
あ

る
。

３
　

す
で

に
各

種
事

業
や

「
A

S
M

A
P

関
係

機
関

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
議

」
に

よ
る

連
携

・
早

期
介

入
な

　
ど

妊
娠

初
期

か
ら

の
適

切
な

ケ
ア

に
努

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

は
あ

る
。

産
婦

に
つ

い
て

は
今

後
指

標
　

③
－

２
、

④
－

１
、

④
－

２
、

⑤
の

成
果

に
繋

が
っ

て
い

く
こ

と
か

ら
、

「
特

に
支

援
を

要
す

る
」
と

 判
断

　
さ

れ
な

か
っ

た
方

に
つ

い
て

も
、

産
後

を
含

め
た

継
続

支
援

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
て

い
く
必

要
が

　
あ

る
。

（
短

期
）

１
　

令
和

７
年

４
月

か
ら

、
「
あ

だ
ち

出
産

・
子

育
て

応
援

事
業

」
が

制
度

化
さ

れ
た

た
め

、
引

き
　

続
き

全
妊

婦
の

状
況

把
握

、
希

望
者

に
対

す
る

妊
娠

８
か

月
目

の
面

談
「
こ

ん
に

ち
は

赤
　

ち
ゃ

ん
訪

問
」
に

よ
る

伴
走

型
相

談
支

援
を

継
続

し
て

い
く
。

２
　

支
援

を
要

す
る

と
判

断
さ

れ
た

妊
産

婦
の

み
な

ら
ず

、
産

後
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
全

て
の

　
方

が
利

用
で

き
る

よ
う

、
訪

問
型

や
施

設
の

拡
充

、
メ

ニ
ュ

ー
の

追
加

な
ど

に
よ

り
、

一
層

支
　

援
を

強
化

し
て

い
く
。

３
　

日
曜

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
で

は
、

多
く
の

パ
ー

ト
ナ

ー
が

母
親

の
精

神
的

・
身

体
的

負
担

を
理

　
解

す
る

こ
と

に
加

え
、

沐
浴

体
験

や
オ

ム
ツ

交
換

等
の

体
験

を
通

し
、

育
児

の
知

識
を

広
げ

　
る

こ
と

に
よ

り
、

互
い

に
協

力
し

て
出

産
・
子

育
て

に
臨

め
る

環
境

作
り

を
目

指
す

。

（
中

・
長

期
）

１
　

全
妊

婦
の

状
況

把
握

、
育

児
状

況
の

把
握

、
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

早
期

介
入

な
　

ど
の

寄
り

添
い

を
行

い
、

些
細

な
こ

と
で

も
相

談
を

受
け

る
こ

と
の

で
き

る
伴

走
型

支
援

を
実

　
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

き
め

細
や

か
な

ケ
ア

を
行

う
。

２
　

産
後

の
育

児
不

安
を

抱
え

る
母

親
へ

の
支

援
を

充
実

す
る

こ
と

で
、

身
体

的
・
精

神
的

不
　

安
を

軽
減

さ
せ

、
「
子

育
て

を
楽

し
い

」
と

感
じ

る
保

護
者

の
増

加
を

図
る

。

R
6

庁
内

評
価

結
果

4
.5

4
.5

4
.5

4
.5

区
民

評
価

結
果

評
価

中
止

評
価

対
象

外

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
宿

泊
型

産
後

ケ
ア

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
「
産

後
ケ

ア
を

利
用

し
た

こ
と

で
不

調
や

不
安

は
改

善
さ

れ
た

」
方

が
８

割
以

上
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

一
方

で
、

①
な

お
不

安
な

方
が

一
定

数
い

る
こ

と
は

課
題

で
あ

る
た

め
、

産
後

ケ
ア

メ
ニ

ュ
ー

の
追

加
や

他
の

ア
プ

ロ
ー

チ
な

ど
一

層
の

支
援

強
化

に
よ

り
、

さ
ら

な
る

不
安

解
消

に
努

め
て

も
ら

い
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
日

曜
フ

ァ
ミ

リ
ー

学
級

は
人

口
に

比
し

て
開

催
回

数
は

少
な

い
と

考
え

る
が

、
全

て
の

人
に

行
政

が
機

会
を

提
供

す
る

に
は

限
界

が
あ

る
た

め
、

②
動

画
や

病
院

主
体

の
講

座
等

の
活

用
も

視
野

に
入

れ
て

み
て

は
ど

う
か

。
ま

た
、

き
め

細
や

か
な

サ
ポ

ー
ト

と
と

も
に

パ
ー

ト
ナ

ー
の

役
割

な
ど

に
も

目
を

向
け

、
③

子
育

て
す

る
保

護
者

や
家

族
が

主
体

性
を

も
っ

て
子

育
て

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
く
視

点
も

あ
っ

た
方

が
い

い
の

で
は

な
い

か
。

4
.5

①
さ

ら
な

る
不

安
解

消
の

た
め

の
ア

プ
ロ

ー
チ

に
つ

い
て

　
赤

ち
ゃ

ん
訪

問
等

に
お

い
て

、
E
P

D
S
（
エ

ジ
ン

バ
ラ

産
後

う
つ

病
自

己
評

価
尺

度
）
に

よ
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

を
徹

底
す

る
。

高
ス

コ
ア

者
や

継
続

支
援

が
必

要
と

判
断

さ
れ

た
方

に
つ

い
て

は
、

保
健

師
に

よ
る

継
続

フ
ォ

ロ
ー

に
加

え
、

助
産

師
に

よ
る

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

型
（
訪

問
）
産

後
ケ

ア
を

ご
利

用
し

て
い

た
だ

き
、

さ
ら

な
る

支
援

を
行

う
。

②
動

画
や

病
院

主
体

の
講

座
等

の
活

用
に

つ
い

て
　

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
に

事
情

に
よ

り
参

加
で

き
な

い
方

に
対

し
、

引
き

続
き

「
東

京
都

助
産

師
会

」
等

の
動

画
配

信
を

積
極

的
に

案
内

し
て

い
く
。

ま
た

、
病

院
の

母
親

支
援

や
産

前
ク

ラ
ス

な
ど

、
病

院
等

が
主

体
と

な
る

講
座

の
活

用
に

つ
い

て
も

、
ス

マ
イ

ル
マ

マ
面

接
時

等
に

お
い

て
推

奨
し

て
い

く
。

③
保

護
者

や
家

族
が

主
体

性
を

も
っ

て
子

育
て

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
く
視

点
に

つ
い

て
　

保
護

者
が

「
支

援
の

受
け

手
」
か

ら
「
子

育
て

の
主

体
」
へ

と
意

識
変

革
が

で
き

る
よ

う
、

啓
発

活
動

を
通

じ
て

、
主

体
性

を
育

む
視

点
を

組
み

込
む

。
令

和
８

年
度

か
ら

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
回

数
を

１
３

回
か

ら
２

２
回

に
拡

充
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

よ
り

多
く
の

参
加

者
に

対
し

て
パ

ー
ト

ナ
ー

を
単

な
る

「
手

伝
い

」
で

は
な

く
、

主
体

的
な

子
育

て
の

担
い

手
と

し
て

の
役

割
を

啓
発

し
て

い
く
。

ハ
イ

リ
ス

ク
ケ

ー
ス

に
対

し
て

は
、

こ
ど

も
家

庭
相

談
課

等
の

専
門

部
署

と
連

携
し

た
寄

り
添

い
支

援
を

行
い

、
伴

走
型

相
談

支
援

を
始

め
と

す
る

き
め

細
や

か
な

ケ
ア

に
よ

り
、

身
体

的
・
精

神
的

不
安

の
軽

減
に

努
め

る
。

評
価

対
象

外

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

全
体

評
価

反
映

結
果

達
成

度

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

評
価

対
象

外

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

区
民
評
価
対
象
外
事
業
に
つ
き
３
次
評
価
未
実
施
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

1
0
1
%

や
や

順
調

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

商
業

施
設

等
内

及
び

拠
点

型
子

育
て

サ
ロ

ン
に

お
け

る
イ

ベ
ン

ト
参

加
者

数

2
5
0

3
2
0

5
8
%

1
2

1
2

6
7
%

7
5
%

実
績

1
0
0
0

1
0
0
0

順
調

9
3
0

2
9
3

3
2
3

9
3
%

9
1
%

達
成

率

9
1
3

【
直

接
成

果
-
3
】

児
童

館
子

育
て

サ
ロ

ン
の

乳
幼

児
活

動
の

平
均

参
加

組
数

組

目
標

7
8

9

3
5
,0

0
0

1
2

達
成

率
2
7
9
%

【
活

動
-
2
】

商
業

施
設

等
内

及
び

拠
点

型
子

育
て

サ
ロ

ン
に

お
け

る
０

歳
児

を
対

象
と

し
た

イ
ベ

ン
ト

回
数

件
実

績
2
4
0

【
活

動
-
3
】

児
童

館
子

育
て

サ
ロ

ン
の

乳
幼

児
活

動
の

実
施

回
数

回

目
標

5
0
0

実
績

7
7
1

目
標

2
3
0

達
成

率
1
5
4
%

達
成

率
1
0
4
%

1
1
7
%

8
7

9
5

目
標

目
標

4
0

6
5

7
5

順
調

人

1
2
,0

0
0

目
標

1
3
7
%

9
5
%

実
績

3
3
,5

1
2

4
7
,8

9
4

1
0
4
%

実
績

8
1

1
0
2
%

4
7
,6

8
6

実
績

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

子
育

て
サ

ロ
ン

の
利

用
者

数
人

2
0
0
,0

0
0

2
5
0
,0

0
0

3
0
4
,0

0
0

2
4
9
,0

0
3

3
0
2
,9

7
6

3
1
7
,0

0
7

達
成

率

達
成

達
成

目
標

【
最

終
成

果
】

3
歳

児
健

診
時

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
子

育
て

は
楽

し
い

」
と

感
じ

る
割

合

8
8

5
0
,0

0
0

9
4
%

1
0
2
%

1
0
8
%

1
2
5
%

1
2
1
%

9
7

達
成

率
1
1
6
%

1
4
0
%

8
4
%

達
成

率
1
5
8
%

1
1
1
%

8
7
%

達
成

率

％

9
5
.1

実
績

2
,4

2
9

3
,5

0
6

3
,2

7
2

実
績

6
3

7
2

6
5

％

8
6

8
5

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

実
施

に
よ

る
利

用
者

満
足

度

6
年

度

【
活

動
-
1
】

商
業

施
設

等
内

及
び

拠
点

型
子

育
て

サ
ロ

ン
の

相
談

数

回

目
標

2
,1

0
0

2
,5

0
0

3
,9

0
0

順
調

【
直

接
成

果
-
１

】
商

業
施

設
等

内
及

び
拠

点
型

子
育

て
サ

ロ
ン

の
０

歳
児

の
新

規
登

録
率

％

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

人
件

費
(b

)
1
7
,
4
2
4

【
事

業
の

概
要

】
（
全

て
子

育
て

サ
ロ

ン
管

理
運

営
事

務
、

住
区

施
設

運
営

委
託

事
務

、
直

営
児

童
施

設
運

営
事

業
）

１
　

商
業

施
設

等
内

及
び

拠
点

型
（
旧

：
単

独
型

）
子

育
て

サ
ロ

ン
に

　
お

い
て

子
育

て
相

談
を

実
施

【
活

動
-
1
】

２
　

「
あ

か
ち

ゃ
ん

ず
（
新

生
児

期
の

親
の

不
安

や
孤

立
を

防
止

す
る

　
事

業
）
」
や

「
ベ

ビ
ー

マ
ッ

サ
ー

ジ
」
「
ベ

ビ
ー

ダ
ン

ス
」
「
ベ

ビ
ー

ヨ
ガ

」
　

等
の

実
施

【
活

動
-
2
】

３
　

児
童

館
子

育
て

サ
ロ

ン
で

の
乳

幼
児

親
子

向
け

事
業

の
実

施
【
活

動
-
3
】

  
・
商

業
施

設
等

内
の

子
育

て
サ

ロ
ン

（
１

か
所

）
：
立

ち
寄

り
や

す
い

　
・
拠

点
型

子
育

て
サ

ロ
ン

（
１

３
か

所
）
：
専

門
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

寄
り

添
い

　
・
児

童
館

子
育

て
サ

ロ
ン

（
５

２
か

所
）
：
居

場
所

の
機

能

１
　

イ
ベ

ン
ト

や
相

談
を

通
じ

て
、

商
業

施
設

等
内

及
び

拠
点

型
子

育
て

　
サ

ロ
ン

に
お

け
る

区
内

在
住

の
０

歳
児

（
最

も
利

用
ニ

ー
ズ

の
高

い
　

年
齢

）
の

新
規

登
録

者
が

増
加

す
る

。
【
直

接
成

果
-
1
】

２
　

商
業

施
設

等
内

及
び

拠
点

型
子

育
て

サ
ロ

ン
で

実
施

す
る

イ
ベ

ン
ト

　
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
子

育
て

サ
ロ

ン
の

利
用

に
つ

な
が

る
イ

ベ
　

ン
ト

参
加

者
が

増
加

す
る

。
【
直

接
成

果
-
2
】

３
　

児
童

館
子

育
て

サ
ロ

ン
で

実
施

す
る

乳
幼

児
活

動
の

内
容

を
充

実
　

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

事
業

参
加

者
が

増
加

し
て

い
く
。

【
直

接
成

果
-
3
】

１
　

子
育

て
サ

ロ
ン

を
利

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
利

用
者

の
目

的
が

　
達

成
さ

れ
（
個

々
の

利
用

者
が

抱
え

る
、

育
児

の
困

り
ご

と
が

　
解

消
さ

れ
る

）
、

満
足

感
が

高
ま

る
。

２
　

商
業

施
設

等
内

、
拠

点
型

、
及

び
児

童
館

の
３

つ
の

タ
イ

プ
の

　
子

育
て

サ
ロ

ン
に

お
け

る
活

動
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
子

　
育

て
サ

ロ
ン

全
体

の
利

用
者

が
増

加
す

る
。

　
乳

幼
児

と
そ

の
保

護
者

が
抱

え
る

、
「
子

育
て

へ
の

不
安

感
」
が

解
消

さ
れ

て
い

る

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

4
6
,
0
7
4

4
6
,
8
4
4

5
6
,
9
2
4

受
益

者
負

担
金

1
,
9
4
5

2
,
2
4
9

2
,
6
7
4

・
育

児
環

境
（
家

庭
の

支
援

、
　

経
済

状
況

な
ど

）

内
訳

事
業

費
(a

)
1
2
2
,
9
8
6

1
2
6
,
7
1
2

1
6
2
,
7
3
6

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

状
況

（
外

出
自

粛
な

ど
）

・
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

影
響

　
を

与
え

る
よ

う
な

事
件

・
事

故

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

総
事

業
費

(a
+
b)

1
4
0
,
4
1
0

1
7
2
,
8
2
1

2
2
0
,
3
9
5

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

4
6
,
1
0
9

5
7
,
6
5
9

報
償

費
7
,2

8
1

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
子

育
て

サ
ロ

ン
管

理
運

営
事

務
主

な
内

容
施

設
維

持
経

費
4
7
,9

7
4

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

子
育

て
サ

ロ
ン

を
運

営
す

る
。

サ
ロ

ン
で

は
、

０
歳

か
ら

３
歳

児
ま

で
の

乳
幼

児
と

そ
の

保
護

者
が

安
心

し
て

自
由

に
遊

ぶ
こ

と
が

で
き

、
子

育
て

サ
ロ

ン
ス

タ
ッ

フ
が

常
駐

し
て

簡
単

な
子

育
て

の
相

談
や

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
う

。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
サ

ロ
ン

運
営

費
1
4
0
,1

2
1

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

【
目

標
1
】
乳

幼
児

や
そ

の
保

護
者

が
安

心
し

て
過

ご
せ

る
居

場
所

を
提

供
す

る
　

【
目

標
2
】
授

乳
や

離
乳

食
、

乳
幼

児
の

食
に

関
す

る
情

報
提

供
や

相
談

を
実

施
す

る
　

【
目

標
3
】
乳

幼
児

の
心

身
の

健
全

な
発

達
を

支
援

す
る

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

乳
幼

児
と

そ
の

保
護

者
が

抱
え

る
、

「
子

育
て

へ
の

不
安

感
（
保

護
者

の
孤

独
感

や
人

と
の

か
関

わ
り

の
希

薄
さ

）
」
が

解
消

さ
れ

て
い

る

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ひ
と

再
掲

重
点

目
標

②
妊

娠
か

ら
出

産
・
子

育
て

ま
で

切
れ

目
な

く
支

え
る

重
点

項
目

子
育

て
不

安
の

解
消

記
入

所
属

事
業

名
№

1
1
「
子

育
て

サ
ロ

ン
事

業
」

協
働 ・

協
創

【
庁

内
協

働
】
中

央
図

書
館

、
子

ど
も

施
設

入
園

課
、

地
域

文
化

課
【
協

働
・
協

創
】
サ

ロ
ン

連
絡

会
、

地
域

の
子

育
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

や
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

等
1
（
目
標
に
直
結
）

2
.
2

3
.
2

地
域

の
ち

か
ら

推
進

部
住

区
推

進
課

子
育

て
サ

ロ
ン

担
当

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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 【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

達
成

度

評
価

対
象

外

R
6

庁
内

評
価

結
果

4
4

4
4
.5

区
民

評
価

結
果

評
価

中
止

評
価

対
象

外
評

価
対

象
外

方
向

性
R

3
R

4

１
　

利
用

者
数

の
変

動
に

つ
い

て
は

、
施

設
の

工
事

等
に

よ
る

休
室

だ
け

で
な

く
０

～
2
歳

人
口

の
減

少
、

保
育

園
入

所
の

増
加

な
ど

複
数

の
要

因
が

考
え

ら
れ

る
。

引
き

続
き

分
析

を
し

な
が

ら
改

善
に

努
め

て
い

く
。

２
　

開
設

時
間

の
延

長
に

つ
い

て
は

、
第

２
期

子
育

て
サ

ロ
ン

整
備

計
画

に
も

記
載

が
あ

り
、

令
和

８
年

度
か

ら
す

こ
や

か
プ

ラ
ザ

あ
だ

ち
、

竹
の

塚
の

2
か

所
で

実
施

し
て

い
く
。

３
　

使
用

済
み

お
む

つ
の

回
収

に
つ

い
て

は
、

物
品

等
の

準
備

が
整

い
次

第
、

商
業

施
設

等
内

お
よ

び
拠

点
型

の
子

育
て

サ
ロ

ン
１

３
か

所
で

実
施

し
て

い
く
。

４
　

利
用

者
を

飽
き

さ
せ

な
い

工
夫

と
し

て
は

、
年

齢
に

合
っ

た
玩

具
の

提
供

だ
け

で
な

く
、

直
営

サ
ロ

ン
間

で
の

玩
具

の
交

換
や

同
月

齢
の

集
ま

り
や

親
子

で
楽

し
め

る
イ

ベ
ン

ト
な

ど
内

容
も

工
夫

し
て

い
く
。

全
体

評
価

反
映

結
果

R
5

■
商

業
施

設
等

内
及

び
拠

点
型

で
の

相
談

課
　

題
：
新

田
、

千
住

、
お

お
や

た
に

つ
い

て
は

利
用

者
数

も
減

少
し

て
い

る
。

ま
た

、
子

育
て

サ
ロ

ン
の

利
用

目
的

に
つ

い
て

、
単

に
「
室

内
で

の
遊

び
場

」
を

求
め

て
い

る
人

も
少

な
く
な

い
。

特
に

、
父

親
の

利
用

で
は

相
談

や
悩

み
の

解
決

と
い

う
よ

り
も

、
居

場
所

と
し

て
利

用
す

る
場

合
が

多
く
な

っ
て

い
る

。
対

応
策

：
子

育
て

サ
ロ

ン
利

用
に

つ
い

て
は

、
様

々
な

目
的

か
ら

利
用

し
て

も
ら

う
こ

と
が

可
能

で
あ

る
た

め
、

子
育

て
サ

ロ
ン

の
周

知
を

強
化

し
、

誰
で

も
、

い
つ

で
も

利
用

で
き

る
雰

囲
気

づ
く
り

を
し

て
い

く
。

■
「
あ

か
ち

ゃ
ん

ず
」
等

、
０

歳
児

対
象

事
業

の
拡

充
課

　
題

：
出

生
数

は
増

え
て

い
る

が
、

０
歳

児
の

利
用

は
伸

び
悩

ん
で

い
る

。
「
あ

か
ち

ゃ
ん

ず
」
に

つ
い

て
は

、
朝

の
き

れ
い

な
環

境
で

の
利

用
に

喜
ば

れ
て

い
る

半
面

、
時

間
が

早
す

ぎ
る

と
の

声
も

あ
る

。
対

応
策

：
「
あ

か
ち

ゃ
ん

ず
」
の

時
間

帯
以

外
で

も
、

０
歳

児
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

た
り

、
優

先
時

間
を

設
定

す
る

こ
と

に
よ

り
、

利
用

の
幅

を
広

げ
、

利
用

し
や

す
く
し

て
い

く
。

■
児

童
館

で
の

乳
幼

児
親

子
向

け
事

業
の

充
実

課
　

題
：
乳

幼
児

向
け

の
遊

具
が

少
な

い
と

の
声

が
多

か
っ

た
。

対
応

策
：
大

型
の

固
定

遊
具

の
計

画
的

な
設

置
と

と
も

に
、

乳
幼

児
活

動
の

時
間

帯
に

巡
回

す
る

な
ど

し
て

、
乳

幼
児

向
け

の
充

実
を

図
る

よ
う

に
働

き
か

け
て

い
く
。

【
今

後
の

事
業

予
定

（
短

期
）
】

■
商

業
施

設
等

内
及

び
拠

点
型

で
の

相
談

①
保

護
者

が
息

抜
き

や
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
で

き
る

イ
ベ

ン
ト

を
増

や
し

て
い

く
。

②
子

育
て

に
つ

い
て

の
最

新
情

報
の

研
修

を
引

き
続

き
実

施
し

、
保

護
者

に
寄

り
添

え
る

雰
囲

気
を

醸
成

す
る

。
③

「
ホ

ッ
と

一
息

コ
ー

ナ
ー

」
の

P
R

の
強

化
■

「
あ

か
ち

ゃ
ん

ず
」
等

、
０

歳
児

対
象

事
業

の
拡

充
①

引
き

続
き

フ
ァ

ミ
リ

ー
学

級
に

出
向

き
、

子
育

て
サ

ロ
ン

の
P

Ｒ
を

継
続

し
て

い
く
。

②
助

産
師

や
保

健
師

の
講

座
の

要
望

も
あ

り
、

子
ど

も
と

一
緒

に
気

軽
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
、

個
別

で
も

相
談

で
き

る
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

。
■

児
童

館
で

の
乳

幼
児

親
子

向
け

事
業

の
充

実
①

乳
幼

児
専

用
室

が
あ

る
児

童
館

へ
大

型
の

固
定

遊
具

を
順

次
設

置
し

、
使

用
状

況
の

確
認

も
行

っ
て

い
く
。

②
乳

幼
児

活
動

の
目

的
や

実
施

内
容

等
の

研
修

を
実

施
す

る
と

と
も

に
支

援
の

強
化

を
図

る
。

【
方

向
性

（
中

・
長

期
）
】

「
足

立
区

子
育

て
サ

ロ
ン

整
備

計
画

」
に

基
づ

い
た

整
備

を
目

指
す

。
　

サ
ロ

ン
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

ス
タ

ッ
フ

の
配

置
人

数
や

働
く
環

境
を

計
画

的
に

見
直

し
て

い
く
。

ま
た

、
サ

ロ
ン

の
開

設
時

間
の

延
長

や
、

お
む

つ
回

収
に

つ
い

て
も

関
係

所
管

と
協

議
し

、
対

応
し

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

活
動

指
標

、
成

果
指

標
と

も
に

順
調

に
推

移
し

て
お

り
、

最
終

成
果

に
お

い
て

も
目

標
値

を
上

回
っ

た
。

ま
た

、
中

間
成

果
で

あ
る

利
用

者
満

足
度

、
利

用
者

数
と

も
に

増
加

し
て

お
り

、
質

の
高

い
子

育
て

サ
ロ

ン
運

営
が

で
き

て
い

る
点

に
つ

い
て

評
価

す
る

。
①

利
用

者
数

が
減

少
し

て
い

る
サ

ロ
ン

に
つ

い
て

は
、

そ
の

理
由

を
分

析
し

た
上

で
、

改
善

に
努

め
て

ほ
し

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

親
子

の
居

場
所

と
し

て
の

機
能

だ
け

で
な

く
、

０
歳

児
向

け
の

事
業

の
拡

充
を

計
画

す
る

な
ど

、
子

育
て

サ
ロ

ン
の

更
な

る
充

実
を

図
ろ

う
と

す
る

姿
勢

は
評

価
で

き
る

。
サ

ロ
ン

の
利

便
性

向
上

の
た

め
、

②
開

設
時

間
の

延
長

や
お

む
つ

回
収

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
、

③
サ

ロ
ン

間
で

お
も

ち
ゃ

を
順

番
に

回
す

な
ど

、
利

用
者

を
飽

き
さ

せ
な

い
仕

組
み

も
検

討
し

て
も

ら
い

た
い

。

4
.5

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

1
 大

型
遊

具
の

設
置

に
つ

い
て

は
、

主
に

乳
幼

児
専

用
室

が
あ

る
１

３
カ

所
の

児
童

館
に

、
地

域
的

な
バ

ラ
ン

ス
も

考
慮

し
な

が
ら

設
置

し
て

い
く
【
一

部
実

施
】

　
大

型
遊

具
の

設
置

に
つ

い
て

は
、

乳
幼

児
専

用
室

の
あ

る
児

童
館

サ
ロ

ン
１

３
か

所
の

う
ち

７
か

所
に

設
置

済
。

引
き

続
き

、
地

域
性

や
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

な
が

ら
設

置
す

る
遊

具
の

選
定

を
行

っ
て

い
く
。

２
　

子
育

て
サ

ロ
ン

の
質

の
向

上
は

、
ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

利
用

者
対

応
の

向
上

と
講

座
や

イ
ベ

ン
ト

の
充

実
を

図
る

こ
と

と
捉

え
て

い
く
【
実

施
済

】
　

子
育

て
サ

ロ
ン

ス
タ

ッ
フ

に
対

し
、

「
居

心
地

の
い

い
環

境
づ

く
り

」
や

「
子

育
て

サ
ロ

ン
ス

タ
ッ

フ
の

心
構

え
」
な

ど
日

常
活

動
に

活
か

せ
る

講
義

を
実

施
し

た
。

各
サ

ロ
ン

の
環

境
設

定
の

見
直

し
や

日
々

の
相

談
対

応
に

も
活

か
す

こ
と

が
で

き
た

。
３

　
利

用
者

対
応

に
つ

い
て

は
、

ア
ン

ケ
ー

ト
で

接
遇

や
利

用
者

対
応

の
項

目
を

追
加

し
、

評
価

や
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

っ
て

い
く
【
実

施
済

】
　

「
ス

タ
ッ

フ
の

対
応

」
や

「
環

境
面

で
直

し
て

ほ
し

い
と

こ
ろ

」
の

項
目

を
追

加
し

た
。

ス
タ

ッ
フ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
「
笑

顔
で

対
応

し
て

く
れ

る
」
と

い
う

意
見

が
約

９
割

、
環

境
面

に
つ

い
て

は
「
年

齢
に

応
じ

た
ス

ペ
ー

ス
分

け
」

を
要

望
す

る
割

合
が

高
か

っ
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

で
出

さ
れ

た
意

見
や

要
望

に
つ

い
て

は
、

会
議

等
を

通
し

て
情

報
共

有
を

し
、

改
善

策
を

検
討

し
て

い
く
。

４
　

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
人

気
の

あ
る

子
育

て
講

座
等

を
把

握
し

、
分

析
し

、
実

施
し

て
い

く
。

　
【
実

施
済

】
　

イ
ベ

ン
ト

、
講

座
に

つ
い

て
は

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

ニ
ー

ズ
の

高
い

「
リ

ト
ミ

ッ
ク

・
運

動
あ

そ
び

」
や

「
保

護
者

向
け

の
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
講

座
」
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
エ

リ
ア

ご
と

の
ニ

ー
ズ

や
利

用
者

層
の

把
握

に
つ

い
て

は
引

き
続

き
行

い
子

育
て

講
座

や
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
て

い
く
。

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

区
民
評
価
対
象
外
事
業
に
つ
き
３
次
評
価
未
実
施
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ひ
と

再
掲

重
点

目
標

②
妊

娠
か

ら
出

産
・
子

育
て

ま
で

切
れ

目
な

く
支

え
る

重
点

項
目

子
育

て
不

安
の

解
消

記
入

所
属

事
業

名
№

1
2
「
養

育
困

難
改

善
事

業
（
児

童
虐

待
対

策
等

）
」

協
働 ・

協
創

教
育

機
関

や
母

子
保

健
機

関
等

、
関

係
機

関
と

連
携

1
6
.
2

子
ど

も
家

庭
部

こ
ど

も
家

庭
相

談
室

こ
ど

も
家

庭
相

談
課

相
談

管
理

係
、

家
庭

支
援

第
一

～
三

係
、

要
保

護
児

童
対

策
調

整
担

当
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

子
育

て
に

関
す

る
相

談
を

受
け

、
実

情
の

把
握

、
情

報
の

提
供

を
行

い
、

専
門

機
関

や
地

域
と

連
携

し
て

支
援

に
あ

た
る

。
ま

た
、

児
童

虐
待

や
養

育
困

難
家

庭
に

対
応

す
る

た
め

の
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
の

開
催

や
児

童
虐

待
予

防
の

周
知

と
啓

発
の

た
め

の
講

座
や

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

等
を

実
施

す
る

。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
子

育
て

短
期

支
援

事
業

5
0
,5

8
6

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

日
々

、
児

童
虐

待
や

養
育

困
難

家
庭

に
対

応
す

る
こ

と
で

、
「
1
6
-
2
. 
子

ど
も

に
対

す
る

虐
待

、
搾

取
、

取
引

及
び

あ
ら

ゆ
る

形
態

の
暴

力
及

び
拷

問
を

撲
滅

す
る

。
」
こ

と
に

寄
与

し
て

い
る

。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

子
ど

も
の

最
善

の
利

益
を

念
頭

に
、

家
庭

を
保

護
者

ご
と

支
え

、
子

ど
も

が
家

庭
で

安
心

・
安

全
に

暮
ら

す

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
養

育
困

難
改

善
事

業
主

な
内

容
養

育
困

難
改

善
事

業
1
7
,8

5
6

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b)

2
3
9
,
8
5
2

2
5
1
,
4
1
3

3
1
8
,
4
6
6

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

2
2
6
,
4
3
7

3
0
0
,
6
1
0

内
訳

事
業

費
(a

)
1
9
,
5
5
9

2
4
,
9
7
6

1
7
,
8
5
6

・
講

座
の

内
容

・
子

ど
も

の
要

因
・
親

の
要

因
（
育

児
不

安
な

ど
）

・
核

家
族

、
孤

立
感

・
経

済
情

勢

・
経

済
情

勢
・
法

整
備

の
強

化

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

1
4
,
7
8
6

1
4
,
9
5
6

9
,
1
7
0

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
経

済
情

勢
人

件
費

(b
)

2
2
0
,
2
9
3

【
事

業
の

概
要

】
１

　
子

育
て

に
関

す
る

相
談

を
受

け
、

実
情

の
把

握
、

情
報

の
提

供
を

　
行

い
、

専
門

機
関

や
地

域
と

連
携

し
て

支
援

に
あ

た
る

。
　

【
活

動
-
1
,2

,3
】

２
　

関
係

機
関

連
携

を
図

る
た

め
、

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

　
を

開
催

す
る

。
【
活

動
-
3
】

３
　

児
童

虐
待

予
防

の
周

知
・
啓

発
の

た
め

の
講

座
、

キ
ャ

ン
ペ

ー
　

ン
を

実
施

す
る

。
【
活

動
-
4
】

１
　

養
育

困
難

家
庭

や
児

童
虐

待
を

早
期

に
発

見
し

、
各

機
関

の
連

　
携

と
役

割
分

担
で

子
ど

も
と

家
庭

に
早

期
の

段
階

か
ら

的
確

に
支

　
援

で
き

る
。

【
活

動
②

-
1
,2

,3
】

２
　

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

地
区

連
絡

会
議

の
参

加
人

数
　

（
延

べ
）
が

増
加

す
る

。
【
活

動
-
3
】

３
　

児
童

虐
待

予
防

啓
発

事
業

（
子

育
て

交
流

講
座

（
Ｎ

Ｐ
講

座
）
、

　
イ

ラ
イ

ラ
し

な
い

子
育

て
講

座
等

）
の

参
加

人
数

が
増

加
す

る
。

　
【
活

動
②

-
4
】

１
　

児
童

虐
待

が
未

然
に

防
止

さ
れ

る
（
養

育
支

援
、

普
及

啓
発

の
推

　
進

、
再

発
防

止
）

２
　

児
童

虐
待

が
早

期
に

発
見

、
対

応
さ

れ
る

（
関

係
機

関
に

よ
る

気
　

づ
き

の
感

度
向

上
、

社
会

的
関

心
の

高
ま

り
）
【
低

減
目

標
】

子
ど

も
の

最
善

の
利

益
を

念
頭

に
、

家
庭

を
保

護
者

ご
と

支
え

、
子

ど
も

が
家

庭
で

安
心

・
安

全
に

暮
ら

す

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

児
童

虐
待

解
決

率
※

期
間

を
年

度
内

に
限

っ
て

い
る

。

6
年

度

【
活

動
-
1
】

児
童

虐
待

通
告

受
理

件
数

件

目
標

1
,1

0
0

1
,1

8
1

1
,3

4
1

達
成

【
直

接
成

果
-
１

】
児

童
虐

待
該

当
件

数
【
低

減
目

標
】

件

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

0

達
成

率
1
3
3
%

1
3
0
%

1
0
6
%

達
成

率
6
7
%

7
3
%

9
0
%

達
成

率

件

0

実
績

1
,4

6
4

1
,5

3
0

1
,4

1
5

実
績

1
,3

3
8

1
,4

3
5

1
,3

6
2

％

8
0

8
0

1
,1

6
2

実
績

や
や

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

区
内

児
童

人
口

に
対

す
る

虐
待

発
生

率
【
低

減
目

標
】

‰

9
9

9

1
3
.3

8
1
5
.1

6
1
4
.9

9

達
成

率

や
や

遅
れ

て
い

る

や
や

遅
れ

て
い

る

目
標

【
最

終
成

果
】

死
亡

事
例

件
数

【
低

減
目

標
】

目
標

8
0

9
0
%

7
4
%

7
8
%

実
績

7
2

5
9

6
2

目
標

8
9
0

1
,0

5
4

1
,2

2
9

や
や

順
調

【
活

動
-
3
】

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

の
開

催
回

数

回

目
標

2
7
0

2
7
0

2
7
6

順
調

達
成

率
8
0
%

7
7
%

1
0
1
%

実
績

2
8
2

2
8
4

2
6
2

【
活

動
-
2
】

児
童

相
談

件
数

（
児

童
虐

待
通

告
以

外
の

養
護

相
談

・
育

成
相

談
・
そ

の
他

各
種

児
童

相
談

の
件

数
）

1
0
5
%

件
実

績
1
,1

1
1

9
5
1

1
,1

1
6

1
,2

3
1

1
1
0
7

達
成

達
成

率
1
0
4
%

9
3
%

8
9
%

目
標

【
直

接
成

果
-
4
】

児
童

虐
待

予
防

講
座

の
参

加
人

数
人

実
績

1
1

日

1
,3

0
0

目
標

実
績

1
,3

0
1

1
,2

0
7

1
,3

0
0

6
7
%

5
9
%

6
0
%

達
成

率
1
0
0
%

実
績

9
1

1
3
9

1
3
8

目
標

1
0
0

1
0
0

1
0
1

達
成

1
0
8
%

1
0
1
%

実
績

2
,7

0
4

2
,6

5
4

2
,6

0
3

2
,4

6
5

2
,5

6
8

【
活

動
-
4
】

児
童

虐
待

予
防

講
座

の
実

施
回

数
回

1
2

1
0
0
%

達
成

率
9
1
%

1
3

1
,3

0
0

1
2

1
4

達
成

1
4

1
3
9
%

1
3
7
%

目
標

1
,3

9
0

達
成

率
9
2
%

1
0
8
%

9
5
%

達
成

率
1
1
3
%

【
直

接
成

果
-
3
】

要
保

護
児

童
対

策
地

域
協

議
会

地
区

連
絡

会
議

の
参

加
人

数
（
延

べ
）

人

目
標

2
,4

0
0

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

養
育

支
援

訪
問

日
数

（
ほ

っ
と

ほ
ー

む
協

力
員

、
事

業
者

に
よ

る
育

児
・
家

事
支

援
）

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

①
足

立
児

童
相

談
所

庁
舎

内
へ

の
こ

ど
も

家
庭

相
談

課
分

室
の

設
置

（
実

施
済

）
東

京
都

が
進

め
て

い
る

「
連

携
の

た
め

の
拠

点
づ

く
り

」
の

考
え

に
基

づ
き

、
令

和
６

年
１

０
月

１
日

よ
り

都
足

立
児

童
相

談
所

内
に

こ
ど

も
家

庭
相

談
課

分
室

を
設

置
。

児
童

福
祉

司
が

行
う

初
期

調
査

へ
の

協
力

を
は

じ
め

、
緊

急
受

理
会

議
等

へ
の

出
席

や
所

内
面

接
へ

の
同

席
を

通
じ

て
、

対
応

・
支

援
の

迅
速

化
や

切
れ

目
の

な
い

相
談

体
制

を
構

築
す

る
な

ど
、

足
立

児
童

相
談

所
と

の
連

携
を

強
化

し
た

。

②
ネ

グ
レ

ク
ト

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

作
成

（
実

施
済

）
児

童
相

談
件

数
の

中
で

も
ネ

グ
レ

ク
ト

（
子

へ
の

無
視

・
無

関
心

・
放

置
等

）
が

大
き

な
割

合
を

占
め

て
い

る
現

状
を

踏
ま

え
、

ネ
グ

レ
ク

ト
が

子
ど

も
の

成
長

、
発

達
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と
を

保
護

者
に

理
解

し
て

も
ら

う
た

め
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
新

た
に

作
成

し
、

家
庭

訪
問

時
な

ど
に

配
布

を
行

っ
た

こ
と

で
、

虐
待

予
防

啓
発

に
努

め
た

。

③
オ

レ
ン

ジ
リ

ボ
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
児

童
虐

待
防

止
啓

発
グ

ッ
ズ

配
布

（
実

施
済

）
こ

ど
も

家
庭

庁
が

毎
年

１
１

月
に

全
国

的
に

行
っ

て
い

る
「
オ

レ
ン

ジ
リ

ボ
ン

・
児

童
虐

待
防

止
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」
に

あ
わ

せ
、

児
童

虐
待

防
止

の
チ

ラ
シ

と
啓

発
グ

ッ
ズ

を
配

布
。

新
た

に
江

北
駅

で
啓

発
を

行
う

と
と

も
に

時
間

帯
や

曜
日

を
変

更
し

た
こ

と
で

、
地

域
に

お
け

る
児

童
虐

待
防

止
へ

の
関

心
喚

起
し

た
。

【
活

動
-
1
、

成
果

-
1
】

　
通

告
件

数
の

う
ち

、
実

際
に

虐
待

に
該

当
す

る
と

判
断

さ
れ

る
ケ

ー
ス

が
9
0
%
を

超
え

て
お

り
、

虐
待

の
疑

い
が

強
い

ほ
ど

通
告

が
な

さ
れ

て
い

る
が

、
虐

待
の

疑
い

が
低

い
場

合
に

は
積

極
的

に
通

告
し

て
い

な
い

と
い

う
こ

と
で

も
あ

る
。

少
し

で
も

虐
待

の
疑

い
か

あ
る

場
合

に
は

積
極

的
に

通
告

す
る

よ
う

更
な

る
周

知
が

必
要

で
あ

る
。

親
に

な
り

き
れ

な
い

不
安

や
育

児
の

孤
独

の
ス

ト
レ

ス
へ

の
対

策
と

し
て

、
未

通
園

児
な

ど
支

援
策

に
ア

ク
セ

ス
で

き
な

い
家

庭
に

対
す

る
母

子
保

健
・
児

童
福

祉
の

両
機

能
が

一
体

的
に

相
談

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
体

制
の

整
備

や
イ

ラ
イ

ラ
し

な
い

子
育

て
講

座
な

ど
の

周
知

を
積

極
的

に
推

し
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

【
活

動
-
2
、

成
果

-
2
】

　
養

育
支

援
は

保
護

者
自

身
が

適
切

に
児

童
を

養
育

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
家

政
婦

の
よ

う
な

役
割

を
望

む
保

護
者

に
対

し
、

事
業

の
主

旨
を

理
解

し
て

も
ら

う
か

が
課

題
で

あ
る

。

【
活

動
-
3
、

成
果

-
3
】

　
国

が
定

め
た

「
こ

ど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

基
づ

き
、

す
べ

て
の

子
ど

も
及

び
妊

産
婦

等
の

福
祉

に
関

し
、

必
要

な
支

援
に

係
る

業
務

全
般

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

特
に

、
「
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
の

調
整

機
関

」
と

し
て

、
要

保
護

児
童

等
に

対
す

る
支

援
の

実
施

状
況

を
把

握
し

、
児

童
相

談
所

や
保

健
セ

ン
タ

ー
、

福
祉

事
務

所
等

と
の

連
絡

調
整

を
行

う
役

割
を

よ
り

一
層

担
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

【
活

動
-
4
、

成
果

-
4
】

　
オ

レ
ン

ジ
リ

ボ
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

で
啓

発
グ

ッ
ズ

を
駅

頭
で

配
布

し
た

が
、

以
前

に
比

べ
前

向
き

に
受

取
っ

て
く
れ

る
人

が
増

え
、

計
画

ど
お

り
配

布
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

講
座

の
参

加
人

数
と

併
せ

て
、

事
業

の
あ

り
方

を
工

夫
し

な
が

ら
、

関
係

機
関

と
連

携
し

、
児

童
虐

待
の

予
防

、
早

期
発

見
、

再
発

防
止

に
向

け
た

取
り

組
み

を
継

続
す

る
。

【
短

期
】

　
児

童
虐

待
防

止
を

推
進

す
る

た
め

、
S
N

S
や

メ
ー

ル
配

信
を

含
め

情
報

発
信

を
引

き
続

き
行

う
。

保
護

者
に

は
、

区
が

新
規

作
成

し
た

ネ
グ

レ
ク

ト
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

活
用

し
、

支
援

の
効

率
化

を
図

る
。

子
ど

も
に

対
し

て
は

、
前

年
度

に
続

き
豆

本
（
フ

リ
ー

ダ
イ

ヤ
ル

キ
ッ

ズ
ラ

イ
ン

）
を

全
区

立
小

学
４

年
生

お
よ

び
中

学
１

年
生

に
配

布
し

相
談

方
法

の
周

知
に

努
め

る
。

関
係

機
関

に
は

、
実

務
者

用
「
児

童
虐

待
予

防
・
養

育
支

援
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
抜

粋
版

を
継

続
配

布
す

る
。

【
中

・
長

期
】

・
児

童
虐

待
予

防
啓

発
事

業
を

継
続

す
る

。
・
児

童
相

談
所

へ
の

職
員

派
遣

を
継

続
し

な
が

ら
、

区
の

児
童

虐
待

に
係

る
対

応
力

も
向

上
さ

せ
て

い
く
。

・
児

童
相

談
所

に
分

室
を

設
置

し
、

連
携

の
強

化
に

努
め

る
。

・
子

ど
も

家
庭

総
合

支
援

拠
点

と
し

て
の

機
能

を
高

め
る

た
め

、
心

理
職

、
保

健
師

を
含

め
、

適
正

な
人

員
配

置
や

育
成

、
関

係
機

関
と

の
連

携
に

努
め

る
。

・
国

が
示

す
「
こ

ど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

」
機

能
を

設
定

す
る

こ
と

を
目

指
し

、
児

童
福

祉
部

門
と

母
子

保
健

部
門

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

家
庭

を
保

護
者

ご
と

支
え

、
子

ど
も

が
家

庭
で

安
心

・
安

全
に

暮
ら

せ
る

よ
う

支
援

し
て

い
く
。

・
子

ど
も

家
庭

庁
の

動
向

に
注

視
し

、
適

切
な

対
応

を
図

っ
て

い
く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

R
6

庁
内

評
価

結
果

4
4

3
.5

4

区
民

評
価

結
果

反
映

結
果

の
評

価

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

児
童

相
談

所
内

に
分

室
を

設
け

連
携

を
強

化
し

た
こ

と
で

、
虐

待
対

応
や

支
援

の
迅

速
化

、
ノ

ウ
ハ

ウ
共

有
が

期
待

で
き

る
点

は
高

く
評

価
で

き
る

。
新

た
に

ネ
グ

レ
ク

ト
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
活

用
を

開
始

し
た

こ
と

も
、

現
状

分
析

に
基

づ
く
適

切
な

施
策

で
あ

る
。

一
方

で
、

①
駅

頭
で

の
オ

レ
ン

ジ
リ

ボ
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

は
、

よ
り

効
果

的
な

曜
日

や
時

間
帯

を
選

び
、

さ
ら

に
多

く
の

方
へ

の
啓

発
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
「
こ

ど
も

家
庭

セ
ン

タ
ー

」
の

機
能

設
置

に
伴

い
、

児
童

福
祉

部
門

と
母

子
保

健
部

門
の

さ
ら

な
る

連
携

強
化

に
期

待
し

た
い

。
【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

小
中

学
生

へ
の

豆
本

配
布

に
よ

る
相

談
方

法
の

周
知

は
、

対
象

者
に

直
接

情
報

を
届

け
る

工
夫

と
し

て
評

価
で

き
る

。
②

児
童

虐
待

予
防

講
座

は
参

加
者

が
増

加
傾

向
で

あ
り

、
区

民
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

回
数

や
内

容
の

さ
ら

な
る

精
査

を
期

待
す

る
。

児
童

相
談

所
へ

の
分

室
設

置
は

、
対

応
・
支

援
の

迅
速

化
や

切
れ

目
の

な
い

相
談

体
制

構
築

に
効

果
が

期
待

さ
れ

る
た

め
、

一
層

の
連

携
強

化
に

努
め

る
べ

き
で

あ
る

。
た

だ
し

、
③

区
と

児
相

の
役

割
分

担
を

明
確

に
し

、
押

し
付

け
合

い
に

な
ら

な
い

よ
う

な
仕

組
み

づ
く
り

や
関

係
性

構
築

が
重

要
な

方
向

性
と

な
る

で
あ

ろ
う

。

4
①

オ
レ

ン
ジ

リ
ボ

ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
で

は
、

啓
発

物
品

と
し

て
新

た
に

ウ
ェ

ッ
ト

テ
ィ

ッ
シ

ュ
を

導
入

し
た

と
こ

ろ
、

昨
年

度
よ

り
も

区
民

の
反

応
が

良
く
、

早
期

に
配

布
が

終
了

す
る

な
ど

関
心

喚
起

の
効

果
が

み
ら

れ
た

。
今

後
は

よ
り

多
様

な
層

に
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

こ
と

を
意

識
し

、
平

日
夕

方
な

ど
、

配
布

時
間

帯
の

追
加

・
最

適
化

を
検

討
し

て
い

る
。

②
児

童
虐

待
予

防
講

座
に

つ
い

て
は

、
平

日
開

催
の

た
め

参
加

で
き

な
い

と
の

声
が

一
定

数
寄

せ
ら

れ
て

い
た

こ
と

か
ら

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

を
検

討
し

て
い

る
。

会
場

参
加

が
難

し
い

保
護

者
に

も
視

聴
機

会
を

広
げ

る
こ

と
で

、
講

座
の

内
容

を
よ

り
多

く
の

区
民

に
届

け
、

虐
待

予
防

に
関

す
る

知
識

の
普

及
を

一
層

進
め

て
い

く
。

③
虐

待
対

応
・
継

続
支

援
の

迅
速

化
や

切
れ

目
の

な
い

相
談

体
制

構
築

に
向

け
、

令
和

８
年

度
よ

り
分

室
職

員
を

３
名

か
ら

６
名

体
制

へ
拡

充
す

る
と

と
も

に
、

「
家

庭
支

援
第

四
係

」
を

新
設

す
る

予
定

で
あ

る
。

同
係

で
は

、
足

立
児

童
相

談
所

か
ら

送
致

さ
れ

る
児

童
虐

待
等

の
事

案
対

応
や

照
会

回
答

を
専

門
的

に
担

う
こ

と
で

、
近

年
増

加
し

て
い

る
逆

送
致

や
照

会
へ

の
対

応
を

区
内

で
安

定
的

に
引

き
受

け
ら

れ
る

体
制

を
整

備
す

る
。

と
り

わ
け

、
足

立
児

童
相

談
所

で
は

軽
微

案
件

が
相

当
数

を
占

め
る

現
状

が
あ

る
た

め
、

軽
微

な
案

件
を

重
点

的
に

担
う

係
を

設
置

す
る

こ
と

で
、

都
児

相
と

の
役

割
分

担
を

明
確

に
し

、
ケ

ー
ス

の
重

篤
度

に
応

じ
た

適
切

な
対

応
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
区

と
児

童
相

談
所

双
方

が
そ

れ
ぞ

れ
の

強
み

を
生

か
し

た
協

働
が

進
み

、
日

常
的

な
情

報
共

有
や

意
思

疎
通

が
よ

り
円

滑
に

な
る

な
ど

、
仕

組
み

づ
く
り

・
関

係
構

築
の

面
で

確
実

な
前

進
が

見
込

ま
れ

る
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

全
体

評
価

反
映

結
果

達
成

度

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

評
価
中
止

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

評
価

対
象
外

区
民
評
価
対
象
外
事
業
に
つ
き
３
次
評
価
未
実
施
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ひ
と

再
掲

く
ら

し
重

点
目

標
②

妊
娠

か
ら

出
産

・
子

育
て

ま
で

切
れ

目
な

く
支

え
る

重
点

項
目

子
育

て
不

安
の

解
消

記
入

所
属

事
業

名
№

1
3
「
ひ

と
り

親
家

庭
総

合
支

援
事

業
」

協
働 ・

協
創

保
健

予
防

課
、

パ
ー

ク
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

課
、

住
宅

課
、

子
ど

も
の

貧
困

対
策

・
若

年
者

支
援

課
1.
3

3.
8

8.
6

福
祉

部
親

子
支

援
課

事
業

係
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

　
ひ

と
り

親
家

庭
が

抱
え

る
さ

ま
ざ

ま
な

課
題

や
個

別
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

児
童

扶
養

手
当

等
に

よ
る

経
済

的
支

援
の

ほ
か

、
各

家
庭

の
親

子
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

に
応

じ
て

、
交

流
・
相

談
・

就
労

の
３

つ
の

支
援

を
柱

と
し

て
、

当
該

世
帯

の
経

済
的

・
精

神
的

な
自

立
を

支
援

す
る

。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
就

労
支

援
事

業
費

1
8
,4

9
4

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

【
目

標
1
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
.で

は
、

経
済

的
な

不
安

や
悩

み
を

抱
え

る
ひ

と
り

親
家

庭
に

対
し

て
自

立
支

援
の

た
め

の
サ

ー
ビ

ス
、

相
談

支
援

を
提

供
し

、
世

帯
の

貧
困

を
解

消
す

る
こ

と
で

、
目

標
達

成
に

資
す

る
。

【
目

標
３

】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

3
.8

で
は

、
ひ

と
り

親
家

庭
の

置
か

れ
た

状
況

に
応

じ
た

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

、
経

済
的

・
精

神
的

な
自

立
に

繋
げ

る
こ

と
で

目
標

達
成

に
資

す
る

。
【
目

標
８

】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

8
.6

で
は

、
就

労
に

よ
る

収
入

を
増

や
し

、
働

き
が

い
が

持
て

る
よ

う
、

就
労

訓
練

や
資

格
取

得
へ

の
支

援
を

提
供

す
る

こ
と

で
目

標
達

成
に

資
す

る
。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

・
　

非
正

規
雇

用
の

ひ
と

り
親

の
就

労
に

よ
る

自
立

・
　

非
正

規
雇

用
の

ひ
と

り
親

の
孤

立
防

止
に

よ
る

安
心

感

交
流

事
業

費
4
,2

5
8

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
ひ

と
り

親
家

庭
総

合
支

援
事

業
主

な
内

容
相

談
・
情

報
提

供
事

業
費

6
,0

7
0

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+b

)
9
8
,
7
4
2

8
8
,
6
4
9

10
5,
95
5

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

4
4
,
9
8
7

71
,0
09

内
訳

事
業

費
(a

)
5
3
,
8
0
8

4
3
,
6
6
2

34
,9
46

・
　

ひ
と

り
親

向
け

仕
事

情
報

量
・
　

国
や

都
の

制
度

変
更

・
　

家
庭

状
況

の
変

化
・
　

国
や

都
の

制
度

変
更

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・補

助
金

4
4
,
3
1
7

3
2
,
2
2
5

30
,7
14

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
　

家
庭

状
況

の
変

化
・
　

雇
用

環
境

の
変

化
・
　

国
や

都
の

制
度

変
更

人
件

費
(b

)
4
4
,
9
3
4

【
事

業
の

概
要

】
１

　
ひ

と
り

親
家

庭
等

向
け

交
流

事
業

の
実

施
【
活

動
-
1
】

　
（
１

）
ひ

と
り

親
同

士
が

情
報

交
換

を
し

、
楽

し
く
過

ご
せ

る
サ

ロ
ン

実
施

　
（
２

）
「
作

る
」
「
遊

ぶ
」
「
動

く
」
を

コ
ン

セ
プ

ト
に

親
子

で
参

加
で

き
る

イ
ベ

ン
ト

実
施

　
（
３

）
子

ど
も

の
体

験
格

差
解

消
な

ど
を

目
的

と
し

た
屋

外
イ

ベ
ン

ト
実

施
２

　
ひ

と
り

親
家

庭
等

向
け

就
労

支
援

事
業

の
実

施
【
活

動
-
2
】

　
（
１

）
就

労
に

関
す

る
相

談
・
助

言
、

ア
プ

リ
・
メ

ー
ル

等
に

よ
る

情
報

発
信

　
（
２

）
資

格
取

得
に

向
け

た
給

付
金

事
業

の
実

施
３

　
ひ

と
り

親
家

庭
等

向
け

相
談

事
業

の
実

施
【
活

動
-
3
】

　
（
１

）
子

育
て

・
生

活
全

般
の

困
り

ご
と

や
悩

み
、

養
育

費
の

確
保

に
関

す
る

相
談

　
（
２

）
各

種
支

援
制

度
の

ご
案

内
、

ア
プ

リ
・
メ

ー
ル

等
に

よ
る

情
報

発
信

　
（
３

）
孤

立
の

お
そ

れ
の

あ
る

世
帯

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ

１
　

サ
ロ

ン
や

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

を
通

じ
て

、
子

育
て

や
生

活
、

仕
事

に
つ

い
て

、
同

じ
悩

み
や

不
安

を
抱

え
る

ひ
と

り
親

同
士

が
出

会
い

、
子

ど
も

も
交

え
た

家
族

間
の

交
流

が
増

え
る

【
活

動
-
1
】
【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
1
】
。

２
　

親
子

支
援

課
窓

口
（
豆

の
木

相
談

室
）
、

電
話

、
相

談
員

の
訪

問
に

よ
る

直
接

支
援

や
、

ア
プ

リ
・
メ

ー
ル

等
に

よ
る

情
報

発
信

に
よ

り
、

就
労

や
就

労
に

つ
な

が
る

資
格

取
得

を
目

指
す

人
が

増
え

る
。

【
活

動
-
2
】
【
活

動
-
3
】
【
直

接
成

果
-
2
】

１
　

サ
ロ

ン
や

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

に
よ

り
、

ひ
と

り
親

家
庭

同
士

の
つ

な
が

り
が

で
き

る
こ

と
で

、
子

育
て

や
日

常
生

活
に

対
す

る
前

向
き

な
気

持
ち

、
就

労
へ

の
意

欲
が

向
上

し
、

就
労

や
資

格
取

得
な

ど
に

前
向

き
な

気
持

ち
が

高
ま

る
。

ひ
い

て
は

、
ひ

と
り

親
世

帯
の

孤
立

防
止

に
も

つ
な

が
る

。

２
　

就
労

相
談

や
支

援
事

業
を

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

就
労

に
つ

な
が

る
人

や
就

職
に

有
利

と
な

る
資

格
を

取
得

で
き

る
人

が
増

え
る

。

　
正

規
雇

用
に

つ
な

が
る

こ
と

で
、

ひ
と

り
親

家
庭

が
経

済
的

・
精

神
的

に
自

立
す

る
。

ま
た

、
必

要
な

支
援

が
行

き
届

く
こ

と
で

、
就

労
の

安
定

だ
け

で
な

く
、

そ
れ

ぞ
れ

の
家

庭
の

よ
り

良
い

暮
ら

し
の

実
現

に
つ

な
が

る
。

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

相
談

後
に

気
持

ち
が

前
向

き
・
ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
に

な
っ

た
人

の
割

合

6
年

度

【
活

動
-
1
】

ひ
と

り
親

家
庭

向
け

交
流

事
業

年
間

実
施

回
数

（
サ

ロ
ン

豆
の

木
等

）
回

目
標

4
0

3
8

3
8

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
１

】
ひ

と
り

親
家

庭
向

け
交

流
事

業
年

間
参

加
世

帯
数

(延
べ

）
世

帯 数

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

4
4

達
成

率
8
8
%

9
7
%

8
7
%

達
成

率
3
4
%

1
2
3
%

8
5
%

達
成

率

％

7
5

実
績

3
5

3
7

3
3

実
績

1
6
4

2
3
6

1
8
6

％

7
0

7
0

5
9
%

1
0
0

実
績

遅
れ

て
い

る

【
中

間
成

果
-
2
】

ひ
と

り
親

家
庭

向
け

就
労

支
援

事
業

（
自

立
支

援
事

業
）
を

活
用

し
て

就
労

や
資

格
取

得
に

つ
な

が
っ

た
人

数

人
数

2
0

1
0

2
0

1
3

1
4

1
8

達
成

率

順
調

順
調

目
標

【
最

終
成

果
】

ひ
と

り
親

家
庭

向
け

就
労

支
援

事
業

（
自

立
支

援
事

業
）
を

活
用

し
た

人
の

正
規

雇
用

率

7
0

8
9
%

8
0
%

9
3
%

実
績

6
2

5
6

6
5

人
数

1
6
0

目
標

目
標

1
0
0
%

5
3
%

実
績

1
9
4

1
9
0

目
標

4
8
0

1
9
2

2
2
0

や
や

順
調

6
5
%

1
4
0
%

9
0
%

【
活

動
-
3
】

ひ
と

り
親

家
庭

等
か

ら
受

け
た

延
べ

相
談

件
数

(窓
口

､電
話

､メ
ー

ル
、

訪
問

)

件

目
標

9
0
0

9
7
0

9
4
0

や
や

順
調

達
成

率
1
3
4
%

7
7
%

1
3
3
%

達
成

率
1
2
1
%

実
績

9
7
0

9
3
9

7
8
9

【
活

動
-
2
】

仕
事

に
関

す
る

豆
の

木
メ

ー
ル

等
情

報
発

信
数

件
実

績
4
7

目
標

3
5

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

ひ
と

り
親

家
庭

向
け

就
労

支
援

事
業

（
自

立
支

援
事

業
）
と

講
座

を
活

用
し

た
人

数
(延

べ
）

3
7

5
3

1
9
0

1
9
0

4
8

4
0

達
成

率
1
0
8
%

9
7
%

8
4
%

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

　
【
①

 情
報

発
信

に
つ

い
て

】
　

現
在

、
ひ

と
り

親
家

庭
向

け
の

支
援

情
報

に
つ

い
て

は
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

、
サ

ー
ビ

ス
を

ま
と

め
た

冊
子

を
発

行
し

て
い

る
ほ

か
、

庁
内

・
庁

外
を

問
わ

ず
、

ひ
と

り
親

家
庭

が
参

加
で

き
る

イ
ベ

ン
ト

な
ど

を
中

心
に

、
応

援
ア

プ
リ

等
を

通
じ

て
積

極
的

に
情

報
発

信
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

　
今

後
は

、
上

記
に

加
え

、
当

課
が

実
施

す
る

就
労

支
援

や
交

流
支

援
を

利
用

し
た

方
の

体
験

談
、

窓
口

ア
ン

ケ
ー

ト
で

寄
せ

ら
れ

た
意

見
や

感
想

に
つ

い
て

も
内

容
に

含
め

、
「
情

報
を

創
る

」
こ

と
を

意
識

し
た

発
信

を
し

て
い

く
。

ま
た

、
対

象
者

が
必

要
と

す
る

情
報

を
得

る
た

め
の

手
段

や
環

境
整

備
に

つ
い

て
は

、
手

当
申

請
時

の
応

援
ア

プ
リ

の
案

内
強

化
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
事

業
周

知
チ

ラ
シ

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
な

ど
、

改
善

に
向

け
て

取
り

組
む

。
　

【
②

 他
事

業
と

の
連

携
に

つ
い

て
】

　
複

合
・
複

雑
化

し
た

相
談

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
今

年
度

か
ら

福
祉

ま
る

ご
と

相
談

課
の

支
援

会
議

に
参

画
し

た
と

こ
ろ

で
あ

る
が

、
今

後
は

、
子

ど
も

食
堂

や
フ

ー
ド

パ
ン

ト
リ

ー
の

利
用

世
帯

を
支

援
に

つ
な

げ
る

た
め

、
あ

だ
ち

未
来

創
造

室
各

課
と

の
連

携
強

化
、

子
ど

も
の

体
験

活
動

を
実

施
す

る
各

課
と

の
イ

ベ
ン

ト
協

力
な

ど
を

進
め

て
い

く
。

ま
た

、
離

婚
届

の
受

取
・
提

出
に

来
た

区
民

に
対

し
て

、
公

正
証

書
作

成
補

助
金

な
ど

の
養

育
費

確
保

支
援

や
離

婚
後

に
利

用
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

を
適

切
に

届
け

ら
れ

る
よ

う
区

民
案

内
の

方
法

に
つ

い
て

、
戸

籍
住

民
課

と
協

議
を

進
め

る
。

　
【
③

 ひ
と

り
親

家
庭

の
現

状
・
ニ

ー
ズ

の
把

握
に

つ
い

て
】

　
手

当
担

当
係

と
相

談
支

援
担

当
係

と
の

要
支

援
世

帯
に

関
す

る
情

報
共

有
の

場
を

設
け

る
こ

と
に

加
え

、
手

当
現

況
届

郵
送

時
に

困
り

事
を

尋
ね

る
ア

ン
ケ

ー
ト

を
同

封
す

る
こ

と
や

、
応

援
ア

プ
リ

を
活

用
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
な

ど
、

ニ
ー

ズ
把

握
の

た
め

の
取

組
を

強
化

す
る

。
ま

た
、

今
後

は
手

当
現

況
届

か
ら

把
握

し
た

生
活

状
況

を
元

に
、

要
支

援
世

帯
へ

の
電

話
が

け
や

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

を
行

い
、

積
極

的
な

働
き

か
け

を
推

進
す

る
。

　
さ

ら
に

、
事

業
の

成
果

を
図

る
指

標
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

の
利

用
人

数
や

実
績

値
を

主
に

用
い

て
き

た
が

、
今

後
は

、
現

在
実

施
し

て
い

る
窓

口
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
な

ど
、

各
事

業
に

お
け

る
利

用
者

満
足

度
を

指
標

と
し

て
設

定
す

る
こ

と
で

、
成

果
の

可
視

化
、

サ
ー

ビ
ス

向
上

に
つ

な
げ

て
い

く
。

　
【
④

 就
労

支
援

事
業

に
つ

い
て

】
　

正
規

就
労

に
よ

る
自

立
を

目
指

す
方

へ
は

従
来

の
支

援
を

継
続

す
る

が
、

ひ
と

り
親

の
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

や
働

き
方

が
多

様
化

し
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
国

や
東

京
都

が
提

供
す

る
講

座
な

ど
も

活
用

し
、

パ
ー

ト
や

派
遣

、
在

宅
就

労
な

ど
も

視
野

に
入

れ
た

相
談

支
援

を
提

供
す

る
。

ま
た

、
本

人
の

生
活

状
況

等
か

ら
、

す
ぐ

の
就

労
が

難
し

い
方

へ
の

対
応

と
し

て
、

福
祉

ま
る

ご
と

相
談

課
が

実
施

す
る

就
労

準
備

支
援

事
業

へ
の

案
内

・
連

携
を

強
化

す
る

ほ
か

、
当

課
の

就
労

支
援

事
業

の
利

用
に

は
至

ら
ず

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
な

ど
に

つ
な

げ
た

相
談

者
に

つ
い

て
も

、
そ

の
後

の
後

追
い

や
、

窓
口

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

事
業

成
果

の
可

視
化

と
利

用
者

満
足

度
の

向
上

を
図

る
。

3

3
.5

3
3

3

区
民

評
価

結
果

2

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

１
　

仕
事

に
関

す
る

豆
の

木
メ

ー
ル

等
情

報
発

信
に

つ
い

て
【
実

施
済

】
　

厚
生

労
働

省
や

東
京

都
等

の
情

報
だ

け
で

な
く
、

当
課

で
行

う
就

労
支

援
（
給

付
金

や
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

策
定

、
セ

ミ
ナ

ー
案

内
等

）
や

庁
内

の
関

連
事

業
・
イ

ベ
ン

ト
に

係
る

情
報

発
信

を
強

化
し

た
。

２
　

ひ
と

り
親

の
方

へ
の

就
労

支
援

に
つ

い
て

【
実

施
済

】
　

相
談

者
の

置
か

れ
た

状
況

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

、
就

労
経

験
に

応
じ

た
支

援
が

で
き

る
よ

う
、

パ
ー

ト
や

派
遣

、
在

宅
就

労
等

の
選

択
肢

も
提

示
し

、
資

格
取

得
や

今
後

の
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

の
立

て
方

、
各

種
手

当
や

助
成

制
度

、
ひ

と
り

親
家

庭
の

子
ど

も
が

利
用

で
き

る
事

業
の

ご
案

内
を

交
え

な
が

ら
、

相
談

者
に

寄
り

添
っ

た
支

援
を

提
供

し
た

。
３

　
窓

口
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
に

つ
い

て
【
実

施
済

】
　

　
孤

立
の

恐
れ

の
あ

る
世

帯
（
=
児

童
扶

養
手

当
受

給
者

の
う

ち
、

非
正

規
就

労
の

世
帯

等
）
を

対
象

に
実

施
し

て
い

る
「
困

り
ご

と
の

解
消

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
」
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
相

談
者

の
悩

み
や

ニ
ー

ズ
、

事
業

に
対

す
る

満
足

度
等

を
定

量
評

価
す

る
た

め
、

令
和

６
年

度
途

中
か

ら
、

相
談

窓
口

（
豆

の
木

相
談

室
）
の

お
客

様
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
開

始
し

、
結

果
を

基
に

相
談

支
援

を
振

り
返

る
こ

と
で

、
サ

ー
ビ

ス
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

４
　

他
事

業
と

の
連

携
・
協

働
に

つ
い

て
【
一

部
実

施
済

・
検

討
中

】
　

子
ど

も
支

援
な

ど
複

合
化

・
複

雑
化

し
た

相
談

に
対

応
す

る
た

め
、

今
年

度
か

ら
「
福

祉
ま

る
ご

と
相

談
課

」
が

主
宰

す
る

支
援

会
議

の
メ

ン
バ

ー
に

参
画

し
た

。
ま

た
、

ひ
と

り
親

家
庭

の
子

ど
も

の
体

験
格

差
の

解
消

と
交

流
事

業
の

充
実

に
向

け
て

、
体

験
イ

ベ
ン

ト
で

協
働

で
き

な
い

か
、

子
ど

も
の

貧
困

対
策

・
若

年
者

支
援

課
と

の
協

議
を

進
め

て
い

る
。

同
様

に
、

就
労

・
生

活
関

係
の

セ
ミ

ナ
ー

・
講

座
に

つ
い

て
も

、
福

祉
ま

る
ご

と
相

談
課

や
多

様
性

社
会

推
進

課
と

の
調

整
を

今
後

進
め

て
い

く
予

定
で

あ
る

。

１
　

相
談

事
業

　
（
１

）
 配

偶
者

か
ら

の
D

V
や

子
ど

も
の

不
登

校
の

問
題

な
ど

、
相

談
者

が
抱

え
る

問
題

は
複

合
化

、
　

　
複

雑
化

し
て

お
り

、
来

年
度

に
予

定
さ

れ
て

い
る

共
同

親
権

や
法

定
養

育
費

等
の

導
入

も
含

め
、

　
　

よ
り

専
門

的
な

相
談

に
対

応
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

（
２

）
 窓

口
や

メ
ー

ル
・
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

相
談

に
加

え
、

孤
立

の
恐

れ
の

あ
る

世
帯

に
対

し
て

は
、

　
　

相
談

員
が

訪
問

し
、

悩
み

や
不

安
を

傾
聴

し
て

い
る

が
、

不
在

に
よ

り
会

え
ず

、
現

状
確

認
が

で
き

　
　

て
い

な
い

世
帯

も
一

定
数

存
在

し
て

い
る

。
２

　
交

流
事

業
（
サ

ロ
ン

型
・
イ

ベ
ン

ト
型

）
　

　
生

活
・
し

ご
と

・
子

育
て

の
悩

み
や

不
安

の
相

談
、

情
報

交
換

な
ど

を
目

的
と

し
た

サ
ロ

ン
と

、
子

ど
　

も
と

一
緒

に
参

加
で

き
る

、
も

の
づ

く
り

を
中

心
と

し
た

交
流

イ
ベ

ン
ト

を
月

３
回

程
度

開
催

し
て

い
る

　
が

、
イ

ベ
ン

ト
内

容
に

よ
っ

て
参

加
者

に
ば

ら
つ

き
が

あ
る

な
ど

の
課

題
が

あ
り

、
企

画
や

周
知

方
法

　
を

委
託

事
業

者
と

と
も

に
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
３

　
就

労
支

援
事

業
（
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
教

育
訓

練
、

高
等

職
業

訓
練

、
講

座
）

　
　

 ひ
と

り
親

の
求

職
者

は
、

限
ら

れ
た

時
間

の
中

で
、

子
育

て
、

家
事

、
生

計
維

持
を

１
人

で
担

っ
て

　
お

り
、

相
談

者
の

置
か

れ
た

状
況

に
応

じ
た

働
き

方
を

支
援

し
て

い
く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

ま
た

、
　

ひ
と

り
親

家
庭

向
け

の
各

種
手

当
や

助
成

制
度

、
子

ど
も

施
策

は
多

岐
に

わ
た

っ
て

お
り

、
世

帯
の

自
　

立
に

向
け

て
、

的
確

な
制

度
案

内
が

必
要

で
あ

る
。

　

１
　

今
後

の
事

業
予

定
（
短

期
）

　
（
１

）
 相

談
事

業
　

　
ア

　
共

同
親

権
導

入
を

柱
と

し
た

民
法

等
改

正
（
令

和
８

年
５

月
ま

で
に

施
行

）
に

伴
い

、
親

子
交

流
　

　
　

や
裁

判
外

紛
争

手
続

（
A

D
R

）
へ

の
支

援
策

の
事

例
研

究
と

当
区

で
の

実
施

検
討

を
進

め
る

。
　

　
イ

　
相

談
者

・
事

業
利

用
者

の
生

の
声

や
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

な
ど

か
ら

、
ひ

と
り

親
家

庭
が

必
要

と
す

　
　

　
る

支
援

を
整

理
し

、
事

業
改

善
に

生
か

し
て

い
く
。

ま
た

、
手

当
申

請
時

に
把

握
し

た
気

に
な

る
世

帯
　

　
　

に
つ

い
て

、
手

当
担

当
係

と
定

期
的

に
情

報
共

有
の

場
を

設
け

る
こ

と
や

、
手

当
現

況
届

郵
送

時
に

　
　

　
困

り
事

を
尋

ね
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

同
封

す
る

等
、

世
帯

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
方

法
を

検
討

し
、

ひ
と

つ
で

　
　

　
も

多
く
の

世
帯

を
支

援
に

つ
な

げ
る

。
（
２

）
 交

流
事

業
（
サ

ロ
ン

型
・
イ

ベ
ン

ト
型

）
　

　
 　

参
加

者
の

増
に

向
け

て
、

チ
ラ

シ
や

豆
の

木
メ

ー
ル

で
の

周
知

方
法

を
工

夫
す

る
と

と
も

に
、

体
験

　
　

格
差

の
解

消
に

つ
な

が
る

イ
ベ

ン
ト

を
、

委
託

事
業

者
や

庁
内

関
係

各
課

と
協

働
し

実
施

す
る

。
　

（
３

）
 就

労
支

援
事

業
（
自

立
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
教

育
訓

練
、

高
等

職
業

訓
練

、
講

座
）

　
　

　
引

き
続

き
、

相
談

者
の

状
況

に
応

じ
た

多
様

な
働

き
方

へ
の

支
援

、
ひ

と
り

親
家

庭
向

け
の

サ
ー

ビ
ス

　
　

の
案

内
・
利

用
ま

で
を

支
援

し
、

世
帯

の
自

立
に

向
け

て
寄

り
沿

っ
た

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
。

ま
た

、
　

　
教

育
訓

練
、

高
等

職
業

訓
練

以
外

の
就

労
支

援
策

に
つ

い
て

も
情

報
発

信
を

強
化

す
る

。
２

　
今

後
の

方
向

性
（
中

・
長

期
）

　
　

【
ひ

と
り

親
家

庭
の

経
済

的
自

立
の

支
援

】
　

　
児

童
扶

養
手

当
の

支
給

や
医

療
費

助
成

の
ほ

か
、

資
格

取
得

や
セ

ミ
ナ

ー
・
講

座
の

開
催

な
ど

、
就

労
　

に
関

す
る

支
援

を
進

め
、

困
難

を
抱

え
る

ひ
と

り
親

家
庭

の
経

済
的

自
立

と
貧

困
の

連
鎖

の
解

消
に

取
り

　
組

む
。

ま
た

、
養

育
費

に
関

す
る

情
報

提
供

や
養

育
費

の
確

保
・
取

り
決

め
に

関
す

る
支

援
を

充
実

さ
せ

　
、

ひ
と

り
親

家
庭

の
経

済
的

困
窮

に
伴

う
教

育
格

差
・
体

験
格

差
な

ど
の

解
消

を
支

え
る

。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

国
・
東

京
都

の
情

報
だ

け
で

な
く
、

区
と

し
て

の
情

報
発

信
を

強
化

し
た

点
や

、
年

度
途

中
か

ら
開

始
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

に
よ

っ
て

支
援

を
振

り
返

る
試

み
は

良
い

。
孤

立
の

お
そ

れ
の

あ
る

世
帯

の
う

ち
、

半
数

以
上

は
訪

問
時

に
不

在
で

チ
ラ

シ
投

函
に

留
ま

っ
て

い
る

た
め

、
そ

の
よ

う
な

世
帯

の
支

援
ニ

ー
ズ

等
を

把
握

す
る

必
要

は
な

い
か

。
「
ひ

と
り

親
家

庭
」
は

支
援

の
切

り
口

の
一

つ
で

あ
る

た
め

、
他

事
業

と
連

携
し

た
取

組
は

不
可

欠
で

あ
る

。
様

々
な

事
業

と
の

連
携

可
能

性
を

探
り

、
事

業
を

発
展

さ
せ

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

事
業

の
大

き
な

方
向

性
自

体
は

問
題

な
い

が
、

ひ
と

り
親

家
庭

へ
の

支
援

の
あ

る
べ

き
姿

、
支

援
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

す
べ

き
世

帯
に

つ
い

て
し

っ
か

り
と

定
義

し
、

取
組

を
進

め
て

い
っ

て
ほ

し
い

。
区

内
の

ひ
と

り
親

世
帯

の
数

は
約

6
,5

0
0
世

帯
と

考
え

る
と

、
ど

の
よ

う
な

状
況

に
あ

る
世

帯
を

支
援

対
象

と
考

え
る

か
、

分
析

を
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

と
感

じ
る

。
各

取
組

の
方

向
性

と
示

し
た

内
容

に
つ

い
て

、
よ

り
具

体
性

を
も

た
せ

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

3

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

・全
体

と
し

て
昨

年
度

の
評

価
結

果
を

踏
ま

え
て

、
計

画
を

立
て

、
活

動
に

着
手

さ
れ

て
い

る
点

は
評

価
で

き
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

さ
ら

に
一

歩
踏

み
込

ん
だ

計
画

や
活

動
の

展
開

も
期

待
さ

れ
る

。
ま

た
、

事
業

対
象

の
不

明
瞭

さ
に

つ
い

て
は

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

に
て

説
明

は
さ

れ
た

も
の

の
、

調
書

か
ら

取
組

を
読

み
取

る
こ

と
が

難
し

い
状

況
に

あ
る

。
事

業
の

対
象

を
明

確
に

す
る

こ
と

は
、

対
象

の
現

状
や

対
象

に
対

す
る

ア
プ

ロ
ー

チ
に

お
け

る
課

題
が

把
握

し
や

す
く
な

る
と

考
え

る
。

・以
下

に
各

取
組

に
対

す
る

事
項

に
つ

い
て

詳
述

す
る

。
１

①
情

報
発

信
に

つ
い

て
は

、
足

立
区

内
の

情
報

発
信

を
強

化
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

【活
動

2
】の

情
報

発
信

数
が

昨
年

度
よ

り
増

加
し

、
目

標
が

達
成

さ
れ

た
こ

と
は

十
分

に
評

価
で

き
る

。
一

方
で

、
「情

報
を

創
る

」
と

い
う

こ
と

に
関

し
て

は
今

後
の

取
組

が
期

待
さ

れ
る

。
ま

た
対

象
者

が
必

要
と

す
る

情
報

を
得

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

た
め

の
手

段
や

環
境

を
整

え
る

対
策

の
検

討
も

求
め

ら
れ

る
。

２
就

労
支

援
に

つ
い

て
は

、
ヒ

ア
リ

ン
グ

に
お

い
て

各
対

象
者

の
個

別
性

に
応

じ
た

支
援

が
提

供
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
、

間
接

的
に

【
中

間
成

果
1】

に
影

響
を

与
え

て
い

る
と

推
測

さ
れ

、
担

当
所

管
の

方
々

の
日

々
の

取
組

は
高

く
評

価
で

き
る

と
考

え
る

。
一

方
で

、
そ

れ
ら

の
取

組
が

調
書

か
ら

読
み

取
る

こ
と

が
難

し
く
、

指
標

(【
直

接
成

果
2】

【
中

間
成

果
2】

【
最

終
成

果
】)

は
そ

の
取

組
を

反
映

し
た

も
の

と
は

言
え

な
い

印
象

を
受

け
た

。
３

ア
ン

ケ
ー

ト
の

実
施

に
つ

い
て

、
利

用
者

の
声

を
聴

く
姿

勢
が

見
ら

れ
、

好
感

が
持

て
る

。
特

に
本

事
業

の
基

幹
で

あ
る

「サ
ロ

ン
豆

の
木

」
で

ア
ン

ケ
ー

ト
を

積
極

的
に

収
集

す
る

姿
勢

は
評

価
に

値
す

る
。

ま
た

支
援

開
始

時
に

取
り

組
ま

れ
て

い
る

と
い

う
詳

細
な

聴
き

取
り

は
、

そ
の

方
の

必
要

と
す

る
支

援
を

提
供

す
る

た
め

に
有

用
な

情
報

と
な

る
だ

け
で

な
く
、

対
象

者
の

現
状

を
把

握
す

る
た

め
の

貴
重

な
資

料
と

な
る

と
考

え
ら

れ
、

評
価

で
き

る
取

組
で

あ
る

。
４

②
他

事
業

と
の

連
携

・協
働

に
つ

い
て

は
、

実
施

は
容

易
で

は
な

い
と

考
え

ら
れ

る
が

、
す

で
に

関
連

す
る

事
業

と
連

携
・協

議
を

進
め

て
お

り
評

価
で

き
る

。
実

際
に

連
携

・協
働

し
た

際
に

は
実

績
が

可
視

化
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
す

る
。

・各
指

標
に

つ
い

て
は

、
【直

接
成

果
2】

を
除

い
て

、
目

標
達

成
状

況
が

「
や

や
順

調
」か

ら
「達

成
」
と

な
っ

て
お

り
、

そ
の

点
に

つ
い

て
は

評
価

が
で

き
る

。
特

に
【
中

間
成

果
1
】
に

つ
い

て
は

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

対
象

者
の

声
を

定
量

的
に

評
価

し
た

こ
と

に
よ

り
目

標
値

に
迫

っ
て

お
り

、
評

価
を

し
た

い
。

し
か

し
指

標
や

目
標

の
設

定
方

法
に

つ
い

て
は

疑
問

が
残

る
。

以
下

に
各

指
標

に
つ

い
て

示
す

。
―

【活
動

1】
、

【直
接

成
果

1
】
と

も
達

成
状

況
は

「や
や

順
調

」で
あ

る
も

の
の

、
交

流
事

業
年

間
実

施
回

数
お

よ
び

参
加

世
帯

数
は

前
年

よ
り

減
少

し
て

い
る

。
交

流
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

日
の

変
更

や
イ

ベ
ン

ト
の

内
容

の
考

案
な

ど
試

行
錯

誤
さ

れ
て

お
り

、
よ

り
参

加
し

や
す

く
参

加
し

た
い

事
業

を
目

指
し

て
い

る
こ

と
は

う
か

が
え

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
参

加
者

が
減

少
し

て
い

る
こ

と
に

対
す

る
要

因
の

分
析

が
十

分
と

は
言

い
が

た
い

。
対

象
者

に
必

要
と

さ
れ

る
事

業
を

目
指

し
て

試
行

錯
誤

さ
れ

る
姿

勢
は

評
価

で
き

る
が

、
過

去
の

活
動

実
績

や
参

加
者

の
声

な
ど

か
ら

詳
細

な
要

因
分

析
を

進
め

る
こ

と
も

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

―
【活

動
2】

の
達

成
状

況
は

「達
成

」
で

あ
り

、
昨

年
度

の
評

価
結

果
を

踏
ま

え
て

取
り

組
ま

れ
、

結
果

と
し

て
も

表
れ

て
い

る
こ

と
は

十
分

に
評

価
で

き
る

。
一

方
で

、
先

述
の

通
り

「
情

報
を

創
る

」
と

い
う

こ
と

に
関

し
て

は
今

後
の

取
組

が
期

待
さ

れ
る

。
―

【活
動

3】
の

達
成

状
況

は
「や

や
順

調
」で

あ
る

も
の

の
、

実
績

が
年

々
低

下
し

て
い

る
。

そ
の

要
因

に
つ

い
て

情
報

取
得

の
利

便
性

の
向

上
や

制
度

や
支

援
の

浸
透

、
自

己
解

決
力

の
向

上
を

挙
げ

ら
れ

て
い

た
た

め
、

今
後

は
目

標
値

の
設

定
に

つ
い

て
も

再
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

他
の

要
因

と
し

て
訪

問
相

談
件

数
の

減
少

も
挙

げ
ら

れ
て

い
た

。
時

間
と

労
力

が
か

か
る

取
組

み
で

あ
る

に
も

関
わ

ら
ず

、
実

績
が

伴
っ

て
い

な
い

印
象

を
受

け
た

。
こ

の
取

組
は

非
常

に
重

要
な

も
の

で
あ

る
た

め
、

実
施

方
法

を
さ

ら
に

検
討

し
て

い
た

だ
き

実
績

に
繋

げ
て

ほ
し

い
。

―
【直

接
成

果
2
】
の

達
成

状
況

は
「
遅

れ
て

い
る

」
で

あ
り

、
昨

年
度

か
ら

実
績

は
大

き
く
低

下
し

て
い

た
。

低
下

の
背

景
に

、
東

京
都

や
他

団
体

と
の

取
組

の
重

複
や

、
他

の
情

報
コ

ン
テ

ン
ツ

の
充

実
が

あ
る

こ
と

を
要

因
分

析
さ

れ
て

い
た

こ
と

は
一

定
の

評
価

を
す

る
。

し
か

し
こ

の
要

因
分

析
か

ら
次

の
取

組
を

計
画

す
る

こ
と

は
難

し
い

印
象

も
あ

り
、

担
当

所
管

が
管

理
す

る
指

標
と

し
て

妥
当

で
あ

る
か

を
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

―
【中

間
成

果
2
】
の

達
成

状
況

は
「
順

調
」と

の
こ

と
で

あ
り

、
前

年
度

か
ら

目
標

値
を

上
げ

た
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
実

績
と

し
て

は
十

分
で

あ
る

と
評

価
で

き
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

多
様

な
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
・キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

の
実

現
が

期
待

さ
れ

る
中

で
、

【直
接

成
果

2
】
【最

終
成

果
】と

も
に

、
指

標
と

し
て

適
当

で
あ

る
か

を
ぜ

ひ
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

・
相

談
・
就

労
支

援
・
交

流
の

3
本

柱
で

取
り

組
ん

で
い

る
事

業
で

あ
る

。
利

用
者

の
声

を
聞

き
取

り
な

が
ら

、
法

改
正

な
ど

に
対

応
し

て
、

今
後

の
事

業
予

定
を

計
画

し
て

い
る

点
は

評
価

で
き

る
。

③
一

方
で

支
援

利
用

者
だ

け
で

な
く
、

対
象

者
の

現
状

や
ニ

ー
ズ

を
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

そ
の

際
に

今
一

度
、

本
事

業
の

目
的

や
そ

の
目

的
に

応
じ

た
指

標
お

よ
び

対
象

者
に

つ
い

て
の

再
検

討
に

も
期

待
し

た
い

。
目

的
や

指
標

を
再

検
討

し
て

い
た

だ
く
こ

と
で

、
本

事
業

の
位

置
づ

け
が

明
確

化
さ

れ
、

担
当

所
管

の
日

常
的

な
努

力
が

可
視

化
さ

れ
る

と
考

え
る

。
・
相

談
事

業
に

つ
い

て
は

、
法

改
正

な
ど

に
も

対
応

し
つ

つ
、

個
別

性
の

高
い

支
援

を
継

続
さ

れ
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
ま

た
2
年

に
1
度

改
訂

さ
れ

て
い

る
「
ひ

と
り

親
家

庭
の

く
ら

し
に

役
立

つ
応

援
B

O
O

K
」
は

ひ
と

り
親

世
帯

に
必

要
な

情
報

が
広

く
掲

載
さ

れ
て

お
り

高
く
評

価
で

き
る

。
た

だ
既

存
の

完
成

さ
れ

た
「
型

」
に

満
足

す
る

の
で

は
な

く
、

事
例

や
必

要
な

支
援

が
何

か
を

対
象

者
が

気
軽

に
検

討
で

き
る

診
断

チ
ャ

ー
ト

な
ど

も
掲

載
す

る
こ

と
で

、
1
つ

で
も

多
く
の

世
帯

を
支

援
に

つ
な

げ
る

ツ
ー

ル
と

な
る

こ
と

を
期

待
し

た
い

。
・
就

労
支

援
事

業
に

つ
い

て
は

、
民

間
も

注
力

し
て

お
り

、
資

格
取

得
は

企
業

内
の

福
利

厚
生

の
一

環
と

な
っ

て
い

た
り

、
就

労
に

関
し

て
も

プ
ロ

の
人

材
リ

ク
ル

ー
タ

ー
が

担
当

と
し

て
無

料
で

つ
く
な

ど
す

る
た

め
、

現
在

の
取

組
に

対
す

る
需

要
が

低
い

こ
と

も
十

分
に

考
え

ら
れ

る
。

「
必

要
と

し
て

い
る

方
が

い
れ

ば
取

組
を

続
け

る
」
と

い
う

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
で

あ
る

が
、

④
よ

り
必

要
と

さ
れ

て
い

る
取

組
を

見
つ

け
出

し
、

計
画

・
実

行
し

て
い

た
だ

け
る

こ
と

を
期

待
し

た
い

。
例

え
ば

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

環
境

の
整

備
は

情
報

の
受

発
信

に
役

立
ち

、
在

宅
勤

務
と

い
う

就
労

形
態

の
選

択
に

も
つ

な
が

る
。

す
で

に
複

数
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
て

い
る

と
い

う
実

績
が

あ
る

た
め

、
現

在
の

ひ
と

り
親

家
庭

が
望

む
支

援
を

よ
り

明
確

に
さ

せ
て

新
し

い
課

題
の

発
見

に
つ

な
げ

て
い

た
だ

き
た

い
。

全
体

評
価

2

反
映

結
果

3
.5

達
成

度

評
価

結
果

全
体

評
価

2R
6

1
.5

庁
内

評
価

結
果

S
T
E
P
2

S
T
E
P
4

S
T
E
P
3

S
T
E
P
1

評
価
中
止

評
価
中
止
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

目
標

2
,4

2
1

2
,5

2
8

2
,8

8
0

順
調

実
績

2
3
2
8

目
標

1
,1

7
9

1
,7

8
5

1
,8

0
9

順
調

実
績

1
,7

0
0

1
,7

2
3

1
7
8
9

達
成

率
1
4
4
%

9
7
%

9
9
%

2
,6

0
2

2
8
3
7

達
成

率
9
6
%

1
0
3
%

9
9
%

目
標

2
,9

8
7

3
,6

5
9

5
,0

0
0

順
調

実
績

3
,1

5
9

4
,1

2
6

4
,9

4
5

達
成

率
1
0
6
%

1
1
3
%

9
9
%

1
0

6

達
成

実
績

-
2

0

達
成

率
2
0
%

0
%

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

く
ら

し
再

掲
ま

ち
重

点
目

標
⑤

区
民

の
命

や
財

産
を

守
り

く
ら

し
の

安
全

を
確

保
す

る
重

点
項

目
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

ウ
ィ

ン
ド

ウ
ズ

運
動

の
強

化
記

入
所

属

事
業

名
№

1
4
「
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
（
地

域
防

犯
力

の
向

上
・
防

犯
ま

ち
づ

く
り

事
業

）
」

協
働 ・

協
創

ビ
ュ

ー
テ

ィ
フ

ル
・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
と

し
て

、
全

庁
的

に
協

働
。

特
に

地
域

調
整

課
、

交
通

対
策

課
、

ま
ち

づ
く
り

課
と

密
接

に
協

働
1
1
.
5

1
6
.
1

1
7
.
1
7

危
機

管
理

部
危

機
管

理
課

生
活

安
全

推
進

係
危

機
管

理
部

危
機

管
理

課
防

犯
ま

ち
づ

く
り

係
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

刑
法

犯
認

知
件

数
の

減
少

に
向

け
た

各
種

事
業

を
実

施
す

る
。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
区

内
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

業
務

委
託

1
4
1
,0

2
0

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

【
タ

ー
ゲ

ッ
ト

】
1
1
.5

　
1
6
.1

　
1
7
.1

7
　

【
関

連
す

る
理

由
】
刑

法
犯

認
知

件
数

を
減

少
さ

せ
る

こ
と

や
、

警
察

等
と

協
働

し
て

事
業

を
行

う
こ

と
は

、
区

民
が

安
全

安
心

な
暮

ら
し

を
実

感
で

き
る

ま
ち

の
実

現
と

、
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

推
進

に
繋

が
る

。
【
評

価
】
令

和
４

年
の

刑
法

犯
認

知
件

数
が

前
年

か
ら

４
５

２
件

増
加

と
な

っ
た

一
方

、
体

感
治

安
が

「
良

い
」
と

感
じ

る
人

の
割

合
が

６
４

．
５

％
と

過
去

最
大

を
更

新
し

た
。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

事
業

内
容

安
全

安
心

な
暮

ら
し

を
実

感
で

き
る

ま
ち

の
実

現

防
犯

対
策

物
品

購
入

補
助

7
5
,8

6
2

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
防

犯
活

動
支

援
事

務
、

安
全

安
心

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

管
理

運
営

事
務

、
防

犯
防

火
協

会
助

成
事

務
、

協
議

会
運

営
事

務

主
な

内
容

見
守

り
活

動
支

援
補

助
金

7
6
,4

7
4

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b
)

3
7
3
,
8
7
4

6
9
6
,
8
1
4

6
3
0
,
3
9
8

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

1
2
0
,
5
1
6

1
4
4
,
9
6
5

内
訳

事
業

費
(a

)
2
7
6
,
9
5
7

5
7
6
,
2
9
8

4
8
5
,
4
3
3

①
　

重
大

犯
罪

発
生

の
有

無
②

　
犯

罪
多

発
地

域
の

有
無

③
　

特
殊

詐
欺

の
検

挙
率

④
　

区
営

以
外

の
駐

輪
場

数

①
　

犯
罪

の
検

挙
率

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

0
0

0

受
益

者
負

担
金

0
0

0

①
　

区
民

の
マ

ナ
ー

②
　

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

な
ど

が
報

じ
る

　
　

区
の

マ
イ

ナ
ス

イ
メ

ー
ジ

③
　

重
大

犯
罪

発
生

の
有

無

人
件

費
(b

)
9
6
,
9
1
7

【
事

業
の

概
要

】
①

　
各

種
イ

ベ
ン

ト
（
区

開
催

イ
ベ

ン
ト

、
ペ

ン
タ

ゴ
ン

作
戦

等
）
に

参
加

　
　

し
て

ビ
ュ

ー
テ

ィ
フ

ル
・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
を

啓
発

す
る

【
活

動
-
1
】

②
　

無
施

錠
自

転
車

に
対

し
て

条
例

で
鍵

か
け

が
義

務
化

さ
れ

て
い

　
　

る
こ

と
及

び
施

錠
を

促
す

警
告

札
を

取
り

付
け

る
【
活

動
-
2
】

③
　

自
動

通
話

録
音

機
を

無
償

で
貸

与
す

る
【
活

動
-
3
】

④
　

広
報

紙
、

S
N

S
等

を
活

用
し

て
、

刑
法

犯
認

知
件

数
、

ア
ポ

電
　

　
体

験
ダ

イ
ヤ

ル
、

客
引

き
行

為
等

防
止

対
策

な
ど

、
各

種
防

犯
　

　
活

動
の

情
報

発
信

を
す

る
【
活

動
-
4
】

①
　

ビ
ュ

ー
テ

ィ
フ

ル
・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
の

取
組

を
知

っ
て

い
る

人
　

が
増

え
る

【
活

動
-
1
,4

】
②

　
防

犯
対

策
物

品
補

助
金

の
申

請
が

増
え

る
【
活

動
1
,4

】
③

　
自

転
車

盗
難

数
が

減
る

【
活

動
-
1
,2

,4
】

④
　

特
殊

詐
欺

被
害

数
が

減
る

【
活

動
-
1
,,3

,4
】

⑤
　

安
全

安
心

パ
ト

ロ
ー

ル
隊

の
青

パ
ト

に
よ

る
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

が
　

　
増

え
る

【
活

動
-
1
,4

】
⑥

　
防

犯
カ

メ
ラ

の
設

置
数

が
増

え
る

【
活

動
-
1
,4

】
⑦

　
な

が
ら

見
守

り
活

動
参

加
登

録
者

が
増

え
る

【
活

動
-
4
】

⑧
　

客
引

き
行

為
等

が
減

る
（
悪

質
性

等
が

下
が

る
）
【
活

動
-
4
】

①
　

区
全

体
の

犯
罪

件
数

が
減

る
②

　
様

々
な

防
犯

の
取

組
み

を
多

く
の

区
民

が
知

る
（
区

民
の

安
心

　
　

感
に

つ
な

が
る

）

①
　

区
民

が
安

全
安

心
な

暮
ら

し
　

　
を

実
感

で
き

る
ま

ち
の

実
現

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

区
内

刑
法

犯
認

知
件

数
【
低

減
目

標
】

6
年

度

【
活

動
-
1
】

ビ
ュ

ー
テ

ィ
フ

ル
・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
イ

ベ
ン

ト
回

数

回

目
標

9
0

9
0

1
0
5

達
成

【
直

接
成

果
-
１

】
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
の

取
組

を
知

っ
て

い
る

人
の

割
合

%

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

6
4
.6

達
成

率
3
7
%

1
1
2
%

1
0
8
%

達
成

率
8
2
%

8
6
%

9
3
%

達
成

率

％

6
5
.6

実
績

3
3

1
0
1

1
1
3

実
績

4
1
.2

4
3

4
6
.7

件

2
,9

9
9

3
,3

5
0

9
8
%

2
7
1
7

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

竹
の

塚
エ

リ
ア

で
特

に
住

み
づ

ら
い

と
感

じ
る

区
民

の
割

合
［
低

減
目

標
］

％

-
-

-

5
.7

7
7
.8

達
成

率

や
や

遅
れ

て
い

る

遅
れ

て
い

る

目
標

【
最

終
成

果
】

体
感

治
安

が
「
良

い
」
と

感
じ

る
人

の
割

合

3
,8

5
0

6
4
0

1
,5

3
6

8
2
%

7
9
%

8
7
%

9
6
,0

0
0

4
2
5
0

実
績

3
,6

6
4

4
,2

2
2

4
4
4
2

目
標

目
標

5
0

5
0

5
0

や
や

順
調

-
-

-

【
活

動
-
3
】

自
動

通
話

録
音

機
の

無
償

貸
与

数
台

目
標

2
0
0
0

2
0
0
0

2
0
0
0

や
や

遅
れ

て
い

る

達
成

率
1
1
4
%

1
0
4
%

達
成

率

実
績

2
0
4
4

1
9
2
1

1
6
0
9

【
活

動
-
2
】

無
施

錠
自

転
車

へ
の

警
告

札
の

取
付

け
枚

数

枚
実

績
-

目
標

目
標

-

や
や

遅
れ

て
い

る

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

防
犯

対
策

物
品

補
助

金
の

申
請

件
数

件

-
目

標

5
4
9
%

1
7
7
%

1
0
9
,4

5
7

4
4
2
0

実
績

1
0
5
9

1
,3

6
1

1
3
9
4

実
績

-
3
,5

1
3

【
直

接
成

果
-
3
】

自
転

車
盗

難
数

［
低

減
目

標
］
　

※
　

年
度

は
年

に
読

み
替

え

件

目
標

8
0
0

9
9
9

1
,2

3
9

7
3
%

8
9
%

達
成

率
1
0
2
%

9
6
%

8
0
%

達
成

率
7
6
%

達
成

率
7
1
%

7
6
%

実
績

1
2
7

1
3
0

実
績

1
0
9

1
8
2

【
直

接
成

果
-
4
】

特
殊

詐
欺

被
害

数
［
低

減
目

標
］
　

※
　

年
度

は
年

に
読

み
替

え

件

目
標

9
0

9
9

1
2
5

1
7
0

達
成

2
1
7

1
0
3
%

1
1
6

1
1
9

【
直

接
成

果
-
8
】

重
点

地
域

に
お

け
る

客
引

き
行

為
等

指
導

回
数

［
低

減
目

標
］
【
新

規
指

標
】

回

【
直

接
成

果
-
7
】

な
が

ら
見

守
り

活
動

参
加

登
録

数
（
累

計
）

名

【
直

接
成

果
-
6
】

商
店

街
、

町
会

、
共

同
住

宅
等

に
設

置
し

た
カ

メ
ラ

台
数

台

【
直

接
成

果
-
5
】

安
全

安
心

パ
ト

ロ
ー

ル
隊

の
青

パ
ト

に
よ

る
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

回
数

回

目
標

-

【
活

動
-
4
】

広
報

・
S
N

S
等

で
の

情
報

発
信

数
回

7
7

達
成

率
1
4
2
%

1
4
6
%

1
2
8
%

達
成

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

R
6

3
.5

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

体
感

治
安

に
影

響
を

与
え

る
要

因
に

つ
い

て
分

析
す

る
と

こ
と

に
加

え
、

各
事

業
に

つ
い

て
も

効
果

検
証

の
視

点
を

も
っ

て
取

組
を

進
め

る
姿

勢
は

評
価

で
き

る
。

刑
法

犯
認

知
件

数
は

増
加

し
た

も
の

の
、

体
感

治
安

は
過

去
最

高
を

記
録

し
て

「
安

全
な

ま
ち

」
の

実
現

に
近

づ
い

た
。

一
方

、
区

外
在

住
者

が
「
治

安
が

悪
い

」
と

思
う

割
合

は
高

く
、

さ
ら

に
取

組
を

進
め

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

「
足

立
区

総
ぐ

る
み

」
で

取
組

を
前

進
さ

せ
て

い
く
た

め
に

も
、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

合
わ

せ
た

ア
プ

ロ
ー

チ
を

行
い

、
地

域
を

巻
き

込
み

な
が

ら
事

業
展

開
を

進
め

て
ほ

し
い

。
【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

「
攻

め
る

防
犯

」
は

加
害

者
の

行
動

変
容

を
促

す
効

果
的

な
視

点
で

あ
る

。
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
い

た
事

業
展

開
を

進
め

る
と

と
も

に
、

得
ら

れ
た

知
見

か
ら

各
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
効

果
的

な
情

報
発

信
・
啓

発
を

進
め

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
生

徒
が

主
体

的
に

「
自

転
車

鍵
か

け
あ

り
が

と
う

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
を

実
施

し
た

高
校

の
方

が
施

錠
率

が
高

か
っ

た
と

の
こ

と
だ

が
、

様
々

な
主

体
を

巻
き

込
む

動
き

は
重

要
で

あ
り

、
さ

ら
に

取
組

を
前

進
さ

せ
、

あ
ら

た
め

て
大

き
な

ム
ー

ブ
メ

ン
ト

と
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
る

。

4
【
①

自
転

車
盗

難
件

数
の

増
加

に
伴

う
課

題
の

分
析

と
具

体
的

な
施

策
に

つ
い

て
】

　
自

転
車

盗
難

被
害

に
つ

い
て

無
施

錠
が

全
体

の
６

割
、

年
代

別
の

割
合

で
は

、
依

然
と

し
て

１
０

代
２

０
代

が
全

体
の

約
５

割
を

占
め

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

使
用

率
が

高
い

区
内

高
校

生
を

中
心

に
ス

マ
ー

ト
ロ

ッ
ク

（
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

と
連

動
し

た
シ

リ
ン

ダ
ー

錠
）

の
設

置
促

進
な

ど
に

よ
り

場
所

に
関

係
な

く
施

錠
の

習
慣

化
を

図
る

。
【
②

特
殊

詐
欺

被
害

数
の

低
減

を
目

指
す

活
動

指
標

の
抜

本
的

な
見

直
し

に
つ

い
て

】
　

ご
指

摘
の

と
お

り
、

自
動

通
話

録
音

機
の

貸
与

数
は

減
少

傾
向

の
た

め
、

活
動

指
標

を
「
特

殊
詐

欺
に

特
化

し
た

啓
発

回
数

」
等

に
変

更
し

て
い

く
こ

と
を

検
討

し
、

出
張

啓
発

な
ど

の
プ

ッ
シ

ュ
型

の
取

り
組

み
や

S
N

S
で

の
啓

発
な

ど
、

各
世

代
に

合
わ

せ
た

効
果

的
な

啓
発

活
動

を
模

索
し

て
い

く
。

【
③

刑
法

犯
の

う
ち

、
ど

の
よ

う
な

犯
罪

を
低

減
す

る
こ

と
が

目
標

で
あ

る
が

具
体

化
し

、
詳

細
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
よ

る
課

題
分

析
と

具
体

策
の

検
討

に
つ

い
て

】
　

R
7
年

1
0
月

末
時

点
で

全
刑

法
犯

認
知

件
数

の
約

３
割

を
占

め
て

い
る

自
転

車
盗

は
、

全
罪

種
の

ト
ッ

プ
と

な
っ

て
お

り
、

刑
法

犯
認

知
件

数
の

増
加

は
客

観
的

な
数

値
と

し
て

体
感

治
安

の
低

下
に

つ
な

が
る

た
め

、
今

後
も

被
害

者
の

傾
向

を
注

視
し

な
が

ら
対

策
を

講
じ

て
い

く
。

　
一

方
で

、
近

年
手

口
が

多
様

化
、

巧
妙

化
し

て
い

る
特

殊
詐

欺
は

、
被

害
額

、
被

害
件

数
と

も
に

増
加

し
て

お
り

、
全

刑
法

犯
認

知
件

数
の

割
合

で
は

高
く
な

い
が

、
１

件
あ

た
り

の
被

害
額

が
高

額
な

こ
と

や
昨

今
の

被
害

者
は

高
齢

者
層

だ
け

で
な

く
、

若
年

層
に

も
拡

大
し

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

既
存

の
啓

発
だ

け
で

な
く
、

S
N

S
の

活
用

な
ど

、
区

内
警

察
署

と
も

連
携

し
て

対
応

し
て

い
く
。

【
④

中
長

期
的

な
方

向
性

と
し

て
「
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

イ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
」
の

全
庁

的
な

取
り

組
み

と
、

関
係

部
署

と
の

具
体

的
な

連
携

ス
キ

ー
ム

の
構

築
に

つ
い

て
】

　
　

「
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
」
の

一
環

と
し

て
実

施
し

て
い

る
「
な

が
ら

見
守

り
」

の
啓

発
シ

ー
ト

を
庁

有
車

へ
掲

出
し

て
全

庁
に

意
識

の
共

有
を

図
る

な
ど

、
関

係
部

署
と

連
携

し
て

区
民

へ
の

事
業

周
知

を
図

っ
て

い
る

。
今

後
は

「
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

イ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
」

の
推

進
に

向
け

事
業

周
知

に
と

ど
ま

ら
ず

、
各

事
業

の
登

録
者

（
活

動
者

）
か

ら
提

供
い

た
だ

い
た

情
報

を
関

係
部

署
間

で
円

滑
に

共
有

し
、

事
業

間
で

の
連

携
を

強
化

し
て

い
く
。

【
⑤

個
々

の
事

業
に

つ
い

て
、

「
総

括
」
し

た
上

で
重

要
・
施

策
の

優
先

順
位

の
検

討
に

つ
い

て
】

　
刑

法
犯

認
知

件
数

の
動

向
を

注
視

し
な

が
ら

、
各

罪
種

別
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

、
被

害
件

数
だ

け
で

な
く
、

区
民

へ
の

影
響

度
や

体
感

治
安

に
に

直
結

す
る

事
案

な
ど

包
括

的
に

見
極

め
て

な
が

ら
各

事
業

の
優

先
順

位
を

定
め

て
い

く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

4

区
民

評
価

結
果

3
.5

4

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

①
1
8
歳

か
ら

2
0
代

の
若

年
層

の
施

錠
習

慣
や

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

意
識

向
上

に
向

け
た

取
組

の
検

討
【
検

討
中

】
1
8
歳

か
ら

2
0
代

の
若

年
層

は
、

小
学

校
や

大
学

な
ど

、
従

来
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

届
き

に
く
い

世
代

で
あ

る
た

め
、

行
動

特
性

や
生

活
動

線
を

踏
ま

え
た

取
組

の
継

続
的

な
検

討
を

開
始

し
た

。
新

た
な

取
組

が
確

立
さ

れ
る

ま
で

は
S
N

S
を

通
じ

た
啓

発
を

行
っ

て
い

る
。

②
自

動
通

話
録

音
機

の
設

置
数

の
設

定
が

特
殊

詐
欺

を
効

果
的

に
防

ぐ
た

め
に

適
切

か
ど

う
か

の
確

認
【
実

施
済

】
警

察
官

、
区

職
員

を
か

た
る

詐
欺

や
通

信
会

社
を

名
乗

る
詐

欺
な

ど
現

在
で

も
高

齢
者

向
け

の
ア

ポ
電

詐
欺

が
増

加
し

て
お

り
、

特
殊

詐
欺

対
策

に
お

け
る

一
つ

の
手

段
と

し
て

自
動

通
話

録
音

機
の

設
置

数
を

伸
ば

し
て

い
く
こ

と
が

、
被

害
を

防
ぐ

た
め

に
必

要
な

数
値

で
あ

る
と

区
内

警
察

署
へ

確
認

し
た

。

③
特

殊
詐

欺
対

策
の

見
直

し
と

強
化

に
急

ぎ
取

り
組

む
【
実

施
済

】
振

り
込

め
詐

欺
対

策
に

向
け

て
は

、
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
の

プ
リ

ペ
イ

ド
カ

ー
ド

売
り

場
で

の
ダ

ミ
ー

カ
ー

ド
設

置
を

は
じ

め
防

災
行

政
無

線
を

活
用

し
た

注
意

喚
起

と
し

て
、

点
検

商
法

等
様

々
な

手
口

に
対

応
す

る
た

め
ア

ナ
ウ

ン
ス

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

を
追

加
し

た
。

ま
た

近
年

問
題

と
な

っ
て

い
る

闇
バ

イ
ト

対
策

で
は

、
若

者
向

け
に

啓
発

動
画

を
複

数
作

成
し

S
N

S
等

で
周

知
、

犯
罪

の
動

向
や

手
口

に
合

わ
せ

た
対

策
を

講
じ

た
。

④
1
8
歳

か
ら

2
0
代

の
若

年
層

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
と

し
て

活
用

を
検

討
し

て
い

る
町

会
・
自

治
会

の
加

入
率

は
4
4
.4

％
と

低
下

し
て

い
る

た
め

、
他

の
手

法
と

並
行

し
て

周
知

【
実

施
済

】
L
IN

E
に

よ
る

防
犯

コ
ラ

ム
、

区
公

式
X
や

F
ac

e
bo

o
kを

活
用

し
た

罪
種

別
の

啓
発

広
報

な
ど

、
若

年
層

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
効

果
的

な
情

報
発

信
を

実
施

し
た

。
加

え
て

、
若

年
層

が
参

加
す

る
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

周
知

啓
発

を
検

討
し

て
い

く
。

⑤
有

効
性

が
確

認
さ

れ
て

い
る

自
動

通
話

録
音

機
に

つ
い

て
、

「
プ

ッ
シ

ュ
型

」
の

貸
与

を
強

力
に

推
進 【
実

施
済

】
区

内
4
警

察
署

と
の

連
携

に
よ

る
貸

出
を

は
じ

め
、

令
和

6
年

度
で

は
新

た
に

区
主

催
イ

ベ
ン

ト
で

の
受

付
ブ

ー
ス

の
設

置
を

は
じ

め
、

絆
の

あ
ん

し
ん

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

連
絡

会
で

の
出

張
受

付
を

展
開

し
た

。
今

後
も

、
区

民
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

な
が

ら
各

地
域

へ
の

出
張

申
請

受
付

を
実

施
し

て
い

く
。

今
後

の
事

業
の

予
定

（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
短

期
】

刑
法

犯
認

知
件

数
3
,8

5
0
件

以
下

の
達

成
及

び
ワ

ー
ス

ト
3
位

脱
却

を
目

指
し

、
自

転
車

盗
対

策
、

特
殊

詐
欺

対
策

、
万

引
き

対
策

な
ど

罪
種

別
の

対
策

を
継

続
し

て
い

く
と

と
も

に
、

区
民

ニ
ー

ズ
や

犯
罪

の
動

向
を

踏
ま

え
た

「
防

犯
設

備
の

設
置

及
び

物
品

購
入

補
助

金
」
の

拡
充

や
包

括
的

防
犯

パ
ト

ロ
ー

ル
の

推
進

を
図

る
。

ま
た

、
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
認

知
率

5
0
％

以
上

の
達

成
に

向
け

、
「
な

が
ら

見
守

り
」
や

「
防

犯
ま

ち
づ

く
り

推
進

地
区

」
事

業
を

継
続

的
に

実
施

し
、

子
ど

も
や

地
域

を
見

守
る

目
を

拡
充

し
て

い
く
こ

と
で

、
区

全
体

と
し

て
安

全
で

安
心

な
地

域
社

会
の

形
成

を
目

指
し

て
い

く
。

【
中

・
長

期
】

体
感

治
安

の
向

上
及

び
住

み
や

す
い

地
域

社
会

の
実

現
に

向
け

、
犯

罪
企

図
者

の
動

機
形

成
を

抑
制

・
抑

止
す

る
「
攻

め
る

防
犯

」
を

行
っ

て
い

く
と

と
も

に
、

将
来

に
わ

た
り

安
全

安
心

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

て
い

く
た

め
若

年
層

へ
の

規
範

意
識

の
醸

成
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

ま
た

、
区

や
警

察
の

取
組

に
よ

る
公

助
、

「
な

が
ら

見
守

り
」
や

青
パ

ト
で

の
防

犯
パ

ト
ロ

ー
ル

に
よ

る
共

助
、

補
助

金
等

を
活

用
し

た
自

助
と

い
う

包
括

的
な

取
組

を
実

施
し

て
い

く
た

め
引

き
続

き
地

域
や

警
察

、
関

係
団

体
と

連
携

し
、

一
丸

と
な

っ
て

犯
罪

の
な

い
美

し
い

住
み

よ
い

ま
ち

を
目

指
し

て
い

く
。

そ
し

て
、

ビ
ュ

ー
テ

ィ
フ

ル
・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
の

一
環

と
し

て
、

防
犯

対
策

の
み

な
ら

ず
全

庁
的

な
協

働
に

よ
る

不
法

投
棄

対
策

や
落

書
き

対
策

を
展

開
し

区
の

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

的
課

題
の

一
つ

で
あ

る
「
治

安
」
を

改
善

し
な

が
ら

、
「
美

し
い

ま
ち

」
は

「
安

全
な

ま
ち

」
の

実
現

を
目

標
に

「
治

安
が

悪
い

イ
メ

ー
ジ

」
を

払
拭

し
て

い
く
。

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析

【
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
に

つ
い

て
】

し
ょ

う
ぶ

ま
つ

り
・
A

-
F
e
st

a・
舎

人
千

本
桜

ま
つ

り
等

各
種

イ
ベ

ン
ト

で
の

ビ
ュ

ー
テ

ィ
フ

ル
・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
の

啓
発

ブ
ー

ス
出

展
や

本
庁

舎
1
階

で
の

同
運

動
の

周
知

に
向

け
た

ア
ト

リ
ウ

ム
展

示
を

実
施

し
た

結
果

、
認

知
度

は
目

標
に

達
し

な
か

っ
た

も
の

の
前

年
度

を
上

回
り

増
加

傾
向

と
な

っ
て

い
る

。
今

後
も

認
知

率
向

上
に

向
け

イ
ベ

ン
ト

内
容

や
周

知
機

会
の

充
実

を
図

っ
て

い
く
。

【
自

転
車

盗
対

策
に

つ
い

て
】

「
自

転
車

カ
ギ

か
け

あ
り

が
と

う
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」
の

実
施

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
、

施
錠

の
意

識
が

高
ま

っ
た

生
徒

の
割

合
が

6
2
.8

％
（
前

年
比

+
2
.0

％
）
と

増
加

し
た

。
ま

た
無

施
錠

の
自

転
車

が
盗

ま
れ

な
い

よ
う

に
す

る
警

告
札

を
刷

新
し

、
攻

め
る

防
犯

を
ベ

ー
ス

と
し

た
警

告
札

（
通

称
：
攻

め
タ

グ
）
を

作
成

し
た

が
自

転
車

盗
難

数
の

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
今

後
も

若
年

層
の

鍵
掛

け
習

慣
の

徹
底

や
攻

め
タ

グ
の

効
果

的
な

活
用

を
図

っ
て

い
く
。

【
特

殊
詐

欺
対

策
に

つ
い

て
】

令
和

6
年

は
オ

レ
オ

レ
詐

欺
の

被
害

件
数

が
2
倍

近
く
増

加
し

た
が

、
預

貯
金

詐
欺

や
還

付
金

詐
欺

の
被

害
件

数
減

少
か

ら
総

件
数

は
減

少
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
昨

今
、

問
題

視
さ

れ
て

い
る

国
際

電
話

詐
欺

を
始

め
、

現
在

も
被

害
が

拡
大

し
て

い
る

S
N

S
型

投
資

・
ロ

マ
ン

ス
詐

欺
等

の
新

た
な

手
口

も
発

生
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
自

動
通

話
録

音
機

の
無

償
貸

与
を

継
続

し
て

い
く
と

と
も

に
、

区
内

4
警

察
署

と
連

携
し

、
迅

速
に

対
応

す
る

こ
と

で
被

害
を

未
然

に
防

ぐ
対

策
を

講
じ

て
い

く
。

【
客

引
き

行
為

等
防

止
対

策
に

つ
い

て
】

令
和

6
年

度
は

新
た

に
千

住
地

区
で

の
重

点
警

戒
を

実
施

し
、

指
導

員
に

よ
る

巡
回

や
注

意
喚

起
、

委
託

事
業

者
の

駅
前

で
の

効
果

的
な

音
声

広
報

に
よ

り
指

導
回

数
が

減
少

し
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

客
引

き
行

為
等

防
止

向
け

継
続

的
な

対
策

を
講

じ
て

い
く
。

【
そ

の
他

刑
法

犯
認

知
件

数
の

減
少

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

】
多

種
多

様
な

防
犯

対
策

と
し

て
令

和
5
年

度
か

ら
実

施
し

た
「
防

犯
設

備
の

設
置

及
び

物
品

購
入

補
助

金
」
に

つ
い

て
、

令
和

6
年

度
で

は
対

象
品

目
を

4
項

目
追

加
す

る
と

と
も

に
、

侵
入

盗
対

策
で

は
別

途
「
侵

入
強

盗
・
窃

盗
緊

急
特

別
対

策
補

助
金

」
を

実
施

す
る

な
ど

、
区

民
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
事

業
を

展
開

し
た

結
果

、
申

請
数

の
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

犯
罪

の
動

向
を

踏
ま

え
た

補
助

金
事

業
を

検
討

し
て

い
く
。

【
安

全
安

心
パ

ト
ロ

ー
ル

隊
に

つ
い

て
】

令
和

6
年

度
は

新
た

に
区

管
理

職
に

よ
る

歳
末

パ
ト

ロ
ー

ル
を

4
0
回

実
施

す
る

な
ど

昨
年

度
を

上
回

る
実

績
と

な
っ

た
が

、
定

期
的

な
パ

ト
ロ

ー
ル

を
実

施
し

て
い

た
町

会
が

一
部

減
少

し
た

結
果

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
今

後
は

運
行

回
数

の
増

加
だ

け
で

な
く
、

効
果

的
な

パ
ト

ロ
ー

ル
な

ど
青

パ
ト

の
特

性
を

活
か

し
た

運
用

を
検

討
し

て
い

く
。

【
防

犯
カ

メ
ラ

の
設

置
に

つ
い

て
】

町
会

・
自

治
会

へ
の

防
犯

意
識

向
上

に
向

け
、

新
た

に
各

町
会

・
自

治
会

連
合

会
へ

の
防

犯
啓

発
に

関
す

る
説

明
機

会
を

設
け

た
結

果
、

町
会

・
商

店
街

防
犯

カ
メ

ラ
の

設
置

台
数

は
前

年
度

を
上

回
っ

た
が

、
集

合
住

宅
向

け
駐

輪
場

カ
メ

ラ
の

設
置

が
想

定
以

下
と

な
り

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
今

後
は

駐
輪

場
カ

メ
ラ

の
設

置
に

向
け

、
区

内
警

察
署

と
の

連
携

を
図

る
な

ど
効

果
的

な
対

策
を

講
じ

て
い

く
。

【
な

が
ら

見
守

り
に

つ
い

て
】

登
録

者
の

増
加

に
向

け
子

育
て

世
代

へ
の

区
公

式
L
IN

E
や

校
務

支
援

シ
ス

テ
ム

（
C

4
th

 H
o
m

e
＆

S
c
h
o
o
l）

を
活

用
し

た
広

報
の

充
実

や
登

録
者

数
の

割
合

が
少

な
い

千
住

地
区

で
の

周
知

機
会

の
拡

充
を

図
っ

た
が

目
標

を
達

成
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

一
方

で
、

活
動

者
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
に

向
け

、
登

録
者

向
け

の
イ

ベ
ン

ト
回

数
を

増
や

す
な

ど
、

今
後

も
活

動
者

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

つ
つ

登
録

者
数

の
増

加
を

目
指

し
て

い
く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

3
.5

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

　
「
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
」
は

、
従

来
か

ら
の

取
り

組
み

を
ほ

ぼ
実

施
さ

れ
て

お
り

評
価

で
き

る
。

特
に

特
殊

詐
欺

対
策

の
見

直
し

と
し

て
も

プ
リ

ペ
イ

ド
カ

ー
ド

の
注

意
喚

起
は

大
き

な
防

御
に

な
り

評
価

で
き

る
。

ま
た

、
若

年
層

の
ア

プ
ロ

ー
チ

が
一

番
難

し
い

中
で

、
S
N

S
を

駆
使

し
て

配
信

し
た

り
イ

ベ
ン

ト
で

の
周

知
や

民
間

と
の

協
力

を
す

る
事

で
間

口
を

広
げ

る
事

が
で

き
た

こ
と

は
評

価
に

値
し

た
。

　
一

方
で

、
1
8
歳

か
ら

2
0
代

の
若

者
に

向
け

て
の

啓
発

運
動

の
取

り
組

み
は

当
分

S
N

S
と

の
事

だ
が

、
ビ

ュ
ー

坊
を

使
っ

た
イ

ベ
ン

ト
で

の
周

知
や

、
自

転
車

教
室

や
高

校
生

に
響

く
事

が
出

来
る

可
能

性
も

感
じ

ら
れ

る
た

め
、

既
存

の
強

み
や

資
源

を
活

用
し

て
、

引
き

続
き

取
り

組
み

を
強

化
し

て
い

か
れ

る
こ

と
を

望
む

。
　

ま
た

、
昨

年
度

は
「
プ

ッ
シ

ュ
型

の
貸

与
を

強
力

に
推

進
す

る
こ

と
」
を

提
言

し
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

固
定

電
話

の
需

要
が

減
っ

て
き

て
お

り
、

自
動

通
話

録
音

機
だ

け
で

は
高

齢
者

の
特

殊
詐

欺
を

防
ぐ

こ
と

は
難

し
い

が
、

1
件

あ
た

り
の

被
害

総
額

も
大

き
く
、

大
手

携
帯

電
話

会
社

4
社

が
警

視
庁

と
特

殊
詐

欺
根

絶
に

向
け

た
動

き
を

見
せ

る
と

い
っ

た
こ

と
も

あ
る

の
で

、
今

後
も

警
視

庁
や

関
連

機
関

と
連

携
す

る
な

ど
、

よ
り

一
層

の
施

策
の

展
開

が
期

待
さ

れ
る

。

　
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
の

運
動

は
周

知
が

難
し

い
と

考
え

ら
れ

る
が

、
各

種
イ

ベ
ン

ト
開

催
や

情
報

発
信

に
よ

る
啓

発
活

動
を

工
夫

し
て

実
施

し
て

い
る

こ
と

は
、

評
価

で
き

る
。

ま
た

、
客

引
き

行
為

に
対

し
て

、
行

政
職

員
が

粘
り

強
く
対

応
す

る
こ

と
は

効
果

的
だ

と
考

え
ら

れ
る

。
　

し
か

し
、

①
自

転
車

盗
難

件
数

は
経

年
ご

と
に

増
加

傾
向

に
あ

り
、

達
成

状
況

は
「
や

や
遅

れ
て

い
る

」
と

評
価

さ
れ

て
い

る
。

人
気

フ
ァ

ー
ス

ト
フ

ー
ド

店
と

の
連

携
で

高
校

生
へ

の
ポ

イ
ン

ト
付

与
な

ど
の

活
動

の
実

績
報

告
が

あ
っ

た
が

、
必

ず
し

も
盗

難
に

合
い

や
す

い
対

象
は

若
者

で
は

な
く
、

盗
難

さ
れ

や
す

い
場

面
と

し
て

自
宅

等
が

挙
げ

ら
れ

て
お

り
、

課
題

の
分

析
と

具
体

的
な

施
策

に
も

う
少

し
一

貫
性

が
求

め
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

。
　

特
殊

詐
欺

対
策

に
つ

い
て

は
手

口
が

巧
妙

化
し

、
多

岐
に

わ
た

る
の

で
対

策
が

難
し

い
こ

と
は

理
解

で
き

る
が

、
自

動
通

話
録

音
機

の
無

償
貸

与
数

は
年

々
減

少
し

て
お

り
、

特
殊

詐
欺

被
害

者
数

も
改

善
傾

向
に

あ
る

状
況

と
は

言
え

な
い

こ
と

が
残

念
で

あ
る

。
②

必
要

に
応

じ
て

、
特

殊
詐

欺
被

害
者

数
の

低
減

を
目

指
す

活
動

指
標

を
抜

本
的

に
見

直
す

こ
と

を
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

　
ま

た
、

「
活

動
指

標
」
の

具
体

的
活

動
に

よ
り

「
成

果
指

標
」
は

概
ね

順
調

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

す
べ

て
の

刑
法

犯
罪

の
防

止
対

策
を

ビ
ュ

ー
テ

ィ
フ

ル
・
ウ

イ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
で

行
う

こ
と

は
困

難
で

あ
る

が
、

③
刑

法
犯

の
う

ち
の

ど
の

よ
う

な
犯

罪
が

低
減

す
る

こ
と

が
目

標
で

あ
る

か
を

具
体

化
し

、
よ

り
細

か
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

こ
と

で
課

題
分

析
と

具
体

策
の

検
討

を
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

　
課

題
分

析
を

踏
ま

え
て

、
各

種
事

業
の

改
善

対
策

を
検

討
し

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

　
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
の

促
進

に
向

け
た

「
な

が
ら

見
守

り
」
「
防

犯
ま

ち
づ

く
り

推
進

地
区

」
事

業
や

、
自

転
車

盗
難

対
策

・
特

殊
詐

欺
対

策
は

、
パ

ト
ロ

ー
ル

や
イ

ベ
ン

ト
で

の
声

か
け

、
チ

ラ
シ

P
O

P
等

を
駆

使
し

て
区

民
の

防
犯

意
識

の
醸

成
を

図
り

、
足

立
区

の
安

心
・
安

全
に

関
す

る
情

報
が

対
外

的
に

周
知

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

今
後

も
充

実
を

図
り

な
が

ら
継

続
し

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

　
ま

た
、

④
中

長
期

的
な

方
向

性
と

し
て

「
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

イ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
」
を

全
庁

的
な

取
り

組
み

と
し

て
展

開
し

て
い

く
こ

と
は

重
要

で
あ

り
、

関
係

部
署

と
の

具
体

的
な

連
携

ス
キ

ー
ム

を
構

築
し

て
実

施
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

継
続

的
に

期
待

し
た

い
。

そ
の

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

、
⑤

個
々

の
事

業
に

つ
い

て
改

め
て

過
去

か
ら

の
取

組
を

含
め

「
総

括
」
し

た
り

、
事

業
・
施

策
と

し
て

の
優

先
順

位
等

に
つ

い
て

も
検

討
い

た
だ

き
た

い
。

　
特

に
、

現
在

は
刑

法
犯

認
知

件
数

の
減

少
を

第
一

目
標

に
置

い
て

い
る

こ
と

で
、

そ
こ

に
つ

な
が

る
短

期
的

な
成

果
と

し
て

自
転

車
盗

難
件

数
減

少
に

注
力

し
て

い
る

傾
向

が
見

ら
れ

る
が

、
多

様
化

し
て

い
る

特
殊

詐
欺

対
策

に
も

万
全

の
対

策
を

行
い

、
区

民
が

被
害

者
に

な
ら

な
い

よ
う

に
尽

力
い

た
だ

く
こ

と
を

期
待

す
る

。

全
体

評
価

3
.5

反
映

結
果

3
.5

達
成

度 4
庁

内
評

価
結

果
4
.5

4
4

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

評
価

中
止
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

や
や

順
調

4
,2

2
2

4
,4

4
2

7
9
%

8
7
%

1
0
7
%

1
1
1
%

1
1
3
%

達
成

8
0

8
0

8
0

8
5
.4

8
9
.0

9
0
.7

8
2
%

3
,6

6
4

2
,9

9
9

達
成

率
1
4
8
%

7
3
%

2
0
0
%

【
活

動
-
4
】

不
法

投
棄

防
止

等
啓

発
活

動
の

回
数

回

目
標

2
5

4
0

2
6

達
成

5
2

順
調

達
成

率
1
1
7
%

1
2
0
%

1
5
8
%

達
成

率
8
3
%

3
,3

5
0

3
,8

5
0

達
成

率
8
6
%

1
0
7
%

9
6
%

達
成

率

実
績

7
,9

1
0

7
,0

3
2

6
,9

3
3

実
績

【
中

間
成

果
-
4
】

区
内

刑
法

犯
認

知
件

数
（
自

転
車

盗
件

数
を

含
む

）
【
低

減
目

標
】

件
実

績
3
7

2
9

【
直

接
成

果
-
4
】

不
法

投
棄

処
理

個
数

【
低

減
目

標
】

件

目
標

6
,7

9
7

7
,5

1
4

6
,6

8
0

実
績

2
5

3
2

3
3

実
績

8
3
0

7
2
8

【
直

接
成

果
-
3
】

ご
み

屋
敷

（
樹

木
等

除
く
）
の

通
報

・
発

見
件

数
件

目
標

3
0

3
3

3
3

9
7
%

1
0
0
%

3
0

【
活

動
-
2
】

禁
煙

特
定

区
域

内
で

の
パ

ト
ロ

ー
ル

回
数

回
実

績
1
,1

8
7

目
標

目
標

1
,1

0
0

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
3
】

ご
み

屋
敷

（
樹

木
等

除
く
）
の

累
計

解
決

率
％

達
成

率

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
2
】

禁
煙

特
定

区
域

内
で

の
過

料
適

用
件

数
【
低

減
目

標
】

件

-
目

標
目

標

目
標

-
1
3
6
%

1
,2

0
9

1
,1

2
4

目
標

1
,6

5
0

1
,7

5
0

1
,7

0
0

達
成

-
1
0
4
%

【
活

動
-
3
】

ご
み

屋
敷

の
通

報
等

啓
発

回
数

（
H

P
、

S
N

S
等

）

回

目
標

1
2

1
5

1
9

達
成

達
成

率
1
0
8
%

1
0
2
%

9
4
%

達
成

率
-

実
績

1
4

1
8

-
7
0
0

1
2
0
%

1
1
5
%

1
2
4
%

1
,1

8
0

1
,2

0
0

実
績

5
9
.8

5
7
.4

6
1
.8

9
8
%

5
1
5

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

歩
き

た
ば

こ
に

よ
り

治
安

が
悪

い
と

感
じ

る
区

民
の

割
合

【
低

減
目

標
】

％

-
-

3
5

-
3
9
.6

3
3
.8

達
成

率

達
成

達
成

目
標

【
最

終
成

果
】

体
感

治
安

が
「
良

い
」
と

感
じ

る
人

の
割

合

5
0

6
4
.6

達
成

率
1
0
6
%

1
0
0
%

1
0
2
%

達
成

率
1
0
3
%

1
0
0
%

1
0
3
%

達
成

率

％

6
5
.6

実
績

2
,4

8
9

2
,4

9
9

2
,5

6
2

実
績

1
,7

0
2

1
,7

4
4

1
,7

4
8

％

5
0

5
0

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

ご
み

が
な

く
地

域
が

き
れ

い
に

な
っ

た
と

感
じ

る
区

民
の

割
合

6
年

度

【
活

動
-
1
】

美
化

啓
発

活
動

の
事

業
展

開
数

回

目
標

2
,3

5
7

2
,4

9
5

2
,5

0
0

達
成

【
直

接
成

果
-
1
】

美
化

啓
発

活
動

参
加

団
体

数
団

体

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

人
件

費
(b

)
2
0
0
,
0
1
2

【
事

業
の

概
要

】
（
１

）
清

掃
活

動
や

花
い

っ
ぱ

い
運

動
等

の
美

化
活

動
を

行
う

（
美

化
推

進
事

業
）
【
活

動
-
1
】

（
２

）
禁

煙
特

定
区

域
内

で
パ

ト
ロ

ー
ル

を
行

う
。

（
美

化
推

進
事

業
）
【
活

動
-
2
】

（
３

）
ご

み
屋

敷
対

策
事

業
を

展
開

す
る

（
生

活
環

境
保

全
対

策
事

業
）
【
活

動
-
2
】

（
４

）
不

法
投

棄
通

報
の

啓
発

活
動

と
撤

去
事

業
を

行
う

（
生

活
環

境
保

全
対

策
　

事
業

）
【
活

動
-
3
】

（
５

）
落

書
き

通
報

の
啓

発
活

動
と

消
去

事
業

を
行

う
（
生

活
環

境
保

全
対

策
事

業
）

【
活

動
-
4
】

（
６

）
不

法
投

棄
の

要
因

と
な

る
不

用
自

転
車

の
無

料
引

き
取

り
事

業
を

行
う

　
（
自

転
車

の
放

置
対

策
事

業
、

民
営

自
転

車
駐

車
場

設
置

補
助

金
交

付
事

業
）

　
【
活

動
-
5
】

（
１

）
美

化
活

動
の

参
加

団
体

が
増

え
る

【
活

動
-
1
】

（
２

）
禁

煙
特

定
区

域
内

で
の

喫
煙

者
数

が
減

る
【
活

動
-
2
】

（
３

）
ご

み
屋

敷
対

応
件

数
が

増
え

る
【
活

動
-
2
】

（
４

）
不

法
投

棄
が

減
る

【
活

動
-
3
】

（
５

）
落

書
き

が
減

る
【
活

動
-
4
】

（
６

）
放

置
自

転
車

が
減

る
【
活

動
-
5
】

（
１

）
ご

み
が

な
く
地

域
が

き
れ

い
に

な
っ

た
と

感
じ

る
区

民
や

喫
煙

　
　

に
関

す
る

マ
ナ

ー
が

良
い

と
感

じ
る

区
民

の
割

合
が

増
え

る
。

（
２

）
区

内
の

刑
法

犯
認

知
件

数
が

減
る

（
ま

ち
全

体
を

見
守

る
目

が
　

増
え

る
た

め
）

　
区

民
が

安
全

安
心

に
暮

ら
せ

る
ま

ち
の

実
現

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

0
0

0

受
益

者
負

担
金

5
2
,
8
7
4

3
0
,
3
2
4

2
6
,
5
0
7

・
 世

論
調

査
回

答
者

の
状

況

内
訳

事
業

費
(a

)
4
1
4
,
4
1
8

4
6
4
,
1
9
3

4
3
7
,
3
3
8

・
 キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

時
期

・
天

候
・
 喫

煙
者

数
・
 ご

み
屋

敷
、

不
法

投
棄

、
落

書
き

の
数

・
 通

報
す

る
区

民
の

数

・
 美

化
活

動
団

体
の

活
動

意
欲

の
差

・
 公

衆
喫

煙
所

の
整

備
状

況
・
 対

応
日

数
・
ス

ピ
ー

ド
・
 駅

前
施

設
の

開
業

・
 自

転
車

駐
車

場
数

・
 世

論
調

査
回

答
者

の
状

況

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

総
事

業
費

(a
+
b
)

6
1
4
,
4
3
0

6
6
5
,
1
4
4

6
5
2
,
3
6
1

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

2
0
0
,
9
5
1

2
1
5
,
0
2
3

放
置

自
転

車
移

送
所

賃
借

料
6
,6

6
9

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
美

化
推

進
事

業
、

生
活

環
境

保
全

対
策

事
業

、
自

転
車

の
放

置
対

策
事

業
、

民
営

自
転

車
駐

車
場

設
置

補
助

金
交

付
事

業

主
な

内
容

【
美

化
】
マ

ナ
ー

ア
ッ

プ
パ

ト
ロ

ー
ル

1
9
,7

8
6

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

　
ま

ち
の

美
化

活
動

や
迷

惑
喫

煙
防

止
対

策
、

不
法

投
棄

対
策

、
落

書
き

対
策

、
ご

み
屋

敷
対

策
、

放
置

自
転

車
対

策
を

推
進

し
、

生
活

環
境

の
向

上
を

図
る

。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
放

置
自

転
車

対
策

業
務

委
託

3
4
7
,0

2
5

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

と
事

業
者

【
目

標
1
1
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
1
.6

で
は

人
々

に
安

心
・
安

全
で

美
し

い
ま

ち
に

住
み

続
け

ら
れ

る
こ

と
を

目
指

す
。

美
化

活
動

、
ご

み
屋

敷
・
不

法
投

棄
・
落

書
き

対
策

、
放

置
自

転
車

対
策

等
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

目
標

達
成

に
資

す
る

。
【
目

標
1
2
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
2
.5

で
は

つ
か

う
側

の
責

任
と

し
て

、
ご

み
の

な
い

地
域

社
会

を
目

指
す

。
ポ

イ
捨

て
、

不
法

投
棄

や
放

置
自

転
車

の
な

い
地

域
を

目
指

し
活

動
す

る
こ

と
は

、
目

標
達

成
に

資
す

る
。

【
目

標
1
7
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
7
.1

7
で

は
区

民
や

地
域

社
会

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

奨
励

・
推

進
す

る
。

不
法

投
棄

通
報

協
力

員
や

ビ
ュ

ー
テ

ィ
フ

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

と
の

協
働

・
協

創
に

よ
る

美
化

促
進

は
、

目
標

達
成

に
資

す
る

。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

  
ま

ち
を

大
切

に
思

う
気

持
ち

を
育

み
、

協
働

・
協

創
に

よ
り

ビ
ュ

ー
テ

ィ
フ

ル
ウ

イ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
の

一
環

で
あ

る
「
美

し
い

ま
ち

」
は

「
安

全
な

ま
ち

」
の

実
現

を
目

指
す

。

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

く
ら

し
再

掲
行

財
政

重
点

目
標

⑤
区

民
の

命
や

財
産

を
守

り
く

ら
し

の
安

全
を

確
保

す
る

重
点

項
目

ビ
ュ

ー
テ

ィ
フ

ル
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
の

強
化

記
入

所
属

事
業

名
№

1
5
「
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
（
美

化
推

進
事

業
・
生

活
環

境
保

全
対

策
事

業
）
」

協
働 ・

協
創

  
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
と

し
て

、
全

庁
的

に
協

働
。

  
特

に
地

域
調

整
課

、
交

通
対

策
課

、
生

活
環

境
保

全
課

で
協

働
。

1
1
.
6

1
2
.
5

1
7
.
1
7

地
域

の
ち

か
ら

推
進

部
地

域
調

整
課

環
境

部
生

活
環

境
保

全
課

都
市

建
設

部
交

通
対

策
課

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

【
活

動
-
5
】

落
書

き
啓

発
活

動
の

回
数

（
落

書
き

点
検

等
含

む
）

回

目
標

1
5

2
4

2
4

達
成

【
直

接
成

果
-
5
】

落
書

き
消

去
件

数
【
低

減
目

標
】

件

目
標

2
0
0

1
6
0

1
3
0

や
や

遅
れ

て
い

る
実

績
2
3

1
7

3
7

実
績

1
7
8

1
4
4

1
9
4

達
成

率
1
5
3
%

7
1
%

1
5
4
%

達
成

率
1
1
2
%

1
1
1
%

6
7
%

【
活

動
-
6
】

不
用

自
転

車
無

料
引

き
取

り
台

数
台

目
標

7
,4

2
5

7
,7

6
1

7
,4

7
1

順
調

【
直

接
成

果
-
6
】

放
置

自
転

車
撤

去
台

数
台

目
標

5
,3

3
1

5
,1

4
7

5
,5

5
6

順
調

実
績

7
,1

8
7

7
,1

1
5

6
,8

9
5

実
績

5
,6

2
5

6
,1

6
5

6
,2

2
6

達
成

率
9
7
%

9
2
%

9
2
%

達
成

率
1
0
6
%

1
2
0
%

1
1
2
%

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

評
価

対
象

外

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

全
体

評
価

反
映

結
果

達
成

度

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

評
価

対
象

外

R
6

庁
内

評
価

結
果

4
.5

4
4

4
.5

区
民

評
価

結
果

評
価

中
止

評
価

対
象

外

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

活
動

指
標

、
成

果
指

標
は

概
ね

達
成

さ
れ

て
お

り
、

全
体

と
し

て
評

価
で

き
る

。
特

に
活

動
指

標
に

お
い

て
、

「
不

法
投

棄
防

止
等

啓
発

活
動

の
回

数
」
、

「
落

書
き

啓
発

活
動

の
回

数
」
な

ど
が

大
幅

に
目

標
を

上
回

っ
て

お
り

、
積

極
的

な
取

組
が

見
ら

れ
た

。
①

中
間

成
果

１
「
ご

み
が

な
く
地

域
が

き
れ

い
に

な
っ

た
と

感
じ

る
区

民
の

割
合

」
は

、
目

標
値

の
設

定
を

よ
り

高
く
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

放
置

自
転

車
対

策
に

関
し

て
、

管
理

人
を

常
駐

型
か

ら
巡

回
型

に
変

更
す

る
等

の
経

費
抑

制
策

を
講

じ
て

お
り

、
よ

り
低

コ
ス

ト
で

効
果

の
拡

大
を

狙
う

と
い

う
姿

勢
が

評
価

で
き

る
。

②
ご

み
屋

敷
対

策
事

業
Ｐ

Ｒ
動

画
を

活
用

し
た

区
民

等
へ

の
情

報
発

信
は

、
今

後
も

積
極

的
に

行
っ

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

落
書

き
消

去
件

数
が

増
加

し
て

い
る

の
は

課
題

だ
が

、
区

の
取

組
が

浸
透

し
、

通
報

増
に

繋
が

っ
て

い
る

と
も

考
え

ら
れ

る
。

③
今

後
も

発
見

・
通

報
件

数
自

体
は

増
加

す
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
目

標
件

数
の

見
直

し
も

含
め

て
検

討
し

、
落

書
き

の
な

い
ま

ち
づ

く
り

に
貢

献
し

て
ほ

し
い

。

4
.5

①
「
中

間
成

果
１

「
ご

み
が

な
く
地

域
が

き
れ

い
に

な
っ

た
と

感
じ

る
区

民
の

割
合

」
は

、
目

標
値

の
設

定
を

よ
り

高
く
す

べ
き

で
は

な
い

か
」
に

つ
い

て
今

後
、

高
い

目
標

値
を

設
定

し
、

取
り

組
み

を
強

化
し

て
い

く
。

ま
た

、
引

き
続

き
、

千
本

桜
ま

つ
り

や
し

ょ
う

ぶ
ま

つ
り

、
Ａ

－
Ｆ

ｅ
ｓ
ｔａ

等
の

イ
ベ

ン
ト

の
際

に
、

ビ
ュ

ー
テ

ィ
フ

ル
・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
の

Ｐ
Ｒ

を
行

い
、

美
化

活
動

を
日

常
的

に
行

う
団

体
や

個
人

を
増

や
す

こ
と

で
、

き
れ

い
な

ま
ち

を
目

指
す

姿
勢

を
ア

ピ
ー

ル
し

て
い

く
。

②
「
ご

み
屋

敷
対

策
事

業
Ｐ

Ｒ
動

画
を

活
用

し
た

区
民

等
へ

の
情

報
発

信
は

、
今

後
も

積
極

的
に

行
っ

て
い

っ
て

ほ
し

い
」
に

つ
い

て
ご

み
屋

敷
対

策
事

業
Ｐ

Ｒ
動

画
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
啓

発
ポ

ス
タ

ー
や

S
N

S
を

活
用

し
、

「
美

し
い

ま
ち

」
を

実
現

す
る

た
め

に
、

区
で

ご
み

屋
敷

・
不

法
投

棄
・
落

書
き

対
策

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

を
今

後
も

ア
ピ

ー
ル

し
て

い
く
。

③
「
今

後
も

発
見

・
通

報
件

数
自

体
は

増
加

す
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
目

標
件

数
の

見
直

し
も

含
め

て
検

討
し

、
落

書
き

の
な

い
ま

ち
づ

く
り

に
貢

献
し

て
ほ

し
い

」
に

つ
い

て
発

見
・
通

報
件

数
の

増
加

に
つ

い
て

は
、

通
報

管
理

シ
ス

テ
ム

の
運

用
に

よ
り

受
付

及
び

他
部

署
と

の
連

絡
の

効
率

化
を

図
る

こ
と

で
対

応
し

て
い

く
。

ま
た

目
標

件
数

に
つ

い
て

は
継

続
し

て
低

減
目

標
と

す
る

か
も

含
め

て
見

直
し

、
落

書
き

の
な

い
ま

ち
づ

く
り

に
貢

献
し

て
い

く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
美

化
推

進
事

業
】

概
ね

目
標

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

引
き

続
き

、
美

化
啓

発
活

動
の

Ｐ
Ｒ

活
動

や
迷

惑
喫

煙
防

止
の

た
め

の
パ

ト
ロ

ー
ル

や
周

知
を

行
っ

て
い

く
。

【
ご

み
屋

敷
・
不

法
投

棄
・
落

書
き

対
策

】
１

　
ご

み
屋

敷
対

策
は

複
合

的
課

題
を

抱
え

て
い

る
困

難
事

例
に

つ
い

て
、

相
談

医
と

の
連

携
や

庁
内

横
断

型
の

重
層

的
支

援
を

続
け

た
結

果
、

周
辺

に
影

響
を

及
ぼ

す
美

観
上

問
題

の
あ

る
案

件
3
件

（
令

和
6

年
度

目
標

1
4
件

）
を

含
む

3
6
件

の
解

決
に

つ
な

が
り

、
累

計
解

決
率

が
9
0
.7

％
に

達
し

目
標

を
上

回
っ

た
。

２
　

落
書

き
対

策
に

つ
い

て
は

、
令

和
6
年

度
は

通
報

協
力

員
か

ら
の

落
書

き
通

報
が

増
え

た
結

果
、

目
標

値
1
3
0
に

対
し

1
9
4
の

消
去

数
と

な
っ

た
。

通
報

協
力

員
の

通
報

が
通

報
啓

発
活

動
を

通
じ

て
活

発
化

し
た

こ
と

に
よ

る
。

通
報

数
の

一
時

的
な

増
加

は
、

早
期

消
去

に
よ

る
き

れ
い

な
ま

ち
の

保
持

を
さ

ら
に

強
化

す
る

こ
と

と
な

る
。

今
後

は
さ

ら
に

通
報

啓
発

活
動

を
充

実
さ

せ
、

落
書

き
の

早
期

発
見

・
早

期
消

去
を

目
指

し
て

い
く
。

３
　

不
法

投
棄

対
策

は
処

理
個

数
に

つ
い

て
目

標
を

や
や

下
回

っ
た

が
、

啓
発

回
数

が
目

標
の

2
0
0
％

と
な

っ
て

い
る

よ
う

に
通

報
協

力
員

の
通

報
強

化
や

不
法

投
棄

さ
れ

に
く
い

環
境

づ
く
り

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

不
法

投
棄

の
未

然
防

止
に

つ
な

が
り

、
処

理
個

数
が

6
,9

3
3
個

と
前

年
度

比
9
9
個

減
（
1
.4

％
減

）
と

な
り

前
年

度
に

比
べ

改
善

し
た

。
【
放

置
自

転
車

対
策

事
業

】
委

託
費

の
人

件
費

が
年

々
上

昇
し

て
い

る
た

め
、

人
員

体
制

に
つ

い
て

の
段

階
的

な
省

力
化

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

【
美

化
推

進
事

業
】
（
短

期
）
ビ

ュ
ー

テ
ィ

フ
ル

・
ウ

イ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
関

連
部

署
等

と
連

携
し

積
極

的
に

Ｐ
Ｒ

活
動

を
行

い
、

参
加

者
の

拡
大

を
図

っ
て

い
く
。

（
中

・
長

期
）
美

化
活

動
を

日
常

的
に

行
う

団
体

や
個

人
を

増
や

し
、

見
せ

る
活

動
を

展
開

す
る

こ
と

で
、

き
れ

い
な

ま
ち

を
目

指
す

姿
勢

を
ア

ピ
ー

ル
し

て
い

く
。

【
ご

み
屋

敷
対

策
】
（
短

期
）
複

合
的

な
課

題
を

抱
え

る
案

件
は

ご
み

屋
敷

相
談

医
や

重
層

的
支

援
体

制
に

よ
る

連
携

を
よ

り
一

層
強

化
し

、
要

支
援

者
に

応
じ

た
対

策
を

図
り

早
期

解
決

を
目

指
す

。
ま

た
ご

み
屋

敷
対

策
事

業
Ｐ

Ｒ
動

画
を

活
用

し
区

民
等

に
情

報
を

発
信

し
て

い
く
。

（
中

・
長

期
）
ご

み
屋

敷
の

な
い

、
安

心
・
安

全
で

「
美

し
い

ま
ち

」
の

実
現

を
目

指
す

。
【
不

法
投

棄
対

策
】
（
短

期
）
通

報
数

や
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

に
繋

が
る

取
組

み
と

し
て

、
年

2
回

実
施

す
る

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

や
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
で

通
報

の
呼

び
か

け
る

。
ま

た
既

存
の

通
報

協
力

員
に

対
す

る
働

き
か

け
を

強
化

す
る

た
め

、
通

報
数

に
応

じ
た

啓
発

品
贈

呈
や

L
IN

E
に

よ
る

通
報

の
手

軽
さ

の
周

知
な

ど
を

進
め

て
い

く
。

（
中

・
長

期
）
不

法
投

棄
処

理
個

数
の

減
を

達
成

し
、

安
心

・
安

全
で

「
美

し
い

ま
ち

」
の

実
現

を
目

指
す

。
【
落

書
き

対
策

】
（
短

期
）
早

期
発

見
の

促
進

を
目

的
と

し
て

、
年

2
回

の
刑

法
犯

認
知

件
数

の
多

い
エ

リ
ア

を
中

心
と

し
た

点
検

を
実

施
す

る
他

、
区

民
に

落
書

き
1
1
0
番

通
報

を
呼

び
か

け
る

。
ま

た
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
情

報
発

信
を

行
い

、
落

書
き

は
犯

罪
で

あ
る

旨
の

ア
ピ

ー
ル

や
、

区
民

に
通

報
を

呼
び

か
け

、
新

規
の

落
書

き
を

発
見

、
消

去
す

る
。

（
中

・
長

期
）
「
落

書
き

ゼ
ロ

」
の

安
心

・
安

全
で

「
美

し
い

ま
ち

」
の

実
現

を
目

指
す

。
【
放

置
自

転
車

対
策

事
業

】
（
短

期
）
1
3
か

所
の

駐
輪

場
・
移

送
所

に
て

、
引

き
続

き
無

料
引

き
取

り
を

実
施

し
、

放
置

自
転

車
の

発
生

抑
制

を
図

る
。

（
中

・
長

期
）
総

合
自

転
車

対
策

業
務

に
お

け
る

駐
輪

場
管

理
に

つ
い

て
Ｄ

Ｘ
化

を
推

進
し

、
管

理
人

を
常

駐
型

か
ら

巡
回

型
に

変
更

す
る

等
の

経
費

抑
制

策
を

講
じ

つ
つ

、
放

置
自

転
車

が
増

加
し

て
い

る
地

域
に

つ
い

て
は

街
頭

指
導

の
活

動
日

数
を

増
や

す
等

、
効

果
的

な
対

策
を

行
う

。

【
美

化
推

進
事

業
】
【
実

施
済

】
千

本
桜

ま
つ

り
や

し
ょ

う
ぶ

ま
つ

り
、

Ａ
－

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔａ

等
の

イ
ベ

ン
ト

の
際

に
、

ビ
ュ

ー
テ

ィ
フ

ル
・
ウ

ィ
ン

ド
ウ

ズ
運

動
の

Ｐ
Ｒ

を
行

い
、

活
動

に
携

わ
る

方
の

裾
野

を
広

げ
、

活
動

支
援

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
【
ご

み
屋

敷
・
不

法
投

棄
・
落

書
き

対
策

】
①

ご
み

屋
敷

・
不

法
投

棄
・
落

書
き

に
対

す
る

区
民

の
意

識
啓

発
【
実

施
済

】
➁

早
期

発
見

・
早

期
対

処
の

重
要

性
を

訴
え

た
対

策
の

取
り

組
み

【
実

施
済

】
③

不
法

投
棄

・
落

書
き

対
策

事
業

の
効

率
化

等
の

た
め

の
通

報
管

理
シ

ス
テ

ム
の

構
築

【
実

施
済

】
①

や
➁

へ
の

取
り

組
み

と
し

て
、

ご
み

屋
敷

対
策

P
R

の
た

め
の

動
画

作
成

や
Y
o
u
tu

be
へ

の
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
（
再

生
回

数
は

2
,0

0
0
回

を
超

え
た

）
、

各
種

研
修

会
や

講
演

会
で

「
足

立
区

流
ご

み
屋

敷
対

策
」
の

P
R

を
行

っ
た

。
ま

た
不

法
投

棄
や

落
書

き
対

策
で

も
S
N

S
や

ポ
ス

タ
ー

掲
示

、
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

周
知

・
呼

び
か

け
を

継
続

実
施

し
た

。
③

の
取

り
組

み
と

し
て

は
令

和
6
年

度
か

ら
不

法
投

棄
・
落

書
き

通
報

管
理

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

着
手

し
て

お
り

、
令

和
7
年

度
中

に
構

築
完

了
し

、
運

用
を

開
始

す
る

予
定

で
あ

る
。

【
放

置
自

転
車

対
策

事
業

】
【
実

施
済

（
一

部
検

討
中

）
】

不
用

自
転

車
の

無
料

引
き

取
り

台
数

増
加

を
目

指
し

、
令

和
３

年
４

月
か

ら
引

き
取

り
施

設
（
移

送
所

・
駐

輪
場

）
を

1
3
か

所
に

拡
大

し
、

受
け

入
れ

体
制

を
強

化
し

た
。

令
和

６
年

度
の

実
績

台
数

は
令

和
５

年
度

比
－

2
2
0
件

と
な

り
、

目
標

値
に

は
及

ば
な

か
っ

た
が

、
順

調
に

推
移

し
て

い
る

。
放

置
自

転
車

の
撤

去
台

数
は

令
和

５
年

度
比

＋
6
1
台

で
あ

り
、

令
和

元
年

以
前

よ
り

も
低

い
数

値
を

維
持

し
て

い
る

が
、

放
置

禁
止

区
域

内
に

お
い

て
増

加
傾

向
と

な
っ

て
お

り
、

駅
周

辺
の

対
策

を
強

化
す

る
必

要
が

あ
る

。 ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

区
民
評
価
対
象
外
事
業
に
つ
き
３
次
評
価
未
実
施
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

※
１

＜
参

照
＞

オ
ー

ル
東

京
6
2
市

区
町

村
共

同
事

業
に

よ
る

報
告

資
料

の
最

新
デ

ー
タ

※
３

＜
参

照
＞

ｵ
ｰ

ﾙ
東

京
6
2
市

区
町

村

　
　

（
前

々
年

３
月

末
の

数
値

）
　

共
同

事
業

Ｈ
Ｐ

の
温

室
効

果
ｶ
ﾞｽ

排
出

量

※
２

＜
参

照
＞

資
源

エ
ネ

ル
ギ

ー
庁

Ｈ
Ｐ

「
な

っ
と

く
！

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
」
の

　
（
推

計
）
算

定
結

果
の

最
新

デ
ー

タ

　
　

　
固

定
買

取
価

格
制

度
設

備
導

入
状

況
の

公
表

Ｂ
表

の
最

新
デ

ー
タ

　
（
前

々
年

３
月

末
の

数
値

）

※
電

気
自

動
車

等
：
電

気
自

動
車

、
プ

ラ
グ

イ
ン

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ト

自
動

車

　
　

燃
料

電
池

自
動

車
、

ミ
ニ

カ
ー

、
電

動
バ

イ
ク

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

く
ら

し
再

掲
重

点
目

標
⑥

環
境

負
荷

が
少

な
い

く
ら

し
を

実
現

す
る

重
点

項
目

循
環

型
社

会
へ

の
転

換
の

促
進

記
入

所
属

事
業

名
№

1
6
「
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

の
推

進
（
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
削

減
）
」

協
働 ・

協
創

都
市

建
設

部
建

築
室

、
地

域
調

整
課

、
産

業
政

策
課

と
補

助
制

度
周

知
・
案

内
に

つ
い

て
協

働

環
境

部
　

環
境

政
策

課
　

管
理

係
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

7
.
2
、
7
.
3

9
.
4

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
、

省
エ

ネ
リ

フ
ォ

ー
ム

、
集

合
住

宅
・
事

業
所

等
L
E
D

照
明

、
電

気
自

動
車

等
の

省
エ

ネ
・
創

エ
ネ

機
器

の
設

置
･購

入
を

促
進

す
る

た
め

の
補

助
事

業
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

情
報

発
信

を
は

じ
め

と
し

て
、

イ
ベ

ン
ト

や
講

座
等

の
実

施
に

よ
り

区
民

の
環

境
問

題
へ

の
関

心
を

高
め

て
い

く
と

と
も

に
、

脱
炭

素
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

よ
る

更
な

る
脱

炭
素

へ
の

推
進

を
図

っ
て

い
く
。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

補
助

金
1
3
4
,8

3
2

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

と
事

業
者

【
目

標
7
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

7
.2

で
は

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

割
合

を
増

や
す

。
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

設
置

費
補

助
金

や
再

エ
ネ

1
0
0
電

力
導

入
サ

ポ
ー

ト
協

力
金

の
実

施
に

よ
り

、
目

標
達

成
に

資
す

る
。

【
目

標
1
3
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
3
.2

で
は

気
候

変
動

対
策

を
政

策
、

戦
略

及
び

計
画

に
盛

り
込

む
。

気
候

変
動

適
応

対
策

エ
ア

コ
ン

購
入

費
補

助
金

の
実

施
に

よ
り

、
目

標
達

成
に

資
す

る
。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

事
業

内
容

環
境

へ
の

負
荷

の
少

な
い

ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

普
及

促
進

の
加

速
化

を
図

り
、

低
炭

素
社

会
へ

の
転

換
を

推
進

す
る

。

電
気

自
動

車
等

補
助

金
3
3
,2

8
0

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
環

境
保

全
普

及
啓

発
事

業
・
環

境
学

習
推

進
事

業
・
省

エ
ネ

・
創

エ
ネ

推
進

事
業

・
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

施
設

の
維

持
管

理
事

業

主
な

内
容

蓄
電

池
設

置
費

補
助

金
3
4
,5

8
5

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b
)

1
7
7
,
6
6
2

2
3
3
,
0
5
2

3
4
0
,
9
7
3

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

5
1
,
6
5
6

5
4
,
9
1
9

内
訳

事
業

費
(a

)
1
3
1
,
2
7
8

1
8
1
,
3
9
6

2
8
6
,
0
5
4

補
助

金
申

請
の

鈍
化

発
電

設
備

導
入

容
量

の
低

下
前

年
度

実
績

等
か

ら
の

毎
年

度
の

予
算

（
予

定
件

数
）
見

直
し

気
候

条
件

に
左

右
さ

れ
る

再
エ

ネ
電

力
の

価
格

高
騰

の
可

能
性

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

0
0

1
2
,
7
5
0

受
益

者
負

担
金

0
0

0

補
助

金
助

成
者

以
外

の
省

エ
ネ

・
再

エ
ネ

導
入

状
況

人
件

費
(b

)
4
6
,
3
8
4

【
事

業
の

概
要

】
・
　

地
球

温
暖

化
対

策
の

推
進

（
温

室
効

果
ガ

ス
削

減
）
に

関
す

る
　

　
テ

ー
マ

の
情

報
発

信
 （

あ
だ

ち
広

報
、

H
P

、
S
N

S
チ

ラ
シ

等
）

　
　

（
環

境
保

全
普

及
啓

発
事

業
、

環
境

学
習

推
進

事
業

、
省

エ
ネ

・
創

　
　

エ
ネ

推
進

事
業

、
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

施
設

の
維

持
管

理
事

業
）

　
　

　
【
活

動
ー

１
】

・
　

電
気

自
動

車
等

（
※

）
購

入
に

か
か

る
補

助
金

の
実

施
　

　
（
省

エ
ネ

・
創

エ
ネ

推
進

事
業

）
　

【
活

動
ー

２
】

・
　

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
設

置
に

係
る

補
助

金
の

実
施

　
　

（
省

エ
ネ

・
創

エ
ネ

推
進

事
業

）
　

【
活

動
ー

３
】

・
　

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
心

が
け

て
い

る
区

民
の

割
合

が
増

え
る

【
活

　
　

動
ー

１
】

・
　

区
内

の
電

気
自

動
車

等
の

台
数

が
増

え
る

【
活

動
ー

２
】

・
　

補
助

制
度

に
よ

り
導

入
さ

れ
る

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
の

導
入

量
　

　
が

増
え

る
【
活

動
ー

３
】

・
　

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
の

発
電

量
に

よ
り

賄
え

る
世

帯
数

が
増

え
　

　
る

【
活

動
ー

３
】

・
　

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
入

量
が

増
加

す
る

・
　

区
内

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
が

削
減

さ
れ

る
区

内
家

庭
部

門
の

年
間

C
O

２
排

出
量

が
削

減
さ

れ
る

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

区
内

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
【
低

減
目

標
】

※
１

6
年

度
【
活

動
-
1
】

温
室

効
果

ガ
ス

の
削

減
に

つ
な

が
る

様
々

な
テ

ー
マ

を
あ

だ
ち

広
報

、
H

P
、

S
N

S
、

チ
ラ

シ
等

で
情

報
発

信
し

た
回

数

回

目
標

2
8
0

3
6
0

3
6
5

達
成

【
直

接
成

果
-
１

】
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

心
が

け
て

い
る

区
民

の
割

合
％

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

8
2
.8

達
成

率
1
2
7
%

9
1
%

1
0
1
%

達
成

率
8
2
%

7
5
%

7
6
%

達
成

率

万
ｔ-

C
O

２

7
1
.6

実
績

3
5
5

3
2
6

3
6
9

実
績

5
4
.5

5
1

5
2
.9

T
J

2
1
,7

2
0

2
0
,9

9
2

1
,3

6
5

実
績

や
や

遅
れ

て
い

る

【
中

間
成

果
-
2
】

区
内

の
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
導

入
量

（
累

計
）
※

２

ｋ
W

4
0
,1

2
5

4
2
,5

6
3

4
5
,0

0
0

4
1
,1

1
2

4
3
,3

0
5

4
7
,8

9
8

達
成

率

目
標

6
6

6
8

7
0

遅
れ

て
い

る

1
0
2
%

1
0
2
%

1
0
6
%

【
活

動
-
３

】
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

補
助

金
の

補
助

件
数

【
新

規
指

標
】

件

目
標

1
8
0

1
6
0

2
6
0

達
成

達
成

率
2
1
8
%

1
2
4
%

8
4
%

達
成

率
1
2
4
%

実
績

1
5
0

2
6
8

6
4
0

【
活

動
-
２

】
電

気
自

動
車

等
※

購
入

費
補

助
金

の
補

助
件

数
【
新

規
指

標
】

件
実

績
2
4
0

目
標

1
1
0

達
成

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
2
】

電
気

自
動

車
等

購
入

費
補

助
金

に
よ

り
導

入
さ

れ
た

総
数

【
新

規
指

標
】

車

5
3
9

目
標

1
0
8
%

9
4
%

3
8
5

3
4
0

実
績

6
6
9

1
,0

5
4

9
7
9

1
4
5
9

3
1
0

4
0
5

世
帯 数

目
標

5
,3

6
3

5
,5

5
3

6
,3

6
5

実
績

7
1
6

1
8
4
6

3
,0

5
3

達
成

達
成

率
8
3
%

1
6
8
%

2
4
6
%

達
成

率
9
9
%

達
成

率
9
9
%

1
0
5
%

1
0
5
%

実
績

5
,3

3
5

5
,8

5
8

6
6
6
0

【
直

接
成

果
-
3
】

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
設

置
助

成
に

よ
る

導
入

量

ｋ
W

目
標

7
2
0

7
2
0

1
,1

7
0

2
5
6
%

2
6
1
%

【
直

接
成

果
-
4
】

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

賄
え

る
世

帯
の

数

1
1
.
b

1
2
.
8

1
3
.
1
、
1
3
.
2
、
1
3
.
3

1
4
.
3

9
6
%

9
0
%

8
9
%

実
績

2
2
,6

5
0

2
3
,2

6
5

2
2
,6

6
8

目
標

8
6
%

や
や

遅
れ

て
い

る

達
成

目
標

【
最

終
成

果
】

区
内

家
庭

部
門

の
年

間
C

O
２

排
出

量
 【

低
減

目
標

】
※

３

2
0
,2

6
4

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
反

映
結

果
①

】
　

「
家

庭
部

門
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

と
二

酸
化

炭
素

排
出

量
の

削
減

策
を

具
体

的
に

「
見

え
る

化
」
し

、
区

民
へ

の
訴

求
を

強
化

す
る

」
【
取

組
状

況
】
【
実

施
済

み
】

　
脱

炭
素

の
推

進
に

向
け

、
し

ょ
う

ぶ
ま

つ
り

や
区

民
ま

つ
り

で
「
脱

炭
素

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
の

配
布

等
で

省
エ

ネ
・
C

O
2
削

減
に

つ
い

て
啓

発
し

た
が

、
７

年
３

月
の

千
本

桜
ま

つ
り

で
も

環
境

部
ブ

ー
ス

を
出

展
し

、
「
脱

炭
素

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
の

配
布

に
加

え
、

7
年

度
の

補
助

金
事

業
の

案
内

、
簡

単
な

断
熱

効
果

を
体

験
し

て
も

ら
う

取
組

な
ど

、
よ

り
効

果
を

知
っ

て
も

ら
う

普
及

啓
発

に
努

め
た

。
　

 ま
た

、
6
年

度
に

年
間

を
通

し
て

実
施

し
た

あ
だ

ち
広

報
で

の
「
環

境
コ

ラ
ム

」
を

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ま
と

め
て

紹
介

し
、

区
民

の
省

エ
ネ

意
識

向
上

に
努

め
て

い
る

。
【
反

映
結

果
②

】
　

「
脱

炭
素

を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
、

庁
内

各
部

署
の

連
携

を
深

め
、

雑
紙

対
策

な
ど

を
通

じ
て

オ
ー

ル
足

立
で

の
取

り
組

み
を

推
進

す
る

」
【
取

組
状

況
】
【
実

施
済

み
】

　
 エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
の

抑
制

と
C

O
2
排

出
削

減
を

推
進

す
る

た
め

、
、

雑
紙

対
策

や
ウ

ォ
ー

タ
ー

サ
ー

バ
ー

の
利

用
率

や
そ

れ
に

伴
う

C
O

2
削

減
効

果
な

ど
を

定
期

的
に

周
知

・
結

果
報

告
を

行
う

な
ど

、
庁

内
全

体
で

脱
炭

素
の

意
識

の
醸

成
と

取
り

組
み

を
推

進
し

て
い

る
。

【
反

映
結

果
③

】
　

「
事

業
の

対
象

者
は

区
民

と
事

業
者

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

事
業

者
向

け
の

対
策

も
併

せ
て

検
討

す
る

」
【
取

組
状

況
】
【
実

施
済

み
】

　
工

場
の

省
エ

ネ
機

器
更

新
補

助
金

の
拡

充
の

検
討

や
首

都
圏

共
同

購
入

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
活

用
し

た
事

業
者

向
け

の
再

エ
ネ

電
力

導
入

の
支

援
な

ど
、

ソ
フ

ト
と

ハ
ー

ド
両

面
で

の
取

り
組

み
の

充
実

に
努

め
て

い
る

。

1
　

電
気

自
動

車
等

の
補

助
件

数
の

減
少

（
活

動
-
2
、

直
接

成
果

-
2
）

　
　

電
気

自
動

車
等

の
申

請
件

数
は

5
年

度
ま

で
毎

年
上

昇
傾

向
に

あ
っ

た
が

、
6
年

度
の

申
請

件
数

は
5
年

度
と

比
べ

る
　

と
4
5
件

少
な

く
目

標
達

成
に

至
ら

な
か

っ
た

。
日

本
で

6
年

度
に

新
型

車
種

が
出

ず
、

E
V

需
要

の
停

滞
の

ニ
ュ

ー
ス

が
　

あ
っ

た
こ

と
や

高
額

な
価

格
、

充
電

設
備

の
不

足
な

ど
の

課
題

な
ど

が
要

因
と

し
て

は
考

え
ら

れ
る

。
し

か
し

、
件

数
と

し
　

て
は

3
0
0
件

を
超

え
て

お
り

、
ま

だ
ま

だ
需

要
は

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

区
民

や
販

売
店

に
対

し
、

補
助

金
事

業
の

P
R

　
を

行
い

、
電

気
自

動
車

等
の

導
入

促
進

に
努

め
て

い
く
。

２
　

環
境

問
題

に
関

心
が

薄
い

区
民

へ
の

啓
発

が
課

題
（
直

接
成

果
-
1
）

　
　

省
エ

ネ
を

心
が

け
て

い
る

区
民

の
割

合
は

、
5
年

度
か

ら
1
.8

ポ
イ

ン
ト

上
昇

し
た

も
の

の
目

標
は

未
達

成
と

な
っ

た
。

　
世

論
調

査
の

結
果

を
見

る
と

、
平

均
値

を
下

回
っ

て
い

る
年

代
は

、
男

性
で

は
2
0
代

か
ら

4
0
代

、
女

性
で

は
2
0
代

か
ら

　
3
0
代

と
な

っ
て

い
る

。
節

電
や

節
水

な
ど

、
具

体
的

な
取

り
組

み
方

法
を

情
報

発
信

し
つ

つ
も

、
行

政
の

情
報

に
触

れ
る

　
機

会
が

少
な

い
世

代
に

な
か

な
か

情
報

が
行

き
届

か
な

い
こ

と
が

、
要

因
の

一
つ

と
考

え
ら

れ
る

。
　

　
ま

た
、

「
環

境
の

た
め

に
、

節
電

や
節

水
な

ど
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

心
が

け
て

い
る

」
区

民
の

割
合

は
、

5
0
％

前
後

で
変

　
動

が
な

く
、

目
標

値
か

ら
の

乖
離

が
続

い
て

い
る

。
し

ょ
う

ぶ
ま

つ
り

や
区

民
ま

つ
り

な
ど

の
イ

ベ
ン

ト
に

、
節

電
や

節
　

水
な

ど
の

周
知

も
含

め
た

省
エ

ネ
の

啓
発

を
行

う
ブ

ー
ス

を
出

展
す

る
な

ど
、

環
境

問
題

に
関

心
が

薄
い

区
民

に
も

情
　

報
が

行
き

わ
た

る
よ

う
努

め
て

い
く
。

ま
た

、
区

が
主

催
す

る
環

境
審

議
会

の
委

員
に

若
者

の
参

画
を

促
し

て
い

く
な

ど
、

　
若

者
に

向
け

た
取

組
に

力
を

入
れ

て
い

く
。

３
　

区
内

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

及
び

家
庭

部
門

に
お

け
る

C
O

2
排

出
量

の
削

減
が

課
題

（
中

間
成

果
-
1
、

最
終

成
果

）
　

　
区

内
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

用
量

及
び

区
内

家
庭

部
門

の
年

間
C

O
2
排

出
量

（
ど

ち
ら

も
最

新
値

令
和

5
年

3
月

末
）
は

、
　

ど
ち

ら
も

前
年

の
数

値
よ

り
減

少
は

し
て

い
た

も
の

の
、

目
標

達
成

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
　

　
新

型
コ

ロ
ナ

蔓
延

防
止

措
置

が
令

和
4
年

3
月

に
終

了
し

、
経

済
活

動
が

再
開

し
た

中
で

も
一

定
程

度
の

企
業

は
在

　
宅

勤
務

を
継

続
す

る
動

き
も

あ
り

、
家

庭
で

の
電

力
消

費
の

大
幅

な
減

少
に

は
つ

な
が

ら
な

か
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

　
生

活
状

況
が

落
ち

着
い

た
現

在
で

は
、

数
値

の
変

動
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
が

、
若

者
の

省
エ

ネ
意

識
の

向
上

や
家

庭
　

で
の

エ
コ

な
く
ら

し
の

啓
発

な
ど

、
今

後
も

積
極

的
に

行
い

、
区

内
の

C
O

2
削

減
に

つ
な

げ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

【
短

期
】

■
　

区
民

の
環

境
意

識
の

向
上

に
つ

な
が

る
事

業
展

開
 ・

　
区

民
だ

け
で

な
く
販

売
店

等
へ

の
電

気
自

動
車

補
助

金
の

周
知

を
強

化
 ・

　
し

ょ
う

ぶ
ま

つ
り

、
区

民
ま

つ
り

、
千

本
桜

ま
つ

り
な

ど
の

区
の

イ
ベ

ン
ト

で
、

補
助

金
の

周
知

や
ご

み
の

　
　

削
減

を
啓

発
 ・

　
断

熱
窓

な
ど

の
効

果
を

見
え

る
化

し
、

イ
ベ

ン
ト

等
で

啓
発

 ・
　

環
境

省
や

東
京

都
な

ど
の

区
以

外
の

取
り

組
み

も
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
周

知
 ・

　
継

続
的

な
講

座
実

施
と

情
報

発
信

に
よ

る
意

識
変

容
の

促
進

 ・
　

庁
舎

内
敷

地
へ

の
急

速
充

電
設

備
設

置
に

よ
る

P
R

■
　

区
内

の
C

O
2
排

出
削

減
に

寄
与

す
る

事
業

展
開

 ・
　

設
置

件
数

が
増

加
し

て
い

る
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

と
蓄

電
池

の
補

助
事

業
の

大
幅

拡
充

　
　

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
2
6
0
件

→
1
,0

0
0
件

　
/
　

蓄
電

池
3
0
0
件

→
1
,0

0
0
件

 ・
　

公
用

車
の

E
V

化
、

庁
舎

内
へ

の
電

気
自

動
車

の
充

電
設

備
の

設
置

 ・
　

区
内

小
・
中

学
校

へ
の

太
陽

光
発

電
P

P
A

の
導

入
【
中

長
期

の
方

向
性

】
　

7
年

度
か

ら
８

年
度

に
か

け
て

足
立

区
環

境
基

本
計

画
を

改
定

す
る

。
環

境
問

題
に

お
け

る
状

況
の

変
化

や
区

の
取

り
組

み
状

況
の

整
理

を
行

い
つ

つ
、

改
定

版
で

は
新

た
に

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

を
環

境
の

視
点

か
ら

高
め

て
い

く
と

い
う

内
容

を
盛

り
込

み
、

S
D

G
ｓ
の

目
標

達
成

に
向

け
た

新
た

な
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
提

案
・
推

進
す

る
計

画
を

環
境

審
議

会
に

諮
問

し
、

検
討

策
定

し
て

い
く
。

こ
れ

ま
で

は
地

球
環

境
の

悪
化

や
そ

れ
を

改
善

す
る

た
め

の
不

便
や

我
慢

を
強

い
る

よ
う

な
や

や
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
啓

発
か

ら
、

補
助

金
や

講
座

等
を

活
用

し
区

民
の

よ
り

良
い

生
活

に
つ

な
が

る
よ

う
な

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

啓
発

を
行

い
、

区
民

の
行

動
変

容
を

促
し

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

補
助

金
に

つ
い

て
、

目
標

を
大

き
く
上

回
る

6
4
0
件

の
補

助
を

実
施

す
る

な
ど

、
区

民
ニ

ー
ズ

に
適

っ
た

積
極

的
な

事
業

展
開

を
進

め
て

い
る

点
は

評
価

で
き

る
。

一
方

、
最

終
的

な
成

果
指

標
で

あ
る

区
内

家
庭

部
門

の
年

間
C

O
2
排

出
量

に
つ

い
て

は
目

標
達

成
に

至
っ

て
お

ら
ず

、
今

後
、

区
民

一
人

ひ
と

り
の

行
動

変
容

を
促

す
た

め
の

取
組

の
加

速
が

必
要

で
あ

る
。

【
今

後
の

事
業

予
定

、
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

区
内

の
C

O
2
排

出
削

減
に

直
結

す
る

取
組

と
し

て
、

太
陽

光
発

電
シ

ス
テ

ム
と

蓄
電

池
の

補
助

事
業

を
大

幅
に

拡
充

す
る

事
業

展
開

は
評

価
で

き
る

。
令

和
7
年

度
か

ら
8
年

度
に

か
け

て
改

定
す

る
足

立
区

環
境

基
本

計
画

に
お

い
て

、
環

境
施

策
の

イ
メ

ー
ジ

を
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
も

の
か

ら
区

民
の

生
活

を
よ

り
良

く
す

る
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
も

の
へ

と
変

革
し

て
い

く
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

地
球

レ
ベ

ル
の

問
題

を
区

民
に

よ
り

身
近

に
感

じ
て

も
ら

う
た

め
、

家
庭

内
の

行
動

が
C

O
2
排

出
量

の
削

減
に

ど
れ

だ
け

寄
与

す
る

か
数

字
で

わ
か

り
や

す
く
示

す
な

ど
の

視
点

を
取

り
入

れ
る

こ
と

を
期

待
し

た
い

。

4
①

「
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

心
が

け
て

い
る

区
民

の
割

合
」
の

達
成

が
遅

れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

は
、

活
動

指
標

と
の

関
係

で
み

る
と

よ
り

深
い

検
証

が
必

要
で

あ
る

と
い

う
提

言
及

び
②

適
切

な
方

法
で

ロ
ジ

ッ
ク

モ
デ

ル
の

妥
当

性
を

確
認

す
る

こ
と

を
検

討
い

た
だ

き
た

い
と

い
う

提
言

に
つ

い
て

当
該

成
果

指
標

に
つ

い
て

は
、

区
の

活
動

と
し

て
C

O
2
削

減
に

つ
な

が
る

幅
広

い
情

報
発

信
と

省
エ

ネ
・
創

エ
ネ

機
器

の
補

助
金

の
推

進
に

よ
り

、
徐

々
に

区
民

に
省

エ
ネ

の
意

識
が

定
着

し
て

い
き

「
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

心
が

け
て

い
る

区
民

の
割

合
」
も

増
加

し
て

行
く

こ
と

を
想

定
し

て
い

た
。

活
動

実
績

自
体

の
数

値
は

伸
び

て
き

て
い

る
た

め
、

成
果

指
標

の
数

値
の

取
り

方
や

ロ
ジ

ッ
ク

モ
デ

ル
の

構
造

の
あ

り
方

を
、

再
度

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

令
和

８
年

度
に

策
定

予
定

の
環

境
基

本
計

画
と

合
わ

せ
て

、
修

正
し

て
い

く
。

③
情

報
発

信
の

効
果

検
証

を
検

討
す

る
余

地
が

あ
る

と
い

う
提

言
に

つ
い

て
区

民
評

価
の

場
で

は
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
内

容
が

専
門

的
す

ぎ
た

り
、

文
面

が
長

く
て

若
者

に
伝

わ
り

に
く
い

た
め

、
キ

ャ
ッ

チ
ー

な
も

の
や

シ
ョ

ー
ト

動
画

・
画

像
を

取
り

入
れ

た
も

の
で

の
情

報
発

信
の

検
討

も
必

要
と

い
う

ご
意

見
も

い
た

だ
い

た
。

若
者

に
も

届
く

情
報

発
信

の
内

容
・
作

り
方

・
発

信
方

法
を

今
後

試
行

錯
誤

し
な

が
ら

取
り

入
れ

て
い

く
と

と
も

に
、

P
V

（
ペ

ー
ジ

ビ
ュ

ー
）
・
U

U
（
ユ

ニ
ー

ク
ユ

ー
ザ

ー
）
の

確
認

や
S
N

S
に

掲
載

し
た

U
R

L
か

ら
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

リ
ン

ク
し

た
数

な
ど

に
よ

り
成

果
を

検
証

し
て

い
く
方

法
を

、
令

和
７

年
度

中
に

報
道

広
報

課
と

協
議

し
な

が
ら

検
討

し
て

い
く
。

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

　
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

着
実

に
取

り
組

ま
れ

、
影

響
の

大
き

い
「
電

気
自

動
車

等
」
と

「
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

」
に

特
化

し
て

「
地

球
温

暖
化

防
止

対
策

」
の

情
報

発
信

活
動

を
続

け
て

い
る

点
や

、
ま

た
、

イ
ベ

ン
ト

や
出

前
講

座
等

立
体

的
か

つ
中

長
期

的
な

情
報

発
信

に
取

り
組

ん
で

い
る

点
が

評
価

で
き

る
。

　
ま

た
、

な
か

な
か

「
省

エ
ネ

」
は

自
分

事
に

な
り

に
く
い

と
い

う
課

題
が

あ
る

中
で

、
「
脱

炭
素

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
は

と
て

も
わ

か
り

や
す

く
、

区
民

目
線

で
情

報
が

ま
と

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
評

価
で

き
る

。

　
最

終
成

果
、

中
間

成
果

に
お

い
て

は
、

様
々

な
要

因
が

絡
む

た
め

未
達

成
の

も
の

も
含

ま
れ

る
が

、
直

接
指

標
の

「
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

」
に

お
い

て
は

十
二

分
に

達
成

で
き

て
い

る
。

　
ま

た
、

「
電

気
自

動
車

等
」
に

お
い

て
は

E
V

充
電

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

等
の

イ
ン

フ
ラ

不
足

、
各

自
動

車
メ

ー
カ

ー
戦

略
や

グ
ロ

ー
バ

ル
規

格
が

揃
わ

な
い

中
で

、
9
4
％

の
数

値
は

成
果

と
し

て
は

十
分

と
考

え
る

。
　

一
方

で
①

「
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

心
が

け
て

い
る

区
民

の
割

合
」
の

達
成

が
遅

れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い
て

は
、

活
動

指
標

と
の

関
係

で
み

る
と

よ
り

深
い

検
証

が
必

要
で

あ
る

。
広

報
活

動
を

十
分

行
っ

て
い

る
の

に
成

果
が

出
て

い
な

い
の

で
あ

れ
ば

、
活

動
指

標
・
内

容
を

見
直

す
必

要
が

あ
り

、
逆

に
活

動
と

し
て

は
十

分
に

行
っ

て
い

る
場

合
は

、
成

果
指

標
や

ロ
ジ

ッ
ク

モ
デ

ル
の

構
造

が
誤

っ
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

。
別

の
成

果
指

標
の

検
討

を
を

含
め

、
②

適
切

な
方

法
で

ロ
ジ

ッ
ク

モ
デ

ル
の

妥
当

性
を

確
認

す
る

こ
と

を
検

討
い

た
だ

き
た

い
。

　
令

和
7
年

度
～

8
年

度
に

か
け

て
改

訂
す

る
足

立
区

環
境

基
本

計
画

に
お

い
て

、
「
足

立
若

者
会

議
」
を

開
催

す
る

旨
の

報
告

が
あ

っ
た

が
、

こ
れ

ら
の

機
会

を
通

じ
て

省
エ

ネ
の

取
り

組
み

が
限

定
的

な
若

者
世

代
か

ら
積

極
的

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
、

現
実

的
な

対
応

策
や

若
者

目
線

で
の

ア
イ

デ
ア

を
得

る
こ

と
で

、
さ

ら
に

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

変
化

が
も

た
ら

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

し
た

い
。

　
ま

た
、

本
事

業
に

お
い

て
は

引
き

続
き

情
報

発
信

が
重

要
で

あ
る

と
考

え
る

。
若

者
タ

ー
ゲ

ッ
ト

層
に

対
し

て
、

よ
り

簡
潔

に
表

現
す

る
こ

と
で

可
読

率
を

挙
げ

よ
う

と
さ

れ
て

い
る

な
ど

、
改

善
を

心
が

け
る

姿
勢

が
評

価
で

き
る

。
今

後
の

情
報

発
信

の
内

容
に

つ
い

て
は

、
「
足

立
若

者
会

議
」
等

で
浮

き
彫

り
と

な
っ

た
地

球
環

境
に

関
す

る
課

題
意

識
等

に
も

と
づ

き
、

環
境

問
題

や
脱

酸
素

に
向

け
て

区
民

が
継

続
的

に
議

論
で

き
る

環
境

整
備

に
期

待
し

た
い

。
　

一
方

で
、

民
間

企
業

に
お

い
て

は
、

エ
コ

ロ
ジ

ー
は

エ
コ

ノ
ミ

ー
を

一
緒

に
語

ら
な

い
と

人
は

動
か

な
い

と
い

う
定

説
が

あ
る

が
、

必
ず

し
も

行
政

施
策

に
お

い
て

そ
の

論
理

が
当

て
は

ま
ら

な
い

た
め

、
③

情
報

発
信

の
効

果
検

証
を

検
討

す
る

余
地

が
あ

る
。

具
体

的
に

は
、

区
民

へ
の

啓
発

に
つ

い
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
コ

ン
テ

ン
ツ

の
充

実
や

、
デ

ジ
タ

ル
広

報
の

効
果

計
測

を
行

い
、

そ
の

デ
ー

タ
を

広
報

啓
発

戦
略

の
P

D
C

A
に

活
か

す
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

全
体

評
価

4
反

映
結

果

4
達

成
度

4R
6

4
.5

庁
内

評
価

結
果

4
4

4
4

区
民

評
価

結
果

4
4R
5

4
方

向
性

R
3

R
4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

評
価
中
止
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

く
ら

し
再

掲
重

点
目

標
⑥

環
境

負
荷

が
少

な
い

く
ら

し
を

実
現

す
る

重
点

項
目

循
環

型
社

会
へ

の
転

換
の

促
進

記
入

所
属

事
業

名
№

1
7
「
ご

み
の

減
量

・
資

源
化

の
推

進
」

協
働 ・

協
創

2
.
1

9
.
4

1
2
.
3
、
1
2
.
5

1
4
.
1

1
7
.
1
7

環
境

部
　

足
立

清
掃

事
務

所
　

清
掃

計
画

係
・
作

業
係

環
境

部
　

ご
み

減
量

推
進

課
　

資
源

化
推

進
係

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

ご
み

の
発

生
を

抑
制

す
る

リ
デ

ュ
ー

ス
を

さ
ら

に
推

進
す

る
た

め
、

燃
や

す
ご

み
に

含
ま

れ
る

資
源

に
な

る
紙

類
の

分
別

や
未

利
用

食
品

な
ど

の
資

源
ロ

ス
削

減
に

向
け

、
ご

み
の

組
成

調
査

結
果

に
基

づ
き

、
紙

資
源

バ
ッ

グ
の

活
用

や
フ

ー
ド

ド
ラ

イ
ブ

事
業

を
通

じ
た

食
品

ロ
ス

削
減

の
啓

発
、

生
ご

み
処

理
機

購
入

費
補

助
等

に
よ

り
一

層
の

ご
み

減
量

と
資

源
化

率
向

上
を

目
指

し
て

い
く
。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
廃

棄
物

運
搬

請
負

契
約

等
1
,4

6
6
,3

7
0

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

と
事

業
者

・
限

ら
れ

た
資

源
の

有
効

活
用

と
最

終
処

分
場

の
延

命
の

た
め

、
大

量
消

費
・
大

量
廃

棄
の

生
活

を
見

直
し

て
い

く
。

・
区

民
や

事
業

者
等

の
行

動
変

容
を

促
し

、
ご

み
の

発
生

抑
制

、
持

続
可

能
な

資
源

利
用

へ
の

転
換

を
図

っ
て

い
く
。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

事
業

内
容

資
源

化
物

を
効

率
的

に
回

収
す

る
と

と
も

に
、

区
民

の
ご

み
排

出
量

を
削

減
す

る
こ

と
に

よ
り

、
資

源
化

率
を

向
上

し
循

環
型

社
会

の
形

成
を

目
指

す
。

粗
大

ご
み

収
集

運
搬

委
託

等
4
7
7
,0

1
1

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
資

源
化

物
行

政
回

収
事

業
、

ご
み

収
集

運
搬

事
業

、
３

R
推

進
事

業

主
な

内
容

資
源

収
集

・
運

搬
委

託
等

1
,2

7
8
,3

4
6

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b
)

4
,
2
4
7
,
6
4
0

4
,
2
4
8
,
1
3
0

4
,
5
6
5
,
6
2
5

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

1
,
1
4
9
,
2
5
6

1
,
2
0
7
,
5
2
3

内
訳

事
業

費
(a

)
3
,
0
9
2
,
4
0
2

3
,
0
9
8
,
8
7
4

3
,
3
5
8
,
1
0
2

・
社

会
経

済
状

況
・
新

た
な

資
源

化
品

目
の

追
加

・
社

会
経

済
状

況
・
新

た
な

資
源

化
品

目
の

追
加

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

0
3
,
2
4
0

6
4
,
8
5
3

受
益

者
負

担
金

3
5
9
,
7
5
3

3
6
5
,
5
0
2

3
6
2
,
4
2
9

・
社

会
経

済
状

況
・
新

た
な

資
源

化
品

目
の

追
加

人
件

費
(b

)
1
,
1
5
5
,
2
3
8

【
事

業
の

概
要

】
・
　

資
源

と
ご

み
の

出
し

方
の

周
知

に
関

す
る

情
報

発
信

　
（
資

源
化

物
行

政
回

収
事

業
、

ご
み

収
集

運
搬

事
業

）
【
活

動
-
1
、

4
】

・
　

３
Ｒ

、
食

品
ロ

ス
削

減
に

関
す

る
啓

発
　

（
３

R
推

進
事

業
）
【
活

動
-
1
、

2
】

・
　

生
ご

み
処

理
機

・
コ

ン
ポ

ス
ト

化
容

器
購

入
費

補
助

件
数

　
（
３

R
推

進
事

業
）
【
活

動
-
3
】

・
　

家
庭

ご
み

排
出

量
が

減
る

【
活

動
②

-
1
、

②
-
2
、

②
-
3
、

②
-
4
】

・
　

燃
や

す
ご

み
の

量
が

減
る

【
活

動
②

-
2
、

②
-
3
、

②
-
4
】

・
　

ご
み

と
資

源
の

分
別

を
実

行
し

て
い

る
人

の
割

合
が

増
え

る
　

　
【
活

動
②

-
1
、

②
-
2
】

・
　

区
全

体
の

ご
み

排
出

量
が

減
る

・
　

資
源

化
率

が
向

上
す

る
・
　

区
民

一
人

一
日

あ
た

り
の

ご
み

排
出

量
が

減
る

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

区
内

の
ご

み
量

（
燃

や
す

ご
み

+
燃

や
さ

な
い

ご
み

+
粗

大
ご

み
）
　

※
低

減
目

標

6
年

度

【
活

動
-
1
】

資
源

と
ご

み
の

出
し

方
の

周
知

に
関

す
る

情
報

発
信

（
H

P
・
S
N

S
)

回

目
標

7
0

7
5

9
0

や
や

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
１

】
ご

み
と

資
源

の
分

別
を

実
行

し
て

い
る

人
の

割
合

％

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

4
8
2
.3

達
成

率
1
0
3
%

1
3
2
%

7
2
%

達
成

率
9
4
%

9
4
%

9
9
%

達
成

率

ｇ

4
7
0

実
績

7
2

9
9

6
5

実
績

8
4
.7

8
4

8
9

t

1
2
3
,0

0
0

1
2
0
,0

0
0

9
7
%

7
8
.3

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

ご
み

総
量

に
対

す
る

資
源

化
率

％

2
0
.9

2
1
.3

2
1
.5

1
9
.5

2
1
9
.2

1
1
9
.8

3

達
成

率

順
調

順
調

目
標

【
最

終
成

果
】

区
民

一
人

一
日

あ
た

り
の

家
庭

ご
み

排
出

量
　

※
低

減
目

標

1
1
7
,0

0
0

7
8

7
8

9
5
%

9
5
%

9
5
%

1
5
0

1
8
5

実
績

1
3
0
,0

2
2

1
2
5
,9

2
7

1
2
2
,9

1
9

目
標

目
標

9
0

9
0

9
0

順
調

9
3
%

9
0
%

9
2
%

【
活

動
-
3
】

生
ご

み
処

理
機

・
コ

ン
ポ

ス
ト

化
容

器
購

入
費

補
助

件
数

件

目
標

1
2
6

1
0
2

1
3
0

達
成

達
成

率
1
5
8
%

1
0
9
%

1
2
8
%

達
成

率
1
0
3
%

実
績

9
3

1
1
6

2
3
3

【
活

動
-
2
】

３
Ｒ

、
食

品
ロ

ス
に

関
し

Ｓ
Ｎ

Ｓ
、

広
報

紙
、

チ
ラ

シ
等

で
情

報
を

発
信

し
た

数
回

実
績

1
3
4

目
標

目
標

8
5

達
成

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

削
減

の
た

め
、

マ
イ

バ
ッ

グ
を

使
う

な
ど

し
て

不
要

な
レ

ジ
袋

を
断

っ
て

い
る

区
民

の
割

合

％

7
5

目
標

9
6
%

1
0
0
%

1
6
3

2
3
6

実
績

7
7

7
4
.8

【
直

接
成

果
-
3
】

燃
や

す
ご

み
の

量
※

低
減

目
標

ｔ

目
標

1
2
1
,8

0
5

1
1
8
,7

6
3

1
1
6
,5

6
3

1
0
0
%

1
0
1
%

【
直

接
成

果
-
4
】

家
庭

ご
み

に
お

け
る

未
利

用
食

品
の

割
合

　
※

低
減

目
標

％

目
標

3
.1

3
.6

3
.6

実
績

1
2
2
,0

0
6

1
1
8
,4

0
6

1
1
5
,3

5
7

達
成

率
7
4
%

1
1
4
%

1
7
9
%

達
成

率
1
0
0
%

達
成

率
8
2
%

9
2
%

実
績

3
.8

3
.9

実
績

2
,6

6
8

2
,9

7
6

2
,5

0
2

2
,4

0
1

2
,6

7
8

達
成

2
,3

2
3

達
成

率

や
や

順
調

8
8
%

4
.1

9
4
%

8
1
%

1
1
5
%

【
活

動
-
4
】

適
正

排
出

の
た

め
の

指
導

件
数

（
ふ

れ
あ

い
指

導
）
　

※
低

減
目

標

件

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
反

映
結

果
①

】
　

「
「
意

識
の

低
い

世
代

」
に

対
す

る
情

報
発

信
の

効
果

を
検

証
し

、
具

体
的

な
取

り
組

み
を

検
討

す
る

」
　

「
L
IN

E
や

X
な

ど
の

ツ
ー

ル
を

利
用

し
て

い
な

い
若

者
に

情
報

を
伝

え
る

方
法

を
検

討
す

る
」

【
取

組
状

況
】
【
実

施
中

】
　

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

分
別

回
収

の
区

内
全

域
実

施
に

向
け

、
分

別
方

法
や

収
集

曜
日

の
変

更
が

生
じ

る
た

め
、

あ
だ

ち
広

報
や

L
IN

E
、

X
な

ど
の

ツ
ー

ル
を

活
用

す
る

ほ
か

、
特

に
「
意

識
の

低
い

若
者

世
代

」
に

対
し

て
は

、
新

た
に

あ
だ

ち
ス

マ
イ

ル
ビ

ジ
ョ

ン
や

S
N

S
広

告
を

活
用

し
た

継
続

的
な

周
知

活
動

や
、

区
の

大
型

イ
ベ

ン
ト

に
お

け
る

体
験

型
P

R
な

ど
を

実
施

し
て

い
く
。

　
【
反

映
結

果
②

】
　

「
燃

や
す

ご
み

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
の

分
別

、
食

品
ロ

ス
削

減
、

フ
ー

ド
ド

ラ
イ

ブ
に

よ
る

脱
炭

素
効

果
と

家
計

費
節

減
効

果
を

広
く
伝

え
、

そ
の

経
済

効
果

を
「
見

え
る

化
」
す

る
」

【
取

組
状

況
】
【
実

施
中

】
　

　
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

別
に

よ
る

脱
炭

素
効

果
の

発
信

に
加

え
、

フ
ー

ド
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
ア

プ
リ

「
T
A

B
E
T
E
」
の

活
用

で
お

得
に

食
品

ロ
ス

削
減

に
取

り
組

め
る

こ
と

や
食

品
ロ

ス
を

減
ら

す
こ

と
で

節
約

で
き

る
食

費
等

の
家

計
に

お
け

る
経

済
効

果
に

つ
い

て
も

合
わ

せ
て

発
信

し
、

見
え

る
化

し
て

い
く
。

【
反

映
結

果
③

】
　

「
環

境
学

習
な

ど
を

通
じ

て
、

生
活

の
中

で
環

境
意

識
を

持
つ

子
ど

も
を

増
や

す
」

【
取

組
状

況
】
【
実

施
済

み
】

　
小

学
生

な
ど

子
ど

も
の

頃
か

ら
の

環
境

意
識

の
啓

発
と

し
て

、
清

掃
事

務
所

職
員

に
よ

る
体

験
学

習
や

、
食

品
ロ

ス
・

3
R

を
テ

ー
マ

に
し

た
環

境
出

前
講

座
を

充
実

さ
せ

て
い

き
、

見
て

学
び

、
触

れ
て

考
え

て
も

ら
う

こ
と

で
、

環
境

問
題

に
対

す
る

関
心

を
高

め
て

も
ら

う

１
　

燃
や

す
ご

み
の

量
（
活

動
-
1
、

活
動

-
2
、

活
動

-
3
、

直
接

成
果

-
1
、

直
接

成
果

-
3
）

　
　

年
々

区
内

人
口

は
増

加
し

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
燃

や
す

ご
み

、
燃

や
さ

な
い

ご
み

の
量

は
減

少
傾

向
に

あ
り

、
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。
特

に
燃

や
す

ご
み

に
つ

い
て

は
、

令
和

6
年

4
月

よ
り

、
区

内
一

部
地

域
（
千

住
、

新
田

、
小

台
・
宮

城
地

域
）
で

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

分
別

回
収

を
実

施
し

た
こ

と
も

あ
り

、
前

年
度

比
で

3
,0

4
9
t減

と
な

っ
た

。
資

源
や

ご
み

、
3
R

、
生

ご
み

処
理

機
等

の
情

報
発

信
を

繰
り

返
し

実
施

し
て

き
た

こ
と

も
要

因
の

一
つ

と
し

て
考

え
ら

れ
、

世
論

調
査

の
結

果
を

見
て

も
、

区
民

一
人

ひ
と

り
の

意
識

の
高

さ
が

伺
え

る
が

、
男

女
と

も
に

1
8
～

2
9
歳

ま
で

の
「
ご

み
と

資
源

の
分

別
を

実
行

し
て

い
る

」
割

合
は

7
0
％

を
下

回
っ

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
令

和
8
年

4
月

か
ら

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

別
回

収
の

区
内

全
域

実
施

に
向

け
、

【
活

動
指

標
-
1
】
資

源
と

ご
み

の
出

し
方

の
周

知
に

関
す

る
情

報
発

信
の

目
標

を
達

成
す

べ
く
、

住
民

説
明

会
を

始
め

、
あ

だ
ち

ス
マ

イ
ル

ビ
ジ

ョ
ン

や
S
N

S
広

告
を

活
用

し
た

継
続

的
な

周
知

活
動

を
実

施
し

て
い

く
。

ま
た

、
　

廃
食

油
や

雑
が

み
等

、
資

源
に

な
り

う
る

も
の

が
燃

や
す

ご
み

と
し

て
出

さ
れ

て
し

ま
う

現
状

も
あ

る
た

め
、

引
き

続
き

イ
ベ

ン
ト

や
S
N

S
を

通
じ

て
区

の
取

組
み

を
情

報
発

信
し

、
区

民
の

意
識

の
底

上
げ

、
行

動
の

実
践

に
つ

な
が

る
よ

う
工

夫
し

て
周

知
し

て
い

く
。

２
　

家
庭

ご
み

に
お

け
る

未
利

用
食

品
の

割
合

（
直

接
成

果
-
4
）

　
　

組
成

調
査

で
推

計
さ

れ
る

食
品

ロ
ス

量
は

、
冷

蔵
庫

内
や

保
存

食
料

の
整

理
な

ど
、

家
庭

内
行

事
の

有
無

に
よ

っ
て

、
実

態
よ

り
多

く
推

計
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
一

定
期

間
に

渡
っ

て
推

移
を

分
析

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
　

過
去

3
年

間
の

未
利

用
食

品
の

割
合

は
概

ね
4
%
で

推
移

し
て

お
り

、
燃

や
す

ご
み

の
総

量
が

減
少

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
廃

棄
さ

れ
る

未
利

用
食

品
の

量
も

減
少

傾
向

に
あ

る
も

の
と

思
わ

れ
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

未
利

用
食

品
が

発
生

し
た

際
に

、
食

品
の

受
け

皿
と

し
て

フ
ー

ド
ド

ラ
イ

ブ
窓

口
を

活
用

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
事

業
に

つ
い

て
広

く
周

知
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
併

せ
て

、
普

段
か

ら
食

品
ロ

ス
の

発
生

抑
制

を
心

が
け

て
も

ら
え

る
よ

う
、

食
品

ロ
ス

削
減

に
関

す
る

多
角

的
な

取
組

み
や

情
報

発
信

が
求

め
ら

れ
る

。

【
短

期
】

■
ご

み
の

減
量

、
資

源
化

の
推

進
に

向
け

た
事

業
展

開
・
　

令
和

8
年

4
月

か
ら

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

別
回

収
の

区
内

全
域

実
施

に
向

け
、

あ
だ

ち
広

報
（
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

別
回

収
　

　
特

集
号

）
を

作
成

し
全

戸
配

布
し

た
。

引
き

続
き

、
収

集
曜

日
等

の
変

更
が

あ
る

た
め

、
チ

ラ
シ

や
あ

だ
ち

広
報

、
S
N

S
等

　
　

で
継

続
的

に
周

知
す

る
こ

と
で

、
ス

ム
ー

ズ
な

移
行

に
つ

な
げ

て
い

く
。

・
　

粗
大

ご
み

と
し

て
排

出
さ

れ
る

衣
装

ケ
ー

ス
（
硬

質
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

の
収

納
ケ

ー
ス

類
）
の

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

、
　

　
よ

り
一

層
の

ご
み

の
減

量
及

び
資

源
化

の
推

進
を

図
る

。
・
　

区
民

の
利

便
性

を
高

め
、

回
収

量
を

増
や

す
た

め
、

廃
食

油
の

回
収

窓
口

を
、

5
月

よ
り

2
か

所
か

ら
5
か

所
に

増
設

す
る

　
　

と
と

も
に

、
生

ご
み

の
減

量
・
水

切
り

推
進

の
た

め
、

生
ご

み
処

理
機

購
入

費
補

助
金

を
増

額
す

る
。

区
の

イ
ベ

ン
ト

や
　

　
本

庁
舎

の
ア

ト
リ

ウ
ム

で
実

機
を

用
い

た
積

極
的

な
P

R
を

実
施

す
る

。
・
　

特
に

「
意

識
の

低
い

若
者

世
代

」
に

対
し

て
は

、
報

道
広

報
課

と
連

携
し

、
あ

だ
ち

広
報

や
L
IN

E
、

X
な

ど
の

ツ
ー

ル
を

活
用

　
 す

る
ほ

か
、

新
た

に
あ

だ
ち

ス
マ

イ
ル

ビ
ジ

ョ
ン

な
ど

動
画

を
活

用
し

た
継

続
的

な
周

知
活

動
や

、
区

の
大

型
イ

ベ
ン

ト
に

お
　

　
け

る
体

験
型

P
R

な
ど

を
実

施
し

て
い

く
。

・
　

「
紙

リ
サ

イ
ク

ル
」
を

テ
ー

マ
と

し
た

環
境

学
習

講
座

を
拡

充
し

、
子

ど
も

の
環

境
問

題
に

対
す

る
関

心
の

向
上

を
図

る
。

　
　

ま
た

、
食

品
ロ

ス
の

削
減

に
向

け
、

民
間

事
業

者
の

フ
ー

ド
ド

ラ
イ

ブ
受

付
窓

口
を

一
元

化
し

て
情

報
発

信
す

る
と

と
も

　
　

に
、

食
品

ロ
ス

削
減

を
テ

ー
マ

と
し

た
料

理
教

室
を

開
催

し
、

調
理

く
ず

や
食

べ
残

し
の

削
減

を
実

践
す

る
機

会
を

提
供

す
　

　
る

。
な

お
、

組
成

調
査

に
現

れ
る

食
品

ロ
ス

量
は

変
動

し
や

す
く
、

一
定

期
間

の
推

移
の

注
視

を
要

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
　

　
か

ら
、

継
続

的
に

粘
り

強
く
食

品
ロ

ス
削

減
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

【
中

長
期

の
方

向
性

】
　

令
和

8
年

4
月

か
ら

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

別
回

収
の

区
内

全
域

実
施

に
向

け
、

燃
や

す
ご

み
の

収
集

回
数

が
週

3
回

か
ら

2
回

に
減

る
た

め
、

家
庭

に
お

け
る

ご
み

減
量

の
重

要
性

は
高

ま
る

も
の

と
思

わ
れ

る
。

7
年

度
は

ご
み

減
量

の
準

備
期

間
と

位
置

付
け

、
【
短

期
】
に

記
載

し
た

事
業

展
開

を
行

う
こ

と
で

、
ご

み
の

減
量

や
食

品
ロ

ス
削

減
等

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

区
民

に
呼

び
か

け
て

行
動

変
容

を
促

し
て

い
く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

4R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

　
前

年
度

評
価

を
踏

ま
え

た
取

り
組

み
を

実
施

し
て

お
り

、
具

体
的

に
は

、
前

年
度

の
課

題
を

踏
ま

え
、

若
年

層
へ

タ
ー

ゲ
ッ

ト
を

絞
り

、
親

和
性

の
高

い
H

P
や

S
N

S
で

適
切

な
情

報
発

信
を

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

通
じ

て
、

環
境

問
題

に
関

す
る

情
報

を
分

か
り

や
す

く
発

信
し

、
区

民
に

と
っ

て
「
楽

し
い

」
「
興

味
深

い
」
と

思
え

る
よ

う
な

働
き

か
け

が
評

価
で

き
た

。
　

ま
た

「
生

ご
み

処
理

機
」
は

ゴ
ミ

量
の

減
少

度
合

い
を

見
え

る
化

し
、

イ
ベ

ン
ト

や
庁

舎
で

の
展

示
な

ど
立

体
感

の
あ

る
情

報
提

供
に

努
め

、
ご

み
処

理
の

重
要

性
を

区
民

に
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

取
り

組
み

と
し

て
非

常
に

効
果

的
で

あ
る

。
加

え
て

、
フ

ー
ド

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

「
T
A

B
E
T
E
」
の

活
用

も
食

品
ロ

ス
削

減
に

も
な

り
評

価
で

き
る

。

　
活

動
指

標
、

成
果

指
標

と
も

に
概

ね
順

調
で

、
人

口
が

増
え

て
い

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

ゴ
ミ

が
減

っ
て

い
る

こ
と

は
大

き
な

成
果

で
あ

り
、

区
民

の
意

識
が

高
ま

っ
て

い
る

こ
と

が
伺

え
る

。
　

し
か

し
、

「
ご

み
と

資
源

の
分

別
を

実
行

し
て

い
る

」
割

合
が

、
男

女
と

も
に

1
8
歳

か
ら

2
9
歳

ま
で

7
0
%
を

下
回

っ
て

い
る

現
状

が
あ

る
。

【
直

接
成

果
１

】
と

し
て

は
順

調
で

は
あ

る
が

、
若

者
世

代
の

分
別

意
識

の
低

さ
が

当
該

指
標

の
達

成
率

が
伸

び
悩

む
背

景
で

あ
る

と
も

考
え

ら
れ

、
引

き
続

き
①

区
内

の
中

学
・
高

校
・
大

学
の

生
徒

や
学

生
に

対
し

て
、

ご
み

問
題

に
関

す
る

情
宣

を
関

連
部

署
と

連
携

し
な

が
ら

、
具

体
的

に
検

討
い

た
だ

き
た

い
。

　
【
直

接
成

果
-
4
】
「
家

庭
ご

み
に

お
け

る
未

利
用

食
品

の
割

合
」
は

前
年

と
比

較
し

て
達

成
率

が
下

が
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
が

、
家

庭
で

の
食

品
管

理
方

法
や

賞
味

期
限

の
正

し
い

認
識

を
促

す
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

賞
味

期
限

が
近

い
食

品
や

未
利

用
食

品
を

必
要

と
し

て
い

る
人

々
に

提
供

す
る

フ
ー

ド
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
を

拡
大

す
る

こ
と

で
、

廃
棄

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
。

②
今

後
の

さ
ら

な
る

活
用

を
検

討
い

た
だ

き
、

未
利

用
食

品
の

割
合

が
低

減
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
し

た
い

。

　
ご

み
の

減
量

・
資

源
化

推
進

の
主

体
は

「
区

民
」
で

あ
る

と
い

う
観

点
か

ら
、

区
民

の
意

識
向

上
が

不
可

欠
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

短
期

的
に

は
、

来
年

4
月

か
ら

開
始

さ
れ

る
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

別
回

収
に

つ
い

て
、

足
立

広
報

や
S
N

S
等

を
通

じ
て

周
知

が
進

め
ら

れ
て

い
る

も
の

の
、

ま
だ

情
報

が
十

分
に

届
い

て
い

な
い

可
能

性
が

あ
る

。
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
の

分
別

回
収

の
全

域
実

施
に

向
け

た
準

備
期

間
を

、
ご

み
問

題
全

般
を

含
め

た
「
区

民
へ

の
情

宣
期

間
」
と

し
て

積
極

的
に

情
報

発
信

し
て

い
く
姿

勢
は

評
価

で
き

る
が

、
さ

ら
な

る
情

報
発

信
の

強
化

を
お

願
い

し
た

い
。

　
特

に
③

分
別

意
識

の
低

い
1
8
～

2
9
歳

に
向

け
て

は
、

「
足

立
若

者
会

議
」
等

を
通

じ
て

若
者

目
線

に
た

っ
た

情
報

発
信

の
方

法
な

ど
を

行
政

側
が

把
握

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

ほ
か

、
当

該
年

代
層

に
ア

プ
ロ

ー
チ

可
能

な
環

境
（
教

育
機

関
や

ス
ポ

ー
ツ

施
設

等
）
と

の
連

携
を

進
め

、
啓

発
活

動
を

進
め

て
い

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
　

加
え

て
、

④
若

年
層

に
親

和
性

の
高

い
In

st
ag

ra
m

や
Y
o
u
tu

be
等

の
S
N

S
活

用
、

H
P

の
コ

ン
テ

ン
ツ

の
整

理
整

頓
と

と
も

に
、

デ
ジ

タ
ル

広
報

の
効

果
計

測
を

提
言

し
た

い
。

　
生

ご
み

処
理

機
の

利
用

促
進

に
向

け
て

は
、

区
が

主
催

す
る

大
型

イ
ベ

ン
ト

や
体

験
会

は
非

常
に

関
心

を
集

め
る

取
り

組
み

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
今

後
も

継
続

し
て

実
施

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

全
体

評
価

4
反

映
結

果

4
達

成
度

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

4

4
.5

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
生

ご
み

処
理

機
・
コ

ン
ポ

ス
ト

化
容

器
購

入
費

補
助

件
数

は
目

標
値

を
大

き
く
上

回
っ

て
お

り
、

こ
う

し
た

実
績

が
燃

や
す

ご
み

の
量

の
削

減
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

こ
の

点
は

評
価

で
き

る
。

一
方

、
最

終
的

な
成

果
指

標
で

あ
る

区
民

一
人

一
日

あ
た

り
の

家
庭

ご
み

排
出

量
は

目
標

値
に

今
一

歩
の

と
こ

ろ
ま

で
到

達
し

て
い

る
も

の
の

達
し

て
お

ら
ず

、
資

源
化

率
の

向
上

が
今

後
の

課
題

で
あ

る
と

思
料

す
る

。
【
今

後
の

事
業

予
定

、
方

向
性

へ
の

評
価

】
　

令
和

8
年

4
月

か
ら

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

別
回

収
の

区
内

全
域

実
施

に
当

た
り

、
区

民
へ

の
情

報
発

信
が

非
常

に
重

要
と

な
る

。
多

様
な

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

用
い

て
確

実
に

情
報

を
届

け
て

い
く
と

と
も

に
、

分
別

回
収

を
行

う
こ

と
の

利
点

に
つ

い
て

資
源

化
率

な
ど

を
踏

ま
え

て
わ

か
り

や
す

く
示

す
こ

と
が

で
き

る
と

、
よ

り
区

民
の

理
解

・
協

力
を

得
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

。
本

事
業

は
、

区
民

の
生

活
に

最
も

身
近

な
テ

ー
マ

で
あ

り
、

す
べ

て
の

区
民

が
当

事
者

と
な

り
う

る
。

普
段

、
行

政
情

報
に

触
れ

る
機

会
が

少
な

い
若

い
世

代
に

対
し

て
も

、
行

動
変

容
を

促
す

よ
う

な
取

組
を

講
じ

て
い

た
だ

き
た

い
。

4
　

令
和

８
年

度
よ

り
開

始
す

る
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

別
回

収
の

区
内

全
域

実
施

を
契

機
と

と
ら

え
、

区
民

の
分

別
回

収
へ

の
理

解
と

協
力

の
向

上
を

目
的

に
、

継
続

的
な

広
報

活
動

を
実

施
し

て
い

く
。

ま
た

、
分

別
意

識
の

低
い

若
年

層
の

対
応

と
し

て
、

多
様

な
ツ

ー
ル

を
活

用
し

、
情

報
発

信
を

強
化

す
る

。

【
①

区
内

の
教

育
機

関
へ

「
ご

み
問

題
」
に

関
し

関
連

部
署

と
の

連
携

を
行

う
】

　
・
教

育
委

員
会

と
連

携
し

、
ご

み
問

題
に

向
き

合
う

き
っ

か
け

を
促

す
情

報
に

つ
い

て
　

　
「
教

育
だ

よ
り

」
等

を
活

用
し

発
信

す
る

。
　

・
清

掃
事

務
所

で
の

「
職

場
体

験
」
を

通
じ

、
ご

み
問

題
に

関
す

る
学

習
と

理
解

を
　

　
深

め
る

。
　

・
各

学
校

へ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

別
回

収
の

ポ
ス

タ
ー

を
掲

出
し

、
周

知
を

図
る

。
【
②

未
利

用
食

品
の

割
合

が
低

減
さ

れ
る

よ
う

に
食

品
ロ

ス
削

減
を

推
進

す
る

】
　

・
フ

ー
ド

ド
ラ

イ
ブ

の
受

付
窓

口
の

存
在

を
ま

ず
区

民
に

確
実

に
知

っ
て

い
た

だ
く
こ

と
　

　
が

重
要

で
あ

る
と

捉
え

て
い

る
。

フ
ー

ド
ド

ラ
イ

ブ
の

利
用

促
進

を
図

る
た

め
、

民
間

　
  
事

業
者

の
受

付
窓

口
を

含
む

区
全

体
の

窓
口

を
一

元
化

し
た

情
報

発
信

を
行

う
と

　
　

と
も

に
、

イ
ベ

ン
ト

を
活

用
し

た
新

た
な

情
報

発
信

の
実

施
を

検
討

す
る

。
【
③

若
年

層
に

向
け

、
情

報
発

信
方

法
の

研
究

・
啓

発
活

動
を

進
め

る
】

　
・
「
ア

ダ
チ

若
者

会
議

」
に

参
加

し
、

若
年

者
へ

の
情

報
発

信
に

関
す

る
有

効
な

方
法

　
　

な
ど

の
意

見
を

募
り

研
究

し
、

情
報

を
伝

え
て

い
く
。

　
・
集

客
力

の
あ

る
区

内
の

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
し

体
験

型
P

R
を

行
う

。
　

・
ス

ポ
ー

ツ
施

設
や

ス
ー

パ
ー

等
の

商
業

施
設

等
、

区
内

の
集

客
拠

点
に

プ
ラ

ス
チ

ッ
　

　
ク

分
別

回
収

の
ポ

ス
タ

ー
を

掲
出

し
、

周
知

を
図

る
。

【
④

S
N

S
活

用
・
H

P
コ

ン
テ

ン
ツ

整
理

と
と

も
に

、
デ

ジ
タ

ル
広

報
の

効
果

計
測

を
行

う
】

　
・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

別
回

収
P

R
動

画
を

北
千

住
駅

前
の

あ
だ

ち
ス

マ
イ

ル
ビ

ジ
ョ

ン
や

　
　

Y
o
u
T
u
be

広
告

で
配

信
し

、
分

別
回

収
開

始
を

P
R

す
る

。
　

・
Ｘ

や
F
ac

e
bo

o
kな

ど
の

S
N

S
で

こ
ま

め
に

情
報

発
信

を
行

い
、

意
識

づ
け

を
図

る
。

　
・
H

P
に

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

分
別

回
収

専
用

ペ
ー

ジ
を

つ
く
り

、
動

画
や

配
布

し
た

チ
ラ

シ
等

　
　

を
掲

載
し

、
情

報
を

一
体

的
に

把
握

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
　

・
デ

ジ
タ

ル
広

報
に

つ
い

て
、

視
聴

数
や

視
聴

者
情

報
（
性

別
や

年
齢

層
、

視
聴

時
　

　
間

帯
な

ど
）
に

よ
る

効
果

計
測

等
の

分
析

を
行

い
、

よ
り

効
果

的
な

周
知

を
実

施
　

　
す

る
。

　
以

上
を

踏
ま

え
、

引
き

続
き

、
紙

媒
体

と
デ

ジ
タ

ル
媒

体
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

幅
広

く
情

報
を

届
け

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

別
回

収
の

周
知

な
ど

、
広

く
浸

透
さ

せ
て

い
く
。

分
別

回
収

開
始

時
に

、
混

乱
す

る
こ

と
の

無
い

よ
う

理
解

と
協

力
を

求
め

て
い

く
。

R
6

4
庁

内
評

価
結

果
4

4
4

4

区
民

評
価

結
果

4

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

評
価
中
止
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

や
や

順
調

6
3
%

4
7
5

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

【
活

動
-4

】
み

ん
な

で
元

気
ア

ッ
プ

教
室

の
開

催
回

数
ｸ
ｰ

ﾙ

達
成

率
-

1
0
0
%

8
7
%

達
成

率
-

達
成

率
7
6
%

9
0
%

実
績

6
4
7

6
0
4

実
績

5
6

5
6

5
6

5
6

5
7

達
成

5
7

達
成

率

-
7
0
0

5
5
0

8
4
%

8
9
%

【直
接

成
果

-4
】

み
ん

な
で

元
気

ア
ッ

プ
教

室
の

参
加

者
数

（実
数

）

人

目
標

8
5
0

6
7
0

7
5
0

実
績

-
5
8
8

4
9
2

4
5

【
活

動
-2

】
は

じ
め

て
の

フ
レ

イ
ル

予
防

教
室

の
開

催
回

数

ｸ
ｰ

ﾙ
実

績
6
1

目
標

目
標

5
6

順
調

達
成

【直
接

成
果

-2
】

は
じ

め
て

の
フ

レ
イ

ル
予

防
教

室
の

参
加

者
数

（実
数

）

人

7
0
0

目
標

9
3
%

8
9
%

6
0

6
0

実
績

7
0
2

6
4
8

【直
接

成
果

-3
】

体
力

測
定

会
の

参
加

者
数

（実
数

）
人

目
標

目
標

2
7
,8

4
0

2
7
,7

2
0

2
8
,5

9
6

順
調

2
4
8
%

3
2
0
%

2
2
4
%

【
活

動
-
3
】

体
力

測
定

会
の

開
催

回
数

回

目
標

-
8
4

5
2

順
調

達
成

率
1
0
9
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率
1
0
0
%

実
績

-
8
4

7
0
0

7
0
0

7
4
%

9
7
%

1
1
0
%

6
0

6
0

実
績

2
6

2
9

3
3

目
標

-

6
2
1

実
績

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

自
主

グ
ル

ー
プ

立
ち

上
げ

件
数

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ

2
5

2
5

2
5

6
2

8
0

5
6

達
成

率

達
成

達
成

目
標

【
最

終
成

果
】

７
０

～
８

０
代

の
新

規
要

支
援

・
要

介
護

認
定

者
数

の
割

合
【
低

減
目

標
】

3
0

5
.7

達
成

率
1
0
3
%

1
0
2
%

1
0
8
%

達
成

率
9
7
%

8
8
%

9
1
%

達
成

率

％

5
.5

実
績

8
3
5

8
4
1

8
9
2

実
績

2
7
0
6
5

2
4
4
7
6

2
6
,1

3
2

％

3
5

3
0

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

体
力

測
定

会
で

移
動

機
能

（
下

肢
筋

力
）
低

下
と

判
定

さ
れ

な
か

っ
た

人
の

割
合

6
年

度

【
活

動
-1

】
パ

ー
ク

で
筋

ト
レ

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
教

室
の

開
催

数

回

目
標

8
0
8

8
2
6

8
2
6

達
成

【直
接

成
果

-１
】

パ
ー

ク
で

筋
ト

レ
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

教
室

の
参

加
者

数
（延

べ
）

人

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

人
件

費
(b

)
28
,1
70

【
事

業
の

概
要

】
(全

て
一

般
介

護
予

防
事

業
)

１
　

「
パ

ー
ク

で
筋

ト
レ

」
と

は
公

園
や

広
場

を
利

用
し

て
気

軽
に

参
加

で
き

健
康

体
力

づ
く
り

が
で

き
る

屋
外

運
動

、
「
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
教

室
」
と

は
距

離
別

、
ノ

ル
デ

ィ
ッ

ク
な

ど
自

分
の

体
力

に
あ

っ
た

コ
ー

ス
や

種
目

が
選

べ
る

屋
外

運
動

。
【
活

動
－

１
】

２
　

「
は

じ
め

て
の

フ
レ

イ
ル

予
防

教
室

」
と

は
介

護
予

防
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
結

果
、

生
活

機
能

の
低

下
が

あ
る

と
判

定
さ

れ
た

方
を

対
象

と
し

た
短

期
集

中
教

室
。

【
活

動
－

２
】

３
　

「
体

力
測

定
会

」
と

は
、

高
齢

者
の

生
活

に
必

要
な

足
腰

の
機

能
を

測
り

、
現

在
の

自
分

の
体

力
を

把
握

で
き

る
測

定
会

。
※

令
和

５
年

度
分

か
ら

指
標

追
加

令
和

６
年

度
よ

り
、

高
齢

者
が

集
ま

る
場

に
出

向
い

て
開

催
す

る
出

張
型

を
追

加
し

、
学

習
セ

ン
タ

ー
等

の
固

定
開

催
の

他
、

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

や
住

区
セ

ン
タ

ー
等

、
高

齢
者

が
集

ま
り

や
す

い
場

で
の

開
催

や
、

庁
舎

ア
ト

リ
ウ

ム
に

て
高

齢
者

向
け

展
示

イ
ベ

ン
ト

と
合

わ
せ

、
広

く
普

及
啓

発
に

取
り

組
む

。
【
活

動
－

３
】

４
　

「
み

ん
な

で
元

気
ア

ッ
プ

教
室

」
と

は
全

1
0
回

の
教

室
を

通
し

て
参

加
者

同
士

で
交

流
を

深
め

、
教

室
終

了
後

に
自

主
的

に
活

動
す

る
グ

ル
ー

プ
を

立
ち

上
げ

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
教

室
。

重
要

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

一
つ

で
あ

る
屋

外
グ

ル
ー

プ
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
の

実
地

研
修

を
、

天
候

の
影

響
で

中
止

と
な

ら
な

い
よ

う
、

開
催

日
を

随
時

変
更

で
き

る
内

容
に

修
正

し
た

。
【
活

動
－

４
】

１
　

「
パ

ー
ク

で
筋

ト
レ

・
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
教

室
」
の

参
加

者
数

が
増

え
、

1
時

間
程

度
で

バ
ラ

ン
ス

良
く
運

動
で

き
、

心
も

体
も

元
気

い
っ

ぱ
い

に
な

る
【
活

動
-
1
】
【
直

接
成

果
-
1
】

２
　

「
は

じ
め

て
の

フ
レ

イ
ル

予
防

教
室

」
の

参
加

者
数

が
増

え
、

気
づ

か
な

い
う

ち
に

ゆ
っ

く
り

と
確

実
に

進
行

す
る

生
活

機
能

の
衰

え
に

対
し

て
早

め
に

気
づ

く
こ

と
が

で
き

る
【
活

動
－

２
】
【
直

接
成

果
-
２

】
３

　
「
体

力
測

定
会

」
の

参
加

者
が

増
え

、
自

分
の

体
力

（
足

腰
の

機
能

の
状

態
）
に

関
心

を
持

ち
、

日
頃

の
活

動
に

活
か

す
こ

と
が

で
き

る
【
活

動
－

３
】
【
直

接
成

果
-
３

】
※

【
活

動
－

３
】
は

、
各

活
動

の
参

加
者

に
対

し
て

参
加

勧
誘

し
、

介
護

予
防

事
業

の
成

果
を

測
る

目
的

に
活

用
し

て
い

く
。

４
　

「
み

ん
な

で
元

気
ア

ッ
プ

教
室

（
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
を

メ
イ

ン
と

し
た

自
主

グ
ル

ー
プ

立
ち

上
げ

を
目

指
し

た
教

室
）
」
の

参
加

者
数

が
増

え
、

「
な

り
た

い
自

分
」
を

話
し

合
い

、
フ

レ
イ

ル
予

防
に

必
要

な
筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
、

有
酸

素
運

動
、

認
知

症
予

防
の

基
礎

知
識

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
【
活

動
－

４
】
【
直

接
成

果
-
４

】

１
　

介
護

予
防

事
業

の
参

加
者

が
増

え
て

い
く
と

と
も

に
、

移
動

機
能

（
下

肢
筋

力
）
が

維
持

で
き

て
い

る
高

齢
者

の
割

合
が

増
え

て
い

く
。

ま
た

、
社

会
参

加
を

促
進

す
る

こ
と

で
、

活
発

に
日

常
生

活
を

送
れ

る
高

齢
者

が
増

え
て

い
く
。

２
　

自
主

グ
ル

ー
プ

の
立

ち
上

げ
件

数
が

増
え

る
こ

と
で

、
区

事
業

以
外

の
場

で
も

主
体

的
か

つ
継

続
的

に
介

護
予

防
に

取
り

組
む

高
齢

者
が

増
え

て
い

く
。

要
介

護
認

定
を

受
け

る
高

齢
者

の
減

少

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

0
0

0

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
食

生
活

な
ど

運
動

以
外

の
生

活
習

慣

内
訳

事
業

費
(a

)
95
,3
99

10
9,
92
0

11
6,
29
6

・高
齢

者
人

口
・民

間
の

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
等

の
利

用
・高

齢
化

率
と

元
気

高
齢

者
の

割
合

・活
動

場
所

の
不

足

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

総
事

業
費

(a
+
b)

12
3,
56
9

13
3,
20
0

14
0,
40
1

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

23
,2
80

24
,1
05

パ
ー

ク
で

筋
ト

レ
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

教
室

16
,9

15
千

円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
一

般
介

護
予

防
事

業
主

な
内

容
は

じ
め

て
の

フ
レ

イ
ル

予
防

教
室

25
,1

04
千

円
区

政
全

体
に

対
す

る
区

民
の

満
足

度
　

6
7
％

主
な

内
容

感
染

症
に

影
響

を
受

け
に

く
い

屋
外

事
業

の
パ

ー
ク

で
筋

ト
レ

・
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
事

業
の

開
催

。
介

護
予

防
の

基
礎

、
地

域
で

の
自

主
活

動
を

目
指

し
た

は
じ

め
て

の
フ

レ
イ

ル
予

防
教

室
や

み
ん

な
で

元
気

ア
ッ

プ
教

室
の

開
催

。
日

頃
の

成
果

を
実

感
し

て
も

ら
う

体
力

測
定

会
の

開
催

。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
み

ん
な

で
元

気
ア

ッ
プ

教
室

、
体

力
測

定
会

36
,1

06
千

円
⑥

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

共
通

の
成

果
（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

と
事

業
者

【
目

標
3
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

3
で

は
、

す
べ

て
の

人
に

健
康

と
福

祉
が

行
き

届
く
こ

と
を

目
指

す
。

加
齢

に
よ

り
体

力
が

落
ち

た
高

齢
者

や
活

発
に

活
動

す
る

高
齢

者
に

分
け

隔
て

な
く
介

護
予

防
に

取
り

組
む

機
会

を
創

出
し

て
お

り
、

目
標

達
成

に
資

す
る

。
【
目

標
1
1
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
1
で

は
高

齢
者

が
住

み
慣

れ
た

地
域

で
い

つ
ま

で
も

暮
ら

し
て

い
け

る
こ

と
を

目
指

す
。

身
近

な
地

域
で

介
護

予
防

に
取

り
組

め
る

環
境

を
整

備
し

、
い

つ
ま

で
も

健
康

で
暮

ら
し

て
い

け
る

よ
う

実
施

し
お

り
、

目
標

達
成

に
資

す
る

。
【
目

標
1
7
】
で

は
公

的
、

官
民

、
市

民
社

会
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
奨

励
・
推

進
す

る
。

民
間

企
業

や
N

P
O

と
の

連
携

を
実

施
し

て
お

り
、

目
標

達
成

に
資

す
る

。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

事
業

内
容

一
般

高
齢

者
及

び
介

護
に

陥
る

リ
ス

ク
の

高
い

高
齢

者
を

対
象

に
、

身
近

な
場

所
で

介
護

予
防

に
取

り
組

む
機

会
を

提
供

し
、

要
介

護
状

態
に

な
る

こ
と

を
予

防
す

る
。

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

く
ら

し
再

掲
ひ

と
重

点
目

標

⑦
高

齢
者

障
が

い
者

な
ど

の
生

活
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
充

実
す

る

重
点

項
目

高
齢

者
等

の
安

心
を

確
保

記
入

所
属

事
業

名
№

18
「健

康
寿

命
を

延
ば

す
介

護
予

防
・生

活
支

援
事

業
」

協
働 ・

協
創

地
域

の
ち

か
ら

推
進

部
　

生
涯

学
習

支
援

室
　

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

目
標
に
直
結

目
標
に
直
結

1
7
.
1
7

福
祉

部
　

高
齢

者
施

策
推

進
室

高
齢

者
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
課

は
つ

ら
つ

高
齢

者
支

援
係

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

3
.5

3.
5

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

超
高

齢
社

会
の

進
展

に
よ

り
介

護
認

定
者

数
が

増
加

す
る

中
、

最
終

成
果

指
標

の
目

標
値

に
一

歩
届

か
な

か
っ

た
も

の
の

、
区

民
評

価
委

員
会

か
ら

の
提

言
を

反
映

し
な

が
ら

事
業

改
善

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
「
フ

レ
イ

ル
」
は

多
く
の

要
因

が
複

雑
に

絡
み

合
う

た
め

、
個

々
の

活
動

効
果

を
分

析
す

る
こ

と
は

難
し

い
が

、
効

果
的

な
事

業
を

構
築

す
る

た
め

、
デ

ー
タ

を
収

集
し

活
か

し
て

い
く
姿

勢
は

評
価

で
き

る
。

高
齢

者
の

増
加

を
見

据
え

、
さ

ら
に

取
組

を
前

進
さ

せ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

分
野

の
た

め
、

事
業

の
ス

ク
ラ

ッ
プ

を
含

め
、

効
果

的
な

事
業

体
系

を
構

築
し

て
ほ

し
い

。
【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

区
民

評
価

委
員

会
か

ら
の

提
言

を
反

映
し

た
「
あ

だ
ち

脳
活

ラ
ボ

」
を

軸
と

す
る

方
向

性
は

、
グ

ル
ー

プ
・
個

人
の

双
方

に
ア

プ
ロ

ー
チ

で
き

る
だ

け
で

な
く
、

利
用

者
情

報
を

一
元

化
し

て
分

析
す

る
こ

と
で

新
た

な
取

組
を

生
み

出
す

と
い

っ
た

発
展

の
可

能
性

を
秘

め
て

い
る

。
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
い

て
効

果
的

な
事

業
を

推
進

し
て

区
民

の
意

識
・
行

動
変

容
を

促
す

こ
と

は
も

ち
ろ

ん
、

数
字

を
示

し
て

い
く
こ

と
で

、
庁

内
・
庁

外
を

動
か

し
、

様
々

な
部

署
が

連
携

し
た

取
組

へ
発

展
さ

せ
て

い
っ

て
ほ

し
い

。

4
①

　
高

齢
者

前
の

年
齢

層
（働

き
世

代
の

5
0
歳

代
）
に

対
す

る
日

常
的

な
運

動
の

推
進

と
食

生
活

の
バ

ラ
ン

ス
が

重
要

で
あ

り
、

「健
康

関
連

の
事

業
」
を

担
う

衛
生

部
等

と
質

・量
と

も
に

綿
密

な
連

携
を

行
い

、
具

体
的

な
取

り
組

み
策

を
着

実
に

実
施

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
【反

映
結

果
・反

映
状

況
】

高
齢

者
前

の
年

齢
層

へ
の

運
動

推
進

・
健

康
事

業
は

、
長

期
的

な
フ

レ
イ

ル
予

防
に

つ
な

が
る

重
要

施
策

で
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

。
今

後
も

衛
生

部
や

地
域

の
ち

か
ら

推
進

部
の

各
事

業
が

促
進

さ
れ

る
よ

う
、

「あ
だ

ち
脳

活
ラ

ボ
」
の

プ
ッ

シ
ュ

通
知

機
能

を
活

用
し

た
情

報
発

信
等

、
継

続
的

な
連

携
に

努
め

て
い

く
。

②
　

各
事

業
の

推
進

に
あ

た
っ

て
は

、
参

加
数

の
「
実

人
数

」
、

「
延

べ
人

数
」、

「新
規

参
加

者
数

」を
適

切
に

把
握

し
、

活
動

成
果

の
検

証
に

あ
た

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
【反

映
結

果
・反

映
状

況
】

「あ
だ

ち
脳

活
ラ

ボ
」の

参
加

チ
ェ

ッ
ク

機
能

を
導

入
し

た
事

業
で

は
、

実
人

数
や

延
べ

人
数

、
新

規
参

加
者

数
の

把
握

が
容

易
と

な
る

が
、

そ
の

た
め

に
は

、
ま

ず
デ

ー
タ

を
収

集
で

き
る

よ
う

登
録

者
数

を
着

実
に

増
や

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
引

き
続

き
、

登
録

者
数

を
増

や
す

Ｐ
Ｒ

を
進

め
る

と
と

も
に

、
令

和
８

年
度

は
蓄

積
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
事

業
効

果
検

証
に

取
り

組
ん

で
い

く
。

③
弱

視
の

方
へ

の
配

慮
な

ど
、

今
後

よ
り

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
が

進
む

た
め

に
、

利
用

者
視

点
に

立
っ

た
改

善
を

重
ね

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
【反

映
結

果
・反

映
状

況
】

ま
ず

は
、

開
発

途
中

段
階

で
あ

る
「あ

だ
ち

脳
活

ラ
ボ

」
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
て

か
ら

、
 利

用
者

の
声

も
参

考
に

、
サ

ー
ビ

ス
の

改
善

に
努

め
て

い
く
。

④
民

間
の

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
等

を
利

用
し

て
い

る
人

の
数

や
属

性
を

把
握

し
、

区
で

把
握

し
て

い
る

他
部

署
の

デ
ー

タ
と

合
わ

せ
て

活
用

す
る

等
、

官
民

一
体

と
な

っ
て

、
「区

民
の

健
康

増
進

」を
協

創
事

業
の

一
環

と
し

て
強

力
に

推
進

し
て

い
く
決

意
を

具
体

的
な

施
策

と
し

て
示

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
【反

映
結

果
・反

映
状

況
】

区
民

評
価

委
員

会
後

、
改

め
て

複
数

の
民

間
の

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
に

利
用

者
数

の
実

態
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

65
歳

以
上

の
利

用
率

は
平

均
で

約
1
5
％

で
あ

っ
た

。
併

せ
て

、
区

で
毎

年
実

施
し

て
い

る
介

護
予

防
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
※

）
に

て
、

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
や

ジ
ム

、
プ

ー
ル

等
の

運
動

施
設

の
利

用
状

況
を

把
握

す
る

た
め

の
新

た
な

調
査

項
目

も
追

加
し

た
。

こ
れ

ら
の

調
査

結
果

や
他

部
署

の
デ

ー
タ

等
も

踏
ま

え
な

が
ら

、
区

民
の

健
康

増
進

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

※
　

要
支

援
・要

介
護

認
定

を
受

け
て

い
な

い
6
5
歳

以
上

の
方

を
対

象
に

生
活

状
況

や
健

康
状

態
を

調
査

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

3年
に

1
度

実
施

（
1
/
3
ず

つ
毎

年
実

施
）。

R
6

3.
5

庁
内

評
価

結
果

3
.5

3
.5

4
4

区
民

評
価

結
果

3
.5

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

3
.5R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

　
介

護
予

防
事

業
に

お
け

る
「
パ

ー
ク

で
筋

ト
レ

」
、

「
は

じ
め

て
の

フ
レ

イ
ル

予
防

」
、

「
体

力
測

定
」
、

「
み

ん
な

で
元

気
ア

ッ
プ

」
の

取
り

組
み

は
、

い
ず

れ
も

順
調

に
進

行
し

て
お

り
、

目
標

を
達

成
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
特

に
「
パ

ー
ク

で
筋

ト
レ

」
に

関
し

て
は

、
非

常
に

優
れ

た
実

績
を

残
し

て
お

り
、

参
加

者
か

ら
の

好
評

を
得

て
い

る
こ

と
が

確
認

で
き

、
評

価
で

き
る

。
　

し
か

し
、

「
新

規
参

加
者

数
」
の

把
握

に
つ

い
て

は
、

２
年

連
続

し
て

そ
の

必
要

性
を

指
摘

し
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

取
り

組
み

が
な

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

は
残

念
で

あ
る

。
今

後
、

L
IN

E
を

用
い

た
「
脳

活
ラ

ボ
」
の

取
り

組
み

を
通

じ
て

、
デ

ー
タ

取
得

が
で

き
る

と
い

う
話

が
ヒ

ア
リ

ン
グ

で
も

あ
っ

た
た

め
、

改
善

に
向

け
た

真
摯

な
対

応
を

期
待

し
た

い
。

　
ま

た
、

「
民

間
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
利

用
者

数
の

確
認

」
に

関
し

て
、

前
年

度
の

評
価

委
員

会
か

ら
の

提
言

趣
旨

を
十

分
に

理
解

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

は
残

念
で

あ
る

。
令

和
５

年
度

の
活

動
報

告
書

に
て

、
【
区

の
ス

ポ
ー

ツ
施

設
や

民
間

の
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

と
の

情
報

連
携

（
利

用
高

齢
者

数
の

把
握

等
）
や

提
携

を
強

化
す

る
こ

と
で

、
高

齢
者

の
健

康
維

持
と

寿
命

の
延

伸
の

、
さ

ら
に

き
め

細
か

な
推

進
が

可
能

と
な

る
】
と

記
載

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
情

報
共

有
の

依
頼

の
方

法
を

工
夫

す
る

こ
と

で
、

行
政

と
企

業
が

w
in

-
w

in
の

関
係

と
な

り
、

足
立

区
内

の
「
協

創
」
創

出
す

る
取

り
組

み
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
更

な
る

努
力

を
期

待
し

た
い

。

　
活

動
指

標
、

成
果

指
標

と
も

概
ね

順
調

に
推

移
し

て
お

り
、

「
パ

ー
ク

で
筋

ト
レ

」
と

「
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
教

室
」
に

は
、

延
べ

2
6
,1

3
2
名

も
の

高
齢

者
が

参
加

し
、

運
動

を
通

じ
て

身
体

的
・
精

神
的

な
健

康
を

促
進

す
る

取
り

組
み

と
し

て
評

価
で

き
る

。
　

初
め

て
の

フ
レ

イ
ル

予
防

教
室

で
は

外
出

の
促

進
や

転
倒

防
止

に
つ

な
が

る
点

が
意

義
深

く
、

目
標

達
成

の
判

断
は

「
順

調
」
と

の
こ

と
だ

が
、

前
年

と
比

較
し

て
減

少
傾

向
に

あ
る

た
め

、
今

後
の

改
善

に
期

待
す

る
。

　
ま

た
、

【
最

終
成

果
】
で

あ
る

「
7
0
～

8
0
代

の
新

規
要

支
援

・
要

介
護

認
定

者
数

の
割

合
」
を

低
減

さ
せ

て
い

く
た

め
に

は
、

当
該

事
業

が
中

核
と

な
り

、
関

連
部

署
と

連
携

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

①
高

齢
者

前
の

年
齢

層
（
働

き
世

代
の

5
0
歳

代
）
に

対
す

る
日

常
的

な
運

動
の

推
進

と
食

生
活

の
バ

ラ
ン

ス
が

重
要

で
あ

り
、

「
健

康
関

連
の

事
業

」
を

担
う

衛
生

部
等

と
質

・
量

と
も

に
綿

密
な

連
携

を
行

い
、

具
体

的
な

取
り

組
み

策
を

着
実

に
実

施
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

　
具

体
的

に
は

、
体

力
測

定
会

や
み

ん
な

で
元

気
ア

ッ
プ

教
室

で
は

、
参

加
者

同
士

の
つ

な
が

り
が

生
ま

れ
、

自
主

的
な

グ
ル

ー
プ

活
動

が
始

ま
っ

た
り

、
理

想
の

自
分

に
つ

い
て

話
し

合
う

場
が

設
け

ら
れ

た
り

と
、

健
康

へ
の

意
欲

が
高

ま
っ

て
い

る
点

は
特

に
評

価
す

べ
き

成
果

と
言

え
る

。
こ

の
よ

う
な

取
り

組
み

を
「
協

創
」
づ

く
り

の
機

会
と

し
て

捉
え

、
他

部
署

・
他

機
関

と
連

携
を

強
化

し
て

ほ
し

い
。

　
短

期
的

に
は

、
本

評
価

結
果

を
踏

ま
え

、
引

き
続

き
実

施
内

容
に

工
夫

し
な

が
ら

、
活

動
を

展
開

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

し
た

い
。

②
各

事
業

の
推

進
に

あ
た

っ
て

は
、

参
加

数
の

「
実

人
数

」
、

「
延

べ
人

数
」
、

「
新

規
参

加
者

数
」
を

適
切

に
把

握
し

、
活

動
成

果
の

検
証

に
あ

た
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

　
ま

た
長

期
的

に
は

、
「
あ

だ
ち

脳
活

ラ
ボ

」
は

将
来

的
に

極
め

て
重

要
な

区
民

の
健

康
増

進
ツ

ー
ル

の
一

つ
に

成
長

で
き

る
も

の
と

推
察

さ
れ

る
。

本
ツ

ー
ル

の
活

用
に

あ
た

っ
て

は
、

第
一

に
、

高
齢

者
の

健
康

増
進

へ
の

寄
与

が
当

然
な

が
ら

期
待

さ
れ

る
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

時
間

や
場

所
を

問
わ

ず
誰

で
も

気
軽

に
取

り
組

む
こ

と
が

可
能

で
あ

る
こ

と
や

、
内

容
の

多
様

性
も

魅
力

で
あ

り
、

運
動

・
音

楽
・
頭

脳
と

い
っ

た
異

な
る

ア
プ

ロ
ー

チ
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

参
加

者
が

飽
き

る
こ

と
な

く
続

け
て

行
け

る
よ

う
に

工
夫

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

評
価

で
き

る
。

し
か

し
、

③
弱

視
の

方
へ

の
配

慮
な

ど
、

今
後

よ
り

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
が

進
む

た
め

に
、

利
用

者
視

点
に

立
っ

た
改

善
を

重
ね

る
こ

と
を

期
待

す
る

。
　

第
二

に
、

本
ツ

ー
ル

は
高

齢
者

の
健

康
増

進
の

み
な

ら
ず

、
IC

T
技

術
を

通
じ

て
施

策
を

改
善

さ
せ

て
い

く
際

に
活

用
可

能
な

デ
ー

タ
の

取
得

に
意

義
が

あ
る

。
具

体
的

に
は

、
④

民
間

の
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

等
を

利
用

し
て

い
る

人
の

数
や

属
性

を
把

握
し

、
区

で
把

握
し

て
い

る
他

部
署

の
デ

ー
タ

と
合

わ
せ

て
活

用
す

る
等

、
官

民
一

体
と

な
っ

て
、

「
区

民
の

健
康

増
進

」
を

協
創

事
業

の
一

環
と

し
て

強
力

に
推

進
し

て
い

く
決

意
を

具
体

的
な

施
策

と
し

て
示

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
ま

た
、

「
健

康
関

連
の

事
業

」
を

担
当

す
る

部
署

と
十

分
に

連
携

し
て

情
報

共
有

し
な

が
ら

、
当

該
シ

ス
テ

ム
が

「
業

務
効

率
化

」
と

「
区

民
へ

の
タ

イ
ム

リ
ー

で
ダ

イ
レ

ク
ト

な
情

報
提

供
」
に

資
す

る
も

の
と

な
る

よ
う

期
待

し
た

い
。

全
体

評
価

3.
5

反
映

結
果

3.
5

達
成

度

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

昨
年

度
の

評
価

を
受

け
、

令
和

6
年

度
は

以
下

の
取

組
み

を
行

っ
た

。

１
　
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
数
の
確
認
【
実
施
済
】

　
　

　
区

内
に

あ
る

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

施
設

運
営

事
業

者
2
社

に
高

齢
者

の
利

用
状

況
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

個
人

情
報

や
社

内
規

定
等

の
関

係
か

ら
　

詳
細

は
把

握
で

き
な

か
っ

た
が

、
概

算
と

し
て

施
設

利
用

者
の

1
0
数

パ
ー

セ
ン

ト
が

6
5
歳

以
上

と
の

こ
と

は
確

認
で

き
た

。
２
　
ス
マ
ホ
教
室
内
で
体
操
教
室
の
体
験
機
会
を
用
意
【
実
施
済
】

　
　

　
ス

マ
ホ

教
室

内
で

「
Z
o
o
m

で
オ

ン
ラ

イ
ン

体
操

教
室

」
の

体
験

が
で

き
る

よ
う

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
見

直
し

た
。

３
　
事
業
の
実
効
性
や
参
加
者
の
実
態
を
よ
り
正
確
に
把
握
す
る
た
め
、
「
実
人
数
」
や
「
新
規
参
加
者
数
」
の
デ
ー
タ
収
集
【
実
施
済
】

　
　

　
は

じ
め

て
の

フ
レ

イ
ル

予
防

教
室

（
活

動
-
2
）
や

み
ん

な
で

元
気

ア
ッ

プ
教

室
（
活

動
-
4
）
は

実
参

加
者

数
≒

新
規

参
加

者
数

と
な

っ
て

い
る

。
　

　
ま

た
、

体
力

測
定

会
に

お
い

て
は

、
試

行
的

に
出

張
型

に
参

加
さ

れ
た

方
の

中
か

ら
1
7
2
名

の
方

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
行

い
、

そ
の

結
果

9
4
名

の
方

が
　

　
新

規
参

加
で

あ
る

こ
と

が
確

認
で

き
た

。
４
　
新
規
事
業
「
あ
だ
ち
脳
活
ラ
ボ
」
の
シ
ス
テ
ム
構
築
（
令
和
７
年
度
本
格
実
施
）
【
(
1
)
実
施
済
(
2
)
実
施
予
定
】

　
　

　
よ

り
多

く
の

高
齢

者
に

気
軽

に
介

護
予

防
・
認

知
症

予
防

に
取

り
組

ん
で

い
た

だ
け

る
よ

う
、

IC
T
（
L
IN

E
）
を

活
用

し
た

新
た

な
事

業
を

構
築

し
た

。
　

　
「
あ

だ
ち

脳
活

ラ
ボ

」
に

登
録

い
た

だ
く
と

、
脳

ト
レ

や
介

護
予

防
・
認

知
症

予
防

動
画

、
も

の
忘

れ
チ

ェ
ッ

ク
が

い
つ

で
も

ど
こ

で
も

ス
マ

ホ
一

つ
で

利
用

　
　

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
ま

た
、

「
あ

だ
ち

脳
活

ラ
ボ

」
に

よ
っ

て
こ

れ
ま

で
課

題
で

あ
っ

た
以

下
の

2
点

に
も

対
応

が
可

能
と

な
る

。
（
１

）
実

人
数

等
の

参
加

者
デ

ー
タ

の
蓄

積
・
管

理
　

　
　

「
あ

だ
ち

脳
活

ラ
ボ

」
の

機
能

の
一

つ
に

、
個

人
単

位
で

の
事

業
参

加
記

録
の

蓄
積

が
あ

る
た

め
、

今
後

「
あ

だ
ち

脳
活

ラ
ボ

」
の

普
及

に
　

　
伴

い
、

各
介

護
予

防
事

業
に

お
け

る
実

人
数

・
新

規
参

加
者

数
・
参

加
頻

度
等

の
把

握
や

、
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
事

業
分

析
も

将
来

的
に

可
能

と
　

　
な

る
。

（
２

）
自

宅
や

個
人

で
運

動
習

慣
の

形
成

や
維

持
を

行
い

た
い

と
希

望
す

る
人

に
向

け
た

ア
プ

ロ
ー

チ
　

　
　

「
あ

だ
ち

脳
活

ラ
ボ

」
に

登
録

し
た

6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

に
は

、
専

門
講

師
に

よ
る

介
護

予
防

・
認

知
症

予
防

動
画

（
体

操
や

音
楽

、
美

術
等

　
　

4
0
0
本

以
上

）
を

無
料

で
提

供
す

る
。

時
間

や
場

所
、

人
数

等
に

制
約

な
く
一

人
ひ

と
り

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
こ

れ
ま

で
区

が
ア

プ
ロ

ー
チ

し
　

　
切

れ
て

い
な

か
っ

た
層

に
も

働
き

か
け

て
い

く
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
動

画
は

、
個

人
だ

け
で

な
く
複

数
人

で
視

聴
（
体

験
）
す

る
機

能
も

実
装

し
て

い
る

　
　

た
め

、
コ

ン
テ

ン
ツ

の
利

用
を

通
じ

て
社

会
参

加
の

側
面

も
こ

れ
ま

で
同

様
に

促
し

て
い

く
。

１
　
「
パ
ー
ク
で
筋
ト
レ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
の
参
加
者
数
【
活
動
－
1
】
【
直
接
成
果
-
1
】

　
　

　
パ

ー
ク

で
筋

ト
レ

は
、

令
和

6年
11

月
に

新
規

会
場

を
2か

所
開

設
し

た
た

め
、

開
催

回
数

を
増

や
す

こ
と

が
で

き
た

。
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
教

室
に

つ
い

て
は

　
　

当
初

の
予

定
ど

お
り

3回
1ク

ー
ル

を
3回

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
参

加
者

数
は

目
標

値
を

下
回

っ
た

も
の

の
、

令
和

6年
11

月
か

ら
令

和
7年

1月
に

40
  

  
会

場
開

設
達

成
記

念
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

行
っ

た
効

果
も

あ
り

、
前

年
度

か
ら

人
数

が
増

加
し

た
。

現
時

点
で

は
参

加
者

が
延

べ
数

と
な

る
た

め
、

複
数

会
　

　
場

や
複

数
回

参
加

し
て

い
る

人
の

重
複

が
生

じ
て

い
る

。
本

事
業

に
参

加
し

た
こ

と
の

な
い

人
が

多
く
参

加
で

き
る

よ
う

に
な

る
た

め
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
　

　
要

で
あ

る
。

２
　
「
は
じ
め
て
の
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
」
の
参
加
者
数
【
活
動
-
2
】
【
直
接
成
果
-
2
】

　
　

　
開

催
場

所
に

つ
い

て
は

、
区

施
設

の
ほ

か
U

R
や

高
齢

者
施

設
等

と
連

携
し

、
短

期
集

中
型

の
教

室
事

業
と

し
て

年
2期

（１
期

：週
1回

×
12

週
間

）開
催

　
　

し
た

。
令

和
5年

度
に

比
べ

て
前

期
の

参
加

者
数

は
概

ね
同

数
で

あ
っ

た
が

、
後

期
の

参
加

者
数

が
減

少
し

た
た

め
目

標
を

下
回

っ
た

。
本

事
業

の
参

加
　

　
者

は
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
実

態
把

握
調

査
の

際
に

勧
誘

さ
れ

た
方

（フ
レ

イ
ル

予
備

群
）の

み
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。

例
年

、
後

期
の

勧
誘

　
　

時
期

は
夏

季
に

行
わ

れ
る

た
め

、
猛

暑
を

懸
念

し
て

の
参

加
控

え
も

み
ら

れ
た

。
参

加
に

対
す

る
負

担
軽

減
を

図
る

た
め

開
催

時
期

を
見

直
し

て
い

く
必

　
　

要
が

あ
る

。
３
　
「
体
力
測
定
会
」
の
参
加
者
数
【
活
動
-
3
】
【
直
接
成
果
-
3
】

　
　

　
費

用
対

効
果

を
高

め
る

た
め

、
固

定
会

場
を

3か
所

に
絞

り
、

出
張

型
※

の
測

定
会

を
9回

実
施

し
た

。
出

張
型

の
測

定
会

は
当

初
の

予
定

か
ら

変
更

　
 が

生
じ

た
部

分
も

あ
り

予
定

回
数

に
は

達
し

な
か

っ
た

が
、

参
加

者
の

半
数

以
上

が
こ

れ
ま

で
測

定
会

に
参

加
し

た
こ

と
が

な
か

っ
た

高
齢

者
で

あ
っ

た
た

　
 め

、
新

規
参

加
者

の
獲

得
に

つ
な

が
っ

た
。

こ
れ

ま
で

は
、

月
ご

と
に

会
場

や
日

程
が

異
な

っ
て

お
り

、
い

つ
開

催
し

て
い

る
の

か
わ

か
り

に
く
い

点
や

、
事

　
 前

申
込

が
必

要
な

点
な

ど
、

高
齢

者
に

と
っ

て
気

軽
に

参
加

し
て

も
ら

う
に

は
周

知
方

法
や

手
続

き
の

手
間

と
い

っ
た

課
題

が
あ

っ
た

。
出

張
型

を
取

り
入

　
 れ

つ
つ

、
固

定
型

の
開

催
方

法
に

つ
い

て
も

改
善

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

 ※
　

出
張

型
：地

域
学

習
セ

ン
タ

ー
等

の
会

場
を

設
定

し
て

開
催

す
る

固
定

型
に

対
し

て
、

高
齢

者
が

集
ま

る
場

に
出

向
い

て
開

催
す

る
方

法
。

４
　
「
み
ん
な
で
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」
の
参
加
者
数
【
活
動
-
4
】
【
直
接
成
果
-
4
】

　
　

　
自

主
グ

ル
ー

プ
化

を
目

標
に

、
区

施
設

の
他

、
ス

ポ
ー

ツ
ジ

ム
や

高
齢

者
施

設
、

足
立

成
和

信
用

金
庫

等
と

連
携

し
、

年
2期

（１
期

：週
1回

×
10

週
間

）
　

 開
催

し
た

。
定

員
数

が
少

な
く
な

っ
た

会
場

に
つ

い
て

は
、

実
施

回
数

を
増

や
す

と
い

っ
た

対
応

を
試

み
た

が
、

結
果

的
に

は
参

加
者

数
・自

主
グ

ル
ー

プ
　

 立
ち

上
げ

件
数

と
も

に
令

和
５

年
度

を
下

回
る

結
果

と
な

っ
た

。
参

加
者

は
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
勧

誘
が

大
半

で
あ

る
。

近
年

、
就

労
中

の
高

　
 齢

者
が

多
い

こ
と

や
、

コ
ロ

ナ
禍

と
違

っ
て

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

に
対

す
る

ニ
ー

ズ
が

減
っ

て
き

て
い

る
と

の
報

告
も

あ
る

た
め

、
高

齢
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
  

 事
業

展
開

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

【
中
間
成
果
-
1
（
直
接
成
果
1
・
2
・
3
）
】

  
  

令
和

7年
度

測
定

会
を

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

す
る

た
め

、
新

規
事

業
に

お
け

る
評

価
方

法
の

見
直

し
が

必
要

で
あ

る
。

【
中
間
成
果
-
2
（
直
接
成
果
4
）
】

  
  

地
域

で
活

動
す

る
自

主
グ

ル
ー

プ
の

多
様

化
に

合
わ

せ
た

事
業

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

見
直

し
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

【
短
期
】

１
　
パ
ー
ク
で
筋
ト
レ

　
　

  
新

規
参

加
者

獲
得

と
継

続
参

加
を

維
持

し
て

い
く
。

２
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
　

  
過

去
の

応
募

を
参

考
に

、
距

離
や

コ
ー

ス
の

見
直

し
な

ど
を

行
い

、
参

加
者

増
を

ね
ら

う
。

３
　
は
じ
め
て
の
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室

　
　

  
1
ク

ー
ル

全
1
2
回

か
ら

1
0
回

に
期

間
を

短
縮

し
、

後
期

の
開

催
開

始
の

時
期

を
秋

に
ず

ら
す

こ
と

で
、

猛
暑

へ
の

懸
念

を
軽

減
し

、
参

加
者

増
に

つ
　

 な
げ

て
い

く
。

４
　
高
齢
者
体
力
測
定
会

　
　

  
令

和
7
年

度
か

ら
は

、
よ

り
多

く
の

高
齢

者
に

興
味

を
も

っ
て

い
た

だ
け

る
よ

う
体

力
だ

け
で

な
く
、

認
知

機
能

も
測

定
で

き
る

「
ダ

ブ
ル

測
定

会
」
に

　
　

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
す

る
。

ま
た

、
会

場
を

全
地

域
学

習
セ

ン
タ

ー
（
1
4
か

所
）
に

拡
大

し
、

毎
月

曜
日

固
定

開
催

や
申

込
制

の
廃

止
等

、
よ

り
気

軽
に

参
　

　
加

し
や

す
い

環
境

整
備

を
し

て
い

く
。

ま
た

、
出

張
型

に
つ

い
て

は
引

き
続

き
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
等

と
連

携
し

、
新

規
参

加
者

の
拡

大
を

図
っ

て
　

　
い

く
。

５
　
み
ん
な
で
元
気
ア
ッ
プ
教
室

　
　

　
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
に

は
特

定
の

道
具

や
活

動
場

所
を

選
ば

な
い

と
い

う
利

点
も

あ
る

た
め

、
自

主
グ

ル
ー

プ
化

後
の

活
動

内
容

も
含

め
て

、
高

齢
者

の
　

　
ニ

ー
ズ

に
合

う
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
改

善
を

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
も

検
討

し
て

い
く
。

、
ま

た
、

自
主

化
し

た
グ

ル
ー

プ
が

継
続

し
て

い
け

る
よ

う
、

グ
　

　
ル

ー
プ

交
流

会
を

開
催

し
、

好
事

例
の

共
有

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
図

っ
て

い
く
。

【
中
・
長
期
】

　
　

こ
れ

ま
で

介
護

予
防

事
業

は
、

会
場

確
保

や
人

件
費

の
高

騰
等

の
理

由
か

ら
、

事
業

拡
大

に
限

界
が

あ
っ

た
。

　
　

令
和

７
年

度
新

た
に

開
始

す
る

「
あ

だ
ち

脳
活

ラ
ボ

」
（
IC

T
を

活
用

し
て

複
合

介
入

型
の

介
護

予
防

・
認

知
症

予
防

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
足

立
区

　
第

２
の

Ｌ
ＩＮ

Ｅ
公

式
ア

カ
ウ

ン
ト

）
を

導
入

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
上

記
課

題
を

解
消

し
、

介
護

予
防

・
認

知
症

予
防

の
裾

野
の

拡
大

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

S
T
E
P
2

S
T
E
P
4

S
T
E
P
3

S
T
E
P
1

評
価

中
止
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

順
調

達
成

率
1
0
6
%

達
成

率
9
5
%

9
5
%

9
7
%

実
績

1
,0

8
8

1
,1

4
4

1
,2

1
1

1
,1

0
0

9
8
%

1
0
1
%

【
直

接
成

果
-
4
】

絆
の

あ
ん

し
ん

協
力

員
の

登
録

件
数

件

目
標

1
,1

5
0

1
,2

0
0

1
,2

5
0

実
績

9
5
1

1
,0

3
4

1
,1

0
9

【
活

動
-
2
】

高
齢

者
の

孤
立

防
止

や
見

守
り

活
動

へ
の

参
加

に
関

す
る

情
報

発
信

回
数

回
実

績
7
9

目
標

5
0

達
成

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

「
わ

が
ま

ち
の

孤
立

ゼ
ロ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
実

施
団

体
数

団
体

1
0
2

目
標

9
6
%

1
0
7
%

8
4

1
0
2

実
績

1
0
5

1
1
0

【
直

接
成

果
-
3
】

絆
の

あ
ん

し
ん

協
力

機
関

の
登

録
件

数
件

目
標

9
0
0

1
,0

5
0

目
標

−
3
,0

0
0

5
,0

0
0

や
や

順
調

8
4
%

8
8
%

1
0
9
%

達
成

率
1
5
8
%

9
9
%

1
1
3
%

達
成

率
1
0
3
%

目
標

1
1
5

1
2
0

1
0
1
%

9
8
%

1
0
4
%

8
5

9
0

実
績

4
,8

2
9

5
,1

1
5

5
,6

1
5

1
2
0
%

1
2
8

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

「
孤

立
ゼ

ロ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

取
り

組
み

を
知

っ
て

い
る

」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

％

3
0

3
0

3
0

2
5
.1

2
6
.5

3
2
.6

達
成

率

達
成

達
成

目
標

【
最

終
成

果
】

「
高

齢
者

の
孤

立
防

止
や

見
守

り
活

動
に

協
力

し
た

い
」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

5
,4

0
0

2
3
.9

達
成

率
1
0
3
%

7
6
%

7
5
%

達
成

率
−

7
5
%

8
3
%

達
成

率

％

2
0

実
績

4
1
3

3
8
0

3
7
7

実
績

1
,4

1
4

2
,2

6
2

4
,1

7
0

世
帯

4
,8

0
0

5
,2

0
0

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

孤
立

状
態

か
ら

地
域

社
会

や
支

援
に

つ
な

が
っ

た
世

帯
数

6
年

度

【
活

動
-
1
】

地
域

で
事

業
に

関
す

る
説

明
・
報

告
（
実

態
調

査
の

実
施

支
援

な
ど

）
を

実
施

し
た

回
数

回

目
標

4
0
0

5
0
0

5
0
0

や
や

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
１

】
高

齢
者

実
態

調
査

実
施

数
世

帯

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

人
件

費
(b

)
0

【
事

業
の

概
要

】
1
  

 自
主

的
な

見
守

り
活

動
を

行
う

町
会

・
自

治
会

を
支

援
す

る
と

と
も

  
に

新
規

活
動

団
体

を
増

や
す

た
め

、
地

域
に

お
け

る
事

業
説

明
や

　
結

果
報

告
会

　
（
高

齢
者

実
態

調
査

の
実

施
支

援
や

、
わ

が
ま

ち
の

　
孤

立
ゼ

ロ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

支
援

な
ど

）
を

実
施

す
る

。
　

【
活

動
-
１

】
（
孤

立
ゼ

ロ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
事

業
）

２
  

Ｓ
Ｎ

Ｓ
等

を
活

用
し

て
見

守
り

の
活

動
事

例
を

紹
介

す
る

。
　

【
活

動
-
２

】
（
孤

立
ゼ

ロ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
事

業
）

１
　

町
会

・
自

治
会

に
対

し
て

の
実

態
調

査
実

施
の

働
き

か
け

に
よ

　
り

、
高

齢
者

実
態

調
査

が
実

施
さ

れ
、

地
域

の
状

況
の

把
握

に
つ

な
　

が
る

【
活

動
-
１

】
２

　
地

域
に

お
け

る
説

明
会

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

等
に

よ
る

情
報

発
信

、
イ

ベ
ン

ト
　

に
よ

る
啓

発
に

よ
り

、
事

業
に

関
心

を
示

す
団

体
や

個
人

が
行

動
を

  
起

こ
し

、
「
わ

が
ま

ち
の

孤
立

ゼ
ロ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

実
施

団
体

、
  

絆
の

あ
ん

し
ん

協
力

機
関

の
登

録
数

、
絆

の
あ

ん
し

ん
協

力
員

の
  

登
録

数
が

増
加

す
る

。
【
活

動
-
２

】

１
　

高
齢

者
実

態
調

査
に

よ
り

、
支

援
が

必
要

な
高

齢
者

を
把

握
し

、
　

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
支

援
や

見
守

り
活

動
を

通
じ

て
、

孤
立

　
状

態
に

あ
る

高
齢

者
が

地
域

社
会

や
支

援
に

つ
な

が
る

。
２

　
孤

立
ゼ

ロ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

す
る

個
人

、
各

種
団

体
が

増
え

る
　

こ
と

に
よ

り
、

一
般

区
民

の
「
孤

立
ゼ

ロ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
に

関
す

る
認

　
知

率
が

上
昇

す
る

。

高
齢

者
が

孤
立

せ
ず

、
安

心
し

て
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
る

地
域

社
会

の
実

現

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

6
2
,
9
5
1

6
3
,
2
4
1

6
8
,
7
6
4

受
益

者
負

担
金

0
0

0

世
論

調
査

に
影

響
を

及
ぼ

す
よ

う
な

社
会

情
勢

・
状

況
の

発
生

（
孤

立
死

の
発

生
頻

度
な

ど
）

内
訳

事
業

費
(a

)
1
2
3
,
5
5
7

1
2
6
,
5
8
0

1
3
3
,
8
4
6

1
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

　
（
訪

問
や

地
域

へ
の

説
明

会
の

自
粛

な
ど

）
2
 町

会
・
自

治
会

活
動

の
再

開
状

況
な

ど
各

地
域

団
体

の
状

況
3
 地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

絆
の

あ
ん

し
ん

連
絡

会
の

実
施

件
数

（
区

が
委

託
）

1
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

（
他

者
と

の
接

触
や

外
出

控
え

な
ど

の
長

期
化

に
よ

る
フ

レ
イ

ル
の

進
行

な
ど

）
2
 行

政
サ

ー
ビ

ス
や

地
域

の
か

か
わ

り
を

拒
否

す
る

要
支

援
者

の
存

在
3
 地

域
を

見
守

る
活

動
者

か
ら

の
情

報
提

供
の

増
加

に
よ

る
要

支
援

者
の

早
期

発
見

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

総
事

業
費

(a
+
b)

1
2
3
,
5
5
7

1
2
6
,
5
8
0

1
3
3
,
8
4
6

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

0
0

バ
ス

車
内

放
送

委
託

1
,4

8
5

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
孤

立
ゼ

ロ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
事

業
主

な
内

容
都

補
助

金
返

還
金

2
,7

9
2

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

地
域

の
中

に
、

ゆ
る

や
か

な
見

守
り

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
築

き
、

お
互

い
に

見
守

り
あ

い
が

で
き

る
「
お

互
い

さ
ま

」
の

地
域

づ
く
り

を
行

う
。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
寄

り
添

い
支

援
活

動
事

業
委

託
費

1
1
9
,0

7
5

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

【
目

標
1
7
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

1
7
.1

7
で

は
効

果
的

な
公

的
、

官
民

、
市

民
社

会
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
奨

励
・
推

進
す

る
。

町
会

・
自

治
会

や
民

生
委

員
を

は
じ

め
、

さ
ま

ざ
ま

な
絆

の
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
関

係
者

と
協

働
・
協

創
し

、
地

域
で

区
民

の
孤

立
防

止
を

図
る

。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

高
齢

者
が

孤
立

せ
ず

、
安

心
し

て
暮

ら
す

こ
と

が
で

き
る

地
域

社
会

の
実

現

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

く
ら

し
再

掲
行

財
政

重
点

目
標

⑦
高

齢
者

障
が

い
者

な
ど

の
生

活
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
充

実
す

る

重
点

項
目

高
齢

者
等

の
安

心
を

確
保

記
入

所
属

事
業

名
№

1
9
「
孤

立
ゼ

ロ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
事

業
」

協
働 ・

協
創

高
齢

者
実

態
調

査
に

つ
い

て
福

祉
管

理
課

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
へ

の
事

業
展

開
に

つ
い

て
高

齢
福

祉
課

、
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
課

1
7
.
1
7

地
域

の
ち

か
ら

推
進

部
絆

づ
く
り

担
当

課
絆

づ
く
り

事
業

調
整

担
当

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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　 【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

過
年

度
の

課
題

を
踏

ま
え

た
担

当
部

署
の

積
極

的
な

取
組

実
施

も
あ

り
、

中
間

成
果

が
達

成
さ

れ
た

こ
と

を
評

価
す

る
。

一
方

、
①

活
動

指
標

１
に

は
や

や
遅

れ
が

出
て

お
り

、
そ

の
結

果
と

し
て

、
直

接
成

果
1
「
高

齢
者

実
態

調
査

実
施

数
」
が

未
達

と
な

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

の
で

あ
れ

ば
、

事
業

の
進

め
方

に
つ

い
て

見
直

し
を

検
討

し
て

も
ら

い
た

い
。

ま
た

、
設

定
さ

れ
た

最
終

目
標

に
つ

い
て

は
、

指
標

と
し

て
の

妥
当

性
と

目
標

と
す

る
数

値
に

関
し

て
疑

問
が

残
る

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

②
大

学
生

や
高

校
生

等
の

若
年

層
に

向
け

た
事

業
へ

の
参

加
呼

び
か

け
は

、
担

い
手

確
保

の
点

で
、

事
業

の
安

定
的

な
継

続
の

た
め

に
重

要
と

な
っ

て
く
る

こ
と

か
ら

、
今

後
、

力
を

入
れ

て
い

っ
て

も
ら

い
た

い
。

一
方

で
、

③
町

会
・
自

治
会

の
協

力
を

前
提

と
し

た
事

業
ス

キ
ー

ム
を

い
つ

ま
で

継
続

で
き

る
の

か
、

見
直

し
を

図
る

時
期

に
来

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

い
う

印
象

を
受

け
た

。

3
.5

【
取

組
状

況
】

①
　

地
域

に
お

け
る

声
か

け
や

見
守

り
を

含
む

地
域

活
動

に
つ

い
て

、
区

内
の

全
て

の
　

高
校

１
２

校
に

呼
び

か
け

、
地

域
の

清
掃

活
動

や
イ

ベ
ン

ト
従

事
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

　
に

従
事

し
、

地
域

住
民

や
団

体
、

高
齢

者
と

の
交

流
を

深
め

る
な

ど
、

絆
の

あ
ん

し
ん

　
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
若

年
層

の
参

加
を

さ
ら

に
促

進
さ

せ
た

。

②
　

令
和

７
年

度
か

ら
新

た
に

設
定

し
た

「
孤

立
ゼ

ロ
強

化
月

間
（
１

１
月

）
」
で

は
、

区
内

　
の

店
舗

等
に

協
力

を
得

て
、

ポ
ス

タ
ー

、
ス

テ
ッ

カ
ー

、
ミ

ニ
の

ぼ
り

な
ど

の
掲

出
に

よ
　

り
に

よ
り

、
区

民
に

対
し

事
業

を
周

知
す

る
と

と
も

に
「
気

に
な

る
高

齢
者

を
見

か
け

た
　

ら
ホ

ウ
カ

ツ
へ

」
　

と
い

う
意

識
醸

成
に

寄
与

し
た

。

【
今

後
の

予
定

】
①

　
引

き
続

き
、

区
内

の
高

校
や

大
学

に
対

し
、

絆
の

あ
ん

し
ん

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

参
　

加
呼

び
か

け
に

加
え

、
若

年
世

代
か

ら
の

地
域

活
動

参
加

の
大

切
さ

な
ど

を
区

内
企

　
業

、
事

業
所

に
出

向
い

て
周

知
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

見
守

り
の

担
い

手
と

し
て

、
　

高
齢

者
の

異
変

に
気

づ
く
若

年
世

代
の

「
気

づ
き

の
目

」
を

拡
充

さ
せ

て
い

く
。

②
　

高
齢

者
実

態
調

査
は

、
調

査
を

担
う

町
会

・
自

治
会

の
加

入
率

低
下

や
、

会
員

の
　

高
齢

化
に

伴
い

実
施

が
困

難
な

団
体

が
増

加
し

て
お

り
、

他
事

業
と

の
融

合
や

、
調

　
査

を
伴

わ
な

い
見

守
り

な
ど

、
調

査
自

体
の

見
直

し
を

図
り

、
町

会
・
自

治
会

へ
の

負
　

担
軽

減
と

と
も

に
、

現
状

に
即

し
た

実
効

あ
る

調
査

、
見

守
り

方
法

の
構

築
を

進
め

て
　

い
く
。

③
　

調
査

に
よ

る
気

づ
き

か
ら

、
絆

の
あ

ん
し

ん
協

力
員

、
絆

の
あ

ん
し

ん
協

力
機

関
な

　
ど

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

増
強

に
よ

る
気

づ
き

、
見

守
り

に
シ

フ
ト

し
て

い
く
。

　

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

全
体

評
価

反
映

結
果

達
成

度

評
価

結
果

全
体

評
価

評
価

対
象

外

R
6

庁
内

評
価

結
果

4
4

4
3
.5

区
民

評
価

結
果

評
価

中
止

評
価

対
象

外
評

価
対

象
外

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

　
１

　
高

齢
者

実
態

調
査

は
、

町
会

・
自

治
会

活
動

の
再

開
と

と
も

に
、

前
回

の
調

査
か

ら
期

間
が

経
　

　
過

し
て

い
る

団
体

を
中

心
に

調
査

実
施

を
勧

奨
し

、
実

施
世

帯
数

は
コ

ロ
ナ

禍
前

の
水

準
に

近
づ

　
　

い
た

。
こ

れ
に

よ
り

孤
立

の
お

そ
れ

の
あ

る
高

齢
者

に
早

期
に

気
づ

き
、

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
等

に
つ

　
　

な
が

っ
た

件
数

が
令

和
５

年
度

比
で

約
1
.7

倍
と

な
っ

た
。

【
継

続
中

】
　 　

２
　

区
が

主
催

す
る

イ
ベ

ン
ト

会
場

で
の

Ｐ
Ｒ

や
、

区
施

設
等

で
の

動
画

放
映

を
中

心
と

し
た

事
業

周
　

  
知

を
行

い
。

絆
の

あ
ん

し
ん

協
力

員
、

絆
の

あ
ん

し
ん

協
力

機
関

の
登

録
数

の
増

加
や

、
足

立
区

  
  

政
に

関
す

る
世

論
調

査
で

の
当

事
業

の
認

知
度

が
令

和
５

年
度

か
ら

6
.1

ポ
イ

ン
ト

上
昇

し
、

3
2
.6

  
  

％
と

な
っ

た
。

【
継

続
中

】

　
３

　
絆

の
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
大

や
、

さ
ら

な
る

Ｐ
Ｒ

強
化

の
た

め
、

令
和

７
年

度
か

ら
設

け
る

　
　

こ
と

と
し

た
「
絆

づ
く
り

強
化

月
間

（
毎

年
1
1
月

）
」
を

中
心

に
、

区
内

全
域

の
若

年
層

を
含

め
た

幅
広

　
　

い
世

代
に

事
業

を
周

知
し

て
い

く
。

【
検

討
中

】
　 　

４
　

事
業

開
始

か
ら

1
0
年

以
上

が
経

過
し

て
い

る
が

、
単

身
高

齢
者

や
孤

立
死

者
数

は
増

加
し

て
お

　
　

り
、

効
果

的
な

実
施

方
法

を
検

討
し

な
が

ら
、

地
域

で
の

見
守

り
、

気
づ

き
に

よ
る

孤
立

防
止

な
ど

　
　

「
お

互
い

さ
ま

の
ま

ち
」
づ

く
り

を
継

続
し

て
い

く
。

【
検

討
中

】

　
１

　
高

齢
者

実
態

調
査

実
施

世
帯

数
の

維
持

　
　

　
前

回
の

調
査

か
ら

期
間

が
経

過
し

て
い

る
町

会
・
自

治
会

を
中

心
に

調
査

実
施

の
勧

奨
を

行
　

　
い

、
地

域
で

の
気

づ
き

の
目

を
維

持
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　 　

２
　

わ
が

ま
ち

の
孤

立
ゼ

ロ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
登

録
団

体
の

増
強

　
　

　
高

齢
者

実
態

調
査

と
併

せ
、

自
主

的
な

活
動

を
行

う
町

会
・
自

治
会

に
よ

る
地

域
で

の
普

段
の

　
　

活
動

の
中

で
の

見
守

り
、

声
か

け
の

機
会

を
増

や
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 　

３
　

絆
の

あ
ん

し
ん

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

若
年

層
の

参
加

促
進

　
　

　
絆

の
あ

ん
し

ん
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
へ

の
参

加
者

の
約

8
割

が
6
0
代

で
あ

り
、

若
年

層
の

参
加

を
増

や
　

　
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

　
４

　
孤

立
ゼ

ロ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
の

さ
ら

な
る

周
知

　
　

　
事

業
の

認
知

度
は

上
昇

傾
向

に
あ

る
が

、
さ

ら
な

る
周

知
が

必
要

で
あ

る
。

　
　

　
（
足

立
区

政
に

関
す

る
世

論
調

査
R

5
 =

 2
6
.5

%
　

R
6
 =

 3
2
.6

%
）

【
短

期
】

　
１

・
２

　
引

き
続

き
町

会
・
自

治
会

の
活

動
状

況
な

ど
を

見
極

め
な

が
ら

、
高

齢
者

実
態

調
査

の
実

施
　

　
　

 や
自

主
的

な
見

守
り

、
声

か
け

を
行

う
わ

が
ま

ち
の

孤
立

ゼ
ロ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

つ
い

て
  

  
  

 積
極

的
に

勧
奨

す
る

。
　

３
　

地
域

に
お

け
る

声
か

け
や

見
守

り
活

動
な

ど
へ

の
大

学
生

、
高

校
生

へ
の

参
加

を
呼

び
か

け
、

  
  

絆
の

あ
ん

し
ん

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

若
年

層
の

参
加

を
拡

大
し

て
い

く
。

ま
た

、
区

内
大

学
や

高
校

  
  

と
連

携
し

た
取

り
組

み
の

好
事

例
を

他
の

学
校

に
周

知
し

、
取

り
組

み
の

参
加

を
呼

び
か

け
る

。
　

４
　

１
１

月
を

「
絆

づ
く
り

強
化

月
間

」
と

し
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
、

広
報

、
啓

発
物

品
等

を
用

い
て

関
係

機
関

や
区

  
  

内
企

業
の

協
力

を
得

て
広

く
Ｐ

Ｒ
を

強
化

し
、

絆
の

あ
ん

し
ん

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
さ

ら
な

る
拡

大
を

図
  

  
る

。
　

５
　

引
き

続
き

、
詳

細
な

高
齢

者
孤

立
死

分
析

を
実

施
し

、
関

係
所

管
と

連
携

し
熱

中
症

や
ヒ

ー
ト

  
  

シ
ョ

ッ
ク

予
防

の
注

意
喚

起
、

啓
発

を
図

る
。

【
中

・
長

期
】

　
１

　
事

業
の

安
定

的
な

継
続

の
た

め
、

大
学

生
や

高
校

生
等

の
若

年
層

に
向

け
高

齢
者

と
の

交
流

  
  

や
地

域
活

動
体

験
な

ど
の

機
会

を
通

じ
、

絆
の

あ
ん

し
ん

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

へ
の

参
加

を
呼

び
か

け
て

  
  

い
く
。

　
２

　
地

域
で

の
緩

や
か

な
つ

な
が

り
に

よ
り

「
見

守
り

」
「
見

守
ら

れ
る

」
お

互
い

さ
ま

の
ま

ち
づ

く
り

を
  

  
進

め
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

足
立

区
版

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
実

現
に

寄
  

  
与

し
て

い
く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

区
民
評
価
対
象
外
事
業
に
つ
き
３
次
評
価
未
実
施
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

【
活

動
-
４

】
支

援
会

議
開

催
回

数
回

0

-
-

2
0
0
%

達
成

-
0

1
2

-
0

2
4

達
成

率
-

-
1
2
2
%

達
成

率
-

実
績

0
00

1
2

0
0

2
0

-
1
3
5
%

順
調

1
2

達
成

率
-

-
1
0
0
%

実
績

0
0

1
8
3

目
標

目
標

0

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
3
】

多
機

関
協

働
に

よ
り

、
チ

ー
ム

で
の

支
援

に
つ

な
が

っ
た

件
数

件

達
成

率

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

地
域

か
ら

の
気

づ
き

に
よ

り
相

談
支

援
に

つ
な

が
っ

た
件

数

件

0
目

標
目

標

目
標

-
5
0
%

0
9
3
3

0

2
7

実
績

0
0

0

1
0
3
%

【
活

動
-
3
】

包
括

的
相

談
支

援
体

制
整

備
に

向
け

た
職

員
研

修
参

加
人

数

人

目
標

0
0

1
5
0

達
成

達
成

率
-

-
3
1
1
%

達
成

率
-

実
績

0
0

【
活

動
-
2
】

啓
発

②
包

括
的

相
談

支
援

開
始

の
出

張
説

明
会

参
加

人
数

人
実

績
0

【
直

接
成

果
-
3
】

会
議

に
関

わ
っ

た
支

援
機

関
数

（
行

政
機

関
以

外
）

機
関

目
標

3
0
0

実
績

0
0

2
,3

3
1

目
標

0
0

1
5
,0

0
0

や
や

順
調

1
3
4
%

1
0
0

実
績

や
や

遅
れ

て
い

る

【
中

間
成

果
-
2
】

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

に
よ

り
適

切
な

支
援

先
に

つ
な

が
っ

た
人

数

人

0
0

1
0
0

0
0

1
0
3

達
成

率

達
成

達
成

目
標

【
最

終
成

果
】

新
規

で
の

相
談

の
う

ち
、

「
相

談
し

て
よ

か
っ

た
」
と

答
え

た
割

合

1
,5

0
0

2
0
0

-
-

1
5
5
%

-
-

9
4

達
成

率
-

-
7
8
5
%

達
成

率
-

-
8
2
%

達
成

率

％

7
0

実
績

0
0

1
5
7

実
績

0
0

1
2
,2

5
8

人

0
0

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

包
括

的
相

談
支

援
か

ら
、

適
切

な
支

援
先

に
つ

な
が

っ
た

人
数

6
年

度

【
活

動
-
1
】

啓
発

①
包

括
的

相
談

支
援

開
始

の
情

報
発

信
回

数

件

目
標

0
0

2
0

達
成

【
直

接
成

果
-
1
】

福
祉

ま
る

ご
と

相
談

課
へ

の
相

談
件

数
（
延

べ
件

数
）

人

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

人
件

費
(b

)
1
0
2
,
6
6
5

【
事

業
の

概
要

】
　

複
合

・
複

雑
化

し
た

課
題

や
制

度
の

狭
間

の
困

り
ご

と
、

窓
口

へ
の

来
庁

が
困

難
な

方
の

ニ
ー

ズ
な

ど
、

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

も
含

め
た

包
括

的
な

相
談

支
援

を
実

施
す

る
。

１
　

公
式

Ｓ
Ｎ

Ｓ
で

「
誰

で
も

・
な

ん
で

も
相

談
で

き
る

福
祉

窓
口

」
を

周
知

２
　

地
域

福
祉

に
携

わ
る

関
係

機
関

へ
の

個
別

説
明

を
実

施
３

　
支

援
会

議
や

研
修

等
を

通
じ

た
職

員
の

意
識

改
革

４
　

相
談

支
援

に
係

る
職

員
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

蓄
積

足
立

区
全

体
で

の
包

括
的

な
相

談
支

援
体

制
の

構
築

１
　

丁
寧

な
聴

き
取

り
（
傾

聴
）
に

よ
る

困
り

ご
と

や
課

題
の

解
き

ほ
ぐ

し
２

　
地

域
か

ら
も

相
談

に
つ

な
ぎ

や
す

く
な

る
。

３
　

支
援

に
関

わ
る

機
関

・
部

署
が

増
え

る
。

４
　

行
政

機
関

の
ほ

か
支

援
機

関
や

地
域

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
５

　
家

族
・
家

庭
視

点
で

の
伴

走
支

援
の

実
施

１
　

こ
れ

ま
で

相
談

支
援

に
つ

な
が

ら
な

か
っ

た
区

民
へ

の
効

果
（
１

）
ど

こ
に

相
談

し
て

い
い

か
分

か
ら

な
か

っ
た

方
に

支
援

が
つ

な
が

り
始

め
る

。
（
２

）
困

り
ご

と
を

キ
ャ

ッ
チ

し
、

支
援

に
つ

な
げ

る
地

域
の

目
の

向
上

２
　

支
援

会
議

・
重

層
的

支
援

会
議

に
よ

る
効

果
（
１

）
支

援
に

関
わ

る
機

関
の

見
え

る
化

、
支

援
の

進
捗

の
把

握
（
２

）
包

括
的

相
談

支
援

に
関

わ
る

機
関

・
多

機
関

協
働

の
広

が
り

（
３

）
”
他

機
関

”
→

”
多

機
関

”
へ

の
意

識
改

革

　 　
 ひ

と
り

も
取

り
残

さ
な

い
包

括
的

な
相

談
支

援
体

制
の

整
備

に
よ

る
地

域
共

生
社

会
の

実
現

（
相

談
者

が
）

・
 相

談
し

て
よ

か
っ

た
・
 困

り
ご

と
が

整
理

で
き

た
・
 前

に
進

む
こ

と
が

出
来

た
・
 気

持
ち

が
楽

に
な

っ
た

 e
tc

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

1
7
8
,
0
7
9

1
0
0
,
9
5
7

7
0
,
1
6
0

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
ア

ン
ケ

ー
ト

回
答

者
の

状
況

・
長

期
的

な
伴

走
支

援
に

よ
り

す
ぐ

に
は

結
果

に
結

び
つ

か
な

い
事

案

内
訳

事
業

費
(a

)
2
5
0
,
5
9
7

2
5
5
,
4
2
4

1
2
9
,
8
7
1

・
相

談
そ

の
も

の
へ

の
た

め
ら

い
（
区

役
所

に
相

談
し

た
く
な

い
）

・
表

面
化

・
顕

在
化

し
な

い
”
相

談
や

困
り

ご
と

”
・
家

庭
の

事
情

や
生

活
環

境

・
相

談
そ

の
も

の
へ

の
た

め
ら

い
（
区

役
所

に
相

談
し

た
く
な

い
）

・
表

面
化

・
顕

在
化

し
な

い
”
相

談
や

困
り

ご
と

”
・
家

庭
の

事
情

や
生

活
環

境

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

総
事

業
費

(a
+
b)

3
5
3
,
2
6
2

3
5
8
,
3
6
0

2
2
9
,
7
1
4

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

1
0
2
,
9
3
6

9
9
,
8
4
3

地
域

懇
談

会
支

援
業

務
委

託
3
,2

8
9

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
包

括
的

相
談

支
援

事
業

主
な

内
容

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

業
務

委
託

（
ひ

き
こ

も
り

支
援

）
2
8
,8

3
6

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

　
複

合
・
複

雑
化

す
る

課
題

や
狭

間
の

ニ
ー

ズ
、

地
域

が
気

付
い

た
困

り
ご

と
に

つ
い

て
、

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

を
含

め
包

括
的

に
受

け
止

め
、

ど
ん

な
内

容
に

も
寄

り
添

い
・
支

援
し

て
い

く
体

制
を

整
備

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
寄

り
添

い
支

援
事

業
委

託
5
2
,2

8
9

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

と
事

業
者

〔
目

標
３

〕
　

当
該

事
業

は
、

目
標

３
の

達
成

に
直

結
し

、
重

層
的

支
援

体
制

整
備

事
業

の
一

つ
で

あ
る

包
括

的
相

談
支

援
に

よ
り

「
地

域
共

生
社

会
」
を

目
指

す
こ

と
で

、
福

祉
と

健
康

を
促

進
す

る
。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

事
業

内
容

ひ
と

り
も

取
り

残
さ

な
い

包
括

的
な

相
談

支
援

体
制

の
整

備
に

よ
る

地
域

共
生

社
会

の
実

現

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

く
ら

し
再

掲
ひ

と
重

点
目

標

⑦
高

齢
者

障
が

い
者

な
ど

の
生

活
の

サ
ポ

ー
ト

体
制

を
充

実
す

る

重
点

項
目

多
様

な
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
よ

る
区

民
生

活
の

安
定

・
自

立
の

推
進

記
入

所
属

事
業

名
N

o
.2

0
_包

括
的

相
談

支
援

事
業

協
働 ・

協
創

庁
内

協
働

　
福

祉
・
保

健
・
衛

生
・
子

ど
も

・
住

宅
支

援
・
環

境
部

門

庁
外

協
働

　
社

会
福

祉
協

議
会

・
各

分
野

の
関

係
機

関
・
支

援
機

関
目

標
に

直
結

福
祉

部
福

祉
ま

る
ご

と
相

談
課

包
括

的
相

談
支

援
係

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

【
活

動
-
5
】

コ
ア

に
関

わ
る

部
署

・
メ

ン
バ

ー
で

の
支

援
会

議
開

催
回

数

回

目
標

0
0

1
5

や
や

順
調

実
績

0
0

1
2

達
成

率
-

-
8
0
%

外
的

な
要

因
大

行
政

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
要

素
大

啓
発

認
知
度
U
P
＆
相
談
者
増

潜
在
的
ニ
ー
ズ
の
発
掘

相
談
し
て
よ
か
っ
た

（
※

1）
支
援
会
議

関
係
機
関
が
集
ま
り
対
象
世
帯
の
支
援
方
針
を
検
討
す
る
会
議
。
必
要
に
応
じ
て
、
行
政
以
外
の
機
関
（
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
民
生
委
員
等
）
も
参
加
で
き
る
。

（
※

2）
コ
ア
支
援
会
議

支
援
会
議
に
参
加
し
た
機
関
の
中
で
、
日
頃
か
ら
対
象
世
帯
の
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
、
ま
た
は
今
後
携
わ
る
か
も

し
れ
な
い
、
よ
り
現
場
に
近
い
担
当
者
の
み
で
開
催
す
る
会
議
。
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【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

4
方

向
性

R
3

R
4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

新
た

に
体

制
を

構
築

し
目

標
を

設
定

し
た

た
め

、
結

果
と

し
て

目
標

値
が

低
か

っ
た

（
達

成
度

が
非

常
に

高
い

）
点

に
つ

い
て

は
、

目
標

値
を

適
宜

見
直

す
必

要
が

あ
る

。
地

域
懇

談
会

で
区

民
の

声
を

直
接

聴
く
取

組
は

重
要

で
地

域
づ

く
り

の
大

切
な

要
素

で
あ

る
。

今
後

は
地

域
か

ら
相

談
に

つ
な

が
る

ケ
ー

ス
も

増
加

さ
せ

ら
れ

る
と

良
い

。
複

合
・
複

雑
化

す
る

課
題

を
抱

え
る

世
帯

へ
の

支
援

は
難

し
く
、

長
期

化
す

る
傾

向
も

あ
っ

て
大

変
だ

が
、

福
祉

窓
口

の
最

前
線

と
し

て
課

題
の

解
き

ほ
ぐ

し
や

支
援

へ
の

つ
な

ぎ
を

進
め

て
い

っ
て

ほ
し

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

庁
内

・
庁

外
へ

事
業

説
明

・
講

演
会

を
行

い
、

連
携

の
基

礎
を

つ
く
る

活
動

は
時

間
が

か
か

る
か

も
し

れ
な

い
が

、
非

常
に

重
要

で
、

関
係

者
の

意
識

・
行

動
変

容
を

さ
ら

に
促

す
必

要
が

あ
る

。
職

員
研

修
の

一
貫

と
し

て
多

く
の

職
員

に
受

講
し

て
も

ら
う

必
要

が
あ

る
た

め
、

人
事

部
門

と
調

整
し

て
は

ど
う

か
。

令
和

7
年

度
か

ら
2
拠

点
で

相
談

支
援

を
行

っ
て

い
る

た
め

、
相

談
者

の
属

性
や

相
談

内
容

の
違

い
・
傾

向
も

分
析

の
う

え
、

効
果

的
な

事
業

展
開

を
行

う
た

め
の

ニ
ー

ズ
把

握
等

も
進

め
て

い
っ

て
ほ

し
い

。

4
１

　
包

括
的

相
談

支
援

体
制

の
整

備
に

伴
う

質
的

指
標

の
設

定
　

　
令

和
８

年
度

か
ら

「
包

括
的

相
談

窓
口

（
福

祉
ま

る
ご

と
相

談
課

）
の

認
知

度
」
の

指
　

標
を

新
た

に
設

定
し

ま
す

（
令

和
７

年
度

か
ら

区
政

に
関

す
る

世
論

調
査

に
項

目
設

　
定

）
。

　
　

さ
ら

に
、

庁
内

関
係

所
管

や
地

域
福

祉
に

携
わ

る
関

係
機

関
に

向
け

た
ア

ン
ケ

ー
ト

　
を

実
施

し
、

「
支

援
に

関
わ

る
連

携
が

と
り

や
す

く
な

っ
た

」
、

「
行

政
に

相
談

し
や

す
く

　
な

っ
た

」
と

い
っ

た
質

的
指

標
を

設
定

す
る

こ
と

で
、

継
続

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

っ
　

て
い

く
。

　 ２
　

支
援

会
議

の
さ

ら
な

る
有

用
性

の
検

討
　

　
支

援
会

議
で

扱
う

個
別

ケ
ー

ス
の

中
で

、
区

の
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
的

課
題

（
治

安
・
学

　
力

・
健

康
・
貧

困
の

連
鎖

）
の

要
素

を
含

む
世

帯
の

困
り

ご
と

を
、

関
係

所
管

と
と

も
に

　
多

角
的

な
視

点
で

捉
え

、
課

題
解

決
に

資
す

る
よ

う
効

果
的

な
会

議
運

営
を

し
て

い
　

く
。

　
　

特
に

、
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
的

課
題

の
う

ち
「
健

康
・
貧

困
（
生

活
困

窮
）
」
の

２
点

は
、

支
　

援
会

議
で

扱
う

ケ
ー

ス
世

帯
で

も
根

底
に

あ
る

こ
と

が
多

い
こ

と
か

ら
、

支
援

を
通

じ
　

て
福

祉
の

現
場

か
ら

も
課

題
解

決
の

一
端

を
担

っ
て

い
く
。

３
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

コ
ン

テ
ン

ツ
の

充
実

と
効

果
計

測
　

　
利

用
者

が
必

要
な

情
報

に
た

ど
り

着
き

や
す

く
、

か
つ

相
談

し
て

み
よ

う
と

思
っ

て
　

い
た

だ
け

る
構

成
と

な
る

よ
う

、
「
相

談
内

容
の

例
示

」
や

「
利

用
者

の
声

」
等

を
掲

載
　

し
、

内
容

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
。

　
　

ま
た

、
適

時
発

信
し

て
い

る
Ｓ

Ｎ
Ｓ

に
関

し
て

も
、

配
信

す
る

時
間

帯
に

よ
る

閲
覧

数
　

の
違

い
の

検
証

、
使

用
す

る
言

葉
を

少
し

ず
つ

変
え

て
工

夫
す

る
な

ど
、

区
民

に
届

き
　

や
す

い
内

容
・
最

適
な

時
間

を
分

析
の

う
え

、
情

報
発

信
に

努
め

て
い

く
。

　
　

加
え

て
、

「
つ

な
ぎ

連
携

の
強

化
」
の

一
環

と
し

て
、

生
活

に
関

す
る

様
々

な
相

談
　

が
寄

せ
ら

れ
る

区
内

警
察

署
お

よ
び

六
町

駅
前

安
全

安
心

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

「
ろ

く
ま

る
」

　
に

、
当

課
の

P
R

カ
ー

ド
の

配
架

を
依

頼
し

、
相

談
に

つ
な

が
る

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

地
域

に
　

拡
充

す
る

な
ど

、
デ

ジ
タ

ル
と

紙
の

両
輪

に
よ

る
周

知
を

強
化

し
て

い
く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

 令
和

6
年

度
か

ら
ス

タ
ー

ト
し

て
ま

だ
年

月
と

し
て

は
浅

い
「
福

祉
ま

る
ご

ど
相

談
」
で

は
あ

る
が

、
人

員
体

制
や

業
務

内
容

を
よ

く
検

討
し

、
「
積

極
的

な
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
型

支
援

」
が

行
わ

れ
て

い
た

。
福

祉
ま

る
ご

と
相

談
課

に
よ

る
積

極
的

、
個

別
具

体
的

な
訪

問
支

援
が

継
続

し
て

実
施

さ
れ

て
お

り
、

日
常

的
な

業
務

を
真

摯
に

粘
り

強
く
遂

行
さ

れ
、

成
果

も
上

げ
つ

つ
あ

る
こ

と
が

評
価

で
き

る
。

　
積

極
的

な
庁

内
外

関
連

機
関

へ
の

啓
発

活
動

等
を

指
標

に
設

定
し

、
実

績
も

十
分

で
あ

り
「
相

談
さ

れ
や

す
い

」
環

境
醸

成
に

進
展

し
て

い
る

点
が

評
価

で
き

る
。

ま
た

、
委

託
事

業
者

と
の

連
携

も
円

滑
に

行
っ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

、
現

場
視

察
に

伺
っ

た
セ

ー
ブ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
あ

だ
ち

に
来

ら
れ

る
利

用
者

さ
ん

の
長

期
的

な
支

援
も

含
め

、
今

後
も

継
続

的
に

関
係

部
署

と
の

連
携

を
行

い
、

包
括

的
な

相
談

支
援

の
さ

ら
な

る
充

実
に

期
待

し
た

い
。

　
情

報
発

信
の

目
標

は
達

成
し

て
い

る
が

、
必

ず
し

も
相

談
件

数
の

増
加

に
つ

な
が

ら
な

い
と

い
う

状
況

を
認

識
し

た
上

で
、

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

型
の

支
援

に
注

力
し

て
活

動
し

て
い

る
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

型
支

援
に

つ
な

が
っ

て
い

る
案

件
の

フ
ァ

ー
ス

ト
コ

ン
タ

ク
ト

は
、

庁
内

外
関

連
機

関
が

多
く
、

「
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
あ

だ
ち

」
の

利
用

者
に

関
し

て
は

、
区

報
情

報
を

か
ら

家
族

経
由

で
居

場
所

に
つ

な
が

る
な

ど
、

多
層

的
な

啓
発

活
動

の
成

果
と

リ
ン

ク
し

て
い

る
と

考
え

る
。

　
ま

た
、

相
談

事
案

の
複

雑
化

に
迅

速
に

対
処

す
る

た
め

、
関

係
機

関
と

の
情

報
共

有
を

し
つ

つ
協

力
を

得
な

が
ら

、
支

援
を

必
要

と
し

て
い

る
潜

在
的

な
相

談
者

の
早

期
発

見
と

支
援

を
行

っ
て

い
る

こ
と

も
評

価
で

き
る

。
　

一
方

で
包

括
的

相
談

支
援

事
業

は
、

重
層

的
支

援
体

制
整

備
事

業
の

一
貫

で
あ

り
、

足
立

区
全

体
で

の
包

括
的

な
相

談
支

援
体

制
の

整
備

が
求

め
ら

れ
る

。
　

①
「
③

直
接

成
果

」
に

示
さ

れ
て

い
る

よ
う

な
具

体
的

な
変

化
（
当

事
者

の
困

難
感

が
減

っ
た

、
地

域
か

ら
相

談
が

し
や

す
く
な

っ
た

、
支

援
に

関
わ

る
部

署
同

士
が

連
携

し
や

す
く
な

っ
た

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

強
化

さ
れ

た
等

）
に

関
す

る
質

的
な

指
標

つ
い

て
も

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

て
い

く
こ

と
で

、
事

業
を

通
じ

た
体

制
整

備
に

寄
与

で
き

る
と

考
え

ら
れ

る
。

②
す

べ
て

を
事

業
評

価
調

書
の

中
に

組
み

込
む

こ
と

は
困

難
で

あ
る

た
め

、
質

的
情

報
は

あ
く
ま

で
も

実
践

者
の

た
め

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
指

標
と

し
て

、
実

践
や

体
制

整
備

の
た

め
に

活
用

す
る

も
の

と
し

て
位

置
づ

け
る

と
良

い
と

考
え

ら
れ

る
が

、
目

標
値

の
見

直
し

と
兼

ね
合

わ
せ

て
検

討
い

た
だ

き
た

い
。

　
多

岐
に

わ
た

る
相

談
内

容
に

適
時

適
切

に
対

応
す

る
た

め
、

関
係

部
署

と
連

携
し

つ
つ

、
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
型

支
援

を
継

続
し

て
い

く
こ

と
は

重
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

ま
た

、
「
支

援
会

議
」
の

存
在

が
極

め
て

重
要

で
あ

る
こ

と
を

認
識

し
て

お
り

、
会

議
の

運
営

主
体

と
し

て
、

当
会

議
の

適
切

な
運

営
と

プ
ロ

セ
ス

チ
ェ

ッ
ク

を
行

う
こ

と
で

、
今

後
の

成
果

が
期

待
さ

れ
る

。
③

「
支

援
会

議
」
を

単
に

福
祉

部
門

の
会

議
と

し
て

位
置

づ
け

る
の

で
は

な
く
、

足
立

区
の

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

的
課

題
の

改
善

と
連

動
さ

せ
て

考
え

る
こ

と
で

、
支

援
会

議
の

さ
ら

な
る

有
用

性
を

検
討

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

　
ま

た
広

報
P

R
に

関
し

て
は

、
P

R
カ

ー
ド

を
用

い
た

さ
ら

な
る

周
知

や
、

「
す

こ
や

か
プ

ラ
ザ

 あ
だ

ち
」
開

設
な

ど
さ

ら
な

る
対

策
を

検
討

実
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

評
価

で
き

る
。

し
か

し
、

さ
ら

に
潜

在
対

象
を

顕
在

化
す

る
に

は
、

一
般

区
民

へ
の

施
策

に
工

夫
の

余
地

が
あ

る
と

考
え

る
。

④
特

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
コ

ン
テ

ン
ツ

の
充

実
や

デ
ジ

タ
ル

広
報

の
効

果
計

測
を

行
い

、
広

報
活

動
の

P
D

C
A

に
活

か
す

こ
と

を
期

待
し

た
い

。

全
体

評
価

4
反

映
結

果

4
.5

達
成

度

評
価

結
果

全
体

評
価

4R
6

4
庁

内
評

価
結

果
4
.5

4
.5

4
4

区
民

評
価

結
果

4
.5

4
.5

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

１
　

積
極

的
な

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

型
の

支
援

【
実

施
済

】
　

R
６

年
度

に
開

設
し

た
「
福

祉
ま

る
ご

と
相

談
課

」
に

お
い

て
、

重
層

的
支

援
体

制
整

備
事

業
の

一
環

で
あ

る
包

括
的

相
談

支
援

（
属

性
や

世
代

・
内

容
を

問
わ

な
い

ま
る

ご
と

相
談

）
を

開
始

し
、

来
所

を
待

つ
だ

け
で

は
な

く
、

ご
自

宅
や

相
談

者
が

希
望

す
る

場
所

に
訪

問
す

る
な

ど
、

積
極

的
な

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

型
の

支
援

を
実

施
し

た
。

　
支

援
に

際
し

て
は

、
庁

内
各

課
・
関

係
機

関
と

分
野

横
断

的
な

連
携

を
強

化
し

、
潜

在
的

な
困

り
ご

と
の

把
握

に
努

め
て

い
る

。

※
　

居
場

所
を

兼
ね

た
学

習
支

援
事

業
　

　
 →

令
和

６
年

度
か

ら
足

立
福

祉
事

務
所

生
活

支
援

推
進

課
へ

事
業

移
管

【
活

動
－

１
お

よ
び

２
】
【
直

接
成

果
－

１
】

　
活

動
指

標
１

、
２

に
お

け
る

啓
発

活
動

に
つ

い
て

、
定

期
的

な
Ｓ

Ｎ
Ｓ

で
の

情
報

発
信

や
関

係
機

関
・
関

係
団

体
へ

の
出

張
説

明
会

を
実

施
し

、
目

標
を

は
る

か
に

上
回

っ
て

達
成

し
た

こ
と

に
よ

り
、

R
５

年
度

と
比

較
し

、
相

談
件

数
が

飛
躍

的
に

上
昇

し
た

（
R

５
年

度
：
く
ら

し
と

し
ご

と
の

相
談

セ
ン

タ
ー

相
談

実
績

９
，

０
２

８
件

→
１

２
，

２
５

７
件

）
。

　 　
相

談
件

数
の

目
標

値
（
コ

ロ
ナ

禍
ピ

ー
ク

時
か

ら
設

定
）
に

は
届

か
な

か
っ

た
も

の
の

、
行

政
機

関
へ

の
相

談
の

敷
居

を
低

く
す

る
「
誰

で
も

何
で

も
相

談
で

き
る

福
祉

窓
口

」
と

し
て

広
が

り
を

み
せ

て
い

る
。

　
今

後
は

、
相

談
の

多
く
を

占
め

る
中

高
年

世
代

の
み

な
ら

ず
、

新
た

な
ニ

ー
ズ

の
掘

り
起

こ
し

の
た

め
、

若
年

層
に

も
届

く
情

報
発

信
を

強
化

・
工

夫
す

る
と

と
も

に
、

新
た

に
作

成
し

た
手

に
取

り
や

す
さ

を
重

視
し

た
Ｐ

Ｒ
カ

ー
ド

も
用

い
て

更
な

る
周

知
を

は
か

っ
て

い
く
。

【
直

接
成

果
-
２

】
　

困
り

ご
と

を
抱

え
て

い
る

支
援

を
要

す
る

方
を

地
域

で
認

識
・
把

握
し

て
い

た
と

し
て

も
、

ど
こ

に
相

談
し

た
ら

よ
い

か
・
つ

な
げ

ば
よ

い
か

わ
か

ら
な

い
、

必
要

な
情

報
が

届
い

て
い

な
い

と
い

う
実

態
が

あ
る

。
　

課
題

が
複

合
・
複

雑
化

す
る

前
に

支
援

関
係

者
が

早
期

に
介

入
す

る
た

め
の

、
地

域
に

お
け

る
仕

組
み

づ
く
り

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

潜
在

的
な

相
談

者
を

早
期

に
把

握
し

、
相

談
に

つ
な

げ
る

に
あ

た
っ

て
、

個
人

情
報

の
共

有
も

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

１
　

今
後

の
事

業
予

定
（
短

期
）

　
「
す

こ
や

か
プ

ラ
ザ

　
あ

だ
ち

」
の

開
設

に
あ

わ
せ

て
課

内
係

の
一

部
を

移
転

す
る

こ
と

に
よ

り
、

本
庁

舎
別

館
と

区
内

２
拠

点
で

の
包

括
的

相
談

支
援

を
展

開
し

、
関

連
す

る
支

援
機

関
と

と
も

に
区

民
の

困
り

ご
と

に
寄

り
添

っ
て

い
く
。

　
ま

た
、

ひ
き

こ
も

り
や

就
労

支
援

な
ど

ニ
ー

ズ
や

状
況

に
沿

っ
た

丁
寧

な
マ

ッ
チ

ン
グ

、
新

た
に

開
始

す
る

地
域

づ
く
り

事
業

（
※

）
を

通
じ

て
、

本
人

や
家

族
・
世

帯
へ

の
個

別
支

援
＋

地
域

へ
の

支
援

の
両

面
を

捉
え

た
重

層
的

支
援

体
制

を
築

い
て

い
く
。

※
 属

性
や

世
代

を
超

え
て

交
流

で
き

る
機

会
の

整
備

や
、

地
域

に
お

け
る

活
動

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

多
様

な
団

体
や

人
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
。

２
　

今
後

の
方

向
性

（
中

・
長

期
）

　
誰

も
が

“
生

き
が

い
”
と

“
役

割
”
を

持
て

る
「
地

域
共

生
社

会
」
を

目
指

し
、

潜
在

的
な

困
り

ご
と

を
行

政
機

関
だ

け
で

な
く
住

民
同

士
や

支
援

機
関

が
気

づ
き

、
 互

い
に

支
え

あ
う

支
援

体
制

を
構

築
し

て
い

く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

評
価

中
止
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

1
2

1
0

達
成

2
2
.9

2
5
.0

順
調

目
標

7
5

実
績

6
4
.5

達
成

率
8
6
%

【
最

終
成

果
】

国
保

の
一

人
あ

た
り

療
養

諸
費

（
対

東
京

都
）
【
低

減
】

-

目
標

1
0
0

実
績

1
0
6
.7

達
成

率
9
4
%

1
1

9

1
0
9
.1

%
1
1
1
.1

%

目
標

9
,0

0
0

9
,0

0
0

9
,0

0
0

や
や

順
調

【
中

間
成

果
-
5
】

６
歳

臼
歯

に
む

し
歯

が
あ

る
児

童
の

割
合

が
1
0
％

以
上

の
学

校
数

（
小

学
３

年
生

）
【
低

減
】

校

目
標

1
9

1
4
6
.2

%

1
3

実
績

7
,9

1
7

8
,3

7
6

8
6
1
2

実
績

達
成

率
8
8
.0

%
9
3
.1

%
9
5
.7

%
達

成
率

【
活

動
-
5
】

６
歳

臼
歯

健
康

教
室

の
実

施
施

設
数

施
設

目
標

2
0
0

2
3
0

2
5
5

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
5
】

６
歳

臼
歯

健
康

教
室

参
加

者
数

人
実

績
2
2
5

2
5
1

2
5
1

達
成

率
1
1
3
%

1
0
9
%

9
8
%

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

く
ら

し
再

掲
重

点
目

標
⑧

健
康

寿
命

の
延

伸
を

実
現

す
る

重
点

項
目

自
ず

と
健

康
に

な
れ

る
く
ら

し
の

支
援

記
入

所
属

事
業

名
№

2
2
「
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
推

進
事

業
」

協
働 ・

協
創

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

計
画

の
推

進
に

あ
た

り
、

全
庁

的
に

協
働

。
特

に
、

政
策

経
営

部
、

区
民

部
、

福
祉

部
、

教
育

指
導

部
、

学
校

運
営

部
、

子
ど

も
家

庭
部

と
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
く
施

策
を

展
開

す
る

。
3
.
4

衛
生

部
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
推

進
課

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

推
進

係
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

生
涯

に
わ

た
る

健
康

・
医

療
デ

ー
タ

を
分

析
し

、
エ

ビ
デ

ン
ス

（
根

拠
）
に

基
づ

く
健

康
施

策
を

推
進

す
る

。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
ト

ナ
ー

カ
ー

ト
リ

ッ
ジ

購
入

2
3
3

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

【
目

標
３

】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

3
.4

で
は

区
民

の
健

康
寿

命
の

延
伸

を
目

指
す

。
特

定
健

診
受

診
率

向
上

や
疾

病
の

重
症

化
予

防
な

ど
、

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
健

康
施

策
の

推
進

は
目

標
達

成
に

資
す

る
。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

健
康

寿
命

の
延

伸
と

医
療

費
の

適
正

化

タ
ペ

ス
ト

リ
ー

作
成

2
6

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
推

進
事

業
主

な
内

容
封

筒
作

成
1
1
6

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b)

9
,
1
9
6

1
2
,
4
3
2

1
2
,
9
7
3

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

1
1
,
6
4
0

1
2
,
5
6
7

内
訳

事
業

費
(a

)
8
9
9

7
9
2

4
0
6

・
感

染
症

の
拡

大
・
特

定
保

健
指

導
実

施
医

療
機

関
の

減
少

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

0
0

0

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
国

保
加

入
者

の
割

合
・
世

論
調

査
回

答
者

の
状

況
・
他

の
疾

病
（
が

ん
、

脳
卒

中
等

）
の

状
況

人
件

費
(b

)
8
,
2
9
7

【
事

業
の

概
要

】
・
健

康
デ

ー
タ

の
分

析
(デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
推

進
事

業
）
【
活

動
-
1
】

・
特

定
健

診
の

受
診

勧
奨

（
国

民
健

康
保

険
保

健
事

業
）
【
活

動
-
2
】

・
特

定
保

健
指

導
の

利
用

勧
奨

（
国

民
健

康
保

険
保

健
事

業
）
【
活

動
-
3
】

・
未

治
療

者
へ

の
医

療
機

関
受

診
勧

奨
（
国

民
健

康
保

険
保

健
事

業
）
【
活

動
-
4
】

・
６

歳
臼

歯
健

康
教

室
の

開
催

（
歯

科
保

健
活

動
事

業
）
【
活

動
-
5
】

※
健

診
事

業
に

つ
い

て
は

、
国

民
健

康
保

険
課

か
ら

執
行

委
任

。
投

入
資

源
に

も
含

ま
ず

。

・
各

所
管

に
対

し
て

、
デ

ー
タ

の
分

析
結

果
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

事
業

改
善

や
施

策
立

案
等

へ
の

活
用

を
促

す
。

【
活

動
②

-
1
】

・
特

定
健

診
の

受
診

勧
奨

を
行

う
こ

と
で

、
受

診
率

が
向

上
す

る
。

　
【
活

動
②

-
2
】

・
特

定
保

健
指

導
の

利
用

勧
奨

を
行

う
こ

と
で

、
利

用
率

が
向

上
す

る
。

　
【
活

動
②

-
3
】

・
医

療
機

関
の

受
診

勧
奨

に
よ

る
医

療
機

関
受

診
率

が
向

上
す

る
。

　
【
活

動
②

-
4
】

・
６

歳
臼

歯
健

康
教

室
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

参
加

者
数

が
増

加
す

る
。

　
【
活

動
②

-
5
】

・
各

所
管

に
お

い
て

分
析

結
果

を
事

業
に

活
用

す
る

こ
と

で
、

成
果

指
標

が
向

上
す

る
。

・
特

定
健

診
の

受
診

に
よ

り
自

ら
の

健
康

状
態

を
把

握
す

る
人

が
増

え
、

行
動

変
容

に
つ

な
が

る
人

が
増

え
る

こ
と

で
、

国
保

加
入

者
の

健
康

状
態

が
向

上
す

る
。

・
特

定
保

健
指

導
や

医
療

機
関

受
診

に
よ

り
、

行
動

変
容

に
つ

な
が

る
人

や
治

療
を

受
け

る
人

が
増

え
る

こ
と

で
、

国
保

加
入

者
の

健
康

状
態

が
向

上
す

る
。

・
６

歳
臼

歯
健

康
教

室
の

参
加

者
数

が
増

え
、

正
し

い
歯

み
が

き
習

慣
が

身
に

つ
く
児

童
が

増
え

る
こ

と
で

、
む

し
歯

が
あ

る
児

童
の

割
合

が
減

少
す

る
。

・
健

康
寿

命
が

延
伸

す
る

（
自

分
は

健
康

で
あ

る
と

感
じ

て
い

る
区

民
の

割
合

が
増

え
る

）
・
国

民
健

康
保

険
の

一
人

あ
た

り
療

養
諸

費
が

東
京

都
平

均
を

下
回

る
。

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

6
年

度

【
活

動
-
1
】

デ
ー

タ
の

分
析

件
数

件

目
標

1
8

2
2

1
0

順
調

【
直

接
成

果
-
1
】

関
係

所
管

へ
分

析
結

果
を

提
供

し
た

件
数

件

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

【
最

終
成

果
】

自
分

は
健

康
で

あ
る

と
感

じ
て

い
る

区
民

の
割

合
％

達
成

率
1
1
1
%

1
7
7
%

9
0
%

達
成

率
2
0
0
%

1
0
0
%

8
0
%

達
成

率

実
績

2
0

3
9

9
実

績
1
2

6
4

件

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

関
係

所
管

へ
提

供
し

た
分

析
結

果
が

活
用

さ
れ

た
件

数

2
2

4
1
.3

実
績

や
や

遅
れ

て
い

る

【
中

間
成

果
-
2
】

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

と
判

定
さ

れ
る

人
の

割
合

【
低

減
】

（
５

月
末

時
点

）

％

2
0

2
0

2
3
.5

2
3
.5

達
成

率

遅
れ

て
い

る

目
標

3

6
0

4
4

1
0
0
%

5
0
%

6
7
%

1
0
0

1
0
0

実
績

2
1

2

目
標

6
6

5

順
調

8
5
%

8
5
%

9
1
.6

%
達

成
率

7
1
.9

%

【
活

動
-
3
】

特
定

保
健

指
導

勧
奨

率
％

目
標

1
0
0

1
0
0

1
0
0

達
成

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

実
績

1
0
0

1
0
0

1
0
0

【
活

動
-
2
】

特
定

健
診

受
診

勧
奨

率
％

実
績

1
0
0

目
標

目
標

1
0
0

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
3
】

国
保

加
入

者
の

人
工

透
析

有
病

率
（
対

東
京

都
）

【
低

減
】

（
５

月
末

時
点

）

-

達
成

率

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

特
定

健
診

受
診

率
（
５

月
末

時
点

）
％

5
7

目
標

目
標

目
標

6
7
.8

%
9
3
.9

%

1
0
0

1
0
0

実
績

4
1
.0

4
0
.7

【
直

接
成

果
-
3
】

特
定

保
健

指
導

利
用

率 （
５

月
末

時
点

）

％

目
標

5
0

6
0

7
.8

1
9
.0

%
1
4
3
.6

%

【
直

接
成

果
-
4
】

医
療

機
関

受
診

に
つ

な
が

っ
た

割
合

（
５

月
末

時
点

）

％

目
標

8
4
.5

8
4
.5

8
4
.5

実
績

7
.8

1
1
.4

1
1
.2

順
調

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率
1
5
.6

%

7
.5

5
.1

達
成

率
9
7
.5

%
9
7
.4

%
9
9
.1

%
達

成
率

実
績

8
2
.4

8
2
.3

8
3
.7

実
績

【
中

間
成

果
-
4
】

６
歳

臼
歯

に
む

し
歯

が
あ

る
児

童
の

割
合

（
小

学
３

年
生

）
【
低

減
】

％
実

績
1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

達
成

1
0
0

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

【
活

動
-
4
】

医
療

機
関

受
診

勧
奨

率
％

目
標

達
成

5
.3

5
.1

1
4
1
.5

%
1
0
0
.0

%

5
3
%

5
6
%

5
2
.9

%

遅
れ

て
い

る

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
8
7

1
7
8

1
8
9

1
1
6
.2

%

7
.4

8
.6

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

（
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
推

進
事

業
）
　

【
実

施
済

み
】

　
高

齢
者

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

課
高

齢
者

栄
養

施
策

担
当

と
事

前
協

議
を

行
っ

た
上

で
、

低
栄

養
対

策
事

業
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
分

析
し

、
分

析
結

果
を

提
供

し
た

結
果

、
「
高

齢
者

の
保

健
事

業
と

介
護

予
防

の
一

体
的

実
施

事
業

」
の

振
り

返
り

や
改

善
に

活
用

さ
れ

た
。

（
国

民
健

康
保

険
保

健
事

業
）
　

【
実

施
済

み
】

　
国

民
健

康
保

険
被

保
険

者
が

多
く
加

入
す

る
青

色
申

告
会

の
全

会
員

に
健

康
診

断
ガ

イ
ド

を
送

付
し

た
ほ

か
、

区
内

医
療

機
関

や
駅

ス
タ

ン
ド

で
健

康
診

断
ガ

イ
ド

を
配

布
す

る
な

ど
特

定
健

診
の

周
知

に
努

め
た

結
果

、
特

定
健

診
受

診
率

は
令

和
５

年
度

か
ら

０
．

６
ポ

イ
ン

ト
増

加
し

た
（
４

０
．

７
％

→
４

１
．

３
％

）
。

　
特

定
保

健
指

導
は

、
令

和
４

年
度

ま
で

は
年

度
内

に
保

健
指

導
を

開
始

で
き

る
方

に
対

象
を

限
定

し
て

い
た

た
め

、
１

２
月

・
１

月
に

健
診

を
受

診
し

た
方

は
利

用
す

る
こ

と
が

難
し

か
っ

た
が

、
令

和
５

年
度

か
ら

翌
年

度
で

も
利

用
で

き
る

よ
う

に
改

善
し

た
結

果
、

利
用

率
が

増
加

し
目

標
を

達
成

で
き

た
。

（
歯

科
保

健
活

動
事

業
）
　

【
実

施
済

み
】

　
６

歳
臼

歯
健

康
教

室
は

、
小

学
校

6
6
校

、
教

育
・
保

育
施

設
1
8
5
施

設
で

実
施

し
、

実
施

施
設

数
は

維
持

し
て

い
る

。
　

６
歳

臼
歯

に
む

し
歯

が
あ

る
小

学
３

年
生

の
割

合
は

、
前

年
度

よ
り

0
.2

ﾎ
ﾟｲ

ﾝ
ﾄ減

少
し

、
目

標
を

達
成

し
た

。
学

校
歯

科
健

診
デ

ー
タ

か
ら

、
６

歳
臼

歯
に

む
し

歯
が

あ
る

児
童

の
割

合
が

1
0
％

以
上

の
小

学
校

に
積

極
的

に
働

き
か

け
「
歯

み
が

き
チ

ャ
レ

ン
ジ

カ
ー

ド
」
を

複
数

回
実

施
す

る
等

、
教

職
員

と
連

携
し

た
取

組
み

に
よ

り
、

目
標

を
達

成
し

た
。

（
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
推

進
事

業
）

　
高

齢
者

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

課
と

事
前

協
議

を
行

い
、

介
護

予
防

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

分
析

結
果

を
提

供
し

た
が

具
体

的
な

活
用

に
至

っ
て

い
な

い
。

要
因

と
し

て
、

「
分

析
の

目
的

」
を

明
確

に
し

て
い

な
か

っ
た

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
る

た
め

、
目

的
を

明
確

に
し

、
仮

説
を

立
て

た
た

う
え

で
分

析
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

（
国

民
健

康
保

険
保

健
事

業
）

　
特

定
健

診
受

診
率

は
、

特
別

区
全

体
の

傾
向

と
同

様
に

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

前
（
令

和
２

年
度

）
の

水
準

に
は

回
復

し
て

い
な

い
。

令
和

２
年

の
年

金
制

度
改

革
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
国

民
健

康
保

険
の

対
象

だ
っ

た
方

が
社

会
保

険
へ

移
行

し
、

健
診

受
診

傾
向

の
高

い
対

象
者

が
減

少
し

た
こ

と
が

要
因

と
考

え
ら

れ
る

。
引

き
続

き
、

受
診

率
が

低
い

４
０

歳
～

５
０

歳
代

を
中

心
に

受
診

勧
奨

等
を

行
い

、
受

診
率

の
向

上
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

「
メ

タ
ボ

リ
ッ

ク
シ

ン
ド

ロ
ー

ム
と

判
定

さ
れ

る
人

の
割

合
」
や

「
人

工
透

析
導

入
率

」
が

東
京

都
と

比
較

し
て

多
い

た
め

、
「
特

定
保

健
指

導
利

用
率

」
や

「
治

療
が

必
要

な
方

の
医

療
機

関
受

診
率

」
を

着
実

に
増

や
し

、
生

活
習

慣
病

の
重

症
化

予
防

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

（
歯

科
保

健
活

動
事

業
）

　
「
６

歳
臼

歯
に

む
し

歯
が

あ
る

小
学

３
年

生
の

割
合

」
が

1
0
％

以
上

の
小

学
校

は
、

2
校

減
り

9
校

と
な

っ
た

が
、

そ
の

う
ち

5
校

は
2
年

連
続

で
1
0
％

超
え

と
な

っ
て

い
る

。
　

コ
ロ

ナ
禍

以
降

、
「
給

食
後

の
歯

み
が

き
」
を

再
開

で
き

て
い

な
い

教
育

・
保

育
施

設
や

小
中

学
校

が
あ

る
た

め
、

子
ど

も
の

歯
み

が
き

に
対

す
る

意
識

・
ス

キ
ル

の
向

上
策

が
必

要
で

あ
る

。

■
　

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

推
進

事
業

・
　

介
護

予
防

事
業

に
お

い
て

仮
設

を
立

て
た

効
果

的
な

分
析

を
行

う
た

め
に

、
ま

ず
は

区
民

が
要

介
護

認
定

に
至

っ
た

理
由

を
分

析
し

、
足

立
区

全
体

の
要

介
護

認
定

の
現

状
や

課
題

を
明

ら
か

に
し

て
い

く
。

■
　

国
民

健
康

保
険

保
健

事
業

・
　

青
色

申
告

会
に

協
力

い
た

だ
き

、
令

和
７

年
１

０
月

に
健

診
受

診
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

、
受

診
率

向
上

に
向

け
た

分
析

を
行

う
。

・
　

令
和

７
年

度
か

ら
新

た
に

腎
機

能
を

測
る

推
算

糸
球

体
濾

過
量

（
ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ

）
の

検
査

結
果

が
基

準
以

下
か

つ
未

治
療

の
方

に
対

し
て

医
療

機
関

を
受

診
す

る
よ

う
勧

奨
通

知
を

送
付

し
、

腎
疾

患
の

重
症

化
予

防
を

図
る

。

■
　

歯
科

保
健

活
動

事
業

・
　

６
歳

臼
歯

健
康

教
室

に
お

け
る

「
歯

み
が

き
体

験
（
実

習
）
」
な

ら
び

に
「
歯

み
が

き
チ

ャ
レ

ン
ジ

カ
ー

ド
（
習

慣
づ

く
り

）
」
の

充
実

を
図

り
、

正
し

い
歯

み
が

き
ス

キ
ル

や
食

べ
た

ら
歯

み
が

き
習

慣
が

定
着

す
る

児
童

の
増

加
を

目
指

し
て

い
く
。

・
　

足
立

区
歯

科
医

師
会

と
連

携
し

、
就

学
前

か
ら

「
フ

ッ
化

物
塗

布
」
「
フ

ッ
化

物
配

合
歯

み
が

き
剤

」
の

利
用

促
進

を
進

め
、

永
久

歯
が

生
え

る
前

か
ら

の
む

し
歯

予
防

対
策

を
強

化
す

る
。

（
中

・
長

期
）
特

定
保

健
指

導
に

つ
い

て
、

早
期

保
健

指
導

の
実

施
医

療
機

関
を

増
や

す
と

と
も

に
、

集
団

支
援

の
実

施
に

向
け

て
足

立
区

医
師

会
と

協
議

を
進

め
て

い
く
。

R
6

庁
内

評
価

結
果

4
4

3
.5

3
.5

区
民

評
価

結
果

評
価

中
止

評
価

対
象

外

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
国

民
健

康
保

険
保

健
事

業
に

お
い

て
青

色
申

告
会

の
全

会
員

に
健

康
診

断
ガ

イ
ド

を
送

付
す

る
な

ど
事

業
周

知
に

工
夫

を
凝

ら
し

て
い

る
点

や
、

歯
科

保
健

活
動

事
業

に
お

い
て

６
歳

臼
歯

健
康

教
室

の
実

施
園

・
参

加
者

数
と

が
も

に
増

加
傾

向
で

あ
り

成
果

に
繋

が
っ

て
い

る
点

を
評

価
す

る
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
①

区
民

が
要

介
護

認
定

に
至

っ
た

理
由

の
分

析
を

通
じ

て
区

全
体

の
要

介
護

認
定

の
現

状
や

課
題

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
や

、
②

今
後

実
施

す
る

青
色

申
告

会
を

対
象

と
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

の
分

析
に

基
づ

く
受

診
率

向
上

策
の

強
化

な
ど

、
③

根
拠

に
基

づ
く
健

康
施

策
を

着
実

な
推

進
し

て
い

っ
て

も
ら

い
た

い
。

　
一

方
、

④
就

学
前

か
ら

の
「
フ

ッ
化

物
塗

布
」
「
フ

ッ
化

物
配

合
歯

み
が

き
剤

」
の

利
用

促
進

に
つ

い
て

は
、

そ
の

手
法

や
費

用
対

効
果

が
見

え
な

い
た

め
、

具
体

化
を

検
討

さ
れ

た
い

。

3
.5

①
～

③
【
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
推

進
事

業
】
【
国

民
健

康
保

険
保

健
事

業
】

　
以

下
の

と
お

り
、

根
拠

に
基

づ
く
健

康
施

策
を

推
進

し
「
健

康
寿

命
の

延
伸

」
「
医

療
費

の
適

正
化

」
を

目
指

す
。

ア
　

介
護

に
至

っ
た

要
因

の
分

析
結

果
を

福
祉

部
と

共
有

し
、

事
業

の
効

果
検

証
や

改
　

善
を

行
っ

て
い

く
。

イ
　

青
色

申
告

会
会

員
を

対
象

と
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

を
足

立
区

医
師

会
と

共
　

有
し

、
受

診
率

向
上

に
向

け
て

協
議

し
て

い
く
。

ウ
　

健
診

受
診

結
果

や
レ

セ
プ

ト
デ

ー
タ

を
も

と
に

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
作

成
し

、
生

活
習

慣
　

病
の

リ
ス

ク
が

高
い

方
へ

の
医

療
機

関
受

診
勧

奨
や

保
健

指
導

を
強

化
す

る
。

④
【
歯

科
保

健
活

動
事

業
】

　
　

フ
ッ

化
物

の
む

し
歯

予
防

効
果

は
、

世
界

的
な

公
衆

衛
生

機
関

や
主

要
な

歯
科

専
門

学
会

が
そ

の
有

効
性

と
安

全
性

を
認

め
て

い
る

。
　

主
な

利
用

方
法

は
、

歯
科

医
院

で
塗

布
す

る
方

法
(比

較
的

高
濃

度
の

も
の

を
年

２
～

４
回

）
と

、
歯

み
が

き
剤

を
使

用
す

る
方

法
(低

濃
度

の
も

の
を

１
日

２
回

以
上

）
が

あ
り

、
両

方
を

組
み

合
わ

せ
る

と
、

さ
ら

に
む

し
歯

予
防

効
果

が
あ

る
。

　
む

し
歯

が
な

い
子

の
割

合
(令

和
５

年
度

)は
、

３
歳

が
9
4
.4

％
で

特
別

区
2
0
位

、
小

１
が

7
4
.0

％
で

特
別

区
2
2
位

で
あ

り
、

足
立

区
よ

り
下

位
の

区
で

は
低

年
齢

か
ら

の
フ

ッ
化

物
塗

布
事

業
を

実
施

し
て

い
る

。
　

「
フ

ッ
化

物
塗

布
」
に

つ
い

て
は

、
令

和
５

年
度

か
ら

永
久

歯
の

む
し

歯
予

防
を

目
的

と
し

て
、

歯
科

医
院

で
年

１
回

無
料

で
フ

ッ
化

物
塗

布
が

受
け

ら
れ

る
「
フ

ッ
化

物
塗

布
事

業
」
を

６
歳

児
（
年

長
児

)に
実

施
し

て
い

る
。

さ
ら

に
令

和
８

年
度

か
ら

は
、

３
歳

児
以

降
の

む
し

歯
の

増
加

を
防

ぐ
た

め
、

足
立

区
歯

科
医

師
会

と
協

議
の

う
え

、
２

歳
半

児
を

対
象

に
追

加
す

る
。

そ
れ

に
よ

り
、

低
年

齢
か

ら
か

か
り

つ
け

歯
科

医
を

持
ち

、
フ

ッ
化

物
塗

布
が

受
け

ら
れ

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
で

、
令

和
１

１
年

度
ま

で
に

む
し

歯
が

な
い

３
歳

児
と

小
１

を
特

別
区

平
均

ま
で

引
き

上
げ

る
こ

と
を

目
指

す
。

　
「
フ

ッ
化

物
配

合
歯

み
が

き
剤

」
の

利
用

促
進

に
つ

い
て

は
、

区
内

全
小

学
校

で
実

施
し

て
い

る
、

６
歳

臼
歯

健
康

教
室

の
学

習
お

よ
び

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
内

容
を

盛
り

込
み

、
歯

み
が

き
ス

キ
ル

の
向

上
と

併
せ

て
、

子
ど

も
と

保
護

者
へ

啓
発

し
て

い
く
。

さ
ら

に
、

保
健

セ
ン

タ
ー

等
で

実
施

し
て

い
る

母
子

歯
科

保
健

事
業

で
、

フ
ッ

化
物

の
効

果
や

活
用

方
法

を
啓

発
す

る
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
付

し
低

年
齢

か
ら

の
周

知
を

強
化

す
る

。

評
価

対
象

外

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

全
体

評
価

反
映

結
果

達
成

度

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

評
価

対
象

外

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

区
民
評
価
対
象
外
事
業
に
つ
き
３
次
評
価
未
実
施
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

く
ら

し
再

掲
ひ

と
重

点
目

標
⑧

健
康

寿
命

の
延

伸
を

実
現

す
る

重
点

項
目

自
ず

と
健

康
に

な
れ

る
く
ら

し
の

支
援

記
入

所
属

事
業

名
№

2
2
「
健

康
あ

だ
ち

2
1
推

進
事

業
（
糖

尿
病

対
策

）
」

協
働 ・

協
創

教
育

委
員

会
と

の
協

働
で

「
ひ

と
口

目
は

野
菜

か
ら

」
等

の
野

菜
を

食
べ

る
取

組
み

を
学

校
や

保
育

園
で

も
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
飲

食
店

や
ス

ー
パ

ー
等

ベ
ジ

タ
ベ

ラ
イ

フ
協

力
店

の
他

、
セ

ブ
ン

&
ア

イ
グ

ル
ー

プ
、

足
立

成
和

信
用

金
庫

、
明

治
安

田
生

命
、

城
北

ヤ
ク

ル
ト

等
と

も
協

創
し

て
い

る
。

3
1
7

1
1

衛
生

部
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
健

康
づ

く
り

課
健

康
づ

く
り

係
、

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

推
進

課
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
推

進
係

・
健

診
事

業
係

、
足

立
保

健
所

江
北

保
健

セ
ン

タ
ー

地
域

保
健

係
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

①
糖

尿
病

対
策

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
４

つ
の

基
本

方
針

（
野

菜
を

食
べ

や
す

い
環

境
づ

く
り

、
子

ど
も

・
家

庭
の

好
ま

し
い

生
活

習
慣

の
定

着
、

働
き

世
代

の
健

康
づ

く
り

、
重

症
化

予
防

）
の

推
進

②
人

生
１

０
０

年
時

代
を

見
す

え
た

健
康

づ
く
り

の
推

進

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
糖

尿
病

眼
科

健
診

事
業

委
託

2
3
,7

1
4

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

健
康

寿
命

の
延

伸
と

健
康

格
差

の
縮

小
を

目
指

し
、

自
ず

と
健

康
行

動
を

実
践

で
き

る
環

境
を

整
え

る
こ

と
に

よ
り

ゴ
ー

ル
・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

３
へ

貢
献

し
て

い
る

。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

事
業

内
容

「
足

立
区

糖
尿

病
対

策
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
」
に

基
づ

き
、

糖
尿

病
対

策
に

重
点

を
絞

っ
た

施
策

を
重

層
的

に
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
区

民
生

活
の

質
の

向
上

と
健

康
寿

命
の

延
伸

・
健

康
格

差
の

縮
小

を
目

指
す

。

食
習

慣
調

査
集

計
分

析
業

務
委

託
1
,3

5
6

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
糖

尿
病

対
策

事
業

糖
尿

病
予

防
健

診
事

業

主
な

内
容

ベ
ジ

タ
ベ

ラ
イ

フ
協

力
店

開
拓

及
び

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

委
託

1
,4

1
0

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b)

9
5
,
8
7
0

1
0
2
,
4
1
5

1
1
3
,
9
1
6

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

6
6
,
8
6
8

7
6
,
4
7
7

内
訳

事
業

費
(a

)
3
1
,
1
0
9

3
5
,
5
4
7

3
7
,
4
3
9

・
物

価
の

上
昇

・
職

場
環

境

・
国

民
全

体
の

野
菜

摂
取

量
や

身
体

活
動

量
の

減
少

・
コ

ロ
ナ

禍
の

自
粛

生
活

を
き

っ
か

け
と

し
た

生
活

リ
ズ

ム
や

食
生

活
の

乱
れ

・
高

齢
化

・
特

定
健

診
受

診
率

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

4
,
7
9
0

6
,
0
8
1

6
,
4
6
1

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
糖

尿
病

以
外

の
病

気
人

件
費

(b
)

6
4
,
7
6
1

【
事

業
の

概
要

】
■

野
菜

が
食

べ
や

す
く
な

る
環

境
づ

く
り

を
引

き
続

き
推

進
・
 ベ

ジ
タ

ベ
ラ

イ
フ

協
力

店
に

つ
い

て
は

、
飲

食
店

に
加

え
日

常
的

に
活

用
す

る
ｽ

ｰ
ﾊ

ﾟｰ
や

弁
当

販
売

店
等

も
含

め
新

規
開

拓
す

る
（
糖

尿
病

対
策

事
業

）
【
活

動
-
1
】

・
 ベ

ジ
チ

ェ
ッ

ク
（
野

菜
摂

取
量

の
測

定
機

器
）
を

活
用

し
、

区
イ

ベ
ン

ト
や

働
き

世
代

が
集

ま
る

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

モ
ー

ル
等

で
の

啓
発

を
行

う
。

【
活

動
-
2
】

・
教

育
委

員
会

等
と

連
携

し
子

ど
も

・
家

庭
へ

の
望

ま
し

い
生

活
習

慣
の

定
着

を
図

る
■

働
き

世
代

に
対

し
自

分
の

身
体

を
知

る
き

っ
か

け
や

、
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

と
連

携
し

身
体

活
動

を
増

や
す

機
会

を
提

供
・
 区

民
ま

つ
り

等
の

イ
ベ

ン
ト

や
乳

幼
児

健
診

時
、

4
0
歳

前
健

診
で

の
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
A

1
c
測

定
者

を
増

や
す

（
糖

尿
病

対
策

事
業

）
【
活

動
-
3
】

■
体

調
の

変
化

を
自

覚
し

始
め

る
６

０
歳

を
対

象
と

し
た

健
康

教
室

等
の

ス
タ

ー
ト

・
健

康
チ

ェ
ッ

ク
機

器
を

利
用

し
た

「
気

づ
き

」
か

ら
の

「
学

び
」
、

生
活

習
慣

行
動

変
容

に
む

け
た

「
実

践
」
を

め
ざ

す
「
６

０
歳

か
ら

の
健

康
リ

ス
タ

ー
ト

教
室

」
を

開
催

す
る

。
ま

た
、

健
康

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
を

配
置

し
、

区
民

の
様

々
な

健
康

相
談

に
対

応
す

る
。

【
活

動
－

４
】

■
野

菜
が

食
べ

や
す

く
な

る
環

境
づ

く
り

の
啓

発
に

よ
る

直
接

成
果

【
活

動
-
1
,2

】
・
 ベ

ジ
タ

ベ
ラ

イ
フ

協
力

店
が

増
え

る
こ

と
で

、
野

菜
を

使
っ

た
惣

菜
や

ﾍ
ﾙ

ｼ
ｰ

ﾒ
ﾆ
ｭ
ｰ

を
手

軽
に

購
入

す
る

こ
と

が
で

き
、

野
菜

摂
取

量
や

野
菜

か
ら

食
べ

る
割

合
が

増
え

る
。

ベ
ジ

チ
ェ

ッ
ク

を
活

用
し

野
菜

摂
取

量
を

「
見

え
る

化
」
す

る
こ

と
で

、
気

づ
き

か
ら

健
康

行
動

へ
と

促
す

。
教

育
委

員
会

等
と

連
携

し
、

子
ど

も
・
家

庭
へ

の
啓

発
を

図
る

こ
と

で
、

子
ど

も
だ

け
で

は
な

く
働

き
世

代
へ

の
啓

発
も

で
き

る
。

【
直

接
成

果
-
1
,2

】
■

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

A
1
c
測

定
者

を
増

や
し

、
自

分
の

身
体

を
知

る
き

っ
か

け
を

提
供

す
る

直
接

成
果

【
活

動
-

3
】

・
 糖

尿
病

予
備

群
に

対
す

る
個

別
の

保
健

・
栄

養
指

導
を

行
う

こ
と

で
、

糖
尿

病
リ

ス
ク

を
早

期
に

知
る

こ
と

が
で

き
、

食
生

活
習

慣
を

見
直

す
等

、
糖

尿
病

の
発

症
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
る

【
直

接
成

果
-
3
】

■
体

調
の

変
化

を
自

覚
し

始
め

る
６

０
歳

へ
の

直
接

成
果

【
活

動
-
4
】

・
６

０
歳

を
対

象
と

し
た

健
康

教
室

等
へ

の
参

加
【
直

接
成

果
-
4
】

・
健

康
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

の
設

置
に

よ
り

、
プ

レ
コ

ン
セ

プ
シ

ョ
ン

ケ
ア

を
含

め
た

す
べ

て
の

ラ
イ

フ
コ

ー
ス

に
お

け
る

健
康

相
談

が
で

き
る

。

■
糖

尿
病

対
策

に
よ

り
、

糖
尿

病
の

発
症

お
よ

び
重

症
化

予
防

と
糖

尿
病

予
備

群
の

減
少

に
つ

な
げ

る
こ

と
で

、
健

康
寿

命
の

延
伸

・
健

康
格

差
の

縮
小

が
見

込
ま

れ
る

・
 子

ど
も

の
頃

か
ら

、
野

菜
か

ら
食

べ
る

な
ど

の
望

ま
し

い
食

習
慣

を
身

に
つ

け
、

本
人

が
意

識
し

な
く
て

も
野

菜
摂

取
が

で
き

る
環

境
が

整
う

・
 保

健
・
栄

養
指

導
に

よ
り

医
療

機
関

へ
の

受
診

や
生

活
習

慣
の

改
善

が
図

ら
れ

る

※
国

民
健

康
保

険
被

保
険

者
の

う
ち

６
５

歳
以

上
の

割
合

が
増

加
傾

向
（
平

成
２

６
年

：
3
0
.8

％
➡

令
和

４
年

3
2
.6

％
）
で

あ
る

こ
と

及
び

経
年

の
傾

向
を

ふ
ま

え
数

値
変

更
【
中

間
成

果
2
】

住
ん

で
い

る
だ

け
で

自
ず

と
健

康
に

な
れ

る
仕

組
み

を
構

築
し

、
区

民
の

健
康

寿
命

延
伸

を
実

現

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

糖
尿

病
を

主
病

と
し

た
年

間
新

規
透

析
導

入
患

者
数

(低
減

目
標

)

6
年

度

【
活

動
-
1
】

あ
だ

ち
ベ

ジ
タ

ベ
ラ

イ
フ

協
力

店
登

録
数

店

目
標

9
0
0

9
0
0

9
0
0

達
成

【
直

接
成

果
-
１

】
野

菜
摂

取
量

g/
日

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

-

達
成

率
9
2
%

1
0
1
%

1
0
8
%

達
成

率
9
3
%

8
7
%

8
5
%

達
成

率

歳

7
9
.4

7

実
績

8
2
7

9
0
8

9
7
1

実
績

2
3
3

2
1
7

2
1
3

人

5
5

5
5

-

7
0

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

A
１

ｃ
７

％
以

上
の

割
合

（
低

減
目

標
）

％

4
.4

4
.5

5
.0

5
.2

4
5
.3

3
5
.2

6

達
成

率

順
調

順
調

目
標

【
最

終
成

果
】

区
民

の
健

康
寿

命
の

延
伸

(女
性

8
3
.9

7
）

5
4

6
7

6
8

1
0
0
%

1
2
0
%

9
6
%

2
,7

0
0

5
,6

0
0

実
績

5
5

4
6

5
6

目
標

2
5
0

2
5
0

2
5
0

や
や

遅
れ

て
い

る

8
4
%

8
4
%

9
5
%

【
活

動
-
3
】

ﾍ
ﾓ
ｸ
ﾞﾛ

ﾋ
ﾞﾝ

A
1
c
測

定
受

診
者

数
人

目
標

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,0

0
0

達
成

達
成

率
1
4
1
%

2
9
5
%

1
2
2
%

達
成

率
1
0
2
%

実
績

1
,9

8
6

2
,5

3
4

2
,5

6
0

【
活

動
-
2
】

ベ
ジ

チ
ェ

ッ
ク

測
定

数
人

実
績

3
,8

1
2

目
標

目
標

2
,7

0
0

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
3
】

自
分

を
健

康
だ

と
自

認
し

て
い

る
割

合
％

達
成

率

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

食
事

を
野

菜
か

ら
食

べ
る

割
合

％

6
6

目
標

目
標

目
標

9
9
%

1
0
3
%

7
,9

7
6

6
,8

4
7

実
績

1
0
0

1
0
0

1
0
0

実
績

6
7

6
6

【
直

接
成

果
-
3
】

糖
尿

病
重

症
化

予
防

の
た

め
の

保
健

・
栄

養
指

導
に

つ
な

が
っ

た
割

合

％

目
標

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0
%

1
0
0
%

-

達
成

率
1
3
2
%

1
2
7
%

1
2
8
%

達
成

率
1
0
0
%

達
成

率
-

-
-

実
績

-
-

-
実

績
-

-

【
直

接
成

果
-
4
】

６
０

歳
か

ら
の

リ
ス

タ
ー

ト
教

室
参

加
者

数
人

目
標

-
-

1
1
3

-
5

-
-

達
成

率
-

-
-

【
活

動
-
4
】

６
０

歳
か

ら
の

健
康

リ
ス

タ
ー

ト
教

室
開

催
回

数

回

-

9
6
%

9
0
%

9
2
%

順
調

7
0

7
0

7
0

6
7

6
3

6
4
.5

外
的

な
要

因
大

行
政

の
コ
ン

ト
ロ

ー
ル

要
素

大
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【
事

業
年

度
別

全
体

評
価

の
経

年
動

向
】

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

足
立

区
は

、
自

ら
の

健
康

問
題

で
あ

っ
て

も
最

優
先

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
区

民
も

、
本

人
が

努
力

し
な

く
て

も
「
住

ん
で

い
る

だ
け

で
自

ず
と

健
康

に
な

れ
る

ま
ち

」
を

め
ざ

し
、

各
取

組
を

進
め

て
い

る
。

【
適

切
な

運
動

と
組

み
合

わ
せ

た
野

菜
摂

取
に

対
す

る
意

識
改

革
を

促
す

た
め

の
取

組
】
【
実

施
済

】
　

運
動

習
慣

を
身

に
つ

け
る

た
め

に
は

、
い

き
な

り
「
ス

ポ
ー

ツ
」
「
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
」
と

い
う

と
ハ

ー
ド

ル
が

高
い

と
感

じ
る

人
も

い
る

た
め

、
日

常
生

活
活

動
を

「
あ

と
プ

ラ
ス

５
分

」
増

や
す

「
ち

ょ
こ

活
」
の

啓
発

を
R

6
年

度
1
1
月

の
糖

尿
病

月
間

を
皮

切
り

に
開

始
し

た
。

プ
レ

ゼ
ン

ト
応

募
の

際
に

「
ち

ょ
こ

活
」
の

取
組

を
記

入
し

て
も

ら
っ

た
と

こ
ろ

、
約

6
0
0
件

の
事

例
が

集
ま

っ
た

。
そ

れ
ら

の
事

例
を

H
P

で
紹

介
し

た
。

　
そ

の
他

の
具

体
的

な
取

組
は

、
①

S
N

S
で

月
1
回

、
定

期
発

信
 ②

千
本

桜
祭

り
ラ

イ
ン

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
と

の
コ

ラ
ボ

 ③
保

健
セ

ン
タ

ー
担

当
者

と
地

域
で

定
着

さ
せ

る
た

め
の

意
見

交
換

 ④
横

連
携

で
展

開
す

る
た

め
、

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

課
、

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課
等

と
の

協
議

 ⑤
重

症
化

予
防

部
会

、
お

い
し

い
給

食
・
子

ど
も

の
健

康
部

会
で

の
周

知
 ⑥

広
報

掲
載

準
備

。
　

R
7
年

度
に

つ
い

て
も

、
「
ち

ょ
こ

活
」
を

「
ベ

ジ
タ

ベ
」
と

セ
ッ

ト
で

推
進

し
、

集
ま

っ
た

事
例

も
交

え
な

が
ら

、
区

民
に

分
か

り
や

す
く
発

信
、

浸
透

を
図

っ
て

い
く
。

ま
た

、
R

6
年

度
は

新
た

に
ス

ポ
ー

ツ
カ

ー
ニ

バ
ル

会
場

で
ベ

ジ
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

し
た

が
、

こ
う

し
た

ス
ポ

ー
ツ

と
の

コ
ラ

ボ
も

検
討

し
て

い
く
。

【
食

事
・
運

動
・
予

防
医

療
、

困
窮

者
へ

の
支

援
等

の
各

分
野

の
部

署
と

の
連

携
の

取
組

】
【
実

施
済

】
　

糖
尿

病
予

備
群

（
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
A

1
c
値

5
.6

～
6
.5

%
未

満
）
や

糖
尿

病
リ

ス
ク

が
あ

る
区

民
に

対
し

て
は

、
健

診
結

果
等

で
自

分
の

身
体

の
状

態
を

知
り

、
セ

ル
フ

ケ
ア

の
意

識
を

高
め

発
症

を
防

ぐ
保

健
指

導
が

必
要

で
あ

る
。

子
ど

も
の

健
診

時
や

リ
ス

ク
を

持
つ

人
を

対
象

と
し

た
教

室
な

ど
、

様
々

な
機

会
を

通
じ

て
継

続
的

に
食

事
・
運

動
・
健

診
の

受
診

継
続

・
次

世
代

の
健

康
づ

く
り

の
意

識
づ

け
を

行
え

る
よ

う
に

、
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
推

進
課

、
保

健
セ

ン
タ

ー
、

こ
こ

ろ
と

か
ら

だ
の

健
康

づ
く
り

課
で

連
携

し
て

発
症

予
防

の
保

健
指

導
内

容
を

見
直

し
た

。

　
ま

た
、

困
窮

者
や

ハ
イ

リ
ス

ク
者

に
つ

い
て

、
R

6
年

度
新

た
に

、
ジ

ョ
ブ

サ
ポ

ー
ト

あ
だ

ち
に

出
張

し
「
カ

ラ
ダ

に
も

、
お

財
布

に
も

、
や

さ
し

い
料

理
教

室
」
を

3
回

シ
リ

ー
ズ

で
実

施
し

た
。

こ
う

し
た

取
組

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

生
活

保
護

受
給

者
へ

の
食

習
慣

等
へ

の
支

援
な

ど
の

ア
プ

ロ
ー

チ
に

繋
げ

て
い

く
た

め
に

R
6
年

度
末

か
ら

足
立

福
祉

事
務

所
と

連
携

し
て

開
始

し
た

生
活

保
護

受
給

者
の

健
康

増
進

健
診

結
果

の
分

析
に

つ
い

て
も

、
今

後
進

め
て

い
く
。

H
2
5
年

は
糖

尿
病

1
人

あ
た

り
の

医
療

費
が

2
3
区

で
一

番
高

く
な

っ
て

い
た

が
、

R
5
年

は
1
8
位

と
な

っ
て

い
る

。
ベ

ジ
タ

ベ
ラ

イ
フ

の
取

組
で

「
野

菜
を

食
べ

る
こ

と
」
を

入
口

に
健

康
増

進
の

啓
発

を
進

め
た

こ
と

に
よ

り
、

他
の

健
康

行
動

も
強

化
さ

れ
、

喫
煙

率
の

低
下

、
健

診
受

診
率

の
向

上
、

運
動

習
慣

が
な

い
人

の
割

合
の

減
少

に
つ

な
が

っ
た

。
主

な
指

標
の

課
題

分
析

は
以

下
の

と
お

り
。

【
活

動
-
1
】
 ベ

ジ
タ

ベ
ラ

イ
フ

協
力

店
に

つ
い

て
は

、
9
7
1
店

と
目

標
の

9
0
0
店

（
飲

食
店

等
の

約
1
5
％

に
相

当
）
を

上
回

っ
て

い
る

。
社

会
情

勢
を

踏
ま

え
物

価
高

騰
に

配
慮

し
安

価
で

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
よ

い
レ

シ
ピ

の
提

案
も

必
要

と
考

え
る

。
【
活

動
-
2
】
野

菜
摂

取
量

の
見

え
る

化
を

図
る

た
め

に
、

働
き

世
代

が
集

ま
る

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

モ
ー

ル
や

区
民

ま
つ

り
等

に
出

向
き

ベ
ジ

チ
ェ

ッ
ク

測
定

を
実

施
し

た
結

果
、

目
標

値
を

上
回

り
、

6
,8

4
7
人

に
実

施
で

き
た

。
【
直

接
成

果
-
1
】
 食

習
慣

調
査

に
よ

る
推

定
野

菜
摂

取
量

は
R

6
は

2
1
3
gで

国
が

推
奨

す
る

3
5
0
gに

は
1
3
7
g不

足
し

て
お

り
、

こ
こ

数
年

横
ば

い
で

あ
る

。
国

は
減

少
傾

向
だ

が
足

立
区

は
横

ば
い

で
あ

り
、

国
と

の
差

は
縮

小
傾

向
で

あ
る

（
H

2
6
：
国

2
6
8
g、

区
2
2
0
g（

差
は

4
8
g）

、
R

5
：
国

2
3
6
g、

区
2
1
7
g（

差
1
9
g）

で
2
9
ｇ
縮

小
※

国
は

R
5
が

最
新

）
。

 野
菜

摂
取

量
は

女
性

は
2
0
代

、
男

性
は

4
0
-
5
0
代

の
摂

取
が

少
な

く
働

き
世

代
へ

の
取

組
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
直

接
成

果
-
2
】
 既

存
の

ベ
ジ

タ
ベ

ラ
イ

フ
協

力
店

等
で

の
啓

発
や

、
保

育
園

や
小

学
校

等
で

の
取

組
に

よ
り

子
ど

も
か

ら
保

護
者

世
代

へ
の

波
及

効
果

を
図

る
等

工
夫

し
、

野
菜

か
ら

食
べ

る
区

民
の

割
合

は
前

年
度

よ
り

4
ポ

イ
ン

ト
ア

ッ
プ

し
、

目
標

値
を

上
回

っ
た

。
食

事
を

野
菜

か
ら

食
べ

る
「
ひ

と
口

目
は

野
菜

か
ら

」
の

取
組

は
、

給
食

時
に

直
接

子
ど

も
た

ち
に

行
う

保
育

園
や

学
校

で
は

効
果

が
上

が
っ

て
い

る
。

一
方

で
家

庭
の

実
践

率
は

以
前

よ
り

は
上

が
っ

て
い

る
も

の
の

給
食

時
と

比
べ

る
と

低
く
（
野

菜
か

ら
食

べ
る

5
歳

児
 R

5
:給

食
時

：
6
7
%
、

家
庭

：
3
9
%
 ）

家
庭

に
お

い
て

野
菜

か
ら

食
べ

る
意

識
変

容
、

行
動

変
容

を
促

す
取

組
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
中

間
成

果
-
2
】
 国

保
特

定
健

診
受

診
者

で
ヘ

モ
グ

ロ
ビ

ン
A

1
c
値

7
%
以

上
の

4
0
歳

か
ら

7
5
歳

未
満

の
未

治
療

者
に

は
、

医
療

機
関

へ
の

受
診

勧
奨

を
行

な
っ

て
お

り
（
R

5
：
勧

奨
後

の
受

診
割

合
は

8
1
.5

%
)、

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

A
1
c
値

7
%
以

上
の

区
民

割
合

は
増

加
が

抑
え

ら
れ

て
い

る
（
R

5
：
5
.3

3
%
→

R
6
：
5
.2

6
%
）
。

特
定

健
診

受
診

率
、

特
定

保
健

指
導

終
了

率
の

向
上

を
目

指
し

た
個

別
支

援
と

、
健

康
に

関
心

を
持

て
な

い
区

民
も

健
康

的
な

生
活

習
慣

に
至

る
よ

う
な

環
境

づ
く
り

が
補

完
し

合
い

改
善

に
繋

が
っ

た
。

　
ま

た
、

上
記

の
勧

奨
後

、
未

受
診

者
で

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

A
1
c
値

6
.5

%
以

上
の

4
0
歳

か
ら

6
5
歳

未
満

の
区

民
に

対
し

て
は

、
電

話
・
訪

問
で

の
再

勧
奨

を
し

て
い

る
。

し
か

し
、

個
々

の
対

象
者

に
つ

い
て

具
体

的
に

見
て

い
く
と

、
経

済
的

・
社

会
的

状
況

か
ら

す
ぐ

に
受

診
で

き
な

い
事

情
が

推
測

さ
れ

た
。

数
年

越
し

で
受

診
に

つ
な

が
っ

た
例

も
あ

り
、

継
続

的
な

関
わ

り
が

必
要

で
あ

る
。

【
中

間
成

果
-
3
】
自

分
を

健
康

だ
と

自
認

し
て

い
る

割
合

は
、

微
増

。
関

連
す

る
要

因
と

し
て

、
年

齢
・
経

済
状

況
・
疾

病
の

有
無

な
ど

が
報

告
さ

れ
て

お
り

、
社

会
情

勢
の

変
化

に
よ

る
影

響
も

受
け

る
。

引
き

続
き

数
値

の
変

化
を

注
視

し
て

い
く
。

※
「
６

０
歳

か
ら

の
健

康
リ

ス
タ

ー
ト

事
業

」
は

R
6
年

度
の

実
施

な
し

（
す

こ
や

か
プ

ラ
ザ

の
オ

ー
プ

ン
が

R
7
年

度
と

な
っ

た
た

め
）
。

【
短

期
】

１
　

野
菜

を
食

べ
や

す
い

環
境

づ
く
り

　
①

 食
育

月
間

及
び

糖
尿

病
月

間
イ

ベ
ン

ト
を

通
じ

て
、

ベ
ジ

タ
ベ

ラ
イ

フ
協

力
店

や
コ

ン
ビ

ニ
、

ス
ー

パ
ー

、
北

足
立

市
場

等
と

連
携

し
、

野
菜

摂
取

量
ア

ッ
プ

に
向

け
た

取
組

を
進

め
る

。
②

 ベ
ジ

タ
ベ

ラ
イ

フ
協

力
店

に
つ

い
て

は
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
加

え
新

規
開

拓
委

託
に

も
力

を
入

れ
、

質
の

向
上

及
び

店
舗

数
増

を
図

る
（
目

標
：
新

規
登

録
1
0
0
店

舗
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

1
9
0
店

舗
）
。

２
　

子
ど

も
・
家

庭
の

望
ま

し
い

生
活

習
慣

の
定

着
　

①
 食

育
月

間
は

楽
し

く
、

楽
（
簡

単
）
に

野
菜

を
食

べ
る

「
楽

ベ
ジ

」
を

テ
ー

マ
に

、
民

間
企

業
等

と
連

携
し

区
民

に
広

く
周

知
す

る
。

②
 学

童
保

育
室

で
は

「
お

や
つ

の
選

び
方

教
室

」
、

幼
稚

園
や

高
校

で
は

野
菜

摂
取

や
栄

養
バ

ラ
ン

ス
を

伝
え

る
体

験
型

栄
養

教
室

を
実

施
す

る
。

③
 家

庭
科

授
業

と
の

連
携

や
家

庭
で

取
り

組
め

る
チ

ャ
レ

ン
ジ

シ
ー

ト
を

保
育

園
・
幼

稚
園

・
小

学
校

に
加

え
図

書
館

、
子

ど
も

食
堂

等
で

実
施

し
、

子
ど

も
だ

け
で

は
な

く
家

庭
へ

の
啓

発
を

強
化

す
る

。
④

 就
労

支
援

セ
ン

タ
ー

（
ジ

ョ
ブ

サ
ポ

ー
ト

あ
だ

ち
）
等

と
連

携
し

、
普

段
料

理
を

し
な

い
単

身
者

の
方

も
、

具
沢

山
の

み
そ

汁
程

度
の

簡
単

な
料

理
は

作
れ

る
よ

う
、

「
カ

ラ
ダ

に
も

、
お

財
布

に
も

、
や

さ
し

い
料

理
教

室
」
を

進
め

る
。

３
　

働
き

世
代

の
健

康
づ

く
り

　
①

 職
場

（
健

康
経

営
）
に

お
い

て
、

様
々

な
業

種
・
業

態
の

事
業

所
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

と
な

る
多

く
の

成
功

事
例

を
つ

く
っ

て
い

く
た

め
に

、
新

規
事

業
所

を
募

集
す

る
。

経
営

者
等

へ
は

支
援

満
了

と
な

っ
た

事
業

所
の

成
功

事
例

（
健

康
優

良
企

業
の

認
定

取
得

な
ど

）
を

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

健
康

経
営

講
演

会
等

で
紹

介
し

、
健

康
経

営
の

必
要

性
を

広
く
周

知
す

る
。

こ
れ

ら
に

よ
り

、
健

康
行

動
を

促
し

た
い

が
区

が
直

接
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

こ
と

は
難

し
い

働
き

世
代

に
対

し
、

健
康

経
営

の
取

組
を

通
し

て
働

き
か

け
て

い
く
。

②
 保

健
セ

ン
タ

ー
の

健
診

や
教

室
の

他
、

食
育

月
間

や
糖

尿
病

月
間

を
通

じ
て

、
積

極
的

に
働

き
世

代
が

集
ま

る
場

に
出

向
き

、
測

定
会

等
を

実
施

し
気

づ
き

を
促

す
（
目

標
：
推

定
野

菜
摂

取
量

測
定

6
,4

0
0
人

）
。

③
 生

活
活

動
を

増
や

す
「
ち

ょ
こ

活
」
を

浸
透

さ
せ

る
た

め
、

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課
や

人
事

課
等

関
連

部
署

と
の

連
携

や
、

糖
尿

病
対

策
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

各
部

会
等

を
活

用
し

て
横

連
携

を
強

化
し

、
個

人
が

実
践

し
や

す
い

環
境

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

４
　

糖
尿

病
の

重
症

化
予

防
　

①
 デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
推

進
課

や
三

師
会

と
連

携
し

、
ハ

イ
リ

ス
ク

者
や

治
療

者
へ

の
対

策
を

行
う

。
再

構
築

し
た

医
科

歯
科

連
携

チ
ケ

ッ
ト

事
業

を
再

周
知

し
、

協
力

医
療

機
関

を
増

や
す

。
②

 糖
尿

病
予

備
群

や
リ

ス
ク

を
持

つ
区

民
に

対
し

、
個

別
指

導
と

集
団

指
導

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
組

み
合

わ
せ

発
症

を
予

防
す

る
。

５
　

６
０

歳
か

ら
の

健
康

リ
ス

タ
ー

ト
事

業
　

R
7
年

4
月

2
1
日

「
す

こ
や

か
プ

ラ
ザ

　
あ

だ
ち

」
オ

ー
プ

ン
。

「
人

生
１

０
０

年
時

代
」
に

お
け

る
６

０
歳

以
上

の
方

の
健

康
づ

く
り

を
進

め
る

と
と

も
に

、
リ

ス
タ

ー
ト

参
加

後
の

仲
間

づ
く
り

や
自

主
グ

ル
ー

プ
活

動
の

拡
大

に
も

再
着

手
す

る
。

【
中

・
長

期
】
R

6
年

度
開

始
の

「
健

康
あ

だ
ち

２
１

（
第

三
次

）
行

動
計

画
」
及

び
「
糖

尿
病

対
策

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

2
」
に

基
づ

き
、

従
来

の
「
学

校
保

健
と

の
連

携
」
に

加
え

「
産

業
保

健
と

の
連

携
」
を

深
め

、
働

き
世

代
（
特

に
男

性
）
へ

の
健

康
づ

く
り

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

「
住

ん
で

い
る

だ
け

で
自

ず
と

健
康

に
な

れ
る

ま
ち

」
を

め
ざ

す
。

R
6

4
庁

内
評

価
結

果
3
.5

3
.5

3
.5

3
.5

区
民

評
価

結
果

4
方

向
性

R
3

R
4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
誰

で
も

い
つ

で
も

取
り

組
め

る
「
ち

ょ
こ

活
」
の

啓
発

は
、

ま
さ

に
「
住

ん
で

い
る

だ
け

で
自

ず
と

健
康

に
な

れ
る

ま
ち

」
の

コ
ン

セ
プ

ト
に

も
合

致
し

て
い

る
た

め
、

さ
ら

な
る

啓
発

強
化

に
加

え
、

実
際

に
ど

れ
く
ら

い
の

数
の

区
民

が
取

り
組

め
て

い
る

か
今

後
の

具
体

的
な

成
果

に
も

期
待

す
る

。
ま

た
、

ベ
ジ

タ
ベ

ラ
イ

フ
協

力
店

は
大

幅
な

新
規

開
拓

に
成

功
し

て
お

り
、

そ
の

ノ
ウ

ハ
ウ

は
他

事
業

に
も

応
用

で
き

る
と

思
わ

れ
る

の
で

、
全

庁
へ

の
横

展
開

も
行

っ
て

も
ら

い
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
平

成
2
5
年

度
よ

り
着

実
に

事
業

を
進

め
て

き
た

一
方

、
中

間
成

果
の

横
ば

い
傾

向
が

続
い

て
い

る
た

め
、

今
後

ど
こ

に
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
置

い
て

マ
ン

パ
ワ

ー
や

予
算

を
割

く
か

等
を

分
析

す
る

こ
と

で
効

果
的

な
事

業
運

営
に

期
待

す
る

。
ま

た
、

健
康

経
営

の
成

功
事

例
は

、
ジ

ャ
ン

ル
の

異
な

る
事

業
者

よ
り

同
業

者
組

合
の

中
で

横
展

開
す

る
方

が
有

用
と

思
わ

れ
る

た
め

検
討

さ
れ

た
い

。

3
.5

①
べ

ジ
チ

ェ
ッ

ク
の

「
測

定
場

所
の

増
加

」
に

か
か

る
指

標
の

設
定

　
ス

ポ
ー

ツ
カ

ー
ニ

バ
ル

で
の

実
施

や
、

６
月

の
食

育
月

間
か

ら
１

１
月

の
糖

尿
病

月
間

に
か

け
て

の
区

内
セ

ブ
ン

イ
レ

ブ
ン

で
の

設
置

な
ど

、
働

き
世

代
、

特
に

忙
し

い
等

の
理

由
で

自
身

の
健

康
を

優
先

す
る

こ
と

が
で

き
ず

、
野

菜
摂

取
を

疎
か

に
し

が
ち

な
層

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
測

定
場

所
の

増
加

に
つ

い
て

も
努

め
て

い
る

が
、

今
後

も
、

働
き

世
代

の
方

に
多

く
体

験
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
指

標
と

し
た

う
え

で
ベ

ジ
チ

ェ
ッ

ク
の

さ
ら

な
る

測
定

場
所

の
増

加
を

目
指

し
て

い
く
。

②
各

事
業

活
動

の
成

果
を

精
緻

に
調

査
す

る
こ

と
　

毎
年

度
、

学
識

参
加

の
区

長
を

ト
ッ

プ
と

し
た

糖
尿

病
対

策
戦

略
に

お
い

て
、

区
国

保
デ

ー
タ

等
に

基
づ

き
「
足

立
区

糖
尿

病
対

策
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
」
の

各
指

標
の

分
析

結
果

・
成

果
を

確
認

し
て

い
る

と
と

も
に

、
区

世
論

調
査

に
基

づ
く
「
自

分
は

健
康

で
あ

る
」
と

感
じ

て
い

る
割

合
（
主

観
的

健
康

観
）
の

上
昇

（
現

在
6
5
％

前
後

を
維

持
。

目
標

値
7
0
％

）
を

目
指

し
て

い
る

（
分

析
に

よ
り

、
主

観
的

健
康

観
が

良
い

と
回

答
し

た
人

の
ほ

う
が

、
健

康
関

連
指

標
が

有
意

に
良

い
傾

向
に

あ
り

、
地

域
に

対
し

て
も

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

印
象

を
持

っ
て

い
る

傾
向

が
あ

る
と

い
う

エ
ビ

デ
ン

ス
を

得
て

い
る

）
。

ま
た

、
４

０
歳

前
の

健
康

づ
く
り

健
診

に
お

い
て

糖
尿

病
予

備
群

（
H

b
A

1
c
5
.6

％
以

上
）
の

方
全

員
に

個
別

指
導

と
電

話
支

援
を

実
施

し
た

結
果

、
R

5
と

R
6
年

度
両

方
受

診
し

た
方

に
つ

い
て

、
7
2
％

の
方

が
改

善
・
維

持
し

て
い

る
こ

と
な

ど
、

現
在

で
も

各
事

業
活

動
の

成
果

を
確

認
し

て
い

る
。

今
後

も
精

緻
な

調
査

・
確

認
を

行
い

、
各

事
業

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
に

繋
げ

て
い

く
。

③
部

署
を

超
え

た
デ

ー
タ

の
蓄

積
と

事
業

活
動

の
効

果
測

定
に

向
け

た
活

用
　

従
来

よ
り

「
子

ど
も

の
健

康
・
生

活
実

態
調

査
」
で

は
、

衛
生

、
教

育
、

子
ど

も
の

貧
対

策
な

ど
の

庁
内

関
連

部
署

、
さ

ら
に

は
東

京
科

学
大

学
と

連
携

し
、

「
①

５
つ

の
望

ま
し

い
生

活
習

慣
を

身
に

つ
け

る
こ

と
②

経
験

・
体

験
を

積
む

こ
と

③
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
と

な
る

大
人

と
関

わ
る

こ
と

」
に

よ
り

、
た

と
え

経
済

的
に

厳
し

い
状

況
の

中
で

あ
っ

て
も

子
ど

も
の

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

と
い

う
調

査
か

ら
の

エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

き
、

様
々

な
子

ど
も

施
策

を
進

め
て

き
て

い
る

。
　

ま
た

、
新

た
に

福
祉

の
部

署
と

は
、

衛
生

部
に

お
い

て
生

活
保

護
受

給
者

の
健

康
増

進
健

診
結

果
や

レ
セ

プ
ト

の
分

析
を

行
い

、
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
い

て
課

題
（
生

活
習

慣
の

改
善

、
身

体
活

動
の

促
進

、
健

康
増

進
健

診
の

受
診

率
向

上
）
を

見
出

し
、

効
果

指
標

を
設

定
し

た
う

え
で

連
携

し
て

各
取

組
を

進
め

て
い

る
。

　
他

の
部

署
と

も
健

康
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
連

携
が

で
き

る
よ

う
、

今
後

検
討

し
て

い
く
。

④
ハ

イ
リ

ス
ク

世
帯

に
向

け
た

予
防

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

③
に

記
載

の
よ

う
に

、
「
子

ど
も

の
健

康
・
生

活
実

態
調

査
」
か

ら
得

ら
れ

た
エ

ビ
デ

ン
ス

で
は

、
非

生
活

困
難

世
帯

・
生

活
困

難
世

帯
と

も
に

、
望

ま
し

い
生

活
習

慣
等

に
よ

り
子

ど
も

の
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

高
め

ら
れ

る
こ

と
が

分
か

っ
て

い
る

。
調

査
結

果
か

ら
、

「
ベ

ジ
フ

ァ
ー

ス
ト

」
の

子
ど

も
の

割
合

は
年

々
増

加
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
て

お
り

、
ハ

イ
リ

ス
ク

世
帯

で
あ

っ
て

も
取

り
組

め
る

こ
と

で
あ

る
た

め
、

今
後

も
継

続
し

て
い

く
。

ま
た

、
包

括
的

就
労

支
援

事
業

（
ジ

ョ
ブ

サ
ポ

）
と

連
携

し
た

「
カ

ラ
ダ

に
も

、
お

財
布

に
も

、
や

さ
し

い
料

理
教

室
」
に

つ
い

て
力

を
入

れ
て

い
く
な

ど
、

ハ
イ

リ
ス

ク
世

帯
で

あ
っ

て
自

ら
の

健
康

問
題

で
も

最
優

先
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

方
へ

も
届

く
取

組
を

打
ち

出
し

て
い

く
と

と
も

に
、

「
重

症
化

予
防

部
会

」
に

よ
り

医
師

会
、

歯
科

医
師

会
、

薬
剤

師
会

と
連

携
し

た
重

症
化

予
防

の
た

め
の

体
制

づ
く
り

も
推

進
し

て
い

く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

4R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

　
区

民
評

価
委

員
会

の
提

言
に

対
し

て
、

具
体

的
な

取
り

組
み

を
真

摯
に

実
践

し
て

い
る

こ
と

が
感

じ
ら

れ
る

。
特

に
、

区
内

の
飲

食
店

や
小

売
店

と
連

携
し

、
ベ

ジ
タ

ベ
ラ

イ
フ

協
力

店
の

開
拓

や
、

べ
ジ

チ
ェ

ッ
ク

に
参

加
で

き
る

機
会

を
増

や
し

て
い

る
取

り
組

み
は

評
価

で
き

る
。

生
活

の
導

線
の

中
や

、
生

活
に

よ
り

近
い

と
こ

ろ
で

予
防

活
動

へ
の

エ
ン

ト
リ

ー
ポ

イ
ン

ト
が

豊
富

に
あ

る
こ

と
は

、
区

民
の

意
識

や
行

動
を

変
え

て
い

く
際

に
重

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
今

後
の

展
開

に
も

期
待

し
た

い
。

　
活

動
指

標
、

成
果

指
標

と
も

概
ね

達
成

し
て

い
る

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
細

か
い

点
で

言
え

ば
、

「
気

付
き

か
ら

健
康

行
動

へ
と

促
す

」
た

め
の

①
べ

ジ
チ

ェ
ッ

ク
は

、
有

効
な

成
果

の
「
見

え
る

化
」
ツ

ー
ル

で
あ

り
、

測
定

人
数

増
加

に
加

え
て

「
測

定
場

所
の

増
加

」
も

継
続

的
な

取
り

組
み

の
柱

に
据

え
て

い
く
こ

と
が

肝
要

で
あ

る
と

判
断

す
る

た
め

、
補

足
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
指

標
と

し
て

経
過

を
追

わ
れ

る
こ

と
を

お
願

い
し

た
い

。
　

ま
た

総
合

的
な

点
で

は
「
最

終
成

果
」
で

あ
る

「
区

民
の

健
康

寿
命

の
延

伸
」
に

つ
い

て
、

本
事

業
が

寄
与

で
き

る
部

分
は

限
定

的
で

は
あ

り
、

全
体

的
に

活
動

と
活

動
指

標
が

、
本

事
業

が
対

象
と

し
て

い
る

対
象

者
の

意
識

や
行

動
変

容
（
成

果
）
を

適
切

に
捉

え
る

た
め

の
も

の
に

な
っ

て
い

る
の

か
に

つ
い

て
は

、
検

討
の

余
地

が
あ

る
。

す
で

に
経

年
で

追
わ

れ
て

い
る

デ
ー

タ
も

あ
り

、
指

標
の

抜
本

的
な

見
直

し
は

難
し

い
か

も
し

れ
な

い
が

、
②

そ
れ

ぞ
れ

の
事

業
活

動
の

成
果

を
精

緻
に

取
る

こ
と

が
で

き
る

調
査

を
検

討
さ

れ
た

い
（
例

え
ば

、
ベ

ジ
チ

ェ
ッ

ク
を

受
け

る
前

と
後

を
比

較
し

て
、

野
菜

を
日

常
的

に
食

べ
る

量
が

増
え

た
の

か
や

、
糖

尿
病

重
症

化
予

防
の

た
め

の
保

健
・
栄

養
指

導
に

つ
な

が
っ

た
人

が
、

指
導

を
受

け
て

、
H

bA
1
c

が
減

っ
た

の
か

等
）
。

　

　
課

題
分

析
を

踏
ま

え
た

今
後

の
方

向
性

の
中

で
、

「
働

き
世

代
の

健
康

づ
く
り

」
の

よ
り

一
層

の
推

進
が

「
子

ど
も

・
家

庭
の

望
ま

し
い

生
活

習
慣

の
定

着
」
へ

結
び

付
き

、
良

い
影

響
を

与
え

る
と

考
え

る
。

　
ま

た
、

「
６

０
歳

か
ら

の
健

康
リ

ス
タ

ー
ト

事
業

」
は

、
高

齢
期

に
入

る
タ

イ
ミ

ン
グ

で
の

生
活

習
慣

の
見

直
し

に
有

効
で

あ
る

と
認

識
し

て
い

る
。

　
今

後
の

事
業

展
開

を
進

展
さ

せ
て

い
く
た

め
に

は
、

今
ま

で
以

上
に

ス
ポ

ー
ツ

や
福

祉
等

の
関

係
部

署
と

の
連

携
が

必
要

で
あ

り
、

「
健

康
」
を

キ
ー

ワ
ー

ド
に

庁
内

協
創

を
推

進
す

る
中

核
部

署
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
具

体
的

に
は

③
部

署
を

超
え

た
デ

ー
タ

の
蓄

積
と

事
業

活
動

の
効

果
測

定
に

向
け

た
活

用
が

検
討

で
き

る
だ

ろ
う

。
　

加
え

て
、

糖
尿

病
対

策
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

4
つ

の
基

本
方

針
に

お
け

る
「
野

菜
を

食
べ

や
す

い
環

境
づ

く
り

」
や

、
「
子

ど
も

・
家

庭
の

好
ま

し
い

生
活

習
慣

の
定

着
」
に

つ
い

て
は

、
特

に
低

所
得

者
層

や
生

活
困

窮
世

帯
に

お
い

て
は

、
ハ

ー
ド

ル
の

高
い

予
防

対
策

と
な

る
。

こ
の

よ
う

な
④

ハ
イ

リ
ス

ク
世

帯
に

向
け

た
予

防
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

も
、

福
祉

事
務

所
等

と
連

携
を

と
り

、
サ

ー
ビ

ス
の

受
給

に
お

け
る

区
内

格
差

が
生

ま
れ

な
い

よ
う

な
対

策
を

期
待

し
た

い
。

全
体

評
価

4
反

映
結

果

4
達

成
度

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

4

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

評
価

中
止

評
価

対
象
外
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

　

年
度

目
標

実
績

達
成

率

目
標

実
績

達
成

率

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

く
ら

し
再

掲
ひ

と
重

点
目

標
⑧

健
康

寿
命

の
延

伸
を

実
現

す
る

重
点

項
目

自
ず

と
健

康
に

な
れ

る
く
ら

し
の

支
援

記
入

所
属

事
業

名
№

2
4
「
こ

こ
ろ

と
い

の
ち

の
相

談
支

援
事

業
」

協
働 ・

協
創

庁
内

関
係

各
部

（
教

育
委

員
会

、
福

祉
部

、
区

民
部

等
）
及

び
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
関

係
機

関
（
足

立
区

医
師

会
、

警
察

、
消

防
、

鉄
道

、
薬

剤
師

会
等

）
、

専
門

性
の

高
い

N
P

O
法

人
と

の
協

働
・
協

創
に

よ
り

、
足

立
区

の
生

き
る

支
援

自
殺

対
策

を
推

進
し

て
い

る
。

3
1
7

衛
生

部
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
健

康
づ

く
り

課
こ

こ
ろ

と
い

の
ち

支
援

係
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

都
市

部
に

点
在

し
て

い
る

専
門

相
談

機
関

を
つ

な
ぎ

、
複

数
の

悩
み

を
抱

え
て

い
る

相
談

者
を

連
携

し
て

支
援

す
る

こ
と

で
、

自
殺

に
追

い
込

ま
れ

な
い

社
会

を
つ

く
る

。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

・
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

事
業

委
託

7
,5

0
0

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

悩
み

を
抱

え
る

区
民

に
対

し
て

相
談

を
勧

め
て

い
く
こ

と
で

、
複

数
の

悩
み

を
抱

え
る

方
を

支
援

に
つ

な
ぎ

、
健

康
な

生
活

を
す

る
こ

と
が

可
能

な
地

域
づ

く
り

を
目

指
し

て
い

る
。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

内
容

誰
も

自
殺

に
追

い
込

ま
れ

る
こ

と
の

な
い

生
き

心
地

の
良

い
足

立
区

を
目

指
す

自
殺

対
策

強
化

月
間

5
8
5

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
こ

こ
ろ

と
い

の
ち

の
相

談
支

援
事

業
主

な
内

容
Ｓ

Ｏ
Ｓ

の
出

し
方

教
育

2
,3

7
2

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b)

3
0
,
5
6
6

3
0
,
8
9
3

3
2
,
6
8
6

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

2
0
,
0
0
8

2
1
,
1
7
6

内
訳

事
業

費
(a

)
1
0
,
6
7
3

1
0
,
8
8
5

1
1
,
5
1
0

長
引

く
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

に
よ

る
研

修
・
イ

ベ
ン

ト
の

制
限

、
生

活
苦

、
家

族
の

不
和

、
メ

ン
タ

ル
不

調
等

の
増

加

長
引

く
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

に
よ

る
失

業
、

給
料

の
減

、
借

金
、

体
調

不
良

等
の

増
加

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

7
,
3
8
8

7
,
4
6
7

7
,
4
7
0

受
益

者
負

担
金

0
0

0

社
会

、
経

済
、

雇
用

情
勢

人
件

費
(b

)
1
9
,
8
9
3

【
事

業
の

概
要

】
　

「
気

づ
く
 つ

な
が

る
 い

の
ち

を
ま

も
る

」
を

キ
ャ

ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

に
自

殺
対

策
「
生

き
る

支
援

」
を

実
施

し
て

い
る

。
（
１

）
「
気

づ
き

」
の

た
め

の
人

材
育

成
と

し
て

、
「
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

研
修

」
を

実
施

す
  

 る
。

【
活

動
-
1
】

（
２

）
当

事
者

に
対

す
る

支
援

策
と

し
て

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

・
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

事
業

や
  

 自
死

遺
族

の
会

等
を

実
施

す
る

。
【
活

動
-
2
】

（
３

）
区

民
へ

の
啓

発
・
周

知
を

行
う

。
【
活

動
-
3
】

（
４

）
自

殺
対

策
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

と
連

携
の

強
化

を
行

う
。

【
活

動
-
4
】

（
１

）
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

※
が

増
え

る
。

【
直

接
成

果
-
1
】

  
 ※

　
自

殺
の

リ
ス

ク
に

つ
な

が
る

よ
う

な
悩

み
に

気
づ

き
、

声
を

か
け

、
話

を
聴

き
、

　
　

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
、

見
守

る
人

（
２

）
検

索
連

動
型

広
告

か
ら

メ
ー

ル
を

中
心

と
し

た
相

談
へ

つ
な

が
る

。
【
直

接
成

　
果

-
2
】

（
３

）
S
O

S
の

出
し

方
教

育
を

受
け

た
児

童
・
生

徒
が

増
え

る
。

【
直

接
成

果
-
3
】

（
１

）
複

数
の

悩
み

を
抱

え
て

い
る

区
民

を
傾

聴
し

、
適

切
な

窓
口

に
つ

な
げ

ら
れ

る
　

相
談

員
や

関
係

機
関

が
増

え
る

。
（
２

）
専

門
職

に
よ

る
相

談
支

援
を

受
け

る
こ

と
で

、
相

談
者

の
感

情
や

行
動

に
ポ

ジ
　

テ
ィ

ブ
な

変
化

が
表

れ
る

。
（
３

）
困

っ
た

時
に

相
談

で
き

る
児

童
・
生

徒
が

増
え

る
。

（
４

）
「
つ

な
ぐ

シ
ー

ト
」
※

を
利

用
し

た
当

事
者

へ
の

支
援

が
強

ま
り

、
自

死
を

防
ぐ

こ
　

と
が

で
き

る
。

　
※

　
つ

な
ぐ

シ
ー

ト
と

は
、

複
数

の
悩

み
に

つ
い

て
、

関
係

す
る

所
管

と
情

報
を

共
　

　
有

し
て

支
援

す
る

シ
ー

ト

足
立

区
民

の
自

殺
者

数
、

自
殺

率
が

減
少

す
る

。

【
参

考
】
足

立
区

自
殺

者
数

、
自

殺
率

（
人

口
動

態
統

計
）

令
和

4
年

：
1
2
3
人

（
1
8
.8

）
令

和
5
年

：
1
1
7
人

（
1
7
.9

）

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

研
修

受
講

者
で

自
殺

対
策

の
理

解
が

深
ま

っ
た

人
の

割
合

6
年

度

【
活

動
-
1
】

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
研

修
受

講
者

数
人

目
標

5
8
0

5
8
0

9
0
0

や
や

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
１

】
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

研
修

延
べ

受
講

者
数

人

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

1
1
9

達
成

率
1
1
2
%

1
4
6
%

6
5
%

達
成

率
1
0
4
%

1
0
7
%

9
7
%

達
成

率

人

9
5

実
績

6
5
1

8
4
6

5
8
3

実
績

1
3
0
4
6

1
3
,8

9
2

1
4
,4

7
5

％

9
0

9
0

8
0
%

1
0
9

実
績

や
や

順
調

【
中

間
成

果
-
2
】

相
談

者
の

感
情

や
行

動
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

変
化

率

％

-
-

5
0

-
4
0

4
1
.3

達
成

率

順
調

や
や

順
調

目
標

【
最

終
成

果
】

足
立

区
自

殺
率

（
人

口
1
0
万

対
）

人

1
4
.6

1
8
.2

8
0
%

【
最

終
成

果
】

足
立

区
自

殺
者

数

9
0

-
1
2
0

1
0
7
%

9
7
%

9
9
%

-
1
1
0
,0

0
0

実
績

9
6

8
7

8
9

目
標

1
2
,5

0
0

1
3
,0

0
0

1
5
,0

0
0

順
調

-
-

8
3
%

【
活

動
-
3
】

S
O

S
の

出
し

方
教

育
の

実
施

学
校

数
校

目
標

5
2

5
2

1
0
2

達
成

達
成

率
-

-
1
5
3
%

達
成

率
-

実
績

4
0

1
0
0

1
0
2

【
活

動
-
2
】

自
殺

関
連

語
句

を
ネ

ッ
ト

検
索

し
た

際
の

広
告

表
示

回
数

回
実

績
-

目
標

目
標

-

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
3
】

授
業

を
受

け
て

今
後

は
相

談
し

よ
う

と
思

っ
た

児
童

生
徒

の
割

合
％

達
成

率

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

検
索

連
動

型
広

告
か

ら
相

談
に

つ
な

が
っ

た
人

数

人

-
目

標
目

標

目
標

-
8
1
%

1
5
1
,3

4
1

1
6
8
,0

9
0

実
績

5
,0

0
8

1
4
,3

6
7

2
4
,0

9
3

実
績

-
1
1
0

【
直

接
成

果
-
3
】

S
O

S
の

出
し

方
教

育
を

受
け

た
児

童
生

徒
の

数
人

目
標

5
,2

0
0

5
,2

0
0

2
4
,0

0
0

2
7
6
%

1
0
0
%

実
績

3
6

3
7

3
8

3
8

3
8

順
調

3
7

達
成

率
9
5
%

9
7
%

9
7
%

1
0
0
%

達
成

率
9
6
%

-
6
0
0

達
成

率

実
績

【
中

間
成

果
-
4
】

「
つ

な
ぐ

」
シ

ー
ト

の
使

用
件

数
件

【
活

動
-
4
】

こ
こ

ろ
と

い
の

ち
の

相
談

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

参
加

団
体

数

団
体

目
標

達
成

8
9
0

1
,2

8
3

-
2
1
4
%

#
V

A
L
U

E
!

9
6
%

9
1
%

順
調

-
7
5

8
0

7
0

7
2

7
3

---

達
成

率
7
7
%

1
9
2
%

外
的

な
要

因
大

行
政

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
要

素
大
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【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

　
自

殺
対

策
を

「
生

き
る

支
援

」
と

し
て

取
り

組
ん

だ
。

自
殺

対
策

戦
略

会
議

（
区

長
や

N
P

O
法

人
ラ

イ
フ

リ
ン

ク
が

参
加

）
に

お
い

て
、

区
の

自
殺

の
実

態
等

か
ら

重
点

的
に

取
り

組
む

対
象

を
決

定
し

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
定

め
て

対
策

を
展

開
し

て
い

る
。

■
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
に

対
し

て
（
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

研
修

、
S
O

S
の

出
し

方
等

教
育

の
目

標
値

の
再

考
）
【
実

施
済

】
【
中

間
成

果
-
1
】
「
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

研
修

受
講

者
で

自
殺

対
策

の
理

解
が

深
ま

っ
た

人
の

割
合

」
に

つ
い

て
は

、
「
全

員
は

難
し

い
が

そ
れ

に
近

い
9
割

を
目

標
に

」
と

い
う

設
定

で
あ

り
、

今
後

も
継

続
し

て
い

く
。

【
中

間
成

果
-
3
】
「
S
O

S
の

出
し

方
等

教
育

の
授

業
を

受
け

て
今

後
は

相
談

し
よ

う
と

思
っ

た
児

童
生

徒
の

割
合

」
に

つ
い

て
も

、
S
N

S
の

発
展

等
に

よ
り

直
接

大
人

へ
相

談
し

づ
ら

く
な

る
中

で
8
0
％

の
目

標
設

定
は

決
し

て
低

く
な

い
た

め
、

こ
ち

ら
も

継
続

し
て

い
く
。

■
今

後
の

事
業

の
予

定
・
方

向
性

へ
の

評
価

に
対

し
て

（
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

研
修

の
今

後
の

取
組

）
【
検

討
中

】
　

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
研

修
は

、
①

気
づ

く
（
初

級
）
②

つ
な

が
る

（
中

級
）
③

い
の

ち
を

守
る

（
上

級
）
の

３
ス

テ
ッ

プ
で

構
成

し
て

い
る

が
、

ま
ず

は
「
気

づ
く
」
区

民
の

方
を

増
や

し
て

い
く
こ

と
が

肝
要

で
あ

り
、

「
初

級
」
へ

の
一

般
区

民
参

加
者

数
増

加
を

目
指

す
（
R

5
:6

4
名

、
R

6
:1

5
名

）
。

　
具

体
的

に
は

今
後

（
R

7
年

度
～

）
の

取
組

と
な

る
が

、
周

知
方

法
に

関
し

、
こ

れ
ま

で
の

広
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
加

え
、

チ
ラ

シ
画

像
を

活
用

し
た

S
N

S
に

よ
る

発
信

な
ど

も
検

討
し

て
い

く
（
R

7
.3

月
の

こ
こ

ろ
と

い
の

ち
の

講
演

会
で

は
実

際
に

行
っ

た
）
。

同
じ

く
今

後
の

取
組

と
な

る
が

、
区

民
の

相
談

に
乗

る
機

会
の

多
い

民
生

・
児

童
委

員
や

警
察

・
消

防
、

医
療

機
関

ス
タ

ッ
フ

な
ど

に
つ

い
て

は
、

自
殺

対
策

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

の
場

で
直

接
研

修
へ

の
参

加
を

呼
び

掛
け

る
な

ど
し

て
い

き
た

い
。

　
な

お
、

足
立

区
は

中
高

年
男

性
の

自
殺

が
多

い
こ

と
か

ら
、

接
点

が
多

い
青

色
申

告
会

に
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
し

、
従

事
職

員
向

け
の

研
修

を
Ｒ

６
年

度
実

施
し

た
。

今
後

も
、

自
殺

対
策

に
有

効
と

考
え

ら
れ

る
出

張
先

を
開

拓
し

て
い

く
。

　
対

策
の

手
を

緩
め

る
こ

と
な

く
実

施
し

た
結

果
、

各
指

標
に

つ
い

て
は

概
ね

目
標

を
達

成
、

な
い

し
は

順
調

で
あ

る
。

特
に

「
S
O

S
の

出
し

方
等

教
育

」
に

つ
い

て
は

、
R

6
年

度
か

ら
全

区
立

小
学

校
5
年

生
～

中
学

校
3
年

生
を

対
象

に
そ

れ
ぞ

れ
の

学
年

で
年

1
回

受
講

で
き

る
よ

う
、

教
育

委
員

会
と

連
携

し
回

数
・
機

会
を

拡
大

し
て

実
施

し
た

。
【
活

動
-
1
】
「
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

研
修

受
講

者
数

」
は

や
や

遅
れ

て
い

る
。

R
5
年

度
が

対
象

拡
大

（
窓

口
委

託
職

員
、

一
般

区
民

）
に

よ
り

一
時

的
に

増
加

し
た

が
、

R
6
年

度
は

そ
の

分
落

ち
込

み
（
窓

口
職

員
の

多
く
は

R
5
に

受
講

、
ま

た
一

般
区

民
は

関
心

あ
る

方
が

R
5
に

受
け

た
が

R
6
は

減
少

）
、

ま
た

目
標

を
高

く
設

定
し

過
ぎ

た
た

め
こ

の
よ

う
な

低
い

達
成

率
（
6
5
％

）
と

な
っ

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
【
直

接
成

果
-
1
】
こ

れ
ま

で
の

延
べ

受
講

者
は

1
4
，

4
7
5
人

に
達

し
て

お
り

、
特

に
「
気

づ
く
」
た

め
の

人
的

資
源

が
着

実
に

増
加

し
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

　
R

6
年

の
区

の
自

殺
者

数
は

、
警

察
庁

統
計

で
増

加
（
1
2
4
→

1
3
6
人

）
し

て
お

り
、

最
終

目
標

の
9
5
人

を
上

回
っ

た
。

R
5
年

か
ら

男
性

は
横

ば
い

（
9
0
→

9
0
人

）
、

女
性

は
増

加
（
3
4
→

4
6
人

）
と

な
っ

た
。

■
若

年
者

の
自

殺
：
若

年
者

の
う

ち
女

性
の

2
0
歳

未
満

が
増

加
（
1
人

→
7
人

）
し

て
お

り
、

要
因

分
析

の
う

え
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
合

わ
せ

た
対

策
を

進
め

て
い

く
必

要
。

■
中

高
年

の
自

殺
：
自

殺
者

数
を

性
別

・
年

代
別

で
み

る
と

、
男

性
は

3
0
～

6
0
歳

代
が

増
加

傾
向

。
女

性
は

2
0
歳

未
満

の
ほ

か
、

3
0
～

4
0
歳

代
、

6
0
歳

代
、

8
0
歳

代
が

増
加

傾
向

。
社

会
的

孤
立

や
、

経
済

・
雇

用
問

題
に

よ
り

生
活

に
困

窮
し

て
い

る
方

に
対

し
て

は
、

相
談

先
の

周
知

や
総

合
相

談
会

へ
の

誘
導

に
加

え
、

関
係

機
関

へ
の

研
修

等
を

実
施

し
て

い
く
必

要
。

ま
た

、
早

期
に

適
切

な
窓

口
に

つ
な

が
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
地

域
に

お
け

る
「
気

づ
き

」
の

人
材

育
成

や
、

相
談

し
や

す
い

体
制

の
整

備
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

　
な

お
、

長
期

的
な

推
移

と
し

て
は

、
区

の
自

殺
死

亡
率

(人
口

1
0
万

人
あ

た
り

の
自

殺
者

数
)は

R
5
年

の
人

口
動

態
統

計
で

1
7
.9

、
H

2
1
年

の
2
6
.5

(区
は

平
成

2
0
年

1
0
月

か
ら

「
こ

こ
ろ

と
い

の
ち

の
相

談
支

援
事

業
」
を

開
始

）
と

比
較

す
る

と
、

8
.6

ポ
イ

ン
ト

減
（
国

は
7
.0

ポ
イ

ン
ト

減
、

都
は

6
.4

ポ
イ

ン
ト

減
）
と

な
っ

て
お

り
、

国
・
都

と
の

差
も

縮
ま

っ
て

い
る

。

【
短

期
】

■
R

6
年

の
全

国
の

小
中

高
生

の
自

殺
者

数
は

過
去

最
高

値
と

な
り

、
区

の
2
0
歳

未
満

で
も

増
加

傾
向

が
見

ら
れ

始
め

た
。

■
依

然
と

し
て

区
の

中
高

年
男

性
の

自
殺

死
亡

率
が

高
い

状
況

に
あ

る
。

➡
以

上
の

課
題

を
踏

ま
え

、
R

7
年

度
は

重
点

対
象

を
「
児

童
・
生

徒
」
「
中

高
年

者
」
と

し
て

支
援

事
業

を
実

施
し

て
い

く
。

■
児

童
・
生

徒
（
１

）
R

6
年

度
に

引
き

続
き

、
「
S
O

S
の

出
し

方
等

教
育

」
を

全
区

立
小

学
校

5
年

生
～

中
学

校
3
年

生
を

対
象

に
そ

れ
ぞ

れ
の

学
年

で
年

1
回

受
講

で
き

る
よ

う
、

教
育

委
員

会
と

連
携

し
て

実
施

し
て

い
く
。

　
自

殺
者

数
が

増
加

傾
向

に
あ

る
2
0
歳

未
満

の
う

ち
、

そ
の

ほ
と

ん
ど

は
1
5
歳

以
上

と
予

測
さ

れ
、

高
校

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
強

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

高
校

と
の

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

持
つ

所
管

課
等

と
の

連
携

に
よ

り
実

現
し

て
い

く
。

（
２

）
児

童
・
生

徒
が

S
O

S
を

出
し

や
す

い
環

境
を

整
え

る
た

め
に

、
教

員
に

対
し

て
職

層
に

応
じ

た
研

修
を

実
施

す
る

。
（
３

）
リ

ス
ト

カ
ッ

ト
な

ど
自

傷
行

為
に

つ
い

て
は

R
7
年

度
か

ら
開

始
し

た
精

神
科

病
院

で
の

ベ
ッ

ド
確

保
事

業
に

よ
り

医
療

が
受

け
ら

れ
る

環
境

を
整

え
る

。
■

中
高

年
者

（
相

談
行

動
が

と
り

づ
ら

い
層

へ
の

対
策

を
よ

り
一

層
実

施
し

て
い

く
）

（
１

）
引

き
続

き
、

青
色

申
告

会
な

ど
中

高
年

者
と

接
点

が
多

い
団

体
へ

の
出

張
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

研
修

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

青
色

申
告

会
の

会
員

宛
の

定
期

便
の

利
用

な
ど

、
相

談
窓

口
カ

ー
ド

の
配

布
先

の
拡

大
を

図
る

。
（
２

）
R

6
年

度
よ

り
開

始
し

た
フ

ー
ド

パ
ン

ト
リ

ー
に

お
け

る
保

健
師

の
出

張
相

談
の

拡
充

を
図

る
。

　
上

記
と

あ
わ

せ
て

、
自

殺
未

遂
者

（
自

殺
未

遂
の

経
験

は
自

殺
の

最
大

の
リ

ス
ク

フ
ァ

ク
タ

ー
と

さ
れ

て
い

る
）
へ

の
支

援
と

し
て

、
医

療
機

関
と

連
携

し
、

自
殺

未
遂

で
搬

送
さ

れ
る

な
ど

し
て

入
院

し
た

患
者

に
つ

い
て

、
必

要
で

あ
れ

ば
精

神
科

医
療

を
適

切
に

受
け

ら
れ

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、

区
医

師
会

等
と

連
携

し
た

医
療

機
関

向
け

研
修

な
ど

を
活

用
し

て
そ

れ
を

周
知

し
て

い
く
。

【
中

・
長

期
】
策

定
中

の
第

二
次

自
殺

対
策

計
画

に
お

い
て

重
点

施
策

と
し

て
位

置
付

け
る

予
定

の
６

つ
の

課
題

（
子

ど
も

の
自

殺
対

策
の

強
化

、
区

自
殺

者
の

約
４

割
を

占
め

る
「
５

０
歳

以
上

の
男

性
」
へ

の
支

援
、

自
殺

未
遂

者
支

援
（
区

と
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
）
な

ど
）
へ

の
取

組
を

軸
に

対
策

を
進

め
て

い
く
。

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

庁
内

評
価

結
果

4
.5

4
.5

4
.5

4

区
民

評
価

結
果

評
価

中
止

評
価

対
象

外
評

価
対

象
外

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
【
活

動
-
1
】
「
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

研
修

受
講

者
数

」
以

外
の

活
動

・
直

接
成

果
・
中

間
成

果
指

標
は

概
ね

順
調

に
推

移
し

て
お

り
、

特
に

つ
な

ぐ
シ

ー
ト

の
利

用
が

大
幅

に
拡

大
し

て
い

る
点

を
高

く
評

価
し

た
い

。
一

方
、

最
終

成
果

に
つ

い
て

は
、

そ
の

時
々

の
社

会
・
経

済
情

勢
等

に
よ

る
部

分
が

大
き

い
も

の
の

、
２

指
標

と
も

目
標

を
達

成
で

き
な

か
っ

た
点

は
残

念
で

あ
る

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
①

中
高

年
者

と
の

接
点

を
増

や
し

て
い

く
こ

と
は

難
し

い
課

題
で

あ
る

が
、

工
夫

し
て

取
り

組
ん

で
い

っ
て

も
ら

い
た

い
。

な
お

、
②

青
色

申
告

会
な

ど
の

団
体

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
も

良
い

と
思

う
が

、
そ

の
前

提
と

し
て

自
殺

者
が

生
前

に
就

い
て

い
た

職
業

の
状

況
や

傾
向

等
を

把
握

し
た

う
え

で
、

ア
プ

ロ
ー

チ
先

と
し

て
適

切
か

ど
う

か
は

十
分

に
検

討
さ

れ
た

い
。

4
①

中
高

年
者

と
の

接
点

を
増

や
し

て
い

く
こ

と
へ

の
工

夫
　

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
研

修
や

こ
こ

ろ
と

い
の

ち
相

談
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
の

実
施

に
よ

り
、

主
に

中
高

年
層

に
関

わ
る

方
々

や
団

体
、

具
体

的
に

は
民

生
委

員
や

三
師

会
、

弁
護

士
会

、
行

政
書

士
会

、
警

察
・
消

防
な

ど
に

対
し

、
「
気

づ
き

」
「
つ

な
ぎ

」
の

視
点

で
自

殺
対

策
へ

の
協

力
依

頼
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

R
6
年

度
か

ら
は

、
青

色
申

告
会

職
員

に
対

す
る

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
研

修
の

実
施

や
、

必
要

時
に

は
個

別
の

相
談

に
つ

な
が

れ
る

よ
う

、
会

員
宛

て
の

定
期

便
利

用
に

よ
り

相
談

窓
口

カ
ー

ド
や

総
合

相
談

会
・
福

祉
ま

る
ご

と
相

談
課

の
チ

ラ
シ

を
配

布
す

る
取

組
も

行
っ

て
い

る
。

今
後

も
、

相
談

行
動

が
と

り
づ

ら
い

中
高

年
層

に
対

し
、

ゲ
ー

ト
キ

ー
パ

ー
研

修
の

受
講

者
の

裾
野

を
広

げ
る

な
ど

工
夫

し
な

が
ら

、
対

策
を

進
め

て
い

く
。

②
自

殺
者

の
背

景
を

踏
ま

え
た

う
え

で
の

適
切

な
ア

プ
ロ

ー
チ

　
あ

ら
ゆ

る
背

景
を

抱
え

た
方

に
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

た
め

に
、

統
計

上
で

把
握

し
得

る
情

報
か

ら
の

現
状

分
析

に
加

え
、

事
例

を
通

し
た

対
象

者
の

特
性

把
握

・
分

析
に

努
め

、
よ

り
適

切
な

ア
プ

ロ
ー

チ
先

と
方

法
を

検
討

し
な

が
ら

対
策

を
進

め
て

い
く
。

　
具

体
的

に
は

、
対

策
開

始
当

初
か

ら
の

区
の

課
題

で
あ

る
４

０
歳

代
か

ら
６

０
歳

代
の

男
性

で
単

身
、

無
職

ま
た

は
自

営
業

の
方

が
自

殺
で

亡
く
な

る
ケ

ー
ス

が
多

い
こ

と
に

対
し

、
従

来
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
中

心
だ

け
で

は
な

い
総

合
的

な
対

策
と

し
て

「
雇

用
・
生

活
・

こ
こ

ろ
と

法
律

の
総

合
相

談
会

」
を

継
続

し
て

実
施

し
て

い
く
こ

と
、

ま
た

、
警

察
庁

取
り

ま
と

め
「
地

域
に

お
け

る
自

殺
の

基
礎

資
料

」
に

よ
る

毎
年

の
分

析
で

は
、

足
立

区
自

殺
者

で
未

遂
歴

が
「
あ

り
」
の

割
合

は
男

性
約

１
５

％
、

女
性

約
３

０
％

と
女

性
の

方
が

高
い

こ
と

か
ら

、
未

遂
者

支
援

に
お

い
て

は
特

に
女

性
へ

の
支

援
策

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
な

ど
、

統
計

デ
ー

タ
分

析
に

基
づ

く
適

切
な

ア
プ

ロ
ー

チ
を

展
開

し
て

い
く
。

R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

全
体

評
価

反
映

結
果

達
成

度

評
価

結
果

全
体

評
価

評
価

対
象

外

R
6

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

区
民
評
価
対
象
外
事
業
に
つ
き
３
次
評
価
未
実
施
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

％

目
標

- -

【
直

接
成

果
-
５

】
足

立
区

地
区

防
災

計
画

策
定

済
み

団
体

数
（
対

象
地

区
：
総

合
危

険
度

ラ
ン

ク
５

及
び

４
の

９
８

団
体

）

団
体

9
0

9
0

【
活

動
-
5
】

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

策
定

の
た

め
に

実
施

し
た

地
域

住
民

と
の

会
合

等
の

件
数

目
標

7
9

9
0

1
0
3

回

目
標

5
3

2

達
成

【
直

接
成

果
-
６

】
水

害
時

を
想

定
し

た
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ﾃ
ｨﾀ

ｲ
ﾑ

ﾗ
ｲ
ﾝ
策

定
済

み
地

区
数

（
対

象
地

区
：
水

害
ﾘ

ｽ
ｸ
の

高
い

荒
川

沿
線

1
2

地
区

）

地
区

目
標

4
5

5

達
成

順
調

【
中

間
成

果
-
５

】
大

規
模

災
害

が
発

生
し

自
宅

で
生

活
で

き
な

い
場

合
、

生
活

す
る

場
所

を
決

め
て

い
る

区
民

の
割

合

実
績

4
4

5

達
成

率
1
0
0
%

8
0
%

1
0
0
%

順
調

実
績

5
4

2
実

績
7
9

9
1

1
0
2

実
績

8
7

7
7

8
7

達
成

率
1
0
0
%

1
3
3
%

1
0
0
%

達
成

率
1
0
0
%

1
0
1
%

9
9
%

達
成

率
8
6
%

9
7
%

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ま
ち

再
掲

重
点

目
標

⑨
災

害
に

強
い

ま
ち

を
つ

く
る

重
点

項
目

防
災

対
策

の
強

化
記

入
所

属

事
業

名
№

2
4
「
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

震
災

・
水

害
対

策
」

協
働 ・

協
創

区
民

の
生

命
・
財

産
を

守
る

災
害

対
策

事
業

と
し

て
全

庁
的

に
協

働

1
1
.
5

危
機

管
理

部
総

合
防

災
対

策
室

災
害

対
策

課
災

害
対

策
係

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

総
合

防
災

訓
練

、
地

震
体

験
車

・
煙

体
験

訓
練

、
避

難
所

運
営

訓
練

の
実

施
や

避
難

所
運

営
会

議
の

支
援

、
防

災
士

資
格

取
得

に
係

る
助

成
を

行
う

。
ま

た
、

足
立

区
地

域
防

災
計

画
の

修
正

、
足

立
区

地
区

防
災

計
画

策
定

支
援

を
行

う
。

ま
た

、
洪

水
・
内

水
・
高

潮
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

や
浸

水
深

表
示

、
分

散
避

難
等

の
啓

発
を

通
じ

て
水

害
に

対
す

る
区

民
の

理
解

の
向

上
を

図
り

、
安

全
か

つ
迅

速
な

避
難

行
動

を
実

現
す

る
。

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
足

立
区

地
区

防
災

計
画

の
策

定
及

び
既

策
定

計
画

の
検

証
・
修

正
業

務
委

託
9
,7

1
4

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

【
目

標
１

１
】
タ

ー
ゲ

ッ
ト

１
１

．
５

で
は

、
２

０
３

０
年

ま
で

に
、

貧
困

層
及

び
脆

弱
な

立
場

に
あ

る
人

々
の

保
護

に
焦

点
を

あ
て

な
が

ら
、

災
害

に
よ

る
死

者
や

被
災

者
を

大
幅

に
削

減
し

、
世

界
の

国
内

総
生

産
比

で
直

接
的

経
済

損
失

を
大

幅
に

減
ら

す
。

「
自

助
」
や

「
共

助
」
の

力
を

高
め

る
た

め
に

広
く
意

識
の

向
上

や
行

動
計

画
の

策
定

支
援

を
行

っ
て

お
り

、
目

標
達

成
に

資
す

る
。

ま
た

、
令

和
元

年
度

台
風

第
１

９
号

の
課

題
を

踏
ま

え
、

順
次

避
難

所
運

営
手

順
書

の
整

備
を

し
、

水
害

時
派

遣
職

員
と

避
難

所
運

営
会

議
役

員
と

の
顔

合
わ

せ
、

現
地

確
認

、
訓

練
等

を
行

う
こ

と
も

目
標

達
成

に
資

す
る

。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

事
業

内
容

区
民

一
人

ひ
と

り
が

防
災

意
識

を
高

く
持

ち
、

自
ら

災
害

へ
の

「
備

え
」
「
避

難
行

動
」
を

実
践

で
き

る
、

災
害

に
強

い
足

立
区

の
実

現

東
京

消
防

庁
・
足

立
区

合
同

総
合

水
防

訓
練

会
場

設
営

委
託

9
,3

5
0

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
防

災
管

理
事

務
・
防

災
会

議
事

務
・
防

災
訓

練
実

施
事

業

主
な

内
容

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ﾃ
ｨﾀ

ｲ
ﾑ

ﾗ
ｲ
ﾝ
作

成
等

運
営

業
務

委
託

9
,4

8
6

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b)

1
4
4
,
9
5
1

1
9
0
,
2
5
3

2
2
4
,
7
5
2

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

7
6
,
6
3
4

9
0
,
7
1
1

内
訳

事
業

費
(a

)
6
8
,
8
9
9

1
1
3
,
6
1
9

1
3
4
,
0
4
1

①
　

天
候

の
影

響
に

よ
る

各
種

イ
ベ

ン
　

　
ト

等
の

中
止

②
　

助
成

件
数

の
上

限
③

　
災

害
の

発
生

状
況

①
　

世
論

調
査

回
答

者
の

状
況

②
　

災
害

の
発

生
状

況

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

0
9
,
1
0
8

1
,
4
2
4

受
益

者
負

担
金

0
0

0

①
　

世
論

調
査

回
答

者
の

状
況

人
件

費
(b

)
7
6
,
0
5
2

【
事

業
の

概
要

】
１

　
地

域
住

民
に

よ
る

「
自

助
力

」
向

上
の

た
め

の
ア

プ
ロ

ー
チ

（
防

災
管

理
事

務
・
防

　
　

災
訓

練
実

施
事

業
）
【
活

動
‐
１

．
２

】
（
１

）
防

災
訓

練
（
総

合
防

災
訓

練
、

水
防

訓
練

、
避

難
所

運
営

訓
練

、
地

震
体

験
　

　
 車

・
 煙

体
験

訓
練

等
）
の

実
施

（
２

）
防

災
普

及
啓

発
ｲ
ﾍ

ﾞﾝ
ﾄ（

防
災

講
演

会
、

周
知

啓
発

ブ
ー

ス
出

店
等

の
）
の

実
施

２
　

地
域

住
民

の
簡

易
ト

イ
レ

の
備

蓄
を

進
め

る
た

め
の

ア
プ

ロ
ー

チ
（
防

災
管

理
事

  
  
 務

）
【
活

動
‐
３

】
（
１

）
区

民
に

普
及

啓
発

用
の

簡
易

ト
イ

レ
の

配
付

を
実

施
３

　
地

域
住

民
に

よ
る

「
共

助
力

」
向

上
の

た
め

の
ア

プ
ロ

ー
チ

（
防

災
会

議
運

営
事

  
  
 務

）
【
活

動
‐
４

】
（
１

）
危

険
度

ラ
ン

ク
が

高
い

地
域

を
中

心
に

足
立

区
地

区
防

災
計

画
の

策
定

支
援

４
　

水
害

時
に

お
け

る
水

防
体

制
の

強
化

（
防

災
管

理
事

務
）
【
活

動
‐
５

】
（
１

）
水

害
時

を
想

定
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
策

定
支

援
（
地

域
と

の
会

合
や

　
　

 ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

の
実

施
）

１
　

地
域

住
民

に
よ

る
「
自

助
力

」
向

上
の

た
め

の
ア

プ
ロ

ー
チ

【
活

動
‐
１

．
２

】
　

（
１

）
区

主
催

の
防

災
普

及
啓

発
イ

ベ
ン

ト
等

に
参

加
す

る
【
直

接
成

果
‐
１

】
　

（
２

）
防

災
普

及
啓

発
や

避
難

所
運

営
訓

練
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

策
定

等
　

　
　

 に
よ

る
た

め
の

地
域

住
民

と
の

会
合

等
に

よ
り

、
自

宅
周

辺
の

状
況

を
確

認
す

  
  
  
  
る

人
が

増
え

る
【
直

接
成

果
‐
１

．
２

．
３

】
２

　
地

域
住

民
の

簡
易

ト
イ

レ
の

備
蓄

を
進

め
る

た
め

の
ア

プ
ロ

ー
チ

（
防

災
管

理
事

  
  
 務

）
【
活

動
‐
３

】
　

（
１

）
簡

易
ト

イ
レ

を
家

庭
内

で
備

蓄
す

る
区

民
の

割
合

が
増

え
る

【
直

接
成

果
‐
４

】
３

　
地

域
住

民
に

よ
る

「
共

助
力

」
向

上
の

た
め

の
直

接
効

果
【
活

動
‐
４

】
　

　
（
１

）
災

害
に

向
け

体
制

を
整

え
た

地
域

が
増

え
る

【
直

接
成

果
‐
５

】
４

　
水

害
時

に
お

け
る

水
防

体
制

の
強

化
【
活

動
‐
５

】
　

　
（
１

）
水

害
時

に
備

え
た

体
制

を
整

え
る

地
域

が
増

え
る

【
直

接
成

果
‐
６

】
　

　
（
２

）
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
に

沿
っ

た
正

し
い

避
難

行
動

を
と

れ
る

区
民

の
  
  
  
  
 割

合
が

増
え

る
【
直

接
成

果
‐
６

】

区
民

の
防

災
意

識
や

行
動

が
変

わ
り

、
日

頃
か

ら
災

害
に

備
え

て
い

る
人

が
増

え
る

（
１

）
防

災
意

識
が

向
上

す
る

こ
と

で
、

区
民

一
人

ひ
と

り
が

「
備

え
」
を

自
発

的
に

行
う

  
  
  
よ

う
に

な
り

、
自

助
の

強
化

に
つ

な
が

る
。

（
２

）
災

害
時

に
あ

ら
か

じ
め

避
難

場
所

を
決

め
る

区
民

が
増

え
る

（
３

）
避

難
所

運
営

体
制

の
強

化
に

つ
な

が
る

と
と

も
に

、
避

難
所

運
営

に
精

通
し

た
  
  
  
人

材
が

増
え

る

区
民

一
人

ひ
と

り
が

防
災

意
識

を
高

く
持

ち
、

自
ら

災
害

へ
の

「
備

え
」
「
避

難
行

動
」
を

実
践

で
き

る
、

災
害

に
強

い
足

立
区

の
実

現

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
１

】
災

害
時

に
備

え
て

水
や

食
料

、
防

災
用

具
等

の
備

蓄
を

し
て

い
る

区
民

の
割

合

6
年

度

【
活

動
-
1
】

防
災

訓
練

実
施

回
数

（
総

合
防

災
訓

練
、

水
防

訓
練

、
避

難
所

運
営

訓
練

、
地

震
体

験
車

訓
練

）

回

目
標

1
5
3

2
0
7

2
0
7

達
成

【
直

接
成

果
-
１

】
防

災
訓

練
参

加
者

数
（
総

合
防

災
訓

練
、

水
防

訓
練

、
避

難
所

運
営

訓
練

、
地

震
体

験
車

訓
練

）

人

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

6
1

達
成

率
6
5
%

9
7
%

1
0
0
%

達
成

率
‐

7
9
%

6
5
%

達
成

率

％

6
0

実
績

1
0
0

2
0
0

2
0
8

実
績

1
2
,9

8
6

2
5
,2

1
2

2
0
,7

8
2

％

7
5

7
5

1
0
2
%

1
3
,5

8
4

実
績

や
や

順
調

【
中

間
成

果
-
２

】
災

害
時

に
備

え
て

水
や

食
料

を
３

日
分

以
上

備
蓄

を
し

て
い

る
区

民
の

割
合

％

4
0

4
0

4
0

3
0

2
8

3
2

達
成

率

達
成

順
調

目
標

【
最

終
成

果
】

【
新

規
】
災

害
へ

の
「
備

え
」
、

発
災

時
に

お
け

る
「
避

難
行

動
」

が
実

践
が

で
き

る
区

民
の

割
合

7
5

1
2
,2

5
0

1
5
,0

0
0

9
6
%

9
3
%

1
0
1
%

8
7

8
7

実
績

7
2

7
0

7
6

目
標

‐
3
2
,0

0
0

3
2
,0

0
0

や
や

遅
れ

て
い

る

7
5
%

7
0
%

8
0
%

【
活

動
-
3
】

簡
易

ト
イ

レ
の

普
及

啓
発

数
（
１

人
１

日
あ

た
り

５
回

分
を

１
セ

ッ
ト

と
し

て
配

付
し

た
人

数
）

人

目
標

‐
3
2
,0

0
0

3
2
,0

0
0

達
成

達
成

率
‐

7
1
%

7
5
%

達
成

率
‐

実
績

‐
2
7
,3

0
0

3
2
,2

0
0

【
活

動
-
2
】

防
災

講
演

会
・
普

及
啓

発
イ

ベ
ン

ト
実

施
回

数
回

実
績

4
1

目
標

目
標

‐

実
績

や
や

遅
れ

て
い

る

【
中

間
成

果
-
３

】
災

害
時

に
備

え
て

簡
易

ト
イ

レ
を

３
日

分
以

上
備

蓄
を

し
て

い
る

区
民

の
割

合

％

達
成

率

や
や

遅
れ

て
い

る

【
直

接
成

果
-
２

】
防

災
講

演
会

・
防

災
普

及
啓

発
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

す
る

区
民

人

‐
目

標
目

標

目
標

1
1
4
%

9
1
%

6
2

6
5

実
績

4
,3

8
2

1
4
,0

2
2

【
直

接
成

果
-
３

】
「
足

立
区

洪
水

・
内

水
・
高

潮
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
を

見
た

こ
と

が
あ

る
等

の
回

答
を

し
た

区
民

の
割

合

％

目
標

7
0

7
0

7
0

7
9
%

7
9
%

【
直

接
成

果
-
4
】

簡
易

ト
イ

レ
を

備
蓄

し
て

い
る

区
民

の
割

合
％

目
標

‐
3
7

6
5

実
績

5
7

5
5

5
5

や
や

順
調

達
成

率
‐

8
5
%

1
0
1
%

達
成

率
8
1
%

8
0

8
0

達
成

率
‐

1
4
1
%

8
9
%

達
成

率

実
績

3
4

5
2

5
8

実
績

【
中

間
成

果
-
４

】
河

川
が

は
ん

濫
す

る
恐

れ
が

あ
る

場
合

、
避

難
す

る
場

所
を

事
前

に
決

め
て

い
る

区
民

の
割

合

％
実

績
4
1

3
4

4
1

3
3

3
1

達
成

3
4

達
成

率
1
0
0
%

1
0
3
%

1
1
0
%

【
活

動
-
4
】

足
立

区
地

区
防

災
計

画
策

定
に

係
る

地
域

住
民

等
と

の
会

合
等

の
件

数
回

目
標

達
成

6
9

9
4

8
6
%

1
1
8
%

5
0
%

6
0
%

や
や

遅
れ

て
い

る

3
0

3
0

1
5

1
8

9
0
%

7
2

8
0

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大
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【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
関

心
の

低
い

区
民

や
障

が
い

者
な

ど
も

気
軽

に
参

加
で

き
る

イ
ベ

ン
ト

内
容

や
質

の
向

上
】
【
実

施
済

】
　

L
IN

E
 d

e
 防

災
訓

練
を

２
回

実
施

し
た

ほ
か

、
Ａ

－
Ｆ

ｅ
ｓ
ｔａ

と
合

同
で

新
た

に
総

合
防

災
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

を
開

催
し

た
こ

と
で

、
よ

り
多

く
の

区
民

へ
普

及
啓

発
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

総
合

防
災

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

会
場

に
は

、
手

話
通

訳
を

派
遣

し
た

ほ
か

、
聴

覚
障

が
い

者
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
、

手
話

通
訳

付
会

場
案

内
を

実
施

し
た

。

【
ど

う
行

動
に

移
す

か
・
ど

う
備

え
る

か
と

い
う

具
体

的
な

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
提

示
】
【
実

施
済

】
【
分

散
避

難
を

推
進

す
る

た
め

の
取

組
の

具
体

的
な

検
討

】
【
実

施
済

】
　

新
た

に
新

田
地

区
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

を
作

成
し

、
7
,1

0
0
世

帯
に

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
し

た
。

ま
た

、
小

台
・

宮
城

地
区

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
を

見
直

し
、

5
,2

8
8
世

帯
に

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
配

布
し

た
。

【
あ

だ
ち

防
災

リ
ー

ダ
ー

制
度

の
枠

組
み

を
広

げ
た

呼
び

か
け

（
ヒ

ア
リ

ン
グ

な
ど

）
】
【
実

施
済

】
　

あ
だ

ち
防

災
リ

ー
ダ

ー
と

の
意

見
交

換
会

を
１

回
実

施
し

た
ほ

か
、

認
定

・
登

録
に

関
す

る
対

象
者

を
、

防
災

士
資

格
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
、

区
内

在
住

・
在

勤
の

１
８

歳
以

上
（
高

校
生

等
の

学
生

を
除

く
）
へ

と
改

定
し

た
。

【
「
あ

だ
ち

備
蓄

の
日

」
の

取
組

効
果

を
上

げ
る

た
め

の
防

災
に

対
す

る
関

心
を

高
め

る
取

組
】
【
実

施
済

】
　

新
た

に
「
あ

だ
ち

備
蓄

の
日

」
Ｐ

Ｒ
用

の
チ

ラ
シ

を
作

成
し

、
各

種
普

及
啓

発
イ

ベ
ン

ト
で

配
布

し
た

ほ
か

、
足

立
区

災
害

対
策

条
例

の
改

正
（
素

案
）
に

て
、

「
あ

だ
ち

備
蓄

の
日

」
を

新
規

条
文

化
し

た
。

【
発

災
時

に
勤

務
先

に
い

る
こ

と
も

考
慮

し
た

区
内

企
業

へ
の

対
応

】
【
実

施
済

】
　

北
千

住
駅

西
口

交
番

横
に

て
、

北
千

住
駅

・
綾

瀬
駅

等
駅

前
滞

留
者

対
策

推
進

協
議

会
と

合
同

で
、

現
地

対
策

本
部

の
設

営
と

、
一

斉
帰

宅
抑

制
を

呼
び

か
け

る
訓

練
を

実
施

し
た

。

1
　

訓
練

の
参

加
者

数
に

つ
い

て
、

避
難

所
運

営
訓

練
ヘ

の
参

加
者

数
は

増
加

し
て

い
る

が
、

地
震

体
験

車
の

故
障

に
加

え
、

総
合

防
災

訓
練

か
ら

普
及

啓
発

部
門

を
切

り
離

し
、

総
合

防
災

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
と

し
て

単
独

実
施

し
た

こ
と

に
よ

り
、

参
加

者
数

が
減

少
し

て
い

る
。

ま
た

、
普

及
啓

発
に

つ
い

て
は

、
出

展
す

る
イ

ベ
ン

ト
を

精
査

し
た

こ
と

も
あ

り
、

減
少

し
た

。
総

合
防

災
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

に
つ

い
て

は
、

多
く
の

区
民

に
普

及
啓

発
が

図
れ

る
た

め
、

継
続

し
て

実
施

す
る

。
普

及
啓

発
に

つ
い

て
は

、
イ

ベ
ン

ト
の

出
展

に
固

執
せ

ず
、

L
IN

E
 d

e
 防

災
訓

練
等

の
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
よ

り
広

く
周

知
を

図
る

。

２
　

世
論

調
査

に
お

い
て

、
「
災

害
に

備
え

て
水

や
食

料
な

ど
の

備
蓄

や
防

災
用

具
な

ど
の

用
意

が
あ

る
か

」
と

い
う

問
い

に
対

し
、

「
災

害
用

備
蓄

」
が

2
8
.4

％
、

「
災

害
用

で
は

な
い

が
ス

ト
ッ

ク
は

あ
る

」
が

4
7
.7

％
と

い
う

結
果

で
あ

っ
た

。
「
災

害
用

で
は

な
い

が
ス

ト
ッ

ク
は

あ
る

」
と

い
う

世
帯

に
対

し
、

ロ
ー

リ
ン

グ
ス

ト
ッ

ク
と

い
う

認
識

を
も

っ
て

備
蓄

を
す

す
め

て
い

た
だ

け
る

よ
う

普
及

啓
発

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

３
　

足
立

区
地

区
防

災
計

画
の

策
定

に
つ

い
て

、
令

和
６

年
度

を
も

っ
て

、
１

つ
の

地
区

を
除

い
て

、
区

内
全

て
の

地
域

危
険

度
ラ

ン
ク

４
以

上
の

地
区

の
策

定
が

完
了

し
た

（
１

地
区

は
町

会
・
自

治
会

か
ら

の
辞

退
に

よ
り

未
策

定
）
。

今
後

は
、

地
域

危
険

度
ラ

ン
ク

３
以

下
で

、
計

画
策

定
の

希
望

が
あ

る
地

区
を

対
象

に
支

援
を

行
う

。

４
　

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

、
新

た
に

荒
川

沿
岸

の
中

央
南

地
区

で
の

策
定

を
目

指
す

ほ
か

、
既

策
定

済
み

地
区

に
つ

い
て

は
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

訓
練

等
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
短

期
】

　
足

立
区

災
害

対
策

条
例

の
改

正
を

見
込

ん
で

お
り

、
よ

り
一

層
「
自

助
」
「
共

助
」
の

力
を

高
め

ら
れ

る
よ

う
支

援
す

る
。

　
１

　
自

助
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

　
　

　
条

例
に

て
、

毎
月

１
９

日
を

「
あ

だ
ち

備
蓄

の
日

」
と

し
て

指
定

す
る

こ
と

か
ら

、
S
N

S
等

を
通

じ
た

定
　

　
期

的
な

広
報

に
加

え
、

普
及

啓
発

の
イ

ベ
ン

ト
を

通
じ

て
、

３
日

分
以

上
の

備
蓄

を
呼

び
か

け
て

い
く
。

　
２

　
共

助
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

　
　

　
個

人
の

備
蓄

に
加

え
、

事
業

者
へ

も
従

業
員

の
３

日
分

以
上

の
備

蓄
や

、
避

難
所

運
営

訓
練

へ
の

　
　

参
加

を
呼

び
か

け
る

と
と

も
に

、
一

斉
帰

宅
の

抑
制

に
つ

い
て

周
知

を
行

う
。

【
中

・
長

期
】

　
避

難
所

運
営

本
部

員
の

高
齢

化
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
あ

だ
ち

防
災

リ
ー

ダ
ー

の
登

録
者

数
の

増
に

よ
る

若
年

化
を

狙
う

。
あ

だ
ち

防
災

リ
ー

ダ
ー

に
登

録
す

る
こ

と
で

、
防

災
士

取
得

費
用

を
区

よ
り

助
成

す
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

た
め

、
あ

だ
ち

防
災

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

動
す

る
メ

リ
ッ

ト
を

提
示

す
る

と
と

も
に

、
若

年
層

の
参

加
が

地
域

防
災

力
の

向
上

に
つ

な
が

る
こ

と
を

発
信

し
て

い
く
。
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R
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4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
災

害
へ

の
関

心
の

低
い

区
民

に
対

し
て

昨
年

度
は

Ａ
－

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔａ

と
合

同
で

総
合

防
災

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
を

開
催

し
た

り
、

ま
た

発
災

時
に

勤
務

先
に

い
る

こ
と

を
想

定
し

た
訓

練
な

ど
、

普
及

啓
発

に
取

り
組

ん
だ

こ
と

を
評

価
す

る
。

ま
た

、
達

成
度

に
関

し
て

、
【
直

接
成

果
-
1
】
と

【
直

接
成

果
-
3
】
で

遅
れ

が
見

ら
れ

る
が

、
区

と
し

て
浸

水
深

表
示

の
設

置
な

ど
で

認
知

度
向

上
を

図
っ

て
い

る
中

で
、

実
績

が
目

標
に

達
し

な
い

原
因

の
分

析
と

今
後

の
取

組
強

化
に

期
待

す
る

。
【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
【
直

接
成

果
-
1
】
と

【
直

接
成

果
-
3
】
の

達
成

度
の

遅
れ

が
あ

る
中

で
、

各
家

庭
で

災
害

が
発

生
し

た
と

き
に

何
が

足
り

な
い

の
か

、
何

を
準

備
し

て
お

く
べ

き
な

の
か

と
い

う
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
が

湧
く
よ

う
な

啓
発

を
し

て
い

っ
て

も
ら

い
た

い
。

ま
た

、
若

い
世

代
で

震
災

経
験

が
な

い
人

が
増

え
て

い
る

現
状

を
踏

ま
え

、
体

験
談

な
ど

を
伝

え
て

い
く
必

要
性

が
あ

る
と

考
え

る
。

昨
年

度
学

校
で

実
施

し
た

水
害

教
育

は
好

評
だ

っ
た

た
め

、
子

ど
も

を
通

じ
て

親
の

防
災

意
識

を
高

め
る

な
ど

ア
プ

ロ
ー

チ
の

工
夫

に
も

期
待

し
た

い
。

4
【
防

災
に

対
す

る
区

民
の

関
心

や
行

動
を

引
き

出
す

方
策

に
つ

い
て

】
　

A
-
F
e
st

aと
同

時
開

催
し

た
「
防

災
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
や

ア
リ

オ
西

新
井

で
の

「
あ

だ
ち

防
災

フ
ェ

ア
」
で

は
、

避
難

所
の

居
室

を
再

現
し

た
展

示
・
体

験
コ

ー
ナ

ー
の

ほ
か

、
携

帯
ト

イ
レ

の
使

用
実

演
コ

ー
ナ

ー
を

新
た

に
設

け
た

。
発

信
す

る
テ

ー
マ

を
決

め
、

参
加

型
・

対
話

型
の

発
信

を
行

う
こ

と
で

、
よ

り
多

く
の

区
民

へ
浸

透
で

き
る

よ
う

な
普

及
啓

発
を

図
っ

て
い

く
。

【
避

難
所

運
営

手
順

書
の

現
場

へ
の

浸
透

や
各

種
防

災
施

策
に

関
す

る
若

年
層

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
に

つ
い

て
】

　
避

難
所

運
営

手
順

書
を

ベ
ー

ス
と

し
た

訓
練

を
パ

ッ
ケ

ー
ジ

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
実

践
的

な
訓

練
の

実
施

率
の

向
上

を
目

指
す

と
と

も
に

、
避

難
所

運
営

手
順

書
の

現
場

へ
の

浸
透

を
図

る
。

　
若

年
層

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
に

つ
い

て
は

、
令

和
７

年
度

よ
り

、
防

災
士

資
格

取
得

費
用

助
成

制
度

に
つ

い
て

、
1
8
歳

以
上

の
区

内
在

住
者

が
利

用
で

き
る

よ
う

助
成

対
象

者
を

拡
大

し
た

ほ
か

、
あ

だ
ち

防
災

リ
ー

ダ
ー

の
対

象
も

、
防

災
士

を
取

得
し

て
い

る
1
8
歳

以
上

の
区

内
在

住
・
在

勤
者

（
学

生
を

除
く
）
へ

と
拡

大
し

た
。

ま
た

、
文

教
大

学
や

博
慈

会
高

等
看

護
学

校
等

へ
の

防
災

講
演

会
の

実
施

に
加

え
、

防
災

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
に

帝
京

科
学

大
学

に
出

展
し

て
い

た
だ

い
た

。
よ

り
多

く
の

若
年

層
と

繋
が

れ
る

よ
う

、
引

き
続

き
周

知
啓

発
を

行
う

。
【
災

害
時

の
情

報
伝

達
や

支
援

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
】

　
災

害
時

の
情

報
伝

達
に

つ
い

て
、

様
々

な
ツ

ー
ル

や
手

法
を

用
い

て
、

よ
り

幅
広

い
住

民
層

へ
広

く
周

知
を

行
う

。
例

え
ば

、
防

災
無

線
で

は
伝

わ
ら

な
い

聴
覚

障
が

い
者

に
対

し
て

、
地

上
デ

ジ
タ

ル
放

送
波

に
よ

り
戸

別
受

信
機

へ
情

報
を

伝
達

す
る

IP
D

C
技

術
を

用
い

た
文

字
に

よ
る

情
報

伝
達

の
実

証
実

験
を

行
う

。
　

支
援

体
制

の
構

築
に

つ
い

て
は

、
現

在
発

災
後

の
生

活
再

建
を

支
援

す
る

仕
組

み
で

あ
る

災
害

ケ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

導
入

に
向

け
た

課
題

の
整

理
、

基
礎

調
査

を
行

っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
今

後
、

実
施

体
制

の
構

築
や

関
係

機
関

と
の

連
携

を
行

う
こ

と
で

、
導

入
を

目
指

す
。

【
防

災
施

策
を

よ
り

実
効

性
の

あ
る

も
の

と
す

る
た

め
の

、
住

民
と

行
政

が
一

体
と

な
っ

た
協

働
体

制
に

つ
い

て
】

　
町

会
・
自

治
会

毎
の

レ
ベ

ル
に

あ
わ

せ
た

避
難

所
運

営
訓

練
が

実
施

で
き

る
よ

う
引

き
続

き
支

援
す

る
と

と
も

に
、

災
害

時
に

重
要

と
な

る
水

の
確

保
や

初
期

消
火

な
ど

、
重

点
的

な
訓

練
テ

ー
マ

を
年

度
ご

と
に

決
め

て
実

施
し

て
い

く
。

令
和

8
年

度
は

、
ス

タ
ン

ド
パ

イ
プ

な
ど

を
用

い
た

訓
練

が
出

来
る

よ
う

支
援

す
る

。
ま

た
、

地
域

住
民

に
よ

る
防

災
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
で

も
あ

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

策
定

に
つ

い
て

、
水

害
リ

ス
ク

の
高

い
荒

川
沿

川
地

区
を

優
先

に
策

定
支

援
を

実
施

す
る

。
荒

川
沿

川
以

外
の

地
区

に
つ

い
て

は
、

令
和

7
年

度
に

策
定

希
望

の
あ

っ
た

佐
野

地
区

を
モ

デ
ル

に
策

定
し

、
検

証
の

う
え

、
他

の
荒

川
沿

川
以

外
の

地
区

へ
も

拡
げ

て
い

く
。

4R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

　
被

災
地

へ
の

視
察

や
昨

年
度

の
評

価
結

果
に

基
づ

き
、

多
く
の

項
目

に
お

い
て

具
体

的
か

つ
前

向
き

な
対

応
が

実
施

さ
れ

た
点

が
評

価
さ

れ
る

。
防

災
啓

発
イ

ベ
ン

ト
で

は
、

「
A

-
F
e
st

a」
と

の
合

同
開

催
や

「
L
IN

E
 d

e
 防

災
訓

練
」
の

実
施

、
さ

ら
に

手
話

通
訳

の
導

入
な

ど
が

行
わ

れ
、

防
災

意
識

の
低

い
層

や
障

が
い

者
、

高
齢

者
な

ど
、

こ
れ

ま
で

参
加

の
機

会
が

限
ら

れ
て

い
た

人
々

へ
の

配
慮

が
な

さ
れ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

地
域

全
体

の
防

災
意

識
の

向
上

と
、

多
様

な
層

の
参

加
促

進
が

期
待

さ
れ

る
。

区
民

に
向

け
た

対
策

で
は

在
宅

避
難

者
へ

の
支

援
に

も
目

が
向

け
ら

れ
、

加
え

て
事

業
者

へ
の

普
及

啓
発

に
対

象
を

拡
げ

た
点

は
評

価
で

き
る

。
ま

た
、

「
あ

だ
ち

防
災

リ
ー

ダ
ー

制
度

」
に

つ
い

て
は

、
防

災
士

資
格

の
有

無
を

問
わ

ず
募

集
対

象
を

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
資

格
取

得
支

援
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

よ
り

多
く
の

住
民

が
関

わ
れ

る
よ

う
制

度
改

善
が

進
め

ら
れ

た
点

が
注

目
さ

れ
る

。
　

一
方

で
、

「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
」
や

「
簡

易
ト

イ
レ

備
蓄

率
」

な
ど

、
一

部
の

指
標

に
つ

い
て

は
目

標
未

達
成

と
な

っ
た

。
そ

の
要

因
と

し
て

災
害

用
備

蓄
に

関
す

る
認

識
不

足
、

イ
ベ

ン
ト

形
式

の
課

題
、

参
加

者
層

の
偏

り
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

、
丁

寧
に

分
析

さ
れ

て
お

り
、

改
善

策
と

し
て

、
L
IN

E
や

広
報

紙
な

ど
の

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た
周

知
活

動
の

強
化

や
、

イ
ベ

ン
ト

内
容

の
見

直
し

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
単

な
る

形
式

的
な

対
応

に
と

ど
ま

ら
ず

、
実

態
に

即
し

た
柔

軟
な

改
善

が
図

ら
れ

て
い

る
と

い
え

る
。

さ
ら

に
、

災
害

時
に

使
用

す
る

ベ
ッ

ド
の

仕
様

改
善

や
ト

イ
レ

担
当

の
配

置
な

ど
、

実
務

的
か

つ
現

場
を

意
識

し
た

改
善

も
進

め
ら

れ
て

お
り

、
現

場
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し
た

対
応

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
も

評
価

さ
れ

る
。

こ
う

し
た

取
り

組
み

は
、

防
災

体
制

の
強

化
と

と
も

に
、

住
民

の
安

心
感

に
も

つ
な

が
る

も
の

で
あ

り
、

今
後

の
継

続
的

な
改

善
に

も
期

待
が

持
て

る
。

　
事

業
視

察
で

は
、

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

テ
ン

ト
な

ど
の

設
営

訓
練

、
マ

ン
ホ

ー
ル

ト
イ

レ
や

エ
ネ

ポ
（
カ

セ
ッ

ト
ボ

ン
ベ

式
発

電
機

）
の

整
備

状
況

、
区

役
所

の
浸

水
深

表
示

の
設

置
状

況
確

認
な

ど
を

お
こ

な
い

、
上

述
の

対
策

状
況

に
つ

い
て

よ
り

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

　
多

数
の

成
果

指
標

に
お

い
て

達
成

率
が

8
0
〜

1
0
0
％

以
上

と
な

っ
て

お
り

、
数

値
目

標
の

達
成

と
い

う
点

で
は

一
定

の
成

果
が

認
め

ら
れ

る
。

特
に

事
業

の
実

施
状

況
や

基
礎

的
な

防
災

施
策

に
お

い
て

は
、

概
ね

計
画

通
り

の
進

捗
が

見
ら

れ
、

着
実

に
取

り
組

み
が

進
ん

で
い

る
と

評
価

で
き

る
。

　
一

方
で

、
防

災
講

演
会

や
普

及
啓

発
イ

ベ
ン

ト
の

参
加

者
数

、
防

災
訓

練
の

参
加

者
数

、
防

災
知

識
の

普
及

に
関

す
る

指
標

、
洪

水
等

に
関

す
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

認
知

率
な

ど
で

は
、

前
年

か
ら

の
伸

び
が

鈍
化

し
て

い
る

、
あ

る
い

は
数

値
目

標
に

達
し

て
い

な
い

指
標

も
見

受
け

ら
れ

る
。

こ
れ

ら
の

遅
れ

に
つ

い
て

は
、

訓
練

形
式

に
絡

め
た

普
及

啓
発

の
変

更
や

地
震

体
験

車
の

故
障

な
ど

、
外

的
要

因
に

よ
る

影
響

が
分

析
さ

れ
て

い
る

。
　

こ
う

し
た

状
況

に
対

し
て

は
、

A
-
F
e
st

aと
合

同
の

「
総

合
防

災
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

」
を

別
途

開
催

し
、

従
来

よ
り

も
多

様
な

層
に

参
加

を
促

す
形

式
を

導
入

し
て

い
る

。
ま

た
、

S
N

S
を

活
用

し
た

訓
練

の
実

施
な

ど
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
用

い
た

新
た

な
取

り
組

み
も

進
め

ら
れ

て
お

り
、

若
年

層
や

多
忙

な
世

代
へ

の
リ

ー
チ

を
意

識
し

た
工

夫
が

見
ら

れ
る

。
こ

れ
ら

の
対

応
は

、
目

標
未

達
の

背
景

に
あ

る
課

題
へ

の
対

処
と

い
う

点
で

一
定

の
評

価
が

可
能

で
あ

る
。

　
①

と
は

い
え

、
現

時
点

で
一

部
指

標
は

依
然

と
し

て
改

善
の

余
地

が
あ

り
、

防
災

に
対

す
る

区
民

の
関

心
や

行
動

を
い

か
に

引
き

出
す

か
が

引
き

続
き

の
課

題
で

あ
る

。
今

後
は

、
防

災
訓

練
や

啓
発

活
動

の
内

容
・
方

法
を

よ
り

柔
軟

か
つ

多
様

に
展

開
し

、
生

活
ス

タ
イ

ル
に

合
っ

た
参

加
手

法
や

わ
か

り
や

す
い

情
報

発
信

を
通

じ
て

、
よ

り
幅

広
い

住
民

層
へ

の
浸

透
を

図
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
　

総
じ

て
、

数
値

面
で

は
一

定
の

成
果

を
あ

げ
て

い
る

一
方

、
区

民
の

防
災

意
識

の
定

着
・
向

上
と

い
う

面
で

は
工

夫
の

余
地

が
あ

る
。

今
後

は
、

住
民

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
柔

軟
な

事
業

設
計

と
、

効
果

検
証

に
も

と
づ

く
継

続
的

な
改

善
に

よ
り

、
よ

り
実

効
性

あ
る

防
災

体
制

の
構

築
が

期
待

さ
れ

る
。

　
区

民
一

人
ひ

と
り

が
防

災
意

識
を

高
く
持

ち
、

自
ら

が
災

害
へ

の
「
備

え
」
「
避

難
行

動
」
を

実
践

で
き

る
よ

う
に

す
る

と
い

う
最

終
成

果
が

指
標

と
し

て
達

成
さ

れ
た

わ
け

で
あ

る
が

、
更

な
る

「
自

助
」
「
共

助
」
の

推
進

に
向

け
、

活
動

の
方

向
性

は
概

ね
適

正
と

考
え

ら
れ

る
。

　
令

和
7
年

度
以

降
の

防
災

施
策

と
し

て
、

災
害

ケ
ー

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
や

要
配

慮
者

支
援

、
防

災
リ

ー
ダ

ー
制

度
の

若
年

層
拡

大
、

広
域

避
難

・
福

祉
避

難
所

・
ホ

テ
ル

避
難

の
整

備
強

化
な

ど
、

多
角

的
な

計
画

が
示

さ
れ

て
い

る
。

特
に

「
災

害
関

連
死

ゼ
ロ

」
を

目
指

す
「
T
K
B

（
ト

イ
レ

・
キ

ッ
チ

ン
・
ベ

ッ
ド

）
」
対

策
は

、
被

災
後

の
生

活
環

境
の

質
に

着
目

し
た

先
進

的
な

取
り

組
み

と
し

て
評

価
さ

れ
、

実
行

に
向

け
た

準
備

も
着

実
に

進
め

ら
れ

て
い

る
。

　
②

し
か

し
な

が
ら

、
こ

う
し

た
計

画
の

具
体

化
に

お
い

て
は

、
避

難
所

運
営

手
順

書
の

現
場

へ
の

浸
透

や
、

防
災

リ
ー

ダ
ー

制
度

に
対

す
る

若
年

層
の

関
心

・
参

加
意

欲
の

喚
起

な
ど

、
実

行
面

で
の

課
題

が
依

然
と

し
て

残
る

。
ま

た
、

災
害

時
の

情
報

伝
達

や
支

援
体

制
の

構
築

に
お

い
て

は
、

町
会

加
入

率
の

低
下

が
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
し

て
お

り
、

L
IN

E
で

の
通

知
が

主
で

あ
る

も
の

の
そ

れ
以

外
の

伝
達

手
段

が
手

薄
で

あ
る

た
め

、
周

知
方

法
に

つ
い

て
具

体
的

な
検

討
を

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

今
後

は
他

部
署

と
の

連
携

を
よ

り
強

化
し

た
総

合
的

な
対

策
が

求
め

ら
れ

る
。

　
深

刻
な

ト
イ

レ
問

題
や

、
要

配
慮

者
の

避
難

支
援

、
避

難
所

の
利

便
性

向
上

、
備

蓄
な

ど
に

関
し

て
は

、
知

識
の

提
供

だ
け

で
な

く
、

要
配

慮
者

と
避

難
行

動
を

共
に

す
る

こ
と

や
具

体
数

（
ど

ん
な

も
の

を
い

く
つ

ぐ
ら

い
）
と

い
っ

た
イ

メ
ー

ジ
し

や
す

い
か

た
ち

の
案

内
を

行
う

な
ど

、
実

際
に

体
験

を
通

じ
た

理
解

を
促

す
取

り
組

み
を

増
や

す
こ

と
が

有
効

と
考

え
ら

れ
る

。
　

③
更

に
、

有
識

者
か

ら
の

意
見

聴
取

に
加

え
、

区
民

自
身

か
ら

の
声

や
提

案
を

募
る

こ
と

で
、

防
災

へ
の

関
心

と
当

事
者

意
識

を
高

め
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
防

災
施

策
を

よ
り

実
効

性
の

あ
る

も
の

と
す

る
た

め
に

は
、

住
民

と
行

政
が

一
体

と
な

っ
た

協
働

体
制

の
強

化
が

不
可

欠
で

あ
る

。
　

被
災

地
視

察
か

ら
得

た
課

題
、

特
に

本
区

の
よ

う
な

都
市

エ
リ

ア
で

の
課

題
や

改
善

対
策

に
つ

い
て

は
今

後
も

随
時

行
っ

て
い

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。

全
体

評
価

3
.5

反
映

結
果

4
達

成
度

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

3
.5

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

※
R4
ま
で
は
「
震
災
に
対
す
る
防
災
力
向
上
事
業
（
防
災
訓
練
・
防
災

計
画
）
」
と
「
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
水
害
対
策
」
の
そ
れ
ぞ
れ
別
事
業

と
し
て
評
価

評
価

中
止
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

6
3
%

1
0
0
%

8
3
%

や
や

遅
れ

て
い

る

8
6

6

5
6

5

達
成

率
9
7
%

9
7
%

1
1
2
%

【
活

動
-
4
】

密
集

事
業

実
施

地
区

の
地

域
住

民
へ

の
チ

ラ
シ

配
布

部
数

部

1
6
,0

0
0

1
5
,5

7
0

1
5
,6

0
0

達
成

1
7
,4

1
6

達
成

達
成

率
1
5
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率
1
0
2
%

達
成

率
1
2
7
%

1
0
0
%

1
5
8
%

実
績

1
9

1
1

1
9

実
績

1
5
,4

9
8

1
5
,1

4
0

【
直

接
成

果
-
4
】

密
集

事
業

に
関

す
る

区
窓

口
・
電

話
に

よ
る

問
合

せ
件

数

件

目
標

1
5

1
1

1
2

実
績

9
2

5
0

7
3

実
績

-
4
,2

0
0

【
直

接
成

果
-
3
】

密
集

事
業

実
施

地
区

の
地

域
住

民
の

協
議

会
・
相

談
会

へ
の

出
席

者
数

人

目
標

9
0

9
6

6
0

5
2
%

1
2
2
%

4

【
活

動
-
2
】

不
燃

化
特

区
制

度
・
不

燃
化

促
進

事
業

の
地

域
住

民
等

へ
の

チ
ラ

シ
配

布
部

数

部
実

績
8
4
,4

0
2

目
標

目
標

8
4
,8

1
2

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
３

】
密

集
事

業
に

よ
る

建
築

物
の

除
却

に
か

か
る

契
約

件
数

件

達
成

率

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

不
燃

化
特

区
制

度
・
不

燃
化

促
進

事
業

に
関

す
る

区
窓

口
・
電

話
に

よ
る

問
合

せ
件

数

件

-
目

標
目

標

目
標

6
8
%

5
6
%

8
4
,2

9
9

8
4
,8

2
8

目
標

4
6

5
4

5
4

達
成

8
6
%

8
8
%

6
3
%

【
活

動
-
3
】

密
集

事
業

実
施

地
区

の
地

域
住

民
へ

の
協

議
会

等
の

回
数

回

目
標

4
6

4

達
成

達
成

率
1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

達
成

率
-

実
績

6
6

6
,2

0
0

6
,2

0
0

7
7
%

7
1
%

6
9
%

8
4
,6

3
6

8
4
,8

7
2

実
績

2
4
0

2
3
8

2
3
4

9
9
%

3
,5

0
0

実
績

や
や

遅
れ

て
い

る

【
中

間
成

果
-
２

】
不

燃
化

建
替

え
等

に
か

か
る

不
燃

化
促

進
事

業
の

助
成

件
数

件

7
8

8

6
7

5

達
成

率

や
や

遅
れ

て
い

る

や
や

遅
れ

て
い

る

目
標

【
最

終
成

果
】

重
点

的
に

取
組

む
密

集
市

街
地

の
不

燃
領

域
率

3
4
0

6
6

達
成

率
6
2
%

1
2
2
%

8
6
%

達
成

率
9
8
%

9
6
%

1
0
7
%

達
成

率

％

6
7

実
績

2
1

4
4

3
1

実
績

4
5

5
2

5
8

件

3
1
2

3
3
4

R
6

【
中

間
成

果
-
１

】
老

朽
建

築
物

等
の

除
却

に
か

か
る

不
燃

化
特

区
助

成
の

助
成

件
数

6
年

度

【
活

動
-
1
】

不
燃

化
特

区
制

度
・
不

燃
化

促
進

事
業

の
地

域
住

民
等

へ
の

事
業

説
明

回
数

回

目
標

3
4

3
6

3
6

や
や

順
調

【
直

接
成

果
-
1
】

不
燃

化
特

区
制

度
・
不

燃
化

促
進

事
業

の
解

体
・
建

替
え

相
談

会
の

参
加

者
数

組

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

人
件

費
(b

)
1
6
2
,
5
8
2

【
事

業
の

概
要

】
１

 不
燃

化
特

区
制

度
・
不

燃
化

促
進

事
業

に
つ

い
て

地
域

住
民

や
関

係
団

体
へ

事
業

説
明

を
行

う
と

共
に

チ
ラ

シ
を

配
布

す
る

（
不

燃
化

　
特

区
制

度
・
不

燃
化

促
進

事
業

）
。

【
活

動
－

１
】

【
活

動
－

２
】

　
※

事
業

説
明

回
数

の
目

標
値

は
、

区
域

内
の

町
自

連
（
1
0
）
＋

区
内

団
体

（
8
）
＋

解
体

・
建

替
え

相
談

会
（
1
6
）
の

合
計

。
チ

ラ
シ

配
布

の
目

標
値

は
、

過
去

の
実

績
値

に
よ

る
。

２
 密

集
事

業
（
西

新
井

駅
西

口
周

辺
地

区
・
千

住
西

地
区

）
の

協
議

会
及

び
相

談
会

を
実

施
す

る
と

共
に

チ
ラ

シ
を

配
布

す
る

（
密

集
市

街
地

整
備

事
業

）
。

【
活

動
－

３
】
【
活

動
－

4
】

　
※

協
議

会
等

回
数

の
目

標
値

は
、

協
議

会
を

両
地

区
共

に
 2

回
／

年
。

チ
ラ

シ
配

布
の

目
標

値
は

、
過

去
の

実
績

値
に

よ
る

。

１
　

不
燃

化
特

区
制

度
・
不

燃
化

促
進

事
業

の
解

体
・
建

替
え

相
談

会
の

参
加

者
や

区
窓

口
・

電
話

の
問

合
せ

が
増

え
る

。
【
直

接
成

果
－

１
※

①
】
【
直

接
成

果
－

２
※

②
】
　

※
①

目
標

値
は

、
チ

ラ
シ

配
布

対
象

数
約

4
0
,0

0
0
件

、
相

談
会

対
応

可
能

数
最

大
1
2
8
組

を
踏

ま
え

、
過

去
の

実
績

に
助

成
額

拡
充

に
よ

る
割

増
し

を
見

込
ん

で
算

出
。

な
お

、
相

談
会

は
平

日
に

区
役

所
に

来
庁

で
き

な
い

方
へ

の
対

応
と

し
て

実
施

。
※

②
目

標
値

は
チ

ラ
シ

配
布

対
象

数
等

も
勘

案
の

う
え

、
見

込
み

で
算

出
し

た
件

数
。

今
後

実
績

を
調

査
し

、
必

要
に

応
じ

て
見

直
す

。
２

　
密

集
事

業
の

協
議

会
や

相
談

会
へ

の
出

席
者

や
区

窓
口

・
電

話
の

問
合

せ
が

増
え

る
。

【
直

接
成

果
-
３

※
③

】
【
直

接
成

果
－

４
※

④
】

※
③

目
標

値
は

、
協

議
会

は
平

均
出

席
割

合
（
西

新
井

駅
西

口
周

辺
地

区
約

1
9
/
2
4
名

（
約

7
9
％

）
、

千
住

西
地

区
約

1
0
/
5
1
名

（
約

2
0
％

）
）
。

／
※

④
目

標
値

は
チ

ラ
シ

配
布

対
象

数
約

1
5
,1

4
0
部

や
実

績
か

ら
算

出
。

１
　

不
燃

化
特

区
制

度
の

助
成

件
数

増
に

つ
な

が
り

、
不

燃
化

特
区

  
  
 内

の
燃

え
や

す
い

老
朽

建
築

物
等

が
減

少
す

る
。

【
中

間
成

果
－

  
  
 １

】
２

　
不

燃
化

促
進

事
業

の
助

成
件

数
増

に
つ

な
が

り
、

不
燃

化
促

進
  
  
 実

施
地

区
の

燃
え

や
す

い
建

築
物

等
が

減
少

す
る

。
【
中

間
成

果
　

　
－

２
】

３
　

密
集

事
業

の
契

約
件

数
増

に
つ

な
が

り
、

不
燃

化
特

区
内

の
燃

　
　

え
や

す
い

老
朽

建
築

物
等

が
減

少
す

る
。

【
中

間
成

果
－

３
】

・
　

市
街

地
の

焼
失

率
が

ほ
ぼ

0
 ＝

不
燃

領
域

率
7
0
％

に
近

づ
く

※
指

標
に

記
載

の
「
重

点
的

に
取

組
む

密
集

市
街

地
」
と

は
「
不

燃
化

特
区

指
定

地
域

」
の

こ
と

で
あ

り
、

そ
の

中
に

は
密

集
事

業
実

施
地

区
も

含
ま

れ
る

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

5
4
2
,
5
0
6

4
2
9
,
0
1
2

4
4
4
,
0
6
6

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
不

燃
化

特
区

制
度

及
び

密
 集

事
業

以
外

に
よ

る
建

築
物

 の
解

体
・
建

替
え

内
訳

事
業

費
(a

)
1
,
1
0
7
,
0
8
5

1
,
1
1
1
,
0
8
7

1
,
2
1
3
,
9
7
4

・
地

域
住

民
等

の
都

合
・
意

向
、

 天
候

、
感

染
症

の
影

響
に

よ
る

 相
談

会
や

協
議

会
等

の
中

止

・
協

力
者

、
申

請
者

の
意

向
・
社

会
経

済
状

況
・
補

助
金

額

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

総
事

業
費

(a
+
b)

1
,
2
6
9
,
6
6
7

1
,
2
8
2
,
6
3
1

1
,
4
0
0
,
0
9
6

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

1
7
1
,
5
4
4

1
8
6
,
1
2
2

都
市

防
災

不
燃

化
促

進
事

業
3
0
,0

6
0

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
密

集
市

街
地

整
備

事
業

、
都

市
防

災
不

燃
化

促
進

事
業

、
細

街
路

整
備

事
業

主
な

内
容

細
街

路
整

備
事

業
2
9
7
,7

2
8

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

①
不

燃
化

特
区

老
朽

建
築

物
除

却
助

成
等

に
よ

る
支

援
②

密
集

事
業

地
区

内
（
２

地
区

）
の

老
朽

建
築

物
の

除
却

③
密

集
事

業
地

区
内

（
２

地
区

）
の

道
路

、
公

園
等

の
公

共
施

設
整

備
④

不
燃

化
促

進
区

域
（
７

地
区

）
の

不
燃

建
築

物
助

成
等

に
よ

る
支

援
⑤

細
街

路
整

備
対

象
路

線
の

拡
幅

工
事

及
び

測
量

等
の

費
用

助
成

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
密

集
市

街
地

整
備

事
業

8
8
6
,1

8
6

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

密
集

市
街

地
に

お
い

て
、

密
集

市
街

地
整

備
事

業
に

よ
る

老
朽

建
築

物
の

除
却

及
び

公
共

施
設

の
整

備
、

不
燃

化
促

進
事

業
に

よ
る

延
焼

遮
断

帯
形

成
の

促
進

並
び

に
細

街
路

整
備

事
業

に
よ

る
避

難
路

の
整

備
等

を
行

い
、

防
災

性
の

向
上

と
住

環
境

の
改

善
を

図
る

。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

事
業

内
容

災
害

（
火

災
）
に

負
け

な
い

強
靭

な
足

立
区

の
実

現

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ま
ち

再
掲

重
点

目
標

⑨
災

害
に

強
い

ま
ち

を
つ

く
る

重
点

項
目

防
災

対
策

の
強

化
記

入
所

属

事
業

名
№

2
5
「
燃

え
に

く
い

ま
ち

づ
く
り

の
推

進
」

協
働 ・

協
創

建
築

室
、

生
活

環
境

保
全

課
、

道
路

維
持

課
、

パ
ー

ク
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

推
進

課
、

道
路

整
備

課
1
1
.
5

都
市

建
設

部
建

築
室

建
築

防
災

課
  

不
燃

化
推

進
係

、
密

集
第

一
係

、
密

集
第

二
係

、
細

街
路

係
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

【
参
考
】

密
集
事
業
で
は
、
老
朽
建
築
物

の
除
却
以
外
に
も
道
路
拡
幅
や

公
園
等
の
公
共
施
設
整
備
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
防
災
性
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
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【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

3
.5R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

　
不

燃
化

領
域

率
向

上
に

向
け

た
継

続
的

な
取

組
は

堅
実

で
あ

り
、

提
言

へ
の

対
応

や
未

解
決

課
題

に
対

す
る

検
討

・
協

議
が

進
め

ら
れ

て
い

る
点

で
は

一
定

の
評

価
が

で
き

る
。

　
①

広
報

面
で

は
、

冊
子

や
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
、

ま
ち

づ
く
り

新
聞

、
A

-
F
e
st

aで
の

事
業

紹
介

な
ど

、
区

民
向

け
の

情
報

発
信

に
一

定
の

成
果

が
見

ら
れ

る
。

た
だ

し
、

「
足

立
区

＝
木

密
地

域
」
と

の
イ

メ
ー

ジ
が

残
る

中
、

整
備

状
況

の
進

展
を

よ
り

区
外

に
も

発
信

す
べ

き
で

あ
り

、
「
ワ

ケ
あ

り
区

 足
立

区
」
な

ど
の

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

と
の

連
携

を
図

る
な

ど
、

対
外

的
な

広
報

強
化

が
望

ま
れ

る
。

　
②

相
談

対
応

で
は

、
個

別
事

情
へ

の
配

慮
は

あ
る

が
、

参
加

者
の

不
安

や
困

り
ご

と
の

傾
向

を
定

量
的

に
把

握
す

る
姿

勢
が

弱
く
、

相
談

現
場

の
声

を
施

策
に

反
映

す
る

工
夫

が
求

め
ら

れ
る

。
F
A

Q
の

掲
載

な
ど

も
見

直
し

を
行

い
、

他
区

の
好

事
例

を
取

り
入

れ
る

な
ど

、
柔

軟
な

改
善

を
進

め
て

ほ
し

い
。

　
福

祉
分

野
と

の
連

携
も

、
受

動
的

な
対

応
が

中
心

で
あ

り
、

提
言

を
受

け
た

う
え

で
の

新
た

な
取

組
は

乏
し

い
印

象
を

受
け

た
。

個
別

対
応

が
難

し
い

点
も

理
解

す
る

が
、

そ
れ

を
言

い
訳

に
せ

ず
、

お
部

屋
さ

が
し

サ
ポ

ー
ト

事
業

に
と

ど
ま

ら
な

い
、

困
り

ご
と

を
抱

え
る

住
民

の
実

態
把

握
か

ら
草

の
根

的
な

支
援

に
結

び
つ

け
る

細
や

か
な

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
。

　
更

地
の

土
地

活
用

や
町

会
・
自

治
会

と
の

関
係

構
築

で
は

、
活

性
化

を
所

管
す

る
部

門
と

連
携

し
、

従
来

の
枠

組
み

を
超

え
た

新
た

な
発

想
や

取
組

の
展

開
に

期
待

し
た

い
。

地
域

課
題

の
解

決
や

ま
ち

づ
く
り

に
資

す
る

活
用

が
進

む
よ

う
、

柔
軟

な
対

応
を

望
む

。
　

全
体

と
し

て
は

、
密

集
事

業
期

間
の

延
伸

な
ど

堅
実

な
取

組
が

継
続

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
前

年
度

か
ら

の
大

き
な

進
展

や
工

夫
は

や
や

乏
し

く
、

改
善

の
余

地
が

残
る

。
今

後
は

、
物

価
や

建
設

費
の

高
騰

が
恒

常
的

な
傾

向
で

あ
る

こ
と

を
前

提
に

、
金

銭
支

援
だ

け
で

な
く
、

相
談

者
に

寄
り

添
っ

た
柔

軟
な

支
援

の
模

索
を

期
待

す
る

。

　
活

動
お

よ
び

直
接

成
果

に
つ

い
て

は
、

達
成

率
が

高
く
、

着
実

に
成

果
が

あ
が

っ
て

い
る

点
が

評
価

で
き

る
。

不
燃

領
域

率
に

つ
い

て
も

7
0
％

到
達

が
視

野
に

入
り

、
前

年
よ

り
数

値
が

確
実

に
上

昇
し

て
お

り
、

地
道

な
取

組
の

積
み

重
ね

が
反

映
さ

れ
て

い
る

。
　

一
方

で
、

中
間

成
果

に
つ

い
て

は
達

成
率

が
や

や
低

く
、

最
終

成
果

と
の

整
合

性
や

指
標

の
妥

当
性

に
つ

い
て

再
検

討
の

余
地

が
あ

る
。

中
間

成
果

が
未

達
と

な
っ

た
要

因
と

し
て

は
、

建
設

費
の

高
騰

に
よ

る
住

民
の

負
担

増
や

協
力

者
側

の
事

情
な

ど
、

外
的

要
因

が
挙

げ
ら

れ
て

い
る

が
、

そ
れ

に
対

し
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
で

打
て

る
手

立
て

を
模

索
し

、
成

果
達

成
に

向
け

た
努

力
を

継
続

す
る

姿
勢

が
求

め
ら

れ
る

。
特

に
「
建

設
費

高
騰

に
よ

っ
て

伸
び

悩
ん

だ
」
と

い
う

理
由

に
と

ど
ま

ら
ず

、
も

う
一

歩
踏

み
込

ん
だ

課
題

の
構

造
的

な
分

析
が

必
要

で
あ

り
、

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

を
意

識
し

た
改

善
に

つ
な

げ
る

べ
き

で
あ

る
。

　
指

標
に

は
反

映
さ

れ
て

い
な

い
も

の
の

、
プ

チ
テ

ラ
ス

の
整

備
や

地
域

で
の

創
意

工
夫

を
こ

ら
し

た
活

用
な

ど
、

定
量

評
価

が
難

し
い

部
分

に
お

い
て

も
着

実
な

取
り

組
み

が
見

ら
れ

、
こ

う
し

た
地

道
な

工
夫

は
高

く
評

価
で

き
る

。
た

だ
し

、
成

果
の

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
が

単
な

る
事

実
の

列
挙

に
留

ま
っ

て
お

り
、

実
効

的
な

分
析

に
は

至
っ

て
い

な
い

点
は

課
題

で
あ

る
。

特
に

、
中

間
成

果
が

未
達

で
あ

る
一

方
、

最
終

成
果

が
順

調
に

進
ん

で
い

る
状

況
は

、
指

標
の

設
計

に
根

本
的

な
ず

れ
が

あ
る

可
能

性
も

考
え

ら
れ

る
。

仮
に

他
の

助
成

制
度

と
の

連
携

が
前

提
と

な
っ

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

、
そ

れ
を

踏
ま

え
た

指
標

の
設

計
や

所
管

と
の

連
携

を
意

識
し

た
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
の

強
化

が
求

め
ら

れ
る

。
現

状
の

指
標

や
数

値
の

見
直

し
に

あ
た

っ
て

は
、

形
式

的
な

評
価

に
と

ど
ま

ら
ず

、
「
な

ぜ
こ

の
指

標
か

」
「
な

ぜ
達

成
で

き
な

い
の

か
」
と

い
っ

た
根

本
的

な
視

点
か

ら
の

検
証

が
必

要
で

あ
り

、
そ

う
し

た
感

度
を

も
っ

て
評

価
と

改
善

に
臨

む
こ

と
が

今
後

の
課

題
で

あ
る

。

　
西

新
井

駅
西

口
周

辺
地

区
は

、
本

年
度

で
密

集
事

業
の

最
終

年
を

迎
え

る
も

の
の

、
不

燃
化

領
域

率
は

約
5
8
.1

％
と

依
然

と
し

て
数

値
面

で
の

課
題

が
残

っ
て

い
る

。
現

在
、

事
業

の
延

伸
に

つ
い

て
東

京
都

と
協

議
中

と
の

こ
と

で
、

継
続

的
な

取
り

組
み

が
実

現
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
し

た
い

。
ま

た
、

全
体

と
し

て
不

燃
化

領
域

率
7
0
％

の
達

成
後

も
、

7
0
％

未
満

の
地

区
で

は
引

き
続

き
不

燃
化

の
推

進
を

図
る

方
針

と
の

こ
と

で
あ

る
が

、
こ

れ
ら

の
地

区
は

そ
も

そ
も

様
々

な
理

由
に

よ
り

不
燃

化
が

進
み

に
く
い

特
性

を
持

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
た

め
、

従
来

の
延

長
で

は
な

く
、

よ
り

踏
み

込
ん

だ
促

進
策

を
講

じ
る

必
要

が
あ

る
。

　
実

際
に

、
不

燃
化

領
域

率
の

推
移

を
み

る
と

、
過

去
1
0
年

間
で

進
捗

は
ほ

ぼ
横

ば
い

と
な

っ
て

お
り

、
現

在
の

施
策

を
継

続
す

れ
ば

自
然

と
目

標
に

達
す

る
と

い
う

前
提

が
、

施
策

の
改

善
意

識
を

希
薄

に
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
。

　
③

現
状

の
評

価
指

標
体

系
に

つ
い

て
は

、
ロ

ジ
ッ

ク
ツ

リ
ー

が
明

確
に

構
築

さ
れ

て
お

ら
ず

、
特

に
中

間
成

果
と

最
終

成
果

の
連

動
性

や
、

不
燃

化
促

進
と

密
集

事
業

の
整

合
性

な
ど

、
論

理
構

造
が

不
十

分
で

あ
る

点
が

課
題

だ
。

こ
う

し
た

根
本

的
な

整
合

性
の

欠
如

は
ヒ

ア
リ

ン
グ

で
も

指
摘

さ
れ

て
お

り
、

早
急

な
見

直
し

が
望

ま
れ

る
。

　
助

成
継

続
や

補
助

額
拡

大
と

い
っ

た
措

置
は

定
型

的
な

対
応

で
あ

り
、

そ
れ

だ
け

に
頼

る
の

で
は

な
く
、

よ
り

本
質

的
な

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

の
特

定
と

分
析

、
そ

れ
に

基
づ

く
対

策
の

提
示

が
必

要
で

あ
る

。
た

と
え

ば
調

書
で

は
「
令

和
6
年

度
か

ら
新

た
に

導
入

し
た

2
地

区
に

お
け

る
助

成
実

績
を

期
待

」
と

さ
れ

て
い

る
が

、
新

規
導

入
地

区
の

具
体

的
課

題
や

、
そ

れ
に

対
す

る
対

策
の

記
述

が
な

く
、

全
体

と
し

て
受

動
的

な
印

象
を

拭
え

な
い

。
　

今
後

は
、

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

鈍
化

を
踏

ま
え

、
よ

り
戦

略
的

・
実

践
的

な
対

応
策

を
構

築
し

、
ロ

ジ
ッ

ク
の

整
合

性
を

確
保

し
つ

つ
、

明
確

な
成

果
の

創
出

に
向

け
取

り
組

ん
で

欲
し

い
。

全
体

評
価

2
.5

反
映

結
果

2
達

成
度

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

2
.5R
6

2
.5

庁
内

評
価

結
果

4
4

3
.5

3

区
民

評
価

結
果

4

3
.5

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
密

集
事

業
の

協
議

会
・
相

談
会

を
対

面
・
書

面
の

同
時

開
催

と
し

た
こ

と
で

、
出

席
者

数
の

増
に

つ
な

げ
た

点
を

評
価

す
る

一
方

、
密

集
事

業
に

よ
る

建
築

物
の

除
却

契
約

件
数

が
目

標
値

に
達

し
な

か
っ

た
こ

と
は

残
念

で
あ

る
。

密
集

事
業

に
限

ら
ず

、
不

燃
化

特
区

助
成

や
不

燃
化

促
進

事
業

も
含

め
、

令
和

7
年

度
は

事
業

の
大

き
な

節
目

の
年

で
あ

る
た

め
、

除
却

や
建

替
え

等
を

増
や

す
べ

く
、

現
状

で
実

施
し

て
い

る
P

R
方

法
以

外
に

も
何

か
手

を
打

て
る

こ
と

が
な

い
か

、
今

一
度

見
直

し
を

行
わ

れ
た

い
。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
重

点
的

に
取

組
む

密
集

市
街

地
の

不
燃

領
域

率
7
0
％

の
達

成
に

は
ま

だ
複

数
年

か
か

る
見

通
し

の
た

め
、

不
燃

化
特

区
の

指
定

継
続

に
向

け
て

東
京

都
と

粘
り

強
く
協

議
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、
対

象
地

域
内

で
の

制
度

周
知

に
留

ま
ら

ず
、

区
内

外
へ

の
P

R
も

含
め

て
、

他
自

治
体

に
比

べ
て

先
進

的
に

取
り

組
め

て
い

る
好

事
例

が
あ

れ
ば

積
極

的
な

情
報

発
信

を
検

討
し

て
み

て
は

ど
う

か
。

3
①

対
外

的
な

広
報

強
化

は
本

事
業

の
成

果
に

直
接

繋
が

ら
な

い
が

、
区

民
満

足
度

の
向

上
や

足
立

区
へ

の
人

口
流

入
な

ど
区

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

に
よ

る
様

々
な

効
果

が
期

待
で

き
る

こ
と

か
ら

、
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
課

と
協

議
し

て
い

く
。

②
相

談
者

の
不

安
や

困
り

ご
と

に
応

じ
た

対
策

に
つ

い
て

は
、

過
去

の
相

談
事

例
も

踏
ま

え
適

宜
弁

護
士

等
の

専
門

家
に

繋
ぐ

よ
う

に
し

て
い

る
が

、
今

後
の

施
策

に
活

か
す

た
め

に
相

談
内

容
を

定
量

的
に

整
理

す
る

と
と

も
に

、
他

区
の

好
事

例
に

つ
い

て
も

研
究

し
て

い
く
。

本
事

業
は

国
や

都
の

施
策

と
連

動
し

て
い

る
た

め
、

相
談

者
の

声
を

施
策

に
反

映
さ

せ
る

た
め

に
は

一
定

の
制

限
が

あ
る

が
、

令
和

8
年

度
か

ら
は

高
齢

者
世

帯
に

対
す

る
建

替
助

成
費

の
上

乗
せ

が
開

始
さ

れ
る

予
定

と
な

っ
た

。
今

後
も

よ
り

細
や

か
で

現
場

に
応

じ
た

施
策

が
展

開
で

き
る

よ
う

適
宜

、
都

と
協

議
を

行
っ

て
い

く
。

事
業

案
内

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

は
、

F
A

Q
の

内
容

を
は

じ
め

よ
り

見
や

す
く
分

か
り

や
す

い
内

容
と

な
る

よ
う

に
、

随
時

見
直

し
を

図
っ

て
い

く
。

③
現

在
の

ロ
ジ

ッ
ク

ツ
リ

ー
は

、
「
事

業
説

明
会

や
チ

ラ
シ

配
布

な
ど

の
広

報
活

動
に

よ
り

個
別

の
相

談
が

増
え

、
丁

寧
な

相
談

対
応

を
す

る
こ

と
で

助
成

制
度

の
活

用
や

事
業

協
力

へ
と

繋
が

り
、

不
燃

領
域

率
が

向
上

す
る

」
と

い
う

も
の

で
あ

る
。

ま
た

、
影

響
要

因
に

記
載

し
た

事
項

を
は

じ
め

、
区

で
は

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

な
い

様
々

な
要

因
が

あ
る

こ
と

が
前

提
と

な
っ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
活

動
指

標
が

達
成

さ
れ

て
い

て
も

、
中

間
成

果
や

最
終

成
果

が
達

成
す

る
場

合
や

、
逆

に
達

成
さ

れ
な

い
場

合
も

あ
り

、
論

理
構

成
は

問
題

な
い

と
考

え
て

い
る

。
一

方
、

最
終

成
果

と
連

動
し

な
い

中
間

成
果

指
標

（
重

点
的

に
取

組
む

密
集

市
街

地
以

外
の

不
燃

化
促

進
事

業
の

助
成

件
数

）
や

、
最

終
成

果
へ

の
影

響
が

少
な

い
密

集
事

業
の

契
約

件
数

の
扱

い
に

つ
い

て
は

見
直

し
を

図
り

、
よ

り
正

確
な

指
標

設
定

に
あ

ら
た

め
る

。
本

事
業

は
、

助
成

制
度

等
に

よ
る

老
朽

建
築

物
の

解
体

の
後

押
し

が
軸

と
な

っ
て

お
り

、
助

成
額

や
対

象
の

拡
充

が
成

果
に

表
れ

る
と

認
識

し
て

い
る

。
令

和
8
年

度
以

降
の

西
新

井
駅

西
口

周
辺

地
区

の
密

集
事

業
及

び
不

燃
化

特
区

制
度

の
延

伸
な

ど
事

業
継

続
に

よ
る

改
善

を
図

る
ほ

か
、

令
和

8
年

度
か

ら
は

高
齢

者
世

帯
に

対
す

る
建

替
助

成
費

の
上

乗
せ

が
開

始
さ

れ
る

見
込

み
で

あ
る

。
一

方
で

、
今

後
も

個
別

相
談

等
を

通
し

て
事

業
の

本
質

的
な

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

や
改

善
点

を
見

つ
け

、
適

宜
都

や
関

係
所

管
と

連
携

し
て

解
決

を
図

っ
て

い
く
。

ま
た

、
目

標
達

成
へ

の
寄

与
が

期
待

で
き

る
P

R
活

動
を

強
化

す
る

た
め

、
空

き
家

対
策

部
署

と
の

連
携

や
地

域
住

民
か

ら
寄

せ
ら

れ
る

情
報

な
ど

も
参

考
に

直
接

権
利

者
へ

働
き

か
け

る
な

ど
、

事
業

協
力

が
期

待
で

き
る

権
利

者
を

中
心

に
攻

め
の

姿
勢

で
事

業
を

推
進

し
て

い
く
。

令
和

6
年

度
か

ら
1
5
年

度
ま

で
の

事
業

期
間

で
不

燃
化

促
進

事
業

を
新

規
導

入
し

た
２

地
区

（
補

助
2
6
1
号

線
伊

興
・
西

伊
興

地
区

及
び

補
助

1
0
9
号

線
神

明
・
北

加
平

地
区

）
は

、
工

事
費

の
負

担
が

大
き

い
こ

と
か

ら
申

請
に

繋
が

っ
て

い
な

い
と

考
え

る
。

国
の

補
助

金
が

令
和

7
年

度
よ

り
約

３
割

増
額

さ
れ

た
こ

と
を

受
け

、
区

に
お

い
て

も
令

和
７

年
１

０
月

よ
り

助
成

金
を

増
額

し
た

。
今

後
、

こ
れ

を
Ｐ

Ｒ
す

る
と

共
に

関
係

権
利

者
へ

の
事

業
Ｐ

Ｒ
に

力
を

入
れ

て
い

く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

①
区

内
外

へ
の

情
報

発
信

【
一

部
実

施
済

】
密

集
事

業
完

了
地

区
の

成
果

等
を

ま
と

め
た

冊
子

や
事

業
の

取
組

状
況

に
つ

い
て

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
発

信
し

て
い

る
ほ

か
、

A
-
F
e
st

aで
事

業
P

R
を

実
施

し
て

い
る

。
更

な
る

情
報

発
信

は
検

討
中

。
②

相
談

会
参

加
者

の
不

安
要

因
【
実

施
済

】
相

談
会

に
て

不
安

要
因

に
応

じ
た

助
言

や
情

報
提

供
を

す
る

と
と

も
に

、
不

燃
化

特
区

制
度

に
よ

る
弁

護
士

等
の

専
門

家
派

遣
制

度
を

活
用

し
た

対
応

を
し

て
い

る
。

③
助

成
金

額
及

び
個

別
事

情
に

則
し

た
対

応
【
検

討
中

】
建

設
費

等
の

高
騰

に
つ

い
て

は
認

識
し

て
い

る
が

、
不

燃
化

特
区

助
成

は
東

京
都

の
補

助
を

受
け

て
い

る
た

め
、

助
成

金
額

の
設

定
に

は
一

定
の

上
限

額
が

あ
る

。
個

別
の

事
情

に
即

し
た

ど
の

よ
う

な
対

応
が

可
能

か
に

つ
い

て
は

、
令

和
８

年
度

以
降

の
事

業
継

続
と

と
も

に
東

京
都

と
協

議
し

て
い

く
。

④
福

祉
と

の
連

携
等

【
検

討
中

】
老

朽
建

築
物

に
お

住
い

の
高

齢
者

等
に

対
し

て
は

、
お

部
屋

さ
が

し
サ

ポ
ー

ト
事

業
の

活
用

に
つ

い
て

も
可

能
性

を
検

討
し

、
老

朽
建

築
物

の
減

少
に

努
め

て
い

く
。

⑤
更

地
の

活
用

及
び

町
会

等
と

の
関

係
性

構
築

【
一

部
実

施
済

】
不

燃
化

特
区

制
度

で
は

跡
地

を
更

地
と

し
て

維
持

管
理

す
る

こ
と

で
固

定
資

産
税

等
が

５
年

間
減

免
さ

れ
る

た
め

、
更

地
の

他
用

途
へ

の
活

用
は

難
し

い
が

、
プ

チ
テ

ラ
ス

に
適

し
た

用
地

の
情

報
取

得
や

活
用

に
関

す
る

意
見

交
換

が
で

き
る

よ
う

、
町

会
等

と
の

良
好

な
関

係
を

継
続

し
て

い
く
。

⑥
密

集
事

業
期

間
の

延
伸

及
び

税
負

担
【
一

部
実

施
済

】
延

伸
に

つ
い

て
東

京
都

と
協

議
し

て
い

る
。

ま
た

、
事

業
に

係
る

税
制

面
の

負
担

軽
減

の
施

策
と

し
て

、
税

控
除

に
関

す
る

協
議

を
税

務
署

と
行

い
、

事
業

協
力

者
の

負
担

軽
減

を
図

っ
て

い
る

。

【
不

燃
化

特
区

制
度

・
不

燃
化

促
進

事
業

】
解

体
・
建

替
え

相
談

会
の

参
加

者
数

は
、

例
年

に
比

べ
て

増
え

た
（
直

接
成

果
-
1
）
。

一
方

、
解

体
助

成
件

数
は

、
令

和
５

年
度

か
ら

助
成

内
容

の
拡

充
を

図
っ

て
い

る
が

、
大

き
な

成
果

に
は

繋
が

ら
な

か
っ

た
（
中

間
成

果
-
1
、

2
）
。

不
燃

化
促

進
事

業
に

つ
い

て
は

、
令

和
６

年
度

に
新

た
に

導
入

し
た

２
地

区
で

は
、

申
請

1
件

で
、

工
事

完
了

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
全

般
的

に
建

設
工

事
は

建
主

の
負

担
が

大
き

い
上

、
最

近
の

建
設

工
事

費
の

高
騰

な
ど

か
ら

伸
び

悩
ん

だ
と

考
え

ら
れ

る
。

【
密

集
事

業
】

対
面

で
の

協
議

会
開

催
が

委
員

の
負

担
に

な
ら

な
い

よ
う

に
、

対
面

と
書

面
で

の
同

時
開

催
と

し
た

た
め

出
席

者
数

が
増

加
し

た
（
直

接
成

果
-
3
）
。

西
新

井
駅

西
口

周
辺

地
区

の
事

業
期

間
が

令
和

７
年

度
ま

で
で

あ
る

た
め

、
事

業
の

問
い

合
わ

せ
件

数
が

増
加

し
た

（
直

接
成

果
-
4
）
。

電
話

や
窓

口
へ

寄
せ

ら
れ

る
相

談
・
問

合
せ

等
を

契
機

に
打

合
せ

を
重

ね
、

調
整

を
す

す
め

て
い

た
が

、
地

権
者

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

変
更

さ
れ

た
た

め
、

契
約

件
数

が
減

少
し

た
（
中

間
成

果
-
3
）
。

【
最

終
成

果
（
不

燃
領

域
率

）
】

中
間

成
果

に
係

る
助

成
件

数
等

は
約

2
4
0
件

で
推

移
し

て
お

り
、

目
標

に
は

達
し

て
い

な
い

も
の

の
、

助
成

制
度

を
活

用
し

て
い

な
い

解
体

・
建

替
え

も
あ

る
た

め
、

不
燃

領
域

率
は

年
約

１
％

ず
つ

着
実

に
上

昇
し

て
い

る
。

【
不

燃
化

特
区

制
度

・
不

燃
化

促
進

事
業

】
（
短

期
）
不

燃
化

特
区

制
度

は
、

令
和

７
年

度
の

事
業

期
間

終
了

及
び

令
和

５
年

度
か

ら
の

助
成

拡
充

に
つ

い
て

関
係

権
利

者
へ

の
周

知
活

動
に

力
を

入
れ

、
駆

け
込

み
需

要
を

取
り

込
む

。
不

燃
化

促
進

事
業

に
つ

い
て

は
、

令
和

６
年

度
か

ら
新

た
に

事
業

導
入

し
た

２
地

区
の

助
成

実
績

を
期

待
し

て
い

る
。

（
中

長
期

）
東

京
都

に
て

防
災

都
市

づ
く
り

推
進

計
画

の
基

本
方

針
の

改
定

を
令

和
６

年
度

末
に

公
表

し
、

不
燃

化
特

区
制

度
の

令
和

８
年

度
か

ら
５

年
間

の
延

伸
を

決
定

し
た

。
今

後
、

不
燃

化
特

区
の

指
定

継
続

及
び

助
成

額
の

拡
充

を
東

京
都

へ
強

く
要

望
し

、
令

和
１

２
年

度
ま

で
に

不
燃

領
域

率
７

０
％

以
上

を
目

指
す

。
不

燃
化

促
進

事
業

で
は

、
令

和
８

年
度

に
新

た
に

１
地

区
の

事
業

導
入

を
予

定
し

て
い

る
。

【
密

集
事

業
】

（
短

期
）
令

和
７

年
度

か
ら

、
西

新
井

駅
西

口
周

辺
地

区
、

千
住

西
地

区
に

加
え

、
柳

原
一

・
二

丁
目

地
区

に
お

い
て

密
集

事
業

を
推

進
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

協
議

会
を

行
い

な
が

ら
地

域
住

民
と

協
働

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
、

関
係

権
利

者
や

事
業

者
等

の
協

力
を

得
な

が
ら

道
路

・
公

園
の

整
備

を
進

め
る

。
ま

た
、

西
新

井
駅

西
口

周
辺

地
区

は
事

業
期

間
が

令
和

７
年

度
ま

で
と

な
っ

て
い

る
が

、
引

き
続

き
防

災
対

策
の

強
化

が
必

要
で

あ
り

、
地

域
住

民
か

ら
の

継
続

要
望

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

事
業

延
伸

に
向

け
東

京
都

と
協

議
を

進
め

て
い

く
。

（
中

長
期

）
密

集
事

業
を

推
進

し
て

い
る

地
区

に
お

い
て

、
協

議
会

等
を

実
施

し
な

が
ら

地
域

住
民

と
の

信
頼

関
係

を
構

築
し

て
い

く
。

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

評
価

中
止

※
R4
ま
で
は
「
震
災
や
火
災
な
ど
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」
と
し
て
評
価
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【
ロ

ジ
ッ

ク
モ

デ
ル

・
指

標
の

達
成

度
】

単
位

：
千

円
■

令
和

６
年

度
事

業
費

支
出

内
訳

（
上

位
３

事
業

）

(1
)

(2
)

(3
)

年
度

目
標

実
績

達
成

率

令
和

７
年

度
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
評

価
調

書
（
令

和
６

年
度

事
業

分
）

視
点

ま
ち

再
掲

重
点

目
標

⑨
災

害
に

強
い

ま
ち

を
つ

く
る

重
点

項
目

防
災

対
策

の
強

化
記

入
所

属

事
業

名
№

2
6
「
揺

れ
に

強
い

建
物

の
促

進
」

協
働 ・

協
創

建
築

室
、

生
活

環
境

保
全

課
、

東
部

・
西

部
道

路
公

園
維

持
課

、
パ

ー
ク

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
推

進
課

、
道

路
整

備
課

1
1
.
5

都
市

建
設

部
建

築
室

建
築

防
災

課
：
耐

震
化

推
進

第
一

係
、

耐
震

化
推

進
第

二
係

開
発

指
導

課
：
建

築
許

可
係

、
老

朽
家

屋
・
空

き
家

担
当

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

①
耐

震
診

断
、

耐
震

改
修

工
事

等
及

び
ブ

ロ
ッ

ク
塀

等
カ

ッ
ト

工
事

の
費

用
助

成
 ②

耐
震

化
事

業
の

説
明

会
や

相
談

会
の

実
施

 ③
危

険
な

老
朽

家
屋

（
空

き
家

を
含

む
）
所

有
者

へ
の

指
導

・
勧

告
④

老
朽

家
屋

等
解

体
工

事
の

費
用

助
成

 ⑤
無

接
道

家
屋

の
建

替
え

許
可

 ⑥
街

区
プ

ラ
ン

の
活

用
に

よ
る

許
可

 ⑦
緊

急
避

難
路

整
備

な
ど

の
費

用
助

成

①
投

入
資

源
（
イ

ン
プ

ッ
ト

）
主

な
内

容
建

築
物

耐
震

化
促

進
事

業
7
9
8
,7

5
1

千
円

⑥
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
共

通
の

成
果

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
が

伸
び

た
ら

こ
う

な
る

）

事 業 の 概 要

対
象

※
　

そ
の

他
の

場
合

記
入

Ｓ
Ｄ

Ｇ
s関

連
す

る
ゴ

ー
ル

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
対

す
る

貢
献

状
況

区
民

と
事

業
者

首
都

直
下

地
震

の
発

生
に

備
え

、
住

宅
の

耐
震

化
率

の
向

上
、

老
朽

家
屋

の
適

正
な

維
持

管
理

と
危

険
状

態
の

回
避

、
無

接
道

家
屋

の
建

替
え

更
新

へ
の

誘
導

な
ど

、
安

全
で

快
適

な
ま

ち
の

実
現

を
目

指
す

。
各

事
業

の
連

携
を

意
識

し
な

が
ら

積
極

的
に

減
災

対
策

を
推

進
す

る
。

目
的

（
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）
）

事
業

内
容

災
害

（
震

災
）
に

負
け

な
い

強
靭

な
足

立
区

の
実

現

千
円

年
度

４
年

度
５

年
度

６
年

度

対
応

す
る

予
算

事
業

名
建

築
物

耐
震

化
促

進
事

業
・
老

朽
家

屋
対

策
事

業
主

な
内

容
老

朽
家

屋
対

策
事

業
1
5
0

千
円

区
政

全
体

に
対

す
る

区
民

の
満

足
度

　
6
7
％

主
な

内
容

総
事

業
費

(a
+
b
)

3
2
8
,
7
8
7

6
1
6
,
7
9
8

9
0
1
,
2
5
9

影
響

要
因

影
響

要
因

影
響

要
因

9
0
,
2
6
2

1
0
2
,
3
5
8

内
訳

事
業

費
(a

)
2
1
6
,
7
9
7

5
2
6
,
5
3
6

7
9
8
,
9
0
1

・
協

力
者

、
申

請
者

の
意

向
・
社

会
経

済
状

況
・
補

助
金

額

・
協

力
者

、
申

請
者

の
意

向
・
社

会
経

済
状

況
・
補

助
金

額
・
不

燃
化

特
区

制
度

に
よ

る
老

朽
建

築
物

　
の

解
体

②
活

動
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）

※
区

が
行

う
直

接
の

活
動

③
直

接
成

果
（
②

の
活

動
の

直
接

的
な

結
果

）
④

中
間

成
果

（
③

の
成

果
が

伸
び

た
ら

、
ど

う
な

る
か

）
⑤

最
終

成
果

（
理

想
）

税
外

収
入

国
庫

負
担

金
・
補

助
金

4
9
,
0
0
7

6
0
,
5
0
8

1
0
8
,
2
2
6

受
益

者
負

担
金

0
0

0

・
耐

震
化

助
成

制
度

を
利

用
し

な
い

建
替

え
・
改

修
工

事

人
件

費
(b

)
1
1
1
,
9
9
0

【
事

業
の

概
要

】
・
　

耐
震

化
を

促
進

す
る

た
め

に
区

民
を

対
象

と
し

た
耐

震
説

明
会

・
個

別
相

談
会

を
開

催
す

る
（
建

築
物

耐
震

化
促

進
事

業
）
。

【
活

動
－

１
】

・
　

あ
だ

ち
広

報
及

び
公

社
ニ

ュ
ー

ス
 ト

キ
メ

キ
へ

の
掲

載
に

よ
り

、
耐

震
化

促
進

事
業

の
周

知
啓

発
を

図
る

。
【
活

動
－

２
】

・
　

区
内

全
体

調
査

に
よ

り
判

明
し

た
老

朽
家

屋
（
空

き
家

を
含

む
）
の

所
有

者
及

び
通

報
の

あ
っ

た
老

朽
家

屋
（
空

き
家

を
含

む
）
の

所
有

者
に

対
し

指
導

を
実

施
す

る
。

（
老

朽
家

屋
対

策
事

業
）
。

【
活

動
－

３
】

・
　

無
接

道
家

屋
の

建
替

え
相

談
時

に
解

消
や

建
替

え
更

新
の

可
能

性
を

検
討

す
る

（
老

朽
家

屋
対

策
事

業
）
。

【
活

動
－

４
】

・
　

民
間

関
係

団
体

と
の

協
働

に
よ

る
説

明
会

や
個

別
相

談
会

の
実

施
を

は
じ

め
、

区
イ

ベ
ン

ト
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
区

広
報

等
を

通
じ

た
啓

発
活

動
を

行
い

、
耐

震
診

断
助

成
申

請
や

ブ
ロ

ッ
ク

塀
等

の
診

断
を

行
う

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

に
繋

げ
て

い
く
。

【
活

動
－

１
】
【
活

動
－

２
】

・
　

危
険

な
老

朽
家

屋
（
空

き
家

を
含

む
）
の

所
有

者
・
管

理
者

に
は

、
継

続
的

に
状

況
確

認
を

取
り

つ
つ

、
老

朽
家

屋
等

解
体

工
事

助
成

事
業

を
活

用
を

促
し

、
危

険
な

老
朽

家
屋

の
解

体
を

進
め

て
い

く
。

　
【
活

動
－

３
】

・
　

無
接

道
家

屋
の

建
替

え
更

新
や

無
接

道
家

屋
の

解
消

。
【
活

動
－

４
】

・
　

耐
震

診
断

に
よ

り
耐

震
性

が
不

足
と

判
明

し
た

建
築

物
の

所
有

者
等

へ
工

事
助

成
制

度
の

活
用

を
勧

め
る

こ
と

に
よ

り
、

耐
震

改
修

工
事

・
解

体
工

事
の

助
成

申
請

件
数

が
増

加
す

る
。

・
　

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

に
よ

り
危

険
と

判
定

さ
れ

た
塀

等
に

対
し

、
フ

ェ
ン

ス
設

置
工

事
助

成
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

ブ
ロ

ッ
ク

塀
の

除
却

へ
の

意
欲

が
高

ま
り

、
カ

ッ
ト

工
事

助
成

申
請

件
数

が
増

加
す

る
。

・
　

老
朽

家
屋

の
所

有
者

や
管

理
者

が
建

物
の

解
体

を
行

う
こ

と
や

危
険

な
部

分
の

改
修

を
行

う
こ

と
で

、
周

囲
の

安
心

・
安

全
に

繋
が

っ
て

い
く
。

・
　

旧
耐

震
建

築
物

や
老

朽
家

屋
の

所
有

者
・
管

理
者

へ
適

正
な

維
持

管
理

手
法

を
周

知
・
指

導
 し

て
安

心
・

安
全

に
繋

が
る

※
住

宅
の

耐
震

化
率

：
5
年

度
9
3
.3

％

②
活

動
指

標
単

位
達

成
状

況
実

績
実

績
実

績
達

成
状

況
年

度
R

4
R

5
R

6
③

成
果

指
標

単
位

達
成

状
況

R
5

R
6

【
中

間
成

果
-
1
】

耐
震

改
修

・
解

体
工

事
助

成
申

請
件

数

6
年

度

【
活

動
-
1
】

耐
震

説
明

会
・
個

別
相

談
会

開
催

回
数

回

目
標

2
0

3
0

3
0

達
成

【
直

接
成

果
-
１

】
耐

震
診

断
助

成
申

請
件

数
件

⑤
成

果
指

標
単

位
最

終
目

標

年
度

R
4

R
5

R
6

年
度

R
4

④
成

果
指

標
単

位

9
3
.7

達
成

率
1
0
0
%

1
0
7
%

1
0
0
%

達
成

率
7
9
%

1
1
2
%

1
3
2
%

達
成

率

％

9
4

実
績

2
0

3
2

3
0

実
績

2
3
6

4
4
7

5
9
2

件

3
0
0

4
0
0

1
0
0
%

1
5
1

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
2
】

ブ
ロ

ッ
ク

塀
等

カ
ッ

ト
工

事
助

成
申

請
件

数
件

8
0

8
0

8
0

2
4

4
3

6
7

達
成

率

達
成

や
や

順
調

目
標

【
最

終
成

果
】

住
宅

の
耐

震
化

率

4
5
0

1
1
0

1
1
0

6
8
%

9
2
%

1
0
6
%

1
4

1
5

実
績

2
0
4

3
6
8

4
7
7

目
標

3
0
0

4
0
0

4
5
0

達
成

3
0
%

5
4
%

8
4
%

【
活

動
-
3
】

老
朽

家
屋

（
空

き
家

を
含

む
）
へ

の
指

導
文

書
等

の
通

知
件

数

件

目
標

6
0

8
0

8
0

達
成

達
成

率
1
0
0
%

1
4
3
%

1
0
7
%

達
成

率
4
2
%

実
績

8
3

8
9

1
1
0

【
活

動
-
2
】

耐
震

化
促

進
事

業
の

広
報

紙
等

へ
の

掲
載

回
数

回
実

績
4

目
標

目
標

4

実
績

達
成

【
中

間
成

果
-
3
】

老
朽

家
屋

の
危

険
解

消
件

数
件

達
成

率

達
成

【
直

接
成

果
-
2
】

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

件
数 （
ブ

ロ
ッ

ク
塀

等
）

件

1
1
0

目
標

目
標

目
標

8
7
%

1
3
7
%

2
0

1
6

実
績

3
0

0

実
績

4
6

9
6

【
直

接
成

果
-
3
】

老
朽

家
屋

等
解

体
工

事
助

成
件

数
件

目
標

1
1

1

0
%

0
%

遅
れ

て
い

る

達
成

率
1
3
8
%

1
1
1
%

1
3
8
%

達
成

率
3
0
0
%

達
成

率
1
1
3
%

8
3
%

6
5
%

実
績

2
6

1
9

1
5

実
績

5
1
3

5
4
6

【
直

接
成

果
-
4
】

無
接

道
家

屋
の

建
替

え
許

可
件

数
件

目
標

2
3

2
3

2
3

5
0
0

5
0
0

達
成

5
0
0

達
成

率
1
2
8
%

1
0
9
%

1
0
0
%

【
活

動
-
4
】

無
接

道
家

屋
の

建
替

え
相

談
件

数
件

4
0
0

1
2
2
%

1
0
9
%

2
6
2
%

達
成

4
5

4
5

4
5

5
5

4
9

1
1
8

外
的
な
要
因

大
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
要
素

大

【
直
接
成
果
－
３
：
補
足
】

老
朽
家
屋
解
等
体
助
成
件
数
は
０
件
だ
が
、
１
１
件
の
最
も
危
険
な
老
朽
家
屋
を
解

消
（
他
の
解
体
助
成
を
活
用
）
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
達
成
と
し
ま
し
た
。
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【
全

体
評

価
の

経
年

動
向

】

反
映

結
果

の
評

価

【
所

属
の

自
己

分
析

】
（
１

次
評

価
）

昨
年

度
の

反
映

結
果

に
対

す
る

取
組

状
況

達
成

状
況

を
踏

ま
え

た
課

題
分

析
今

後
の

事
業

の
予

定
（
短

期
）
・
方

向
性

（
中

・
長

期
）

【
耐

震
化

促
進

事
業

】
◇

２
３

区
で

も
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
の

助
成

額
及

び
助

成
割

合
を

設
定

し
取

組
ん

だ
結

果
、

２
３

区
最

大
の

助
成

数
と

な
っ

た
こ

と
を

大
き

く
内

外
に

ア
ピ

ー
ル

し
て

い
く
。

説
明

会
・
相

談
会

な
ど

で
【
実

施
予

定
】

◇
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
か

ら
制

度
活

用
に

つ
な

げ
て

い
く
こ

と
が

丁
寧

な
区

民
対

応
と

し
て

の
必

要
な

視
点

で
あ

る
。

通
学

路
沿

い
に

建
つ

ブ
ロ

ッ
ク

塀
所

有
者

へ
職

員
が

訪
問

し
、

ま
ず

は
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
制

度
か

ら
の

活
用

を
働

き
か

け
て

い
く
。

【
実

施
済

】
◇

耐
震

改
修

促
進

計
画

の
改

定
作

業
の

中
で

、
耐

震
化

率
の

状
況

を
見

極
め

た
う

え
で

必
要

な
効

果
検

証
を

行
い

、
拡

充
期

間
の

延
長

を
含

め
た

助
成

制
度

の
検

討
を

行
う

。
改

定
作

業
中

【
検

討
中

】
◇

ブ
ロ

ッ
ク

塀
の

危
険

性
を

訴
え

る
動

画
を

活
用

し
、

所
有

者
の

管
理

責
任

を
説

明
し

な
が

ら
、

効
果

的
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
く
。

A
フ

ェ
ス

タ
で

説
明

動
画

上
映

【
実

施
済

】
◇

耐
震

改
修

促
進

計
画

の
改

定
作

業
の

中
で

、
グ

レ
ー

ゾ
ー

ン
住

宅
の

耐
震

改
修

の
必

要
性

を
明

確
化

し
て

い
く
。

改
定

作
業

中
【
検

討
中

】
【
老

朽
家

屋
対

策
事

業
】

◇
老

朽
家

屋
等

解
体

工
事

助
成

の
助

成
額

拡
充

を
検

討
し

7
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

く
。

【
実

施
済

】
◇

区
民

の
方

へ
に

空
き

家
家

屋
の

適
正

管
理

を
依

頼
す

る
た

め
、

令
和

７
年

３
月

に
全

日
、

全
宅

と
連

携
し

た
講

演
会

の
一

部
に

お
い

て
、

講
演

を
行

っ
た

。
【
実

施
済

】
◇

今
後

は
、

講
演

会
形

式
で

は
な

く
、

所
有

者
個

人
の

実
情

に
対

応
で

き
る

よ
う

個
別

に
相

談
会

等
を

行
っ

て
い

く
。

【
検

討
中

】

【
耐

震
化

促
進

事
業

】
令

和
５

年
度

か
ら

の
大

幅
な

助
成

金
拡

充
で

、
前

年
度

よ
り

耐
震

診
断

・
耐

震
改

修
・
工

事
助

成
申

請
件

数
は

増
加

し
目

標
を

上
回

っ
た

。
相

続
登

記
の

義
務

化
に

よ
る

法
定

相
続

情
報

証
明

制
度

に
よ

り
、

困
難

事
例

と
な

り
や

す
い

法
定

相
続

人
の

整
理

が
容

易
と

な
る

が
利

用
度

は
低

く
、

今
後

は
利

用
を

推
奨

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
「
別

居
の

息
子

が
ど

う
す

る
か

決
め

る
」
、

「
独

居
で

あ
り

耐
震

化
は

考
え

て
い

な
い

」
、

「
そ

れ
ほ

ど
不

安
は

な
い

」
な

ど
、

自
分

自
身

で
決

め
ら

れ
な

い
方

や
不

安
に

感
じ

て
い

な
い

方
が

お
ら

れ
る

。
こ

れ
ら

の
方

々
の

後
押

し
を

す
る

プ
ッ

シ
ュ

型
施

策
の

展
開

に
努

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
【
老

朽
家

屋
対

策
事

業
】

(老
朽

家
屋

）
老

朽
家

屋
数

は
、

耐
震

化
促

進
事

業
や

不
燃

化
特

区
の

解
体

助
成

な
ど

を
活

用
し

て
改

善
が

図
ら

れ
て

い
る

が
、

長
期

に
わ

た
り

改
善

に
至

ら
な

い
危

険
度

の
高

い
困

難
な

物
件

が
存

在
す

る
。

要
因

と
し

て
、

所
有

者
の

相
続

問
題

や
高

齢
化

に
よ

る
意

欲
の

低
下

な
ど

問
題

が
多

岐
に

わ
た

る
た

め
、

開
発

指
導

課
だ

け
で

は
、

解
決

す
る

こ
と

が
難

し
い

場
合

が
多

い
。

関
係

所
管

や
民

間
団

体
と

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
（
無

接
道

家
屋

）
建

替
え

相
談

の
件

数
は

横
這

い
で

あ
る

が
、

現
地

調
査

依
頼

は
増

加
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

無
接

道
家

屋
の

建
替

え
を

よ
り

具
体

的
に

検
討

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
全

国
的

に
住

宅
の

着
工

件
数

が
減

少
し

た
た

め
、

許
可

件
数

は
目

標
を

下
回

っ
た

が
、

許
可

申
請

に
あ

た
っ

て
必

要
と

な
る

近
隣

権
利

者
と

の
通

路
拡

幅
の

合
意

形
成

を
申

請
者

が
行

う
こ

と
を

負
担

と
感

じ
る

こ
と

も
要

因
の

一
つ

で
あ

る
。

特
に

街
区

プ
ラ

ン
制

度
の

活
用

に
お

い
て

は
、

区
が

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
し

て
の

役
割

を
担

う
必

要
が

あ
る

。

【
耐

震
化

促
進

事
業

】
(短

期
)　

説
明

会
・
相

談
会

の
実

施
を

は
じ

め
、

区
広

報
や

公
社

ニ
ュ

ー
ス

ト
キ

メ
キ

、
S
N

S
な

ど
複

数
の

メ
デ

ィ
ア

で
助

成
制

度
を

周
知

し
啓

発
活

動
を

行
っ

て
い

く
。

ま
た

、
耐

震
診

断
ま

で
で

工
事

に
至

ら
な

か
っ

た
方

々
へ

、
令

和
７

年
度

ま
で

の
期

間
限

定
で

助
成

金
が

拡
充

さ
れ

た
こ

と
を

十
分

に
周

知
し

、
改

修
工

事
・
解

体
工

事
に

つ
な

げ
耐

震
化

を
促

す
。

（
中

長
期

）
　

旧
耐

震
基

準
の

建
築

物
所

有
者

・
管

理
者

へ
適

正
な

維
持

管
理

手
法

を
指

導
し

、
区

民
の

安
心

安
全

に
繋

げ
て

い
く
。

【
老

朽
家

屋
対

策
事

業
】

老
朽

家
屋

(短
期

)　
解

体
を

考
え

て
い

る
所

有
者

が
抱

え
る

問
題

解
決

の
た

め
、

所
有

者
の

お
か

れ
た

状
況

を
細

か
く
分

析
、

問
題

と
な

っ
て

い
る

要
因

を
把

握
し

、
福

祉
部

門
及

び
民

間
支

援
団

体
と

の
連

携
に

よ
り

、
所

有
者

の
個

々
の

事
情

に
寄

り
添

っ
た

対
応

を
行

っ
て

い
く
。

（
中

長
期

）
　

昨
年

度
行

っ
た

老
朽

家
屋

、
空

き
家

等
実

態
調

査
結

果
を

踏
ま

え
、

危
険

な
老

朽
家

屋
所

有
者

調
査

を
行

い
改

善
の

依
頼

を
行

っ
て

い
く
。

ま
た

、
将

来
危

険
な

状
態

に
な

る
可

能
性

の
あ

る
家

屋
所

有
者

へ
適

正
管

理
依

頼
の

実
施

依
頼

等
行

っ
て

い
く
。

無
接

道
家

屋
(短

期
)　

通
路

拡
幅

の
合

意
形

成
の

た
め

、
専

門
家

に
依

頼
す

る
費

用
を

申
請

者
が

負
担

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
れ

に
対

す
る

助
成

制
度

を
拡

充
し

、
無

接
道

家
屋

の
建

替
え

を
希

望
す

る
申

請
者

を
支

援
す

る
。

（
中

長
期

）
　

無
接

道
家

屋
が

密
集

し
て

い
る

区
域

に
つ

い
て

、
安

全
性

を
高

め
る

た
め

の
通

路
拡

幅
の

協
定

締
結

の
必

要
性

に
つ

い
て

の
周

知
を

行
う

。
ま

た
、

許
可

に
よ

り
建

替
え

た
家

屋
に

つ
い

て
、

建
物

と
後

退
し

た
通

路
部

分
の

適
正

な
維

持
管

理
を

指
導

す
る

こ
と

で
次

の
許

可
に

つ
な

げ
る

。

R
6

2
.5

庁
内

評
価

結
果

4
4

4
4

区
民

評
価

結
果

4

3
.5

方
向

性
R

3
R

4

反
映
結
果
・
反
映
状
況

【
昨

年
度

の
反

映
結

果
に

対
す

る
取

組
状

況
及

び
目

標
・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
】

　
ブ

ロ
ッ

ク
塀

等
カ

ッ
ト

工
事

に
つ

い
て

、
通

学
路

沿
い

に
建

つ
ブ

ロ
ッ

ク
塀

所
有

者
に

対
す

る
職

員
の

個
別

訪
問

や
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
の

実
施

等
に

よ
り

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

が
大

幅
に

増
え

た
点

や
、

助
成

申
請

件
数

が
目

標
値

に
は

達
し

て
い

な
い

も
の

の
毎

年
度

着
実

に
増

え
て

き
て

い
る

点
を

評
価

す
る

。
ま

た
、

令
和

7
年

度
は

助
成

拡
充

期
間

の
最

終
年

度
に

あ
た

る
こ

と
か

ら
、

こ
の

機
を

逃
す

こ
と

な
く

1
件

で
も

多
く
の

助
成

申
請

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
に

、
す

で
に

実
施

し
て

い
る

各
種

広
報

手
段

以
外

に
も

効
果

的
な

周
知

方
法

が
な

い
か

引
き

続
き

検
討

い
た

だ
き

た
い

。

【
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価
】

　
住

宅
の

耐
震

化
率

（
9
3
.7

％
）
は

わ
ず

か
に

目
標

値
（
9
4
％

）
に

届
か

な
か

っ
た

が
、

区
と

し
て

最
終

的
に

ど
こ

ま
で

の
数

字
を

目
指

す
の

か
も

含
め

、
昨

年
度

の
区

民
評

価
で

も
意

見
の

あ
っ

た
助

成
拡

充
期

間
の

終
了

に
向

け
た

出
口

戦
略

に
つ

い
て

、
令

和
5
年

度
か

ら
の

助
成

拡
充

の
効

果
や

、
東

京
都

・
他

自
治

体
の

動
向

等
も

踏
ま

え
な

が
ら

具
体

的
な

方
針

の
検

討
を

進
め

ら
れ

た
い

。

4
①

イ
ベ

ン
ト

会
場

や
耐

震
説

明
会

・
相

談
会

で
、

助
成

内
容

及
び

に
申

請
件

数
が

２
３

区
で

も
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
で

あ
る

こ
と

の
説

明
を

行
っ

た
。

区
外

居
住

の
所

有
者

か
ら

の
申

請
も

多
く
助

成
件

数
も

順
調

に
増

加
し

て
お

り
、

引
き

続
き

次
年

度
も

ア
ピ

ー
ル

を
行

っ
て

い
く
。

無
接

道
家

屋
の

建
替

え
推

進
に

つ
い

て
、

S
N

S
を

利
用

し
、

区
民

に
定

期
的

に
制

度
を

P
R

す
る

こ
と

で
。

ま
た

、
老

朽
家

屋
対

策
事

業
に

つ
い

て
は

所
有

者
等

へ
個

別
に

危
険

な
状

況
の

改
善

依
頼

や
適

正
管

理
依

頼
等

を
行

っ
て

い
く
。

②
令

和
７

年
度

で
終

了
予

定
で

あ
っ

た
助

成
額

の
拡

充
期

間
は

、
期

間
延

長
を

望
む

声
が

多
く
寄

せ
ら

れ
、

ま
ず

は
令

和
８

年
度

ま
で

の
制

度
延

長
を

行
う

。
そ

の
後

は
、

令
和

８
年

度
に

改
定

を
行

う
耐

震
改

修
促

進
計

画
策

定
の

中
で

制
度

内
容

及
び

助
成

期
間

の
延

長
に

つ
い

て
検

討
し

、
令

和
８

年
９

月
に

予
定

す
る

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
経

て
、

令
和

９
年

度
よ

り
改

定
さ

れ
る

計
画

の
実

現
に

向
け

、
積

極
的

に
事

業
を

進
め

て
い

く
。

③
令

和
８

年
度

に
改

定
を

行
う

耐
震

改
修

促
進

計
画

で
今

後
の

ビ
ジ

ョ
ン

を
示

し
、

そ
の

実
現

に
向

け
た

制
度

内
容

を
検

討
し

、
改

定
さ

れ
る

計
画

の
実

現
に

向
け

、
積

極
的

に
事

業
を

進
め

て
い

く
。

無
接

道
家

屋
の

建
替

え
推

進
に

つ
い

て
は

、
許

可
制

度
の

P
R

に
注

力
す

る
と

と
も

に
、

現
地

調
査

に
お

い
て

、
よ

り
安

全
性

を
確

保
し

、
建

替
え

の
し

や
す

い
方

法
を

相
談

者
に

提
案

し
て

い
く
。

令
和

7
年

3
月

現
在

、
１

５
件

の
最

も
危

険
な

老
朽

家
屋

（
Ａ

+
）
が

残
さ

れ
て

い
る

が
、

い
ず

れ
の

家
屋

も
相

続
問

題
、

所
有

者
等

の
高

齢
化

、
所

有
者

の
行

方
が

つ
か

め
な

い
状

況
及

び
区

と
の

話
し

合
い

を
拒

絶
さ

れ
て

い
る

状
況

等
、

そ
れ

ぞ
れ

に
課

題
を

抱
え

て
い

る
。

こ
れ

ら
課

題
を

解
決

す
る

た
め

、
行

政
代

執
行

を
視

野
に

入
れ

な
が

ら
、

老
朽

家
屋

等
の

適
正

管
理

に
関

す
る

条
例

、
民

法
の

相
続

財
産

管
理

制
度

及
び

空
家

特
措

法
等

を
活

用
し

、
令

和
９

年
度

ま
で

に
最

も
危

険
な

老
朽

家
屋

（
A

+
）
１

５
件

全
て

の
解

消
を

目
指

し
て

い
く
。

【
区

民
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
３

次
評

価
）

4R
5

目
標

・
成

果
の

達
成

度
へ

の
評

価
今

後
の

事
業

の
予

定
、

方
向

性
へ

の
評

価

　
昨

年
度

提
言

し
た

通
学

路
沿

い
の

ブ
ロ

ッ
ク

所
有

者
へ

の
職

員
訪

問
な

ど
、

具
体

的
な

取
り

組
み

を
着

実
に

実
行

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
点

は
評

価
で

き
る

。
ま

た
、

耐
震

化
促

進
事

業
や

老
朽

家
屋

対
策

事
業

に
お

い
て

も
、

多
角

的
な

視
点

か
ら

継
続

的
に

対
応

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

高
く
評

価
し

た
い

。
グ

レ
ー

ゾ
ー

ン
住

宅
の

取
り

扱
い

に
つ

い
て

は
現

在
も

検
討

段
階

で
あ

る
た

め
、

早
期

に
明

確
な

方
針

を
打

ち
出

す
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

迅
速

な
対

応
が

、
今

後
の

事
業

推
進

の
鍵

と
な

る
で

あ
ろ

う
。

　
①

一
方

で
、

内
外

へ
の

ア
ピ

ー
ル

に
関

し
て

は
、

特
に

外
向

け
の

情
報

発
信

の
具

体
的

な
方

針
が

示
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
が

課
題

と
し

て
残

る
。

不
燃

化
事

業
と

も
関

わ
る

が
、

足
立

区
は

依
然

と
し

て
「
木

密
地

域
」
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

が
一

定
程

度
根

強
く

残
っ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
手

厚
い

助
成

制
度

や
取

り
組

み
の

成
果

を
積

極
的

に
外

部
に

発
信

し
、

区
の

取
り

組
み

の
実

情
や

成
果

を
広

く
周

知
さ

せ
る

努
力

が
必

要
で

あ
る

。
必

ず
し

も
他

区
と

比
較

し
て

劣
っ

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
た

め
、

独
自

の
魅

力
や

成
果

を
前

面
に

押
し

出
す

こ
と

が
望

ま
し

い
。

　
助

成
金

制
度

の
拡

充
や

、
個

別
事

情
に

応
じ

た
き

め
細

や
か

な
対

応
の

継
続

に
も

取
り

組
ま

れ
て

い
る

点
は

評
価

に
値

す
る

。
特

に
他

自
治

区
の

事
例

に
み

ら
れ

る
よ

う
な

、
よ

り
深

い
部

分
ま

で
踏

み
込

ん
だ

対
応

を
目

指
し

て
い

る
点

は
、

地
域

住
民

の
安

心
・
安

全
に

つ
な

が
る

重
要

な
姿

勢
で

あ
る

。
今

後
も

こ
う

し
た

具
体

的
な

支
援

策
や

柔
軟

な
対

応
を

維
持

・
発

展
さ

せ
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
　

総
じ

て
、

着
実

な
事

業
推

進
や

助
成

制
度

の
整

備
と

並
行

し
て

、
広

報
や

情
報

発
信

の
戦

略
的

強
化

が
不

可
欠

で
あ

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

地
域

住
民

や
外

部
関

係
者

の
理

解
と

協
力

を
よ

り
一

層
深

め
、

事
業

の
さ

ら
な

る
成

果
に

つ
な

げ
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

　
耐

震
化

促
進

事
業

に
つ

い
て

は
、

助
成

金
の

拡
充

に
よ

り
成

果
が

着
実

に
上

が
っ

て
い

る
こ

と
が

評
価

で
き

る
。

特
に

ブ
ロ

ッ
ク

塀
に

関
し

て
は

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

派
遣

数
が

増
加

し
、

ブ
ロ

ッ
ク

塀
の

カ
ッ

ト
後

に
設

置
さ

れ
る

フ
ェ

ン
ス

整
備

へ
の

助
成

拡
充

も
進

ん
で

お
り

、
地

域
の

安
全

確
保

に
向

け
た

取
り

組
み

と
し

て
高

く
評

価
で

き
る

。
ま

た
、

老
朽

家
屋

の
危

険
解

消
数

に
つ

い
て

も
令

和
5
年

度
の

調
査

で
対

象
件

数
が

増
加

し
た

こ
と

が
明

ら
か

に
な

り
、

数
字

と
し

て
は

大
幅

な
増

加
で

は
あ

る
も

の
の

、
特

に
危

険
度

の
高

い
老

朽
家

屋
に

関
し

て
は

2
5
件

中
1
1
件

の
解

消
を

達
成

し
、

一
定

の
成

果
を

挙
げ

て
い

る
。

一
方

で
、

依
然

と
し

て
2
0
0
件

以
上

の
危

険
な

老
朽

家
屋

が
残

っ
て

い
る

現
状

も
あ

り
、

次
年

度
以

降
は

こ
れ

ら
の

住
宅

を
重

点
的

に
対

策
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

　
更

に
、

無
接

道
家

屋
の

許
可

件
数

は
伸

び
悩

ん
で

い
る

も
の

の
、

現
地

調
査

の
依

頼
件

数
は

増
加

傾
向

に
あ

り
、

ニ
ー

ズ
自

体
は

高
い

こ
と

が
推

察
さ

れ
る

。
許

可
件

数
が

伸
び

悩
ん

で
い

る
背

景
に

は
建

設
費

の
高

騰
や

近
隣

と
の

調
整

な
ど

の
外

的
要

因
が

影
響

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

が
、

個
別

の
事

情
に

応
じ

た
き

め
細

や
か

な
対

応
が

重
要

で
あ

り
、

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
役

割
が

よ
り

期
待

さ
れ

る
。

　
こ

の
事

業
の

特
性

と
し

て
、

成
果

が
数

値
化

し
に

く
い

面
も

あ
る

が
、

多
様

な
施

策
を

通
じ

て
耐

震
化

率
が

着
実

に
向

上
し

て
い

る
こ

と
は

評
価

に
値

す
る

。
今

後
も

引
き

続
き

、
助

成
制

度
の

充
実

や
地

域
住

民
へ

の
周

知
啓

発
、

危
険

家
屋

の
早

期
解

消
に

向
け

た
重

点
的

な
取

り
組

み
を

推
進

し
、

安
全

な
地

域
づ

く
り

に
貢

献
し

て
い

く
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

短
期

の
予

定
で

示
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
、

メ
デ

ィ
ア

の
活

用
に

よ
る

多
く
の

方
へ

の
リ

ー
チ

や
所

有
者

の
お

か
れ

た
状

況
の

綿
密

な
分

析
、

福
祉

部
門

や
、

民
間

支
援

団
体

と
の

連
携

に
よ

る
個

々
の

実
情

に
よ

り
添

う
な

ど
、

相
談

し
て

き
た

居
住

者
を

逃
さ

な
い

意
識

で
引

き
続

き
取

り
組

む
こ

と
が

、
一

件
で

も
多

く
改

善
数

を
増

や
す

こ
と

に
つ

な
が

る
。

特
に

、
権

利
関

係
の

課
題

な
ど

に
対

し
て

も
、

業
者

や
関

係
団

体
と

協
力

し
て

柔
軟

に
対

応
し

て
い

く
こ

と
が

望
ま

れ
、

今
後

も
継

続
的

な
連

携
が

期
待

さ
れ

る
。

　
②

一
方

、
中

・
長

期
視

点
で

は
、

本
年

度
で

3
年

間
に

わ
た

る
助

成
金

拡
充

が
一

区
切

り
と

な
る

が
、

次
年

度
以

降
の

継
続

の
見

通
し

が
示

さ
れ

て
お

ら
ず

、
か

ね
て

か
ら

区
民

評
価

で
も

提
言

し
て

い
た

拡
充

後
の

出
口

戦
略

に
つ

い
て

も
、

明
確

な
ビ

ジ
ョ

ン
が

示
さ

れ
な

か
っ

た
点

は
残

念
で

あ
る

。
東

京
都

と
の

密
な

連
携

も
当

然
な

が
ら

求
め

ら
れ

る
と

こ
ろ

で
は

あ
る

が
、

東
京

都
の

方
針

待
ち

に
な

ら
な

い
よ

う
、

区
独

自
の

特
性

に
応

じ
た

方
針

の
打

ち
だ

し
や

、
助

成
以

外
の

対
応

策
も

よ
り

打
ち

だ
し

て
も

よ
い

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

　
③

最
終

成
果

の
目

標
で

あ
る

住
宅

の
耐

震
化

率
9
4
％

に
迫

る
中

、
今

後
の

方
向

性
が

重
要

と
な

る
が

、
現

時
点

で
示

さ
れ

て
い

る
耐

震
化

促
進

事
業

、
老

朽
家

屋
対

策
事

業
、

無
接

道
家

屋
へ

の
対

応
と

い
っ

た
取

り
組

み
に

関
し

て
は

、
ど

れ
も

当
た

り
障

り
の

な
い

記
述

に
と

ど
ま

り
、

中
・
長

期
的

な
展

望
が

読
み

取
れ

な
い

点
は

期
待

外
れ

で
あ

る
。

事
業

を
継

続
す

る
の

か
、

一
定

の
成

果
を

も
っ

て
一

区
切

り
と

す
る

の
か

、
い

ず
れ

の
判

断
に

せ
よ

、
区

と
し

て
今

後
ど

こ
を

目
指

す
の

か
と

い
う

明
快

な
ビ

ジ
ョ

ン
が

な
い

と
、

今
後

の
方

針
が

定
め

ら
れ

な
い

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

全
体

評
価

3
.5

反
映

結
果

4
達

成
度

【
庁

内
評

価
委

員
会

の
評

価
】
（
２

次
評

価
）

【
評

価
結

果
・
提

言
を

受
け

て
の

取
組

】
（
反

映
結

果
）

評
価

結
果

全
体

評
価

3
.5

ST
EP
2

ST
EP
4

ST
EP
3

ST
EP
1

評
価

中
止
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